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龍神葛葉 篇


 
 屋敷に、二つのよく似た産声が上がった。 
 一つは本家、もう一つは離れからだった。 
 ｢男子(おのこ)がお産まれになりましたのは、正室である富子(とみこ)様の方でございます。側妻である藤緒(ふじお)様には、女子(おなご)がお産まれになりました｣ 
 侍女が静かに、当主である法眼(ほうがん)に告げた。 
 ｢松兵衛(まつべえ)を呼んでくれるか｣ 
 侍女は、軽く頭を下げるとその場を後にした。 
 暫くして、初老の男が法眼の元をたずねてきた。 
 ｢法眼(ほうがん)様、お呼びでしたか｣ 
 ｢察していると思うが、ワシと同様に子供達の師匠となって欲しいのだ｣ 
 ｢勿体なきお言葉｣ 
 ｢ここには其方とワシしかおらんのだ。前から言っておるが、其方は師匠。頼むから昔のままししてくれんかな｣ 
 この生まれた法眼は、機嫌が良い。 
 ｢星のよみでも、富子様に男児、藤緒様に女児が授かる事はわかっておりましたが、星によるとここからが大変な様です。心してくださいませ｣ 
 ｢今日だけは、その話は置いておいてくれないか。ワシは二人に顔を見せてくるとしよう｣ 
 法眼は立ち上がった。その姿を、深刻な表情で松兵衛は見送った。 
 
 
 富子は、法眼が二年程前に旅先で知り合った娘であった。朽ち果てた土地に、人柱のように祀られた、人神であった。 
 法眼が度重なる村の災難の為、多大な力遣い、身体を壊したのが始まりであった。 
 今の福岡の辺りの山奥に、身体によい薬草の生える温泉がある村があると、星が示したからだった。 
 星の示した通り進むと、一週間程でその村に着いた。 
 村人は数える程しかいない、澱んだ土地であったが、薬草と温泉は本物だった。法眼の体力は、みるみるうちに回復していった。 
 『この土地は、何故このようになってしまったのだ？』 
 法眼が尋ねると、富子は答えた。 
 『鬼に荒らされまして』 
 『鬼、と？』 
 『はい、今は私が封印致しております』 
 この娘の力は強いものだと悟った法眼であったが、まだ若いこの娘が１人この土地に縛り付けられ、この世を終えねばならぬのかと考えると、酷く胸が痛んだ。 
 『何かのご縁だ。ワシが鬼をなんとかしよう』 
 法眼は、娘の為にその村に祠を立て、娘の代わりに鬼を封じるための柱とした。 
 聞けば娘には、行く宛も身よりも無いという。娘のその力を信じた法眼は、娘を傍に置く事に決めた。 
 最初は、助手という立場であった。しかし、法眼も年頃である。妻を貰うにも普通の者には、つとまらない。 
 そして、その時期不幸な出来事が起きた。法眼の家、即ち恵慈(えじ)家と代々契を結び続けていた家系である藤緒が、法力を持って産まれて来なかった事がわかった。 
 何たる事かと、星に聞けば、恵慈家を揺るがす大惨事の予兆だという。 
 そこで、災いを鎮る為の手段として、富子と藤緒を妻に迎えることにしたのだった。 
 しかし、代々正当な家系であったとしても力の無い藤緒が後継者となるには難しく、富子を正室、藤緒を側室にする他なかった。 
 更に不幸は重なる。 
 藤緒の家系である男児が、全て不審な死を遂げて耐えてしまった。 
 この事態に、法眼は頭を抱えるしかなかったのだ。 
 だが、神は見捨てなかったのだろうか。 
 この度、正室と側室にそれぞれ男女が産まれた。 
 気味が悪いといえば、それまでかもしれないが、同時に産まれた男女には産まれて直ぐ婚約が交わされた。 
 ただ、この時点で交わされただけである。 
 そして、星は再び不吉な未来を暗示した。 
 星は富子に闇を示し、同時に藤緒を光と示した。 
 何をあらわすのか……。 
 
 
 年月が流れると、声を上げるしか出来なかった男女は、立って歩く事が出来るようになった。 
 富子と藤緒を合わせること、また子供達を合わせることは、星が何を示しているか分からない以上危険行為だとして、離し、隔離し、生活させ育てた。 
 それぞれ母が育て、松兵衛が教育した。 
 乳母や侍女が殆ど存在しないのは、恵慈家の秘密を守るため、代々守られてきた事柄だった。 
 ｢では、恵慈家の力の話をご説明しましょう。これは、あなたがこれから覚え取得し、守り受け継がねばならぬこと。心しなければ、ならぬのです｣ 
 それぞれ２人の子供に、松兵衛は丁寧に繰り返し説明をした。 
 ｢そもそも恵慈家の力とは、太古の昔に現れたという金色の七色に光る龍から授かったもの。恵慈家の御先祖とは、即ち龍神なのです。そして、それは己の中に眠る龍神の力で、自然を操ること。時に雨を降らせ、火を生み出し、風を吹かせ大地を眠らせ、そして悪に制裁を加える。星をよんで吉凶を知り、民を救い土地を豊かにすること。それが恵慈家の宿命です。その力は代々恵慈家の血に宿り紡ぎ続ける。血は薬のように、それを与えられた者にも宿るのです。けれど、気を付けねばなりません。この力は毒にも薬にもなるもの。人々を救うだけではなく、土地をこの世を滅ぼすことすら出来るもの。だから、無闇に血を与えてはなりません。与えなければならない時は、よくよく考えるのです｣ 
 幼き頭には、何度言っても理解は出来ない。それでも、物語のように覚えていった。 
 
 更に、数年の月日が流れると、またもや問題が生じた。 
 
 正室である富子の嫡男、晴明(はるあき)が、どう修行しても法力を扱う事が出来ないのだ。術が使えない……跡取りとして、最も致命的な欠点であった。その代わり、晴明の武芸は才能、天才とうたわれるほどに、メキメキと腕を上げていった。もはや屋敷に、否、里に晴明の相手を出来るのは松兵衛以外いなかった。 
 対する藤緒の娘である葛葉(くずは)だが、その法力は恐ろしい程に強く、齢七つの段階でして既に全ての呪術を習得してしまう程である。中でも、彼女の最も得意とする癒しの力は、どんな怪我でも病気でも、生きてさえいれば立ち所に治してしまった。 
 その力で人を助けるようにと、藤緒は法眼の許可を得て、彼女を村の民の医者として働けるように手配した。 
 最初のうちはよかった。誰も反対するものもおらず、葛葉もこれが天命だと思っていたから。大好きな母の願いと、正室になれる筈でありながらなれず、肩身の狭い思いをしてきた母の為になれるのならと精一杯頑張った。 
 加えて言えば、側室の娘として産まれた段階で自分が当主になる事は有り得ないと思っていたから。 
 また、葛葉は酷く武芸が苦手だった為なのもある。母藤緒もおばあ様だった人もそのまたおばあ様も、自分を守る技くらいは得ていたと聞く。それすらも、葛葉には難しかった。 
 葛葉の力は、たちまち村で評判となり、一年もしないうちに彼女は人神のように扱われる事になった。 
 恵慈家の龍神様の生まれ変わりとはやし立てられた。 
 そして、晴明の法力が無いことすら何処からとも無く噂として広がった。 
 晴明が松兵衛に連れられて外を歩くと、ヒソヒソと後ろ指さされている気がする。 
 ただの被害妄想だったのかもしれないが、正室の嫡男でありながら子供ながらに肩身が狭かった。 
 
 富子も法眼も血を与えたが、その力が晴明に宿ることはなかった。その代わり、晴明の振るう剣に、僅かながらその名残が表れる程度。 
 それでは、話にならない。 
 法眼が言わずとも、屋敷を始め村中で、次の当主は葛葉だと噂が広まり、時には嘆願書までが提出される事態となった。 
 さて、この事態に、心底面白くないと思うのは富子である。 
 法眼のはからいでこの屋敷に嫁いでこられ、なれるはずなかった正室の座を幸運にも手に入れた。それだけで満足できる訳でないのは、人間の性質である。欲が出た。我が息子に、後継者の座を与えたい、と。 
 富子は藤緒が許せなかった。側妻でありながら、産んだのが娘でありながら、恵慈家を手に入れると。惨めな思いをする息子が可哀想で堪らなかった。 
 ｢葛葉を次期後継者にするおつもりですか？｣ 
 法眼は、渋い顔をした。 
 ｢あれは、女子じゃ。そうしたくても、そうは出来ん。だから、二人が産まれた時、二人を夫婦にしようと考えておったのだ｣ 
 ｢表向き、晴明が継ぐと言うことでしょうか？ それでも、真の後継者は葛葉という事では？ ｣ 
 ｢何故、そうヒステリックに、悲観的に物事を考えるのだ｣ 
 あの娘さえ産まれなければ、晴明がこんな惨めな思いをする事はなかったと思うと腹立だしくてしょうがない。 
 葛葉のお陰で当主になれないという、これ以上の屈辱は無いと、富子は唇を噛んだ。 
 ｢これでは、あまりにも晴明が不憫でなりません。葛葉の行為を、お止めください｣ 
 そう言うと、富子は一旦席を外した。 
 あの娘を消し去りたい、亡きものにしたい、藤緒も共に消えればいい。どうせ無くなる家系なのだから。 
 法眼は、葛葉に医者としての行為を止めさせた。不審な影を抑えるために、がっかりする葛葉には、ほとぼりが冷めるまでと告げた。葛葉は、父の事も大好きだったから、困っている父の為ならと、承諾した。 
 
 ｢松兵衛、一度晴明と葛葉を会わせてみることは難しいだろうか｣ 
 星の示す災いが未だ分からないうちは、二人会わすのが恐ろしい気もしていた。 
 ｢富子様の手前もありますが……｣ 
 ｢しかし、いずれ夫婦と考えている以上、このまま永遠に会わせない訳にはいくまい｣ 
 松兵衛も、頭を抱えた。 
 ｢来月、お二人が十五を迎える際に、元服の儀式を執り行うというのは？ お二人共、もう立派な大人ですよ｣ 
 ｢この災いを治めること、それがワシの最大の天命なのかもしれんな。人は誰でも天命があるというが、嫌な役回りだな｣ 
 松兵衛が、笑った。 
 ｢これが、最後の大仕事になるやもしれん｣ 
 
 元服の儀。富子は猛反対した。勿論、夫婦に関しても反対だった。対して藤緒は、どちらも勿体無いご好意と頭を下げた。藤緒はそのものの家に生まれたものの、その宿命を果たせなかった事を生涯嘆き悲しんでいた。棄てられてもかおかしくない身でありながら、側妻としても置いて貰えることに、心底感謝すらしていた。だから、葛葉の行為の件についても、法眼が望むならと口出しはしなかった。 
 富子の住む本家の屋敷と藤緒の住む離れの屋敷は、同じ敷地内にありながらも別住まいとされていた。 
 藤緒や葛葉の姿が本家の人間に見られないようにとのはからいであるが、それも全て富子や藤緒の家の世間体を気遣っての事だった。 
 だから、勿論富子も晴明も藤緒や葛葉を見たことも無いし、その逆もそうだった。 
 十五の元服の儀にして、初めて四人は顔を合わせた。 
 
 『あれが、側室の娘でありながら次期当主の座となる女か』 
 肩身の狭い思いをしてきた晴明は、葛葉と藤緒を見ながら、どうしてもひねた考えをしてしまう。 
 『あの方が、次期当主の晴明様』 
 対して、邪心すら持たない葛葉は、晴明の事を逞しい一人の男性であり次期当主という目でしか見ていなかった。 
 お互い気付いたのは、父譲りであろう口元のホクロである。葛葉も晴明も、それぞれ反対方向に一個携えていた。 
 『腹違いと言えど、兄妹であるか。否、姉弟なのだろうか？ どちらでも構わんが、自分によく似た顔を見るのは不思議なものじゃ』 
 葛葉は照れたように、顔を俯いた。 
 『なんじゃ、あの娘は。自ら顔を逸らすとは、失礼な。力の使えぬ俺が、そんなに可笑しいか？ 顔まで赤らめて』 
 晴明は、ふいっと顔を背けた。 
 元服の儀が行われ終わったのち、法眼が二人の夫婦の約束を交わさせようかとした時だった。 
 それを遮るように、富子が入った。 
 ｢法眼様、元服の儀の一つとして、お願いしたい事がございます｣ 
 突然の富子の申し出に、法眼は息を飲んだ。それは富子に現れた闇の示しもそうだが、災いを恐れていたのもある。 
 ｢なんだ？｣ 
 ここは、ひとまず聞いてみよう。 
 ｢私が人柱としていた、あの村を覚えておいででしょうか？ あの村に、再び鬼が現れたと頼りが来ました。私の世話をしてくださっていた僧より、文が届いたのです｣ 
 法眼は、目を丸くした。 
 ｢それは、封印が解かれたということか？｣ 
 ｢はい、別の鬼が現れ、あの祠を壊し、封印を解いたそうです。あの村は、あの薬草と温泉の力のせいで、兼ねてより悪霊、妖怪、鬼、魑魅魍魎が引き寄せられてきます。あれから僧が結界を張ってくれていたそうですが、それももはや限界と。そこで、龍神の生まれ変わりと言われる葛葉殿に、あの村の災いを治めて頂きたいのです｣ 
 法眼の頭に浮かんだ、災とはこの事かと。 
 ｢富子、それは……｣ 
 ｢かつて、法眼様が私の為に治めて下さったのですから。次期当主というなれば、この位のこと出来ねばと思うのですが｣ 
 法眼は、口を閉ざした。それを見て、葛葉が声を上げた。 
 ｢私、やってみます｣ 
 ｢葛葉よ｣ 
 いかに龍神の生まれ変わりと言われる強力な法力を持つとしても、葛葉は十五の世間知らずの娘である。恵慈家だけではなく父として、心配でならない。 
 そして、その葛葉の態度を見て、晴明は心の中で図々しい女だと悪態を吐いた。 
 ｢勿論、葛葉殿一人に行かせるような事は、致しませんよ。私は先に、これは元服の儀と申し上げたのはそこです。晴明も共に行かせます。そして、それが出来なければ、もし生命を落とすことなどあれば、それまでだったと。当主の器では無かったということでしょう｣ 
 ｢母上！｣ 
 思わず、晴明が叫んだ。こんな女と共にいるのは真っ平御免だ。 
 ｢晴明、これは元服の儀です。我儘は、通じませんよ｣ 
 葛葉同様に、晴明も大切に思う法眼は、晴明をも心配する目で見た。 
 ｢……では、富子。もし、二人が無事戻ってきた際には、二人を夫婦として認めるか？｣ 
 富子の口元が笑った。 
 ｢納得しましょう｣ 
 葛葉が、生きて帰ってこれば。 
 
 
 元服の儀を終え、それぞれ部屋に戻ると、晴明は珍しい程の剣幕で富子に掛かった。 
 ｢母上！ 何故あのような申し出を!? 俺は、あんな娘と四六時中一緒にいるのは我慢ならない！ ましてや、武芸はからっきしと言うでは無いですか。俺は、あの娘を守るのは御免です！｣ 
 富子は晴明の反抗を気にもせず、袖下から掌に乗る程度の巾着を出した。中身を出して見せる。紙に包まれた薬のようだ。 
 ｢なんですか？｣ 
 ｢これを飲んだものは、呼吸三つ程でこの世を去ります｣ 
 ｢毒ですか｣ 
 ｢守る必要は、無いのです。混乱に乗じて斬ることが出来なかった時、もしくは斬ることに躊躇われた時は、これを使いなさい｣ 
 ｢母上、もしやこれはその為に？｣ 
 ｢母は、晴明が一番なのです。あの娘がもし野盗に襲われようと、動物に食われようと、崖から落ちようと助ける必要はないのです。けれど、術の力でその程度では消せないでしょうから。最後は貴方自身で片付けるのです｣ 
 
 晴明は、急に怖くなった。怖くなったが、母の手から毒を握り取った。 
 当主となるには、恨みを晴らすには病む負えない犠牲だと、自分自身に強く言い聞かせた。 
 
 
 法眼と松兵衛は、元服の儀のあと部屋に篭った。とうとう、その時が来てしまったのかもしれないと。 
 ｢富子様に現れた闇の影は、日に日に大きくなっております。気を遣ったつもりが、逆に富子様の闇を大きくしてしまったのかもしれません｣ 
 ｢何故、晴明に力が現れなかったのだろうか？｣ 
 ｢わかりませぬが、僅かに宿った力が暴走するのも危険なので、今は儂の力で封じております｣ 
 ｢松兵衛の判断なら、それが正しいのだろう｣ 
 ｢葛葉殿に、医者のような行為をさせるべきではなかったと悔いておりませんか？ それは、儂は少し違うように思います。もう少し、晴明殿に……同じようではなく、特別な扱いを考えてやるべきだったのかもしれません｣ 
 ｢松兵衛は、今回の富子の申し出、どう思うか？｣ 
 ｢何か裏があるようにも感じますが、夫婦の件もそうですし、葛葉殿の為にも受けざるおえねばならないかと｣ 
 ｢やはり、断ることは出来ないか｣ 
 ｢この程度の事が出来ぬのに……となっては、次期後継の件にも関わりますから｣ 
 ｢葛葉の力の事は心配しておらん。気になるのは、富子の企みと晴明と葛葉の仲じゃ。幼少の頃から、会わせてしまうべきだったのではないかと｣ 
 ｢向かわせる前に、一緒に生活させてみるのは如何でしょうか？ 葛葉殿を本家に呼ぶのです｣ 
 ｢そうしてみるか……｣ 
 法眼と松兵衛の出した、苦し紛れの案だった。 
 
 
 富子の提案した鬼退治の件については、元服の儀から三日後と早すぎる出発が決まった。それらは全て、富子の計画だった。 
 その間、葛葉は本家の晴明の隣の部屋を与えられ、共に生活し、多少なりともお互いを知るように義務付けられた。 
 その日からの食事は、全ていつも通り侍女の手作りで、晴明と二人で食べた。二人だけというのも、法眼のはからいだった。少しでも、会話をする機会を増やすようにと。そうでもしなければ、晴明は外で剣を振り回し、葛葉は部屋で本を読み続けるだけだったから。 
 ｢少しは、仲良くなれたか？｣ 
 法眼が、葛葉に聞いてみた。 
 ｢晴明殿は、特に何も話しません。私がお嫌いなのかもしれません｣ 
 ｢そうではない、きっと照れてるんだ｣ 
 ｢私は、晴明殿と友達になりたいのです。私に友達はおりませんし……そうですね、お人形遊びなどどうでしょうか？ 今度聞いてみようかしら。私のお人形を貸して差し上げたら、喜んでくれますか？｣ 
 法眼は、苦笑いをした。 
 ｢葛葉よ、残念ながら晴明に限らず男子と言うものは、人形遊びはせんのだ｣ 
 ｢！ 殿方は、お人形遊びはしないのですかっ!!では、どんな遊びをなさるのです？｣ 
 葛葉の驚きっぷりが可笑しく、法眼は少し笑ってしまった。 
 ｢そうだなあ、晴明が好きなのは、武芸か……｣ 
 葛葉は、しゅんとした。 
 ｢葛葉は、武芸はからっきしです｣ 
 ｢そうだな、では共に歌など読んでみてはどうだろうか？｣ 
 ｢それなら私にも出来ますね｣ 
 しかし 
 ｢歌など読まん｣ 
 晴明はキッパリ断ると、葛葉とは目も合わせようとせずに、ひたすら剣を振り回していた。 
 藁で出来た人形は既にボロボロに成り果て、それでも晴明の剣は止まらず最後には芯の丸太すら折れてしまった。その度、晴明はその残骸を舌打ちと共に庭の隅に蹴りやった。庭の隅には、晴明のへし折った藁の木人が幾つも転がっている。 
 ｢惨い｣ 
 することもないので、それをぼんやり見ていた葛葉がぼそりと口にした。 
 ｢惨い？ ただの人形じゃ。これでも手加減しておる。大体人形ならば、もう少し耐えてくれんと、稽古にもならんわ｣ 
 ｢稽古と言うより、ストレス発散にも見えるがの｣ 
 ｢うるさい！ 邪魔だ、何処かへ消えてくれ｣ 
 怖い人だ、と葛葉は思う。葛葉の言い方もよろしくないとは思うのだが、それもまだ少女の葛葉にはよく分かっていなかった。 
 ｢明日、共に旅に出ねばならぬから、せめて少しくらい話をしたかったのですが……｣ 
 ｢なんだ？ 聞いてやる｣ 
 言いながら、晴明は次の木人の用意を始めた。 
 ｢うむ。私は旅が初めてですし、体力にもあまり自信がありません。晴明殿は如何でしょうか？｣ 
 ｢俺も旅は初めてだ。だが、体力には自信がある。自信がないなら、一人でゆっくり行けば良い。俺の側を歩くな。俺は、葛葉殿の事を守るつもりはない。自分の身くらい自分で守れ｣ 
 ｢冷たい殿方ですね｣ 
 ｢冷たい？｣ 
 晴明が、手にしていた木刀を下ろした。冷たいとは心外である。冷たい世界を生きてきた晴明には、葛葉を嫌う理由が十分にあったから。 
 ｢お主は、常に守ってもらえると思っておいでか？ 全ての人間が等しく優しく、お主を慕い、なんでもしてくれると。いいご身分であらせますな、姫君｣ 
 ｢……姫君｣ 
 きょとんとする葛葉を他所に、晴明は手にしていた木刀を投げ捨て、その場をあとにした。 
 葛葉は、離に住む藤緒の元に駆け、一部始終を話しながら泣いた。 
 ｢晴明殿と二人旅など、葛葉には無理でございます。ましてや、夫婦など｣ 
 藤緒は、葛葉を抱きしめた。 
 ｢葛葉、夫婦というものは、家のためにするもの。母もそうです。ですから、我儘は通らないのです。二人旅にしても、これは富子様がお決めになり、最終的に法眼様がお決めになったこと。若様がどんなに厳しい方であろうと、耐えなければならないのが、女に生まれた運命｣ 
 藤緒も、その生まれながらの運命に苦しんできた一人だった。 
 ｢母上は、逃げたいと思ったことはございませんか？｣ 
 いつも、思っている。そう言いたかった。 
 ｢それは叶わぬ事ですから。そう思ってしまったら、これからがずっと辛くなります｣ 
 葛葉の中に絶望が生まれた。何故、自分はこのような家に、生まれて来てしまったのだろうか。贅沢なんていらない、今までのように人を診て生きて行ければよかった。もし、この力のせいならば、それすらもいらないと思った。 
 父上に、相談など出来ない。家から逃れたいなどと。もし逃れたとして、一体何処へ行くと言うのか。 
 諦めるしかないのだ。 
 暗い表情の葛葉を気にして、藤緒が続けた。 
 ｢若様は、きっと何か大きな誤解をしていらっしゃるのかもしれませんよ。それは、葛葉も同じ事です。若様の良いところを、見つけて差し上げなさい。若様でないにしろ、友達を作るにはとても大切な事なのですから｣ 
 泣きながら、葛葉はこくりと頷いた。 
 夕餉の席に、葛葉は現れなかった。仕方ないので、晴明は独りで食事を済ませた。思えば、必ずその場には母か父か松兵衛か誰かがいたので、独りで食事をするのは始めてだった。 
 日も落ち、がらんと静かな座敷での食事は妙に心寂しく感じ、味気ないものだった。母が用意させた食事は、常に晴明が好きなものばかり。 
 昼間、少し言い過ぎたか。いつも文句一つ言わないが、葛葉の好きな物はなんだろうか等と考えた。 
 晴明は食事を終えると、葛葉のお膳をその場に放置するのも忍びなく、昼間の事も気に掛かり、お膳を彼女の部屋の前まで持って行った。 
 ｢食事が冷めてしまった。しかし、母上が折角作って下さったものだ。明日から旅も始まる。ちゃんと食べておけ｣ 
 と言うと、晴明はその場を立ち去った。 
 晴明も葛葉同様友達がいない。勿論、兄弟もいない。仲直りがわからなかった。ごめんなさい、という当たり前の言葉は、大人に自分を認めてもらうための一つの言葉でしかなかったから。 
 昼間、消えろと言われた葛葉が、夕餉の席を晴明と二人で共にする勇気などなかった。母に泣きつき、けど何の解決にもならず、部屋に閉じこもるのが精一杯だった。 
 
 晴明からの配膳と言葉と、そして明日からの旅の不安に押し潰されそうになっていた。 
 仕方なく、夕餉を食べながら泣くしかなかった。 
 こういう時の、時の流れは早い。早々に夜が開け、侍女に身支度を整えられ、二人見送られる。 
 ｢晴明、葛葉をしっかり護ってやるのだぞ。男子は、お主しかおらんのだから｣ 
 ｢葛葉、しっかりな｣ 
 葛葉に声を掛けたのは、法眼だけだった。側室の女子、正室の嫡男で跡取り。その差は、見送りの時にしっかりと見せつけられた。 
 藤緒の見送りは許されなかった。建物の中から、娘の事を案じるしかなかった。不憫だが、それが女子の運命だからと飲み込むしかなかった。 
 けれど、晴明は晴明で優越感を感じている訳では無い。 
 葛葉を護るのは男子だからではなく、葛葉が本当の跡取りだから。俺は所詮護衛としてでしか必要とされていない、何処に行ってもそうだと。その悔しさで溢れていた。この女が死ねば、消えれば、自分がこの家に収まり、母上も俺も開放される。と、本気で思っていた。陰口さえ、叩かれなくなると。 
 見送る者までも、陰口を言っているような気がしてならない。 
 ｢父上、行って参ります｣ 
 晴明と葛葉は屋敷に向かい、軽く会釈した。 
 二人歩き出す旅路は、ずっと長い。 
 
 
 二人は、朝からずっと無言のまま歩いた。少し休みたくて、葛葉が声を上げても晴明は聞いてはくれない。晴明に合わせて極力休みながら歩いてはいたが、夕方頃になり、慣れない長時間の移動のため足の痛みに耐えきれずにとうとう動けなくなって泣き出した。 
 自分自身に術を使う気にもなれず、茂みの中で一人泣きながら蹲った。山の中で、日が沈みそうだ。もういい、このまま野犬にでも喰われて死ねればどれだけいいかと考えていた。 
 一刻(二時間)程して、晴明が葛葉の元に戻ってきた。 
 ｢ピーピー泣くな｣ 
 晴明も、根っから悪い人間では無い。寧ろ、葛葉への恨み辛みがなければ、優しい子だった。松兵衛を気にかけて肩を揉んでやったり、富子を気にして薬草を煎じてみたり、使用人の仕事をこっそり手伝ってやったりと。だから、本当の意味で心を閉ざして突き放す事など出来はしないのだ。 
 ｢日が暮れると危ない。早く山を降りねば｣ 
 ｢……晴明殿、一人でお行きください。私は、もう歩けません｣ 
 見れば、つま先に血が滲んでいた。晴明の中で、罪悪感が生まれた。 
 ｢悪かったな｣ 
 ぽつんと呟いた、晴明の本音だった。 
 ｢何故、晴明殿は私をそこまでお嫌うのでしょうか？ 私の何がお嫌いなのでしょう？｣ 
 罪悪感に少ししょんぼりとしていた晴明が、カッとなった。それを言わせるのか、と叫ぶように。 
 ｢お前のせいで、俺がどんな思いをしてきたか……母上も、俺も……お前さえいなかったら、せめてお前も術が使えなければ……｣ 
 葛葉も耳にはしていた。晴明は、跡取りにして術が使えない。跡取りの器ではないと言うのは、酷い物言いだと思いながら聞いていた。 
 ｢私だって、好きで使えるのではありません。母上から、幼い頃から言われて参りました。どんなに術が使えようと、女子である私は跡取りにはなれないと。それに、母上が晴明殿と同じような立場でしたから。母上は、晴明殿の事を心底案じ、私にはそう言い聞かせて来たのです。私だって跡取りなど望んではいません｣ 
 ｢望んでおらんでも、そうなるのが跡取りというものだ｣ 
 葛葉は、泣くしかなかった。こんなに嫌われてまで、跡等継ぎたくなかった。 
 こうしている間にも、日はどんどんと暮れていく。 
 ｢葛葉殿、早く山を降りねば。いきなり野宿になってしまうぞ｣ 
 葛葉は泣いたまま、顔を上げない。 
 ｢ほら、おぶってやるから｣ 
 ｢晴明殿だけでお行きください。私は、ここで野犬にでも喰われます。その方が、晴明殿も私も幸せになれます｣ 
 ｢やけくそになるな｣ 
 ｢やけくそにもなります｣ 
 クソッと悪態をつくと、根負けした晴明はその場で火を起こし始めた。幸いにも、天気は良い。雲から顔を出した三日月の光が、眩しいくらいに闇を照らし始めた。 
 この先を独りで行くのも切ない話だ。どんなに強がっても人の子である晴明にも、恐怖や不安はある。ましてや、初めての旅、初めての野宿。 
 ｢俺も少し反省するから、いい加減泣くのは止めてくれ。本当に野犬が来たらどうするんだ｣ 
 先程まで気丈に見せていた晴明の、不安そうな声に葛葉は少し笑いが込み上げてきた。ようやく泣きやみ、晴明が焚き火で温めた干し芋を口にした。 
 ｢事が終わるまでは、上辺だけでも仲良くしよう｣ 
 晴明なりの、仲直りだった。 
 ｢はい｣ 
 葛葉への恨み辛みが晴れた訳でもないけれど、そうする他選択肢も無いわけで。 
 葛葉はこっそりと、自分の足の傷を自分で治した。 
 母、藤緒の言葉を思い出した。お互い誤解があるかもしれないというあれだ。本当にそうかもしれないと思った。 
 どんなに冷たい態度であっても、結局はこうして戻ってきてくれて、そばに居てくれる。 
 ｢火を焚いていれば、少しは動物避けにもなるだろう。俺が見てるから、葛葉殿は少し眠った方がいい。明日も野宿は御免被る｣ 
 ｢それでは、晴明殿が｣ 
 ｢俺は体力はあるから、俺の心配はよい｣ 
 葛葉は、晴明の言う通りにした。折角少しばかり距離が近くなったのだ。自分から壊すこともないだろうと。 
 ｢では、何かございましたら、御遠慮なく起こしてください。おやすみなさいまし｣ 
 葛葉は、あっという間に眠りに落ちた。それを晴明は少し羨ましいと思う。 
 起きていると言ったものの、本来守られた空間の中で、温かい布団でしか寝たことの無い晴明は、到底野宿など出来ないと思っていた。そこに朝まで佇むのも抵抗感があるが、ましてや寝るなど。女子とは不思議なものだと首を傾げた。 
 パチパチと燃える薪と、暗闇にゆらゆら揺れる炎。何故こんな目にと思うものの、怒る気にもなれない。今日は疲れたと彼なりに思う。 
 眠れるはずがないと思いつつ、気付けば晴明も眠っていた。 
 朝方、肩の冷えに葛葉の目が覚めた。見ていると言った晴明が、傍らで眠っており、その足元の火はとっくに消えていた。掛け布団代わりにしていた自分の羽織を、晴明には掛けた。 
 葛葉なりに薪になりそうな小枝を集めると、そこに手を翳せば容易く炎が上がった。せめて、朝餉くらいはと、葛葉は包の中から藤緒が持たせてくれた乾燥した餅を取り出して炙った。餅が次第に柔らかくなり、ぷっくりと膨れた所で晴明の目が覚めた。 
 ｢あ、おはようございます。今、朝餉を｣ 
 晴明の頭は、暫くぼんやりとしてから整い出した。 
 ああ、眠っていたんだ。偉そうにしておいて……。 
 何だか妙に恥ずかしくなり、顔を背けた。 
 ｢どうぞ｣ 
 葛葉の差し出した餅を受け取った。こんな物を持ってきていたんだと、口にした。 
 ｢まだございますよ｣ 
 ｢いや、いい。この先長いのだから、取っておこう｣ 
 ｢はい｣ 
 ｢今日こそは、村に行ってまともなものを食おう｣ 
 鰻が食べたい。卵が食べたい。肉が食べたい。魚が食べたい。 
 普段、なんとなく口にしている物ですら、恋しくなる。こんな粗末な食事も初めてなのだ。 
 ｢帰りたくはないか？｣ 
 ふと、葛葉に尋ねた。 
 ｢そう思ってしまったら、この先が余計辛くなりますから｣ 
 藤緒の受け売りだ。 
 ｢そうか、ならいい｣ 
 晴明は残りの餅を食べると、すくりと立ち上がった。 
 ｢もう、足はいいのか？ 行くぞ｣ 
 ｢はい｣ 
 葛葉も急いで、それに続いた。 
 辛くて苦しくてしんどくなったら、無理をしなくてもいいと皆が言ってくれる。陰口を叩かれ、外を歩くのが辛かったら、松兵衛が庇ってくれて外に出なくてもいいと言ってくれた。 
 
 ちゃんと跡取りとして申し分ない人間だったのなら、堂々と生きていけたのではないかと思い続けていた。 
 そんな時、ふと耳にした葛葉の存在。側妻の娘にして、術者であり、人に好かれ敬われ、慕われ……。女であるが故、跡を継げないからと自分を利用してその地位を得ようとしているのではないかと。父も、それを望んでいると信じていた。葛葉には期待する。しかし、自分には絶望の目しかない。どんなに武芸にたけようと、ここは武家ではないのだ。 
 しかし、実際の葛葉はどうだろうか。自分と変わらない子供であって、そこまで跡継ぎに執着している気がしない。 
 今度は、葛葉を気遣って度々休みながら先を急いだ。お陰で、進みは遅かったが晴明の体力は十分だった。 
 着いた小さな村の茶屋で、団子を食べた。 
 ｢晴明殿は、甘い物はお好きなのでしょうか？ 私は大好きです。迷いますね｣ 
 ｢好きなものを食べればいい｣ 
 葛葉が心配そうな顔をした。 
 ｢案ずるな、待っていてやるから。それに、また野宿は御免だ。今夜はこの村に泊まるつもりだし｣ 
 葛葉の表情が明るくなった。 
 よく見れば、面白い娘かもしれない。ころころとよく表情が変わる。 
 一方、葛葉は葛葉で思うところもある。あんなに冷たかった晴明が、少しずつでも優しくなった。それと同時に、心強くなった。この先、何があるかもわからないし、わからないことばかりの旅だけれど、その不安が少しでも軽くなったように思えるのだ。 
 葛葉が団子を追加した時、茶店の女将が声を掛けてきた。 
 ｢どちらに行かれるんですか？ 今夜は天気が崩れそうですけど、明日には晴れるといいですね｣ 
 何気ない世間話の筈だった。 
 ｢この先に、良い湯の出る湯治場があると聞きまして、そちらに行くつもりです ｣ 
 言ったそばから、女将の顔が青ざめた。 
 ｢それは、お止めになった方がよろしいですよ。湯治場はもう無くなったと聞きますし、それよりもこの先に死人の通る道があるといいます。湯治場は、どうしても野宿でそこを通らないと行けない場所なんですよ。上手く回避できればいいですけど、そうでなければ黄泉に連れていかれてしまいます｣ 
 ｢死人の道？｣ 
 ｢昔からある道ですわ。村の者は、誰も近付きませんよ｣ 
 ｢では、あちらに行きたい時はどうするんです？｣ 
 ｢迂回する道がありましてね、ずっと長くなるけど。ただ湯治場は迂回すると通り過ぎてしまうので、行けないのです。一説にはその湯治場を守るための道だとも言われていますけどね｣ 
 面白いことを聞いたなと、葛葉は思った。 
 ｢湯治場までは、ここからあと五日程もかかると聞きました｣ 
 女将は首を振った。 
 ｢迂回してから戻る道を通れば、そのくらい掛かるかもしれませんね。もしかしたら、真っ直ぐ行ったとして……死人の道を抜けるのにそのくらい掛かってしまったのかもしれませんけど。時折お坊さんが尋ねてこの村に立ち寄られますから、そう言った方が通る道は半々ですしね｣ 
 ｢特に変わらんということか。もしすんなり通れたとしたら、どのくらい掛かりそうですか？｣ 
 ｢そうですね、おそらく二日もあれば｣ 
 ｢そうですか、ありがとうございます。我々はどうしてもこの先に行かねばならりませんので、迂回しようと思います｣ 
 ｢そう、野宿になってしまいますよ。お止めになった方がよろしいと思いますけどねえ｣ 
 そう言いながらも、女将さんは迂回ルートを教えてくれた。 
 晴明から、ため息が出た。また、野宿か。この先もずっと。そう考えると、うんざりしかしない。 
 いっそ、母富子が言うように、葛葉を殺してしまえば全て切り上げて家に帰れるんじゃないかと思った。 
 が、いや、だめだと頭を振る。 
 茶屋で代金を払うと、今日泊まる旅籠を探した。シーズン的なものなのか、すぐに見つかった。特に他の客もおらず、のんびりできそうだ。一番良い部屋に夕餉の卵と鰻を用意するよう伝え、同時に湯浴みの準備と洗濯もさせた。 
 それを黙って見ていた葛葉であったが、これでは帰る前に金が底を付きそうでならない。 
 ｢晴明殿、差し出がましいようではございますが、もう少し節約なさった方が……｣ 
 葛葉と晴明は別に部屋を取った。それも、晴明からの申し出だった為だ。葛葉は一番安い部屋に、雑炊を頼んでいた。 
 ｢俺は、板の上では眠れぬ｣ 
 羨ましいのか、と晴明はムッとした。そうではない。 
 ｢どうせ、旅籠泊まるのも今夜限りだ。葛葉殿も同じようにしたらいいではないか｣ 
 ｢ですが、この先のことや帰りもありますし｣ 
 ｢うるさい、俺に指図するな｣ 
 晴明は、部屋に閉じこもってしまった。 
 基本的には何不自由なく育てられた、領主の若様である。本人が自覚している以上に、ストレスが溜まっていた。かくいう葛葉も、代わりないと言えばそれまでかもしれないが、側室の娘であるからこその我慢もあっただけに、晴明程苦痛に思ってはいなかった。それより、元々好奇心旺盛な性格が幸いしたのか、晴明が優しさを見せ始めてからは、少なからずワクワクすら感じていた。 
 ｢旅路の相談を致しませんか？｣ 
 葛葉は、襖越しに声をかけてみた。 
 ｢お前が先程勝手に決めたではないか｣ 
 それも気に入らなかったのかと、葛葉は反省した。 
 ｢申し訳ございません。あの場はああして流しただけですから、決めたわけではございません｣ 
 ｢死人の道等と言っていても、誠のところは山賊のことやもかもしれん。先程お前が決めた通り、迂回すればよかろう。俺はさっさと休みたいのだ。明日も早い、姫様もさっさとお休みください｣ 
 姫様とは、嫌味だ。 
 しおらしく演じていても、本来気丈な性格の葛葉である。流石に彼女もカッとなった。カッとして、晴明の部屋の襖を乱暴に開いた。 
 ｢若様、この旅が辛いのはわかりますが、こう我儘ばかりで当り散らすのもいい加減にしてくださいまし。まして、今は母上や父上や松兵衛がいる、居心地のいいお屋敷とは違うんです。それとも、たった二日で情けなくもホームシックにでも？｣ 
 晴明の方も血が昇る。あながち、間違ってはいないのが、心底腹に来た。 
 ｢ホームシックな訳あるか！ 侮辱する気か!!｣ 
 ｢侮辱？ おかしなことを、私は事実を述べたまでです｣ 
 暫く、二人の激しい言い争いが続いた。旅籠の主人と女将が間に入るほど、二人の喧嘩は凄まじく。腹に据えかね頬を叩いた晴明に向かって、葛葉も負け時と叩き返すから、遂には殴り合いの喧嘩にまでなっていた。 
 子供と言えども男女の喧嘩は喧嘩。ようやくおさまった頃には、晴明も葛葉も髪も服もヨレヨレだった。 
 ｢女子の分際で、いい加減折れたらどうなんだ｣ 
 晴明の左頬が熱い、腫れているのが自分でもわかる。目の前の葛葉の頬も赤いが、それ程でもないのは多少加減したせいか。 
 ｢若様が、わからずやだからです！｣ 
 息を切らしながらその場に座り込む二人に、落ち着いたのを見計らって女将が冷えた手拭いと水を差し出した。 
 ｢何があったかはわかりませんが、今夜はもうお休みください。続きがあるなら、明日外でやってくださいませ｣ 
 呆れながらも、女将と主人はその場をあとにした。今度喧嘩したら出て行ってもらいますよと、一言付け加えて。 
 葛葉もそれに続くよう、晴明の部屋を飛び出し、自分の部屋に篭ってしまった。残された晴明は、腫れた頬を冷やしながら深い溜め息を吐いた。 
 同時に、やり場のないモヤモヤとした感情に｢畜生｣等の悪態しかでない。 
 翌日になっても晴明の頬の腫れが引くはずもなく、茶屋の女将が言った通り朝は雨が降っていた。なんとなく、雨が止みそうな気配もあったので、朝餉を済ませると、晴明と葛葉は旅籠を出た。 
 
 
 
 昨夜の事を反省する葛葉とは逆に、晴明は拗ねたように目も合わせずに彼女から顔を背けたまま。気まづい雰囲気の中、雨宿りも兼ねて昨日と同じ茶屋に入った。 
 ｢晴明殿、その……昨晩は、申し訳ございませんでした。私もつい腹が立ってしまって……｣ 
 晴明は、まだ熱い頬に触れた。じんじんする。同時に、女子に手を上げた事を、晴明なりに反省していた。 
 ｢痛みますか？｣ 
 ｢まあ、いい平手打ちだったよ｣ 
 ｢診せて貰えませんか？｣ 
 晴明は冷めた目で葛葉を見つめるも、左頬を押さえる手を退けた。 
 昨晩、最初に殴ったのは晴明の方である。葛葉を落ち着かせようとした程度だったから、そんなに力を入れたつもりはなかったが、多少頬が赤くなっていたのは確認していた。それが、晴明と違い綺麗さっぱり跡形もなくなっているわけで。 
 葛葉が晴明の腫れた頬に手を伸ばすと、触れたその手が熱を帯びた頬にはひんやりと感じられた。それはほんの数秒の出来事で、先程までじんじんした痛みと熱を持っていた頬は、嘘のように元に戻った。 
 ｢これで、もう大丈夫ですよ｣ 
 自ら触れても、痛みも熱もない綺麗な頬だ。 
 ｢これが噂に名高い治癒の力か｣ 
 ｢結果的にそうなっただけです。この力でどうこうなろうと思った訳ではありません。ただ、私の力が少しでも人助けになれればと思っただけで。そうすれば、少しは母上が救われるかと思っただけの事｣ 
 葛葉が人を救えば救うほど、晴明が傷付いて来たなど、彼女に想像できるはずもなかった。そして、散々自分を苦しめた力に救われる皮肉にあうとは晴明も、予想だにしてこなかった。 
 ｢貸しが出来たな｣ 
 やはり素直にはなれない。ぽつりと呟いた。 
 ｢そんな！ 第一、その傷は私が作ったものですし｣ 
 ｢先に手を出したのは俺だ｣ 
 ｢それは、私が……！｣ 
 葛葉の話を聞かずに、晴明はお茶代を払うとすたすたと歩き出した。いつの間にか、雨は止んでいた。 
 ｢先を急ごう。迂回ルートだったな｣ 
 ｢迂回せずに進めば、二日程で着くようですし、これ以上野宿もお辛いでしょう。真っ直ぐ進んでみませんか？｣ 
 昨晩の晴明との喧嘩、葛葉は葛葉で反省していた。葛葉にも配慮が足りなかったと。 
 言い方を、もう少し改めるべきなのだが、彼女にはまだまだ学習が足りない。 
 晴明が歩みを止め、冷たい目で振り返る。 
 ｢別に。今更構わん｣ 
 坊ちゃん扱いするなと、晴明は思った。 
 ｢あ、けど食糧の事もありますし｣ 
 ｢では、山賊が住む場所故の死人の道だったらどうする？｣ 
 葛葉を見殺しにするのも目覚めが悪い、ましてや庇うなど以ての外だ。 
 ｢やはり、迂回ルートですか……｣ 
 ｢賢明だろうな｣ 
 晴明は、再び歩き出した。 
 迂回ルートを行けば５日も掛かるそうだ。ましてや、葛葉の足だと＋１日は必要だろう。聞けば、迂回ルートの途中に一応小さな村はあるらしい。天気が崩れない事だけを祈りたい。 
 若干ぬかるんだ山道は、足元がよく滑るので、どうしても互いに歩みが遅くなる。日が随分と落ち始めた所で、野宿を決めた。しかし、まだ雨水を含んだ土も葉も健在で、到底野宿など出来そうもない。晴明独りなら、木の上で寝るか……と上を見上げるも、進んだ先は村より雨が激しかったのか葉の水が十分すぎる程溜まっている。 
 ｢浅はかだったな。もう１泊してこれば良かった｣ 
 しかし、この先はまだ長い。同じ事が何度も起こらないとは限らない。 
 ｢少し、この辺りを乾かしましょうか｣ 
 ｢は？ そんなこと出来るのか？｣ 
 ｢はい、炎を司る朱雀の力で｣ 
 皮肉を感じるが、意地を張ってる場合ではない。 
 ｢やってみろ｣ 
 ｢はい｣ 
 葛葉が何やらモゾモゾ唱え、九字を切ると、その場一体があっという間に干上がった。 
 ｢これなら、野宿も出来ましょう｣ 
 ｢また、貸しが出来たな｣ 
 綺麗さっぱり干上がったその場は、初めての野宿より心地よい。 
 ｢さっさと寝て、明日に備えろ｣ 
 ｢晴明殿、また起きておられるつもりですか？｣ 
 晴明が溜め息を見せた。 
 ｢それなりに、落ち着いたら少し眠るさ｣ 
 ｢そうですか、その時は遠慮なく起こしてくださいまし｣ 
 ｢ああ、そうするよ｣ 
 このまま、葛葉を置いていくことも、寝込みを襲うことも出来るのだが、この先も含め、旅には葛葉が必要だと晴明も分かっていた。 
 自分がこの旅に参加しているのは、鬼退治でもなければ、葛葉を認めるためでも娶る為でもない、彼女の死を見届ける為なのだ。けれど、この女はしぶとくても独りでは直ぐに死ぬだろう。浅はかで無知で非力すぎるから。術者と言うだけでは、どうしようもない。 
 自分の存在する意味は？ 考えれば考えるほど、己の価値が見い出せない。恵慈家で、必要ないのは自分だと十分に分かっていたから。嫡男であって、嫡男の器がないことがどれほど惨めなことか。この旅で既に痛過ぎるほど、痛感している。 
 そんな晴明の苦悩を知ってか知らずか、葛葉はすやすやと寝息を立てながら、晴明の傍らで眠ってしまった。 
 ｢女子とは、呑気なものだな｣ 
 なんだか、笑えてきた。 
 
 翌朝、うとうととする中で物音を聞いて、晴明の目が覚めた。 
 周りを見ると、殺気立っている。確実に、茂みから何者かがこちらを見ていた。 
 その異変に葛葉も気付いたようで、青い顔して震えていた。 
 ｢葛葉殿、こちらへ｣ 
 庇う気など、なかった。なかったが、猛獣に狙われた小動物のように、ガタガタ震える小娘を放ってはおけなかった。 
 腰を抜かしたのか、葛葉が這いながら晴明の傍に寄ると同時に、茂みから何者かが飛び出した。 
 咄嗟だった。考えるより早く、晴明が刀を抜き、その者を切り捨てた。 
 ドサリと落ちたのは、汚らしい男だった。 
 それを合図に、数人が飛び掛かってきた。晴明に、考える暇などなかった。一人斬り、二人斬り、三人斬った所で、ああ山賊に襲われたんだと理解した。そして、このまま自分が手を止め走って逃げれば、葛葉は殺されるんだとも思った。それで、自分の本当の目的は達成出来るし、自分だけなら逃げることなど楽勝だと。 
 そう思い、最後の男を斬らずに避けた。よろけた男は体制を立て直すと、今度は葛葉に襲いかかった。 
 しかし、やはり晴明に心を凍らしてまで見捨てることなど出来ず、彼は小さく舌打ちすると男に向かって脇差を投げた。 
 脇差を背中に受けた男は、その場に崩れ落ちた。 
 ｢迂回ルートを狙った山賊か。やはり、引き返すか。この先も……｣ 
 はっとした。葛葉が、声も上げずに泣いていた。なんて、か弱い。そして、どんなに憎んでも、どんなに術にたけていても、一人の女子なんだと気付いた。 
 ｢葛葉殿？｣ 
 晴明が、葛葉の背中にそっと手をやった。 
 ｢怖かった｣ 
 どうすればいいかわからず、ふと幼い頃を思い出した。幼い頃、怖い夢を見て寝小便をして泣いていた時、母がぎゅっと抱き締めてくれた事。仕方なく、仕方なくだと。晴明は、葛葉を抱き締めてやった。 
 ｢落ち着いたら、引き返そう。まだ、死人の道の方がマシかもしれん｣ 
 葛葉は、晴明の腕の中でコクコク頷いた。 
 一刻程すると、すっかり昼間の景色に戻っていた。先程までの乱闘も嘘のように、小鳥が囀り風が吹く。けれど足元に転がる死体や、風に乗る血の匂いが夢ではなかった事を告げる。 
 葛葉は晴明の胸から離れても、その着物まで離すことが出来なかった。晴明も振り払う事などせず、暫くそのまま歩いた。葛葉の心臓はまだドキドキしていたし、身体もガクガクしていた。 
 半刻程歩いて、流石に動きづらくなった晴明は、いつものため息のあと葛葉を着物から振りほどき、代わりにその手を握ってやった。想像より細かった。 
 ｢これで、少しは歩きやすくなる｣ 
 ｢申し訳ございません｣ 
 
 晴明は見ていなかったが、葛葉の顔は真っ赤だった。違う意味で、心臓がバクバクしていた。恐ろしく強く、そして本当は優しいのだ。どうすれば、晴明に認めて貰えるようになるのだろうか。葛葉は手を引かれながら、考えた。大きく温かい手は、想像以上に心地良かったから。広い胸は、未だ感じた事がないくらい落ち着いた。 ふしだらにも、もう１度抱き締めて欲しいと思った。 
 ｢葛葉殿、大丈夫か？｣ 
 少し急ぎで来てしまった事に、晴明は気付いて葛葉を気遣った。ぼんやりとしている、葛葉が辛いのではないかとも思ったのだ。 
 ｢あ、あら？ もう、ここまで？ 晴明殿が手を引いてくださいましたから、随分楽に歩いておりました｣ 
 必死に色々考えすぎて、あっという間の時間だった。急ぎで昨日の道を歩いていた事すら、気づいていなかった。 
 ｢少し休んでから、本来の道を行くか｣ 
 丁度、少し大きめの切り株があったので、晴明は葛葉から手を離してそこに座った。 
 思わず、葛葉から名残惜しい｢あっ｣と言う声が漏れた。 
 ｢どうした？｣ 
 ｢いえ、大丈夫です｣ 
 葛葉の中に、急に寂しさと切なさが込上がった。怖かったけど、また晴明が抱き締めて手を繋いでくれるなら、もう１度山賊が現れないかなと思ってしまった。 
 ｢芋でいいか？ 朝餉もまだだったな｣ 
 ｢は、はい｣ 
 どきどきしで、どうにも食欲が出ない。今更、恐怖が蘇ってきたようだと思った。 
 ｢私も、晴明殿のように強く……せめて、自分の身くらい守れればよいのですが、どうにも武芸は苦手で｣ 
 ｢誰にでも、得意不得意はあるのだな。ただ、恵慈家は武家ではない。いくら武術にたけていても、なんにもならん｣ 
 葛葉の胸が痛んだ。 
 葛葉が晴明に惹かれ始めている事を、彼はまだ知らない。 
 力なく生まれた妬みと屈辱の悔しさは、晴明の中から頻繁に顔を出しては葛葉から引き離そうとする。それだけ、肩身の狭い思いをしてきたのだから、仕方がなかった。 
 ｢もしも、武家でしたら。晴明殿が万石の大名になるのもすぐだったかも知れませんね｣ 
 葛葉も、変に慰めようとするのはやめた。 
 ｢そして、私は。何処かの大名のお屋敷に、人質として嫁ぎに行ったんでしょうか｣ 
 晴明が鼻で笑ったように見えた。 
 ｢父上のご友人に、武家の主人がおられるのはご存知か？ 何でも、今から向かう湯治場への療養の旅の途中で知り合ったそうだ。特別栄えた家ではないそうだが、時々そこの主人と嫡男が遊びに来ていた。いつも俺が勝つのだが、あやつも中々の剣さばきで、大変面白い｣ 
 ｢晴明殿は、誠に剣術がお好きなんですね｣ 
 ｢それしか能がないから｣ 
 何故、そのようなひねくれた考えをするのだろう。と、葛葉は寂しく思う。 
 ｢私は、その武家のご友人を知りません。寧ろ、父上にそのような方がいたのかと驚いているくらいです。それと同じように、晴明殿の事も噂程度でしか知りません。晴明殿が術を使えないということくらいしか。血を分けても使えなかったということでしょうか？｣ 
 元々術を使えるはずの身内に、血を分けるとはおかしな話だった。最終手段であり、恥であるとされた。それ故に、封印されてきた。しかし、今や葛葉に隠した所でなんになると。笑いたければ笑えと思う。屈辱に、晴明は顔を赤らめながら背けた。 
 ｢ああ、血は貰ったよ。だが、使えなかった。正確に言えば、まともに使えるようにはならなかった。剣を振るうたびに、暴走するかのように何かが起こる。時には風が起こり、雷か走り、そして焔が上がる。こんなもの見たことがないと、手を焼いた松兵衛が封印した｣ 
 葛葉は、目を見開いた。 
 ｢恵慈家の力というものは、自然を操る自然の理を基礎にした陰陽術に通じるものだと存じております。恵慈家の血はその全てを操る事が出来ますが、血を分けられた者に関しては、その者が本来持って生まれた属性の力しか使えないと言われております。全ての力を使えるのであれば、それは本来の恵慈家の力が眠っていると言うことでは｣ 
 ｢眠っているかどうかは知らんが、恵慈家の血というのは、当たり前ではないか。そなたと同じ父から生まれたのだからな｣ 
 そして、ぽつりと呟いた。 
 ｢側妻と言えど、本来正妻になる筈だったそなたの母の血を持つ主の方がやはり正しい血統なのだろう｣ 
 これは、晴明もどこかで納得していた。それを覆したのだから、罰が当たったのではないかと。 
 ｢ですが、私は所詮女子ですし。里を守る事など出来ませんから｣ 
 ｢それでそなたと婚姻させ、事を丸くおさめようと言うのが父上の考えなのだろう。血としても家としても、確かに丸くおさまるな。第一、そなたの母の家系は、不運で血が絶えたと聞いた｣ 
 ｢私は、母上のお家の事はよく知りませんが、その事で母が泣いていたのを幼い頃見ております。ですから、晴明殿は恵慈家にとって、大切な存在なのです。何故なら、私は確かに術は使えます。ですが、ただ使えると言うだけで、当主の器ではありません。卑弥呼様とは違うのです｣ 
 ｢では、そなたの理想は？｣ 
 ｢理想ですか？ 正直申し上げればご期待を裏切る事になりますが｣ 
 ｢構わん。所詮、理想だから｣ 
 ｢今までのように、人を救うだけでいいのです。慕われ、敬われたい訳ではないのです｣ 
 ｢では、その手柄の先が別の者の名であったり、日陰に隠れる存在であってもいいというのか？｣ 
 ｢はい、救われた方を見るのが私の悦びですから｣ 
 ｢では、出家しろ｣ 
 ｢それは難しいです。何故なら私には根性がなく、尼の修行には耐えられません。かといって、当主になるというのも気苦労が多く、ましてや人の上に立というのは好きではないので｣ 
 晴明が笑った。 
 ｢出来れば、晴明殿を当主に仕立て上げ、私は好きなことをしながら余生を過ごすと言うのが理想かと｣ 
 ｢葛葉殿は、正直だな。面倒事なら俺も御免だ｣ 
 晴明の理想は、この里を保つこと。彼は彼なりに、里を愛していた。お家騒動さえなければ、何も不満は無いはずであった。 
 ｢さて、少しは先に進もうか｣ 
 ｢はい。死人の道とは、どのようなものなのでしょうね。百鬼夜行みたいなものでしょうか？｣ 
 ｢ぶっちゃけ、俺はオバケとか幽霊の類は信じておらんのだよ。だって、見た事ないし｣ 
 ｢見てみたいですか？｣ 
 ｢いや、敢えて見てみたいとは思わんよ｣ 
 なんだろう、少しだけだけれど、二人の間の壁がほんの少しだけ薄くなったように感じた。初めての無駄話に、今まで重かった足が進んだ。 
 山道の暗がりは、いつもより早いように感じた。流石、死人の道と避けられてきただけあってか、かつては整備されていたであろう山道も、荒れ果てその名残を残すだけになっていた。予想以上に進みづらいその先に、途中苔むしたお地蔵様がいた。 
 ｢人買いが往来する道だったのでしょうか｣ 
 悲しげに見えるお地蔵様は、苔と雑草に隠れてしまっていたが、その足元にお守りだったようなものが幾つか落ちていた。ここで、何人もの子供が捨てられ、お地蔵様に見守られて亡くなったんだろうか。これは、葛葉の想像だったのだけど。 
 ｢いずれ、病気や怪我だけでなく、こうして幼く尽きる命をも救えたらいいのですが｣ 
 ｢七つまで、子は神の子であって、親である神の元に帰るのであろう。それ程不憫なのだろうか｣ 
 晴明の知識も、当時としてはそれほど間違ってはいない。 
 ｢それは、大人の綺麗事のように、私は思います。いつか、私も親になった時、子にはそのような無責任な知識を与えたくはありません。その為には、晴明殿にもっと豊かな里にして頂かなくては。子が神に帰る必要のない里に｣ 
 ｢そうか｣ 
 
 その理想故か、後に里は子捨ての里と呼ばれるようになるのだが、それはもう少し先のお話。 
 ｢お地蔵様がいるなら、少しは守ってくれるかの。今日はこの辺りで休むとするか｣ 
 ｢はい｣ 
 この先進んでも、荒れた場所が改善しているような気がしない。晴明と葛葉は、お地蔵様の周辺を足で踏み慣らし、小枝を集めて焚き火をした。そこで、葛葉の持ってきた餅を夕餉として炙って食べた。 
 その晩、眠る葛葉の傍らで晴明がうとうととしていると、急に辺りが明るく感じた。人の気配がする。それも大勢の気配だった。灯りは、沢山の提灯のようだった。 
 不審に思った晴明は一旦葛葉を起こし、刀に手をかけながら奥の木に隠れた。葛葉が晴明の後ろに隠れる。ぎゅっと晴明の着物を握る葛葉の手が震えていた。 
 気配と灯りが近付いてくる。 
 これだけの人数を相手に出来るものだろうか。晴明の額にも変な汗が滲んだ。出来れば、このまま隠れてしまってやり過ごしたいところだった。 
 暫く様子を伺う二人だったが、それが常識的におかしい事に気付いた。 
 と言うのも、彼等が来る方向は道ではない。しかも、木や草も関係なく、真っ直ぐ歩いてくるのだ。その感覚が合っているとするなら……このままここにいては、彼等とぶつかる。 
 晴明は葛葉の手を引き、彼等の通路になりそうな場所を避けるように移動した。 
 再び、茂みに隠れて息を潜めた。 
 ｢！｣ 
 思わず声が出そうになった。 
 人影は只のモヤのような影であり、人としての身体には見えなかった。よく見れば、顔になるであろう部分に、溶けかけたゼラチンのような目玉が張り付き、人影に寄っては鼻汁のように垂らしながらそれは真っ直ぐ列をなして歩いていた。 
 それぞれの手の部分には、不気味に光るボロボロの提灯がある。 
 (あれが、死者。では、これが死人の道か) 
 晴明は、初めての光景に恐怖を感じた。上手く息が出来ないような気がした。気付かれないように息を潜め続けるのがやっとだった。もし、相手に気付かれたら……失禁してしまうくらいでは、済まないだろう。 
 情けなくも、刀を握る手が震え始め、カチャカチャと金属音を鳴らそうとしていた。それに気付いた葛葉が、晴明の手に自分の手を重ねた。ご安心下さいと言わんばかりに。 
 盗賊には弱くても、この場での葛葉は有利だった。ぽつりと耳元で呟いた。 
 ｢私が結界を張りました。あの者達に気付かれる事はないでしょう。大声を出さなければ、話をしても大丈夫です｣ 
 晴明は、ひと呼吸して、刀から手を離した。 
 ｢恐ろしゅうございますね｣ 
 ｢お主は、平気なのか？｣ 
 ｢見慣れておりますが、あのような参列は初めて見ました｣ 
 ｢見慣れて？｣ 
 ｢はい。実は、時折松兵衛と共に里の外に、戦の死者の弔いに出掛けることがございました。道に迷った死者は、時折あのような姿で現れ縋るのです｣ 
 ｢では、これが死者の道とか言うやつか｣ 
 ｢でしょうね。けれど、この霊道はあの世に通じていないような気が｣ 
 話していた葛葉の言葉が止まった瞬間だった。葛葉の頭に、しくじったと浮かんだ刹那、考える間もなく晴明の襟首が引っ張られ死者の参列の中に引きずり込まれてしまった。 
 葛葉が手を伸ばした時には、晴明の姿は消えていた。 
 顔面蒼白で、葛葉はその場に崩れ落ちた。 
 ｢何故？ どうして？｣ 
 全身が、ガタガタ震える。 
 一人の死者が、突然参列から離れ、晴明の着物の後ろ襟を掴むと、死者の参列に突き入れたのだ。 
 ｢助けなきゃ、助けなきゃ、助けなきゃ、助けなきゃ｣ 
 震えている場合ではなかった。葛葉は、自らも参列の中へと飛び込んだ。 
 
 暗くて、腐くて、暑苦しい。むんとした嫌な感じだ。更に呻き声やカナギリ声などの気味の悪い音が鳴りっぱなしで、思わず耳を塞いだ。 
 何が起こったか分からず、宙に浮いているのうな身体が、どっと地面に倒れたような気がした。恐る恐る目を開けると、沢山の足が自分を踏みつけている。が、その足は自分をすり抜け、前へと進む。痛くはないが、不快でしかない。 
 晴明は仕方なく立ち上がると、とりあえず参列に合わせて歩いた。 
 葛葉と話をしていて、気付いたらこうなっていた。参列から外れたいが、四方八方人影だらけで出口があるように思えない。 
 困った。 
 恐怖より、困った。 
 そして、心地悪すぎるので、一刻も早く抜け出たい。 
 どうしたものか。首を傾げた。 
 
 一方、葛葉も参列の中にいた。必死で晴明を呼ぶが、返事があるはずも無い。葛葉は懐から人形の札を取り出すと、そこに息を吹きかけた。札は蝶のように変化し、ヒラヒラと葛葉の頭上を舞った。 
 ｢蝶よ。晴明殿を探し出して、案内しておくれ｣ 
 蝶は闇の中に消えていった。 
 暫くし、蝶は葛葉の元に舞い戻った。そして、人影の流れに逆らうよう、ヒラヒラと飛ぶ。葛葉も、人影をかき分けるように流れに逆らって進んだ。 
 人影は避けることもなければ、それにぶつかり痛みを伴うこともなかった。しかし、顔に張り付いた目玉だけは、ポロポロ落ちては潰れた。それを拾うように人影が足を止め、それにつまづいて人影の波が乱れた。 
 
 晴明の周りに焔が上がり始めた。熱くはないが、苦しい焔だった。赤くなったり、青くなったり、例えるなら地獄の業火があるのだとしたら、この事だろうか。 
 暫くして、その焔が人影が変化したものだと気付いた。 
 同時に、目の前に焔を背にして葛葉が現れた。 
 ｢晴明殿！ ご無事で｣ 
 葛葉は、このまま晴明の胸の中へと飛び込みたい衝動をぐっと抑えて立ち止まった。 
 ｢私の失態で……申し訳ございません｣ 
 ｢ああ、それより。早くここを出ないと｣ 
 まずい気がした。 
 ｢どうやら、この霊道はあの世に続いているのではなく、グルグルと同じところを回り続けているようですね。この霊道と死者達そのものが結界となっているようなのです。そしてこの死者の一部は、生前不運にもこの霊道に迷い込んでしまったものや、晴明殿のように引き釣り込まれたものたちのようです｣ 
 ｢何故、そう思う？｣ 
 葛葉は、死者を指さした。 
 ｢時折、あの様に生前の名残のあるものがいます。この様子だと、迂回ルートも怪しいものかもしれません｣ 
 一部の死者の身体に、数珠やお守りや簪のような物があった。 
 ｢結局は、避けて通れぬ道と言うことか｣ 
 葛葉は、先程と同じように人形の札を取り出した。 
 ｢現し世への道を案内して貰いましょう｣ 
 ぐいぐいと焔が押し寄せてきた。 
 葛葉が人形に息を吹きかけると、今度は燕となって飛び始めた。 
 ｢さあ、晴明殿。あの燕の後を｣ 
 晴明は、葛葉に言われるまま燕を追いかけた。 
 夢中で走り、何かに蹴つまづいて二人しして転がった。 
 見れば、お地蔵様だった。周りにあった人影も焔も、嘘のようになくなっていた。 
 そこには、しーんと静かに広がる暗闇だけ。 
 ｢無事抜けたようですね｣ 
 ｢怪我はないか？｣ 
 ｢はい。晴明殿は？｣ 
 ｢大丈夫だ｣ 
 なんだか、急に笑いが込み上げて来て、二人して暫く笑った。 
 ｢して、あの焔はなんだったんだ？｣ 
 ｢死者が怒ったんですよ。私が、彼等を押し退けたから｣ 
 ｢大胆な事をしたんだな｣ 
 ｢夢中でしたから｣ 
 更に笑った。 
 その晩は、二人眠る気にもなれず、朝方までお地蔵様の近くで語り合った。 
 そして翌朝、二刻程足を進めて見つけた。 崖のすぐ下にある村に。 
 ｢これが、湯治場のある村だろうか｣ 
 晴明は、法眼から渡された湯治場の村の特徴を描いた地図のようなものを取り出した。 
 ｢やはり、ここのようだ｣ 
 安心すると同時に、どっと疲れが出た。思えば、満足に寝ていない。 
 ｢葛葉殿、何処か休める場所を先に探しましょう｣ 
 ｢ええ｣ 
 
 少し気になる。先の茶店で、湯治場が今はないと言われたこと。そして、人の気配がないに等しい。 
 周りを見渡すと、崖を降りる為に整備された道があった。そこは未だ使われているのか、山道と違って綺麗なものだった。 
 ｢この道を見れば、この村に全く人がいない訳ではない気もするのだか｣ 
 ｢人の気配がございませんね｣ 
 ｢けれど、母上の言う僧だけはいるはずなのだが｣ 
 時折吹き抜ける風に、ボロボロに崩れかけた小屋の壁や扉がパタパタ鳴った。カラカラに乾いた土が、砂埃のように舞う。 
 ｢やはり、茶店の方が言ったように、湯治場は枯れてなくなってしまったのでしょうか｣ 
 宿どころか、食糧すら手に入らないかもしれない。戦て果てたと言うより、恐らく飢饉であろう。一言で言えば、村が乾いている。鬼退治どころか、留まる事すら難しいように思った。 
 晴明と葛葉、二人して歩いていると、目の前に子供が一人立っているのが見えた。男子とも女子ともわからぬ子供の目は白く、ひと目で人ではないとわかる風貌だった。 
 その不気味さに二人は足を止めたが、子供は二人に軽く会釈すると、踵を返して歩き始めた。着いてこいと言っているようだ。 
 晴明はいつでも刀を抜ける覚悟で、葛葉と共にその子の後を着いて行った。 
 暫くそうしていると、先程とは全く違う景色に飛び込んだ。 
 小さいながら、田畑が広がる。蝶がヒラヒラと目の前を飛んでいた。 
 なんだ、ここは？ と思うほど。 
 その先の小屋の前で、子供は煙のように消え、代わりに人形の札がヒラヒラと地面に落ちた。 
 ｢もし、ここにどなたかおられますか？｣ 
 晴明が刀に手をかけながら声を掛けた。 
 ｢お待ちしておりましたよ。晴明さん、葛葉さん。道中お疲れでしたね｣ 
 なんだろう、気味が悪いくらい聞き心地の良い男の声がした。 
 晴明と葛葉は、驚いた。 
 ｢そう、驚かなくとも。富子さんから、全て聞いていますよ。ここの鬼の番をしています、彼女からは僧と聞いておりますでしょうか。観勒泰親(かんろくやすちか)と申します。以後、お見知り置きを｣ 
 ｢そなたが。して、この村はどうなっているのであろうか？｣ 
 晴明が問うと、泰親はくすくすと笑いなが、パンパン手を叩いた。 
 ｢まあまあ、そう焦らずに。私はね、若様のお母上と同じ陰陽道の力を会得しておりまして、ここの世話は全て式神にさせているんですよ。初めは少々不気味に見えるかもしれませんが、すぐに慣れますし、慣れてしまえば素直で可愛い子達です｣ 
 先程と似た子供が数人、料理や酒を持って二人の前にぞろぞろと現れた。 
 ｢さあ、お腹がお空きでしょう。食事をしながら、話しましょうか｣ 
 川魚に鶏肉、卵と山菜、野菜に白米。贅沢食事だ。 
 ｢観勒殿は、僧と言われますのに、魚や肉にお酒まで食しても良いのですか？｣ 
 葛葉の質問に、泰親は再びくすくす笑って見せた。 
 ｢私は、生臭坊主ですから。魚や肉、酒も大好物です。煙草なんかも嗜好しておりますしね。特に、この村は煙草に非常に良い葉が育つ。時折、外の国で金や物に変えては、こうして生活しておりますよ｣ 
 晴明と葛葉に、それぞれ酒が注がれた。血のような色をしたその酒を見たのは初めてだった。 
 ｢ぶどう酒ですよ。初めてですか？｣ 
 ｢はい｣ 
 晴明は、口にした。美味しかった。 
 ｢では、この村のことをお話しましょうか。この村は、昔から霊泉の湧き出る湯治場だったんです。それはそれは素晴らしいお湯でして、日の本中の修行僧がここを訪れたものです。時には大名までも。ここを欲しがる者は少なくなく、時折戦など起こりました。その事を悲願した村の者達が、徳の高い修行僧数名にお願いして出来たのが、貴方達が通って来られた死者の結界です。あの道を通れるのは、この村に伝わる木札を持つ者と、自力で抜けられる程の力を持つものだけ。それ以外の方は、結界の一部となるのです｣ 
 ｢もし、我らが抜けられなかったら、どうするつもりだったのでしょう？｣ 
 葛葉の質問に、泰親は今度は目を細めた。 
 ｢葛葉さん、貴女がその質問をされるのですか？ 愚問ですね。あの程度の結界、貴女には朝飯前でしょう？｣ 
 葛葉は、ぐっと言葉を飲み込んだ。晴明が、少し黙っていろと言わん目で彼女を見た。 
 ｢観勒殿、続けてくれ｣ 
 泰親は、式神にぶどう酒を注がせながら続けた。 
 ｢貴女のお母上から、私にお役目が変わってからも、この村は守られた平和な日常を保っておりました。暫くはね。けれども、ある日再び鬼があらわれたのです。その鬼は、どうやら貴方達のお父上が封じなさった鬼のついのものだと……簡単に言えば、鬼は夫婦だったと言うことですね。奥さんを取り戻しに来たついでに、復讐していった訳ですよ。鬼の法力で飢饉と疫病が村を襲い、引き寄せられた今までの雑魚とは比べ物にならない数々の魑魅魍魎達が人々を喰らっていきました。私が結界を張り、守れたのは村の一部だけ。村人は、残念にも全滅してしまいました｣ 
 ｢というと、ここには観勒殿以外おられぬのか？｣ 
 ｢ええ、私のみです｣ 
 ｢…………｣ 
 晴明も葛葉も、言葉を失うしかなかった。なにを言っていいのか、わからない。 
 ｢村人の中には、この村を好んでおりながら、逃げ出した者も数多くおります。この一件が片付いたならば、その者達を呼び戻し、村をまた盛り立てたいのですがね｣ 
 晴明がふと思い出した。 
 ｢母上が言っていた魑魅魍魎を呼び寄せる薬草というのは？｣ 
 ｢ああ、富子さんは煙草を薬にしてお使いでしたから｣ 
 ｢では、今鬼はどうなっているのですか？｣ 
 ｢満月と新月の夜に、この村に現れますよ。封じられた奥さんを探し回りながらね｣ 
 ここで、再び葛葉が口を開いた。 
 ｢富子様が言うには、父上が祠にその奥さんの鬼を封じたが、夫の鬼が祠を壊して封印を解いたと聞きました。奥さんの鬼を探してるというのは、どういう事なのでしょう？ 奥さんの鬼は、いったい何処へ行ってしまったというのでしょう？｣ 
 泰親の笑いが、不気味に浮かんだ。先程までの余裕のある笑いではなく、妙に気味の悪い重い笑みだった。 
 ｢確かに、法眼殿は鬼を退治することは出来ず、封印するしか出来ませんでした。五つの祠にそれぞれ五行の力をやどし、結界によって封じたのですよ。つがいの鬼がそれを破壊し、本来なら先の鬼が蘇る筈でしょう？ それが、鬼の姿はなかったのです。本当に封印されていたのか……はて、消滅してしまったのか……｣ 
 ｢わからぬ、という事ですが｣ 
 泰親は、こくりと頷き、酒を啜った。 
 ｢ですから、先の鬼の事は後程でいいのです。先ずは、現れる鬼をなんとかしなければなりせん。幸いにも、明日は満月｣ 
 泰親はそこまで話すと、並べられた料理を二人にすすめながら、自らもたいらげた。この村でこれ程までに贅沢が出来るのか、と言いたくなるほど、料理は絶品だった。 
 その後、泰親は二人にゆっくり休む様に伝え、式神に離の来客用の小屋を案内させた。かつては、温泉宿として使われていた場所らしい。綺麗に整えられ、整理され、温泉までもが湧き出ていた。 
 小屋に着くと、晴明は早々に風呂へと向かった。湯加減も丁度良く、芯まで温まると疲れが吹っ飛ぶ気がしたが、やはり気のせいだったようで。部屋に戻ると、今までの疲れがどっと押し寄せ酷い眠気に襲われた。 
 ｢晴明殿、寝支度をしておきましたよ｣ 
 葛葉なりの気遣いだった。どうせ何れは夫婦になるのだ。少しでも妻らしい事をせねばと思った次第だった。 
 ｢ああ｣ 
 晴明は、布団の上にどっと腰掛けた。洗い立ての髪から、良い香りがした。 
 
 ｢さぼん、ですか？｣ 
 貴重な、それも屋敷でしか嗅いだことのない匂いで気付いた。 
 ｢ああ、これがないと落ち着かないのでな。母上が持たせてくれたのだ｣ 
 どこまでも、お坊ちゃんだ。 
 ｢晴明殿でしたか。いつも、湯浴みの度になんの匂いかと気になっていて、ある日母上に尋ねたのです。そしたら、富子様がお持ちのさぼんの匂いだと｣ 
 ｢母上は、香が好きでな。さぼんも、香の強いものを自分で作っておるのだ。これも、母上の特製。お前も、使ってみるか？｣ 
 葛葉は、さぼん等使ったことが無い。 
 ｢そんな貴重なもの、よろしいんでしょうか？｣ 
 ｢ああ。さぼんくらい、使ったことがあるだろ？ 強い匂いがあるだけで、たいして変わりはしないがな｣ 
 ｢お恥ずかしいのですが、名前しか存じません｣ 
 晴明は、きょとんとした。出会った時からそうだ、葛葉とは価値観というか生活感が違うように思う。 
 ｢お主は、どんな生活をしてきたんだ｣ 
 ｢どんな、と言われましても。比べる対象がわかりませんから｣ 
 それもそうである。 
 晴明は、さぼんの使い方を葛葉に教えてやった。 
 葛葉が風呂から上がる頃には、晴明はすっかり深い眠りへと落ちていた。 
 翌朝、式神が朝餉を運んできた。朝の身支度の時も、葛葉は出来る限り晴明の手伝いをした。 
 夜まで、時間がある。食事をゆっくり終えたところで、泰親に晴明だけが呼ばれた。 
 ｢昨晩は、ゆっくり眠れましたか？｣ 
 泰親は、相変わらず不気味にくすくすと笑っていた。 
 ｢お陰様で。夕餉に続き、朝餉も絶品でした。礼を言います｣ 
 ｢富子さんから、若様をよろしくと頼まれておりますから｣ 
 泰親という男は、富子の事をよく知っていると思った。 
 ｢母上とは、どのようなご関係で？｣ 
 ｢疑うような仲では、ございませんよ。古い友人です｣ 
 本当だろうか。 
 ｢さて、本題に入りましょうか。鬼退治なるものが、口実と言うのは既にご存じでしょう？｣ 
 晴明の顔が、え？ となった。 
 ｢あら、本来の目的をお忘れになりましたか。それとも、純粋に信じてしまいましたか｣ 
 所詮は子供か、と泰親は思う。が、想定内である。 
 ｢葛葉を亡きものにするのが、この旅の本来の目的でしょう。そこを見失ってはなりませんよ。彼女に酷く苦しめられた幼少をお過ごしになられた、その復讐がようやく出来るのです。しかし、私が見たところ、仲良くなってしまわれたのでは？ いけませんねえ｣ 
 晴明の背中に、ぞっとした悪寒が走った。知らない間に、身体が震える。 
 ｢冷えますか？｣ 
 泰親は、わかって聞いた。 
 ｢まあ、案じなさい。やはり貴方には出来そうにありませんから、私が変わって差し上げます。それに、これは富子様の願いでもありますから｣ 
 この村に、単純な鬼などいないのかもしれない。本当にいるのは、人の面を被った鬼だ。 
 泰親との話を終えると、晴明はとぼとぼ小屋に戻った。泰親が言うには、今夜鬼の姿をした式神を出すという。そして、混乱に乗じて葛葉を喰い殺すのだと言う。 
 ｢晴明殿、おかえりなさいませ｣ 
 葛葉も出掛けていたのか、丁度小屋に入るところで鉢合わせた。 
 ｢ああ、お主も何処かへ行っておったのか？｣ 
 ｢はい。祠というものが気になりまして。この先の広い場所に、五つの祠が五芒星を描くように設置されておりました。けれど、どれも破壊どころか動かしたような形跡も見当たらなくて。霊気もそれなりに感じましたし。おかしいですね｣ 
 ｢作り直したのではないか？｣ 
 ｢さあ、最近の物ではないように見えましたが｣ 
 ｢左様か｣ 
 二人は、足を洗うと小屋の中へと上がった。夜まで時間があるので、ひと眠りする事にした。 
 空に一番星が瞬く頃、夕餉が運ばれてきた。相変わらず、ご馳走だ。今夜の酒は、控える事にした。 
 食事を終えたところには、空に満月が浮かぶ。ギラギラと不気味なほど輝くそれは、眩しいとさえ感じた。同時に、晴明に恐怖を感じさせた。 
 ｢鬼が不安でしょうか？ 盗賊には勝てませんが、鬼でしたら私も戦えますから｣ 
 葛葉が少しでも落ち着かせようと、晴明に話しかけた。そうではないのだ。目の前で知った人が死ぬところを見なければならない、それは本来自分がしなければならない事かと思うと、自分の立場が怖くて仕方なく思えた。 
 ｢頼もしい女子だな｣ 
 晴明が顔を背けた時、その先に泰親の式神が現れ、ぺこりと頭を下げた。 
 ｢どうやら、時が来たようだ｣ 
 ｢はい｣ 
 何も知らない葛葉は、晴明と式神の後を歩いた。 
 着いたのは、枯れた村との境界線。そして、そこに泰親がいた。 
 二人を見つけると、泰親はくすくすと笑った。 
 ｢そろそろ、鬼が来ますよ｣ 
 まるで、大道芸の見物だ。と、晴明は思う。苦虫を噛み潰したような顔で、その様子を見守った。 
 
 ズシーン…… 
 ズシーン…… 
 
 闇と静寂の向こう側で、不気味な音が響く。 
 そして、葛葉が気付いた。 
 ｢あれは、鬼ではない。式神の類だ。誰か、操る者がいる筈だ｣ 
 晴明が、はっとした。暗闇に隠れて、泰親の顔が曇る。 
 ｢ほほう。おかしな事を仰いますね。この村には、私以外おらぬ筈ですが？｣ 
 だが、葛葉は自信ありげに答えた。 
 ｢いや、間違いない｡魑魅魍魎のような邪気がない。霊体のような、霊気ではない。強いていえば、生きてる者に近いのだ ｣ 
 ｢では、気の違った人間と？｣ 
 ｢そうではない。なんというか、生きている者と同じ霊気を持った人形のようなのだ｣ 
 これは、予想以上に厄介だ。と、泰親は顔を歪めた。それを葛葉は、見逃さなかった。 
 ｢どうされましたか？｣ 
 ｢いえ、誰が何の目的で。と、思いましてね｣ 
 なんとか、誤魔化した。 
 
 ズシーン…… 
 ズシーン…… 
 
 と、響く足音はこちらに向かってくる。 
 (では、葛葉。その腕前、とりあえず見せて頂きましょうか) 
 今夜は殺せない気がした。だから、泰親は葛葉のその実力を見てみる事にした。 
 目の前で足音が止まると同時に、ギラギラと輝く満月の光が隠されるように暗くなった。黒い巨人のような影が三人を見下ろしていた。 
 ｢これが鬼か｣ 
 呟きながら、晴明は思わ腰を抜かして尻餅を付いた。 
 三人を覗くその鬼の顔は、まさに化け物。暗闇でも分かるどす黒さに、血走ったようなギョロギョロと動く目玉が付いおり、蒸気の様なものが見える口には不揃いで鋭い歯が伸びていた。そこから流れ落ちるヨダレと悪臭。半裸に、動物の皮の様なものを纏ってはいるが、その処理も雑なので臭くて汚い。 
 鬼の手が動くと、その鋭い爪が夜空に向かって振り上げられた。 
 (逃げねば！) 
 と晴明が思うと同時に、それは振り下ろされ座り込みながらも瞬時に交わした晴明の横を掠めた。 
 ｢晴明殿！｣ 
 葛葉の悲鳴にも似た声が響くと、その声に反応して鬼が葛葉の方を見た。 
 ｢さて、葛葉さん。如何なさいますか？｣ 
 葛葉は泰親のからかいを無視して、口の中でもごもご呪文のようなものを唱えた。 
 直後、鬼に落雷が落ちる。 
 ｢ほほう。なかなか、乱暴ですね｣ 
 丸焦げになった鬼が倒れると、その身体はサラサラと砂のように崩れて消えた。 
 ｢やはり、傀儡か。このような物、観勒殿が破れないことも無いとは思いますが。私の買い被りすぎでしょうか？｣ 
 泰親は、少しカチンときた。が、ここは堪えた。この娘は気に入らない、寧ろ嫌いだと思う。早くも、何やら勘づいている。 
 ｢おやおや、手厳しいですねえ。ですが、これが傀儡であるならば、主人が見つからない限りまた現れる事でしょう。私には出来ませんでしたが、葛葉さんにはその主人を見つけることが出来るのではないでしょうか｣ 
 葛葉の言葉が止まる。暫くの間を置いて、泰親を睨みつけながら｢そうかもしれませんね｣と言い放った。 
 
 そして 
 ｢観勒殿、貴方は本当にこの件に関して何もご存知ないとのことで、私が進めてしまってもよろしいのですね？｣ 
 泰親は、不気味に笑った。 
 ｢どうぞ｣ 
 葛葉は、晴明に近寄った。 
 ｢若様、お怪我はございませんか？｣ 
 暫く泰親と葛葉のやり取りをただ見ていた晴明だったが、急に振られた事で顔を真っ赤にした。女子の葛葉でさえ平然としているのに、男子の自分は腰を抜かして立てずにいる。情けなくて、強がる事も出来やしない。 
 ｢あ、ああ｣ 
 ｢恐ろしゅうございましたね、さあ帰りましょうか｣ 
 後ろで、泰親がからかう。 
 ｢恐ろしゅうて、失禁したんでありませんか？ まあ、初めて見たのでしたら、普通の神経の持ち主であればそうなりますね｣ 
 ｢し、失禁などしておらんわ！ バカにするな！！｣ 
 カッとしたせいか、先程まで力の入らなかった腰が持ち上がった。 
 ｢帰るぞ、もう用はないのだろう｣ 
 晴明は、真っ赤になった顔を伏せながら、すたすたと歩いた。その後ろを、葛葉が小走りで追いかけた。 
 (富子さんも、実に厄介な娘を寄越しましたねえ。早いところ、息の根を止める必要がありますね) 
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 時は、随分と遡る。富子には元々、法眼より先に恋仲の男がいた。それが、泰親である。二人は幼少の頃から知った、所謂幼馴染であった。 
 富子も泰親も、この村で育った。富子も泰親も生まれつき霊力が強く、幼少の頃から共に不思議な体験をする事が多かった。その力も身体が大きくなるほど強くなり、案じた互いの両親は二人を湯治に訪れた力の強い僧の弟子にする事にした。その力の強まり方も、この村の霊泉や薬草のせいだと悟った僧は、子の為にもとその力の使い方をしっかり教えた。 
 一人前になった二人が村へと戻ると、そこにかつてあった筈の村はなかった。聞けば鬼に荒らされ、両親を含めた村人の多数が喰い殺されたのだという。 
 悲しみと怒りに潰されそうになりながらも、富子はその身を挺して鬼を封じ込めた。その代わり、霊泉や薬草の寄せ付ける魑魅魍魎から村を守る仕事を泰親が請け負っていた。 
 富子が法眼の元に行く事が決まった晩の事である。 
 ｢富子さん、本当に行ってしまわれるのですか？｣ 
 法眼より、互いの気持ちは強かった。 
 ｢はい。あの方が、私を解放して下さったのですから、行くしかありません。毎日文を書きます。貴方も私に毎日文をください｣ 
 ｢富子さんは、法眼殿を愛していると？ 私の力が足りずに、貴女を縛り付ける事しか出来なかった自分が情けなく思います｣ 
 富子は、泰親の胸に顔を埋めた。 
 ｢私が慕っているのは、貴方だけですよ。泰親。私は別の目的で、あの方の元に行くのです｣ 
 ｢というと？｣ 
 ｢あの方の力は強い。そして、あの方には代々の領地がある。私がこの村の為に生まれ、生きて死ぬ運命と同じように、あの方もその領地の為にいるそうです。ですが、私とあの方とで違うのは私達がどう頑張っても所詮は人柱。その命は、紙切れのような扱いなのでしょう。あの方は、全ての民がその種を残そうとする。私は長い人柱の毎日で、この儚い生命と人の身勝手さに嫌気がさしたのです。私だって、子を持ち、その種を残していきたい｣ 
 ｢では、私と残せばいいではありませんか！｣ 
 富子は首を振った。 
 ｢それは、次の人柱を産むのと同じこと。人柱の為に、子を産むなど嫌です｣ 
 泰親は、富子を引き離しながら顔を伏せた。 
 ｢私は、法眼様の元に行き、正室の座に着きます。そして、子を産み、跡継ぎとし、法眼様を亡きものにした後、泰親と子を設けて幸せになります｣ 
 そうか、と泰親は思う。富子は、平穏でありたいのだ。この頃から、村の巫女としての荷を背負わされ、何かあったら死ねと言われた。友達も仲間も、皆富子のお陰で平穏で幸せな毎日を送っていたから。鬼を封じ込められなかったら、生贄になれと言われ、封じ込めたら生きた人柱を強いられた。自分は、彼女に着いて来たが、その哀しみを受けることも出来ないほど、自分は自分で村人の平穏の為に利用されてきたのだ。 
 ｢泰親、その為に協力してくれますね？｣ 
 これは、富子の報復の始まりだった。 
 ｢富子、貴女が望むのなら｣ 
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 晴明と葛葉は小屋に戻ると、晴明は酒を煽った。もはや自棄酒だった。 
 ｢晴明殿、そんなに一気に呑まれてはお身体に触りますよ。何か、肴を用意致しましょうか｣ 
 気が利くのか、泰親は小屋に毎食運ばれる食事以外に、酒と肴をいつでも楽しめるように置いておいてくれていた。酒も、上等な品だった。自棄酒でなくとも、ぐいぐい入る。 
 晴明は、葛葉の問い掛けを無視して、ぐいぐい呑んだ。 
 随分呑んだところで、肴を用意し、運んできた葛葉に声を上げた。 
 ｢お前は、俺が情けないなどと笑っておるのだろう｣ 
 絡み酒だとも分からず、葛葉は膳を置くと頭を下げた。 
 ｢そんな事、微塵も思っておりません｣ 
 ｢しかし、お前はあの化け物の前で平気だったではないか｣ 
 ｢それは、私が多少なりとも先立ってそれが傀儡だと分かっていたからですし。それに、盗賊に襲われた時は私だって恐ろしくて腰を抜かしておりました｣ 
 ｢ほう、その時の仕返しか｣ 
 ｢そんな！｣ 
 晴明が葛葉に顔を近付けた。 
 ｢葛葉、お前は何が恐ろしい。お前が恐ろしいと泣いた時に、今度は俺が笑ってやろう｣ 
 好意的な言葉でもなければ、態度でもない。それなのに、近付いた晴明の顔にドキッとした。恋より、少しだけ怖いと感じた。 
 ｢何が恐ろしい？｣ 
 葛葉が黙っていると、晴明の強い力が両肩に伝わり、一気に後ろに倒された。軽く葛葉が頭をぶつける程に。馬乗りになった晴明の抑える力から、葛葉は動けずにいた。 
 ｢わ、若様。何を？ こんなつまらないこと、おやめください｣ 
 ｢お前は、俺の嫁になりたいのだろ。ならば、俺を慰めてもらおうか｣ 
 葛葉の頭が、一瞬にして真っ白になった。 
 ｢幼き頃から、お前の存在に屈辱を受け、馬鹿にされ、日陰の生活にうんざりしていたら、その元凶と今度は夫婦等。その元凶と少しでも分かり合おうとしようものなら、また屈辱。俺は一体、何なのだ？｣ 
 ひと通り捲し立てたお陰で酔いが覚めたのか、晴明はふいっと葛葉を解放した。そして｢部屋に戻れ｣と、告げた。 
 葛葉は何も言えず、こくりと頷き部屋へと急いだ。 
 晴明は独りになると、今度は静かに酒を煽った。 
 知らなかったと葛葉は、泣き声を噛み殺しやがらはらはらと涙を流した。初めて、晴明の痛みと自分の愚かさを知った気がした。持って生まれた質だから、誰のせいでもないのだけれど。どうすればいいのか、答えが出ない。せめて、せめて自分の力を晴明に与える事が出来たなら、何かが変わるのだろうか？ しかし、積年の嫉妬は長い年月を掛けながら怨みへと変わってしまった。自分が受け入れられる事は、難しいのかもしれない。 
 晴明が、本当は優しいのを葛葉は知っている。だから、余計に辛かった。 
 ｢私の、せいなんだ｣ 
 
 翌朝、変わらず式神が運んでくる食事を、葛葉と晴明は別々の部屋で食べた。晴明は、飲み過ぎたせいで少し頭が痛かった。何か薬はないかと式神に尋ねると、式神が朝餉に薬膳粥を用意してくれた。 
 葛葉と違って、晴明に昨晩の記憶が疎らにしかない。葛葉が顔を見せないのを気にして、晴明は彼女の部屋の前に立った。 
 ｢葛葉殿、昨晩はすまなかった。何やら飲み過ぎたようで……その、あまり記憶もないのでな。勘弁してくれないか｣ 
 返事がない。ので、晴明は溜め息混じりに踵を返した。 
 ｢ごめんなさい｣ 
 と、葛葉の小さな声が障子の向こうから聞こえた。 
 
 ｢私のせいで、晴明殿が苦しんでいたとは露知らず。私は、どうすれば許して頂けますでしょうか？ 許してくださらなくても、どうすればその痛みを緩和する事が出来ますか？｣ 
 葛葉には、わからなかった。いくら考えても、答えどころかヒントすら見つからない。 
 晴明は、酷く反省した。 
 ｢ごめん｣ 
 ただ一言呟くと、逃げるようにその場を後にした。 
 情けないのは自分だと、本当は自分が悪いのだと晴明は分かっていた。 
 恵慈家の力を持って生まれなかった自分が……けれども、それを受け入れてしまったら、晴明の立場はない。だから、晴明自身ですら、どうしていいかわからないのだ。短くも長い旅路で、葛葉が本当に悪い人間でないのは分かっていた。何処かで、仲直りの切っ掛けすら探していたのに。 
 けれど、この旅の目的は葛葉を消すこと。仲直りとは違っていた。 
 ｢くそっ！｣ 
 と、惨めな悪態しか出てこない。 
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 一方、恵慈家の事態も急変の兆しを見せていた。兼ねてより不吉に浮かんでいた星が、動き始めたのだ。 
 (やはり、泰親に任せて正解でしたね) 
 端から晴明に期待などしていないと、富子は泰親から送られた文を握りつぶした。 
 ｢富子よ、僧からの文はどうじゃった？｣ 
 法眼は、富子と泰親の仲を知らない。 
 ｢ええ、無事に着いたようですよ。思ったより、早かったですね。死人で出来た結界を意図も簡単に破るとは、流石葛葉｣ 
 法眼は、少し心配そうな顔を見せた。 
 ｢無事に二人、戻って来てくれれば良いのだが｣ 
 富子は笑う。 
 ｢大事ありませんよ。ところで旦那様、藤緒さんの調子が悪いそうですね？｣ 
 ｢ああ、昨日からな。なあに、医者は風邪だと言っておる。大事無い｣ 
 ｢左様ですか｣ 
 法眼が溜め息混じりに富子の部屋を後にすると、富子は薬草の香を炊き始めた｡パタパタと漂うその煙は、富子の部屋を含めた屋敷に広がるが、藤緒のいる離れにまで届くことは無い。 
 (こちらの準備も万端ですよ。泰親、貴方がこちらに来る頃には、約束が果たせそうですね) 
 富子は泰親が必ず葛葉を亡き者にし、晴明と二人で戻ってくると信じていた。 
 そして、泰親もまた富子が約束を果たしてくれると信じていた。 
 空を覆うように黒い霧が現れた。それは恵慈家から広がるように始まり、里にもまでも広がり始めていた。 
 ｢法眼様、この邪気。早いところなんとかせねば、危険ですよ。元凶は、お分かりに？｣ 
 ｢ああ、松兵衛の言う通りじゃった。今、確認してきたよ｣ 
 ｢何故に、富子様が｣ 
 ｢わからぬ、あやつの考えが儂にはわからぬ。けれど、危険なのは確かであるが……｣ 
 正室だけに、直接動いている訳ではないだけに、攻めづらい。 
 ｢もう少し泳がせておく他ないのだろうが、藤緒が心配だな｣ 
 ｢霊薬はお効きになりませんか？｣ 
 ｢そう見えるのだが｣ 
 ｢儂が、様子を見てきましょう｣ 
 松兵衛は、離れへと向かった。 
 
 離れの部屋で、藤緒は静かに臥せっていた。松兵衛が声を掛けて部屋に入ると、藤緒はゆっくりと身体を持ち上げた。 
 ｢藤緒様、どうぞご無理なさらずに。横になっていなされ｣ 
 松兵衛が手を貸すと、藤緒は遠慮した。 
 ｢松兵衛、大事ありませんよ。霊薬が効いたのか、今は調子がいいの｣ 
 枕元に置かれた霊薬を煎じたお茶が、きっちり無くなっていた。 
 ｢昨日の頭痛から、今では全身に痛みが走るの。けれど、法眼様の煎じてくださった霊薬を飲むとね、不思議と楽になるんですよ｣ 
 ｢しかし、長くは続きますまい｣ 
 ｢大丈夫ですよ。この程度でしたら、まだ笑っていられます｣ 
 にっこり笑う藤緒だが、無理をしているのだろう。目の下のクマと、一晩でなったとは思えないほどげっそりと窶れていた。顔色も酷く悪い。完全に邪気に当たっていると、松兵衛は渋い顔をした。 
 ｢法眼様も、直ぐに対処出来ずで。もう少し辛抱ください｣ 
 ｢松兵衛、旦那様にお伝えくださいな。私は大丈夫ですから、どうぞご無理なさらず。貴方様のペースでと｣ 
 松兵衛が頷くと、藤緒が酷く眠たがった。体力も、ごっそり削られているらしい。 
 藤緒だけでなく、里の者も心配しなくてはならない。酷い邪気は、里を飲み込もうとしているのだから。 
 
 ｢一度、カマをかけてみようか｣ 
 法眼は呟いた。 
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 葛葉は、再び祠の建てられた広場に一人で来ていた。小屋にいるのも落ち着かず、散歩がてら外に出て、辿り着いたのがここだった。懐かしい、父の気配がする場所だ。 
 葛葉は、何となく泰親を訝しんでいた。何故なら、あの傀儡は泰親を見もせず、晴明と葛葉をを襲ってきたし、なにより泰親と同じ気配を感じたから。けれど、そこに確信はない。何者かが、泰親を利用しただけかもしれないし。泰親の言うつがいの鬼、と言うのも気になる。 
 (ここに封じられた鬼は、解放されていないのかもしれない。つがいの鬼なんてものは、存在しないのかもしれない。全て観勒殿が仕組んだ事だとか？) 
 何のために……と、考えて富子の関係である以上、私が邪魔なのね、と葛葉は察した。恐らく、そういう事なのだろう。 
 では、この鬼退治は必要ないのではないのだろうか？ 早々に引き上げてしまうのも手だ。けれど、何も解決しないまま戻っては、母藤緒や父法眼の顔を潰すことになるのではないか。けれど、これ以上晴明と共にいるものも辛すぎる。 
 葛葉が悩んでいると、背後で足音がした。振り向くと、驚いたような顔の晴明が立っていた。そして、その顔は直ぐに気まずそうに変わった。 
 ｢葛葉殿も、来ていたのか｣ 
 ｢晴明殿、どうされましたか？｣ 
 ｢どう、という事はないが……父上が立てた祠がどのようなものか見てみようと｣ 
 晴明は遠慮がちに葛葉の横に並ぶと、祠を触った。瞬間、バチッと電気が走った。思わず、声が出た。 
 ｢晴明殿、大丈夫ですか？｣ 
 ｢あ、ああ。なんだ、乾燥してるのか｣ 
 幸い、傷にならなかったその手を、晴明は撫でた。 
 ｢これは、麒麟の祠ですね。主にエレキテルの力が込められています。それぞれに五霊獣の力が宿っていて、他には朱雀の炎、青龍の水、白虎の風、玄武の冷気がございます｣ 
 ｢俺にはわからんが、壊されているようにも見えないな｣ 
 ｢ええ、父上の霊力を確かに感じます｣ 
 ｢そうか。俺も力になれれば、良いのだが……約立たずですまんな｣ 
 あれほど我儘で気の強かった晴明がしゅんとしている。その場を去ろうとする晴明の着物を、葛葉は掴んで引き止めた。 
 ｢そんな、事言わないで！｣ 
 晴明は、それを振りほどいた。葛葉に当たれば当たるほど、惨めなことに気付いてからは当たることも恥ずかしかった。 
 ｢晴明殿の力を貸してください。そうでなければ、私一人では何も出来ません｣ 
 ｢残念ながら、俺はもっと何も出来ん。あの傀儡にしろ鬼にしろ死人にしろ、俺の刀では斬れんのであろう？ 俺が出来るのは、剣を振るうことで、生身の者しか斬れん。せめてそれが、鹿や熊であれば多少の可能性はあったのかもしれんがな｣ 
 葛葉は、再び晴明の袖を掴んだ。 
 ｢松兵衛の封じた晴明殿の剣を、私が解放します！ 解放して、必ずその力をコントロール出来るようにお手伝いします！ ですから、諦めないでください。見捨てないでください｣ 
 晴明が、笑った。 
 ｢見捨てる？ 馬鹿を申すな。それは、逆であろう｣ 
 ｢私は、何があっても諦めません。晴明殿の妻に、必ずなります。必ずなって、晴明殿に当主になってもらいます。私の力を貴方の為に、お使い下さい｣ 
 晴明は、自分の袖を掴む葛葉の手を取った。 
 ｢面白い。では、そうしてもらおうか｣ 
 
 どうせ、無駄な事を今までしてきたのだ。諦めた事なのだから、今更変わらない。だからこそ、暇潰し程度にでも付き合ってやろうか。そうすれば、葛葉も分かることだろうと。そう思った。 
 
 小屋に戻ると、葛葉は護身用に持っていた短刀を取り出した。 
 ｢松兵衛の封印を解くには、松兵衛の力を上回る霊力の挿入が必要になるのです。私の血で、松兵衛の力をかき消します。少々身体に負担が掛かりますが、頑張ってください。では、始めます｣ 
 恵慈家の力を挿入するための儀式は、晴明は何度も受けていた。術者の血をもらうイコール生き血を飲むことなのだが、これが辛いのは知っている。それに、暫く熱に魘されることもある。だが、今更引けない。 
 葛葉が苦痛に顔を歪めながら、白い首筋に傷を入れた。真っ赤な血が吹き出すように溢れ、それを晴明が直接啜った。 
 葛葉の首筋に、熱くどくどくと波打つ痛みの他に、晴明の柔らかい唇と吐息が当たる。彼女には、痛みより心地よく感じた。そして、ふと気付いた。 
 ああ、私は晴明殿を好いてしまったのかも知れません。と。これが、儀式でなければどれ程幸せか……。 
 暫くして、晴明の顔が離れた。彼が、口元を抑えて蹲る。 
 ｢……何度経験しても……慣れぬな｣ 
 晴明の口の中は、生温かい鉄の味で気持ちが悪い。更に、胸焼けが吐き気を誘発していた。 
 ｢吐かれても、構いませんよ｣ 
 晴明はゆっくり葛葉を押しのけると、縁側に向かって吐き出した。 
 血液と胃液の混ざった異様な反吐が排れると、晴明はぐったりその場に倒れてしまった。 
 葛葉は、晴明を引きずるようにして布団に寝かした。その晩から三日、晴明は高熱にうなされ続けた。泰親には、疲労と告げた。 
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 ｢晴明が、高熱で療養していると｣ 
 ｢ええ、旅の疲れとの事ですから大事ありませんわ。旦那様も、早う元気になられませんと。二人が帰ってきた時、示しがつきませんよ｣ 
 あれから、続いて法眼も体調不良をうったえた。その介抱を富子がしていた。 
 ｢そうであるな。しかし、心配だ。鬼も出るというのに｣ 
 ｢そこは、葛葉さんがおります。何も大事ありませんよ｣ 
 ｢しかし、葛葉から難儀していると言霊を貰ったばかりじゃ｣ 
 ｢本当にダメでしたら、全てを諦めて戻るように告げてあります。今はご自分の事だけを、ご心配くださいな｣ 
 法眼の額の手ぬぐいを変えながら、富子は笑みを浮かべていた。 
 今夜辺りに。 
 
 その晩、法眼の様子を伺うフリをして、富子は法眼の寝室に現れた。手には毒の塗られた藤緒の簪が握られていた。 
 ｢旦那様、お具合は如何でしょうか？｣ 
 よく寝ている、と確認すると同時に、富子は簪を法眼に向かって振り下ろした。 
 が、その腕は強い力によって空中で止められた。 
 ｢富子様、あぶのおございますよ｣ 
 富子の背後から松兵衛の声がし、富子の全身から血の気が引いた。 
 ふと視線を法眼へと戻せば、そこに彼の姿はない。 
 ｢富子、そなたの目的はなんだ？ これは、いつ思いついた事なのじゃ？｣ 
 富子は咄嗟に逃げようとしたものの、いつの間にか影を縫われたその身体はびくともしない。 
 ｢この屋敷に立ち込めた濃い邪気も、里を覆う邪気も、全てそなたの仕業なのであろう。その証拠に、そなたの纏う香には邪気を消す効果があると見える。それに、邪気そのものも、そなたから溢れ出る気ではないのか｣ 
 富子は、法眼に牙を見せた。 
 ｢馬鹿者、まだ気付かんかの｣ 
 富子から発せられた声は、人のものではなかった。 
 ｢そなたに聞く。人柱とはなんぞや｣ 
 法眼は、はっとした。 
 ｢もはや、お主……既に……｣ 
 言葉を飲み込んだ法眼に、富子は告げた 
 ｢主も、まもなく我が毒に殺されるだろう。あの忌々しい藤緒なる娘も、もはや風前の灯。恵慈家は滅び、この地は我のものとなるのじゃ｣ 
 富子の目が釣り上がり、眼球が剥き出しになると、口も大きく裂かれ、ノコギリのような歯が現れた。額に、立派な角が生えた。 
 「既に……鬼に喰われとったのか……。よく、儂の目を欺いてこれたものだな。いつからだ？」 
 「いつから？ 笑止。この、もうろくジジイが！」 
 富子の顔は、能の般若と瓜二つだった。この鬼の子を産んでしまったのかと思うと、法眼の心に不甲斐なさしかなかった。信じた娘がまさか鬼だったとは。一族の恥だと思った。だからこそ。 
 「お主は、儂が生命を掛けても封じる。命は取らぬ、せめてもの慈悲じゃ」 
 富子を欺くため、服用した薬は軽いものだったが全力で力を使うことになれば、どうなるかわからない。熱のような身体に、力の解放による熱が加わる。堪らなく熱い。 
 「法眼様、ご無理は禁物です。貴方様のお身体を考えましても、ここは一旦引いては？」 
 「それでは、里も藤緒ももたんよ。なあに、葛葉も晴明もおるのだ。あとは、松兵衛……頼んだぞ」 
 「小癪な」 
 富子の口から、考えられない程の邪気が溢れ出た。邪気は、スチームのように勢いよく法眼に吹き付けられた。 
 邪気に当てたれた法眼の身体は、みるみるうちに黒く爛れていく。その中で、彼は一枚の鏡を富子に向けた。 
 何やらと法眼が呪文を唱え終えた直後、富子の身体は鏡に吸い込まれて消えた。 
 ガクッと、法眼の膝が崩れた。鏡を覗くと、向こう側で富子が悪態を叫びながらガンガンと鏡面を叩いている。不思議な光景だった。そこに、法眼は札を貼った。 
 「法眼様、お疲れ様でございます」 
 「儂の失態じゃ。自分のケツくらい自分で拭かねばな」 
 法眼の身体は、黒く爛れ落ち、もはや人とは言えない姿であった。 
 「確信したのだ。これでもまだ生きておれるのは、この血のおかげ。晴明もまた、人でおれるのは血のおかげ。あやつに力が無いのではない。あやつは血で鬼を封じでおるのだ」 
 「はい」 
 松兵衛の目から、涙が溢れた。 
 見れば、法眼の目から鼻汁のように目玉がこぼれ落ちていた。もう何も見えない。 
 「これは、いずれ晴明も受け止めねばならん事実であろう。松兵衛、お主には儂が言わんでも、もう分かっておろうがな。なんといっても、儂の師匠でもあるのだから」 
 「はい」 
 一息吐いて、法眼は松兵衛に頼んだ。 
 「そろそろ、介錯してくれるかな。これでは、生きる事も難しいしな。葛葉と晴明を、恵慈家を……頼んだぞ」 
 法眼の首を、松兵衛が落とした。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 熱を出してから一週間、晴明の身体はすっかり戻っていた。高熱と微熱の繰り返しではあったが、五日程してすっかり熱は下がりきり、二日安静にしてようやく外に出た。久しぶりに、外の空気を吸った気もする。すっかり、身体が鈍ってしまった。軽い運動をしていると、縁側に葛葉が現れた。 
 「晴明殿、すっかり調子が戻られたようですね」 
 「ああ、しかし身体はすっかり鈍ってしまった。動かさないと」 
 「ご無理はなさらぬように。それより、松兵衛から文が」 
 「松兵衛から文？ 珍しいな、言霊でもいいものを。なんと？」 
 「失礼かと、まだ開けておりません。どうぞ」 
 見れば宛先は、晴明と葛葉双方になっていた。 
 「気にせず、読めばいいものを」 
 ぶつくさ言いながらその文を開き、読み始め、晴明の手が震えた。それに、葛葉が気付いた。 
 「どうされました？」 
 晴明は葛葉の胸に、その文を押し付けると険しい顔で立ち上がり、刀を抜いて太い木に切りかかった。木は切れず、ただ刀を捕まえたままそこにずしりとあるだけ。足で木を蹴りながら刀を抜くと、何度も何度も同じように切りつけた。 
 葛葉も、渡された手紙を読んで顔色を変えた。一息吐いて、わんわん泣いた。 
 
 父が死んだ。 
 追うように、母も死んだ。 
 富子の謀反であり、よって富子は監禁されたと。 
 
 松兵衛が言うには、家の危機でもあり、鬼退治など必要なくなった。だから、直ぐにでも帰れとの事であった。 
 今すぐ、ここを立つか……。そうしよう。 
 
 「葛葉、直ぐ支度せい！」 
 晴明が強く言った。しかし、葛葉は泣き崩れたままだった。 
 「葛葉、泣いてる暇はないのだ！ 早くしろ!!」 
 晴明の怒声に、葛葉の身体がビクリと動いた。直ぐに、支度を始めた。 
 支度を終えて早々、泰親の元へと顔を出し、事情を告げた。 
 泰親の顔色が変わったが、それは古い馴染みであるからだと二人は理解した。 
 「なんて事に。では、私もお供致しましょう」 
 「しかし、そなたはここの仕事があるではないですか」 
 「なあに、大丈夫ですよ。どちらにしろ、ここには私しかおりませんのですから」 
 気は進まない気もした。けれど、二人は信じて泰親も恵慈家へ連れて行くことにした。 
 
 再び長いようで短い旅路を抜け、久しぶりの里に、我が家に着いて驚いた。 
 「なんじゃこれは」 
 葛葉が泣くのも忘れ、驚愕した。 
 里を覆う真っ黒い霧は、里の植物を枯らし、井戸を枯らし、豊かだった人々の姿はそこにはない。時折、至る所で呻き声や枯れた力ない泣き声が聴こえる程度。屋敷はもう何十年も放置された空き家のように荒れ果てた姿となっていた。 
 「以前の、村の姿と被りますね。鬼でしょうか」 
 と、泰親が呟いた。 
 「母上の謀反、だけでは無さそうだな」 
 自分達がいない間に、一体何があったと言うのだ、一体。 
 とりあえず、門を潜ったところで、松兵衛が立っていた。 
 「おかえりなさいませ、若様、姫様。そして、ようこそ、お客人」 
 「松兵衛、一体何があったのだ？」 
 堪らず聞く葛葉に、松兵衛は歩み寄り肩に手を置いた。 
 「まあまあ、お疲れでょう。先ずは、中に。お客人も、お部屋にご案内いたしますよ」 
 葛葉は、はっとした。 
 「松兵衛、この者はな」 
 「観勒泰親殿でしょう。富子様の古いご友人の。お二人事のですから話されてしまって、それで観勒殿も心配になられてお見えになったと」 
 「ええ。よくご存知で」 
 松兵衛が、泰親の事を何故知っているのか。富子が封印されたあと、法眼の遺体を埋葬した後、松兵衛は彼女の部屋を調べたのだった。 
 富子が愛用していた妖しげな薬草の他に、泰親との文がわんさか出てきた。そして、全ては彼女が嫁ぐ前から計画されていた事であったと確信した。 
 次はこの男も消さねばなるまいと、それが松兵衛の考えであったから、この機会は喜ばしいものでもあった。 
 「私にもお聞かせ頂けませんでしょうか？ 何か、お力になれるかも」 
 「力に？」 
 松兵衛は、表情を変えずに聞いた。 
 「おかしいですか？ 確かに、私の古い友人が謀反を起こしたようです。けれど、それには訳があるのだと私は考えております。それに、もしそのなんだかの事情の結果がこの現状であるならば、私も僧として富子さんもこの地もお救いしたいと思っておりまして。その為に、はるばる来たのですから」 
 「では、観勒殿は富子様が結論的には無実だと言いたいと？」 
 「ええ、そう信じております。何故なら、古くから彼女をよおく知ってますからね」 
 晴明が唇の端を噛み締めた。自分も、母の謀反は何かの間違いだと言いたかったから。だからこそ、泣かずにここまで戻って来たのだ。 
 「それに」 
 そして、泰親は横目で晴明を見ながら続けた。 
 「もし、謀反が間違いで無かったとしたならば、晴明さんの立場がなくなってしまいますしね。富子さんに、会わせてくださいませんか？」 
 泰親は、まだ封印されたと思っていなかった。牢にいるのだと思っていたから、気持ちにも余裕があった。 
 「それは、出来ませんね」 
 「何故？」 
 「富子様にお会いすることは出来兼ねますが、ご覧頂く事ならば」 
 松兵衛は、歩き出した。それに三人は従った。 
 恐らく、屋敷には三人の他に松兵衛しかいない。侍女たちはどこへ行ったのだろうか。侍女の代わりに、松兵衛の式神が茶を運んできた。 
 「松兵衛、皆は何処へ？」 
 堪らず、葛葉が聞いた。 
 「こんな状態ですからね。皆、村の手助けに走っておりますよ。それに、使用人達にも家族がありますから」 
 「そうか」 
 葛葉は、寂しく思った。 
 松兵衛が一旦奥の部屋に入ると、重々しい鏡を持って現れた。見ればそこに富子の姿がある。その姿は鬼から人へ鬼から人へと、まるで切り替わるようにチカチカとして見える。 
 呆然とする葛葉と晴明であったが、何も言えない空間の中、発狂するよう声を上げたのは泰親であった。 
 「富子！ 富子！ 富子おおおお!!」 
 そして、鏡に掴みかかろうとした所を、松兵衛になぎ倒された。身体は風のように流れ、反転し畳の上に沈むが、今度は子供のように手足をばたつかせながら彼は泣き喚いていた。 
 「富子！ 富子!! おのれえええ!!」 
 再び松兵衛に向かって掴みかかろうとするが、再び泰親は畳に沈んだ。 
 「見苦しい！ 富子と共謀し、藤緒様の一族を滅ぼし、更に葛葉様を暗殺するなど。主等が既に鬼と成り果てていた事、恵慈家の血がいつまでも気付かぬとでも思ったか！」 
 「おのれ！ おのれ！ おのれ!!」 
 泰親の姿がみるみる変わった。般若の顔が、富子の鏡を見据えて言った。 
 「我が妻の怨み、我が一族の無念、代々祟ってくれるわ！」 
 何を思ったか。泰親の姿は煙のように消えた。 
 恐ろしい一連を目撃した、と思った直後。晴明の視界が歪んで見えた。 
 「皆、大丈夫か？」 
 いつもの優しい松兵衛の声が聞こえると、晴明の真下にいくつものシミができた。 
 「晴明、殿？」 
 わからない、止めたいが止まらない涙がとめどなく溢れてくるのだ。声すら出せずに、晴明は泣いていた。 
 自分は、鬼の子。葛葉を恨むのも、間違いだった。自分の居場所は、生まれた時からなかった。これから、何処に行けばいいのか、どうすればいいのかわからない。 
 富子の封じられた鏡を持って、松兵衛は部屋の奥へと入っていった。鏡を更に固く封じるために。 
 「晴明殿、あの……」 
 葛葉は、何を言っていいかわからない。そして、ふとあの盗賊に襲われた日の事を思い出した。あの時の晴明と同じように、葛葉は彼を抱きしめた。 
 「我は、鬼の子」 
 ポツリと声がした。 
 「けど、恵慈家の嫡男で跡取りではありませんか。貴方しか、もう当主はいないのですよ」 
 それでも、尚葛葉は晴明を当主だと言う。 
 「ダメだ」 
 と、晴明が呟く。そして、葛葉に告げる。 
 「俺は、母上の罪を背負うよ、この血と運命と共に。葛葉殿と婚姻は結ばぬ。当主は、葛葉だ」 
 葛葉の頭を絶望が支配した。彼女の目からも涙が溢れ出す。 
 「呪われるのは俺一人でいい。だから、泣くな」 
 「晴明殿、晴明殿！」 
 晴明がこのまま、何処かに消えてしまう気がした。父も母もいなくなったのに、晴明までいなくなってしまう。葛葉に、子供の頃のような不安が襲った。 
 「落ち着け、葛葉。まだ続きがある。お前は、これから俺の子を産め。その子が恵慈家の希望だ」 
 葛葉は、何度も頷いた。 
 「泰親が、またいつ現れるかもしらん。その時、戦えるのはお主だけだ｡俺に力の使い方を教えておくれ、その時少しでも力を貸せるように」 
 「はい」 
 葛葉は誓った。晴明は、一生妻を娶る気などないだろうと。だから、自分も一生晴明以外とは結ばれないと。 
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 時をほんの少しだけ戻すとする。 
 法眼が亡くなって直ぐの事である。 
 松兵衛は、法眼の遺体を部屋に安置した後、藤緒に一部始終を話した。 
 「そうでしたか」 
 藤緒は、そう言うしかなかった。そして、静かに泣いた後告げた。 
 「私のお腹の中に、子がいます」 
 松兵衛は、目を見開いた 
 「それを、法眼様や葛葉様は、ご存知で？」 
 藤緒は首を左右に振った。 
 「富子様のお子はお一人ですし、葛葉のことでずっと言いそびれていて」 
 藤緒は、苦笑いを見せた。 
 
 「今回の事も、邪気に当たっただけではないのですよ」 
 「はあ」 
 松兵衛は、藤緒が酷く心配になった。 
 「松兵衛、心配しないで。幸いにも、お腹の子は元気なの」 
 そして、すぐに深刻な顔へと戻った。 
 「私は、今夜この子を産み、死ぬでしょう。この子を預かってくれる人を探したのですよ。村で小さな食堂を営むご夫婦。子が出来ず、悲しんでおられたのです。お家騒動に巻き込まれず、知らず、この子は育つ。恵慈家と私の家の血、本来の血筋は絶えず続く。これが、私の唯一出来ることなのです」 
 「藤緒様……」 
 「力無く、正室にすらなれなかった私ですけどね。法眼様のことは一番に考えているのですよ」 
 そして、藤緒は暗示した通り、女の子を産み、逝去した。 
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 晴明と葛葉は、正式に婚姻は結ばぬとも、夫婦として暮らしていた。誤解が解けた後、二人の仲は睦まじく。松兵衛の助けもあり、里も本来の姿を取り戻しつつあった。 
 やがて、晴明との約束通り、葛葉に子が宿った。 
 「男子だろうか、女子だろうか」 
 子が宿ってからは、晴明の口癖となった。 
 「晴明殿は、どちらがよろしいですか？」 
 「どちらでも、構わんよ。元気な子であれば」 
 一つ心配だった事。またその子が術が使えないのではないかと。 
 晴明は、松兵衛から説明を受けた。自分が鬼の子であるせいで、その姿を封じるために術が使えないと。云わば、血で血を封じているから術が使えないと。だが、それも葛葉の血と指南でなんとかクリアしたように思えた。 
 泰親も、あれ以来姿を見せていない。 
 そして、葛葉に陣痛が始まった。布団に寝て、産婆が待機し、いつでも子を産めるとなり、陣痛の間に少し安心したのか眠っていた。 
 
 その間、不思議な夢を見た。 
 
 真っ暗な空間がやがて眩しいくらいの光に包まれたと思ったら、目の前に七色に光る金色の龍が現れた。 
 「龍神か」 
 そして、葛葉は幼い頃松兵衛に聞いた話を思い出した。 
 「恵慈家の御先祖で守り神の龍神」 
 龍は静かに話し出した。 
 『葛葉、そなたは何故儂が恵慈家の先祖と言われるか知っておるか？ そして、お主の正体を伝えに来たのだ』 
 「私の正体？」 
 龍は葛葉の頭上をぐるぐる回ると、ゆっくりと降りて、彼女の身体に巻きついた。 
 『そうじゃ。主は、儂じゃ。もう一人の儂なのじゃ』 
 「生まれ変わりと言うことか？」 
 『少し違うな。儂の魂の一部が変化してお主となったのだ。儂とお主は兄妹というやつかな』 
 見蕩れるほど、龍神が綺麗だと葛葉は思った。 
 『遥か昔の話だよ。儂は天に住んでいたのだけれど、天から覗く度毎日見かける娘に恋をした。踊りが上手いが、何処か悲しげな娘でな。毎日同じ時間、同じ場所で同じだけ独りで踊っているのだ。最初は踊りの練習だと思っていたのだが、毎日見る度に、そうでは無いことに気付いた。そこで、儂は一度地上に降りることを決めたのだ』 
 「もしや、その娘と言うのは」 
 『そうだ。そなたの母の一族の者だ。儂は青年の姿になって、娘の前に現れようとしたのだが、なんせ慣れぬ人の姿。海に落ちてしまったのだ。溺れ気を失っていたところを、娘が助けてくれた。結果、娘と会うことが出来た。心の優しい娘でな、傷が癒えるまで世話をしてくれた。そして、行く場所がないならとそれ以降も家に置いてくれたのだ。だが、やはり儂が気になったのは、いつも娘が哀しそうな顔をしている事。必ず踊りの前に、泣いている事。儂は娘に訊ねたのだ。何故、そんなに悲しそうなのか、と。すると娘は答えた。漁に出てから戻らぬ夫、すなわち恵慈家の男を待っているのだ、と。娘の住む土地の海は、特に荒々しい海であった。儂は天界に聞いてみた。娘の夫は既に海で亡くなり、生まれ変わっていると天は教えてくれたのだ。だから、その話を娘に告げた。娘は怒って儂の頬を打った』 
 「何故じゃ？ 親切に教えてやっただけだというに」 
 『晴明が何の証拠もなく死んだと言われたら、葛葉はどうする？』 
 「あ」 
 そう、私だって打つだろうと葛葉は、気付いた。信じられない、不謹慎だと怒るだろう。もし、それを察していたとしてもだ。 
 『儂は、その娘にいつしか恋をしていたのだ。だから、娘の悲しみも怒りも辛く、天に帰る事を決めた。結ばれなかった娘の腹に、儂の魂を宿してな』 
 「それが、今の恵慈家の始まりか」 
 『そうだ。そして、その血が危機にあることを知った儂は、同じように藤緒の身体に儂の魂を宿したのだ。それが、お主だ。お主に一生に一度しか使えぬ龍神の術を伝授する。封じ滅する術である。その名も生克五霊獣の法。いいか、一生に一度しか使えぬ術であるぞ。どんな鬼も悪霊も封じ滅する術である』 
 葛葉の頭に、法の理が直接書き込まれるように入ってきた。 
 「必ず必要になるのは、相生相克」 
 
 はっ！ 
 っと、葛葉の目が覚めた。酷い陣痛だった。 
 
 やがて、葛葉の部屋から元気な産声がして、堪らず晴明は部屋に飛び込んだ。 
 「晴明様、殿方はまだお入りなっては困ります」 
 咄嗟に、侍女に目を塞がれ外に出されだ晴明であったが、再びそわそわしながら廊下で待った。 
 「晴明様、どうぞ」 
 侍女に改めて呼ばれ、今度は落ち着いて部屋に入ると綺麗に現れた子が産着に包まれながら泣いていた。 
 「元気な男子です」 
 「よう頑張ったな！ 葛葉」 
 手の平におさまりそうな程小さい子を初めて抱いて、晴明の目から不思議と涙が溢れた。 
 「嫌ですわ、晴明殿。葛葉様に笑われますよ」 
 今は構わないとさえ思えた。 
 「名前は決めてあるのじゃ。蜃(しん)で、どうだ？」 
 「良い名前です」 
 見れば蜃の口元にもホクロがあった。凛々しい眉も、確かに我が子だと確信する。 
 めでたい日だった。 
 そのはず、だったのに。 
 その晩、富子の鏡が割れた。父、法眼が生命を掛けて封じたあの鏡が割れたのだ。 
 何者かが屋敷に入り、出産のゴタゴタに紛れて箱を盗み出し、中の鏡の封印を破った。 
 それに松兵衛が気付いたのは、翌朝の事であった。 
 部屋には無数の血痕。それは、箱に掛けてあった封印を無理矢理破った証拠であり、人でない証であった。 
 「泰親か」 
 この数年、隠れていた間に力を蓄えていたようである。 
 再び災いが始まると、松兵衛は確信した。 
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 「遅い……遅い……待ちくたびれたぞ」 
 ミイラのような姿で、女はケタケタと笑う。富子だ。 
 封じの鏡から泰親に引き摺り出され、ボロ布のようになりながら二人して逃げた。里の森を抜け、人里近いそこにある古い祠に逃げ込んだ。 
 祠と言っても、人が入れる程度の大きさだ。中に祀られていたいくつかの地蔵は、今はない。 
 外の人間が時折口減らしに子を捨てにくる山道だった。村人に発見されない子は、ここで死んだ。運良く見つけられるように建てられた祠だった。その為、中は人が眠れるようになっていた。 
 背後に、恵慈家が見える。 
 富子の傍らに、同じようにボロ布のような姿の泰親がいた。 
 「泰親、今まで何をしておったのだ」 
 「この場で時を稼いでおったのだ。あの場で、私独りで勝てるとは思えませんでしたから。この時を待っておったのです。子を産んだ葛葉は、暫く使い物にならぬ」 
 「子を産んだと？ 誰の子じゃ!!」 
 富子が発狂するように叫んだ。 
 「晴明との子じゃ」 
 富子が叫び狂った。森が揺れ、多くの動物が騒いだ。 
 「おのれ、あの小娘……許せぬ……」 
 そして、今度は嬉しそうに笑い声をあげた。 
 「だが、これもまた一興。その子をも、我が手に入れるのだ。この地と子を。恵慈家から全てを奪うのじゃ。我が子を奪われた恵慈家を、許すまじ！」 
 湯治場で、法眼が封じたのは富子にとり憑いた鬼と泰親にとり憑いた鬼の子であった。子を守るため、子との生活を送るため、あの場所を巣としたが法眼によって奪われた。だから、代わりに恵慈家の里を貰うことにしたのだ。まだ辛うじて残っていた二人の人間の魂と思いを利用して。しかし、その影も今はもう消えていない。喰らい尽くされた二人は、今やただの鬼である。 
 再び、鬼の邪気が里を覆いはじめていた。あの頃のように。 
 
 出産後の身体には毒だと分かってはいたものの、秘密にしておく訳にはいかなかった。その為、直ぐに松兵衛は葛葉と晴明に事の次第を伝えた。 
 葛葉は、蜃を胸に抱きしめながら、小さく震えた。 
 体力も感覚も弱っている、この機会を鬼達が逃すはずはないと確信した。晴明を見るが、彼だけで片付くとは思えなかった。もしそれが可能なら、龍神が生克五霊獣の法を教えにくるものかと。 
 「松兵衛、この子に害が及ばないうちに、この子を隠さねばなりませんね。せめて、私が術を使えるくらい回復せねば」 
 「葛葉？」 
 「晴明殿、以前父上のご友人の武家のお宅があると聞きました。そこにこの子を預けられないでしょうか？ お武家なら、きっと強く立派な子に育ててくれるでしょうし……松兵衛も共に、蜃の教育係として着いて行ってください。この子には、苦のない幸せな人生を歩んで欲しい」 
 
 それから数日して、例の武家の家から文が届いた。 
 長らく子に恵まれないから、是非とも蜃を養子にしたいという内容であった。勿論、跡継ぎとしても考えたいと。意外な回答に、晴明と葛葉は蜃の為にと承諾の文と共に松兵衛と蜃を旅立たせた。 
 
 二人が長い旅路から戻ったあの日のよう。また、あの日のように里は真っ黒い邪気の霧に呑まれていた。 
 田畑は枯れ、水は干上がり、疫病が流行った。あれ程豊かだった里の面影など今はなく。そんな中、夜更けに晴明の元に富子が現れた。 
 富子は晴明の枕元に立って、告げた。 
 「ああ、晴明や。私の可愛い晴明。我わもそなたも、恵慈家に散々にされましたね」 
 その姿は鬼であれ、母であることには変わりなく。晴明は懐かしい気持ちで、全て許してしまいそうであった。だが、そこを堪えれる程大人になっていた。 
 「母上は、何が目的なのですか？ 何故、このような事を？」 
 富子は、優しく微笑んだ。 
 「晴明、全てそなたの為なのです。私は、巫女として人柱の人生を歩いてきました。生まれてから自分の事など考えたことは無く。人の為に生きて死ぬのが当たり前だと。そんな私を哀れに思った法眼様が、私を救い出してくださいました。それに報いようとしました。そして、嫡男であるそなたを産んだのです。どれもこれも、己ではなく人の為。生まれ持った業には逆らえないと悟った私は、せめて私の分身であるそなたの為に生きようと思ったのです」 
 「ですが、里がこのような姿ではそれも叶わぬと思いませんか？」 
 「いいえ、里などまた再興すればいいのです。恵慈家を滅ぼした後、晴明の好きなように」 
 「共存は考えませんでしたか？」 
 「共存するには、恵慈家の力は大き過ぎるのです」 
 母上は間違っていると叫びたかったが、ぐっと堪えた。 
 「母上、俺は共存の道を選びたい」 
 刹那、晴明の身体が飛ばされ、床に激しく背中を打ち付けられた。思わず噎せ返る。 
 「馬鹿を申すな！ 全てお主の為じゃ。これから、ここで母と暮らすのだ。葛葉を殺せ！」 
 「待ってください！」 
 晴明が、富子の着物を引っ張った。 
 「俺が葛葉を追い出します。だから、せめて命だけは」 
 「ならぬ」 
 「では、俺も共に死にます」 
 富子は、晴明を抱き締めた。 
 「憎き葛葉、生かしてはおけぬ身。だが、今は晴明に免じてここは助けてやろう」 
 これが、晴明に出来る精一杯であった。 
 
 その日のうちに、葛葉は縄で縛られ、晴明に引かれて屋敷を出た。 
 「すまぬ、葛葉」 
 「いえ、気になさらないでください。殺されるものだと思っていたのですよ」 
 「何年掛かっても、必ず助けるから」 
 「くれぐれも、無理はなさらないで」 
 晴明は、里外れの祠で足を止めた。里には、棄てられた子を弔う祠が幾つか存在していた。かつて富子と泰親が逃げ伏せた祠と別ではあるが、よく似た祠だった。覗くと、以前より綺麗に整えられていた。 
 「そなたを追い出すつもりはない。俺の目の届く範囲で、その機会を待つつもりだ。俺なりに用意してみたのだが、必要な物があれば教えてくれ。夜更けに、毎晩一度食事や必要なものを持ってくる」 
 「くれぐれも、無理をなさらずに」 
 「毎晩一度来るつもりだが、もし現れなくても三日のうちには必ず来るから」 
 「信じています」 
 そして、葛葉の長い監禁生活は始まった。 
 監禁と言っても、自由に外に出ることは出来る。だが、自由に歩き回っては折角の晴明の計画が無駄になってしまう可能性も否めない。だから、なるべく葛葉は祠の中で過ごした。 
 少し隙間風が寒いが、冬には充分な着物と炭を差し入れて貰えた。 
 夏には虫除けの薬草を差し入れて貰った。 
 一日に一度の隠れた面会が何より楽しみになった葛葉に比べ、罪の重さに苦しむ晴明を見るのも辛かった。 
 晴明も一日に一度の面会の楽しみと同時に、日に日にやつれ弱る葛葉を見るのが辛かった。 
 お互い、どうにかせねばと思うのだが、中々事は上手く運ばない。 
 葛葉の力も回復が遅く、回復したところで一人でどうにかなる術を考えるのにいっぱいだった。 
 良い案が浮かばず、五回目の秋を迎えた早朝だった。 
 外で赤子の泣き声が聞こえた。 
 葛葉は、その泣き声を頼りに歩いてみると、祠の丁度裏手に産まれたてであろう赤子が棄てられていた。 
 考えても見れば、ここは子捨ての祠。この五年、捨てられる子がいなかったのが奇跡である。 
 そういえば、今年は雨が少なかった。虫も多かった。多分、冬も厳しくなる。 
 秋の実りが酷く悪く、子を口減らすしかなかったのだろうと悟った。 
 「おかしなものでな、五年も経つというのに我が子に与えられなかった乳が未だ未練がましく出るのじゃ。お前が飲むか」 
 赤子は元気に乳を飲んで、泣きつかれたのが眠ってしまった。 
 「私の希望になってくれるか。晴明殿が会いに来てくれても、独りではもはや限界」 
 葛葉の腕に抱かれながらすやすやと眠る赤子の頬に、滴が落ちた。気付いたら泣いていた。先も見えず、誰にも知られず、ひっそりと生きていくのは辛いのだ。 
 子供の頃からそうだった。けれど、あの頃は母も松兵衛もいたから、辛いと思ったことなどなかった。 
 「名は旬介(しゅんすけ)。良い名であろう？」 
 監禁生活が辛いと分かっていながら、自分の弱さに負けた葛葉はこの子を手元で育てる事に決めた。 
 その晩、その事を晴明に告げた。晴明は、否定も肯定もしなかった。産まれたばかりの我が子を手放さなければならなかった辛さは、彼も同じだったから。そして、もしかしたら、この子が大きくなった時に共に戦ってくれるかもしれないと期待すら持った。 
 「この子を我が子同様に育て、色々教えたい。この子が将来、闘えるように」 
 本来ならば、蜃に負わせるべき宿命だったのかもしれない。けど、蜃は血を守る宿命も持っていたから、背負わせきれなかったのだ。 
 「この子には、もしこの里が本来の姿を取り戻した時に、この里を守って貰わねばなりませんね」 
 蜃は、里の外で武家として跡を継ぐ。確実に血を残す。つまらない争いではなく、天下を掛けて戦う。それでいい。 
 
 やがて、再び時は流れる。それから、六回目の秋が終わりを告げようとしていた。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 旬介は、葛葉の想像以上に活発な子に育っていた。少々心配なのは、監禁生活で育っただけに少しばかり身体が弱いこと。 
 「旬介、あまり外に出るな。遠くに行くな。これから寒くなる、なるべく大人しくしていなさい」 
 遊びたい盛りの子供には、言っても聞こえない。少し目を離せばもういない。仕方なくお尻を叩いても、次の日には忘れている。 
 今日だって、昨晩晴明の差し入れてくれた握り飯の朝餉分を渡した途端、びゅんと外に飛び出してしまった。 
 「全く、聞かん坊が！」 
 
 誰にも伝わらない葛葉の呆れ声が、祠の中に響いた。 
 旬介は、少々大き過ぎる握り飯にかぶり付きながら、森の中を歩いていた。そんなに遠くにはいかないという約束だけは守っていたが、この季節は大好きで祠の中に閉じこもっていることなど出来なかった。 
 何故なら、森には木の実や果実がたわわに実っているから。父である晴明に全部教えて貰った。母、葛葉の結界のお陰でこの周辺だけ邪気から守られているせいだ。 
 木に登って柿を取っていると、草場から物音がした。最初は動物かと思い、木の上で息を潜めていると、どうやら違うようだ。怒った母が探しに来たのか。先日、お尻を叩かれた事を思い出し、早急に帰ろうと木から飛び降りた。懐に、母の分と父の分の柿を詰め込んで、女の人のおっぱいのようになっていた。 
 「ごめんなさい」 
 謝りながら飛び出すと、そこには同じ年くらいの女の子が泣きながら立っていた。女の子は歩みを止め、泣くのも一旦止めて、ぽかんと旬介を見た。 
 「どうして、あやまるの？」 
 着物は泥と血で汚れ、裸足で酷く傷付いていた。 
 「あ、あれ？ 母上だと思って」 
 「おっかぁ？ あんたのおっかあ、こんなとこにいるの？」 
 不思議な光景だった。 
 「どうして、そんな格好してるの？ なんで泣いてるの？」 
 女の子は、少し躊躇いがちに答えた。 
 「オラ、戦で村を焼かれて悪い男に連れられたんだ。遊郭に売るって聞いた。怖くて、男が眠ってる隙に縄切って、逃げてきたんだ。ここも見つかるかもしれない」 
 旬介は、娘の手首を掴むとぐいぐい引っ張った。 
 「こっちおいでよ。綺麗な川があるから」 
 暫く進むと、確かに綺麗な川が流れていた。水に手を入れると冷たい。冷たいが、女の子は手を洗い、顔を洗い、足を洗った。 
 「ちょっとここで待ってて！」 
 言うと旬介は、走って祠に戻った。葛葉の声も聞かず、葛葉の着物を掴むと、再び旬介は川に戻った。川では、女の子が素っ裸で川に入っていた。 
 「寒いよね、火を焚くね」 
 まだ恥ずかしいという感情がいまいちないようで、女の子は髪から足から綺麗に洗うと冷えきった身体を抱きながら川を出た。小さなくしゃみが出たところで、旬介が祠から持ってきた葛葉の着物を渡した。 
 女の子はそれを羽織ると、着てきた自分の着物を川で洗い始めた。 
 「寒いでしょ。火に当たったら？」 
 「オラの着物洗わないと、素っ裸になっちまう」 
 旬介が手伝おうと女の子の側に寄った。顔を見てドキッとした。可愛らしい顔をしている。 
 「ねえ、名前は？」 
 女の子は、答えた。 
 「オラの名か？ 新月(しんげつ)。お前は？」 
 「俺は旬介って言うんだ。手伝うよ」 
 「いい」 
 断って、ちらりと旬介を見た新月の手が止まった。 
 「なに？」 
 「お前、おっぱいあるのか？ おっかあみたいだ」 
 「ああ、これ。柿だよ」 
 旬介の懐から取り出された柿を見て、新月の口に唾液が溢れた。同時にお腹がぐうと鳴る。思えば、逃げ出してかまる一日は何も口にしていない。 
 「食べる？」 
 奪うようにして、新月は柿に食らいついた。そして、べっと吐き出す。 
 「渋い」 
 「ああ！ ごめんね。こっちは、大丈夫だと思うから」 
 もう一つの柿を恐る恐る食べると、今度はちゃんと甘かった。 
 「美味しい？」 
 「うん」 
 ぽりぽりしゃりしゃり音がする。 
 「後でもっといっぱい取ってあげるよ」 
 旬介は、なんだか嬉しくて照れながら言った。こんな気持ち、初めてだった。 
 そして、女の子の着物を代わりに洗って見せた。しかし、汚れが落ちないどころか酷くボロボロだった。 
 「ねえ、この着物まだ着るの？」 
 「オラ、全部焼けてしまってそれしか持ってない」 
 「新月は、どこに行くの？」 
 「いくとこなんてないから、村に戻るしかないべ。村に戻れば、知ってる人が生きてるかもしれねえ。手伝ったら、ヒエかアワくらい貰えるかもしれねえし」 
 旬介には、何かわからなかった。 
 「美味しいのか？」 
 「美味しいもんではない。でも、食べないと死ぬから。にしても、旬介は何処の子だ？ お金持ちの家の子か？ この着物も立派だ」 
 葛葉以外の人を、見たのは新月が初めてだった。同い年の子というのも。だから、楽しくて楽しくて仕方なかった。子供心ながら、ずっと一緒にいたいと思った。 
 「俺、そういうのよくわからん。よくわからんけど、新月ともっと遊びたいから一緒に来てよ。まもなく日が落ちるから、早く帰らないと母上にお尻を打たれる」 
 新月に行くとこはない、昨日森の中で過ごしたのだけれど、凄く怖かった。顔が青ざめて、思わずうんと返事をしてしまった。 
 
 旬介に連れられて川から森に入ると、暫くして祠があった。ここは家ではないと、新月にもはっきりわかった。 
 「ただいま」 
 「この、悪ガキが！ 着物を何処に持っていったのだ。悪い子は鬼が迎えに来るぞ。父にもたっぷり叱って貰わないといかんな」 
 「嫌だよ！ 着物、貸してあげたんだよ！ 俺、悪いことしてないもん」 
 帰って早々の葛葉の剣幕に、旬介は半泣きになりながら抵抗する。 
 「貸したって、誰にだ」 
 「新月」 
 「新月？」 
 名前を呼ばれたからか、申し訳なさそうに葛葉の着物を着た女の子が祠に入ってきた。濡れて汚い着物を手に持ってはいたが、着れるような状態でもなく。しかし、叱られては仕方ないので新月はその場で素っ裸になって着物を返した。 
 「ごめんなさい。オラが……オラ、このまま帰ります」 
 傷だらけの幼女を、素っ裸のまま帰らせるわけにはいかない。よく見れば唇も若干青い。何をしていたのだ、今まで。と思うと胸が痛む。 
 葛葉は新月を、己の身体で温めるように抱き締めた。 
 「すまなかった。何も知らなかったのでな。私の着物では大きかろう。男の着物だが、旬介のを着せてやる。今日は遅い。ここにいなさい」 
 新月はこくりと頷き、葛葉の身体に蹲った。 
 年だけに、旬介の着物でも新月にはぴったりだった。傷には薬を塗ってもらった。髪も綺麗に梳かして貰った。 
 その晩、葛葉を真ん中に狭い布団で眠った。新月には、久しぶりの布団だった。 
 「新月と言ったな。お前は可愛らしい顔をしておるなあ、将来とんでもなく美人になるぞ」 
 「そんなことない。オラ、農民だし、それに美人になってもあんまり意味ない。それより、いっぱい子を産めた方が役に立つ」 
 「そんな悲しいことをいうな」 
 「大丈夫、新月が美人になったら、俺が嫁に貰ってやるから！」 
 「はあ？」 
 何を言い出すのかと、葛葉が疑問符を上げた。 
 「決めた！ 俺、新月を嫁にする」 
 「勝手に決めるな。お前となら、新月にも選ぶ権利があるわ」 
 旬介は、へらへら笑う。 
 「にしても、新月。お前は何処か行くところがあるのか？ 無いなら、ここに居てもいいぞ。旬介の遊び相手にも丁度いいし、私もこの長い監禁生活で少々体力にも不安があってな。悪ガキきかん坊を追い掛けるにも限度がある」 
 狭くても温かい布団の中で新月は涙を流した。迷惑にならないように声を殺してはいたが、葛葉は直ぐに気が付いた。 
 「我慢するな。辛かったろう」 
 「ふえ……えぐ……」 
 その晩、新月は思いっきり泣いた。晴明は、来なかったけれど、なんだか賑やかな夜だった。 
 
 翌朝、新月は疲れが溜まっていたのか昼近くまで眠っていた。川で冷えきった身体もすっかり温かく戻っていて、葛葉は二人が少しでも多く食べれるようにと食事を雑炊にした。母の分でも構わず食べさせていたせいで、我慢することをあまり知らずに育った旬介ではあったが、新月の為にと食事を少し我慢する姿を見て子供の成長を見た気がした。少しずつだけど、この子も大きくなっていると。 
 
 何年も前から、晴明は旬介に早くも剣術を教えていた。葛葉も、術を教える頃合になってきたのかもしれないと思った。そして、不幸にも孤児になった新月にも、何か教えてやれればと思った。 
 「葛葉様、寝坊してしまったみたいだ。ごめんなさい」 
 「酷く疲れておったようだな。気にするな。それより、雑炊が出来ておるぞ。たんとお食べ」 
 新月は、貪るように啜って食べた。 
 「大きくなって恥ずかしくないように、私が新月に行儀を教えてやるからな。今は気にせずにいるといい」 
 「それは、旬介のお嫁になるということか？」 
 この子は、頭がいいと葛葉は思った。そして、悲しくも先を考え過ぎるのだと。 
 「それは、お前が決めたらいいよ。私は、お前の母になりたいだけだ。本当の母にはなれぬが、お前にとってもう一人の母になれればそれでいい」 
 新月は、こくりと頷いた。 
 選択、その道を考えたことがなかった。自分で決められる。不安だが、少し嬉しくも思えた。 
 暫くして、旬介が戻ってきた。 
 「新月、起きたー？！」 
 「まーた、お前は何処に行っておったのだ」 
 葛葉の呆れ声が響く。 
 「新月にあげようと思って。母上にもあるよ！」 
 懐から、柿やら栗やらを取り出した。 
 「危ないことはするなと言っておるだろ」 
 「大丈夫だよ！」 
 一応怒りはするが、葛葉にとっても旬介の調達してくる食糧はありがたいものだった。晴明が来ない日は、おのずと食糧が少なくなる。食い扶持が一人分増えれば尚のことだし、一人増えたことを晴明はまだ知らない。 
 「母上の栗粥は美味しいんだよ！」 
 新月は、ふと気付いた。お礼を、ずっと言い損ねている。 
 「ありがとう」 
 「へへっ」 
 「オラ、お前の嫁になってもいい。それが、オラが出来る恩返しならば」 
 「大人になるまで、待てばよい」 
 葛葉は優しい。物心付いて暫くして、兄のつもりで慕っていた幼馴染がよく働くからと、新月が十二歳になったら嫁がせると言っていた両親とも、将来美人になるから高値で売れると助けるふりして引きずり連れたあの男達とも違う。両親の優しさとも他人の冷たさとも違う、不思議な感じだった。 
 「葛葉様は、余所者になんでそんなに優しいんだ？ 」 
 「ここは、そういう里であって場所でもあるからですよ。少し難しいからね、何れまたゆっくり話すとしようか。もう少し、新月が大人になったらね」 
 「うん」 
 誤魔化されてしまった気もした。けれど、今は何も考えずに甘えてしまおうと。考えるのも、少し疲れていた。 
 その晩、初めて晴明と出会った。 
 「昨晩は、来れずにすまなかった。腹が空いたろう、少し多めに持ってきたのだ。それと旬介にこれを」 
 晴明が懐から取り出した懐紙には、金平糖が包まれていた。 
 「きれいだね。父上、これは？」 
 「金平糖だよ。食べてみろ」 
 言われて旬介は、金平糖を初めて口に含んだ。甘くて美味しい。 
 「昨日、母上が俺にくれたのだ。まだ、子供だと思っている。さて、葛葉。奥の娘は？」 
 間接的に指名され、新月の肩がビクッとなった。 
 「村を焼かれ、売られる途中逃げてきた哀れな子じゃ。旬介の遊び相手にな」 
 「この子も、ここで世話するつもりか？」 
 「はい」 
 晴明は、呆れたように笑った。 
 「追い出す訳にもいかぬしな。娘が一人増えたところで構わぬ。ただ、少し狭くなるが大丈夫か？」 
 「大事無いよ」 
 旬介が、晴明に飛びついた。 
 「新月は、俺のお嫁さんだよ」 
 「はあ？ まだ、お前には早いだろ」 
 「決めたんだ！」 
 可愛らしい子供の戯れ言だと、晴明は旬介の頭を撫でた。 
 「では、新月を守れるように、しっかり修行せねばな。さあ、始めようか。時間は少ない」 
 旬介は、晴明に着いて祠の裏へと歩いていった。 
 「葛葉様、オラこのままいても大丈夫なのかな？」 
 「ああ、安心せえ。それから、オラではない。私と言うのだ。言葉遣いも変えていかねばな。さて、夜は遅い。先に寝ておれ」 
 「葛葉様は？」 
 「帰るまで起きているよ。いつも夜明けの鳥が鳴くまで続くのだ。その後、旬介を休ませるのだけど、あいつは元気いいから昼過ぎまで暴れてるな」 
 葛葉は疲れたように、苦笑してみせた。 
 「じゃあ、オ……私も待っています」 
 「無理はするなよ」 
 「大丈夫」 
 夜の灯りの頼りは、月光だけだ。火を灯せば、富子達に見つかるかもしれないから。 
 新月は、ふと久しぶりに夜空を見上げた。綺麗な星が空を埋め尽くしていた。あの日逃げていた空も、村を焼かれた空も、変わらずこんな風景だったのだろうか。 
 今は綺麗な着物に、優しく母にも代わる人がいる。 
 「葛葉様、おっかあと呼んでもいいですか」 
 必死だったせいか、ふと寂しさと悲しさが込み上げてきた。当たり前か、まだ十歳にも満たない子供なのだから。 
 「それは、私としても嬉しいな。けれど、おっかあではなく母上な」 
 「はい、母上」 
 「待つ間、お茶でも飲もうか。先程、晴明殿が持って来てくれたから」 
 ほんの少しだけ、新月は幸せだと思った。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 あれから十数年と少し経つか、富子達は確実に里を支配していた。 
 だが、思うようになびかず、どこか冷たい素振りの晴明に富子はやきもきしていた。 
 「晴明、今日は唐菓子を持ってきたぞ。ささ、お食べ」 
 また、高級な菓子を晴明に差し入れる。いつも何処から手に入れるのか、わからないが旬介が喜ぶからと食べた振りをして懐にしまっていた。 
 「ありがとうございます」 
 いつもは、これで終わりだ。しかし、この日は違っていた。 
 「晴明や、そういえば主の子。今は、幾つになったのかえ」 
 晴明の心臓が、びくりとした。 
 「はて、十歳は超えているように思いますが。あの日、葛葉と共に追い出した次第です。はて、今は何処で何をしているのか」 
 「会いたいのお」 
 富子のその一言に、晴明の全身から血の気が引いた。 
 「今更会って、どうなさるおつもりで？」 
 「いくら葛葉の血を引いていても、主の子には変わらぬ。主はなかなか嫁をめとろうとせぬし、第一そなたにぴったりの女子がおらぬ。跡取りとしては、大事な存在であろう」 
 「跡取りと言っても、俺はまだこの地の当主になってもおりませんが」 
 「何を言うか」 
 富子の顔が、にんまり歪んだ。 
 「今までの事も含めて、全ては晴明のため。当主の自覚がなくとも、主は既に当主じゃ」 
 「しかし、全ての権利も力も何もかも母上が握っているではありませんか。俺は何一つ自分で成した事などありません」 
 「それは、主がまだ子供だから。私の助けがなければな」 
 晴明は、静かに奥歯を噛み締めた。 
 この人は、自分を盾に好きにやりたいだけなのだ。それは、最初から分かっていたことだが……こうも全て押し付けられては、流石に虫の居所も悪くなる。 
 「失礼」 
 と、自分の部屋でありながら、その場を去ろうとした時だった。 
 「晴明、何を怒る事があるのだ。まあいい、主に面白い話を聞かせてやろう」 
 「何ですか？ おとぎ話か何かで？」 
 富子はくふふと笑った。 
 「藤緒がな、実は人知れず子を産んでおったのだ。その娘を見つけたのだ。この娘を使って、主の子を我わのものにしようと思う。お主も、父として嬉しかろう。葛葉のさらった我が子が、いよいろ戻る時が来たのだよ」 
 再び、晴明の全身から血の気が引いた。 
 



蜃と蝶 篇


 先祖代々、受け継がれてきた立派な松の木が傾いた。 
 活気ある街に繋がる道にある、大きくも小さくもない武家屋敷での出来事だった。 
 それを見た松兵衛の全身から、血の気が引いた。松を傾かせた犯人は、頭をぽりぽり掻きながらも木刀を手に平然としていた。 
 「どうも、松兵衛が相手だと手加減ができぬ。避けずに受け止めてくれねば、今後もこのような事件がおきてしまうぞ」 
 「蜃様、松兵衛が死んでも構わぬと？」 
 「それは、困るが松兵衛なら大丈夫であろう？」 
 大丈夫なものかと、松兵衛は懐から手拭いを出すと、冷や汗を拭った。 
 「さて、この松をどうするかが問題だな。この年で尻を叩かれるのも嫌だし」 
 「元に戻すしかござらん」 
 「元に戻すったって」 
 松兵衛が印を結ぶと、なにやら呪文を唱えた。松の木に旋風のようなものがおき、松は元の角度に戻った。 
 「おおお！ 流石、松兵衛」 
 「感心しとる場合ではござりません」 
 松兵衛は、蜃の首根っこを掴むと脇に抱えて尻を叩いた。 
 「痛い！ 痛いぞ!!」 
 「事の重大さがわからん若には、まだまだお仕置きが必要です」 
 蜃が顔を真っ赤にしながら暴れていると、縁側に弟が現れた。 
 「兄上、松兵衛と何を遊んでいるのですか」 
 「これが、遊んでるように見えるか！ どんな遊びだ!!」 
 「そんな事より、ちょっとこっちに来てください」 
 「松兵衛に言ってくれ。というか、早く助けろ!!」 
 弟は、いつもの事かと顔色一つ変えず、無視して部屋に戻った。その間の松兵衛のお仕置きは尚も続く。 
 ようやくお仕置きが終わったところで、尻を押さえながら蜃は弟の部屋へと向かった。 
 「今日は、長かったですねえ。兄上は松兵衛とああしてじゃれ合うのがお好きでおられる」 
 本気で言ってるのかと、蜃は顔をしかめた。 
 「松兵衛は、何故だか俺にだけ厳しい。お前も一度、お前の言うじゃれ合いをしてみるといいよ」 
 「あ、オレはそういう趣味ないんで。それより」 
 さらっと流された返事の中に、妙な違和感を覚えた。趣味？ 
 益々しかめっ面になった蜃の前に、一冊の薄い本を出した。今で言う、雑誌。弟は、ページをぱらぱら捲ると、ある場所を開いてみせた。 
 「兄上、ここ！ 読んでみてください」 
 言われた通り、蜃が読んでみる。 
 「なんじゃこれは」 
 「ね、面白いでしょ。行ってみましょうよ」 
 そこにあったのは、街一番の美女、看板娘お蝶が働く定食屋の紹介だった。 
 「兄上も街一番の美女とは、どの程度のものか気になりませんか？」 
 「いやらしい奴だな」 
 言いながらも、そのページに載せられたお蝶の似顔絵に魅入っていた。 
 「本当に、こんなに美人なのかのお」 
 「ね！ 気になるでしょ!! 近いし、早速行きましょうよ」 
 今しがた叩かれたばかりの、未だひりひり痛む尻を擦りながら蜃は言った。 
 「うーむ、憂さ晴らしにでも行くか」 
 
 半刻程も歩いていないと思う。 
 活気のある街の外れに、その店はあった。思えば、来たことの無い通りか、若しくは来ても気付いていなかったのか。 
 雑誌のお陰か、行列が出来ていたので、面倒だが二人はそこに並んだ。 
 またもや半刻程並ぶと、ようやく店内に案内された。客席は少なく、狭く、普通の店だった。 
 「何にしましょうか？」 
 お目当ての美女ではなく、女将がオーダーを聞いてきた。 
 「この女将が、看板娘かの？」 
 弟が蜃に、ぼそぼそと耳打ちした。 
 「だとしたら、俺はここを破壊する」 
 「なるほど」 
 「何になさいます？」 
 「酒と、あと適当に肴を何品か頼むよ」 
 「まいど」 
 女将は慣れたように、調理場へと入っていった。 
 暫くしてから、酒を運んできた娘を見て、蜃と弟はたまげた。確かに、看板娘と言われて納得出来る娘だった。 
 顔は、美人過ぎる程ではないが、程よく整えられ、何より町娘に勿体無い色気がある。その程よいバランスが、人気の秘密なのだろうと。 
 「エロいな」 
 思わず呟いた弟の頭を叩いた。 
 「ずばり言うな！ はしたない」 
 しかし、お蝶は嫌な顔ひとつせず、くすくすと笑った。 
 「どうぞ、ごゆっくり」 
 お蝶の後ろ姿、揺れる尻を見て、蜃は生唾を飲み込んだ。それに気付いた弟が、茶化した。 
 「兄上の方が、オレの数百倍はしたないかと」 
 「うるさい！」 
 二人は、お蝶から目が離せないまま酒が進んだ。 
 蜃にとってみれば、一目惚れだった。 
 その日は、二人で気付かぬうちに散々飲んだくれた挙句、吐きながら帰った。 
 次の日、案の定酷い二日酔いに悩まされた。 
 「若！ 若いからと言って、ハメを外し過ぎるのはおやめ下さい」 
 松兵衛の怒鳴り声が、二日酔いの脳味噌に響く。 
 「わかった。頭が割れそうに痛いのだ。静かにしてくれ。で、アイツは？」 
 「若と同じように、布団に包まって唸ってますよ」 
 「よかった」 
 「何がよかったのですか？」 
 「……だって、一人じゃ悔しいもん」 
 松兵衛は呆れながら、蜃の介抱を続けた。 
 「あーあ、こんな老いぼれた爺ではなくて、美人に世話されたいのお」 
 「では、早いとこ一人前になって、美人の嫁でも娶ってくだされ」 
 「そうしよう」 
 布団に包まりながら、思い出すのはお蝶の姿。愛おしい、今すぐにでも会いたい娘。あの娘が嫁であればと、心底思う。 
 「蜃、入りますよ。具合は、どうですか？」 
 母だった。 
 「最悪です」 
 「やはり、そうですか。お蝶とか言う娘が来ているのですが、今日のところはお帰り頂きますね」 
 お蝶の名を聞いた瞬間、蜃の目がカッと見開いた。 
 「治った！ 今行く!! お茶と茶菓子を出して、待ってて貰ってくれ」 
 「はあ、しかし今最悪だと」 
 「だから、今しがた治ったのだ！」 
 「若？」 
 「いいか、高級なやつで頼むよ」 
 母は、首を傾げながら部屋を出た。 
 直後、蜃は手桶に二、三回吐くと、準備を始めた。 
 「若、嘘はおやめ下さい。また、改めて来て頂いたらよいではないですか」 
 「そういう訳にはいかんのでな」 
 松兵衛の中で、そういうことかと納得があった。 
 「まあ、精々消沈せぬように。期待も程々に」 
 「何を言うか！」 
 と言う、蜃の怒鳴りを無視して、松兵衛は溜息交じりに部屋を出た。 
 身支度を終えると、蜃は客間の前で冷静になるための咳払いをした。 
 「すまない、待たせた」 
 出来る限り冷静に、貫禄ある風を装って部屋に入る。その場には母上と松兵衛がおり、蜃の態度がおかしかったのか必死に笑いをかみ殺そうとしていた。 
 「昨日は、ありがとうございました」 
 お蝶は蜃に向かって、深々と頭を下げた。 
 求愛にでも訪れたのだろうか、だとしたらどうしよう。一度は断るべきだろうかと考えていると、お蝶が懐から包を取り出した。それをそっと開けると、中にばらばらになった数珠が包まれていた。 
 「落とされたようでしたから」 
 「あ」 
 見せられて、初めて気づいた。物心付いた時には、既に手首に巻いていた数珠だった。蜃はまだ知らないが、これは葛葉と晴明が持たせたお守りだった。松兵衛からは、大切にするよう口酸っぱく言われていた物だった。知らない間に落とした挙句、その事に気付きもしなかった。自然と、蜃の顔色が悪くなる。ちらっと松兵衛に目配せすると、その目は笑っていなかった。 
 「あ、ありがとう。わざわざ、これを？ また、行った時でもよかったのに……」 
 寧ろ、そうしてくれた方が助かったのにと心底思う。 
 「大切な物かと思いましたので」 
 「よく、俺の物だとわかったな？」 
 「はい、お店で貴方様が着けておられるのを拝見しておりましたから」 
 「そ、そうか。何か、礼を考えねば。お蝶でよかったかな？ 何か欲しいものは？」 
 「いえ、とんでもございませんよ。またお店に来てくださいね」 
 それでは、とお蝶が立ち去ろうとするので、蜃も立ち上がった。 
 「送ろう、女子一人では心配だ。何なら街でもぶらりと」 
 松兵衛の殺気が辛い。その場から逃げたかった。 
 蜃は、お蝶の返事も聞かず、礼を礼をと言いながら、お蝶とともに外に飛び出した。 
 「逃げられましたな」 
 松兵衛の呟きに、母はくすくすと笑った。 
 「あの怯えよう、蜃もまだまだお尻の青い子供ですこと。松兵衛、今日の所は許ししあげて。私に免じて」 
 
 「奥様、若は大切な跡取り。直ぐに調子に乗るのも悪い癖。あまり甘やかしては為になりませぬぞ」 
 「あらあら、時には甘やかすのも大切ですよ」 
 母は、くすくすと笑っていた。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 「なにか、逆に申し訳ございませんでした」 
 お蝶は、蜃に頭を下げた。 
 「しかし、よく俺の家がわかりましたな。名も知らんのに」 
 「はい、家紋を頼りに探しました。私ね、お店に来てくださったお客様の事は大抵覚えているんですよ。特に貴方様は、口元のホクロが印象的でしたし」 
 「ほほう、どんな風に？」 
 蜃が問うと、お蝶は少しばかり顔を赤らめた。 
 「お若い男性なのに、色気のある方だなと」 
 蜃も照れて、顔を赤らめた。生れてから一度も気にも留めていなかったホクロに、初めて感謝した。 
 「あのう、お名前を伺っても宜しいでしょうか？」 
 「あ、ああ。蜃じゃ」 
 お蝶が、何かに気付いたようにピクリとした。 
 「どうした？」 
 「いえ、私の知ってる方と同じ名前でしたから」 
 「そうか」 
 と言いながら、蜃はその場でぴたりと足を止めた。道端の紅売の前だった。綺麗に装飾された紅を一つ取り、それを買うとお蝶に渡した。 
 「これを私にですか？ こんな高そうなもの、良いのですか？」 
 「ああ、色んな意味で貰ってくれ」 
 蜃は、声も無く笑うと、お蝶を店まで送った。 
 暫く街をうろうろしてはいたが、日が暮れ始めると諦めて家路を辿った。 
 尻を擦りながら、深い溜息が出た。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 「蜃様を、ようやく見つけたのですね。では、近いうちに屋敷に連れていらっしゃい。抵抗出来ぬよう、お前が惹き付けるのですよ。お前が弱点になるように」 
 冷たく淡々と語る泰親を前に、お蝶は泣きながら懇願した。 
 「そしたら、そしたらおっかあを無事返してくれるのですよね！」 
 「貴女も、実にしつこい娘ですねえ。返すと言っているではありませんか。但し、蜃と交換ですよ。こればかりは、譲れません」 
 泣き崩れるお蝶を一人残して、泰親は煙のように姿を消した。 
 初めてお蝶の前に泰親が現れたのは、数日前の出来事だった。 
 夜中異様な出来事に目が覚め、母の部屋を開けるとそこには泰親に捕らわれた母がいた。解放して欲しければ、蜃という少年を探せと一方的に告げて泰親は母と共に消えた。店を閉めてしまおうかとも考えたのだが、毎日手伝いに来てくれる叔母の案で、父と叔母とお蝶の三人で店を続けた。 
 お客が手掛かりになればと、雑誌にも載せてもらった。父の必死の努力で、どうやら武家に蜃と言う名の少年がいる事がわかった。だが、武家だけに安易に近付ける筈もなく。その切っ掛けのため、武家の知り合いを作ろうと蜃に近付いた。 
 べろべろに酔っ払った蜃が会計を済ませて店を出る時、さりげなく数珠を引きちぎった後、彼の後を着けた。 
 自分がとんでもないことをしている事はよくわかってはいたが、どれもこれも母の為だった。そして、同時にお蝶も疑問があった。蜃に何があるというのか、この少年の為に無関係な自分が何故巻き込まれなければならないのか。見ず知らず、知りもしない蜃を恨むことでしか冷静さを保てなかった。 
 泰親が姿を消すと、お蝶は憎らしさと共に蜃から貰った紅を床に投げつけた。紅入れの蓋が傷付いた。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 「聞きましたよ、兄上！」 
 尻を擦りながら蹲る蜃に、弟は構わず喰ってかかる。 
 「昨日お蝶殿が、来てくださったと言うではないですか！ 何故、オレにも声を掛けてくださらなかったのですか」 
 「あたたっ……。お前は、二日酔いで死んどったではないか」 
 顔をしかめながら、蜃は弟を見上げた。その目にはうっすら涙さえ浮かんでいる。案の定、松兵衛に帰宅後、今朝になってしこたま怒られた。 
 「あーあ、オレも会いたかったな。ねえ、兄上また行きましょうよー！」 
 「今日は、行かんぞ。これ以上は、俺の尻がもたん」 
 弟は、ぷうっと唇を尖らせた。 
 「ところで、お蝶殿は何の用だったのですか？ 兄上がそんな状態なのと、何かご関係が？」 
 「ああ、大いにな。お蝶殿が、俺の数珠を届けてくれだのだ」 
 「なーるー」 
 弟は、安堵の溜め息を吐いた。 
 「なんじゃ？」 
 「だって、別に兄上に求愛に来た訳じゃないって事でしょうが。これが安心せずにおられましょうか」 
 言うと、弟はびゅんと屋敷を飛びだしてしまった。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 松兵衛の元に、一通の文が届いた。晴明からであった。富子が蜃を狙っていると、そのような内容であった。 
 この武家の家は、それまで子宝に恵まれなかった為、蜃を養子に迎え入れた。しかし、その直後に良くも悪くも男児を授かってしまった。 
 主人の義理深さの手前、あくまで嫡男、跡取りは蜃にと決めてくれてはいたが、松兵衛としては少々思うところもあった。 
 蜃が恵慈家の跡取りとして申し分無いどころか、救世主にさえ成りうる力を持っている事は、松兵衛も確信していた。いっそ、蜃を帰して葛葉と共に里を取り返す宿命を背負わせてしまっては。里の頭領になって貰うことがベストなのではないかと、いつも考えていた。その矢先の文である。これは、いい機会なのではないだろうかと。尻を叩きながらも、立派に育ててきた自信はあった。 
 だが、その決断は松兵衛一人では出来ない。 
 長い間思い悩んできた旨を書き留め、晴明宛に文を送った。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 松兵衛には、最近特に怒られすぎだと流石に反省した蜃は、暫く家で大人しくしていた。反面、弟はお蝶の店に通い詰めらしく、どうやら飽きもせずに求愛を続けているらしい。 
 「松兵衛、たまには弟も叱ってはくれぬか。俺ばかり尻を痛めるのでは、流石にグレるぞ」 
 「儂は、若のおもり役。弟君を勝手に叱れませんからな」 
 蜃は、ぷうっと口を尖らせた。母にも頼むが、笑って誤魔化された。 
 「なんじゃ、なんじゃ俺ばかり！」 
 「仕方ないでしょう。若は嫡男であらせられ、お世継ぎなのですから。少々厳しくもなりますて」 
 「少々どころではない」 
 「では、若が弟君を叱ってはよろしいかと」 
 「馬鹿をいうな」 
 「では、若も久しぶりに出掛けてはどうですか？ お蝶という娘のところに」 
 正式な許しが出た！ と理解した蜃は、返事もせずに屋敷を飛び出した。 
 
 お蝶の店は、相変わらず忙しそう。お蝶は蜃を見つけると、真っ先に歩み寄った。 
 「お久しぶりですね。お話はお聞きしておりましたよ。随分お尻をお痛めになったとか」 
 お蝶がくすくす笑うので、蜃は真っ赤になりながらも慌てて否定した。 
 「あいつの戯れ言じゃ！ 信じるな。全く、少しばかり忙しかったのだ」 
 「今日は、どうされますか？」 
 「酒と肴を適当に」 
 「はい」 
 そして、蜃は店内をきょろきょろ見渡した。 
 「あいつは、来ていないのか」 
 「あら、ご存知ございませんか？ 私のお友達と交際していらっしゃるのですよ」 
 「はあ？」 
 と、思わず声が出た。どうやら、弟の求愛の相手は蜃の思い違いだったようだ。 
 後で、問い詰めてみよう。 
 「お蝶さんは、お相手はおらぬのか？」 
 「私は一人ですよ」 
 ふと、蜃の背筋に寒気が走った。どうやら、気付かないうちにお蝶ファンの殺気を受けていたようだ。 
 「そういう蜃様こそ。綺麗な顔立ちでいらっしゃいますし、引く手数多なのでは？」 
 「まあ」 
 自慢じゃないが、弟と似ても似つかない美形の部類。実際他人なのだから当たり前なのだか、この時はまだお互い他人のように似ていないな、くらいにしか思っていなかった。故に、時々恋文もやってくる。 
 「お蝶さん、その話はよそう。命が危ない」 
 「え？」 
 「それより、酒を頼むよ」 
 お蝶は、あっと声を上げると慌てて厨房に飛び込んだ。 
 
 「兄さん、随分お蝶さんと親しげに話すね」 
 下品な雰囲気の、侍風の若い男が蜃に話し掛けてきた。 
 「そう見えますか？ 他と変わらぬ世間話のつもりでしたが、そう見えたのならよっぽど相手にされてらっしゃらないので？」 
 男が蜃の胸ぐらを掴み、引き寄せた。 
 「なんだと、このガキ！」 
 「いい歳した男のヤキモチは、みっともないかと」 
 直後、男は蜃に殴り掛かったつもりだったが、気付くと店の外で目を覚ましていた。何があったのかはわからないが、空にはぼんやり月が見えた。男の全身を、訳の分からない恐怖が駆け巡り、男は声にならない悲鳴を上げながら、すたこら立ち去った。 
 何があったのか。殴られると察した蜃は、咄嗟にそれを交わすと先に男のうなじに衝撃を与え、男の意識を飛ばすと、店の外に引きずり出してしまった。あまりの手際の良さに、蜃をからかおうと思っていた客達も萎えて、黙って食事に戻ったのだった。 
 それを側で見ていたのは、急いで酒を運んできたお蝶であった。 
 「蜃様、とても武芸に秀でていらっしゃるのですね」 
 「騒ぎにするつもりはないのだ。すまない」 
 お蝶は机に酒を置くと、蜃の為にお猪口に酒を注いだ。 
 「いえいえ。このところ、よくあるんですよ。こういう騒ぎ。お店が忙しくなって良かったと思ったのに」 
 蜃は、ちらりと周りを見渡した。確かに、来ているのは男ばかりだ。そして、先程の男のように、柄の悪そうな連中も度々多い。 
 「あーあ、蜃様のような用心棒いないかしら」 
 蜃は思わず、酒を吹いた。それが可笑しかったのか、お蝶はくすくす笑い始めた。 
 「冗談ですよ。では、ごゆっくり」 
 どういう意味なのだろうか、やはりそういう意味なのだろうか。女の子にモテない筈はないのだ、やっぱりそういう意味かもしれないと蜃の脳味噌が脳内会議を始める。蜃も年頃の男なのだ。最終的には抱きたいという本能的な部分に到達すると、まだ未熟な身体が強ばる。 
 次第にお蝶を見るたび、どきどきが止まらなくなるような気がしてならないのだ。 
 「……今日は、帰るよ」 
 半刻半もいなかったかもしれない。 
 お蝶は、少し心配になった。 
 「どうされました？ 顔色も少々悪い気がしますよ」 
 「大丈夫、少し用を思い出しただけだから。また来るよ」 
 
 その晩、お蝶は泰親へと文を書いた。蜃は、武芸に強く秀でている。とてもではないが、里にまで連れていける気がしないと。それを、泰親の式神である目付に渡すと、あっという間に文は届けられた。そして、半刻もせずに返事が戻された。 
 女(身体)を使えばいいと、少しは頭を使えとあった。最も、お蝶にとっては辛い選択であるも、思い付かない筈はなかったのだが、それ故に避けてきた部分でもあった。 
 だが、お蝶は決めた。母の為に、自分が穢れることさえも。その晩は、泣き明かした。 
 
 翌日、それとなく偶然を装い、お蝶は蜃の屋敷へと足を運んだ。町民が武家の家に度々現れるので、あまり良い顔をされていない気がするが、やむを得ない。 
 ただ、家の者は不快な顔を向けても、蜃は嬉しそうに飛び出してくる。 
 「今日は、どうされた？」 
 「近くに寄りましてね、昨日のお礼も兼ねてご挨拶に伺ったのですよ。それから、これを」 
 差し出したのは、羊羹だった。 
 「おお、すまない。今日は、もう帰られるのか？ これから、仕事で？」 
 案の定、望んでいた質問が来たとお蝶は唾を飲んだ。 
 「今日は、お店お休みなのですよ。だから、これから一人で街を歩いて帰ろうと」 
 「そうか」 
 「蜃様は、お稽古中で？」 
 蜃の服装を見れば、恐らく剣術の稽古の途中だったのだろう。だが 
 「俺も暇なのだ。邪魔でなければ、ご一緒しようかな？」 
 「はい、喜んで」 
 「では、少しばかり俺の部屋で待っててくれ」 
 お蝶は蜃に、部屋に案内された。恐らく、周りの目を気にしてくれたんだと感じた。抱かれるのを許せるほど、心を許してはいないが、お優しい人ではあるのだとお蝶は思った。 
 蜃の方は、実は剣術の稽古というより、あれからお蝶へのいやらしい考えが消えないので、精神修行を兼ねて木刀を振り回していたのだが、今度は松兵衛の盆栽を割ってしまった。それを松兵衛に知られて逃げ回っていたところだったのだが、丁度お蝶が訪ねてきて助かったと飛び出して来たところだった。 
 松兵衛は松兵衛で、たまたま盆栽の手入れのあと人に呼ばれたせいで置きっぱなしにしていたのもあり、いつものように怒るに怒れずで、このタイミングに怒るのを諦めた。 
 蜃は着替えを風呂場に持っていくと、軽く身体を流して身支度を整えた。 
 お蝶は蜃の部屋で待っている間、不思議な気分だった。 
 暫くすると、綺麗になった蜃が現れた。 
 「待たせたな。全く、誰か茶菓子でも出してくれたら良かったのに」 
 一人座るお蝶を見て、蜃が申し訳なさそうに愚痴った。 
 「いえ、お構いなく。それより、蜃様のお部屋は、いい匂いがしますね」 
 「ああ、丁子という香だよ」 
 「どうりで」 
 「では、行こうか」 
 
 二人で街を歩く。今で言う、デートのようだった。最初は互いに気を使っていたのだが、日が暮れ始めると次第にそれすらも忘れて楽しくなった。憎むべき相手を哀れだと感じてしまうくらい、蜃は無邪気だった。何故、この歳でこの人が狙われなければならないのか。お蝶は、わからなかった。しかし、ここで蜃を選んでは、母が助からない。 
 「さて、そろそろ暗くなる。今日は楽しかったよ」 
 とうとう、その時が来たと、お蝶は覚悟を決めた。決めて、蜃の胸に抱きついた。 
 「え！ え？」 
 動揺して、蜃の頭の中は真っ白になる。しかし、次第に物事が自分でも驚く程に冷静に見えてきた。バクバクと自分の心臓が波打つのに気付き、それを聞かれるのが恥ずかしくなった。 
 「お蝶さん、そんな事しては、襲ってしまいますよ？」 
 冗談のつもりだった。 
 「女が、冗談でこのようなはしたない真似、できませんでしょう」 
 近くに、出会い茶屋(今で言うラブホ)が見えた。どんなタイミングかと思う。 
 「いつまで、こうさせてるおつもりですか」 
 お蝶の少し怒ったような声に、蜃ははっとした。 
 「本当にいいのだな」 
 言うが早いが、蜃はお蝶を店に連れ込んだ。 
 部屋に案内されると、蜃は刀を抜いて置いた。 
 「何があったのだ？」 
 お蝶は、目を逸らした。 
 「蜃様を、お慕い申しております」 
 嘘といえば嘘であった。だが、まだ子供の蜃にそれは分からない。 
 「俺は、恥ずかしいが……こういう事は、初めてなので」 
 「私も、初めてですよ」 
 「……茶でも、飲もうか」 
 怖気付いたのを誤魔化そうと茶を作ろうとする蜃の手を止め、お蝶がそれを代わりにこなした。そこに、蜃に気付かれぬよう薬を混ぜた。お蝶は、予め解毒剤を飲んでいた。 
 お蝶の淹れた茶を飲むと、蜃の身体は異状に熱くなった。暗い中、意識さえぼんやりしてくる。そこでお蝶は、蜃に裸を見せた。 
 「綺麗だ」 
 思わず、蜃の口から零れ出た。 
 「これから、天にも昇るような快楽に満たされますよ」 
 何故だろうか、その魅力に魅入られ過ぎたのだろうか。そう思い込む程に、蜃の身体は動かない。 
 お蝶の舌が蜃の全身を伝う頃には、もはや意識があるのかないのさえわからなく、その快楽に溺れるようにゆっくり意識は閉じていった。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 どのくらいそうしていたのかはわからない。何時間、もしくは何日経ったのかさえ不明だ。 
 酷い頭痛に叩き起されるように目が覚めると、そこは見慣れない部屋だった。ただ、生まれ育った家より立派にも見えるのは、襖に描かれた水墨画や細かい彫りの施された欄間が目に入ったから。 
 
 ふと厠に行きたいと思い、立ち上がろうとして、自分が布団の中で縛られている事に気付いた。服装も、どうやら襦袢だけのよう。妙な冷や汗に、益々厠が近くなる。 
 「誰か！ おらんか？」 
 とりあえず、非常事態なので声を上げてみる。何度か上げると、青い顔したお蝶が現れた。 
 「すまんが、厠に行きたくて行きたくてかなり危ないので解いてくれないか？」 
 事情は後で聞くことにした。今は下の処理が先。 
 お蝶は無言で足の縄を外すと、蜃を起き上がらせて厠へと案内した。 
 「手も外して貰えないかな？ 逃げたり暴れたりしないから」 
 もじもじしながら言うが、お蝶は目を逸らした。 
 「約束するから、必ず」 
 ようやく願いを聞いてもらえ、ぎりぎりで済ませると蜃はお蝶に両手を差し出した。 
 「約束したからな。俺が縛られてないと、お蝶さんが困るのだろう？」 
 お蝶はその手を縛りながら、堪らず泣き崩れた。 
 「事情を、聞かせて貰えないかな？ あと、ここは何処なのだ？」 
 すると、お蝶の後から白い男が現れた。泰親だった。 
 「蜃様、ようやくお目覚めで。蜃様がお蝶に投げた質問、私が代わりにご説明致しましょう。それと、父上とお祖母様がお待ちですよ」 
 蜃は、まだ晴明の存在も富子の存在も知らない。育ての父までもが、攫われたと思った。 
 「お前が、お蝶さんを？ 何が目的なのだ」 
 蜃の怒声に、泰親はくすくす笑った。 
 「なんと、ご立派に。跡取りに相応しい」 
 「は？」 
 蜃は、泰親の言う意味がわからないので、その場は彼に従って歩いた。 
 
 泰親に案内され、部屋に入って驚いた。そこに父の姿はなく、代わりに自分によく似た男と不気味な女が座っていた。 
 「晴明さん。十数年ぶりの我が子の姿は、どうですか？」 
 晴明は、歯を食いしばりながら苦い顔で首を振った。代わりに隣の女が、興奮した声を上げた。 
 「そなたが、蜃か！ ほう、よう似ておるなぁ。葛葉と共に、島流しに連れられて行ったと思っておったが、まさかこんな近くにおったとは。ささ、近こう寄れ」 
 蜃は、訳も分からず。チラリとお蝶に目をやると、彼女はその目を伏せた。 
 「俺には、訳がわかりません。そこの方は、俺の知っている父上ではないし、人違いでしょう。家の者が心配します。返して下さい」 
 富子が「ならぬ！」と、叫んだ。 
 「主は、本来は晴明の子であり、恵慈家の世継ぎじゃ。性悪の葛葉に攫われ、隠された我が孫。あの家に帰ることは、断じてならぬ！」 
 「人違いでは、ないのか！！ 俺は帰る」 
 「ならんと言うではないか！ 聞き分けがない子は、暫く牢にでも入っておれ！！」 
 その場で蜃は、泰親の式神である妖に引き摺られるようにして、地下牢へと投獄された。 
 「なあに、晴明よ。心配するでない。薬のせいで、少々意識が混濁しておるだけじゃ。直ぐに目が覚める。目が覚めたら、我わと晴明と蜃、そして泰親と幸せに暮らそうなあ」 
 「富子様……」 
 泣きながら、お蝶が声を上げた。 
 「これで、もう終わりました。おっかあと私を、帰してください」 
 代わりに、泰親が答えた。 
 「貴女のお母上は、それはそれはよく働いてくださいましたよ。私の式神の世話係としてね。しかし、運が悪かった。式神の食事の時間に遅れましてね、酷く腹を減らしすぎた式神に食事と間違わられて共に食べられてしまいました」 
 お蝶に絶望が襲った。 
 「酷い！ 酷すぎます！ 私は、この為に純潔まで捧げたのに!!」 
 富子は冷たく言い放った。 
 「馬鹿を申せ。純潔を捧げたのは、蜃の方じゃ。藤緒の血を引く、穢らわしい一族のくせに」 
 わんわん泣くお蝶の頭を、泰親は扇子でぺちぺちと叩いた。 
 「お主は、藤緒が一族の血を絶やされぬようにと隠した子。蜃にとっては、叔母じゃ。食われた女は、お前となんの繋がりもない。気にするな」 
 「違う！ おっかあは、私のおっかあだ！」 
 「そのおっかあの仕事を、今度はお前がするのですよ。くれぐれも、食事の時間を遅れないように。少しでも遅れたら、お前もおっかあと同じ目に合うのですからね」 
 お蝶は、更に泣いた。 
 晴明が、立ち上がった。 
 「この娘は、俺が落ち着かせます」 
 晴明がお蝶に手をかけるが、それをお蝶は振り払った。 
 「晴明や、殺しても構わぬ」 
 晴明は何も言わず、振り向きもせず、お蝶を歩かせるとその部屋を出た。 
 別の部屋にお蝶を入れると、晴明は彼女が少し落ち着くまで待っていた。 
 暫くして、ある程度お蝶が落ち着くのを見計らい、一部始終をお蝶に話した。恵慈家のこと、葛葉のこと、お家騒動のこと、そして今現在の状況について。そして、深く詫びた。 
 受け入れられずぼんやり聞く、お蝶ではあった。 
 「ありがとうございます。ですが、少し一人にしてくださいませんか。気持ちの整理に、時間が必要ですから」 
 「ああ。俺から泰親にも伝えておく。仕事はさせぬようにと」 
 お蝶は、もう帰れないことだけは理解していた。 
 「はい、感謝いたします」 
 今は、これが精一杯であった。 
 そして、晴明が向かったのは地下牢。次は、蜃の番だった。 
 本来なら我が子の成長に、抱き締めて喜びたい程だった。だが、そうさせてはくれないのが現実であり現状である。松兵衛もさぞ心配していることであろう。文より早く伝えるには、葛葉に言霊を送って貰うしかない。 
 
 地下牢にぶち込まれた、蜃である。ぶち込まれた牢の中では、手首の縛りを外してもらえた。式神に悪態をついてみたものの聴こえていないようで、それも諦めざるおえなかった。 
 見渡すと、ゴザの上に薄汚れた煎餅布団と、隅に厠代わりの手桶が置いてあるだけ。頭上に小窓があり、そこには格子が嵌め込まれているだけなので風が入る。 
 くしゃみが数回出た。肌寒さを感じて震えた。やむなく、煎餅布団にくるまった。 
 最悪だ。最悪だが、あの様子では自分を嵌めたお蝶を責めるわけにもいかないと思う。布団の中で、お蝶の柔らかさと温もりが思い返される。やはり、自分はお蝶を心底好いているようだと気付いた。 
 お蝶と二人助かるには、どうしたものかと悩んでいたら、晴明が現れた。 
 「あんた、さっきの。どういうことだ！」 
 蜃は、父だと言われた目の前の男に、噛みつかんばかりに怒鳴り上げた。 
 「お前に逢わせたい人がいる。その道中に全て話すよ」 
 晴明は、牢の鍵を開けた。牢の鍵を開ける晴明の顔を見て気付いた。自分と反対側の口元に、自分とよく似たホクロがある。そして、毎日見るような少し太めのキリッとした眉。確かに、自分と似ていると言われたら否定は出来ないかもしれない。 
 「さあ、出なさい」 
 この隙に、この男を倒して、お蝶を探して逃げるつもりだった。だが、気が変わった。 
 「あんたは、本当に俺の父上なのか？ じゃあ、今までの父上はなんなのだ？ どういうことだ」 
 晴明は、蜃に持ってきた着物を渡した。 
 「その姿じゃ冷える。俺の着物だから、少々大きいかもしれないけれど、我慢してくれ。これから全部、話すよ」 
 言われた通り着物を着てみるものの、六尺近い大きな身体の晴明の着物は確かに大きかった。 
 「もし、あんたが本当に俺の父上なら、俺の背もあんたのように伸びるのかな」 
 「多分ね」 
 晴明に着いて、蜃は夜道を歩いた。その間、信じられないような話を沢山聞いた。そして、最後にひとつ質問した。 
 「闇忍(やみにん)という事は、やはり忍びになるということなのだろうか？」 
 晴明は、丁寧に答えた。 
 「最初に話したが、恵慈家は古くは日本武尊の時代からあるとも言われている。そして、先祖は龍神だと。代々引き継ぐ不思議な力を隠すため、世に忍ぶ形となった。忍びと書いて忍びにあらず、闇に忍ぶもの、それが恵慈家だ」 
 
 「けれど、里を守るために諜報活動やら場合によっては暗殺やらもしているのだろう。やっぱり、忍びではないか」 
 「まあ、そのうち分かるよ」 
 そして、古びた祠の前で足を止めた。すると、男児が飛び出してきた。 
 「父上！ あ……」 
 声を上げ駆け寄ろうとして、その男児は足を止めた。 
 「旬介、母上は？」 
 旬介は、不安そうに頷くと祠に戻った。 
 「母上。父上と知らない男の人がいるよ。怖い人かな」 
 ぷっと晴明が笑った。 
 「すまんな、あいつは俺と葛葉以外の大人を見た事がないのだ」 
 蜃もまだ幼い顔をした子供である。けれど、旬介からしたら充分大人に見えるのだ。 
 そして、蜃はムカついた。もし、自分が本当にこの男の倅であったならば、自分をその時守るために預けたにしろ、こうしてまた子をもうけているではないかと。 
 「俺に、何をさせるつもりですか？ こうして、貴方には子がいる。それも男児だ。跡取りには、充分ではないか。今更、母だ父だと名乗る人間にあったところで、俺はあの家の嫡男で跡取りとして育ってきたのだ。爺も心配している、早く帰してくれないか！」 
 「わかっているよ。本当は、そのつもりだった。生涯、姿を見せるつもりなどなかったよ」 
 晴明は悔しそうに、申し訳なさそうにそう言った。 
 「晴明……その子は……」 
 祠から、葛葉が姿を見せた。同じだ、同じ場所に同じホクロがある。自分でも気付かないうちに、己のそれに手を触れていた。 
 「大きゅうなったなあ。さぞ、立派に。松兵衛のお陰じゃ」 
 「松兵衛、何故松兵衛を知っているのだ？」 
 「そりゃあ、私等の師匠だからのお。松兵衛は、さぞ厳しかろう。直ぐ尻を叩くので、子供には不評な爺やじゃった」 
 じわりと、蜃の目に涙が浮かんだ。まだ信じたくないのに、嘘だと思えない。そして、葛葉の後に隠れる旬介が恐る恐る蜃に手拭いを差し出した。 
 「お前は……弟になるのかな」 
 「旬介、お前の兄上だよ」 
 「兄上？ 怖くない？」 
 「怖くないよ」 
 と、怯える旬介を蜃は抱き上げた。 
 やはり、葛葉は母親なのだ。母には適わないと、晴明はそれを見守った。 
 「蜃、ひと目見れただけで私は充分だ。お前は今すぐこの里から逃げなさい。鬼共に気付かれぬうちに」 
 「だが、お蝶がまだ」 
 「お蝶？」 
 お蝶を知らない葛葉に、晴明は事の次第を説明した。そして、少し前に松兵衛が晴明に宛てた手紙を葛葉に渡した。 
 「それ程、私が……母上が憎いのか……」 
 葛葉は、悔しかった。龍神と言われようとも、結局は何も出来ない無力な自分が心底憎いと思った。 
 先程晴明から、葛葉は島流しと偽ってこの祠で匿われ、隠れ、生活していると聞いた。だから、もう少しマシな場所だと思っていた。 
 「それにしても、こんな酷い場所で俺の年くらい生活していたと言うのは本当なのか？」 
 「そうだよ」 
 そのせいか、確かに葛葉は健康そうには見えない。 
 「旬介も、ここで生まれ育ったのだと言うのか？」 
 「旬介の生まれについては、また話そう。けれど、育ったのは本当だ」 
 「こんな場所で一人で」 
 「今は、三人じゃ」 
 葛葉は、蜃に祠の中を覗かせた。着物に包まれるように生活しているのであろう場所に、女児が一人くるまっていた。覗く蜃を見て、新月は怯えてみせた。それを、旬介が大丈夫だからと声を上げる。 
 「俺の兄上なんだって！ よくわかんないけど、怖くない人だって!!」 
 新月は礼儀正しくその場に座り直すと、深々と頭を下げた。月の光が差し込み、女の子の顔を照らした。可愛らしい顔が見えた。 
 「新月はね、俺のお嫁さん！ 兄上には、あげないよ」 
 「はあ」 
 「これ、旬介。お前は、もう寝ろ。新月、旬介を頼むよ」 
 新月はコクリと頷くと、旬介の手を引き、二人で着物にくるまった。 
 「蜃よ、お蝶の事は我々でなんとかする。だから、お蝶のためにも、少しばかり辛抱してあの屋敷にいておくれ。松兵衛に迎えを頼むから、その間だけでも辛抱しておくれ」 
 葛葉は、蜃に頭を下げた。 
 その晩は、それで終わった。そして、案の定地下牢に戻された。 
 「蜃、明日には部屋に戻すよう手配する。すまんが、今晩はここで耐えてくれ」 
 晴明は、牢の鍵を掛けた。 
 「頭を冷やしながら考えるには、この場所はぴったりですよ。父上」 
 「無理に、父だの母だのと呼ばなくても構わぬ。俺は晴明、母と言っていた女は葛葉という名だ」 
 「では最期に、聞かせてください。旬介は、何故生まれてから手元に置いたのだ？ 新月は？ 同じように守ろうと、考えなかったのか？ それは次男だから、女子(おなご)だからか？」 
 「旬介は、祠の裏で棄てられていた子供だよ。新月は戦ですべて奪われ、この里に逃げ延びてきた子。何れ大きくなり、二人が葛葉に手を貸し、里が本来の姿を取り戻せるように。葛葉が最後の希望として二人を手元に置いたのだ。お前は、俺達の希望だった。お前にはこのようなこと全て知られず、俗世で幸せに生きていくことを望んでいたのだ。普通の男子としてな」 
 蜃はようやく、二人からの深い愛情を感じた。同時に悔しく思った。 
 「必ず助けてやる。お蝶も含めて。だから、何も案ずるな」 
 離れゆく晴明に、蜃は何も言えずにいた。 
 
 翌朝、晴明が蜃を迎えに来た。あれから蜃は眠れず、答えも出ないまま朝が来た。 
 「朝餉の時間だ。適当に話を合わせて、大人しくしておれば牢には入れられんから」 
 蜃は、コクリと頷きながら牢を出た。大きすぎる晴明の着物を着たままであったが、一旦通された部屋に着替えが用意されていて、それに着替えてから来るように言われた。今度は、ぴったりだった。 
 「おはよう。蜃よ。少しは、反省したかのう」 
 反省？ 何のことだ？ と思ったが、ここは晴明に言われた通り適当に合わせた。 
 「おはようございます、お祖母様。よく見れば、己と良く似た顔。父上と信じるには申し分ありませんでしたよ。昨晩は急な事で、酷く取り乱しました」 
 「左様であろう。その着物は、そなたのために唐から取り寄せたものじゃ。良質であろう。良く似合うぞ。そなたが最初に目覚めた部屋を、今後そなたが使うといい。欲しいものは全て与えてやる。なんでも申せ」 
 富子は興奮気味に笑って見せた。 
 「では、お蝶を俺の世話係にしてもらえませんか？ やはり、元から知った顔があるのは安心ですから」 
 富子は不愉快な顔をしたが、それも最もだと渋々了承した。 
 「藤緒の娘じゃ。女狐の血、化かされぬように気をつけるのじゃよ」 
 「はい」 
 蜃にとって、食事は葡萄酒に肉と奇天烈なものばかりだった。お蝶の姿は見えない。ちゃんと食事は与えられているのだろうか。 
 その様子を察したのか、晴明が口を開いた。 
 「知った顔が既に見えないが、不安なのでしょう。母上、お蝶もこちらへ呼んでください」 
 富子は、顔を顰めた。 
 「藤緒の血を引くもの、葛葉の血を引くもの。共に食事など、おぞましい」 
 「ですが、可愛い蜃の為ではありませんか」 
 「晴明がそうまで言うのなら」 
 仕方ないと、富子は泰親にお蝶を呼ぶように命じた。 
 直ぐに、お蝶が現れた。 
 「お蝶、今日から蜃の世話係じゃ。昼の世話はもちろん、夜の世話も全て抜かりなく。式神の世話はもうよい。わかったな」 
 「かしこまりました」 
 お蝶は、蜃に葡萄酒を注いだ。 
 「お蝶に飽きたら、いつでも寝女を替えてやる。言うが良い」 
 お蝶の目元に、悔し涙が浮かんだ。 
 食事を終えると、お蝶と部屋に入った。昨日から、敷かれた布団はそのままになっていた。 
 それを見たお蝶は、涙を流しながら自分の帯を解いた。 
 
 慌てて蜃は、それを止めた。 
 「早まるな。たまたま敷いたままになっておっただけだ。俺は、お蝶さんを助けたいのだ」 
 「何故ですか？ 私は貴方を騙したのですよ」 
 「俺は、お前を好いているから、その、誰にも抱かせたくないのだ」 
 お蝶の顔が真っ赤に染め上がった。 
 「間違えた。お蝶さんを守りたいのだよ」 
 「もう、本音を聞いてしまいましたよ」 
 暗かったお蝶の顔に、ようやく笑みが戻った。 
 「必ず戻ろう。元の生活に」 
 「はい」 
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 松兵衛の元に、葛葉からの言霊が届いた。怒りと同時に、安堵すら覚えた。 
 晴明や葛葉が反対していたとしても、蜃が里のために力を使い、恵慈家の世継ぎになることを松兵衛は願っていたから。その為に、蜃には武芸も術も教えてきたつもりでいた。晴明同様、鬼の血を継ぐ蜃はまだ術が使えない。けれど、葛葉から血を貰えば、晴明と同様に蜃もその能力を発揮するものと確信していた。 
 「晴明殿、葛葉殿、松兵衛は譲りませんよ。お家のために、お里のために」 
 松兵衛は、腹を括った。 
 その晩、長い間蜃を育てた両親と話をした。 
 「蜃が里に？ では、ご無事なのですね」 
 何より身を案じていたのは、我が子同様育て上げた養母であった。 
 「このような惨事に至るなど、思いもよらず。儂が迎えに来るようにと、そう仰せつかりました。そこで、ご相談があります。この家の跡目を、弟君に本当の嫡男にお返ししたいと思っています」 
 それには、養父も慌て驚いた。 
 「松兵衛、そこは前々から案じるなと言っておったはず。このような事件があっても、事が収まれば我々は蜃に従来通り相続させるつもりでいる。それとも、それが晴明殿のお考えか？」 
 松兵衛は、首を振った。 
 「儂、個人の考えです。こればかりは、誰にも譲れぬ。蜃は、恵慈家に生まれた子。龍神と鬼神の血を引くもの。晴明殿や葛葉殿がどんなに遠ざけようとも、それは決して覆らぬ事実。里を取り返す宿命を、背負わねばならぬ子」 
 夫婦は互いに顔を見合わせた。 
 「実の子は確かに可愛い。そして、その子に跡目を譲るのも問題はない。しかし、問題は蜃だ。血は違えど、実の子と同じく可愛がってきたつもりだ。家に振り回され、不憫ではないだろうか。辛い目には合わせたくないのだ」 
 松兵衛に、涙が浮かんだ。 
 「勿体なき、お言葉」 
 「晴明殿は、儂にとって憧れであり兄のような存在であった。結局、一度も勝てぬままであったが、晴明殿のお陰で道場では負け知らずと言われた。戦でも手柄をたてられた。喰うのがやっとだった我が家がこうして栄えたのも、全て晴明殿のお陰だと思う。ほんの少しでも、力になれたことを誇りに思うぞ」 
 「松兵衛、もし蜃が戻りたいと望むのなら、私達は構いません。あの子に跡目を譲る前であらば、蜃に跡目を譲りましょう。あの子はね、蜃に隠れて自由に育ち過ぎたから、跡目には向いていませんのよ。ああ、これから蜃のようにお尻を叩いて強くせねばなりませんわね」 
 養母が、惜しそうに笑った。 
 「それで、松兵衛はいつ発つのだ？」 
 「明日の朝にでも」 
 「寂しくなるな。しかし、晴明殿がどう思うか」 
 「言ったでしょう。儂個人の考えですと。全て終えたら、儂は責任を取って自らを島流しにでもするつもりですよ」 
 「松兵衛だけでも、いつでもうちにお戻りくださいな」 
 「お気持ちだけ頂きます」 
 話は付いた。松兵衛が思っていた通り、いや、それ以上に夫婦は理解を見せてくれた。弟は、さぞかし寂しがる事だろう。 
 翌朝、誰に挨拶もなく、松兵衛は屋敷を発った。 
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 その晩、蜃は一人で葛葉の元に向かった。今晩、晴明は富子の相手で抜け出せそうになさそうだ。それに、毎晩向かってはいつかバレてしまうかもしれない。何日かに一度は、間を空けるようにしていた。 
 一度だけしか辿っていない夜道をうろ覚えで歩き、少し迷いはしたが祠に着いた。 
 最初に飛び出してきたのは、旬介だった。 
 「あ、兄上だ。父上は？」 
 「今日は、これないよ」 
 旬介は、指を銜えて蜃を見上げた。 
 「あ、ごめん。何も持って来てない。母上は？」 
 旬介は、葛葉を呼びに祠に戻った。 
 暫くして、葛葉だけが飛び出してきた。 
 「蜃か、大丈夫なのか。抜け出して」 
 「ああ、父上が相手をしているから。俺は、あんたと話がしてみたかったんだ」 
 「そうか。少し、あちらに行こうか」 
 葛葉について歩き、少し離れた場所に着いた。そこは少し開けた場所になっていて、端に腰掛けるのに丁度良さそうな切り株がぽつんとあった。 
 「ここでな、晴明と旬介がいつも稽古をしとるのだ。この場所も、晴明殿が作った。この切り株の椅子も」 
 葛葉は、もう会うこともないと思っていた息子とこうして話せる事が、心の底から嬉しかった。 
 だが 
 「俺は、まだ認めたわけじゃない。あんた達が両親だなど」 
 と、蜃は言う。 
 「それは、そうじゃ。これまで何も知らず、知らされず、幸せに暮らしたのに突然そんな事言われても、お主も困るじゃろうて。大丈夫だから」 
 言いながら、葛葉は悔しかった。 
 「でも、これだけは伝えておこう。私は、お前を抱いて……乳をやり……寝かせ……そうして、少しずつ大きくなる所を……見届けたかった……」 
 葛葉は、声を殺して泣いた。 
 「二度と会えまいと……思っていた……お前には悪いが、この状況に……私は……感謝さえしてしまったのだ」 
 蜃の胸が、僅かに痛んだ。 
 「葛葉さんは、この里を取り戻すつもりなのですか？ あの子供達を使って。そう、晴明さんから聞きましたが」 
 「そんな事、できる訳なかろう。そうでも言わなければ、晴明殿も私も壊れてしまう。もう無理じゃ、何もかも。晴明殿を人質にされては、私は何も出来ぬ。私一人がここでこうしておれば、済む話なのだから」 
 「あんた一人が？ 子供達もこんなところで一生生活させるつもりか？」 
 「子供は何れ大人になる。大人になれば、自ら離れていくよ」 
 「では、晴明さんは？ あんたのために、こうして毎日耐えているのではないのか？」 
 「晴明殿もな、薄々気付いてはいるよ。私を生かしてくれている。私を愛してくれている。だから、私は死ねなかった。何度も何度も、死んでしまおうかと思った。あの人の負担を減らすためにも。全ては、私が産まれ、生きてきた事が問題なのだ」 
 「では、ここの民は？」 
 「もう、既に外へと移り住んでいる者も大勢いる。まだ里に残る者は、覚悟の上であろう」 
 「では、俺にここの領主になれというのか？ あの妖怪に握られ、人形のように生きろと」 
 「大丈夫、そこは私達が何とかしてやる。それが私達がお前に唯一してやれる事だから。それに、晴明殿はまだ若い。妻を娶って新たに子を儲ける事も出来るであろう」 
 蜃は、それ以上何も言えなかった。 
 暫く無言でいると、新月が姿を表した。 
 「どうした？」 
 葛葉が声を掛ける。 
 「旬介が、熱いの」 
 「病気か？」 
 葛葉と蜃は、新月を連れて祠に戻った。新月が用意したのであろう、濡れた手拭いを額に当てて、赤い顔で旬介はふうふう言っていた。 
 「すぐ医者に」 
 蜃が言うと、葛葉は大丈夫と旬介を抱き上げた。 
 「乳飲み子の時から、こんな場所で育っているから、身体が強くないのだ。それ故、しばしば突然高熱を出すのだ。こうして抱いていたら、朝には治っているから心配はない」 
 子は違えど、葛葉は母親だった。旬介を使う事など、蜃同様出来るはず無かった。 
 「俺は戻る。晴明さんには、伝えておくよ」 
 去ろうとする蜃に、葛葉は言葉を投げた。 
 「蜃よ、巻き込んですまない。だが、信じてくれ。この先を、案じるな」 
 蜃の胸が、また痛んだ。 
 
 気付かれないよう、部屋に戻ったつもりだった。 
 「何処に行っていた？」 
 蜃が部屋に戻った所を、晴明が声をかけた。 
 「厠ですよ」 
 「随分遠いな」 
 ふうっと、蜃は息を吐いた。 
 「安心しろ、富子にも泰親にも見つかってはおらんよ」 
 蜃は、晴明を部屋に入れた。そこには、蜃の帰りを待つお蝶がいた。蜃の着物を着て、蜃同様に髪をあげている。 
 「影武者か、面白いことを考えるな。それで、何処に行っておったのだ」 
 「お蝶さん、もういいよ。ありがとう、部屋で休んでおくれ」 
 お蝶は二人に一礼すると、部屋を出た。 
 「葛葉さんに、会ってきました」 
 「何をしに？」 
 「話がしたかったんですよ、色々と。いけませんか？」 
 「……いけなくはないが……何を話したのだ」 
 「里のこと、俺のこと、今のこと。あの人は、このままでいいと思ってる。だから、俺はこんな所さっさと帰って、元の生活に戻るよ。そして、ここの事もあんた達のことも全部忘れる」 
 「恨んでるか？」 
 「恨んでるわけじゃないけど……色々と辛いよ、ここは」 
 「そうか」 
 晴明の顔が、優しく笑った。蜃の頭を撫でる温かい手の感覚が、互いに心地よく感じた。 
 「明日には、松兵衛も到着するであろう。達者でな」 
 蜃は、こくりと頷いた。 
 その晩、布団の中で手首に着けた数珠を見ていた。松兵衛が大切にしろと言っていたこれは、晴明と葛葉がせめてものお守りにと蜃に持たせたものだと聞いた。 
 今夜は、眠れそうにないかもしれない。数珠を見ていれば見ているほど、色々な思いが巡ってくる。今まで育ってきた血の繋がらない家族、そして今尚苦しむ血の繋がる家族。 
 「俺は、どれだけの人に守られているのだろう」 
 今まで、微塵も感じたことすらなかったのに。 
 本当にこれでいいのだろうか。 
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 今朝早く、まだ霧が晴れる前に松兵衛は里に到着した。 
 まず、自分が到着した事を知られぬ為にも、晴明から知らされていた葛葉の祠に向かった。 
 祠の前で声を掛けると、寝ずに旬介の世話をしていた葛葉が旬介を抱いて顔を見せた。 
 「松兵衛、久しいの」 
 すっかり熱の下がった旬介は、葛葉に抱かれながら指を咥えて眠っていた。その奥には、新月が布団と着物に埋もれながら眠っている。想像していた以上に酷い有様だと、松兵衛は顔をしかめた。 
 「こんなところで、もう十数年も。姫様、なんと不憫な……」 
 「そういうな、松兵衛。こんなところでも、住んでおれば悪くは無いものだ。それに、今は子供達もおってな。なかなか賑やかで楽しいぞ」 
 「それで、蜃様は？」 
 「晴明と共に、屋敷におるぞ。お蝶という娘を知っておるか？」 
 「はい、蜃様が現在お熱のお相手です」 
 葛葉は笑った。 
 「そうか、あんな幼い顔をして。なかなかませたな」 
 「姫様、もう十四でございますよ」 
 「そうか」 
 時の流れに、はっとした。 
 「お蝶という娘も共におる。蜃が十四なら十八、九であろうかの。どうやら、私の妹だそうだ。その娘も助けてやってくれぬか」 
 松兵衛も、はっとした。あの時、藤緒から託され、こっそりと預けた娘がお蝶だったとは。運命の悪戯であろうか、それとも何かの宿命か。松兵衛は、後者と捉えた。 
 「葛葉様、松兵衛は恵慈家の為に尽くしてまいりました。今尚、この命を恵慈家に捧げるつもりでおります。それを踏まえた上で、ご無礼を承知で申し上げます。儂は、この地を取り返し、蜃様を当主にするつもりでおります」 
 「何を言い出すのだ？」 
 「お二人が止めようと、儂は譲りません。蜃様の帰る場所も、ここ以外もうござらん」 
 「どういう意味だ！」 
 葛葉の怒鳴り声に、旬介が驚いて飛び起きた。葛葉の着物をぐっと掴んだのに気付いた葛葉は、旬介を祠の奥に新月と共に寝かせてから、再び松兵衛に説明を求めた。 
 松兵衛は、長らく考えてきたこと、思い、そして屋敷を出る際に話を付けてきたことまでを全て語った。が、いつでも戻って来ていいという好意や、弟が継ぐ前であれば家督を譲るという約束は話さなかった。 
 「松兵衛、お主は……お主なんたることをしてくれたのだ。これでは、私は蜃に顔向けが出来ぬ。親として、結局は何もしてやれんという事ではないか」 
 葛葉は、泣くしかなかった。 
 「これは、全て松兵衛の責任。全て儂の企て。ですが、葛葉様。貴女が蜃様に唯一してやれることがあるのだとしたら、それはこの地を取り戻し蜃様にお渡しすること」 
 「それが、出来ぬからっ！ 出来ぬから……」 
 松兵衛が、葛葉の肩を掴んだ。 
 「いいですか。葛葉様は、龍神の子。儂も晴明様も、そして蜃様もいればあの二匹の鬼神を倒すことすら出来ましょうぞ」 
 「生克……五霊獣の……法……」 
 葛葉が忘れかけていたあの術の名を、ポツリと呟いた。 
 「一つだけ手はある。生克五霊獣の法だ。けれど、術の真意も術のそれも何もかもがわからん。ただ、一生に一度しか使えぬ滅し封じる術としかわからぬ」 
 「それは、生贄を必要とし、封印するという意味ではござらんのか？」 
 葛葉は首を左右にゆっくり振った。 
 「わからぬ、わからぬのだ。だが、恐ろしい術だということだけは何故かわかる。故に、使えぬ。安易には使えぬ」 
 「死をも覚悟がいる術であろう」 
 「私の命などくれてやる。晴明殿と蜃とこの子達さえ守れるのであれば」 
 「守りましょうぞ」 
 納得していいものであろうか。だが、葛葉にはそうするしかなかった。 
 
 その晩、葛葉の寄越した言霊の通り、晴明は蜃を連れて祠に来た。 
 「蜃様、よくご無事で。晴明様、お久しゅうございます」 
 「松兵衛、これは誘拐じゃ。俺を仕置するのは、違うぞ」 
 蜃は、一応松兵衛に釘を刺した。 
 「ハニートラップごときに簡単に引っかかるとは、気が緩んでると仕置したいところではあるが、今回はよしとしましょう」 
 何がよしかわからんが、と蜃は渋い顔をした。 
 「父上、このおじいちゃんだあれ？」 
 旬介が恐る恐る尋ねた。 
 「父上と母上と兄上のお師匠だよ」 
 「お師匠って怖いの？」 
 蜃は半分笑いながら 
 「おー、怖いぞ。それは、それは怖くてな。旬介、尻をかじられるかもしれんぞ」 
 「お尻かじるの!? やだあ！」 
 旬介が松兵衛を真剣に怖がり嫌がるので、蜃はそれが可笑しくて堪らなかった。ゲラゲラ笑っていると、晴明から脳天に拳を落とされた。 
 「師匠に向かって、いい加減にしなさい」 
 蜃は頭を押さえながら、話を聞くことになった。 
 ある程度松兵衛の話を聞いたところで、蜃は黙っていられるはずもなかった。 
 「なんてことしてくれたんだ！ 俺はすぐにでも帰るつもりでいたし、あの家を継いで天下すら取るつもりでいたのに!!」 
 予想外のとてつもない宣言に、晴明も葛葉も驚きを通り越して呆れてしまった。 
 「お前、そんなたいそれたことを考えておったのか」 
 「男子に生まれれば、一度くらいは夢を見るでしょう。時は戦乱、農民から這い上がって来たものも少なくはないという。武家なれば尚のこと、天下すら夢見られると思っていた」 
 葛葉は、松兵衛を見た。 
 「松兵衛の教育の賜物か」 
 「お恥ずかしい」 
 「蜃の為にも、戻ることは叶わぬのか？」 
 「もう一度俺が頼んでみようか」 
 晴明も葛葉も蜃に甘い。家よりも倅を重んじるか、それは時代にそぐわない。 
 「全て、お家あってこそ。お家も取り返せず、何が天下であるか！」 
 「では、松兵衛は家を取り戻したら天下を取れるとでもいうのか？ この忍びの里で、忍びに何が出来るのだ。忍びは忍んでこそ忍びではないか。俺は、こそこそするのは性にあわん。武家の方が良いのだ！」 
 松兵衛の手が上がるのを、葛葉が止めた。 
 
 「もう止めてください。この子には、武家が合う。この子の言う通り、忍んで忍び生きていく。生きていかねばならない、それが恵慈家でこの里の宿命だ。だからこそ、何者にも縛られず自由であるのも確かなのだ。外の世界の魅力は知らぬ。しかし、今や鬼神に縛られたこの里の現実も外の世界とさほどかわらぬのであろう。そんな里を、この子には任せれん。松兵衛、頼む。もう、諦めてくれ」 
 葛葉と共に、晴明も松兵衛に頭を下げた。 
 「明日、蜃様とお蝶様を送り届けましたら、儂は戻ります。儂は諦めません。この地を必ず取り戻し、あの豊かだった時を取り戻します故。そしたら、旬介を跡取りにしましょうな。鍛えてやらねば」 
 「その時は頼むよ」 
 わかってくれた、わかってくれたが……蜃の心にぽっかりと空いた虚しさが残った。 
 明日にはお蝶と二人、家に帰れる。家に帰って、元の生活に戻る。けれど、松兵衛はいない。跡継ぎとして家を守り、主人をみのに出世を目指す。目指すは天下、征夷大将軍……。ははは、と笑えた。 
 「今日は眠るな、明朝霧が晴れる前に二人で祠の松兵衛に会え。そこから、逃げるのだ。それまでに、家に文を書いてやる。達者でな」 
 蜃は晴明と別れて部屋に戻るものの、迷っていた。ずっと、道を間違えている気がしてならない。 
 そんな不安を察したのか、部屋で待っていたお蝶が尋ねた。 
 「明日、帰れるというのに。何を迷っていらっしゃるの？」 
 「俺は、間違っている気がしてならないのだ」 
 「では、何故その選択を選んだのですか？」 
 お蝶は、詳しくは聞かなかった。聞かなかったが、何となく察してはいるのだろう。 
 「怖かったから」 
 蜃もまた子供であり、人の子であった。 
 「今までの全てがなくなってしまうことも。知らないところで生きていかねばならないことも。戦わなければならないことも」 
 「そうですか」 
 訳も分からず生活も母も奪われたお蝶には、蜃の気持ちがよく分かった。 
 「逃げてしまって、後悔はしませんか？ 貴方を思う、ご両親が目の前にあって、守られているだけで、悔しくはありませんか？ もし、同じ状況になった時はどうしますか？ また、逃げますか？」 
 蜃の視界が涙で歪んだ。ずっと我慢してきた気持ちかもしれない。 
 「でも、私はそれでいいと思います。生きる事も大切です。逃げる事も、時には大切ですから」 
 お蝶は腰を上げると、身支度を整えた。攫われてきた状態であったので、持ち物等は殆どないが、それでも出来る限りの用意をした。 
 
 薄らと光が見え始め、朝霧が輝く頃、晴明に言われた通り抜け出し、祠へと向かった。 
 部屋には、葛葉が札で作った影が三人の身代わりとなっていた。これも長くはもたない。 
 「では、蜃。達者でな。身体に気を付けて」 
 最後の見送りは泣かないと決めていた葛葉は、出来る限りの笑顔で蜃に声を掛けた。蜃は、黙って俯いていた。 
 「無茶はするなよ」 
 晴明も笑うと、蜃の頭を撫でた。が、やはり蜃は俯いたままであった。 
 松兵衛が行きますよ、と声を掛けるまで三人は立ち止まりその別れを惜しんでいた。 
 葛葉とお蝶は、これが初めてだった。よく似た顔だと互い思うが、余計な事は何も言わず、葛葉はお蝶に「蜃を頼んだぞ」と声を掛けただけだった。 
 このまま、全てが終わると誰もが思った時だった。 
 「松兵衛、お蝶さんをお願いする。お蝶さん、すまない。俺は……やっぱり、一緒に行けないや」 
 蜃は、そう告げると踵を返して走り戻った。 
 晴明と葛葉が未だ見送る前で足を止める。 
 「俺は、残るよ！ せめて、家を取り戻すまで。何がなんでも、この地を手に入れないと、天下など見る事すら出来ない気がするのだ」 
 「蜃？」 
 晴明が呆然と呼んだその名が琴線になるかの如く、葛葉が泣き崩れた。言葉にならない葛葉の代わりに、晴明が再度問うた。 
 「お前は、お前の望む道を歩めばよいのだよ。俺達の事は、気にするな」 
 「気にするよ！ 同じ顔、同じ口元の人間が目の前に立って、本当の親だって言われて。ずっと、あの家の家族とは似てないと思っていたし……けど、俺には何も出来ないよ。怖いし……俺は守られてばっかなんだ」 
 怖いと素直に叫べたのは、お蝶のお陰だ。 
 「俺は、まだ十四なんだよ」 
 晴明は、優しかった。 
 「俺も、怖くて怖くて毎日怖くて堪らないんだ。でも、お前は偉いね。立派だ。怖いけど逃げるのをやめたから。けどね、逃げてもいいんだよ。お前は、まだ十四なんだから」 
 「俺はまだ十四だけど、十四だからこのまま逃げちゃいけないってこともわかるんだ」 
 いつしか堪えきれずに泣いていた涙を、蜃は乱暴に拭った。 
 葛葉が、蜃を抱き締めた。 
 「共に……戦ってくれるのか？」 
 葛葉の問いに、蜃は頷いた。頷いて、ここに来て初めて満たされた気分すら覚えた。 
 「姉様」 
 戻ってきたお蝶が声を掛けた。後には満足そうな顔で、松兵衛が立っていた。 
 「私も、何かできませんか？」 
 「お蝶さんは、大事な母の残した最後の血じゃ。どうか、逃げてくれ」 
 「最後の血だからこそ、この場に留まることを決めました。全てが終わったら、私もおっとおと、この里に来てもいいでしょうか？ おっかあの亡くなったこの地で、おっかあを弔いたいのです」 
 葛葉は、頷いた。 
 「葛葉様、生克五霊獣の法を使いましょう」 
 術者自ら生贄となる、それ故に一生に一度しか使えぬ荒業と捉えた。滅し封じる術、生克五霊獣の法。母として妻として宿命として、この命を使う事を葛葉は決めた。 
 「戦闘力が足りぬ。蜃に血を与え、その枷を取る。お蝶には、術を教える。全て万全に揃ったら、あの屋敷に奇襲をかけよう」 
 葛葉の考えに、晴明が提案する。 
 「火でも放ちますか」 
 「屋敷を燃やすと？」 
 松兵衛が、驚いた。 
 「構わぬ。全て燃えてしまった方が、好都合じゃ」 
 流石にやり過ぎだと葛葉は思った。 
 「晴明殿は、とんでもない事を考えるお方じゃ」 
 「長い時を経て、葛葉に似たのかも知らぬな」 
 晴明が、笑って見せた。 
 「お蝶は、先に屋敷に戻れ。戻れば影が消える。蜃と晴明も影が誤魔化してはいるが、長くはもたん。戻るまで、なんとか誤魔化してくれ。お主に術を一から教える時間はない。私の作る守札を使えば、一時的に術が使えるようになるから、今度来た時はその使い方を教えよう」 
 「俺と父上は？」 
 「蜃には、私が今から血を与える。血を与えれば、お前は三日はまともに動けなくなるからね。晴明に連れ帰って貰わねば」 
 「怖い話だな」 
 「案ずるな。晴明殿も、経験しているから」 
 まもなく、鶏が鳴く頃だろう。お蝶は、急ぎ屋敷に戻った。 
 蜃の目の前で、葛葉が持っていた短刀を抜くと自らの首筋に傷を入れた。赤い血が溢れ出す前に、晴明にそれを啜るように言われた。 
 一瞬、おぞましいとすら感じたが、ここまで来ては後にも引けない。思い切ってその血を啜っては見たものの、生温い血の味が口の中から鼻腔にまで広がり、今にも吐きそうなほど気分が悪くなった。 
 「蜃、我慢せずに吐いても構わんぞ」 
 「しかし、ここで吐いては、また飲まねばなりますまい」 
 そう言い我慢してはみたものの、最終的には我慢出来ずに激しく嘔吐を繰り返すしかなかった。 
 これが何になるのだと、文句の一つも言いたかったのだが、文句言うまもなく頭がくらくらしてその場に倒れ込んでしまった。自分でも高熱を出しているのが分かるほどに、身体中が熱かった。動きたくとも、身体がだるすぎて動けない。 
 晴明は蜃をおぶると屋敷に戻った。 
 勿論、その現状を富子も泰親も見過ごす訳がなかった。 
 
 「蜃よ。ああ、可愛い蜃よ。どうしたと言うのじゃ、晴明」 
 「少し鍛えてやろうと思って連れ出したんですが、突然このざまですよ。先程医者に連れていったところ、流行病ではないかと」 
 「まあ、それは誠に恐ろしい」 
 「はい。ですから、お蝶に面倒をみさせます。医者は三、四日もすれば熱も下がると申しておりましたし、心配ないでしょう」 
 「誠に、信頼出来る医者なのであろうか。もし治らなければ、式神の餌にでもしてくれるわ」 
 「ご心配なく」 
 晴明は、蜃を部屋に寝かすと、お蝶に付きっきりの看病を頼んだ。お蝶は、食事も着替えも厠の世話まで全てを献身的に手伝った。まるで 
 「まるで、幼い弟でも出来たみたい」 
 とお蝶が言うと、熱でうなされながら蜃は言う。 
 「弟？ 俺は貴女と夫婦になりたい」 
 「今度は、意識が正常な時に仰ってくださいな」 
 と、お蝶は返した。しかし、この頃にはお蝶も蜃に対して満更でもなくなっていた。 
 夫婦。この人が望むなら、この地でそれもいいかもしれないと。 
 松兵衛は、葛葉の住む祠の近くに自ら小屋を立てた。旬介と新月も手伝い、なんとか松兵衛一人が住むのにはギリギリの大きさが一日がかりで出来た。けれど、簡易的で強い風が吹けばこわれてしまいそう。 
 「松兵衛、苦労かけますね。しかし、この小屋では頼りないではないだろうか。もう一つ、里には子を弔う似たような祠があったと思うが」 
 「あの場所は、ここより少々離れすぎております。それに、以前富子と泰親が隠れておったようですし」 
 「何故それを？」 
 「ここに来る前に、調査も兼ねて何ヶ所か見て回ったのです。あの祠には、以前生活していたような名残と、富子様の帯が落ちておりました故」 
 「左様か。あやつ等も……」 
 「この小屋もとりあえず簡易なものです。これから、少しずつ強くしていきますし、ご心配いりませんぞ。もし、爺を気遣うのであれば、一日でも早くお家を取り戻してくだされ」 
 「はい」 
 そう言われてしまっては、葛葉も返す言葉がない。 
 「さあ、旬介殿、新月殿。これから、爺がしっかり鍛えて差し上げますからね」 
 名前を呼ばれた新月は、顔を傾げた。 
 「私も？ 私も、武術を教えてもらえるのですか？」 
 「そうじゃ。この里では、里を守るため、己を守るため、また鍛えるために男も女も関係なく武術や学問を学ぶのです。旬介殿も、気張って励まねば女子にも負けてしまいますぞ」 
 「父上が、俺は父上より強くなるって言ってたよ！」 
 「そうか、それなれば、一層気張らねばなりませんぞ！ 何故なら、晴明殿は本当に心底お強い方であるからな」 
 「頑張るね」 
 松兵衛は、旬介と新月の頭を順に撫でた。 
 「ところで、葛葉様は旬介殿に術は、教えておるのですかな？」 
 「まだ、こやつ等は小さい。そろそろとは思っておるが」 
 「ならば、儂からも鍛えていこう」 
 松兵衛は、葛葉が思っている以上にやる気満々である。なんとなく察しながらも、新月はともかく、少々甘やかしすぎて育ててしまった旬介にとって、大丈夫だろうかと心配になった。そんな葛葉の思いを察したのか、松兵衛は笑いながら心配ないと告げた。 
 「善は急げ、ですぞ」 
 訳も分からず、旬介は楽しそうに返事をする。晴明の稽古は甘い。それだけに、楽しかったから。 
 「新月、頼むぞ」 
 不安げな葛葉の言葉に、新月は頷いた。 
 「生と死の理を持って、大地を味方にする。その理を操る術を持って、生きとし生けるものを自然の流れに委ね、自らも逆らわず、その流れの渦に身を任せる。その理さえ理解すれば、自在に雨を降らせ、風を吹かせ、大地を眠らせる事も容易いのです。それをこれからお二人は学んでいくのです」 
 幼い二人には、ちんぷんかんぷんである。ただ、新月には死というものだけは理解出来た。何故なら、沢山の人が目の前で死んでいったから。死ぬというのは、酷く恐ろしく、そして悲しいことだと。 
 「もし、その理が理解出来たなら、私は死を見なくても済むのでしょうか？」 
 「人はいつか死に逝くもの。遅かれ早かれ。しかし、子を残す事でその命は繋がれて行くのです。新月殿の母上や父上が亡くなっても、それは新月殿として生きている。死してなお、死してはおらぬのです」 
 理解できるのは、まだ先だろう。松兵衛は、その先その先をと、少々勇み足で進めて行った。 
 一週間程して、お蝶が一人で祠に現れた。 
 「蜃は、もう大丈夫なのか？」 
 「ええ。ですが高熱の間、食事が喉を通らなかったようで、すっかり体力が落ちてしまっているのですよ。時折、晴明様が金平糖を口に入れて差し上げて、それくらいしか」 
 「そうか、晴明が」 
 「でも、もう大丈夫です。今朝もご飯を三杯も食べられて、今度はお腹を壊すんじゃないかってくらいに」 
 お蝶の笑い顔は、藤緒によく似ている。どちらかというと父親似の葛葉、そして母親似のお蝶。守れなかった母の代わりに、必ず守らねばと思った。 
 「私には何も出来んかった。私の力は弱い。だが、今は味方も多い。感謝するよ」 
 「姉様、私もある程度は理解し覚悟したつもりです。私は、これまで幸せでした。これも姉様という犠牲があったからこそ。ですから、私も何か返さねばと思っているのですよ」 
 葛葉は、頷いた。 
 「約束通り、私の守札の使い方を教えるよ。子供達は松兵衛が見てくれているから、気にしなくてもよい。この札は、書いたものと同じ力を得るというものだが、一枚につき一度だけだ。どのように、どう使うかは、本人次第だ。お蝶は、自分を、幼子を守る事だけを考えてくれ。それが、私達にとっても蜃にとっても、大きな安心に繋がる」 
 「はい」 
 お蝶にとっても、泰親や富子が仇なのには変わりなく。けれど、その強さ、どう足掻いても勝てるとは思えないから、せめて別の形で仇討ちをという気持ちが強かった。 
 「姉様。必ず、おっかあの……育ててくれた、おっかあの仇を……頼みます」 
 「わかっておるよ」 
 その日から、極秘の特訓は続いた。すぐ泣き喚く甘えたの旬介とは違い、新月はよく耐えた。甘える者がいなかったというのもあるが、行く場所もない彼女が出来ることはこのくらいだったから、子供ながらに必死で着いて行った。それでも隠れて泣いている事も多く、そんな新月を見付けては励ますのはお蝶の役目であった。新月にとって、お蝶は心から気持ちを許せる姉のような存在になっていた。 
 蜃が調子を取り戻すまでに、さほど時間も要しなかった。それでも久しぶりに感じてしまう。久しぶりに現れた時は、晴明と一緒だった。 
 「遅くなって、すまなかった」 
 久しぶりの晴明を見て、旬介は半泣きになりながら晴明に飛び付いた。 
 「おじいちゃん、酷いんだよ。すぐ、お尻叩くんだっ！」 
 厳しいのは、松兵衛の昔ながらのやり方である。男児たるもの、厳しくあってこそだと思っているから。 
 「尻を叩かれて、悔しく、恥ずかしく思えねば、強くはなりませんぞ！」 
 「やだあ！ もう、やだ！」 
 喚いても許して貰える筈もなく、結局は修行にと連れていかれてしまった。 
 「松兵衛は、相変わらずじゃの」 
 晴明が、苦笑いをした。 
 「未だに俺も、あんな鍛え方をされるのだ。いい加減、子供と同じ扱いはやめて欲しい」 
 蜃の真剣な迷惑そうな呟きに、晴明は思わず吹き出して笑ってしまった。 
 その笑い声につられてか、お蝶と葛葉が現れた。 
 「おお、来ておったのか。久しいの。もう、身体は良いのか？」 
 「ええ、母上。見てください」 
 蜃は、言うと右の手の平を高く翳した。何やら蜃の唱える呪文のような言葉と共に、手の平の上にバスケットボール大の嵐の球が生まれた。 
 
 「ほう、麒麟と白虎と青龍の力を同時に使うか。まだ枷を外しただけで、何も教えてはおらぬと言うに」 
 「幼き頃から、松兵衛に教わっておりましたよ。剣に乗せる力が、別に使えるようになったというだけ。容易いことです」 
 蜃の生まれ持った能力が、晴明とシンクロしている。だからこそ、松兵衛も見抜いていたのかと葛葉は察した。その時から、全ては松兵衛の計画にあったのだと。恐ろしい爺やだ。 
 「これが、鬼神と龍神の力か」 
 蜃の能力を、才覚を、実に恐ろしいと思う。 
 「ところで、お蝶さんには世話になった。また改めてお礼をしたいのだけれど……」 
 蜃がモジモジしながら言うので、お蝶はそれが可笑しかった。 
 「若様、お気になさらず」 
 「その言い方はやめてくれ。なんだか、他人行儀でいかん」 
 晴明も葛葉も、松兵衛から聞いた他、薄々感じてはいたが、やはりそういう事かと納得した。 
 そして、もし里がこうならず、元の姿であったならば二人は生まれながらに夫婦の約束を交わしていたのかもしれない。そう思うと、二人は運命の赤い糸で結ばれ、運命の赤い糸とやらが全てを繋いだのではないか。とすら、考えた。 
 「お蝶も蜃も、事が済んだらゆっくり旅行にでも出掛けたらどうだ。もし家が戻るのであれば、二人は夫婦になってここをおさめることになるのだしな」 
 晴明が当然の事のように言うと、蜃の顔もお蝶の顔も真っ赤に染め上がった。 
 「母上の家系と恵慈家の者が夫婦になるのは古代よりの慣わし。母上の家系も今や私とお蝶しかおらん。となれば、必然的にお蝶が蜃の正室になるしかあるまい。武家に育てば当然の事であろうが、お蝶には難しいかな」 
 お蝶は、真っ赤な顔をぷいっと逸らした。 
 「私は、蜃様を騙して危険に晒した女。いくら血筋の為とはいえ、よろしいのでしょうか？」 
 「そうだな。それで償って貰おうか」 
 晴明が笑いながら、お蝶の頭を撫でた。 
 お蝶は蜃の求愛を散々交わしてきた挙句、この場で今更好いてしまったとは言いづらかった。それに、もしかしたらそれは恋などというものではなく、単なる知った顔が近くにある故の安心なのではないかとすら疑ってもいた。お蝶の気持ちは、本人こそまだ気付ききっていなかった。 
 辛いのは蜃だった。肌を重ね合わせたのも、結果騙されたのも全部、お蝶を心底好いてしまっていたからこそ。始めは一目惚れだったかもしれないが、今はちゃんと好きだと言える。蜃の方が、気持ちはストレートだった。 
 けれど振り向いてもくれず、交わされ、夫婦約束が償いと言われては本人も面白くはない。 
 「俺、様子見てきます」 
 不機嫌そうに歩き出すと、旬介が連れていかれた方へと一人歩いて行ってしまった。 
 「蜃は、機嫌が悪いな」 
 葛葉は、ぽかんとそれを見ていた。 
 「私のせいかもしれませんね」 
 お蝶が、しゅんとした。 
 「いい。気にするな。あいつは、まだ子供だ。俺が後でなんとかするよ」 
 
 「あ！ 蜃様」 
 しぶとく嫌がる旬介に松兵衛が構いっきりなせいか、一人自主練状態の新月が声を上げて蜃に駆け寄った。そして、ふと蜃の様子がおかしいことに気付いた。 
 「蜃様？ 何かあったのですか？」 
 「あ、どうしてわかる？」 
 新月は、自分の眉間に指を当てた。 
 「だって、ここにおシワが寄ってますよ」 
 「なかなか、自分の思うように事は進まないという事だな」 
 「？」 
 「さあ、新月。俺が稽古を付けてやろう」 
 新月は満面の笑みで、はいっと答えた。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 そして、時が流れ。 
 次の季節が、里を訪れようとしていた。 
 「月が綺麗だ」 
 その晩は、実に綺麗な満月が浮かんでいた。眩しそうに目を細めながら、晴明が笑った。 
 「里がまだ平和だった頃、この季節になると収穫祭が楽しみでした。朝から皆で踊って、美味しいものを食べて、綺麗な月を見ながら宴は翌朝まで続いて。家の者も家来も関係なく、式神までもが一緒になって楽しむ宴。また、やりたいですね」 
 「やろう。全てが落ち着いたら。一日ではなく、三日くらい通して」 
 葛葉が笑った。 
 「途中で、倒れてしまいそうですね」 
 「ああ。倒れるまで、騒いだらいいさ」 
 いよいよ、明日。 
 全てを終わらそうと、皆で決めた。 
 計画は、こうだ。 
 早朝、霧が晴れる前。蜃が富子と泰親を藤緒と葛葉がかつて使っていた離れに呼び寄せる。葛葉の件といえば、食いついてくるだろう。 
 そこに晴明が現れ、二人で泰親と富子を引き付けている間に葛葉は生克五霊獣の法の準備を始める。その間、松兵衛は葛葉を守ることに専念する。 
 生贄は、松兵衛がなると自ら立候補し、やむなく決まった。 
 お蝶はどうしても最後を見届けたいと聞かなかった。だから、子を蜃の部屋に寝かせ、その間その部屋を守るように見届けると言うことで話はまとまった。 
 旬介にも新月にも、なるべく酷い有様は見せたくなかった。だから、眠いとグズるのを承知で、この晩は無理矢理起きさせていた。 
 「ねえ、新月。畳って言う、とっていい場所で寝るんだって。だから起きてなきゃいけないって。畳って知ってる？」 
 洞穴のような祠に葛葉のボロ服を敷き詰めた場所で寝起きしていた旬介にとっては、畳で寝るというのが想像出来なかった。 
 新月も、すきま風の激しいボロボロの家の板の上に筵を敷き、丸まって寝ていた事を考えれば、畳と言うものが分からない。 
 「なんだろうね。でも、蜃様がとても気持ちがいいと言っていたよ」 
 新月は、よく蜃の話をした。蜃が言っていた、蜃がどうだった、どうした、どうしてくれた等。嬉しそうに話す。 
 「新月は、兄上が好き？」 
 「うん、好き。優しいし、強いし」 
 「うーん。じゃあ、俺は兄上嫌いだ」 
 新月は、首を傾げた。 
 「なんで？ 蜃様は、旬介にも優しいよ？」 
 「だって、俺から新月を取るよ」 
 「取らないよ」 
 「取るよ、絶対！」 
 旬介は、頬を膨らませてぷいっと顔を背けた。ヤキモチだった。そして、ボソリと呟いた。 
 「だって、母上も父上も取ったもん」 
 新月は、旬介の頭を撫でた。 
 「寂しいの？ じゃあね、私は旬介のそばにいるって約束するね」 
 「ほんと？」 
 「ほんと。じゃあ、指切りしよう」 
 新月が、左手の小指を差し出した。何かわからず、旬介は首をかしげながらきょとんとそれを見た。 
 「指切り知らない？」 
 新月は右手で旬介の左手を取ると、旬介の小指に自分の小指を絡めた。 
 「ゆーびきーり、げんまん。嘘ついたら、針千本のーます。これで、約束ね。だから、旬介も私のそばにいなきゃダメだよ」 
 「うん。ずっと一緒にいるよ！ 約束ね」 
 丁度、旬介と新月の指切りが終わったところだった。 
 「旬介さん、新月さん。行きますよ。静かにね」 
 二人は頷くと、お蝶と手を繋いで山を降りた。 
 まだ子供二人に気配など消せるはずも無く、屋敷の外で隠れながら蜃からの連絡を待った。 
 富子の部屋から蜃の部屋は反対側の上、部屋を挟んで少し距離がある。お陰で夜中度々抜け出せたのだが、その理由としては屋敷の中で一番上等な部屋だったから。そこは、元々法眼が使っていた部屋だった。 
 そして、藤緒と葛葉の使っていた離れを今では全て泰親が使い、富子は自分の部屋と離れを併用して使っていた。 
 蜃からの合図である小さな言霊の蝶が飛ぶと、 お蝶は子供二人を蜃の部屋に入れた。 
 初めて見る畳と布団の部屋に、旬介は興奮して目が光っていた。声を上げようとするのを、お蝶が慌てて口を塞ぐほどに。 
 「さあ、お布団の中でおやすみください」 
 一枚の布団に、旬介と新月を入れた。蜃がいつも焚いている香の、丁子の香りがする。 
 「蜃様の匂いがする」 
 新月が、ぽつりと呟いた。 
 「ふかふか、あったかい」 
 旬介も呟いたが、無理矢理起きていたせいと疲れで、二人とも直ぐに眠ってしまった。 
 それを見届けると、お蝶は葛葉に言われた通り、入口に守札を貼ると自分も離れへと向かった。 
 
 少し時を戻し、蜃の様子である。 
 霧も晴れぬ早朝、蜃は早起きした素振りで富子の部屋を訪ねた。 
 「おはようございます、お祖母様。おやすみのところ、申し訳ございません。どうしてもご相談したいことがありまして」 
 まだ眠っていた富子ではあったが、可愛い蜃の為とあっては、無理にでも覚めた。 
 「なんじゃ？ どうした？ 眠れなかったのか？」 
 「いいえ、どうしても泰親殿とお祖母様にお話したく。離れの方がいいかとも思いますので、あちらによろしいのでしょうか？」 
 「何故、ここではならんのだ？」 
 「あちらの方が奥まっていて、内緒話をするには好都合な気がして。安心というか、落ち着くというか……聞いて頂けませんか？」 
 富子は、クスリと笑った。 
 「晴明は？」 
 「出来れば、父上に聞かれたくなく」 
 そういうことかと、富子は腰を上げた。 
 「わかった。泰親とあちらで、少々待っておれ」 
 「はい」 
 蜃は、離れへと向かった。泰親は、とっくに起きていた。 
 「おはようございます、蜃さん」 
 「おはようございます。泰親殿は、お早いのでございますね」 
 泰親は、くすくす笑った。 
 「ええ。遠い昔の話です。私は、陰陽師等と呼ばれていたことがありましてね。その時の名残です」 
 「陰陽師ですか？ 今は違うのですか？」 
 「ええ。陰陽師であった時は、沢山の式神を扱っておりました。しかし、あまりに沢山持ちすぎてしまいましてね。地獄に連れて行かれてしまったのです。地獄から這い出でるために、自らを式神とし、そして僧となったのです」 
 「はあ、それではとうに人ではならざるものではないのでしょうか？」 
 泰親は、笑った。 
 「冗談ですよ」 
 蜃が苦い顔を返した時、富子が現れた。 
 「待たせたな。なんじゃ、相談とは」 
 「母上の事でございます」 
 「葛葉の？ なんじゃ、あやつがどうしたと？」 
 「島流しにされたと聞きましたが、だれが何処に連れていったのでしょう？」 
 「何故、そんな事を聞くのじゃ？」 
 「父上に会ったんんです。母上にも会ってみたいと。子として当然の感情でしょう」 
 富子は、奥歯を噛み締めると、苦々しく話し始めた。 
 「わしは、晴明に恵慈家を継がせたかったし、そう決まっておった。けれども、あやつがそれをかすめ取るかの様に目立つ行動を始めたのだ。だから、葛葉を排除しようと思ったが、あの娘にとうとう晴明まで取られてしまった。わしは、全て晴明の為に、晴明の為しか考えておらぬ。だからこそ、あの娘は邪魔でしかなかったのじゃ。お主が産まれ、わしはお主を愛そうとした。だが、葛葉はお主までわしから取り上げた。ああ、蜃よ。哀れな祖母から離れないでおくれ」 
 富子は、おいおい泣き出した。それを補足するかのよう、泰親が続けた。 
 「葛葉さんの生命を助ける代わりに、晴明殿が葛葉さんを追放したのですよ。葛葉さんが生きるためにね。そして、二度とこの地を踏まぬよう、晴明さんが約束としてこの家を継いだのです。晴明さんは警戒しているのでしょう。未だ葛葉さんの居場所は話しません。ですが、次に姿を現せば確実に式神の餌となることでしょう。だから、姿を現すことは無い。尤も、長い年月を経て、何処かで朽ちている可能性もなくはありません」 
 蜃の背筋に、ゾクゾクとした悪寒が走った。 
 「蜃」 
 と、晴明が三人の元に姿を現した。生克五霊獣の法の準備が出来た合図だった。 
 「母上に泰親殿。あなた方に会わせたい人がおります」 
 晴明がそう言いながら、障子を開けた瞬間、雷光が庭を多い尽くしていた。 
 「なんじゃこれは!?」 
 富子と泰親の顔が真っ青に代わり、見ればその中心に葛葉が立っていた。脇には、白い喪服姿の松兵衛が立っている。 
 「富子殿、泰親殿。主らの負けじゃ！」 
 葛葉の合図で、雷光は四方八方その光を飛ばした。光が当たると、障子は破け柱は焦げ、石はは砕けた。 
 咄嗟に、その場に居合わせた全員は身を低くした。 
 「おのれ！ 葛葉!! どういう事じゃ！ はーーるーーあーーきーー!! 謀りおったのか！」 
 晴明は、苦痛の顔を浮かべながら顔を伏せた。その様子を蜃は隣で見つめていた。そう、いくら鬼でも、晴明にとっては、たった一人の母なのだ。 
 ふと、蜃が顔を上げた瞬間だった。生克五霊獣の法が発動すると共に、光の刃が蜃に向かって飛んだ。 
 避けられない、と思った刹那。それを庇おうとした晴明より早く、お蝶が蜃を抱き締めるよう庇った。 
 「「ぎゃああああああああああああぁぁぁ！！」」 
 泰親と富子の断末魔の悲鳴が轟いた。抱き合うようにその影は、真っ黒い不気味な鏡と化した。 
 「お蝶さん！」 
 全てが終わったと安堵する間もなく、蜃の泣き声がその場にこだました。 
 「お蝶さん！ お蝶さん！ お蝶……」 
 見れば、蜃の腕の中、血塗れのお蝶が僅かなからヒュウヒュウと音を立てながらぐったり横たわっていた。 
 「俺はまだ、治癒の術を知らん！ 母上、早くお蝶さんを……」 
 幼い子供のように泣きじゃくる蜃の元に駆け寄るが、様子がおかしい。何故なら、お蝶の身体が砂のようにサラサラと崩れていくのだ。 
 「なんじゃ、これは？」 
 自らが生贄になると言っていた松兵衛が傷一つなく、膝から崩れ落ちながら叫んだ。 
 「お蝶殿が生贄になって……しまわれた……」 
 葛葉の全身から血の気が引き、全身がガタガタ震え始めた。 
 ただ呆然と見ている事しか出来なかった晴明がはっとし、今にも倒れそうな葛葉を支えた。 
 最悪の結末だった。 
 「私が……私が、お蝶を……殺してしまっ……」 
 言葉にならない呻き声を出しながら、晴明の腕の中で葛葉はとうとう崩れ落ちてしまった。 
 「お蝶さん……お蝶さん……俺がぼんやりしてたから……俺が……」 
 お蝶は喉に詰まった血を力を振り絞って吐き出すと、なんとかか細い声を出した。 
 「泣かないで……誰も……悪くないの……。おっかあの仇が取れて……私は……嬉しいから……それに……蜃様……好きでしたよ……」 
 お蝶はそれを最後に息を引き取り、同時にその姿はサラサラ砂のように溶けて消えた。 
 後に残ったのは、残された者達の泣き声だけだった。 
 
 その昼過ぎ。最初に起きてきたのは新月だった。 
 皆の様子がおかしいの気付いた。 
 「皆、どうして泣いているの？」 
 言いながら、お蝶の姿が見当たらないことに気付く。買い物でも行っているのかと思った。 
 「何か、悲しいことがあったの？ お蝶姉さんは、いつ帰るの？」 
 葛葉は、泣きながら新月を抱きしめた。 
 「お蝶はな、もう帰れないのだ。だから、皆泣いているのだよ」 
 「何処に行ったの？」 
 「遠い、遠いところだ」 
 静かな屋敷を見渡して、新月は察した。今までそうだったように。そして、じんわり溜まる涙を堪えて、蜃を探した。 
 ドタバタと部屋中を走り回り、離れの方の部屋でようやく蜃を見つけた。見付けて、その背中に飛びついた。 
 「新月か？」 
 その声は力なく、泣き過ぎたせいで枯れて聞こえた。 
 「今は、お前を慰められないよ。ごめんね」 
 けれど、新月は蜃の背中に蹲ったまま泣くのを堪えていた。 
 「お前は、お蝶と仲が良かったもんな。いつかお蝶が言っていたよ。妹みたいだって。一緒に泣こうか」 
 それから、二人でどれだけ泣いたかはわからないけれど、気付いた時には次の朝を迎えていた。 
 
 それから数日して、松兵衛が晴明と葛葉の前にかしこまり、話し始めた。 
 「儂は、法眼様の父上の代から、この里とお家を守ることに尽くしてきました。本来なら、それもお家の為として、藤緒様との約束として守らねばならなかったお蝶殿を守ることが出来なかった事がなによりの悔いです」 
 
 「それは、松兵衛が責めることではあるまい。私達が諦めていたこの里を取り戻せたのは、何より松兵衛が蜃を守り育て、私達の背中を押してくれたからであろう」 
 「どうであれ、当主に逆らい、最悪の結末を迎えたことは揺るぎない事実」 
 「最悪とは、言い過ぎではないか」 
 晴明が咎めるように松兵衛に放った。 
 「確かに、お蝶は犠牲になった。しかし、この里は以前の姿を取り戻そうとしている」 
 「蜃様は、儂を一生許さないでしょう」 
 松兵衛は、はっきり告げた。 
 「では、松兵衛はどうしたいのだ？」 
 「儂は、ここに来る時に自ら罰し、島流しになるつもりでおりました」 
 「考え直さぬか？ まだ旬介も新月も幼い。それに、この先また災いが襲いかからぬともしらん。ここにおっては、くれぬか？ 共に戦ってはくれぬのか？」 
 松兵衛は、深々と頭を下げた。 
 「それを受け入れるには、儂の罪は重すぎます故。それに、いざとなれば蜃様がおられる。儂より、遥かに頼りになります」 
 そうして、それ以上何も言えない二人を残し、何も言わぬまま松兵衛は部屋を出た。 
 予め整えてあった荷物を掲げ、屋敷を出るところで蜃に呼び止められた。 
 「松兵衛、何処へ行くのだ？」 
 「蜃様、長らくお世話になりました」 
 蜃は少し考える素振りを見せた。 
 「なあ、あれから旬介の寝小便が治らんのだ。鍛えてやってくれんか？」 
 松兵衛は、ふっと笑った。 
 「また、いい加減な事を言っては、旬介殿に嫌われますぞ」 
 「なあ、出て行かんでもよかろう」 
 「これは、儂のケジメですから」 
 「別に、お蝶が死んだのは松兵衛のせいだと思ってはおらんぞ。計画通り松兵衛が犠牲になっておっても、俺は泣いた」 
 「有り難き、お言葉。では、お達者で」 
 誰の制止も聞かぬままに、松兵衛はこの日以来、屋敷に戻ることはなかった。 
 何処に行き、何処で何をしているのかは愚か、生死すらも知る術はない。 
 「ねえ、おじいちゃんは？」 
 幼い旬介に、松兵衛の事など分かるはずもない。毎日、毎日、嫌がる旬介に無理矢理武術を教え込んでいた松兵衛が、朝起きてから見当たらない。 
 皆で朝餉を食べる時も、食べた後も見当たらず、屋敷はなんとなくガランとして見えた。 
 そう、松兵衛は蜃と同じように旬介も新月も愛していたから。幼い二人に気付かれぬよう、挨拶もなく、そっと出て行った。 
 「ねえ、母上。父上。おじいちゃんは？」 
 少し暗い表情の葛葉と晴明に、旬介は悪気もなく松兵衛の行方を問う。 
 「旬介。松兵衛は、用があってな。遠くに出掛けてしまった」 
 「ふうん。いつ、帰るの？ それまで、新月と遊んでていいの？」 
 晴明が、苦笑いを浮かべながら、旬介の頭を撫でた。 
 「もう、帰れないんだよ」 
 「えー！」 
 「今日は、遊んでてもいいが、明日からまた修行だ。俺より強くならないとな。明日からは、俺と蜃が色々教えてやるから」 
 「そっかー。おじいちゃんに、お手紙書くね！」 
 「では、手習いもしっかりやらねばな。下手な字では、また松兵衛に怒られるぞ」 
 「わかった！」 
 詳しく知らない旬介は、また暫くすれば松兵衛が帰ってくるものだと信じていた。父上の言う帰れないは、とっても遠い場所だから今すぐ帰れないと言うことなんだろうと勝手に解釈していたから。 
 そして、一人はしゃぎながら新月の元に走っていった。 
 「あの様子では、分かっておらんのだろうな。旬介は、あの歳にしては幼い気がする。同じ年頃の新月の方が、遥かに賢いように思うのだ」 
 葛葉が、呆れたようにも心配するようにも言った。 
 「あの幼さが、災いを招かねばよいのだが」 
 「葛葉は、心配しすぎだ。その時は、俺達が助けてやればよかろう。それが、親の仕事だ」 
 「不思議なものだな。私が現に産んだのは蜃の方だし、顔も姿も、蜃は私や晴明殿に似ているというのに……乳を与え、育てた旬介の方が遥かに我が子として見えるのだ」 
 「では、蜃は葛葉にはどう見えるのだ？」 
 葛葉は、少しだけ考えた。 
 「蜃も、可愛い大切な我が子だよ。けれど、申し訳無さの方が増してしまってるというだけじゃ」 
 「では、これからあの子に母として返してやるしかないのではないか」 
 「返す？」 
 「ああ。母としての愛情をな。俺もしっかり返さねば」 
 葛葉は、そうか、と呟いた。ふと手に持った湯のみの中のお茶を覗くと、茶柱が立っていた。 
 
 新月は、蜃と共に蜃の部屋にいた。蜃が好きな愛用の丁子の匂いが立ち込める空間だ。朝起きて、朝餉を済ますとここに来る。 
 お蝶が亡くなってから、まだ気持ちが晴れないから、お互い励ますように。 
 そして、新月は蜃の話が好きだった。華やかな街の話、女の人のお洒落の話。以前来ていたボロボロの汚れた着物と代わり、葛葉に葛葉の着物を仕立て直したものや子供の頃着ていたものを貰い着ていたが、小物や化粧等と言った煌びやかな物に胸をどきどきさせながら、心底憧れた。 
 「そういえば、新月にこれをやろうかな」 
 蜃が懐から取り出したのは、綺麗な装飾の紅入れだった。 
 「これは、なんですか？」 
 「以前、お蝶に俺があげたものだよ。お蝶の身体が消えた時、この紅入れが残ってたんだ。傷はあるが……ずっと持っていてくれたんだな。男の俺が持っていても仕方ないから、お前が持っているといいよ」 
 新月が蓋を開けると、殆ど新品に近い赤すぎない紅が入っていた。 
 「これが、紅ですか？」 
 「ああ。少し指に取って唇に塗るんだよ。俺は加減がよくわからんから、母上に聞くといい」 
 「お蝶さんの形見でしょ？ いいの？」 
 「ああ。形見だから、大事にしろよ」 
 新月はこくりと頷くと、紅入れを懐にしまった。 
 丁度、旬介が部屋に飛び込んできた。 
 「新月、みーつけた！」 
 「旬介、お前。いきなり障子を開けるな！」 
 旬介は蜃に怒鳴られ、障子を閉めた。そして、隣りの部屋にまわると、そちらの襖を開けて入ってきた。 
 「とんちじゃないんだぞ。そういう意味ではない！ 入ってくる前に声を掛けて、いいと言われてから入るんだ。わかったか？」 
 「わかった」 
 旬介は、適当に返事をした。 
 「ねえねえ、新月。遊びに行こうよー！ 父上が今日は遊びに行ってもいいって」 
 旬介に手を引っ張られながら、新月は心配そうにチラリと蜃を見た。 
 「新月、行っておいで。暗くなる前に、帰るんだよ」 
 「はい」 
 旬介は新月を連れて、バタバタと外に出て行った。 
 
 富子と泰親に代わり、葛葉と晴明が戻ってきた情報はあっという間に里全体に広がった。 
 富子と泰親が姿を変えた鏡を祀るための神社を作り始める者、邪気の消えた畑や田を立て直そうと肥やす者、邪気によって淀んでいた川も澄み渡り、早くも魚がいるように見えた。 
 それから、収穫祭の準備までもが始められていた。 
 「何かな。いっぱい人が出てきて、何やってるのかな？」 
 旬介が新月に言うと、新月は 
 「お祭りするのかな？」 
 と言った。 
 「お祭り？」 
 「うん。踊ったり、大人はお酒飲んだり、美味しいもの食べたり、すごく楽しいの。笛とか鼓とか、能とかすごく好きだったよ。村に居た時ね、時々あったんだ」 
 「へー！」 
 旬介は、木材を運ぶ男に声を掛けた。 
 「ねえねえ、お祭り？」 
 男は、首を傾げた。というのも、里の状況が代わっても長らく邪気に侵されていた作用は大きい。 
 女子供はまだ体力が戻らず、体力が多少ある男達がこうして働いている状態だったのだ。 
 「お前さん、何処の子だい？」 
 「？」 
 旬介は、首を傾げた。 
 「私は、葛葉様に拾われました」 
 男は担いでいた木材を置くと、汗を拭きながら笑った。 
 「そうかい。葛葉様の。葛葉様に伝えておいてくれないか？ また、昔のように里の人間を治しておくれと。そうすれば、この里もすぐに戻ると」 
 「はい」 
 




恵慈晴明 篇


 「ねーねー、お祭りは？」 
 「オラ達は、祭りじゃねぇよ。祟り神の神社を作ってるんだ。もう、悪させんようにな。若も、悪さしたら神社に閉じ込めれちまうぞ」 
 「やだやだ。俺、いい子だよ！」 
 「そうか。ははっ」 
 「お祭りはしないの？」 
 「やるぞ。やるが、女共がおらんとなあ。今年も収穫はないが、祟り神が収まったんだ。里の収穫じゃて、収穫祭をやるのじゃ」 
 「楽しみだね」 
 無邪気に、旬介は里を走り回った。何もかもが新鮮だった。 
 空が赤く染まり、烏が鳴いた。 
 「旬介、そろそろ帰らないと」 
 新月が、旬介の袖を引いた。 
 「あ！ わすれてた」 
 旬介の叫びに、新月は首を傾げた。 
 「あのね、前のお家に。大事なもの忘れたの。それを取りに行くとこだったんだ」 
 「今から？」 
 「走れば大丈夫だよ！」 
 「でも、すぐ暗くなるよ。蜃様を呼んでこようよ。一緒に来てくれるよ」 
 「新月、先に帰っててもいいよ」 
 新月は、少しムスッとした。 
 「蜃様に、言いつけてやる」 
 今度は、旬介が怒った。 
 「新月、いっつも兄上の事ばっかり！ 新月は嘘つきだ！ 針千本飲まないといけないって言ったの、新月なのに！」 
 嘘つき呼ばわりされ、新月も怒った。 
 「私、嘘なんてついてないもん！」 
 「嘘つき！ 嘘つき！ 嘘つき！」 
 新月は、泣きながらその場を走り去ってしまった。 
 すっかり臍を曲げた旬介は、赤から紺に変わり行く空の下、一番星も無視して里の外れに向かって走り出した。 
 
 わんわん泣きながら家路に着いた新月を最初に見つけたのは、蜃だった。 
 「おお、新月。心配したぞ。どうした？ 旬介は？」 
 新月は、泣きながら蜃に全てを話した。蜃は呆れながら、新月を家に入れた。 
 「全く、あいつは。俺が捕まえてくるから、新月は待ってろ。母上と父上にも伝えといてくれ」 
 蜃は、すっかり日が落ち真っ暗な闇の中、飛び出して行った。 
 
 一方、旬介はというと。本人の予想に反して、真っ暗になった山道を歩いていた。怒られながらも散々駆けずり回った場所である。獣道を抜けて、松兵衛の作った小屋が見えたら、その奥の祠に飛び込んだ。 
 祠の隅の筵と板をずらすと、そこに包み紙を見つけた。嬉しそうにそれを開いて確認すると、晴明が旬介に与えていた金平糖や飴が出てきた。 
 「よかった！」 
 それを再び包み直すと、懐に入れて外に出た時。松兵衛の小屋がガタンと揺れた。 
 「！」 
 子供心ながら、旬介は驚いた。が、まだ恐れを知らない旬介は、そっとその小屋を覗いた。 
 奥に人影が見えた。その人影は旬介を見付けると、飛び掛ってきた。 
 驚きはしたが、松兵衛に武術を散々仕込まれていた旬介の身のこなしは軽く、相手をぐるんとひっくり返し、動けないように仰向けに固めると、馬乗りに固定した。 
 「はなせ！」 
 人影も同じくらいの年頃だろうか。暗闇で顔は見えないけれど、声が幼い。飢えのせいか、身体は旬介のように小さく、旬介より骨ばって感じた。そして、声が枯れている。 
 「はなせ！ はなせ！」 
 「なにすんだよー！」 
 先程まで隠れては出てを繰り返していた月が、雲から完全に顔を出した。 
 「わあ。変な顔」 
 酷く汚れてはいるが、金色の髪が見えた。 
 「お前のが変だ！」 
 少年は叫ぶ。眼が青い。 
 「ねえねえ、何で目が青いの？ 髪の毛、黄色いの？」 
 「うっせえ。知るかよ！ それより、放せよ！」 
 旬介がなんの警戒もなく退くと、少年は飛び跳ねるように旬介から間をとった。 
 「お前、ここで何してんだ！」 
 少年が問うた。 
 「忘れ物、取りに来たの？」 
 「は？」 
 「ここ、前のお家だよ。今はね、ずっと下の方の向こうの方のお家になったの。おっきくて、ひろくて、あったかくって。母上と父上と兄上と新月がいるよ」 
 「なんだ、坊ちゃんか」 
 おかしなことをいう坊ちゃんだなと、少年は思った。まあいい、悪い奴ではなさそうだと理解した。 
 「君は？」 
 「俺は、母ちゃんを探しに来たんだ」 
 「へえ。この里にいるの？ どんな人？」 
 「わかんね」 
 「なんで？」 
 「なんでって、知るかよ。ずっと、橋の下で住んでたんだよ。俺はこんなんだから、絶対外に出るなって言われてたけど。母ちゃん、もう三日も帰らねえから、母ちゃんにきっとなんかあったんだよ。だから、探しに歩いてたらこんなとこに来たんだよ！ 小屋見つけて、腹減ったからなんかあるかと思ったけど、こんな場所なんにもありゃしねーし」 
 「ふうん」 
 「なあ、お前。なんか持ってねーか？」 
 旬介は、少年に聞かれて、先程のお菓子を思い出した。 
 ボロボロで腹を空かせている少年を見て、新月と初めて会った時のことをふと思い出した。 
 「……一個だけなら、あげてもいいよ」 
 旬介は、しぶしぶ懐からお菓子の包を取り出した。金平糖を一個だけ取り出して渡そうとしたら、少年は旬介の摘んだ一個だけじゃなく、包み紙の方を奪うようにして取り上げ、次々と口の中に入れていく。 
 「金平糖。久しぶりだなあ。たまに、母ちゃんがくれたのより、上等だ」 
 少年に、ひとつ残して全部食べられた旬介は、あまりのショックにその場で泣き出した。 
 「いっごだげっで……いっだのにいいい……」 
 その声を聞きつけ、丁度蜃が飛び出てきた。旬介が泣いている理由を知らないので、彼は道に迷ったもんだと思っていた。 
 「やっと、見つけた！ おお、泣くな。泣くな！ さあ、一緒に帰ろう」 
 蜃が旬介を抱こうとするが、旬介は蜃を突き飛ばすように拒否して見せた。 
 「最近、可愛げがないぞ」 
 ムスッとして目を逸らすと、その先に警戒するように少年がいるのに気付いた。 
 「お前、不思議な容姿をしておるな。迷子か？」 
 少年は首を左右に振った。 
 「家は何処だ？ 送るよ」 
 「ねえよ！ そんなもん。突然侍が来て、燃やしちまった！！」 
 戦の孤児か……。 
 「今晩は、うちに来い。飯を食わせてやる」 
 少年は、ゴクリと喉を鳴らせた。 
 「お、お前！ 上手い事言って、俺を売る気じゃないだろーな!!珍しいからって、売り飛ばしたりしたら、ぶっ殺してやるからな！」 
 「随分威勢のいいガキだな。そんなこと、せんよ」 
 
 子供二人を連れて屋敷に帰ると、先程まで噛みつかんばかりの勢いで騒いでいた少年も、怖気付いたのか借りてきた猫のように、しゅんとなった。 
 「旬介、心配したぞ！ 蜃すまんかったな」 
 出迎えた葛葉に、旬介は飛び付いた。 
 「母上、それよりこのワッパを風呂に入れて飯を与えてやってくれ。里に迷い込んだ孤児じゃ」 
 葛葉に蜃は言うた。 
 「ようし、足を洗ってやろう。それからすぐに湯に入れてやる」 
 葛葉は、汚れるのも構わずその子を洗いに向かった。 
 先に夕餉の席に着いた旬介であったが、新月の隣でぷいっと顔を背けると、ご飯を掻き込むように食べ始めた。 
 見かねて、晴明が旬介を咎めた。 
 「旬介、なにをプリプリ怒っておるのだ。新月から聞いたぞ。どうした？」 
 「新月が、嘘つきだからだよ！」 
 「私、嘘なんてついてない！」 
 新月に向かって、旬介があっかんべーとする。 
 「お前は、いい加減にせんか！」 
 横から口を出した蜃に旬介は近付くと、バーン！と突き飛ばし、逃げるように部屋を出て行った。 
 「なんじゃ？」 
 晴明が叱ろうと、立ち上がるところを蜃が止めた。 
 「父上、旬介のやつ最近ずっと俺に対してああなんだよ。何が気に入らないのか。ただ怒っても余計荒れるだけかと」 
 「困ったものだな。前は、こんなこと無かったんだが。反抗期か」 
 新月が泣き出した。 
 「私の……私のせいだ……」 
 「何があったか、教えてくれ」 
 蜃が新月に問うと、新月はこくりと頷き、旬介との約束の話をした。 
 「ヤキモチか」 
 「ヤキモチだ」 
 呆れて、大人二人が口を揃えた。 
 「ふえ。ヤキモチ？ どうすればいいの？」 
 「俺が話をするから、大丈夫。蜃も少し気を付けてくれ」 
 「言われなくとも」 
 
 晴明は残りの食事を済ますと、茶を啜り、部屋を出て行った。 
 見れば、旬介のお膳は殆ど手つかづのままだ。新月も半分くらい残っているし、蜃に至ってはこれからと言うところだった。 
 「新月、父上が戻ったら、旬介に残りの膳を運んでやってくれ」 
 「うん」 
 「よし」 
 二人で夕餉の続きを始めたところで、葛葉と少年が戻ってきた。 
 綺麗になると、その摩訶不思議な容姿が際立って見えた。 
 金色の髪に、青い目に、日本人にしては彫りの深い顔立ちと白すぎる肌。 
 「遠い昔、聞いたことがあるのだ。遥か彼方の遠い国、南蛮に、金や赤の髪を持ち、緑や青の目を持つ人がおると。この子は、南蛮の血を引く子かもしれぬ。母は、夜鷹だったそうじゃ。村から離れたところに、南蛮人が出入りする港があったそう」 
 「名はなんという？」 
 蜃が問うた。 
 「紗々丸(しゃしゃまる)だ」 
 紗々丸は旬介の姿が見えない事が気になったのか、キョロキョロしていた。 
 それを察したように、葛葉が蜃に旬介と晴明について聞いた。 
 「臍を曲げて出て行ったよ。今は父上が宥めていると思う」 
 「そうか」 
 「旬介は、酷いヤキモチ焼きなようだな。俺はすっかり嫌われてしまった」 
 葛葉が申し訳なさそうに、すまんな、と謝った。 
 葛葉は紗々丸に、腹一杯食事を与えた。食べ終わると同時に、紗々丸は電池が切れた玩具のように、その場でぐうぐう眠ってしまった。よっぽど、疲れていたのだろう。その後は、蜃が抱いて布団まで運んで寝かし付けた。 
 蜃も眠る準備を整え、部屋で布団に入ろうとしたところで、無言の旬介が蜃の部屋の障子を開けた。 
 昼間も言ったのに、またかと思ったが、今は怒る気にもなれなかった。 
 「どうした？」 
 旬介は昼間の着衣のまま、目を腫らしてムスッと立っていた。 
 「父上にも、叱られたのか」 
 優しく問うと、旬介の目からぽろぽろ涙が零れた。そして、消え入りそうな声で。 
 「ごめんなさい」 
 の、一言が聞こえた。 
 「俺は、旬介とも仲良くしたいんだぞ。同じくらい新月とも仲良くしたいのだ。けど、旬介から新月を取ろうなんて思ったこともない。父上も母上も、取った覚えはないぞ」 
 「取らない？」 
 「取らないよ」 
 「ほんと？」 
 「本当だ」 
 「ほんとに、ほんと？」 
 「本当に、本当だ」 
 すっかり機嫌が直ったのか、旬介が泣き止むと、後から見計らったように晴明が現れた。晴明もまた昼間の着衣のままだった。 
 「よし、ちゃんと仲直りできたね。じゃあ、寝るぞ」 
 「じゃあね、兄上。おやすみ」 
 「おやすみ」 
 蜃がホッとして、旬介と晴明を見送りながら障子を閉めようとすると、お膳を持った寝間着姿の新月が見えた。晴明との話が終わるまで、ずっと旬介を待っていたようだった。 
 旬介が部屋に戻るのを見計らったかのように、新月が後をつけて行ったのが見えた。あとは、晴明が上手くやるだろう。後のことを蜃は知らないが、次の日の朝餉を一緒に食べていたから、あの後仲直りしたんだろうと思った。 
 「紗々丸、これからどうする？」 
 朝餉を食べながら葛葉が紗々丸に問うと、紗々丸はご飯を食べる手を止めた。 
 「母ちゃんを探さないと。村が焼けて、家も焼けて、母ちゃん泣いてるかもしらん」 
 「村はここから遠いのか？」 
 「うん、たぶん。荷車に隠れたり、歩いたりして、何日も経った」 
 「よくここまで来れたな。食べ物はどうしていた？」 
 「途中、お供え物盗んだり、畑から盗んだり、あと知らない婆ちゃんがたまに何かくれたりしたよ。なあ、母ちゃんはどこにいるだろうか」 
 「それは、私達にもわからんよ」 
 「そうか。じゃあ、これ食べたら俺は行く。母ちゃん、病気なんだ」 
 言うと、紗々丸は続きを食べ始めた。 
 恐らく、もう紗々丸の母親はこの世にいないか、何処かに売られてしまった後だろう。 
 「紗々丸の母上も、目が青いの？」 
 旬介が、なんとなしに聞いた。 
 「母ちゃんは、黒い目だったし、髪も黒かったよ。俺は父ちゃんによく似てるって言ってた。父ちゃんは、死んだんだって」 
 「寂しい？」 
 「俺は強いから、大丈夫だ！」 
 食事を食べ終えると、他の者がまだ食べている中、紗々丸は母親を探すために屋敷を出ていこうとした。それを、葛葉が引き止めた。 
 「待て。私が探すのを手伝ってやろう。お前はここで待つといい」 
 「ほんとか！ でも、母ちゃん見つかるかな」 
 「探してみなけらばわからんが、お前の母上もお前を探しておるかもしれぬだろう。あまりウロウロしておっては、母上もお前を見付けられんぞ」 
 「そっかー」 
 気丈に振舞ってみても、内心は不安でしょうがなかったのかもしれない。安心したのか、それまで強ばっていた紗々丸の顔が緩んだように見えた。 
 朝餉の後、紗々丸を旬介達と遊ばせている間、葛葉は部屋で紗々丸の母を探す作業に取り掛かった。術を教えるのも含めて、その場に蜃を呼んでいた。 
 「これは、降霊術のようなものだ。よく覚えるように」 
 「母上、これで紗々丸の母親が見つかると？」 
 「死んでおれば、何処でどうなったかわかる」 
 「では、もし生きておれば？」 
 「術は失敗に終わる」 
 失敗する方がよいとは、なんとも複雑だ。 
 葛葉が降霊術を使うと、そこにぼんやり女の人の影が現れた。残念ながら、術は成功した。 
 「お主は、紗々丸の母親か？ 子はお主を探し回っておるぞ。何があったのだ？」 
 女の影は、よよよと泣いた。 
 『私は、南蛮人を相手に夜を彷徨う夜鷹。生まれも不幸、育ちも不幸、住む場所もなく、父もわからず産み落とした我が子と共に日々貧しい生活を送っておりました。奇っ怪な容姿であれ、愛する我が子に変わりはなく。ですが、気付くと私の鼻は腐って落ち。あの子に見せるには忍びない容姿と成り果てました。それでも、私はあの子の為にこの身を売り続けた所存です。そうして、火が放たれたのは客との床の最中で。燃え盛る戦果と、人を斬り倒しながら進むお侍に、私は斬り殺されてしまいました』 
 女の影は、無念と泣いた。 
 『あの子を、どうかお頼みいたします』 
 女の影はそういうと、煙のようにふっと消えた。 
 「母上、世の中にはこうも知らねばいいこともあるのかと思いました」 
 葛葉も蜃も、苦々しい顔をしていた。なんとも、後味が悪い。 
 「紗々丸は、母親の病の事も知っていたのだろう。だからこそ、自分で必死で探し回っていたのだな」 
 葛葉は顔を伏せた。あの子になんて言えばよいのやら。 
 「俺が話しましょうか？」 
 頼もしく立ち上がった蜃を見上げて、葛葉は顔を横に振った。 
 「いいや、これは私が話さねば。同じ母から託されたのだからな」 
 
 庭に出ると、旬介と新月と紗々丸が蹴鞠をして遊んでいた。時々、逸れた鞠を、見守る晴明が蹴った。 
 きゃっきゃと笑う子供達の姿が、妙に痛々しく思えた。 
 そして、意を決して葛葉は紗々丸を手招きした。 
 紗々丸を葛葉の部屋に入れると、暫くして外の者が聞いたのは紗々丸の悲痛な泣き声だった。 
 
 自分の部屋に紗々丸を入れた葛葉は、少しでも落ち着かせようと茶と茶菓子を出した。 
 「紗々丸、お食べ。今から、主の母について話すぞ」 
 「母ちゃん、何処にいるかわかったのか？」 
 「ああ」 
 紗々丸は嬉しそうに茶菓子を掴むと、それにかぶりついた。 
 「お前の母上は、もうこの世にはおらんかった」 
 葛葉がぽつりと言うと、紗々丸な気丈な目がうるうると動いた。 
 「嘘だ！」 
 「本当だ。お前を頼むと言われた」 
 「わあああああああああああああああああああ!!」 
 その場で大声で泣き叫ぶが、紗々丸も薄々感じていたのかもしれない。 
 「母ちゃん、病気だったんだ……俺が、俺が早く見つけなかったから、死んじゃったああああ!!」 
 
 紗々丸の持っていた茶菓子がポロッと床に落ちた。 
 「そうではない、戦に巻き込まれたのだ。お主のせいではない」 
 葛葉は紗々丸を抱きしめると、紗々丸の頭を撫で続けた。 
 「お前の母のようにはなれんが、これからは私がお前の母になってやる。ここで、育てばいい」 
 葛葉の言葉が紗々丸に届いたかどうかはわからない。泣き止むと同時に、紗々丸は泣き疲れて眠ってしまった。 
 暫くして、心配した晴明が葛葉の部屋に来た。後から、新月や旬介も顔を覗かせている。 
 「ショックが大きかったのだ。今は泣き疲れて眠っているが、起きたら暫くはどうなるか……。暫く、一緒に寝てやろうかと思うのだ」 
 葛葉が言うと、旬介は葛葉に飛びついた。 
 「俺も母上と一緒に寝る！」 
 葛葉の言葉を待つ前に、晴明が旬介を抱き抱えた。 
 「お前は、俺と寝ような」 
 ちょっと不満そうにしながらも、旬介はこくりと頷いた。 
 「じゃあ、紗々丸を頼んだ」 
 部屋を出ると、外で聞いていたのか、蜃が晴明に話し掛けてきた。 
 「この里には、迷い子はよく来るものなのか？」 
 「そうだな、ここは人里離れた隠れ里であろう。ここに里がある事を知らないものも多い。この子が育ったあの場所は、元々は捨て子を受け入れる為に建てられた祠だったのだ。戦や飢餓で捨てたれた子が安らかに眠られるよう、せめてもの慈愛でずっと昔に建てられた祠。この里には幾つもあってな、外ではここに捨てに来れば救われると信じられているようだ」 
 「捨てられた子はどうなったのだ？」 
 「運が良ければ、この里の住人となっているものもおるし、運が悪ければ天に召されている。そういえば、葛葉は昔言っていたな。大人の勝手で、天に召される子がいなくなればよいなどと。だから、ほっとけないのだろう」 
 ふうん。と聞いた蜃の横を抜けて、晴明は部屋の奥へと歩いていった。 
 「蜃様は、何を考えておられるの？」 
 残された新月が、蜃の着物を引いて尋ねた。 
 「いや、このままどこまで兄弟が増えるのかなと思ってな」 
 「嫌ですか？」 
 「嫌ではないが、キリがないのではないかと思って」 
 「キリがない？」 
 「ああ、何れ屋敷が子供で溢れてしまうなと」 
 すっと、葛葉の部屋の障子が開けられた。 
 「心配するな。私にも考えがあるのだ」 
 「あ、母上」 
 「人の部屋の前でブツブツ話しておっては、紗々丸が起きてしまうぞ。あっちで、旬介に武術でも教えてやってくれ」 
 「はーい」 
 葛葉に咎められた蜃を見て、新月はくすりと笑った。 
 
 蜃の予感は的中する。 
 里に活力が戻るのと比例するように、捨て子も増えて行った。 
 葛葉達が知らない子供も多く、富子達の件で人口が減った里では、少しでも人手が欲しいと孤児を重宝した。 
 祠はもっと丈夫に建て直され、何日か過ごせるように布団や保存食まで置かれるようになった。 
 子供だけでなく、大人が迷い込むことも多かったが、葛葉の結界では邪心を持つものにこの里の存在は見えないように隠されていた。 
 だが、外からの人が増えれば増えるほど、そして逃げていったものが未だ生きている限り、第二の富子達が生まれないとも限らない。 
 そこで、葛葉を中心に晴明と蜃が今後の里のあり方について、何日も話し合い考えた。 
 それは、孤児の中から縁のある者、恵慈の血と相性の良い者五人を選別し、里を五つに分けた上で将来五霊獣として里の守備に当たらせることにした。 
 五人のうち三人は決まってはいたが、新月が女であると言う理由で、一人は保留とされた。 
 「女子だからと、新月を差別するつもりは無いが、女子では何かと不便であるからなあ」 
 と言うのが理由である。それに、旬介と万が一にも夫婦になれば自ずと枠が空いてしまう。やはり、ここは男子で統一しようとなった。 
 あれから里に新たに来たのは、女の姿をさせられた男児が一人と、背の高い男児が一人。女の姿をさせられた男児は、聞けば借金のカタとして人買いに売られたという。博打に酒に溺れた親は、娘がいると嘘までついて金を借りていたらしい。とうとう首が回らなくなり、嘘を隠蔽するために息子に女の形をさせ、借金取りに引き渡したと。だが、道中この娘が何やらおかしい事に気付いた。そこで服を引っペがえしてみれば、そこにはあってはいけないものが付いていたと。 
 腹を立てた借金取りは、この男児を山の中に置き去りにし、一目散に村に戻って行ったんだと。今頃、この子の親は殺されている事だろう。 
 山に置き去りにされた男児は、とぼとぼ山の中を独り彷徨ううちに、この里に辿り着いたそうだ。名前を藤治(とうじ)と言った。 
 そして、背の高い男児はというと、親が木こりだったという。親の仕事に着いてきたものの、独り遊んでいるうちに親とはぐれてしまったという。普段から食い扶持に困っていたから、どさくさに紛れて捨てられたようだった。名前を獅郎(しろう)と名乗った。しかし、聞けば妹がいるという。妹も共に来ているというが、今は里の人にお世話になっているそうだ。名前は夢路(ゆめじ)というそうだ。 
 里の人が世話を始めた子を、屋敷に招くことは難しかった。村も子を必要としていたから、働き手として取り上げることは叶わず、結局当初の予定と代わり、屋敷に招いた子供の殆どは旬介達がどこからとも無く連れてきた子供ばかりだった。 
 その中には、女子もいた。女子も葛葉は、新月のように男子を支える存在になれるようにと、献身的に世話をした。 
 
 しかし、一人だけ里の人間が持ち込んできた子供がいた。 
 夜更けに、震えながら村人はその子を葛葉に託した。 
 見れば旬介を拾った時のような赤子で、姿が見えないよう産着にしっかりと包まれている。 
 懐かしさと共にその子を抱いて見ると、その赤子は真っ白な髪と真っ赤な目を持っていた。 
 「この子は、神様の子か。はては、呪われた子に違いねえ」 
 だから、親にも捨てられた。何とも哀れな子供だ。せめて、紗々丸の母親のような気持ちがあれば……この子は救われたのかもしれないのにと葛葉の胸は傷んだ。 
 不思議と、妹がいるせいか。甲蔵(こうぞう)と名付けられたこの子供を、獅郎はよく面倒を見た。そして、似たもの同士か。面倒は十分に見れないが、紗々丸はこの子に興味を持っているようだった。 
 葛葉の代わりに、獅郎がオムツを変えてやることもしばしばあった。 
 「凄いな、獅郎は何でも出来るんだね」 
 獅郎は子供と言えども、どの子よりも少しだけ年上であった。こういう旬介達のあどけない質問にも、へらへら笑いながら答えていた。 
 「オレの家は兄弟が多くて、皆大変だったから。妹も弟もこうやって世話してたんだよ」 
 「そうなんだ。母上の代わりなんだ」 
 「ははっ。お母さんの代わりにはなれないよ」 
 へらへらしてはいるが、時々しゅんと暗い顔をする。度々、晴明は獅郎から話を聞いてやった。どうやら、兄弟が十人ほどいたらしい。だが、ある日を境に一人ずついなくなっていく。そして、夕餉が少しだけ増える。食べられない日も少なくなった。そして、今度は一番可愛がっていた妹が呼ばれた。だから、獅郎は妹の夢路がいなくなることを恐れ、一緒について行ったんだという。案の定、親は山奥で姿を消してしまった。 
 夢路や自分の前に、姿を消した兄弟達は何処へ行ってしまったんだろう。 
 今までより立派で、ご飯もちゃんと食べられる生活をしていると、それが気になって辛くて仕方なくなる時があるのだという。 
 そして、最後に獅郎は晴明に約束して欲しいと言った。 
 「誰も、もう連れていかないでください」 
 晴明は、獅郎と約束した。 
 
 子供が増えれば増えるほど、毎日が賑やかに慌ただしく過ぎていった。 
 富子達の事も遠い昔の記憶となり、幾つもの季節が巡るたび、幼かった旬介達も大人びた顔付きへと変わっていった。 
 すると、流石に屋敷も狭くなった。 
 そろそろ、この生活も潮時だと思った。 
 そして、葛葉と晴明と蜃は話し合い、里をまとめるべく皆を集めた。 
 「そろそろ、この生活を終えようと思うのだ」 
 皆がざわついた。 
 「案ずるな。これから、今後の事を話すぞ。これは、お前らが小さかった頃から決めていた話だ。強いていえば、まだ旬介が寝小便垂れとったころかな」 
 「いらんこと、言わんといてください」 
 「これから、この里に屋敷を五つ建てるつもりだ。屋敷が出来次第、それぞれその屋敷に移住せよ」 
 蜃が、大きな紙に描いた図面を広げた。そこには、五つに分類された里に、点が六つ付けられていた。 
 「このように、里を五つに分ける。それぞれ、麒麟領に旬介、青龍領に紗々丸、朱雀領に藤治、白虎領に獅郎が住まう。玄武領には甲蔵(こうぞう)が住むことになるが、まだこの子は幼いからしばらくは私が晴明と共にそこに住まう。そして、中心の屋敷には蜃が住まい、最終的には私と晴明もそちらに移ることになる」 
 ここまで聞いて、手を挙げたのは新月だった。何故なら、名前を呼ばれなかった女子は、新月の他にもこの場に夢路含めまだ四人いた。 
 「女子である私達は？」 
 誰もが、新月の顔を見た。 
 「それぞれ、好きな男の屋敷に行くが良い。そこで、男を支える役目をするのだ。私は誰の元に行けと強要せぬ。自分等で考えるがいい」 
 更に、その場はざわついた。 
 「まだ時は十分にある。ゆっくり互いに話し合い決めろ」 
 そして、葛葉からの一方的かつ無茶にも思える話は終わった。 
 
 散歩がてら屋敷を抜け、男と女に別れ、男は山の方へとふらふら歩きながら、全員でぶつぶつ話し合いを始めた。 
 確かに、いい歳した男子と女子が集まるには今の屋敷は狭すぎる。それに、それなりに性的な部分もとっくに目覚めてはいるのだ。 
 「あれは、夫婦になれということなのだろうか。まだ、十四だぞ」 
 「夫婦になれということなんだろうな」 
 「あれは、女子に選ばせると言う意味なのだろうか」 
 「話し合えと言われたのだから、そういう意味でもないんではないか」 
 葛葉の意味深な言葉に、男共は困惑していた。 
 「じゃあ、俺は子供の頃から新月って決めているから」 
 旬介が、さらっと言った。 
 「寝小便垂れてた時に決めた事など、覚えているのか？」 
 紗々丸が笑いながら、からかった。 
 「お前だって、人のこと言えんだろが！ 俺が知ってる限り三回はあるぞ」 
 「お前はもっとあるだろー」 
 ゲラゲラ笑う紗々丸とぷりぷり怒る旬介を宥めるのは、いつの間にか藤治の役目。 
 「もう、こんな時にやめなよ。寝小便くらい子供の頃、誰だってするでしょ。それより、新月に話して断られたらどーすんのさ。明らかに新月が好きなのは、蜃様だと思うけど」 
 旬介が、愕然とした。 
 「どーしよ？」 
 目にうっすら涙すら浮かんでいる。 
 「知らないよー。俺だってどうしようか考えてるんだもん」 
 すると、獅郎が言った。 
 「俺は薫風(くんぷう)にするよ。付き合ってるんだ」 
 「は？」 
 全員が声を合わせた。薫風は甲蔵が来た後直ぐに里に来た娘であった。獅郎とのんびりした性格が合うのか、一番仲が良く、よく甲蔵の面倒を二人で見ていた。 
 「将来は夫婦になるつもりだったし。丁度いいや」 
 三人は、獅郎にしっしっと追いやるように無言で手の甲を振った。 
 「それで言ったら、紗々丸は竜子と仲がいいじゃん。いつも騒いでる」 
 竜子もまた、薫風と同じ時期に里に来た娘だった。何の因果か、この娘は紗々丸と同様に異人の子であったが、両親ともに異人であったという。それ故に、両親は殺されてしまった哀れな娘であった。 
 「あれは、喧嘩してるの！ 仲良くないの!! わかる？」 
 「じゃあ、嫌いなの？ おっぱい大きいのに」 
 旬介が、胸のところで半円を描いて見せた。 
 「それじゃ、俺がおっぱい目当てみたいじゃんかよ！ うるさいんだよ、あの女。毎日毎日、朝起きろとか。早く飯を食えだの」 
 「いや、普通だと思うが。寧ろ、親切だろ。そのまま寝てたら、蜃様にどつかれるんだから」 
 藤治が、呆れて言った。 
 「じゃあ、藤治はどうすんだよ？」 
 「残った人でいいよ……」 
 「その言い方も酷くねーか？」 
 「……華炎(かえん)になると思ってるから」 
 華炎は薫風と竜子の後、暫くして戦で終われ、逃げてきた娘である。周りより少し幼かったせいもあり、既に獅郎と薫風が共にいたため、面倒を見ていたのが藤治であった。華炎曰く、藤治は病で亡くなった大好きだった兄によく似ているそうだ。それ故か、藤治によく懐いていた。 
 「結局は、俺と旬介だけじゃねーか。残り物は！」 
 再び、藤治が呆れた。 
 「明らかに竜子はお前を好いとるだろうが。諦めて嫁にしてやれ」 
 となれば、本当の残りは旬介だけになってしまう。 
 「やっぱり、新月は兄上を選ぶのだろうか……」 
 旬介から、深い溜め息が出た。 
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 山に歩いていった男達とは反対に、新月達は里の人気甘味屋に向かっていった。いつの時代も、女子会と言えばコレである。 
 「このお店、この前オープンしたばかりで、一度来てみたかったのよね。南蛮盛り(※パフェみたいなもの)ってのが、人気らしいの！」 
 流行りの情報に敏感な竜子が、皆を先導して来た。 
 「座れるかな？」 
 うきうきしながら新月が暖簾を潜ると、店内に丁度五人分の席が空いていた。 
 「いらっしゃい」 
 甘い良い匂いがした。全員で南蛮盛りを注文した。 
 「でさ、葛葉様のお話なんだけど。どうする？ 薫風は獅郎なのかな、だとしたら夢路はどうするの？」 
 得意のゴシップネタをまとめるのも竜子である。 
 「私は、兄上の代わりに甲ちゃんと暮らします。そう、葛葉様にお願いするつもりです。夫とかわからないけど、私は甲ちゃんとずっと一緒にいたいから」 
 夢路は、知らぬ間にいなくなっていった幼い頃の兄弟を思い出していた。 
 「あたしも、藤治って決めてる！」 
 「華炎、大好きだもんね」 
 今度は、新月が竜子に聞いた。 
 「竜子は、やっぱり紗々丸かな」 
 それまでわくわくしながら話していた竜子の顔が真っ赤になった。竜子の恋愛相談を、新月は何度も聞いていた。 
 「……でもあいつ、多分やだって言うよ。私より、新月の方が好きだもん。新月こそ、どうするの？ 旬介？ 蜃様？」 
 今度は新月の顔が、真っ赤になった。 
 「蜃様は、私なんか相手にしてくれないよ！ 蜃様の奥さんになるはずだった人、すっごく、すっごく素敵な人だったんだから!!」 
 「でも、新月だって。もう子供じゃないじゃない」 
 新月が、溜息とともに、ぐっと言葉を飲み込んだ。どうにもならない気持ちがある。 
 「まだ、子供だって言われるよ……」 
 言われた時が辛いのだ。 
 「そうかなあ」 
 「それに……」 
 そこまで言って、新月は何でもないとやめた。旬介との約束を、ずっと覚えていたから。 
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 「ただいま」 
 と、帰ってきたのは新月達だった。 
 「ん？ 男共と一緒ではなかったのか？」 
 葛葉の疑問に新月が答えた。 
 「山の方に行きましたよ。お腹が空いたら帰ってきますよ」 
 「まもなくか」 
 葛葉が笑いながら、足を洗う用意を置いて去っていった。 
 しかし、夕餉を食べ終えた頃にも戻っては来ない。 
 流石におかしいと思い、蜃が探しに行こうと家を出ようとしたところで、獅郎一人が飛び込んできた。 
 「なんだ、獅郎一人か。他の奴らはどうした？」 
 よく見れば、獅郎の顔面は真っ青である。 
 「旬介と紗々丸が……藤治は止めようとしてたし……俺は興味なかったから待ってただけだったんだけど……。あれは、ダメなことだったと思う」 
 「何があったのだ？ 神社に……神社に、鬼が出た」 
 蜃の頭が真っ白になり、全身から血の気が引くのがわかった。 
 
 少し、時を戻すとしよう。 
 旬介達の話は夕方になっても、結局結果は出るはずも無く、宛もなく目的もなく、落ち着きなくうろうろしていると、吸い込まれるように小さな神社に着いた。 
 真新しくもあるが、薄暗く隠されるようにその神社は建っていた。最初は、その周りの変わりように気付かなったのだが、そこはかつて旬介が生まれ育った場所だった。祠の後に、その神社は建てられていた。 
 実際、この神社に富子と泰親を祀っているのだが、案じた葛葉はその事を子供達には告げなかった。ただ、あの場所には二度と行くな、としか言っていなかった。 
 「なんだ？ この神社」 
 紗々丸が呟いたあと、あっと旬介が思い出したように声を出した。 
 「ここ、俺が育った場所かも。お前と出会った場所」 
 「え？ こんな事になってたんだ？」 
 それを聞いた藤治が、はっとした。 
 「帰ろう。ここは、近寄るなって葛葉様が言っていたとこだよ。きっと」 
 「なんでだろうな。神社なんだから、それも変な話だよな。ちょっと参ってこーぜ」 
 軽い気持ちで声に出した紗々丸の袖を、獅郎がつんつんと引いた。 
 「気味悪いし、俺はもう帰るよ？」 
 「俺も帰るよ、二人も早く帰ろう。暗くなったら怒られるよ」 
 と、藤治。 
 「なんか、ちょっと気になる」 
 嫌な懐かしさを覚えた旬介が、ぽつりと口に出した。懐かしいが、凄く嫌な気配だった。それ故にか、子供ながらの好奇心もあったのか、怖いもの見たさで妙に気になって仕方がない。 
 「俺、ちょっと入ってみようかな」 
 旬介が、一歩踏み出した。 
 それを藤治が止めようと、袖を引いた。 
 それを見た獅郎は、やれやれという感じで少し離れて見守っていた。 
 「気味が悪いし、言いつけは守らないと。こんなのバレたら折檻されるよ」 
 「この年になって、折檻なんかないだろ」 
 紗々丸は、笑いながら旬介の横をすり抜け、神社の鳥居をくぐり抜けてしまった。 
 「あ！ 待てよ、俺も行くし」 
 旬介も続いて藤治を振り払うと、紗々丸を追いかけて中に入っていった。 
 「もう！ 仕方ないな。獅郎、そこで待ってて。俺、連れ戻してくるから」 
 「はーい」 
 藤治は、嫌々ながらにそれに続いた。 
 
 真新しい神社にも関わらず、人の手もないようで、中は草木がお生い茂り、既に荒れていた。外より一段と暗く、空気すら重く感じる。 
 「もういいだろ、明らかにおかしいよ。帰ろうよ。獅郎も待ってるし」 
 絶叫にも近い声で、藤治は叫ぶが二人は薮を分けながら奥へ奥へとずんずん進んでいく。 
 「ここに、何があるのさ」 
 その質問は、旬介が返した。 
 「知るかよ。それを見に行くところなんだから。帰りたいなら先に帰ってろよ」 
 「なんだよ！ それ」 
 必死に止めようと追いかけてきた藤治は、旬介の言葉に腹が立った。彼がその場で立ち止まったのを、二人は気付いて振り返った。 
 「もういいよ、俺知らないから。今から、言いつけに言ってやるから」 
 「なんだよそれ！ 子供かよっ」 
 紗々丸も、腹が立ったのか立ち止まり、今度は藤治の服を掴んだ。 
 「何すんだよ！」 
 「弱虫」 
 どっと、紗々丸に突き飛ばされた藤治が藪の中倒れた。 
 「行こうぜ」 
 少し離れて待っていた旬介に駆け寄ると、ずんずん中に進んでいく。 
 藤治もここまでされたのだ。さっさと帰ろうと思った時だった。旬介の、声が聞こえた。 
 「祠が祀ってある。やっぱ、ここだったんだ。懐かしいな」 
 「なんで、こんなとこ祀ってんだろうな」 
 藤治は酷く嫌な予感がし、背中に悪寒さえ走った。直ぐに逃げないといけない気さえした。 
 「女の人がいるんだけど？」 
 「え？ ホントだ。どうされました？」 
 「なんで、泣いてるんですか？」 
 姿の見えない、旬介と紗々丸の奇妙な会話だけが聞こえる。 
 藤治の全身から血の気が引き、身体が僅かながら震えた。嫌な気しかしない。 
 この場所に、人がいるはずがないのだ。何故なら、荒れた道もないような場所。そして、道のようなものがあるとしたら、自分たちが歩いてきた場所くらいしかない。そして、長らく誰一人近づいてさえいない様子なのに、そもそも泣き声などしないのだ。 
 「そんなに、泣かないでください。閉じ込められたんですね。今開けますよ」 
 「誰がこんな酷いことを？ いつからですか」 
 ２人の奇妙な会話だけが続く。 
 さわっと揺れた草の音。風で揺れた草の音さえ聞こえるほど静寂しているのに。 
 「もう無理」 
 半泣きになりながら、藤治は来た道を戻ろうと後退りを始めた。 
 
 
 ギイィィィー…… 
 
 
 二人が、祠を開けたのだ。 
 
 
 ガシャアアン！！ 
 
 
 今度は、何かが割れる音がした。 
 「ひいいいい！」 
 藤治の腰が抜けて、その場にしゃがみこんでしまった。 
 薄暗い中、更に視界が闇に遮られた。少し失禁してしまったのか、恥ずかしさと恐怖に俯いた顔の上で、嫌な気配を感じた。ガクガクして顔が上げられない。もしも、それが二人で、腰を抜かした自分をからかっているのだったらどんなにマシかと考えた。 
 が、悪い予感は的中した。藤治の頭上に大きな手が当たると、その手は締め上げるように首を持ち上げた。引き上げらるようにして、強制的に見せられた目前にあったのは、見たことも無いような醜い鬼の姿だった。 
 藤治は、葛葉があれだけ近付くなと言っていたのを、瞬時に理解した。これが、ここに封じられていたからだと。誰も近付かないのではなく、誰一人この場所に近付けなかったのだ。最初から感じていた嫌な感じは、封じきれない何かがここにあったのだと。 
 逃げなきゃ！ 
 必死に術を発動させると、鬼は藤治の発生させた炎に包まれた。鬼が怯んだ隙にその手の中から転がり出ると、火達磨になる鬼を呆然と見ていた。 鬼は人形のように、その場に崩れ落ちた。鬼にしては脆いが、助かったと思ったのも束の間、はっとして二人を連れ出しに奥に走った。 
 旬介も紗々丸も、その場に倒れ込んでいた。脇には、割れた鏡が二つ。よく見れば、旬介も紗々丸も気を失い、その口から吐瀉物でもない黒い液体のような物が流れ出ていた。 
 「なんだよ、これ」 
 二人を触ると、生きてはいるが、酷く熱いのだ。人の熱ではなく、物質的な熱のようで、藤治の手が火傷するかと思うほどに熱かった。 
 仕方ないので、獅郎を家に向かわせ、藤治は二人の側に残る事にした。 
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 一刻も待たないうちに、飛んできたのは獅郎と蜃だった。 
 「あれ程、近付くなと言ったのに！」 
 気を失う傍ら、蜃が物凄い剣幕で怒鳴った。 
 「俺は止めようと思って、必死で止めたんだけど、二人がきかなくて」 
 蜃は旬介と紗々丸に持ってきた札のような物を貼ると、藤治と獅郎に二人を屋敷まで運ばせた。 
 屋敷に戻り、一旦旬介と紗々丸を布団に寝かすと、葛葉、晴明、蜃が集まる中、藤治と獅郎は呼ばれた。 
 「あの二人は、目が覚めたらキツい折檻じゃ。話次第では、お前達にも受けてもらう。経緯と見たものを全て説明しろ」 
 藤治と獅郎は、青い顔で全てを説明した。一応、二人は止めたという事で、折檻は免れたが、暫く謹慎するように言われた。 
 旬介と紗々丸は三日掛かりでキツい折檻を受けた後、そのまま地下の独房に幽閉された。それでも足りないくらいの罪を犯してしまったのだから、仕方なかった。 
 
 「旬介達は、どうなりましたか？」 
 心配したのか、様子を見計らって新月が蜃の元に訪れた。 
 「心配か？」 
 「はい、あれから一度も姿を見せませんし……どうなったのか母上に聞いても、知らなくてもいいって」 
 蜃は、力なく笑って見せた。 
 「母上と父上にしっかり尻を叩かれて、子供のように泣き喚いていたよ。今は真っ赤な尻を抱えて、独房に幽閉されている。それでも足りんくらいだ」 
 
 蜃が、溜め息を吐いた。 
 「あれが、鬼共の封印場所だと教えなかった我々にも責任があると、処分はこの程度で済んだのだが……大変なのは、これからだ」 
 「私達は、お蝶姉様に言われて眠っていて、事の次第は知りませんの。けど、またあの時のように鬼を退治することは出来ないのですか？」 
 蜃は、苦い顔をした。 
 「あの術は、危険すぎる。それに大きな力を必要とするから、一生に一度しか使えんのだ。もし、あの術を使うのだとしたら、次は俺。だが、誰が犠牲になるのか」 
 新月は何も言えず、ただしゅんと黙りこくった。 
 「蜃様、新月は蜃様にお話したいことがあります」 
 「なんだ？」 
 「この件が片付いたら、聞いてくださいますか？」 
 「今では、いかんのか？」 
 新月が、コクリと頷いた。 
 「わかった。全てが終わったら聞こう」 
 やっと、旬介の居場所がわかった。新月は蜃から離れると共に、地下の独房に向かった。が、途中で葛葉と鉢合わせた。酷く疲れた顔をしていた。 
 「新月、旬介に会いにいく気か？ 蜃から聞いたのか」 
 新月が否定も肯定も出来ずにいると、葛葉は彼女の肩を逆方向に押した。 
 「それは、いかん。情けを与えては、罰にならん」 
 「いつまでですか？」 
 「まだ、決めておらん。けど、当分は無理だ。これでもまだ、軽い方だ」 
 「これから、どうなるのですか？」 
 「どうにかする。案ずるな」 
 新月の目に不安の涙が、うっすら浮かんだ。 
 
 竜子も心配しており、新月が葛葉と部屋に戻るなり、側に駆け寄った。 
 「どうだった？」 
 それを見た葛葉が、竜子にも釘をさした。 
 「新月にも伝えたばかりだが、絶対に会ってはならん。情けを与えては、罰にならん。罰にならねば、また同じことを繰り返す。もう二度繰り返さぬよう、あの馬鹿二人には頭と身体に十分すぎるくらいに教えこまねばならんからな」 
 葛葉に言われ、竜子もしゅんとした。 
 その晩、新月と竜子はこっそり寝所を抜け出した。誰も何も教えてくれないから、心配で仕方なかった。ご飯は食べているのかな、とか。今はどうなっているんだろうか、とか。イタズラ好きだった二人が折檻されることはよくあったが、今回ばかりは事情が違うし様子も違う。自業自得だと言ってしまえばそれまでだけれど。 
 地下牢への入口は、幸い鍵が掛かっていなかった。恐らく、何かあった時に逃げられる様にという配慮からかもしれない。ただ、中は壁に札が一面に貼り付けられていた。逃げないように、二人の法力を封じたものである。無論、ここに入ってしまえば、新月達はおろか葛葉でさえ術は使えない。 
 新月と竜子は互いに手を繋ぐと、息を潜めて階段を降りた。真っ暗で良く見えない。もし、何か明かりにでもなるような物を持ち込んで見つかったらいけないと、何も持って入らなかった。 
 地下への階段の半分まで降りたところで、枯れた二人の啜り泣きが聞こえた。真っ暗で冷えきった独房の夜は、二人には酷く堪えた。静かすぎて怖くて、話すことすら塞がれ、互いの啜り泣きだけが頼りだった。 
 目もなれないような暗闇の中、手探りでようやくたどり着いた独房の前で、新月は小さな声を出した。 
 「こっちは、旬介？ 紗々丸？」 
 何かが動いたような気配と、手に冷えた手の感触があると、その手が新月の手を引き、顔を触らせているようだった。柔らかくてさらさらとした、髪の感触があって、旬介と気付く。竜子も別のところで紗々丸と会えたようで、何かこそこそと話していた。そこから新月が撫で回すように触ると、冷えた頬はぐっしょり濡れていて、口元に布が噛ませられているようだった。それから、先程触った旬介の手も、よく触れば手首で縛り上げられている。 
 「自業自得だよ。ちゃんと反省しなきゃダメだよ。でも、よかった。元気そうで」 
 旬介は、新月の手をぐっと握った。 
 「こっそり会いに来たのよ。本当はダメなんだけどね。だって、誰も旬介達のこと教えてくれないんだもの。見つかる前に行くね」 
 旬介の手に、更に力が入った。 
 「だめ、見つかったら怒られちゃう」 
 新月は無理矢理その手を引き離した。旬介の一旦止まっていた啜り泣きが、再び響き始まった。 
 「またね、待ってるから」 
 闇の中、その様子は全く見えなかった。けれど、見えなくてよかったとすら思った。 
 竜子と外に出たところで、待っていたのは蜃だった。 
 「新月」 
 蜃の低い声に、新月は肩をビクリとさせ、数歩下がった。 
 「ごめん……なさい」 
 「お前達も一緒に、折檻されるか」 
 竜子と青い顔でその場に蹲ると、蜃は冗談だと二人を立たせた。 
 「厠に行こうと思って部屋を出ようとしたら、お前らの影が見えたので不審に思って着いてきたんだ。なんで聞けんのだ、お前らは」 
 「心配で……」 
 「見たのか？」 
 「見えなかったけど……多分、酷い」 
 「本当なら、死罪だ」 
 「可哀想」 
 「自業自得なんだ。第一、話す事も動く事も制限されてはいるが、一日一食の飯と十分な水は与えているし、毎日折檻も兼ねて母上が会いに行っているからそれほど酷い目にもあっていないよ」 
 そうなのか？ と、新月は首を傾げた。 
 「それより、二人の罰はどうしようかな？」 
 「うっ」 
 「まあ、今夜のところは見なかった事にしてやるから、早く寝ろ。明日何か聞かれても、話すな。俺が誤魔化してやるから」 
 「はい」 
 
 その晩は、それ以降何事もなく終わり、見つかったのが蜃で良かったと新月と竜子は心底思った。 
 翌日、やはり葛葉は何か感じていたのか、夜中に何処かに行ったのかと聞かれたが、蜃が寝れずに自分と一緒に散歩をしていたと誤魔化してくれた。晴明は何処か疑うような顔をしていたが、何も言わなかった。 
 
 それから半月程して、旬介と紗々丸はようやく地下牢から出てきた。二人共酷く窶れていて、当たり前だが元気はなかった。更にそこから暫く謹慎するよう告げられ、二人共部屋に篭もりっきりになっていた。 
 「旬介、入るよ」 
 やっと話せる機会が出来て、新月が堂々と会いに行くと、旬介は部屋で蹲って泣いていた。 
 「やっと、出られたのにまだ泣いてるのね。自分が悪いんじゃないの」 
 と、言いながら新月は旬介の頭を撫でた。 
 「こんなことに……なるって……思ってなくて……あそこにあったものも……何か……知らなかったから」 
 途切れ途切れに、旬介は言葉を出した。その声はすっかり枯れていた。 
 「母上が……一緒に……死のうと言うんだ……お蝶姉さんのように……里のために……だから、俺……新月との約束……守れない」 
 新月の胸に、刺されたような痛みが走った。 
 「紗々丸も？」 
 旬介は、首を左右に揺らした。 
 新月は、弾かれたように旬介の部屋から飛び出した。 
 「母上！」 
 「どうした？」 
 血相を変えて部屋に飛び込んできた新月に、葛葉は驚きながら問うた。 
 新月は、荒い呼吸の中続けた。 
 「旬介は……母上は、旬介と共に……死ぬのですか？」 
 葛葉は表情を殺すと、新月をその場に座られた。 
 「新月。この度、封印の解かれた鬼共は、お蝶が犠牲になって発動させた秘術『生克五霊獣の法』によってしか抑えることが出来ん。それを使うには、お蝶のように生贄が必要なのだ。あの子の失態は、育てた私の責任だ」 
 「そんな……」 
 「誰かが犠牲にならねば、事は収まらん」 
 新月はその場で、泣き叫んだ。 
 旬介が死ぬのも嫌だ、母上が死ぬのも嫌だ。もう誰かが死んでしまうのが、堪らなく嫌だった。 
 泣き叫んで、散々泣き暮れて、泣き明かして……。 
 悔しくて、どうしていいかわからなくて。 
 気付いた時、泣き腫らした目で蜃の元に来ていた。 
 「新月、目が真っ赤じゃないか」 
 
 様子を見た蜃は、相変わらず優しく、新月の心配をする。 
 「蜃様。私、お願いがあります。私、何でもしますから」 
 「？」 
 「旬介と母上を助けてください。蜃様は、スーパーヒーローだから、なんでも出来るって。私、小さな頃から、ずっとそう思ってました」 
 新月はやけくそだった。頭では無茶苦茶だと分かってはいたが、そう懇願せずにいられなかった。 
 蜃は、溜め息を吐いた。 
 「母上から、聞いたのか？ ごめんな、俺はそんなに万能なスーパーヒーローじゃないんだ。けど、あの秘術は最後の手段なんだ。そこに至る前に、なんとか終わらせれるように頑張るよ。だから、今はまだ泣くな。いざって時に泣けなくなる」 
 蜃にそう慰められたところで、新月の不安は収まるはずもなかった。 
 泣きやまない新月に、蜃は困ったように言った。 
 「ほら、今辛いのは誰だ？ 自業自得だとしても、旬介の方だろう。俺のところじゃなくて、旬介の側にいてやりなさい。きっと、まだ心細いはずだ」 
 新月は頷くと、泣きながら再び旬介の元へと向かった。 
 部屋では、相変わらず旬介がしゅんと蹲っていた。もう泣いてはいなかったが、数日泣き腫らした顔を見せたくないようで、新月に顔を向けようとはしなかった。 
 「ねえ、旬介。今ね、蜃様にお願いしてきたの。きっと、助けてくれるから……だからね、信じていようね」 
 旬介に何と言っていいかわからず、散々悩んで出た言葉がこれだった。信じたいけど、不安は拭えない。旬介に言いながら、新月が自分に言っているようなものだった。 
 「新月には兄上がいるから、俺がいなくても平気だろ。だって新月は、最初から兄上のお嫁さんになりたいんだもん」 
 不貞腐れたようにぼそぼそ言う旬介。その言葉に、新月の肩がビクリとなった。 
 「なんで、そんな事言うの？」 
 「だって、新月は兄上が好きなんだろ」 
 新月の目から、ぽろぽろ涙が溢れた。悔しくて、悲しくて。 
 けれど、旬介の言う事も事実である。新月は言い返せず、部屋を飛び出した。 
 自分の部屋に戻ってわんわん泣いた。泣いていたら、竜子が部屋に入ってきた。 
 「新月、大丈夫？」 
 竜子は心配そうに、新月の顔を覗き込んだ。 
 「竜子は、大丈夫なの？」 
 事情も話しづらいので、とりあえず問い返した。 
 「うん。あいつ、相当お灸据えられて、珍しく反省してたよ。暫くは大人しいと思うけど、馬鹿だから直ぐに忘れるんだろうね」 
 竜子は苦笑いを見せた。 
 「それより、新月。なんで泣いてるの？ もしかして、夜中に忍び込んだのバレて怒られちゃったとか」 
 焦った表情でこそこそ話す竜子がなんとなくおかしくて、新月は笑った。 
 「違うよ。竜子がいて、よかった」 
 「え？」 
 「前はね、母上と父上と蜃様と旬介だけだったじゃない。でも私も旬介も小さな子供だったからそれでよかったし、いっつも蜃様が守ってくれて庇ってくれてた。でも今は随分変わっちゃったんだよね。あの時みたいな好きの意味が今は違ってて……でもさ、私ね。蜃様は大好きだけど、旬介も大好きなんだ。同じ大好きなのに違うのよ」 
 竜子は相槌を打ちながら聞いていた。 
 「やっぱり、蜃様の好きは新月にとったら特別で旬介の好きは皆と同じ好きって感じなのかな」 
 新月は首を左右に振った。 
 「蜃様の好きは、手が届かない好きなの。でも安心するし、なんだろう。お家みたいな好きかな。旬介とは、ずっと一緒にいたいの」 
 「じゃあ、蜃様とは離れてもいいの？」 
 「一緒にいられたらいいけど、やっぱり蜃様の隣は姉様なんだよね」 
 「それは、新月が勝手に決めているだけでしょ。私は知らないけど、姉様はもういないのでしょう」 
 新月は、首を縦に振った。 
 「じゃあもし、蜃様が新月をお嫁さんにしたいって言ったらどうするの？」 
 新月の顔が真っ赤になった。 
 「新月。葛葉様は私達女にも、選ぶ権利をくれたんだよ。誰を選んでも後悔しないようにって、しっかり話し合って決めなさいって。新月が誰を選んでもいいってことでしょ」 
 ｢でも、竜子。それは、五人のうちでしょ」 
 「そんなこと、葛葉様は一言も言ってないよ！ それに、蜃様だって正真正銘独身なんだから」 
 そう、考えてもみれば今は蜃に恋人すらいない。 
 全てが終わったら、旬介のお嫁入りの事で相談しようと思っていた。そして、お嫁入りしても、今まで通り優しい兄上でいてくれるようにお願いしようと思っていた。思えば、単なる未練だ。 
 ここで、ふと考えた。もし、自分が旬介のお嫁さんになると決めたら人柱はどうなるんだろうか。辞めにしてくれるのか、それともやはり蜃を選べるのか。もし、仮に蜃のお嫁さんにどうしてもなりたいのであれば……旬介は邪魔な存在なのかもしれない。けど、どうしても新月に旬介を切り捨てることは出来なかった。どちらも選べないならいっそ。 
 「私が代わりになればいいのに……」 
 「？」 
 旬介に突き放されてもこれだけ辛くて苦しいのだ。蜃にまで突き放されたら、心置き無く身代わりになれる気さえした。 
 村を追われ、行き場を失い、見ず知らずの自分を面倒見てくれて。散々世話になって恩返しすら出来ていないのだ。 
 「私、決めたよ。竜子ありがとうね」 
 「え？ あ、うん？」 
 訳もわからず、竜子は納得した。蜃を選ぶ決心でも付いたのだろうかと。でもそうなると心配なのは、今度は旬介の方である。消沈して、どうしようも手が付けられなくなりそうである。と言っても、竜子と紗々丸も、まだ上手くいった訳では無いのだけれど。 
 
 新月が顔を洗おうと井戸の方に回ると、蜃の姿があった。他に、獅郎と甲蔵がいる。稽古を終え、汗を流しているようだった。みっともない顔を見られたくなくて、新月は慌てて影に隠れた。けれど、獅郎がそれに気付いてしまった。 
 「新月、どうしたの？ 水汲みに来たのかな？ 手伝うよ」 
 へらへら笑いながら声を上げるのに、蜃も反応して新月の方を向いた。 
 (もう、気付かなくてもいいのに……) 
 新月は顔を染めて、両手で隠しながら来た道を戻ろうとしたのだが、様子がおかしいのに気付いた蜃がそれを引き止めた。 
 「新月、どうした？」 
 両手で顔を隠した新月の肩がピクリとなった。 
 (もう、やだ！) 
 無理矢理新月の顔を覗きながら、蜃が笑うので余計恥ずかしくなった。 
 「ははっ。顔でも洗いに来たんだな。いいよ。後で部屋に持って行ってやるから、待ってろ」 
 新月は、走って自分の部屋に飛び込んだ。 
 顔を洗って落ち着いたら、蜃に告白するつもりだったのに、気分が台無しである。相変わらずの子供扱いに、モチベーションも下がってしまった。どうしてこうも、大人のレディらしく出来ないのだろうか、と。蜃の前では、いつまで経っても女の子のままである。 
 「私のバカ」 
 情けなくなって、また泣きたくなった。 
 
 暫くして、約束通り蜃が手桶に水を張って、手拭いと部屋に持ってきてくれた。 
 「だから、泣くなと言ったろう。目も真っ赤に腫れて、播州皿屋敷みたいだぞ」 
 つまり、酷い顔だと言いたいのだ。蜃としてはいつもの軽い冗談のつもりだったが、今の新月にしたら落ち込む他なかった。 
 顔をばしゃばしゃ洗いながら、最後に濡らした手拭いで目元を冷やした。 
 「美人なんだから、勿体ないぞ」 
 「お蝶姉様も美人でしたね」 
 「は？」 
 珍しく突っかかるような新月の言葉に、蜃は疑問符を上げた。 
 「蜃様が、未だ妻を娶らないのは、お蝶姉様を忘れられないからですか？」 
 「急にどうした？」 
 「教えてください。蜃様は、何故妻を娶らないのでしょう？」 
 蜃は、小さく溜め息を吐いた。 
 
 「そうだな。お前達の方が先に出て行ってしまうことになるんだよな」 
 寂しいのか、と理解したが、そうではないと新月は主張するように言った。 
 「誤魔化さないでください。私は、新月は蜃様のお嫁さんになりたいとずっと思っていました」 
 思わず、蜃の呼吸が止まった。可愛い妹としか見ていなかった少女が、この瞬間少しだけ大人に見えた。考えれば、体型にしろ顔にしろ、もう既に可愛い妹の少女な面影など消えようとしているのだ。 
 「いつから、そう見ていた？」 
 「わかりません。でも、葛葉様に言われて最初に浮かんだのは蜃様でした」 
 「俺は、旬介とお前が夫婦になると思っていたよ」 
 「私も、そう思っていました。それに、今もそう思っているのかもしれません」 
 「旬介は、嫌か？」 
 新月は、首を左右に振った。 
 「蜃様の気持ちを教えてください」 
 二人の間に、無の空気が流れた。 
 そして暫くの後、蜃は新月の頭を優しく撫でた。 
 「お前の気持ちは嬉しいが、やっぱり俺は旬介からお前を取れないよ」 
 新月の目から涙が零れ落ちた。 
 「ごめんな。それに、俺は一生嫁を娶る気は無いのだ。俺の中には少なからず、鬼の血も流れる。もし子宝に恵まれ、その子も、そのまた子へと鬼の血が続いたとして、何れ恵慈家の血が鬼の血に呑まれてしまうとも限らん。母上も父上も、恵慈家の血は呪われたモノとして考えておる故な、もう終わりでいいと思っているのだ。それに本来であれば何も知らず、幸せに生きる筈だったお蝶だけに荷を負わせるつもりはないのだ。俺も共に背負うと誓ったから、俺は誰も嫁には取らん」 
 「では、最後に聞かせてください。もし、蜃様が恵慈家の人間でもなく、鬼の血もない普通の人だったとして、お蝶姉様が病気とかそういうので亡くなってたとしたら、蜃様は私をお嫁にしてくれましたか？」 
 蜃は、苦笑いをした。 
 「それを答えたら、俺は旬介に殺されてしまうぞ」 
 新月は、笑った。 
 「そうだ。新月は笑った顔が一番可愛い。ヤキモチ妬きの旬介の側にいてやってくれ」 
 新月は、俯いた。 
 「大丈夫、死なせはしないよ。母上も旬介も。どうせ、兄上の嫁になればいいとか言われたんだろ。拗ねてるだけだよ。本当にそうなったら、泣き喚いて怒るくせにな」 
 安易に想像出来てしまうのが、お互いおかしくて仕方ない。 
 「さあ、泣くのは本当に終わりにしなさい。まるで俺が泣かしてるみたいじゃないか」 
 まあ、実際はそうなのだけれど。 
 「私、旬介のお嫁さんになります。だから、絶対助けてくださいね」 
 「ああ、約束するよ」 
 すっと差し出した新月の小指を、蜃は優しく絡めた。 
 
 
 「私ね、決めたよ。旬介のお嫁さんになる」 
 相変わらず猫のように丸くなりながら拗ねていた旬介が、新月の言葉にガバッと起きた。まだ尻の痛みが取れないので、動きがぎこちないが、その情けない動きに新月は笑ってしまった。 
 「本当に？」 
 「うん。お尻が治ったらね」 
 「でも俺、母上と……」 
 「蜃様が約束してくれたの。絶対に絶対に、母上と旬介を助けるからって。でも、そうなったら蜃様にあんまり会えなくなっちゃうね」 
 「寂しい？」 
 「うん。でも、旬介がいるから大丈夫だよ。ずっと約束してね。ずっと一緒に居るって。幸せにしてよね」 
 「絶対、俺死なないから」 
 「うん」 
 「俺、明日から今までより修行する。父上にも、嫌だけど兄上にも頼んでめっちゃくちゃ強くなって、鬼なんて倒して、絶対死なないから」 
 「うん」 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 荒れた神社が、もう何十年も放置されているかのように侵食していた。虫や爬虫類が至る所に這う。どんよりと重い空気が立ち込めていた。 
 侵食は日増しに、急速に進み、異常な程である。誰も近付けないその場所で、うごうご二２つの影が動いていた。 
 二つの影は、貪るように蛇や蛙を食している。 
 『絶対に、許せぬ……今度こそ、消してくれる……』 
 枯れた低い音のような言葉が、唸り声のように響いた。 
 『この屈辱、晴らさずおくべきか』 
 旬介達に解き放たれた、鬼と化した富子と泰親であった。 
 二人は、あの時。好奇心で祠の中を覗き込んだ旬介と紗々丸を見つけ、無けなしの力で幻を見せた。唯一出来たその影に、未熟な二人はまんまと掛かった。封印に使われた鏡の前で邪気を吹きかけ、鏡を割るように仕向け、何年か振りにようやく外の世界へと出れた。 
 封印されている間、鏡の世界に閉じ込められた。果てしない空間は、時をも奪われたようであった。お陰で、何百年もそうしていた気がした。時折チラチラと映る外の世界が恋しくて、声を上げても誰も助けてはくれなかった。鏡の世界は万華鏡のように目まぐるしく回り続けた。時の無い空間、そして外の世界。気が狂ったようだった。 
 解放された直後、逃げる為に遣わした式神で力を全て失ってしまったから、その場に邪気を巡らし、這うものを食べ、回復を待っていた。 
 『直ぐにでも復讐してやりたいぞ』 
 爬虫類の血と肉で口元と手をベタベタにしながら、富子が唸り声を上げた。 
 『焦っては、折角のチャンスが失われてしまいます。回復を待つのです』 
 『狂いそうじゃ』 
 もはや、今の姿に人の面影はなかった。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 ｢父上、兄上！ 明日から、めっちゃ修行付けてください｣ 
 「は？」 
 と、晴明と蜃の疑問符が重なったのは夕餉の時だった。久しぶりに皆での食事の席で、声を荒らげた旬介に他の者達も思わず箸を止めた。 
 「なんの風の吹き回しじゃ」 
 「だって、俺等が鬼を解放しちゃっただろ。強くなって倒さないと」 
 「戦うつもりか」 
 驚いた葛葉。横で晴明が、頼もしいなと呟いた。 
 「そうか、お前ももうあの時の蜃と同じ年になるのだよな。十分戦えるか」 
 「晴明殿？」 
 「よし、旬介。明日から、俺と山篭りでもするか」 
 「晴明殿！」 
 「葛葉は蜃と、この里の次の形について進めておいてくれ。俺は旬介に、ありったけの事を教え込むよ。他の子等も、留守の間この家を頼む」 
 納得するかのように、晴明は旬介と勝手に決めてしまった。となると、明日から晴明と旬介は不在になる事になるらしい。 
 「葛葉、心配するな。子も大人になる」 
 「そうではあるがな」 
 「お主の計画は最終手段だ。それまでに出来る限りの事は尽くしたいのだ。それに、俺はその計画。最後まで納得せんからな」 
 「…………」 
 その計画、葛葉と旬介が人柱になるという意味である。ここは、何があっても揺るぎないと言わんばかり威圧感で、その声だけは静かにハッキリと告げられた。流石の葛葉にも、それは罪悪感のように、血の気が引くようだった。静かに、心底、晴明は怒っていると理解した。 
 ｢もうやめましょう｣ 
 葛葉の声が僅かに震えていることに、蜃は気付いた。 
 夕餉を終えてから、小さくなった背中の葛葉が心配になり、蜃は葛葉の後を追った。片付けは新月達が花嫁修行だと息巻いて代わってくれていたので、葛葉はあとは部屋で休むだけだった。 
 「ああ、蜃か」 
 それに気付いた葛葉が、蜃より先に声を掛けた。 
 「母上。大丈夫ですか？ あんな父上、初めて見たから心配になって」 
 葛葉は、蜃に苦笑いを見せた。 
 「ああ、大丈夫。この度の事は、私が勝手に決めた事だから。晴明殿は、余計納得出来んのじゃろう。私はともかく、旬介を巻き込む事が特にな」 
 この際と思い、蜃も思ったことを口にした。 
 「俺もそれは、賛成しかねますけどね。真相を知らない紗々丸はおいといて、旬介はまだ幼く、詳細は知らないにしろ危機だけは知っているべきだったと思います。同時にそれを教えなかった、俺達にも非はあるかと。それにあの年で、責任を背負わすのも、少々やりすぎではないかと」 
 
 「だから私と共に、としたのだ。いずれにせよ、あの術を使うには犠牲が必要になる」 
 「血の繋がりはなくとも、父上にとって旬介はそれだけ強い親子の絆があるのでしょう。形は違えど、それは母上にも。俺よりずっと強い絆があるように見えますけどね」 
 葛葉は、相槌を打つように頷いた。 
 「他に、何か手を考えましょう？」 
 「そうじゃな、すまんな……」 
 「何、俺もこれ以上誰を失っていくのは嫌ですから」 
 「そうではない」 
 蜃が首を傾げるのに合わせるように、葛葉は続けた。 
 「私が産んだのは蜃、お前だよ。けれど、あの子がお前の代わりに私達を支え続けてくれたのは、紛れもない事実なのだ。だから……」 
 言いたいことが言葉にならず、詰まる葛葉に蜃は笑いかけた。 
 「何を今更。そんな事、気にもしていませんよ。何故なら、俺にとって本当に両親だと思えるのは、まだ養父母なんですから。頭では分かっていますが、どうしても覆しきれません」 
 「そうか。人間とは傲慢なものだな。それを悔しく思う私がいるぞ」 
 それではと、部屋を出る蜃の背中を見ながら、葛葉は安堵を覚えた。 
 
 次の日の早朝、旬介は晴明に叩き起されると、寝ぼけ眼を擦りながら身支度を済ませた。 
 皆も寝ている中、見送りに出たのは葛葉と新月だけであった。新月は自らこさえた握り飯を旬介に渡した。 
 「お弁当、お腹空いたら食べてね」 
 まだ約束のうちと漠然と考えている新月と違って、旬介は既にもうすっかり夫婦のつもりであったから、弁当を当たり前のように受け取った。 
 「うん、頑張って早く帰ってくるからね」 
 ふああ、と大欠伸をする。それを見て、葛葉が呆れた。 
 「お前は、何しに行くのか分かってるのか？ 先が思いやられるな」 
 それを見た晴明が苦笑した。 
 「まあ、よい、よい。さあ、行こうか」 
 緊張感のないまま、二人は去っていった。 
 「さて、お前にも私の出来る限りの理を教えてやる」 
 葛葉が新月に言った。 
 「私も、もっと強くなりたい。蜃様に稽古を付けてもらえるようにお願いしてもらえませんか？」 
 葛葉が首を傾げた。 
 「構わんが、自分で頼めばよかろう？ どうしたのだ？」 
 「蜃様、お優しいので」 
 ああっと葛葉は納得した。確かにそうだ。蜃は女子には甘いが、新月には特に甘い。 
 「厳しくするように言っておこう」 
 「はい」 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 こんな所、いつからあったのだろか。全然知らない。 
 里の中を抜けて、入ったことも無い山道を行き、その脇の小さな階段を上がると、古びた小屋があった。 
 「ここも里？」 
 旬介が晴明に聞いた。 
 「そうだよ。ここはね、俺が子供の頃、松兵衛とよく修行に来た場所だ」 
 「へえ、おじいちゃんと父上の秘密の場所かあ。凄い」 
 もう、随分使われていないのであろう。幸い小屋は丈夫に作ってあったお陰で、雨風は凌げそうではある。が、中は酷く荒れていて、蜘蛛の巣と埃が凄まじい。 
 「修行にな、春と秋の数日間ここに泊まったのだ。自分の事は自分でやる、誰の助けも借りない。それも修行の一つ。勿論、毎日食べる物も己の力でどうにかするのだ」 
 「父上と二人で」 
 楽しそうに旬介は呟いた。 
 「いいや、お前一人でやるんだ。俺は俺だけの事をするから、お前もお前だけの事をする。食糧調達も、風呂も、洗濯も、何もかも」 
 「父上は手伝ってくれないの？」 
 「ああ。その逆、俺の事も手伝わなくていい」 
 旬介は、しゅんとした。 
 「すぐに慣れるよ。最初は大変だがな。俺も、すぐに慣れた」 
 「わかった」 
 不安に、ムッスリしながら旬介は頷いた。 
 「とりあえず、今日は掃除だなあ。これじゃあ、数日どころか明日までいるのも厳しいぞ」 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 夜が明ける前に起きて、夕方になる少し前までクタクタになるまで稽古する。剣術、体術、武器の使い方、あらゆる稽古を繰り返した。それから、日が沈むまで食糧になる獲物を狩りに行き、山菜やキノコを取りに行く。 
 最初は晴明が食べられる物を細かく教え、肉の捌き方も丁寧に教えた。屋敷から持ってきたのは、米と塩のみ。水はふもとの川まで汲みに行くのだが、まあまあ遠い。食事を済ませてから風呂や洗濯をする頃には、体力も底を尽きかけていた。 
 最初のうちは泣き喚いて助けを求めていた旬介も、何を言っても晴明が手を貸さない事に気付いてからは、諦めたように頑張っていた。 
 数日もすれば、さほど寒くもない筈なのに荒れて割れた手から血が滲んだ。食事を出来ない日も多かった。それでも、やるしかなかった。 
 何週間、何ヶ月経ったか考える間もない時間が流れた。倒れずに、ここまで居られたことに驚くぐらいだった。 
 ある日。 
 「旬介、明日は屋敷に帰ろうと思う」 
 疲れた身体にムチを打ちながら、血の滲む手で誤魔化し誤魔化し洗濯していた旬介に晴明が声を掛けた。 
 「修行は、終わったのですか？」 
 半分期待して、少し安堵のような嬉しさがあった。 
 だが 
 「いや、米と塩が尽きた」 
 その期待は、無残に打ち砕かれた。 
 「米と塩……」 
 「そう、がっかりするな。米と塩を調達するための帰還ではあるが、何日かは休もうと思ってるよ」 
 「やっぱり、戻ってくるのか」 
 「ああ、まだまだお前に教えていない事が山程あるからな。けれど辛いなら、ここでやめてもいいぞ」 
 旬介の手が止まった。 
 「でも、やめたら母上と死ななきゃならんので……新月と夫婦になったし」 
 「ほう」 
 「だから、俺は死ねん。どんなに辛くても、やるしかない」 
 「その事だがな」 
 再び手を動かし始めた旬介の手を、晴明が止めた。 
 「俺は、そうさせるつもりはないんだ。犠牲には俺がなろうと思っているから」 
 旬介は飛び跳ねるように立ち上がった。 
 「これは、随分前から決めていた事だよ。鬼の一人は、紛れもなく俺の母親だ。母上のせいで、葛葉にも随分辛い思いをさせた。それに、こうする事が俺が唯一出来ることで、俺の役目だと思ってるんだ」 
 旬介の顔が歪んだ。言葉が見つからない。 
 「なあに。案ずることは無い。子の責任を取るのは、親の役目だからな。お前は俺の分まで、葛葉と里を頼むよ」 
 やっぱり、強くならなきゃ。なにがなんでも、強くならなくちゃいけない。その思いが、旬介の言葉を詰まらした。視界が酷く歪んで見えた。そして、改めてとんでもない過ちを犯したことに気付かされた。 
 あの時、何故あの場所に惹き込まれていったのか。藤治の言葉に従わなかったのか。紗々丸を止めなかったのか。悔やんでも悔やみきれない思いが零れた。 
 「あの場所のことも、鬼のことも。きちんと説明しなかった俺達が悪いのだ。お前は、しっかり罰も受けただろう。俺は、それで十分だと思うぞ」 
 言葉にならない声を振り絞った。 
 「……修行……続ける……」 
 「いいのか？」 
 「……うん……」 
 その日、旬介の身体は疲れているのに、全然眠れなかった。それどころか、修行を始めたばかりの時のように、明け方まで布団の中で泣いて過ごした。 
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 「そろそろ、二人が帰ってくるぞ」 
 葛葉が晴明から受け取った言霊で、その旨を皆に伝えた。 
 「ほう、修行が終わったんですね。思ったより早かったかな」 
 蜃が感心するように言ったが、葛葉がそれを否定した。 
 「いいや、単に食糧に持って行った米と塩が切れただけのようじゃ」 
 「俺が持っていきましょうか？ というか、時々運んでいたし」 
 そうなのだ。持っていった食糧が切れたというのはただの口実で、精神的にも肉体的にも旬介が限界だと悟った晴明が骨休めの為に用意した帰省に他ならなかった。 
 「いや、ここらで少し休みを入れなければ、潰れてしまうという意味だろう。帰ってきたら、充分に休ませてやってくれ」 
 晴明にしろ旬介にしろ、葛葉にとっては出会ってから一度も離れた事のない二人であった。だから不在の間が、想像以上に寂しかった。時折、葛葉の落ち込む姿を見て、蜃は心配していた。 
 「けど、ようやく会えますね。今夜はご馳走にしましょうな」 
 
 晴明にしろ旬介にしろ、葛葉にとっては出会ってから一度も離れた事のない二人であった。だから不在の間が、想像以上に寂しかった。時折、葛葉の落ち込む姿を見て、蜃は心配していた。 
 「けど、ようやく会えますね。今夜はご馳走にしましょうか」 
 「そうだな、それがいい。風呂も沸かしておいてやろうか」 
 葛葉が浴室に向かおうとした時だった。 
 「母上様」 
 新月だった。 
 「どうした？」 
 「あの、旬介と父上はいつまでおられる予定ですか？」 
 「特には決まっておらんが、晴明が考えておるじゃろうな。どうかしたか？」 
 新月は、少しだけ言いづらそうな素振りを見せた。 
 「どうした？」 
 と、今度は蜃が問うた。 
 「あの……不謹慎かもしれませんが……その、丁度収穫祭があるからって」 
 「あ」 
 と、葛葉から声が出た。 
 「すっかり忘れていた。晴明が戻ってくるのは、そのためだ」 
 蜃が、首を傾げた。 
 「というと？」 
 「蜃よ、毎年を思い出してみろ。旬介が一番大好きなお祭りじゃ」 
 「ああ！」 
 お祭りは三日間通して行われる。毎年、その間毎日、旬介は収穫祭ではしゃいで楽しむ。新月や幼馴染達と。それから、晴明や葛葉と。特に晴明と二人で出掛けることも多かった。 
 「あいつ、異様に好きですよね。収穫祭」 
 葛葉と新月が、笑った。 
 「ああ。付き合いきれんと皆が言っても、誰かを誘って行くからなあ。夜だろうが、昼だろうが」 
 「でも、俺とは行こうとしませんけど」 
 「照れてるんです」 
 新月がぼそっと言った。 
 「照れる？ 何を？」 
 「前に、旬介が話してくれました。蜃様の事が嫌いで、父上に宥められた後、蜃様と仲直りしたけど、今更どうしたらいいかわからないし。でも、やっばりあの時の事は嘘かもしれない気がするから嫌だって。そういえば、あの時の事って何のことなんでしょう？ 私が何度聞いても教えてくれないから」 
 蜃は、苦虫を噛み潰したような顔をした。 
 「あ、ああ。新月は、知らない方がいい」 
 「え？」 
 その後、新月は蜃に何度か聞いたが、やっぱり答えてはくれなかった。 
 
 翌昼前に、晴明と旬介が帰ってきた。皆で迎えるが、その姿は酷いものだった。 
 晴明はまだマシではあったが、それでもよれよれになった着物に髪も傷んで、薄汚れていた。旬介に関しては、薄汚れた着物はよれよれな上に所々破れ、顔や身体に傷が多々あるどころか、指先は酷く爛れて応急的に布で巻かれていた。 
 「旬介、すぐ治してやろう」 
 お帰りの一言を出す前に、葛葉は草履も履かずに外へと飛び出していた。 
 「葛葉、ただいま」 
 晴明が、横から声を掛けた。 
 「ああ、晴明殿。晴明殿も、怪我があらば直ぐに。新月、竜子、二人を風呂に入れて、新しい着物を着せてやってくれ。他の者は、直ぐに食事の準備を」 
 「葛葉、そんなに焦らなくても大丈夫だよ」 
 「しかし、この姿は。無茶はやめてくれ」 
 「ははっ」 
 竜子が二人を呼びに来た。新月は、二人の着物を取りに行っているようだった。旬介は治療中だった為、先に晴明が風呂へと向かった。 
 「おかえり、旬介。強くなった？」 
 新月が、ぽつりと話しかけた。酷く疲れた顔をしていた旬介ではあったが、新月の顔を見ると嬉しそうに笑った。 
 「多分ね。でも、もっともっと強くなるよ！ 強くなって、新月も母上も父上も守れるようにならなきゃ」 
 葛葉が、呆れたように言った。 
 「なんとも頼もしい事じゃが、こんなになってまで……無茶はいかんぞ。それに蜃もおるし、お前一人が頑張らなくても大丈夫じゃ」 
 葛葉の優しさと甘さであったが、旬介は急にむすっと頬を膨らました。 
 「そんなの嫌だ。俺は兄上より、直ぐに強くなるから」 
 「なんで、お前は蜃をそこまで嫌うのだ？ 兄だろう、仲良く出来んのか？ 蜃も手をやいておるぞ」 
 「そんなの、兄上が悪いんだし」 
 丁度傷の手当が終わり、旬介は逃げるように浴室へ走っていった。 
 「全く、困ったもんじゃ。なんとかならんかな」 
 葛葉の悩みだった。 
 一方、その原因をなんとなく把握している晴明は、その点では今は諦めていた。時間が経てば自ずと解決すると思っていたから。今はそういう難しい時期なのだ。かつて自分が葛葉に対してそうだったように、と。 
 別に、旬介も蜃が本音で嫌いな訳では無い。何をやるにも完璧に上をこなしてしまう蜃が、羨ましくも妬ましくも思っていた。新月はともかく、晴明も葛葉も蜃より自分を見ていてくれている事はわかっていたし、それに不満もなかった。けれど、自分自身が蜃より優れたものがない事が知らぬ間にコンプレックスになっていて、どうしても苦手であった。仲良くしたくても、出来ない天邪鬼な反発心がどうしても先に動いてしまうのだ。 
 浴室に向かっている最中だった。 
 「よく帰ったな。もうすぐお前の好きな収穫祭があるのだが、行けそうかな？」 
 蜃だった。不自然な笑い顔で、ムスッとした旬介に話し掛けた。 
 「すっかり、忘れていました」 
 「そういえば、お前と行ったことがないからな。どうだ？ 今年は一緒に見に行かないか？」 
 「…………」 
 「今年で最後になるかもしれんだろ？」 
 「どうしてですか？」 
 「来年には、地を分散する。それぞれがバラバラの生活になるからな。俺は、お前にそんなに嫌われる事をしたかな？」 
 旬介の中に、急に罪悪感が湧いてきた。 
 「嫌ってませんよ。ただ……ちょっと、苦手なだけです。でも、いいですよ。今年は一緒に行っても」 
 「そうか」 
 
 旬介は顔を赤くしながら、小走りで蜃の横を抜けた。 
 晴明と風呂に入りながら、今あった蜃との事を話した。 
 「ははっ。蜃が、そうかあ」 
 晴明は、楽しそうに笑った。 
 「父上！ 俺、兄上に困ってるんだって」 
 更に晴明は笑った。 
 「旬介は、蜃の保護者のような言い方をするな。蜃は優しいからな、お前ともなんとか仲良くなりたいのだぞ。それに、いくらお前達が分散した各土地を納めるにしても、統括するのは蜃になる。だから、今のうちに和解しといてくれないか？」 
 「別に喧嘩してるつもりもないですけど」 
 「ああ、俺にも経験があるからわかるよ」 
 「父上にも？」 
 「ああ」 
 そして、晴明は葛葉との事を旬介に話した。誤解から嫌っていた事や、それ故素直になれなかったこと。思えば旬介は晴明に似ているし、蜃は葛葉に似てしまったのかもしれない。 
 「けれど、最後は相手を理解しようとする気持ちが大切なのだ。それが出来たら、お前も少しは大人になれるかな」 
 「ふうん」 
 相手を理解しようとする。考えたことも無かった。 
 「お前は理解されてばかりだからな。蜃にも、新月にも。今度はお前が理解する側になる事が必要なんじゃないか」 
 旬介は、難しい顔で湯船に浸かっていた。 
 「さあ、この休みによく考えてみるといい。さて、そろそろ上がるぞ。逆上せてしまう」 
 二人が風呂から上がると、宴会の準備は進んでいた。随分見ない間に、紗々丸と竜子の仲が縮まっているように見えた。あれだけ嫌がってたのに、何があったのだろうと思った。藤治は相変わらず華炎に振り回されているし。 
 「甲蔵、お前大きくなってない？」 
 白い髪の間から赤い目が、旬介を捉えた。 
 「背は随分伸びたけど」 
 甲蔵の頬を触ってみたが、相変わらずぷにぷにとして気持ちよかった。 
 「旬介、何をしている。早く、座れ。主役だぞ」 
 蜃が、旬介の背中をポンと押した。 
 「主役？」 
 「暫くロクなもの食っとらんのだろ。今夜は無礼講じゃ」 
 晴明の言葉をふと思い出した。 
 「兄上」 
 「なんだ？」 
 相手を理解しようとする気持ちが大切。 
 「俺、茶碗蒸し食べたい」 
 蜃が、ふっと笑った。 
 
 「そうか。直ぐに準備しよう」 
 「明日、剣術の相手してください」 
 「ああ。けど、無理はするな。十二分に休めよ」 
 「うん」 
 久しぶりに、充分に飲んで食べた。沢山話もしたし、歌も踊りも楽しんだ。 
 あっという間に夜も更け、疲れもあって、その晩は死んだように眠った。 
 次の日の早朝、山修行のお陰で旬介は誰よりも早く目が覚めてしまった。いつもなら、朝の身支度、朝餉の準備を始める時間だ。けれど、今は家。いつもなら朝からヒリヒリ痛む憂鬱な指先も、葛葉のお陰でなんの支障もない。 
 もう少し寝ようかと思ったがそれも出来ず、誰よりも早く身支度を始めた。その音に気付いた新月が目を覚ましてきた。 
 「おはよう。早いね」 
 「おはよう。起こした？」 
 「ううん、大丈夫。私も起きなきゃ。ごめんね、準備手伝うね」 
 「いいよ、大丈夫。一人で出来るし」 
 なんだろうか。新月の目にほんの少しだけど、旬介が頼もしく見えた。 
 「じゃあ、朝餉作るね」 
 新月は、急に恥ずかしくなり、寝巻きのまま台所へ駆け出した。 
 一緒に育ったはずだし、少し前まで旬介の方が遥かに幼く感じていた。それが今は自分一人残されたように、旬介の前にいる自分の方が遥かに幼く感じる。 
 ふと、不安も感じた。このままでは、蜃どころか旬介にも見放されてしまうかもしれないと。 
 「私も強くならなきゃ」 
 いつまでも、少女のままではいられないと思った。 
 
 「新月、今日は早いのね」 
 旬介達が山修行に出掛けてから、葛葉抜きの女達で家事をするのが日課となっていた。早くから一人であくせく朝餉を作る新月に、最初に声を掛けたのは竜子だった。 
 「うん、旬介の方が早くて。早く朝餉の用意してあげなきゃ」 
 「そうなんだ。いっつも、一番遅くまで寝てたのにね。すぐ手伝うわ」 
 「うん、あとお魚焼くだけ」 
 米を炊き、味噌汁をこさえ、魚を焼く。それも、大人数分。流石に魚まで手が回らず、干物が台の上に投げ出されたままだった。それを竜子は、慣れた手つきで焼き始めた。そうこうしてるうちに、薫風や夢路、華炎が揃い、漬物を切ったり盛り付けたりと徐々に準備が整えられた。 
 丁度朝餉を居間に運ぶ時、起きたばかりの蜃に出くわした。丁度厠から出てきたばかりだったようで、寝巻きのまま井戸端に向かっている途中だった。 
 「今日の朝餉はやけに早いな」 
 「旬介と父上が、もうお待ちなのです」 
 「そうか。他の奴らはまだ寝てるぞ」 
 「すぐに起こします」 
 と、竜子は朝餉を置くと各部屋に向かっていった。 
 「急がせたみたいで、すまなかったね」 
 居間では既に、晴明と旬介が待っていた。 
 「遅くなりました」 
 新月が頭を下げた。 
 「いや、山では自分達で朝餉の準備をしていたからね。その時間に目が覚めてしまっただけだよ。お前達は、何も悪くない。逆に、迷惑かけたね」 
 「とんでもないです！」 
 新月は、頭を下げた。明日はもっと早く起きよう、そう思った。 
 「じゃあ、旬介。せっかくだから先に食べて、今日は久しぶりに手習いでもしようか。札書きも出来ねばならんからな」 
 「はい、父上」 
 言ったものの、実際に札書きを教えるのは葛葉である。要するに、今は復習だ。 
 「そういえば、父上。明後日から収穫祭が始まりますよ」 
 「へえ、そうだったか」 
 「今年は、兄上と行く約束をしました。あと、今日は剣術の稽古を付けてもらう約束もしました」 
 「それは、楽しみだな」 
 「父上が？」 
 「ああ。蜃の稽古も暫く付けていないし、お前も随分強くなった。どちらが勝つかな？ どちらにしろ、おまえにとっても蜃にとっても、力を見直す良い機会だ」 
 「俺、絶対勝ちますよ」 
 「はは。頼もしいな。だが、蜃も強いぞ。俺には兄弟はいなかったが、蜃の育ての父が丁度俺の弟のような存在だったのだ。よく互いに剣をぶつけ合って、腕を磨き合ったものだよ」 
 「で、どっちが勝ったんですか？」 
 「勿論、勝つのは俺だ。けど、相手も強くてな。本当にいつもギリギリで、いい勝負だった」 
 皆が揃う頃に、晴明と旬介は食事を終えた。それと旬介が入れ替わるように居間を出ると、その後を新月も追った。残った晴明は蜃と話をして、午後から蜃と旬介の試合をする事に決まった。 
 「簡単な稽古のつもりだったんだけど」 
 札書きの練習をしながら、旬介が呟いた。後ろで、午後からの試合の準備と手習いの手伝いを新月が行っていた。 
 「嫌なの？」 
 「ううん、俺が勝つし」 
 さらっと答えた。 
 「怪我しないといいけど」 
 「兄上が？」 
 「ううん、旬介が」 
 新月が心配してくれたのが嬉しくて、旬介の顔が少しだけ緩んだ。 
 「いっぱい修行したし、きっと勝てるよ」 
 あっという間に昼過ぎになる。 
 葛葉が心配そうに見守り、晴明は楽しそうに見守っている。子供達は、晴明同様楽しそうだ。 
 「旬介、無茶すんなよ！」 
 紗々丸が手を振り回して叫んだ。お祭り気分だ。 
 「蜃、手加減は無用だ。寧ろ、手抜かりしたら怪我をするぞ」 
 晴明が蜃に告げた。それでも、いきなり本気で行くには気が引ける。寧ろ、徹底的に叩きのめしたりなんかしたら、また嫌われるのも嫌だった。ここは負けてやるのもありかと考えた矢先だった。 
 「兄上、わざと負けたりしたら、一生口効かないから」 
 旬介の見透かしたような台詞に、一瞬ドキッとした。 
 「馬鹿言え。負けても恨むなよ」 
 はじめ！ っと、晴明の声が響いた。 
 先手を打ったのは、旬介だった。蜃の受けた木刀から響く衝撃が重たかった。 
 いつまでも幼い子供と思ったいた事を、改めさせられた。いつから、こんなに力がついたのだろうか。いつから、こんなに早く動けるようになったのだろうか。いつの間に、こんなに大きくなったのだろうか。わざと負けようとした自分を恥ずかしく思い、同時に手を抜いたらやられる気がして、ゾッとすらした。 
 蜃は後ろに弾き飛ばされ、体勢を立て直す間もなく旬介の次の攻撃が始まった。それをかろうじて避け、受け止め、そのまま鍔迫り合いへと繋がる。次に弾き飛ばしたのは、蜃の方だった。 
 お互い僅かに体勢を立て直すのと同時に次の攻撃に入ろうとしたが、全てが僅かに旬介の方が早かった。そのせいか、蜃の体勢が悪く、ゾッとした蜃の木刀が旬介の肋骨にめり込んだのは僅かに蜃の方がまだ技術に長けていたから。経験の差もあった。 
 はっとした蜃の手から、木刀が落ちた。その場に、吐きながら蹲る旬介が見えた。 
 「す、すまん。本当に、すまん」 
 顔面蒼白の蜃の横を飛ぶように抜け、葛葉が旬介の治療にかかった。 
 「蜃、気にするな。これも勝負だよ」 
 晴明が、蜃を持ち上げるように起こした。どうやら、気付かないうちに座り込んでしまっていたようだ。とんでもないことをしたと、うっすら目元に涙すら溜まった。 
 手に伝わった、肋骨が根こそぎ折れる生々しい感触が残り、手が震えた。 
 「強くなったろ？ 旬介は」 
 「はい…」 
 「また、相手してやってくれ」 
 「…………」 
 うんとは、言えなかった。 
 治療は終わったものの、まだぐったりとする旬介に晴明が近寄った。 
 「旬介、大丈夫か？ 立てそうか？」 
 旬介は、コクリと頷いた。悔しさでいっぱいだった。 
 あんなに修行したのに、やはり剣術でも兄には勝てないのかと思うと、悔しくて泣きそうだった。 
 「部屋で休んだ方がいい」 
 葛葉が旬介にそう告げると、旬介は首を左右に振った。 
 「もう、大丈夫」 
 そして、ゆっくりと立ち上がる。 
 「父上、俺全然ダメだ。早く山に戻らないと」 
 蜃を見てから、ふと視線を逸らすように下げた。 
 「旬介。蜃は、強いだろ。だけど、今のはそれだけじゃないぞ」 
 「？」 
 
 「お前が強くなったから、蜃が本気でやるしかなかったんだ。そうだろう？」 
 話を振られた蜃は、なんとなく恥ずかしくなった。実力の差など、今はたいしてないことに気付かされたから。 
 「あ、ああ。手加減など出来んかった。気付いたら、身体が勝手に反応していたよ」 
 ぷはっと、晴明が笑った。 
 「それじゃあ、まるで火事場のクソ力ではないか」 
 「…………」 
 否定は出来なかった。 
 「さあ、旬介も。修行再開は、もう少し後だ。今年の収穫祭を楽しめ。いいな！」 
 
 なあなあ、凄かったなっと、子供達がはしゃぐ中。葛葉は、蜃にも声を掛けた。 
 「お前は、怪我をしておらんのか？」 
 「ああ、大丈夫ですよ。けど、あいつも剣術のセンスを十二分に持っていると思います。正直、負けると思いました」 
 「謙遜じゃな」 
 「本気ですよ」 
 今まで、蜃は剣術で負けたことなどなかった。剣術は好きだったし、一生懸命に稽古もしてきたが、真剣に修行などしたことが無かった。しなくても、十分強かったからだ。 
 が、初めて負けるかもしれないと妙な焦りを覚えた。 
 「俺も、修行したいと思いました」 
 「修行を？」 
 「俺がまだ武家の家に居た頃の話です。俺も剣術の腕には覚えがあったし、正直熱血というのは苦手で。上手い具合に交わしていた相手がいました。街で一番の剣の腕と才能を持つ男が、何度も俺と勝負したいと訪ねて来ていて。そいつに今度会いに行ってみようかと。どの程度のものかなと、今ふと思い出しましたよ」 
 「そうか。晴明では、不足か？」 
 「否、不足ではありませんが、それではいつも手が同じ。あいつには悪いが、俺はあいつより遥か上にいていたい」 
 葛葉は、首を傾げた。 
 「何故に？」 
 「さあ、理由などわかりません。けれど、強いて言うなら“ 兄”だから。ですかね」 
 それから、その日は各々が自由に過ごしていた。遊んだり、騒いだり、出掛けたり。 
 蜃は、先程葛葉に話したように、その男に会うためにと文を書いた。その文を書き終わり、飛脚に頼みに行き、帰ってきたところで旬介と甲蔵を縁側で見つけた。 
 「おお、旬介。もう、平気か？ お前達だけか？」 
 「とっくに平気。皆、買い物とか祭りの手伝いとかに出てった。母上が、なんか心配だから甲蔵と留守番してろって」 
 旬介は、手に持っていた竹とんぼを飛ばした。が、それは飛ばずにぽとりと落ちた。 
 「飛ばないじゃんか」 
 甲蔵が、ぷうっと言った。 
 「まだ、作ってる最中」 
 「もう十回くらいやってるし、他にもいっぱい作ったのに。へたくそ」 
 甲蔵がつまらなさそうに、庭に飛び降りた。 
 「なんじゃ、甲蔵に竹とんぼを作ってやってるのか？」 
 「竹とんぼじゃなくてもいいー」 
 「……父上がいつも作ってくれてたから、俺もすぐに出来ると思ったんだ。難しいな、これ」 
 「ほうか、貸してみろ」 
 旬介は、小刀と新しい竹の材料を蜃に渡した。 
 作り手が変わったので、甲蔵が目を輝かせながら蜃に迫った。 
 「竹とんぼ、いっぱい作って。いっぱい飛ばすから」 
 「ようし、待っておれよ」 
 息巻いた蜃であったが、実は蜃も竹とんぼを作るのは初めてだった。竹とんぼどころか、玩具を作ったこともなかった。 
 作れど作れど、まともに飛ぶ竹とんぼが出来ない。それどころか、旬介が作るものよりも遥かにガタガタなものばかりで、とうとう甲蔵も拗ねてしまった。 
 「蜃様って、案外不器用なんですね」 
 気付かぬ間に戻った新月がぽつりと呟いた。 
 蜃が、珍しく傷付いた。 
 半ばヤケになりながら、蜃と旬介が竹とんぼ作りに熱中している間、遊びを変えた甲蔵が新月と蹴鞠を始めた。 
 そうこうしているうちに、櫓作りを手伝いに行っていた晴明が帰ってきた。 
 「仲良く何をしておるのだ？」 
 珍しく兄弟で、夢中で何かをしている姿を見て、晴明は興味深いとそれを覗いた。まるでゴミの山のような竹とんぼの失敗作を見て、おおうっと仰け反ってしまった。 
 「お前達、揃ってぶきっちょか」 
 「あ、父上」 
 旬介が、救世主を見つけたと言わんばかりの声を上げた。 
 「竹とんぼ！ 竹とんぼ、作り方教えてよ」 
 「ああ」 
 その声を聞いて、蹴鞠を止めて甲蔵が晴明に飛びついた。 
 「兄上達、全然出来ない下手くそなんだ」 
 「ははっ」 
 晴明は、苦笑した。晴明は生まれつき手先が器用で、それもあって子供の頃から色々な物を作るのが好きだった。 
 晴明の手に掛かると、竹とんぼはあっという間に出来てしまった。晴明の竹とんぼは、空高く高く飛び、また飛ばした主の元へとちゃんと帰ってくる。 
 「凄い！ 凄い！ いっぱい作って！ いっぱい飛ばすから」 
 甲蔵にせがまれたのもあり、蜃や旬介に教えるのも兼ねて、晴明は何本も竹とんぼを作った。何本か作るうち、旬介は次第に上手くなり、晴明程まではいかずも、それなりの竹とんぼが出来るようになった。 
 しかし問題は蜃で、いくら練習してもちっとも上手くならない。終いには嫌気がさして、それを投げ出した。 
 「兄上にも、出来ないことがあるのだな」 
 不機嫌な蜃とは変わって、旬介は嬉しそう。 
 子供のように膨れながら、蜃は自室に篭った。 
 「旬介、あんまり蜃をからかうな。お前と違って、あいつは慣れとらんからな」 
 「だって、折角兄上の弱点見つけたんだもん」 
 「お前な」 
 晴明が、旬介をコツンと小突いた。 
 その後、皆が帰ってくるも、蜃は妙に不機嫌なままだった。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 数日して、待ちに待った収穫祭が始まった。 
 朝から、太鼓の拍子や笛の音が里中に響いた。 
 屋敷の女子達は、皆里へと手伝いに出掛けた。酒や料理を振る舞う準備だ。 
 それから男達は、櫓や神輿の用意で、皆が皆大忙しだった。 
 このお祭り、里に暇なものなど誰一人いない。皆が働き、交代で楽しむ。そこに、身分などなかった。 
 「甘酒でも飲んで一休みしたら、祭りに行ってくるといい」 
 朝から働き詰めの女子供達に、葛葉は甘酒を配りながら声を掛けた。 
 気付くと、昼はとっくに過ぎていた。食事はちょくちょくつまみ食いのようなことをしていたので、それ程腹は減っていない。 
 「男達は、神輿の方にいるよ。交代で掲げてるから、今頃休憩中だろう。誘っておいで」 
 楽しそうに飛び出していく子供達を見て、葛葉は少し寂しく感じた。来年には、こんな風に皆で楽しめるんだろうか。きっと、この祭りも姿を変えてしまうに違いない。 
 それに……一番の心配事が、まだ控えている。 
 そこまで考えて、今は変に思い詰めるのはよそうと思った。 
 
 「旬介、お祭り行こう」 
 新月が、走ってきた。夢中で来たので、息が切れている。それを 
 見つけた晴明が、新月の側に寄り、背中を摩った。 
 「新月、旬介なら蜃と出掛けたぞ」 
 「ええ！」 
 驚いたのと残念とで、新月は思わず声を上げた。 
 「今年は、蜃と約束したんだそうだ。どうだ、俺と行こうか」 
 旬介も蜃も取られたような気分で、新月はコクリと頷いた。 
 「そう、不満気な顔をするな。俺も傷付くぞ」 
 晴明の笑いに、新月ははっとした。 
 「どうじゃ、気分転換にでも」 
 と、晴明が指差す先には“ おしるこ屋” 。 
 「私、栗のおしるこがいいです」 
 「そうか。なら、俺は餅にしようかな」 
 今年は晴明と二人だったけど、それはとても楽しかった。楽しくて、ふと亡くした両親を思い出した。いつだったか、こうして歩いて近くのお祭りを見に行ったことがあったのを思い出した。 
 「晴明様。おっとおって呼んでいいですか？」 
 「ああ」 
 父上ではなく、おっとお。それが、本来の新月だった。 
 
 ほんの少しだけ、時間を遡る。 
 朝早く全員で目を覚まし、軽く朝餉を済ませると、それぞれ事前に打ち合わせた場所に向かった。 
 女性陣は、祭りで嗜む料理や酒の準備のため、里に特別設置された幾つかの料理場へ分かれて向かい、男性陣は神輿を掲げるため神社へと向かった。 
 
 お祭りの手伝いは忙しくも楽しく、特にメインである男性の神輿は大いに盛り上がっていた。 
 来年からの里分裂の話もこの時は既に里に広がっており、来年以降の更なる泰平と繁栄を願って六つの神輿が掲げられると、それぞれ順番に里を練り歩いた。 
 今年の主役は、それぞれの里をおさめることとなる旬介達。旬介達が神輿に上げられ掲げられる姿は、めでたくも少々滑稽にすら思えた。 
 昼過ぎになると、一斉に休憩に入った。また昼過ぎから神輿が練り歩く。 
 「神輿に乗るのも大変だね」 
 獅郎は神輿の揺れに慣れず、少々ぐったりしていた。 
 「大丈夫？ 獅郎程じゃないけどさ、俺も疲れちゃって祭りどころじゃなくなっちゃったよ」 
 休憩場所で、藤治がぐったりとしながら呟いた。 
 「情けねえな」 
 呆れるように紗々丸が言った。 
 甲蔵に至っては、まだ幼いせいもあり、獅郎の側でいつの間にかぐっすり眠っていた。 
 「紗々丸、竜子と祭り見物に行ってきたらどうだ？」 
 眠る甲蔵を抱き上げながら、晴明が声を掛けた。 
 「なんで、あいつとお？」 
 「そうか。じゃあ、藤治、獅郎はどうする？ この子は寝てしまったからね、家に一旦帰ろうと思うのだけど。お前達が見てくれたら助かるかな」 
 「いいですよ、俺も帰ります。もう、疲れちゃったし。甲蔵、俺が背負っていきますよ。藤治はどうする？」 
 「俺も帰ろうかな？ 明日もあるしねえ」 
 「まだ一日目だしな。あと二日、長いよね」 
 言うと、獅郎は甲蔵を背負って藤治と歩き出した。 
 紗々丸もそれを合図に、照れたように休憩場所を飛び出して行った。 
 「さて、旬介は新月を呼びに行ってくるかな」 
 旬介は少し考えたように間を空けた後、配られた甘酒を飲む蜃を見た。 
 「兄上、祭り行こうよ。約束したし」 
 急に声を掛けられた蜃は、「あ、ああっ」と声を上げた。 
 「ほう、今年は珍しいな」 
 「兄上が、俺と行きたいって」 
 「そうなのか？ そういえば、そんなことを言っていたな」 
 「まあ」 
 「早く！」 
 急かされて、蜃は慌てて旬介を追いかけた。 
 特に何する訳でもなく、ぶらぶらと歩いては時折里の人々が祭り用に用意した料理や酒をつまみ食いした。 
 改めて二人になると、お互いどんな話をしていいのかもわからず、余計についつまみ食いに走ってしまう。このままではいけないと、蜃から口火を切ったのは神輿に戻る少し前だった。 
 ｢旬介、随分強くなったな。修行は、やっぱり辛かったか？｣ 
 旬介は、蜃から話を振られて、少しだけ安堵した。 
 ｢うん。辛かった。でも、久しぶりに父上と二人だったし、楽しかったよ？｣ 
 ｢そっか、楽しかったか。お前は父上が大好きなんだな｣ 
 旬介は、何となく首を傾げた。 
 ｢なんで？｣ 
 蜃は、苦笑いした。 
 ｢お前も知っての通り、俺が父上や母上と初めて会ったのは、今のお前くらいの年だったし、それまで父上も母上も別の人達だったからな。今でも、あの二人を本当に親だなんて思えんよ｣ 
 ｢じゃあ、兄上は父上も母上も好きじゃないの？｣ 
 ｢そうではない。親と言うより……友達……とは違うな……強いて言えば、親戚みたいなもんかな？｣ 
 ｢紗々丸達、みたいな？｣ 
 ｢あ！ 近いかも｣ 
 ｢じゃあ、俺のことは？｣ 
 ｢お前は、やっぱり弟のままだな｣ 
 ｢変なの｣ 
 ｢変か？｣ 
 蜃が笑った。 
 ｢じゃあ、新月は？｣ 
 ｢え？｣ 
 咄嗟に振られ、蜃はドキッとした。何かやましい事がある訳でもないのに、焦った。目が泳いだのか、それを旬介は疑わしく見た。 
 ｢新月は、兄上の事が好きだよ。兄上は、どうなのさ？｣ 
 ｢何を急に？｣ 
 ｢俺がずっと気になってたのは、山にいる間、兄上が新月を娶ってしまうんじゃないかってこと｣ 
 ｢馬鹿を言うな！｣ 
 蜃は、思わず声を荒らげた。 
 ｢お前はそんなくだらんことを考えておったのか？ ｣ 
 旬介は、カッとした。 
 ｢くだらんってなんだよ！ なんだよ、兄上になんかに、俺の気持ちがわかるかよ!!｣ 
 旬介は地面を一蹴すると、蜃を払うようにしてその場を去った。 
 ｢最後に誤解くらい解いておきたいと思っておったのに、あの分からず屋が｣ 
 二人のすれ違いは、今後もずるずると無駄に続く事となる。 
 
 先に旬介が神輿に戻ると、晴明と新月が居た。 
 ｢おかえり。あれ？ 蜃は？｣ 
 晴明の質問に、旬介はぷいっと顔を背けた。 
 ｢あんな奴、知らん｣ 
 ｢お前、兄上にその物言いはないだろ！｣ 
 晴明が、旬介の脳天を軽く小突いた。 
 ｢全く、また喧嘩でもしたのか？｣ 
 ｢喧嘩した。でも、兄上が悪いし。俺、悪くないし！ あーあ、兄上となんか行かずに、新月と行けばよかった!!｣ 
 ｢それは、それは悪かったな｣ 
 後ろから、遅れて到着した蜃が呟いた。 
 ｢お前もか｣ 
 というのは、二人とも臍を曲げたのか。と言う呆れた意味。晴明は、付き合いきれんと溜め息を吐いた。 
 ｢蜃様と旬介は、生まれながらにして相性が悪いのかもしれませんね｣ 
 新月がポツリとこぼした。 
 ｢そうかもしれんな。苦労かけるが、今後頼むよ。新月｣ 
 新月は、こくりと頷いた。 
 
 三日間の祭りは、無事に終わろうとしていた。このままであれば、終わるはずだった。が、異変が起こったのは最終日の祭りの片付けの最中だった。 
 夕方祭りの片付けをはじめ、日が落ちたのもあり、後は翌日に持ち越して家路に着くところだった。ふと、雲行きが怪しいことに紗々丸が気付いた。 
 「雨降りそう」 
 続いて、晴明が空を見上げた。暗闇になりつつある空には、星が瞬き始めていた。空を見上げながら首を傾げる晴明に、紗々丸が付け加えた。 
 ｢絶対、雨が来るよ。土砂降り。そんな匂いがするんだ｣ 
 ｢そうか？｣ 
 雨が降るなら、もう少し後片付けを進めなければならないのだけど…。 
 ｢紗々丸は、鼻が利くな。お前には青龍の素質があるやもしれん｣ 
 葛葉が荷物を引き上げながら言った。 
 ｢里の者に言霊を飛ばして知らせているよ｣ 
 ｢そうか？｣ 
 ｢晴明殿。これは、青龍の力を持つ者にしかわからんのだよ。青龍は、水をよむ者。水を操り、水の気配を知る。子らがそれぞれ、その力を見せ始めてる前兆かもしれんな｣ 
 ｢ほう。では、この気配。紗々丸以外、誰がよめる？｣ 
 ｢私と蜃、あと竜子かな。丁度、同じ話を竜子としていたところだったのだ｣ 
 ｢ちえー｣ 
 葛葉が言うと、紗々丸はちょっと悔しそうに顔を背けた。 
 ｢先に力が目覚めるのは女の方だ。恵慈家の血の力は、女の方が相性が良い。元は女の血だからだ。けど、なんらかを切っ掛けにそれらが男に分配する。まあ、これは純血ではなくて、血を与えられた者に限る話だがな。さあ、雨が来る前にさっさと済ませてしまおうぞ｣ 
 
 その晩、紗々丸の予言通り、大雨が降った。その雨は恐ろしい程強く、雨音が眠れない程激しかった。その雨が、不幸にも一週間近くも降り注いだ。 
 ｢里が心配だ｣ 
 一週間近く屋敷に閉じ込められ、皆飽き飽きとしている中、いても立ってもいられなくなった晴明が葛葉に相談しに部屋を尋ねた。大雨の夜から、葛葉は部屋に閉じこもったままあまり顔を合わせないし、食事も殆ど取っていないようだった。 
 それは、大雨が始まって三日程すると今度は蜃が葛葉に呼ばれ、同時に部屋に閉じこもるようになっていた。 
 更に昨日になって、今度は紗々丸と竜子が呼ばれてから二人も部屋に閉じこもってしまった。 
 ｢葛葉、何をしている？ また、食事を半分しか食べておらんではないか｣ 
 部屋の前に出された、朝餉の善を見てから晴明が葛葉の部屋の前で声を出した。 
 ｢いい加減空けるぞ｣ 
 と、障子に手をかけた時、障子の方から開いてくれた。 
 ｢すまん。だが、今離れる訳にはいかんのだ｣ 
 ｢どういう事だ？｣ 
 ｢あと少し、あと少しで終わるから。そしたら、説明する。それまで、待っていて欲しい｣ 
 
 葛葉はそういうと、障子を固く閉ざした。 
 久しぶりに顔を見せた葛葉の顔は、酷いものだった。肌は荒れて血色は悪く、目の下に隈がくっきりと現れていた。更に、ひどくやつれて見えた。 
 ｢大丈夫なのか？ 寝てもおらんのではないか？｣ 
 やはり返事はない。 
 ｢父上？ 母上は？｣ 
 心配した旬介が、恐る恐る晴明に問うた。 
 ｢さあ。だが、もう少しだと言っていたから大丈夫だろう｣ 
 
 葛葉の言う通り、雨はそれから二日後に治まった。 
 晴明自身も覚悟していたのは、里の被害だった。 
 昨日までの大雨が嘘のように、空は青く晴れ渡っていた。 
 旬介と藤治、獅郎を連れて、晴明は里の様子を見てまわった。 
 屋敷に戻る頃には日が沈んでいたが、不思議と里に被害はなかった。あの大雨に、と首を傾げながら帰宅する四人を葛葉が迎えた。 
 「おかえり。ご苦労であったな」 
 「葛葉、もういいのか？ なら、休め。俺達の事はいいから」 
 葛葉は、力なく笑った。 
 「少し休んだ。また何かしらあるといかん。今は蜃達が休んでおる故な」 
 大雨の日、葛葉に部屋へ呼ばれなかった者達は全員居間に呼ばれた。そこには簡単な夕餉の用意がされていた。 
 「食べながら聞いてくれ。今回の大雨の事だ。晴明殿は勿論、旬介と新月以外は聞きなれん話になるのだが。以前、この里には鬼がいた。一人は晴明殿の母となった鬼、もう一人はその鬼と縁が深く、私と晴明殿が招いた鬼だ。鬼はこの里を狙っている。そして、恵慈家を潰そうとしておる。何故なら、鬼を封じた一族だからだ」 
 「鬼が悪いことしたからだろ？」 
 と、旬介。 
 「そうだ。お前も覚えておろう。鬼のせいで、お前も私もあの薄暗くカビ臭い祠で生かされていた事を」 
 旬介の顔が青く染まった。 
 「あ、あの……紗々丸と……あの時の……だから、あんなに怒って……」 
 葛葉は、コクリと頷いた。 
 「お前、今更か」 
 晴明が、呆れたように呟いた。 
 「だって、あの時の鬼は死んだと思ってたもん。だから違う鬼だって！」 
 「あの鬼だ。あの鬼が、お前達によって復活したのだ。そして、少しの間力を蓄え、里をその力で呑み込まんと大雨を降らせよった。その力が大きくなれば、里の被害は尋常ではなくなる。だから私は必死に抗うた。だが、一人ではどうしようもなくてな。それで蜃や青龍の力を持つ紗々丸や竜子に手伝って貰っておったのだ。その証拠に、里は無事であったであろう？」 
 「ああ」 
 晴明が頷いた。 
 「完全に二人が蘇る前に、また封じねばならん」 
 「蜃に、生克五霊獣の法を教え込んでおる。準備が出来次第、奴等を封ずる。時は無い」 
 
 その場が重い空気で満たされた。皆の夕餉の手すら止まった。 
 就寝前に、旬介は晴明の部屋を訪ねた。 
 「父上」 
 「どうした？ 眠れんのか？」 
 「母上の話。俺、早くもっと強くならないと。いつ、修行に戻りますか？」 
 晴明は、旬介の頭をくしゃっと撫でた。 
 「すまん。おしまいだ」 
 「え？ でも俺、まだ」 
 「時間が無いのだ。いつも時間がある訳じゃない。お前との修行、お前は辛かっただろうが、俺は楽しかった」 
 何故か、晴明が遠くに行ってしまう、もう会えなくなってしまうような、そんな気がした。松兵衛がいなくなった時と重なった。 
 「もっと、もっと、修行して欲しいのに」 
 「お前は、いつまでも甘えん坊だね。しかし、来年には新月を娶る。里の一部を納める。そして、何れは俺のように父になる。遅かれ早かれ、甘ったれ小僧のままではいかんのだ」 
 「けど！」 
 「もう、タイムリミットだ。なあに、心配することは無い。俺が生命をかけても、お前達を守るから」 
 「父上」 
 旬介は泣いた。涙が止まらなかった。 
 「さあ、泣いてないで早く寝ろ。明日から、忙しくなるぞ」 
 「うん」 
 晴明の部屋から出たところで、旬介は新月と鉢合わせた。 
 新月は家事を済ませ、ようやく寝るところだった。 
 「まだ起きてたの？ どうしたの？ 目が腫れてる」 
 「なんでもないよ」 
 旬介はぷいっと顔を背けると、新月の側を走り抜けようとした。が、袖を掴んで新月がそれを引き止めた。 
 「私を、お嫁さんにするのやめた？」 
 「は？ やめてないし」 
 「なら、ちゃんと話してよ」 
 「なんで？」 
 「蜃様は、ちゃんと話してくれるのよ。辛いことも楽しいことも」 
 旬介が、ムッとして新月の手を振り払った。 
 「なんで、兄上が出てくるんだよ」 
 「だって、旬介が気にしてるの蜃様の事でしょ。蜃様は色々話してくれるけど、旬介はいっつも話してくれないじゃない。小さい頃は話してくれてたのに」 
 「それは、なんか……かっこ悪いし……」 
 「私が蜃様のお嫁さんになっても、旬介のせいなんだからね。なんにも話してくれない人の、お嫁さんになんかなれないよ」 
 今度は新月が、旬介の横を走り抜けようとした。 
 「わかった！ 話すよ。待ってよ」 
 「ほんと？」 
 「話すけどさ、笑わない？」 
 新月は、こくりと頷いた。 
 その後、新月の部屋で旬介は色々話をした。二人で、こんなにゆっくり長々と話をするのはどれくらいぶりだろうと言うくらい話をした。 
 辛かったこと、悲しかったこと、腹が立ったこと、それからなんで泣いてたかとか。話してないことが沢山あるのに気付いた。 
 「あの時は、二人で蜃様のお布団で寝かされてたんだ。何も知らないうちに全てが終わって。姉様がいなくなってて。でも、とんでもない何かがあったんだって事だは分かったな。また、誰かいなくなっちゃうのかな」 
 「あの後、おじいちゃんもいなくなったんだよ。出て行っちゃって……姉様いなくなってから兄上元気なかったのに、更に元気なくなって。で、新月が兄上にずっと付いてて。ずるいと思った。俺だって寂しかったのに」 
 「そうなんだ？」 
 「新月は、ずっと兄上、兄上ーだったから」 
 新月は笑った。 
 「笑わないって約束したろ？」 
 「だって、おかしいもの」 
 「もう！」 
 「……どうなるだろうね、この先」 
 新月も旬介同様、不安でいっぱいだった。 
 
 
 二人の、皆の不安をよそに、事態はこの時より急速に悪化していった。 
 雨が止んで直ぐだというのに、今度は里を覆うように暗い霧が立ち込め始めた。 
 太陽が霧で覆い尽くされ、昼も夜もわからないくらいに暗かった。 
 「そろそろ、奴等が動き出したか」 
 葛葉が里の空を見ながら、小さく呟いた。 
 「母上、どうするつもりで？」 
 それを聞いていた蜃が、後ろから声を掛けた。 
 「ああ、蜃か。奇襲を掛けたいと思っているよ。そうでもしなければ、奴等を止められまい。それに、富子殿と泰親殿を同時に封ずる必要がある。法は一度しか使えん」 
 「そう簡単に行くものかな」 
 「一度、封じているのだ。そう簡単にいかんだろうな」 
 葛葉は、困ったように苦笑いをして見せた。 
 「で、二人は今どこにいるかご存知で？」 
 「うむ」 
 と、葛葉は里の先を指さした。その方角には、かつて泰親がいた湯治場がある。 
 「里の外か？」 
 「否、里の中だよ。奴等は出られんのだ。私の結界は外からの邪を封ずるが、同時に中の邪も封じてしまう。奴等は湯治場に行きたくて、その入口で機を伺っておるのだろう。私の力が弱まるか、自然に回復して結界を破れるようになるか」 
 「湯治場とは？」 
 「お前は知らんったか？ かつて、我らが父、先代の当主が傷と霊力を癒すために訪れた地だ。そこで、富子殿を娶りなさった。それから、私達が元服の為の試練にと向かわされた場所だ。そこで、我らは泰親殿に出会った」 
 「言わば、鬼二人の故郷か」 
 「まあ、そうとも言えるな。そこには不思議な薬草と霊泉があるのだ。だが、霊泉はとうに枯れているが」 
 「ふうん。枯れているなら、意味はなかろうに」 
 「否、薬草が、ぼうぼうと茂っておるのだよ。恐らく今もな。それが、目的だろう」 
 
 蜃は、ふと顔から表情を消した。そして、その先を見つめていた。かつて、自分の生活を変えたもの。自分から愛しき最愛の者を奪ったもの。全てが、また繰り返されようとしている事に腹ただしささえあった。 
 「これは、俺の復讐でもある。今度は俺が二人を封ずる。忌々しい」 
 「お前には、苦労を掛けるな」 
 葛葉は、そう囁くとその場を離れた。 
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 かつて、人であった男女の姿が山奥にあった。人でなくしても、まだ人であった頃の姿はなく、それすらお互いに不快感を覚える理性もない。 
 皮膚は爛れ、目は釣り上がり、口は裂け。ただ時折、人であった頃の面影を移すその姿は、人が化け物に呑まれてしまった痕跡であろうとわかる。 
 その二体の化け物の口から、黒い霧のようなものがごうごうと吐き出され、それは空に立ち昇っていく。 
 「ああ、忌々しい。忌々しい」 
 降らせた黒い雨を遮られたことに、心底腹を立てていた。 
 「葛葉め。何処までも、妾達の邪魔をする。何時も何度も。あの娘を先に始末するのが先決じゃ」 
 女の口から、低い恨み言が漏れた。 
 「可愛い我が子と我が孫を誑かし、本当の鬼はどっちじゃというに」 
 そして、時折すすり泣いた。 
 「許せぬ、許せぬぞ」 
 男の方が、女に詰め寄った。同様に、口から真っ黒な霧を吐き出しながら。 
 「まだ、力が足りぬ。もっと人を喰らいましょう。幸い、ここには捨てられた子が多くやってくる」 
 そう、ここは紛れもなく子捨ての里だ。誰かが見つけない限り、捨てられたままでは里の者にはなり得ない。迎えなど来ない、まだ理性を持たない子が時折やってくる。 
 運悪く、喰らわれたこの骨が周囲に散乱していた。 
 「子では、力にもならぬ。ただの腹の足しじゃ」 
 鬼と成り果てたその心には、負の感情しかない。 
 「さあ、富子さん。そう悲観なさらずに。まだ、諦めるには早いですよ」 
 泰親は、くすくす笑った。 
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 屋敷に、里の長が訪ねてきた。聞いて欲しい話があるという。 
 「珍しいな」 
 晴明は、長を居間に通すように告げた。 
 葛葉に案内される最中、長は葛葉を懐かしそうに見た。 
 「最近は儂も老いが酷くて、寝て過ごす事が多かったのです。葛葉様、あの幼子が母になるとはなあ。儂もそろそろ迎えが来るかの」 
 「お爺さん、そんな事言わずに。まだまだ人生これからですよ」 
 廊下を通ろうとしたところで、旬介の足が止まる。見慣れない老人を見て、さっと影に隠れた。 
 「旬介、いい年なんだからちゃんと挨拶せえ」 
 姿の見えない旬介へと葛葉は一喝し、すぐさま長に振り向いた。 
 「下の息子ですよ」 
 「ほう、いつの間に。儂は一人しか知らんかった」 
 「色々ありましたから、里の者にも秘密が多くて。この機会に、色々お話しますよ」 
 長を部屋に通すと、そこには晴明が座っていた。 
 再び、長は懐かしそうに目を細めた。 
 「随分、ご無沙汰しております。幼い頃は、よくして頂いていたのに。近頃は、挨拶にも伺わずで」 
 晴明が一礼した。 
 「なあに、気にすることは無い。昔からそうじゃ。里のことは、里に任せる。里を守るのが恵慈家の仕事とな」 
 促されるまま、長は晴明の前に腰掛けた。 
 「して、話とは？」 
 長は、顔をくしゃりとしてから話し始めた。 
 「十年程前、里が黒い霧に呑まれたことがある。あの時は、悲惨だった。疫病が蔓延し、作物が枯れて、沢山の里の住民が姿を消した。里の秘密を守るためとは言え、このような悲惨な状態であっても、逃げ出した者を抜け忍のように手にかけるのは本当に辛いものだった。その時の悲劇が、また繰り返されようとしておる。空を見ればそれはわかる。このような事は言いたくないが、恵慈家だけでは里は守れぬのではなかろうか」 
 晴明は苦虫を噛み潰したような顔を見せた。 
 「仰る通りで。ですから、我々は新たな体制を整えている最中です。もはや来年にはと」 
 「して、その体制とは？」 
 「里を五つに分割し、その里をそれぞれ恵慈家の血を分けたものに守らせます。確かに、その力は我々より小さくなるかもしれない。けれど、里の隅々まで目が届く上に、いざと言う時の対応が早くなる。そして、最終的にはその五つを恵慈家が管理する」 
 「晴明殿は、そこまで考えておられるか」 
 「はい」 
 長は感嘆の声を漏らした。しかし 
 「今回、儂が来たのには、更に話があってな。最近、里に捨てられる子が少ない。否、それであれば悪いことではないのだ。そうではなく、実は捨てられておるにも関わらず、何者かに連れ去られておるのではないかと睨んでおる。儂がそれに気付いたのは、大雨の日からじゃ。証拠に、あの雨で子供の骨のようなものが里の麓に幾つか流れてきた」 
 「喰ろうておるものがおると」 
 長はこくりと頷いた。 
 「獣かもしれぬ。しかし、それにしては食べ方が綺麗なのじゃ。儂としては、里の者に手を出される事を考えるとな」 
 「それに気付いてる者は？ おるやもしれんが、まだ少ない。何とかしては下さらぬか？」 
 晴明は、一礼した。 
 「早急に」 
 
 長が帰ってからだった。晴明は葛葉に、長の申し出を告げた。 
 「恐らく、鬼二人だろうな。子を喰らい、飢えをしのぎながら力を戻そうと足掻いておるのだろう」 
 「ああ」 
 （晴明殿には、辛かろう） 
 葛葉の考えを見透かしたかのように、晴明が一言告げた。 
 「気にするな。俺は家族を守ると決めたのだからな」 
 葛葉にとっては辛い存在であれ、蜃にとっては歪んだ愛情を押し付けようとした相手で、晴明にとっては我が子に甘過ぎる相手であるのだ。醜い感情が、葛葉にしか向けられていないことは、昔から分かっていた。 
 「自分がいなければ等と、再び考える事は許さん。あんなに嫌っていたはずのお前を、俺は選んだのだからな」 
 葛葉が涙を堪えながら頷いた。 
 「さて、どうするか。俺が囮になるとするか」 
 晴明がにっと笑った。どうやら、作戦があるらしい。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 蜃が、山の中を一人歩いていた。 
 葛葉が示した、例の場所の辺りである。囮だった。 
 最初は晴明が囮になる予定であったが、作戦を聞いた蜃が自分から名乗り出た。 
 術を掛けるのは自分だが、もう一度彼等に会ってみたかったからだ。本来なら二度と会いたくないが、こうなれば会ってみたい。居場所も最愛の者もその先の未来すら全て奪い去り、人をやめたその者が今はどのような形をしているのか。単なる興味でもあった。 
 「お祖母様、いるのでしょうか？ 蜃が、逢いに来ましたよ」 
 ぶらぶら散歩していても仕方ないので、蜃は声を上げてみた。 
 やはり、返事はなく。溜め息にも似た息を吐いて、たまたまあった古ぼけた切り株に腰掛けた時だった。 
 「蜃？ 本当に蜃かえ？」 
 か細い女の声がした。 
 蜃は、はっとなり立ち上がった。 
 「富子お祖母様ですか？」 
 再び声がした。 
 「そう、そうじゃ。一人か？ 逢いに来てくれたのか？」 
 蜃の額から、暑くもないのに汗が一筋流れた。 
 「そうです。噂を聞きましてね。逢いに来たんですよ。姿を見せてください」 
 暫く、その場に女の啜り泣きが響いた。森のざわめきに交じる啜り泣きは、少々不気味だ。 
 「お前の母に虐められ、退けられ、晴明まで誑かし、挙句に鬼と成り果て封じられた。哀れじゃ……妾は、ただ晴明や蜃のために尽くしていただけじゃというに……あの傲慢な娘よ。里は晴明のものじゃというに……」 
 恨み言と共に、周囲の薄らと漂う黒い霧が徐々に濃くなり始め、それが人の形へと形成されていく。その霧が段々人の姿へと姿を変えた。 
 「醜かろう。その姿を奪われた、哀れな姿をあまり見せたくはなかったがな」 
 
 
 
 確かに、その姿は恐ろしかった。皮膚は爛れ、口は裂け、目は釣り上がりまさに鬼女。 
 「お祖母様一人ですか？」 
 「おお、泰親殿もおるぞ。今は一緒ではないがな。それより、大きゅうなったなあ。晴明にそっくりじゃ」 
 富子は蜃に擦り寄った。ぞっとするその姿を蜃は自分から引き離すと、代わりに持って来ていた饅頭を出した。 
 「近頃、人が喰われている噂を耳にしましてね。あまり考えたくはないが、もしやと思った次第です。弟が解放したのも、もしやお祖母様だったのではないかと」 
 富子は饅頭を掴むと、無造作にかぶりついた。 
 「妾の力は、封じられた際に根こそぎ吸い取られてしまったのじゃ。解放された直後は、この姿さえ維持することが難しくてなあ。人を喰らうことで力を戻してきた。じゃが、子では幾ら喰ろうても足しにしかならぬ。この先に、我らがふるさとがあるのじゃ。そこに戻って力を戻したいのだ。蜃よ、力を貸してくれぬか」 
 「俺が、ですか？」 
 「なあに、何も難しいことはない。明日は朔の日。我らの力が少しだけ増す。どうか、その時に我らのための道を開いておくれ」 
 「あ、ああ」 
 富子は、満足そうに笑って見せた。 
 「ところで、何故封じられた状態で弟達に語りかける事が出来たのですか？」 
 富子は笑った。 
 「随分不安定な術であったぞ。語り掛ける事は出来たし、封じられた鏡の周囲なら動き回る事も出来た。だが、それ以上の自由はなかった。まるで足枷と手枷を着けられたようじゃった。どんなに足掻こうが、どうやっても見えぬ枷は取れぬ。封じられた鏡を己で壊そうとするならば、わらわの身体が壊れそうじゃった」 
 生克五霊獣の法とは、そのようなものなのかと蜃は頷きながら聞いていた。次は封印に更なる封をかけねばなるまいと。 
 「あまり、長居しては母上達に感づかれてるしまいます。今日はこれで」 
 「そうか、仕方がないの」 
 「明日夜、また来ます。道を開くために。もう一人、泰親殿もご一緒に願います」 
 富子は、ふと笑った。 
 「わかったぞ。泰親殿と待っておる。我らが復活した際は、葛葉を消して我らの身を潔白させ、主を自由にしてやるからな。何の不自由もない先を約束しようぞ」 
 化け物めが、と心の底で悪態をついた。 
 「また、明日」 
 
 屋敷に戻ると、蜃は晴明と葛葉に報告した。生克五霊獣の法について、それから富子達の様子と計画について。 
 「生克五霊獣の法が、それ程不安定なものであるとは。強力ではあるが、万能ではないのか」 
 「強力故に万能にはなりきれなかったのかもしれぬぞ。蜃よ、よくやった。では、明日晩。全てを終わらせよう」 
 「待って、父上。生克五霊獣の法の欠点を知って、まだこの術に縋るというのですか？ 他に方法は？」 
 その答えは、葛葉が返した。 
 「あの二人の力は、お前が思ってる以上に強力なのだ。二人がそう易々とお前の話に乗るとは思わんし、その話をも信じ難い。必ず裏があるはず。ただ、お蝶の件もある。なるべくなら使いたくない。子達をも使い、抑えられるだけ、抑えてみるつもりだ。私の父上が使った封じる技もあるからな。それでダメならば、生克五霊獣の法を使う。そして、封じの鏡を父上から受けた術で封ずるつもりだ」 
 「先代からの術ですか。そちらの方が強力なのでは？」 
 「これには少々準備に時間と手間がかかるのだ。時がないから使えぬ。それに、相手の力もまだ弱すぎてな」 
 「というと？」 
 「相手の力が強ければ強いほど強力にる。かつて鬼の子を父上が封じた術なのだが、五行に纏わる支柱が必要にもなる。それを支える支柱として封じる術だ。だから、支柱が一つでも破損すれば封印は解かれてしまう。それから、力のバランスが悪くても封印は解かれる」 
 「ふうん。なんにせよ、難しいのだなあ」 
 「ああ、術というのは心底繊細なものなのだよ」 
 さて、と葛葉はその場を立ち去った。気付けば、昼をも過ぎていた。恐らく、茶の用意でもしに行ったのであろう。 
 晴明と二人になって、蜃は一呼吸置いたのち、質問を投げた。 
 ｢父上、子を使うとはどういう事？｣ 
 晴明は、蜃の質問にため息混じりに目を背けた。 
 ｢俺は、まだ納得しとらんよ。子は使わん｣ 
 ｢…………｣ 
 ｢俺は、葛葉と違って術等は使えん。話を聞いた事がある程度だ。あの術は、滅し封じる術だと聞いている。実際、使い手の葛葉でさえ、何処まで理解しているかもわからぬ。もしかしたら、俺と同じレベルかもしれん｣ 
 ｢何故そんな訳の分からない術を信じるのだ？ 母上は、どういうつもりなんだろうか｣ 
 ｢葛葉は、恵慈家の御先祖である七色の龍神の分魂なのだ。生克五霊獣の法は、その龍神の術らしい。どんな強力で悪質なものであろうと、ありとあらゆるモノ全てを封ずる事が出来るそうだ｣ 
 ｢しかし、実際は酷く不安定だと……｣ 
 ｢なあ、蜃よ。術が不安定なのではなく、相手が悪いとは思わないのか？｣ 
 蜃は、はっとした。 
 ｢何度も封じられ地獄の底からでも這い上がる相手だ。普通の術では封じきれぬという事。泰親が遠い昔、俺に話した事がある。自分は、多くの式神を持ち過ぎ生身のまま地獄に引き釣り込まれたのだと。では、何故その相手がここにいる。もはや人間、物の怪の域を越えてしまっているのであろう。人を喰らうことで力を宿す者はなんだ。もはや、母上以前に人ではあるまいのであろう｣ 
 蜃は、何も言えなくなってしまった。 
 ｢葛葉は、父上にもお蝶にもお前にも申し訳ないと思っている。だからこそ、自分が本当の息子と同じように育てた旬介の罪を共に償うつもりなのだろう｣ 
 そこまで話したところで、葛葉が茶と茶菓子を運んできた。 
 ｢二人で、何を話しておったのだ？｣ 
 ｢いや。たいしたことではないよ。蜃が饅頭より団子が良いと言うのでな。ちょっと買ってこようか｣ 
 ｢それなら、私が｣ 
 ｢散歩も兼ねてるのだ、気にするな｣ 
 と、晴明はその場を立ち去った。 
 続いて蜃も立ち上がると、葛葉がぽかんと持ったままのお盆の上の饅頭を一つ掴むんでかぶりついた。 
 ｢俺は饅頭でもいいけど。俺も散歩してくる｣ 
 葛葉が頷くのを見ずに、蜃もその場を立ち去った。 
 蜃は、晴明の様子が気になって仕方がなかった。何かを決めかねたような、もやもやとした雰囲気があった。共に過ごした時間は短くとも、親子だからわかる。 
 （父上は、何か隠してる…） 
 そう確信はあれど、問い詰めれる訳もなく。 
 その日はそれ以上何事もなく、終わっていった。 
 
 翌早朝の事だった。最近にしては珍しく、新月が蜃の部屋を尋ねてきた。 
 日が昇りかけた薄明かりの中で呼ばれた彼はまだ眠っていたので、布団の中から彼女の姿を見上げた。 
 ｢おはよう、どうかしたのか？｣ 
 ｢ごめんなさい、こんなに朝早くから｣ 
 ｢いや、構わんよ。お前がこうして俺の部屋に来るということは、何かあるのだろう？ ところで、お前はいつもこんな時間から起きてるのか？｣ 
 新月は頷いた。 
 ｢皆のご飯を作ったり、朝の支度を手伝ったりしなきゃでしょ。それにね、山修行から帰ってから朝が早いのよ。旬介｣ 
 ｢そうか、お前もしっかりと嫁入り準備をしてるんだな｣ 
 ｢うん。でも、元気で丈夫な男の子を産むまで本当のお嫁さんにはなれないわ｣ 
 蜃は、小さく笑って見せた。 
 ｢本来の家ではそうだろうな。けど、これからのお前らはそこに拘る必要はないよ。考えてもみろ、実際旬介はどうだ？ それに、恵慈の血は俺で終わる｣ 
 ｢けど、私（女）に出来るのは、それくらいの事だから……｣ 
 蜃は、深く息を吐いた。 
 ｢で、お前の話はなんだ？ そんな事を話に来たのではあるまい。夜這いにしては、少々夜があけすぎだ｣ 
 
 
 ｢あの日の夢を見ました。目が覚めたら、今度は蜃様がいなくなっているんじゃないかって思ったら怖くて。顔が見たくなりました｣ 
 ｢そうか｣ 
 ｢蜃様は、いなくなったりしませんよね？｣ 
 蜃は、もぞもぞと布団から這い上がると、布団の上で正座した。そして、その前に新月を同じように座らせた。 
 ｢今は、お前にだけ話そう。俺はな、この件が済んだら少しばかり旅に出るつもりだ｣ 
 ｢え？｣ 
 急に不安げに歪んだ新月の顔を見て、蜃は笑った。 
 ｢そう、不安げな顔をするな。只の武術の修行だ。お前も見たろ。辛うじて勝ったとはいえ、俺は旬介にも負けそうになった。この件が済めば、来年にもこの里は新しくなる。俺が全てを任されるとなれば、誰よりも強くある必要があるであろう。俺は誰よりも強くありたいし、あらねばならぬのだ。里のためだけじゃない、お前達のためにもな｣ 
 ｢では、必ず帰ってきてくれますね？｣ 
 ｢ああ、必ず帰ってくるよ。ほんの少しだけだ。その頃は、新月も立派な母になっておるかな？｣ 
 ｢そんなにですか？｣ 
 ｢さあ、どうかな？｣ 
 いつまで里を離れるつもりなのか、そこまでは教えて貰えなかった。 
 ｢その為には、今夜鬼退治を成功させねばならぬ｣ 
 ｢私は、あの時姉様に寝かされていました。だから、見ていないし、知らないの。だから、月並みな言葉と心配しか出来ないのですけど……ご武運を祈ります｣ 
 ｢ああ｣ 
 幼い頃のように、まだ恋心かそうでないのかもわからなかった少女の頃のように、憧れた『兄』は抱きしめてはくれなかった。 
 
 その日は、何となく重苦しい一日が過ぎていた。 
 ｢ねえ、蜃様に声は掛けなくていいの？｣ 
 祭りの日以来、話そうとしない旬介に新月は声を掛けた。 
 ｢そんなに避けなくてもいいじゃない｣ 
 廊下を歩く旬介の袖を、新月は堪らず掴んで引き止めた。 
 ｢もう、うるさいな。厠に行きたいんだから、邪魔しないでよ｣ 
 うっとおしそうに新月の手を振り払うと、旬介は厠とは逆の方向へと歩いた。 
 ｢何よ。最後になるかもしれないのに、少しくらいお話ししたらいいじゃない｣ 
 唇を尖らせながら新月は独り言のようにぶつくさ愚痴ると 
 ｢いつまで理由のわかんない喧嘩してんのよ！ ばーか｣ 
 と最後に声を上げた。 
 珍しく声を荒らげた新月の暴言に驚いて、晴明が声を掛けた。 
 ｢新月、どうした？｣ 
 新月は不満そうな顔で、なんでもないと言い捨て、その場を立ち去った。 
 気付けば兄だけでなく、新月とも喧嘩してしまったことに気付いてはっとした旬介ではあったが、なんとなく意地になってしまったため、行く宛もなく屋敷内を一周するかのようにうろうろしてから自分の部屋に戻った。 
 兄のことは認めたくないし折れたくもない意地と、そのせいで新月と喧嘩になり、あげく兄の味方をする新月に対するヤキモチで、もやもやした気持ちを抱えたまま部屋に閉じこもるにはストレスが大きすぎた。 
 ｢くそっ！｣ 
 と小さくやり場のない悪態をつくと、旬介は木刀を掴んで庭に飛び出し、ひたすら藁で作られた木人を殴り付けていた。 
 何もかもが、面白くなかった。 
 
 やがて、空が赤く染まり、漆黒の闇を迎えようとする頃。 
 蜃は屋敷を出た。富子と泰親の約束の場所に向かう為だった。 
 その後を、遅れて晴明が追っていた。 
 深い山道を抜け、忘れられたように雑草の多い茂る奥にその社は存在した。 
 ｢お祖母様！｣ 
 蜃が声を上げた。 
 暫くして、生ぬるい風と共に気味の悪い女の声がした。 
 離れて様子を伺っていた晴明には、直ぐにわかった。懐かしくも、憎みたくとも憎みきれない、母親のそれだと。だから、刀に手をかけながらも、無意識に奥歯を噛み締めていた。 
 ｢ああ、蜃よ。可愛い私の蜃よ。よおく、来てくれたなあ｣ 
 ぬるぬると、白い頭部だけが蠢くように現れた。 
 ｢お祖母様、今日はいつもとはお変わりの姿ですね。身体は何処に忘れて来られたのですか？｣ 
 蜃の冗談とは聞こえない台詞に、富子は笑った。 
 ｢気の利いた洒落も言えるようになったとは、とんだ伊達男じゃ｣ 
 富子は、随分と機嫌が良い。それもそうだ。 
 ｢今日は、本当に調子が良い。朔は良い｣ 
 と、頭部だけでゆらゆらと揺れながら蜃の身体に纏わりついてみせた。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 葛葉は、子供達を全員居間に集めた。 
 ｢皆も知っておろうが、これからこの里を滅ぼさんとする鬼を退治しに行く。鬼を封ずる為の術を発動させるのは、今回は蜃が役目。しかし、その術は思ったよりも不安定で脆い。鬼を封じたあと、更にそれを封ずる。その手伝いをお前等に頼みたいと思っておる｣ 
 言うと葛葉は、傍らに置いていた風呂敷包を開いた。そこには、手の平に収まる程度の小さな鏡が五つあった。 
 ｢ここに、私がそれぞれ麒麟、青龍、朱雀、玄武、白虎の五つの力を込めた。これをこれからその力を担う各自に渡す。旬介は麒麟を。そして、青龍は紗々丸、朱雀は藤治、白虎は獅郎、玄武は甲蔵と夢路に｣ 
 葛葉から各自それぞれが、その鏡を受け取った。それを見届けてから、葛葉は続けた。 
 ｢鬼が封じられた鏡を中心に、その鏡を五芒星の位置に配置する。同時に今から教える呪文を唱え、自らの血をその鏡に付けて封印は完成となる。後、お前達が里を管理するようになった暁には、それぞれの土地にそれぞれの鏡を祀れば完成だ。その祠が壊されない限り、一つ目の封は解かれることはない｣ 
 ｢じゃあ、兄上がもし失敗したらどうするん？｣ 
 鏡を天に掲げ、片目で覗き込みながら、旬介が問うた。 
 ｢その術だけで封じるしかない。まあ、その術も支柱となる今渡した鏡が壊れない限りは大丈夫だが、一つ壊される度に封印は酷く弱くはなる。ただ、今回鏡はそれぞれ一つしか用意出来んかった。それに、この術は酷く霊力を消耗する。この術にしろ、生克五霊獣の法にしろ使えるのは一度だけだと肝に命じてくれ。最悪、両方の術をそれぞれの鬼に使う事になるやもしれぬが｣ 
 旬介達は、なんとなく聞いているしかなかった。緊張感を持っていたのは、新月だけかもしれない。それだけ、現実味のない話に聞こえた。何故なら、富子達鬼に支配されていた頃の里の様子を、幼くして山で隠れ育った旬介には分からなかったし、後から来た者達では知る術すらなかったから。新月にしろ、鬼に支配される恐怖より、誰かがまた居なくなってしまう恐怖の方が強かった。 
 ｢鬼がどうとか……よくわかんないや｣ 
 ぽつんと紗々丸が呟いた。それを咎めること無く、葛葉は返した。 
 ｢わかってからでは、何もかもが遅いのだ｣ 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 蜃は富子によって、荒れ果てた社の中に招かれた。中には、幼子のものであろう骨が幾つも落ちていた。 
 その部屋の中央に、粉々に粉砕された鏡が落ちていた。 
 ｢あれは？｣ 
 と蜃が問うと、富子は忌々しげに吐き捨てるように言った。 
 ｢我らを長い間閉じ込めておった、憎き葛葉の鏡よ。たまたまふらりと現れた男児に、壊させたお陰でこうして自由の身になれたのだがな。目障りだから、片付けてはくれぬか？ まだしぶとくも力が残っているのか、触れようとすると焼けるように熱くなるのじゃ｣ 
 ｢あれが、弟達ですよ｣ 
 富子は興味もなさそうに言った。 
 ｢そうじゃったの｣ 
 ぬるぬると、富子の頭は床を這うように移動し、奥に無造作に落ちていたボロ布の中に潜り込んだ。 
 もぞもぞとその布が、富子の身体を形成した。 
 ｢泰親殿は、もう直ぐ現れる｣ 
 ｢今は何処に？｣ 
 ｢地獄じゃ｣ 
 ｢地獄？｣ 
 ｢ああ、そうじゃ。泰親殿は立派な式神使いであったのじゃ。それが、式神を持ち過ぎたせいで地獄に引き摺り込まれてしまった。身体を犠牲にこの世に戻っては来たが、朔の日になると一度あちらに戻らねばならぬ｣ 
 ｢ほう。それは、何故に？｣ 
 
 ｢詳しくはわからんが、どうやらそういう約束で身体を犠牲にこの世に戻ってきたそうだ｣ 
 ｢約束？ 誰と？｣ 
 ｢さあ？ 三途の川原におった、不気味な老婆らしいが。もう、よいではないか｣ 
 富子が話を終わらそうとしたので、蜃もそれにしたがった。 
 ｢それで、お祖母様。俺は何をすればいい？｣ 
 ｢泰親殿が地獄から戻ったら、二人でこの里を抜ける道の先導をして欲しいのじゃ｣ 
 ｢先導？ それで、お祖母様はこの里を抜ける事が出来るので？｣ 
 ｢ああ。この里の周りには、忌々しい葛葉の結界が張り巡らさてれおる。抜けるには、そこに穴を開ける必要があるのじゃ｣ 
 ｢俺は、何も出来ませんが……｣ 
 富子は案ずるなと頷いた。 
 ｢お前は居るだけで力がある。葛葉の結界をお前が通ることで、そこに僅かながら穴が空く。僅かな時間ではあるが、今夜ならば我らが通るには充分じゃ｣ 
 ｢そうですか｣ 
 蜃が頷くと、富子は満足そうに笑ってみせた。 
 そうして、暫くの間何処から手に入れたかわからない酒を蜃に振舞った。 
 その様子を、晴明は静かに見ていた。自分に、鬼となれど母を果たして斬る事ができるのか。考えれば、僅かながら手が震えた。 
 丑三つ時頃、泰親が現れた。 
 ｢お待たせ致しました｣ 
 泰親は言うと、あった酒をひと口ふた口と、口に含んだ。 
 ｢疲れましたねえ。相変わらず、面倒なババアでしたよ｣ 
 ｢泰親殿。母上から聞きましたが、地獄で何をしておるのですか？｣ 
 泰親は、蜃を無機質な顔で見た。その顔は不気味な程に生気が感じられない。 
 ｢ババアは、かつて三途の川で亡者共から物乞いをしていた老女です。私が地獄に引き摺り込まれた時のこと、三途の川の辺でそのババアに会いました。ババアは、私を見て大いに笑いましたね。生身の人間が、亡者に連れてこられておる、なんとも愉快だと。ただ、そんな私にババアは条件を出したのです。私の人としての肉体を欲しいと。ただ、その肉体を維持するには定期的に私自身がその肉体を管理しに戻らねばならない。ババアはそれを条件に私をこの世に戻してくれたのです｣ 
 ｢そのババアは、何故に人の皮を被りたかったのだ？｣ 
 ｢ババアは、人となり、人の世に紛れ、人を時々攫っては弄んで喰らう。そういう鬼じゃ。亡者を弄ぶのは飽きたのだそうだ。本来は、六文銭を出さぬ亡者を飽きるまで弄んでは喰ろうておったそうだ。ババアに捕まった亡者は哀れ。六文銭を取られて、あの世に行けぬか、六文銭を握りしめたまま、弄ばれて喰われるか｣ 
 ｢胸糞悪い｣ 
 蜃の反応に、泰親は笑った。 
 ｢それが、地獄と言うものよ｣ 
 半刻もせぬうちに、二人が立ち上がったので、蜃も続いて立ち上がった。 
 ｢さて、邪魔の入らぬうちに行きましょう｣ 
 富子達が歩み出したので、その後を蜃が、その後を気付かれぬよう晴明が続いた。 
 
 どのくらい歩いたかは、わからぬ。 
 ただ、殆ど視界もなく、足場の悪い、道とも言えぬ場所をひたすらに歩いた。 
 ｢さて、まもなく結界です｣ 
 と、泰親が蜃に教えた時だった。 
 ガサッと、薮が揺れた。 
 ｢いかん！｣ 
 何かに気付いた富子の顔が、険しく歪んだ。 
 ｢おのれ！ 何処まで邪魔をするかっ!!｣ 
 髪を振り乱しながら、富子が飛びかかった人影は、紛れもなく葛葉だった。 
 ｢蜃！｣ 
 苦し紛れに、息子の名を呼ぶ葛葉の声がした時だった。 
 ｢いかん！｣ 
 言うが早いか、富子の背中に真っ直ぐに刀が突き刺さった。 
 ギロリと振り返った先にあったのは、蜃の顔だった。 
 ｢お……ま……え……｣ 
 富子の怒りの目が、ぐるぐると周囲に向けられる。 
 周囲の空気が変わり、七色の雷光と竜巻のような風が周囲を包んだ。 
 
 生克五霊獣の法が発動していた。 
 
 ｢おのれ！ 信じたのに!! おのれ！ おのれ！ おのれ！ おのれえええええ!!!!｣ 
 
 富子の断末魔のような怒声が響いた。 
 雷光と突風は、時折水や火を纏いながら周囲を巻き込みながらも富子を包んだ。 
 これで、終わると思った時だった。 
 
 ｢ああああああああああ!!｣ 
 
 と、今度は旬介達の声がした。生克五霊獣の法が終わった後の、更なる封印の為にスタンバイしていたのだった。 
 葛葉も蜃も晴明も、お蝶を思い出し、真っ青な顔で子供達の方を見た。 
 信じられない光景が広がっていた。 
 ｢あつい！ あつい！ あつい！ あつい！｣ 
 ｢いたい！ いたい！ いたい！ いたい！｣ 
 それぞれが違う事を訴えるようにのたうち回っていた。よく見れば、子供達の身体の一部が砂のようになりながら、煙を上げながら消え始めていた。 
 ｢いかん！｣ 
 晴明が叫んだ。 
 ｢ぎゃああああああああー!!｣ 
 それとは別に、富子の顔も酷く歪みながら消えようとしていた。 
 ｢龍よ！ 頼む、恵慈家の龍よ!! 子供達を助けておくれ！｣ 
 叫ぶと晴明は脇差を抜き、それを自らの心臓に突き立てた。 
 ｢代わりに……俺の生命をやる……だから……頼むから……子供達を連れていかんで……くれ……｣ 
 晴明の真っ赤な血が吹き出し、その場に倒れ込むのと同時に、子供達の身体から崩壊が止まった。 
 暫く、葛葉も蜃も唖然としながらそれを見ている事しか出来なかった。 
 ようやく脳が動き出したのは、逃げる泰親を見つけた時。 
 葛葉は、ありったけの力をもって、術の塊を泰親にぶつけた。 
 ｢お前は、私が逃がさん｣ 
 ｢ヒイッ！｣ 
 と、泰親の声にならない悲鳴が上がった。 
 ｢子供達の代わりに、私がありったけの力を込めて、お前を封ずる｣ 
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 旬介と新月はそれぞれ片目を、紗々丸と竜子はそれぞれ片足、藤治と華炎はそれぞれ片腕、そして獅郎と薫風は互いに音を、そして甲蔵は色を失っていた。だが、その中で最も悲惨だったのが獅郎の妹、夢路であった。夢路の身体からは皮が失われ、強いて例えるなら筋肉剥き出しの人体模型のような姿になっていた。哀れなその姿に、葛葉は丁寧に布を巻き、綺麗な着物を着せてやった。 
 不思議な事に、夢路も含め元々それがそこに存在していなかったかのように、傷口にすらなってはいなかった。無論、痛みなどもない。 
 ｢夢路、具合はどうじゃ？｣ 
 葛葉の計らいで、夢路は一人離にいた。 
 ｢甲蔵が恋しがっておるぞ｣ 
 ｢こんな姿、誰にも見せたくない｣ 
 夢路は瞼のない目から、はらはらと涙を流した。 
 ｢葛葉様、私を殺してください。こんな姿で、これ以上生きていたくないのです。誰にも会いたくない、会えない……｣ 
 血の繋がる獅郎ですら、会うことを固く拒んでいた。 
 葛葉は何も言えず、ただ夢路の側に居ることしか出来なかった。 
 
 ｢夢路は？｣ 
 離から葛葉が戻ると、決まって一番に獅郎は様子を聞いた。夢路の皮が消える時、皆がそれぞれ自分の事に精一杯で、誰も他の人間の事など見ていなかった。全てが片付いた後も、自害した晴明にその目は向けられていた。幸か不幸か……夢路の哀れな姿を見た者は、葛葉と蜃だけだった。 
 ｢大丈夫だ｣ 
 としか、葛葉は言えなかった。それを紙に書いて獅郎に伝えた。 
 ｢いつも、それですね。何がどう大丈夫なのですか？｣ 
 葛葉は、言葉を詰まらせた。が、元々賢い獅郎は、そこで更に責め立てたい気持ちを飲み込んだ。 
 ｢夢路がいいと言うまで、俺は待ちます。そう伝えてください｣ 
 ｢ああ｣ 
 ｢ところで、晴明様の葬儀の準備をしないと｣ 
 晴明の遺体は、一旦晴明の部屋に寝かされていた。綺麗に整えられ、まるで昏睡しているかのようだった。 
 ｢そう……そうじゃな。まだ信じられんのだ……｣ 
 と、消え入りそうな声で葛葉は呟く。 
 ｢旬介と新月も、晴明様の遺体の前で泣き崩れたまま動こうとしません。蜃様は平気そうにしていますが、相当に強がってるだけですね。それに、甲蔵はまだ小さい。色を失ったショックと晴明様がいなくなったショックで、塞ぎ込んでいます。俺がついててやらないと……夢路を呼ぶけど、それも出来ないから、せめて……俺が｣ 
 ｢すまんな｣ 
 獅郎も切なそうな表情で俯いた。 
 
 ｢皆が悲しみに包まれてます。早く遺体を埋葬するべきです｣ 
 そう言い放つと、獅郎はその場から立ち去った。 
 ｢晴明殿｣ 
 枯れたと思った涙が、再び溢れ出す。誰よりも辛いのは、葛葉なのかもしれない。 
 ｢私がもっと早くこの里を離れてさえいれば、貴方は死なずに済んだのでしょうか？｣ 
 問い掛けても、返答などあるはずも無い。 
 葛葉は、あの日以来、晴明の部屋の前を通ることさえ出来なかった。部屋の障子が見えるだけで、呼吸が止まりそうになる。いっそ、悪い夢を見ているだけならいいのにと何度思った事か。 
 この日も、晴明の部屋が見える手前の廊下の角で立ち止まっていた。 
 ｢母上｣ 
 旬介だった。 
 ｢兄上が、今夜父上を埋葬すると言ってるよ。もうそろそろ埋めないと、腐敗が進むからって｣ 
 ｢そう……なのか？｣ 
 ｢うん。今日で最期だから、最期くらい顔見てあげてよ｣ 
 葛葉は、痛々しい表情で顔を背けた。 
 ｢早く｣ 
 ｢ちょっ！｣ 
 葛葉の静止を聞かずに、旬介は強引に彼女の手を引いた。 
 振り解けないくらい、いつしか強くなったその手に驚いたが、広くなったその背中にもっと驚いた。 
 そして、旬介によって晴明の部屋に入れられる。そこは異臭を誤魔化すための香が焚かれており、馴染みの布団に軽く死化粧を施された晴明が横たわっていた。恐る恐る覗き込めば、その顔は今にも起きそうなくらい安らかだった。寝息すら聞こえてきそうな程に。 
 ｢晴明……殿｣ 
 返事がある筈もないのに、葛葉は夫の名を呼んだ。 
 ｢なあ、晴明殿。今夜、に人で月見をせんか？ なんとか里が守られたそのお祝いに、私がとっておきの酒を買うてくる故｣ 
 葛葉は、自分でもおかしな事を言っていると分かってはいた。分かってはいたが、止まらなかった。 
 ｢さあ、そろそろ目を覚ましてくれんか？｣ 
 触れた晴明のその頬は、まるで蝋人形のように冷たく硬い。 
 ｢もう、私の隣で笑ってはくれぬのか｣ 
 葛葉は蹲って泣いた。それ以上、言葉すら出てこなかった。 
 泣いて泣いて、日が落ちた頃。蜃が部屋に入ってきた。 
 ｢母上、そろそろ父上を運びます｣ 
 ｢…………｣ 
 ｢これ以上置いてはおけません。もう既に臭いがきついせいか、よろしくない物の影がチラホラ見える｣ 
 ｢……そうじゃな｣ 
 葛葉は力なく立ち上がり、ふらふらと部屋を出た。 
 ｢新月｣ 
 近くで様子を伺っていた新月の気配に気付いていた蜃が、彼女を呼んだ。呼ばれた新月の肩がぴくりと揺れた。 
 ｢気付いて、たんですね？｣ 
 ｢ああ。お前達の気配くらい読めるよ。悪いが、母上を頼む。俺は旬介達と父上を埋葬しに行ってくるから｣ 
 ｢先代様のお墓ですか？｣ 
 蜃は、首を左右に揺らした。 
 ｢父上の血には、不本意ながら鬼の血が宿る。だから、恵慈家の墓には入れるなと言うのが父上からの遺言だ。だから父上の遺体は、別の場所に埋葬するよ｣ 
 ｢いつの間にそんな話が。何処にですか？｣ 
 ｢囮の作戦を考えた日の夜更けにな。今回のあらすじは、父上が予想していたものとは多少なりとも違ったが、結末は予想通りだった。俺はなんとかして回避したかったんだが……俺には無理だった。だから、せめて最後の頼みくらいはちゃんとせねばな。だから、父上の遺体は恵慈家の墓にはおさめず、祖母様の祠の近くに墓を作る｣ 
 ｢そこが、晴明様の望んだ場所？｣ 
 ｢そうだ。鬼であっても、母は母。親不孝の償いにせめて近くで眠ると、そう言っていた｣ 
 新月は、なんとなく晴明の気持ちがわかったような気がした。敵だと罵るも、心ではそれが辛かったのだと。 
 ｢晴明様、お可哀想｣ 
 ｢一番、辛い立場であったろうな｣ 
 新月は頷くと、葛葉の部屋に向かった。そして、葛葉の側に静かに居た。ただそれだけだったが、泣き崩れる葛葉には何よりありがたかった。 
 
 蜃と旬介で、晴明の棺を担いで歩いた。他の男達は、義手や義足の使いがままならなかったり、周りが把握出来なかったりと、自分の生活環境に慣れずに苦労しており、棺を担げるような状態ではなかったから。 
 旬介ですら、視界の悪い中歩く山道は難儀だった。途中何度も足を取られたり、転がりそうになったりと散々だった。けれど自分しか居ないのだから、それも仕方ないと、何度も晴明の棺を見ては涙を流した。 
 ｢旬介、もう少しだ。頑張れ｣ 
 先頭を歩く蜃は、無機質でいつもの優しさはなかった。それは、蜃にも余裕がなかったからである。 
 いつもなら文句の一つも出てきそうな状況だが、互いに飲み込み、それ以上は無言のまま先を進んだ。 
 いつもの三倍以上も時間をかけ、目的地に着いた。 
 二人で地中深く穴を掘り、晴明を棺桶のまま埋めた。全てが終わった頃には、夜が明けていた。 
 ｢さて、帰ろう｣ 
 二人で山道を降りるが、終始旬介は一言も話さなかった。話せなかった。 
 とぼとぼ山を降りると、蜃は葛葉へと報告に向かった。 
 ｢旬介｣ 
 風呂に向かおうとする旬介に、新月が声を掛けた。 
 ｢ありがとう。私も、本当は行きたかったんだけど｣ 
 ｢うん。新月、その目は慣れた？｣ 
 鏡のように、失った片目を互いに確認するように見つめた。 
 ｢旬介は？｣ 
 ｢なかなか慣れないね。何度も山で転がったよ。でも、俺は幸い効き目じゃなかったから、まだマシだと思う｣ 
 ｢よかった。効き目を失うと、本当に見えてるものが変わってしまうから｣ 
 右目のあった場所を隠すように触りながら、新月が苦笑いを見せた。歩く度、まだ壁を触らなければ上手く感覚が掴めない。だからこそ、着いていきたい気持ちを抑えながらも新月も皆と屋敷に残ったのだった。 
 ｢慣れたら、父上のお墓参りに一緒に行こう｣ 
 ｢うん｣ 
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 晴明がいなくなっても、里は変わらない。変わらないうちに、手を打ったのだから当たり前かもしれない。何も知らずに普段通り過ごす里の人達の姿が、そこには変わらずあった。 
 あれから、何日、何ヶ月経ったのだろうか。考えるのも嫌だった。 
 旬介は、あれからずっと屋敷に引きこもったままだった。なんとなしげに、早朝蜃の部屋の前を通りかかった時、蜃が荷造りしているのに気づいた。 
 ｢兄上、どっか行くの？｣ 
 蜃と会話をするのは、どのくらいぶりだろうか。 
 ｢ああ、暫く武者修行にでも行こうかと思ってな｣ 
 ｢聞いてねえし｣ 
 ｢お前は、俺の話なんて聞く気もなかったろ｣ 
 ｢うんむ｣ 
 旬介は、否定も肯定でもないような、変な声を出した。 
 ｢いつ帰ってくるの？｣ 
 ｢お前が、俺の心配するなんて珍しいな｣ 
 ｢心配じゃないし。新月が寂しがるだろ｣ 
 ｢お前は寂しがってくれんのか？｣ 
 ｢寂しくなんかない｣ 
 ふと、蜃の表情が寂しそうに見えた。 
 ｢……そりゃ。ちょっとは、寂しいけどさ｣ 
 蜃は、ぷっと吹き出した。 
 ｢いつ帰るかは、わからん。何ヶ月になるか、何年になるか、何十年になるか。けど、俺は必ず強くなる。強くなって戻ってくる。そしたら、お前なんて小指一本で倒してやるから楽しみにしてろよ｣ 
 ｢俺がそんなに弱いはずないだろ。兄上なんか、鼻くそピーンだかんなっ！｣ 
 ｢なんだ、それは｣ 
 蜃は、笑った。 
 ｢じゃあな｣ 
 ｢……絶対、帰って来いよ｣ 
 蜃は、偉そうだなっと旬介を小突いた。 
 そして、屋敷の門を潜った。潜って、一度立ち止まり、頭を軽くかいた。 
 ｢感傷に浸るのも嫌だから、誰にも告げずに行くつもりだったんだけどな。旬介、新月、そういう事だから見送りはいい｣ 
 言われて気付いた旬介が振り向くと、門の影に新月の姿があった。 
 ｢お気を付けて……｣ 
 ｢行ってくるよ｣ 
 ｢絶対、帰ってこいよな！｣ 
 旬介の叫びを背にして、まるで散歩にでも行くように、蜃の姿は消えていった。 
 




闇忍里改革 篇


 里に平和が戻ろうと、屋敷はいつまでも暗い雰囲気が漂い続けていた。 
 里の民から、各自の屋敷が出来たと知らせが届いたのは、晴明が亡くなってから翌年の春を迎えようとしていた矢先の事だった。 
 「皆、大事な話がある」 
 皆、それぞれ失った身体にも徐々に慣れ始めていた頃だった。ただ、全身の皮膚を失った夢路だけは未だその姿には慣れず、全身に布を巻き、頭巾で顔全体を覆った姿で皆の前に現れた。生克五霊獣の法を使ったあの日から、夢路が皆の前に現れたのは初めてのことだった。 
 そして、その姿に皆が凍りつくように静まり返った。 
 「夢路」 
 と、最初に言葉を発したのは兄の獅郎であった。夢路はその声になんの反応も示さず、葛葉の脇に座った。 
 「夢路よ、大丈夫か？ 無理するなよ」 
 夢路は、コクリと頷いた。 
 その姿を見て、衝動的に立ち上がろうとした獅郎を葛葉が制した。 
 「座りなさい」 
 獅郎は辛そうな表情で、ひとまずそれに従った。 
 「これは、夢路からの要望である。夢路は本来、甲蔵と北方の地を治めるはずであった。だが、先日の一件により姿を失い、それを放棄するという。夢路はこれから、私とここで暮らすことになる。甲蔵には、別に娘を世話するつもりだ。そして、その間北方は……」 
 「嫌だ！」 
 葛葉の声に被せるように、甲蔵が叫んだ。 
 「嫌だ！ 嫌だ！ 嫌だ！ 絶対、嫌だ！ どんな姿になっても、夢路は夢路だし、夢路と一緒に俺は居る！」 
 普段から余り大声を上げない、何処かツンケンした風の甲蔵が叫んだことで、その場はしーんと静まり返った。皆が言葉を失い、甲蔵を見ていた。 
 「俺は、夢路と一緒にいるんだ。ずっといるんだ。ずっと、夢路をお嫁さんにするって決めてた。北の屋敷なんて要らないし、ここにいなくてもいいし、里から出てってもいいから……俺は、夢路といる……」 
 葛葉は、はっとした。この場にいる誰よりも年は若く、旬介と同じように赤子の時からこの里にいた。そして、忙しかった葛葉の代わりに乳母のように育てていたのは夢路だった。夢路は甲蔵にとって母であり、姉であった。 
 「甲ちゃん……ごめんね。今の私じゃ……きっと貴方を怖がらせてしまうから……」 
 夢路は顔を手で多いながら、はらはらと泣いた。 
 「俺は怖くなんかないよ。だって、夢路は夢路だ。傍に行ってもいいかな？」 
 夢路は泣きながら、コクリと頷いた。 
 甲蔵は夢路の顔を覗き込んだ。布に包まれたマネキンのような姿がそこにあった。目元が涙で濡れて、ぐっしょりとしていた。その布の隙間から、ぎょろっとした目玉が見えた。 
 本来なら恐ろしくも思えるその不気味な相貌ではあるが、不思議と甲蔵には怖くなかった。 
 「うん、夢路だ。やっと会えて嬉しいな」 
 夢路は、ぎゅっと甲蔵を抱きしめた。頬に触れる布越しに、夢路が泣いているのがわかった。 
 「夢路、もう泣くなよ。ずっと一緒だからね」 
 その様子を見守りながら、葛葉が夢路に声を掛けた。 
 「今まで何度か聞いたが、もう一度言おう。夢路よ、甲蔵と北方の屋敷に行くか？」 
 夢路は少し躊躇った。 
 「夢路、行こうよ！」 
 「でも、私はもう二度と人前に姿を出ることは出来ません……」 
 「いいよ、そんなの！」 
 「でも……」 
 「夢路、お前は本当はどうしたいのだ？」 
 葛葉は、優しく問うた。 
 「私は……」 
 どうしたいのか？ 
 聞かれて頭に浮かんだのは一つ。 
 
 死んでしまいたい……。 
 
 化け物のように成り果てた姿に、夢路は心底絶望していた。 
 自分が化け物のような姿になってまでも、まだ生きているからこそ甲蔵が自分に依存しているのかと思うと嬉しい反面絶望する思いがあった。 
 いつか、この姿を……本当の姿を見たら、甲蔵であっても怯え離れていくと確信していたから。夢路には、そう遠くない未来が酷く辛かった。 
 「私は、やはり……許されるならこの屋敷の離で、一人余生を過ごしたいです」 
 もう、これ以上絶望に怯えたくなかった。甲蔵が変わらず求めてくれたこと、最後に抱きしめてあげられたこと、それだけで夢路は満足だと自分に言い聞かせた。 
 だが、納得出来ないのは甲蔵の方である。 
 「なんでだよ！ 夢路！ 俺のこと、嫌いになっちゃったの？」 
 怒りにも悲しみにも似た声を、甲蔵はあげた。 
 「甲蔵、やめなさい」 
 葛葉が止めても、甲蔵は夢路への問い掛けもやめず、終いには泣き出してしまった。 
 甲蔵を止めたのは、獅郎だった。 
 「夢路。お前は、それで本当にいいのか？ それが、今のお前が望むことなのか？ 俺は、なんにもしてやれないし、してやれなかったけど……できるなら、お前が幸せになれる方法を考えてやりたいんだ」 
 兄の言葉に、夢路は頷いた。 
 
 ーー幸せになれる方法、なんてある訳ないじゃない。 
 
 「お兄様、甲ちゃんをよろしくね」 
 泣きわめく甲蔵を抱えて、獅郎は元の場所に座った。 
 一呼吸置いて、葛葉が話を続けた。 
 「では、お前達に新たな名前を与える。旬介は麒麟、新月は黄龍として里の鬼門と玄武の北を支えよ。そして藤治は朱雀として里の南を、紗々丸は青龍として東を、獅郎は白虎として西を支えるように。明日以降、徐々に移住をはじめてくれ」 
 「甲蔵は？」 
 黄龍が問うた。 
 「暫くは私と共に暮らすつもりだ。やがてこの子も大人になる。大人になったら、玄武の名をやるつもりだ。そして、お前達にはそれまで玄武の北を守って貰いたいのだ」 
 それを聞いていた甲蔵が、嗚咽混じりに言った。 
 「俺は……玄武なんか要らないや……夢路が……夢路がいないなら、要らない」 
 ふうっと、葛葉は困ったような表情を浮かべて甲蔵を見た。 
 そして、この場は解散となった。夢路は、葛葉に着いて離れへと戻って行った。 
 
 「正直、夢路があんな風になってるなんてな」 
 苦しそうに、旬介が呟いた。隣で新月は、それを聞いていた。 
 「あの日、あの時は、自分達に降り掛かる災難で皆精一杯だったから。お互いがお互いの有様に気付いたのは、あれから何日かしてだったし。可愛らしくて明るくて優しい夢路ちゃんが、なんであんな目に……」 
 言いながら、新月は視界が滲んでいるのに気がついた。 
 「なんなのよ、あの術。大事なものを私達から、奪っていく」 
 消えたお蝶を思い出した。出て行った松兵衛を思い出した。自害した晴明を思い出した。離れていった蜃を思い出した。 
 怒り狂うように泣き叫ぶ甲蔵の声が、新月の耳から離れない。 
 「もう、二度と使う事はないよ。もう、使わなきゃいけないような、そんな鬼はこの里にいないのだから」 
 生克五霊獣の法で封じた一匹の鬼と、恵慈家の封印呪縛で封じた一匹の鬼。それを更に祠を作り、二重に封じた。その封印がようやく完成したのが、つい先日の出来事で、ここまで来るのに半年近くも掛かった。 
 「ねえ、旬介。少し寂しいけど、早く新しい屋敷に行こう。ここは、思い出が多すぎて辛いわ」 
 「そうだな」 
 
 それから、ひと月もしないうちに、皆がそれぞれの新しい住まいへと移り住んでしまった。 
 少し狭くも感じていた屋敷ですら、寂しいくらいにがらんとした。 
 離れの夢路の部屋に、物音や気配が届くことも無く、彼女は独り庭を見てぼんやり過ごすことが多くなっていた。何もする気が起きなかった。 
 「夢路、面白い本があったぞ」 
 一日に一度、葛葉が夢路を訪ねた。それ以上は、夢路が望まなかった。そして、葛葉以外の面会を夢路は強く拒否した。 
 「甲蔵から、文を預かって来ているぞ。たまには、返事をしたらどうだ？」 
 夢路は葛葉から渡された文を手で持ったまま、暫くじっと見つめた。いつもの事だった。 
 
 「毎日、毎日。夢路の事を聞くのだ。そしてな、今日は何を書こうか、いつも考えているのだぞ」 
 「返事をしたら甲ちゃんが私を忘れられないといけないから」 
 葛葉は、溜め息をついた。 
 「夢路は、母親の事を覚えているか？」 
 「ええ。しっかり、覚えています。私が三つの時に病気で亡くなりました」 
 「父親の事は覚えているか？」 
 「覚えています。時々、元気かと今でも思います」 
 「では、獅郎のことは？」 
 「忘れるはすがないでしょう」 
 「それはなぜ？」 
 「それは、大切な肉親だから」 
 葛葉と夢路の問答のような掛け合いが続いた。 
 「甲蔵にとって、夢路がお前の母親や兄のような存在なのだ。忘れろと言われて、忘れられるものか？」 
 
 夢路は何も言わず、硯に墨をすり始めた。 
 「甲ちゃんは、私に毎日文を書いてくれます。毎日、毎日……それがいつも眩しくて、私も返事をしたかった。けど、そうしたら甲ちゃんが私の為に幸せになれない気がするんです」 
 夢路は、静かに筆を走らせた。 
 「皆で過ごしてた、あの頃が懐かしい。収穫祭は本当に楽しかった。今年も、行けると思ってたのに……」 
 「夢路。たまには、甲蔵に会ってやらんか？ あの子も、また背が伸びた」 
 夢路は首を左右に揺らした。 
 「お前を怖がるような、年齢でもなくなったぞ。あの子は、今もお前を待っている」 
 夢路は何も答えず、静かに文を畳むと葛葉に渡した。そして、思い出したかのように部屋の奥引き出しから小さな袋を出した。 
 「これは、私が古着でこさえたお守り袋です。甲ちゃんに、渡してください」 
 葛葉が受け取ると、いい匂いがした。どうやら香が入っているようだ。 
 「わかった、渡しておこう」 
 
 葛葉は離れから出ると、甲蔵に夢路から預かった文とお守り袋を渡した。 
 彼はそれを受け取ると大袈裟なまでに喜び、何度も何度も読み返した。 
 そして、その日にいつもの倍の文を書いた。 
 その日から、甲蔵の文に夢路が返事をするようになり、同じ屋敷にいながら文通が始まった。そのせいで、時には甲蔵にせがまれ、葛葉が何度も離れを往復することさえあった。 
 夢路にとっても、それが毎日の楽しみになりつつあったある日の事だった。 
 葛葉の目を盗んで、一匹の鼬が夢路の前に現れた。どうやら、かつて晴明の死臭に呼び寄せされた物の怪のようである。 
 『お嬢さん、何か悩み事でもあるのでしょう？』 
 人の言葉を話す鼬は、不気味に笑いながら夢路に問いかけた。 
 『この美しく咲いた紫陽花を見ながら、そんな悲しい顔をする女子を見たのは初めてでもないんですぜ。こう見えても、あたしゃああんたの数倍は長生きしてるんです』 
 夢路は、嫌な予感がした。 
 『一つ、あたしがアナタの悩み事を聞いてあげますぜ』 
 「五月蝿い、鼬だね」 
 そう夢路は一言言い放つと、障子を閉めて部屋の奥へと移動した。 
 『あんたの悩みは、ズバリその醜い姿だ！ あたしにはわかりますぜ、あんたのその姿は呪いだ』 
 夢路は腹が立った。この鼬が低級な化け物である事は、早々理解した。 
 塩の入った壺を掴むと、再び縁側に戻った。 
 『あたしになら、あんたのその呪い。解くことができますぜ』 
 瓶の塩を掴んだ、夢路の手が止まった。 
 『但し、あたしのお願いを聞いてくれたら。ですけどね』 
 「……なにさ。聞くだけ聞いてやろうじゃないか」 
 この鼬が、魂が欲しいと言うならば、願ったりだと夢路は思った。 
 が、鼬は思わぬ事を言った。 
 『あたしはね、こう見えても徳の高い妖鼬でしてね。沢山の修行をし、沢山の術を学んできたんでさあ。勿論、人に化けることも容易い。けど、一つだけ叶わぬことがありましてね。人間の子が欲しいのでさあ。と言っても、攫ってくるのではありません。あたしとの子をあんたに産んで貰いたいんでさあ』 
 夢路はカッとし、掴んでいた塩を鼬にぶつけた。 
 『この化け物が！』 
 鼬は、ひらりと避けるとニヤリと笑った。 
 『化け物とは、お互い様でさあ。あたしとの子を産んでくれさえすれば、あんたは元の美しい娘の姿に戻れる。それだけで、幸せが手に入る。あたしの子を産んだら、その事はさっさと忘れて構いませんぜ。それだけで、あたしとの契約は成立するのでさあ』 
 鼬は、ひらりと回った。 
 『では、また返事を聞きに来ますぜ。それまで、よーく考えておいてくだせえ』 
 鼬はそう言うと、煙のように姿を消した。 
 夢路は鼬の消えた庭に向かって、更に塩をまこうとしてやめた。その代わり、縁側に塩の壺を置きっぱなしにした。 
 「夢路、何か居たか？」 
 突然、葛葉の声がして夢路の肩がぴくりと驚いた。 
 「……いえ」 
 「そうか。そういう臭いがした気がしたのだが……」 
 「そうですか？」 
 「晴明殿の遺体を長く置きすぎたようだ。札を書いてやろう」 
 「いえ、大丈夫ですよ」 
 夢路は、無理に笑ってみせた。 
 「そうか？」 
 「ええ。それより、早く文を」 
 甲蔵からの文を受け取ると、夢路は貪るように読み、時には笑った。だが、この日はあの妙な鼬のことが頭から離れず、読む度に胸が痛んだ。 
 そして、読み終わってから思わぬ事を口にした。 
 「甲ちゃんは、こんな私をまだ慕ってくれるのかしら」 
 夢路がぽつりと口にした言葉だったが、葛葉には彼女が姿を失ってからの初めての前向きな言葉のように思えた。 
 「あ、ああ。文からでもわかるだろう。そろそろ、会ってやってくれ」 
 夢路は少し考えたような素振りをしてから、コクリと頷いた。 
 「明日、甲ちゃんと会います。こんな姿ですが、怖がらずに、愛想を尽かさずに……居てくれるかしら」 
 夢路の中で、一つの決心が出来た。 
 「そうか。あいつも喜ぶぞ！」 
 夢路は甲蔵に、その旨の文を書いた。 
 
 葛葉から夢路の文を受け取り、それを読んで甲蔵は喜んだ。 
 「夢路がやっと」 
 涙さえ浮かんできた。 
 ずっと、この時を待っていた。 
 母を想う、姉を想う気持ちが、いつしか恋頃に変わっていた事に、まだ本人は気付いていない。少年は知らぬ間に恋心を抱けるほど、成長していた。 
 「甲蔵。言っておくが、夢路に昔の姿はないぞ。おぞましいとさえ思える姿だ。それでもお前は、夢路に会いたいか？」 
 甲蔵の顔が、不快に歪んだ。 
 「どんな姿でも、夢路は夢路だろ。俺は気にしない。そりゃ、ちょっとはビックリするかもしれないけど」 
 「そうか」 
 葛葉は、それだけ返した。 
 
 その晩、鼬が再び現れた。 
 寝ようと歩く廊下に、ぽつねんと座っていた。 
 雨戸は閉まっているし、窓もしっかり閉めた。 
 「何しに来た？」 
 鼬は、キキキと笑った。 
 『あんたが、あたしを呼んだ気がしたんでね。ちょいと早いかと思いましたが、善は急げといいますから』 
 イタチは続けた。 
 『あたしの子を産む決心は出来ましたかい？ あたしの、あんたの呪いを解く準備は万全ですぜ』 
 「そうね、鼬の子を産むなんて、正気の沙汰じゃないわ」 
 『でも、あんたのその呪いは解ける。あんたは、元の人の姿に戻れる』 
 「本当なの？」 
 『ええ。あんたがあたしと契約を結べば、今夜あたしとあんたは初夜を迎える。そして、あんたのお腹にあたしの子が出来る。その子は春に産まれる』 
 「その子はどうなるの？」 
 『なあに、あんたは何も気にすることなんてない。産まれたら直ぐにあたしが連れてきます。育てることもなければ、愛情を持つこともしなくていいでさ』 
 「……やっぱり、そんな契約結べないわ」 
 夢路は苦し紛れに鼬に言った。 
 『そうですか。あたしには、あんたが決意したように思えたんですけどねえ。まあ、今日の今日ですし、また気が変わったら呼んでくだせえ。あたしはいつでも現れますぜ』 
 再び、鼬は夢路の前から煙のように消えてみせた。 
 胡散臭い妖鼬の話など、真面目に受け止めたつもりは無い。が、夢路には藁にも縋るほどに魅力的な誘いだった。 
 
 翌朝、甲蔵は葛葉と共に部屋を訪ねてきた。 
 「夢路！ 里で人気の団子買ってきたんだ。前に文に書いたろ。一緒に食べよう」 
 夢路の姿を見るも、甲蔵は臆せず叫んだ。その姿は一部であるが、最初で最後に皆で集まった時に見ていた為、覚悟は出来ていた。 
 あの時のように、頭巾はしていない。布に包まれたマネキンが、着物を着て話をしている、そんな風景だった。見ようによっては、不気味にも思える。 
 「甲ちゃん、ありがとう。今、お茶いれるね。甲ちゃんは、少し甘いお茶が好きだったよね。普通のお茶は苦手で」 
 夢路は懐かしむように、くすりと笑った。 
 「夢路、普通のお茶でいいよ。甘くなくても、もう飲めるから」 
 改めて見てみれば、甲蔵の姿は小さな少年から大きな少年へと変わろうとしていた。 
 「暫く見ない間に、甲ちゃんは随分大きくなったのね」 
 「もう、十二だ」 
 「そう。そっか。この前まで、兄上や父上におぶわれてたのに」 
 「早く大人になりたい。そうしたら、夢路をお嫁に出来るのに。兄上達みたいに」 
 「お嫁に……そうね、ありがとう。さあ、お茶が入ったわ」 
 葛葉は、その様子を見て少し安心した。 
 「何かあったら、呼んでおくれ。私は、他にやることがあるからあちらに戻っているよ」 
 と、声を掛けると、母屋に戻っていった。 
 それから、二人は暗くなるまで夢中で語り合った。 
 日が落ちてもなかなか戻ろうとしない甲蔵を気にかけて、葛葉が様子を見に来た頃は、辺りは真っ暗な闇に包まれていた。 
 「甲蔵、そろそろ就寝の時間だ」 
 葛葉の言葉に、甲蔵は不満げな顔を向けた。 
 「昔は一緒に寝てたし、同じ屋敷なのに、なんでそっちに行かなきゃいけないんだよ。俺は、このまま夢路とこっちにいる」 
 葛葉は、困った顔をした。 
 「それはそうだが……お前は大人になるんだろ。じゃあ、夢路と寝るのはおかしな話だ。それに、夢路も迷惑だろう」 
 「迷惑か？」 
 言われて泣きそうな顔で、甲蔵は夢路に向き直った。 
 「甲ちゃん、また明日おいで。明日はもっと大切なお話がしたいから。今日は、母上の事を聞いて」 
 夢路に説得され、甲蔵は渋々うんと言った。 
 
 翌朝、再び甲蔵が夢路の部屋に来た。この日は一人だった。 
 「あら、母上は？」 
 「一人で行ってきていいって」 
 「そう」 
 夢路は表情もなく相槌を打つと、甲蔵を部屋に入れた。 
 襖を閉め切り密室を作ると、そこに妙な空気が流れた。急に甲蔵は不安になった。 
 「どうしたの、夢路？」 
 「昨日言った大切な話をしたいから」 
 言うと夢路は、頭から巻かれた布を外した。 
 徐々に現れるその姿に、甲蔵の胸はバクバクと鳴った。恐怖でもない不安でもない、何かわからない感情が蠢くようだった。 
 夢路の本来の姿が顕になると、甲蔵は同時に尻餅をついた。 
 「甲ちゃん、これが今の私。怖いでしょ？ 気持ち悪いでしょ？」 
 声だけは、優しい夢路だった。 
 甲蔵の目から、ぶわっと涙が流れた。 
 「甲ちゃん、怖がらせてごめんね。私は……」 
 夢路は、何かを言いかけて言葉を噤んだ。 
 そして 
 「帰って」 
 と、呟いた。その声は、泣いているようだった。 
 「夢路……」 
 「もういいよ。帰って。夢路は、もう何処にもいないのよ。ここに居るのは、一人の化け物」 
 「夢路は化け物なんかじゃないよ」 
 甲蔵は、あの頃から色を失っていた。目に映る世界が、全てモノクロに見える。昼も夜も僅かにしか判断出来ない世界の中で同様に、色を持つはずのない夢路だけが輝いて見えていた。 
 あの日から、世界が大きく変わったと感じているのは夢路だけではなかった。大きく変わった世界は色だけでなく、その世界そのものが変わってしまったのだと理解した。 
 「何もかもが変わってしまったんだ。変わってしまっても、俺の目には、夢路は夢路にしか見えないから」 
 夢路は着物の袖で顔を覆った。 
 「ごめんね、甲ちゃん。今日はごめんね」 
 甲蔵は、立ち上がった。 
 「夢路、ねえ。そのままでいいからさ、俺と五目並べやろーよ。兄上達に、教えて貰ったんだ。出来る？」 
 夢路は顔を覆ったまま、首を左右に振った。 
 「じゃあ、俺が教えてあげるよ」 
 その日は、夜遅くまで五目並べをして遊んだ。夢路は、顔は隠さなかった。 
 
 「鼬、居るのか？」 
 甲蔵が帰った後、夢路は庭に向かって声を上げた。 
 すると、待ってましたとばかりに、早々に鼬が現れた。 
 『へい、おりますぜい。とうとう、腹が決まりましたかい？』 
 鼬は、ニヤリと笑った。 
 「ああ、この呪いが解けて本来の姿が戻ると言うなら、あんたの稚児を産んでやってもいい」 
 言うが早いか、鼬ひらりと舞うと、人間の姿になった。本来ならば目を見開く程、美しい美青年だった。 
 『この姿ならば、あんたも満足いきましょう。あっちの方はこう見えても自信がありましてね、またとない快楽を与えて差し上げますぜ』 
 鼬はゆらりと夢路に近付くと、優しく唇を重ねた。 
 『さあて、では始めましょうか』 
 
 初めての相手が妖鼬だなんて、お笑い草だ。笑い過ぎて、死んでしまいそう。けれど、それ程にこの姿が憎かった。憎くて、憎くて。嘘でも、ほんの僅かでも可能性があるなら、それに縋りたかった。 
 
 『さあて。子が宿るまで、毎晩あんたを抱きに来ます。きっと、春には可愛い稚児に会えるでしょう。そうすれば、あんたの呪いも解けるはず』 
 「直ぐにでも解いてよ」 
 鼬男は冗談でしょう、という表情で口元を隠した。 
 『子が直ぐに宿るとは限らねえですぜ。もし、宿らなければあたしの立場はどうなります？ これは、お互いの交換条件ですぜ』 
 「あんたが、裏切らない保証はあるの？ 鼬のくせに……」 
 『その時は、あたしの子を殺せばいい。まあ、あたしは人間との子が喉から手が出る程欲しいんですから、そんなヘマはしませんけどね』 
 
 その晩から、鼬は毎晩夢路の寝所に現れるようになった。 
 甲蔵が通っているのもあり、葛葉は油断していた。滅多に夢路の元に行くことはなくなったし、甲蔵を通して夢路から心配しなくてもよいと文を貰っていたのもあったせいだ。 
 全ての屈辱とも言えるべき計画が、葛葉に知られ、水の泡と消えてしまわないよう夢路が考えた策だった。 
 ここで一番危険なのは葛葉である。葛葉にだけは知られまいと、夢路は彼女を遠ざけた。 
 が、様子が変わったのはそれから春の兆しが見え隠れした頃だった。 
 甲蔵の前で、夢路が頻繁に体調を崩すようになったから。 
 甲蔵が夢路が止めるのを振り切って、葛葉を連れてきた。 
 「夢路……」 
 葛葉は、夢路をひと目見ただけで、その違和感に気付いた。 
 「お前、何をした？」 
 夢路を取り巻く霊気が、人のそれではなかったのだ。 
 「夢路、何をしたのだ？」 
 その問いかけは咎めると言うより、泣きそうだった。これには、流石の夢路も胸が酷く傷んだ。 
 「……私は……」 
 ちらりと、甲蔵に目配せすると、気を利かせたように葛葉が甲蔵に母屋に戻るよう告げた。嫌だと言いたかった彼も、異様な雰囲気に呑まれ、渋々了承した。 
 葛葉と二人になったことを確信してから、夢路がぶわっと泣き出した。 
 「私は……私は、この姿が憎い。憎くて、憎くて、仕方がなかったのです。けれど、死ぬ勇気さえなかった。そんな私は、この世に未練を持つ生きる化け物なのです。……数週間前、否、もっと前かも知れません。妖鼬が私の呪いを解いてやると、そう約束をしました。妖鼬の稚児を産むのが条件です」 
 葛葉は、真っ青な顔で夢路を抱きしめた。出来ることなら、自分が変わってやりたい、自分の姿をやりたいと強く思ったが、夢路のことを考えると口が裂けても言えなかった。代わりに、唇を噛み締めて声を出さずに泣いた。 
 
 「すまんかった……。私が、ついていながら……何も出来ず……全ては私が存在したから……」 
 半分はそうであり、半分はそうではない。葛葉がいなければいないで、恵慈家も里も別の形で終わりを告げていただろう。 
 「母上がいなければ、私はここにはいません。幼き日、山で野垂れ死にしていた。こうなるなら、父上の代わりに私が死ねばよかったのです」 
 夢路の優しさは、姿を失っても変わらない。だからこそ、葛葉はどうにかしてやりたかった。 
 「お前は、妖鼬の稚児を産むつもりか？ 恐らく、お前の腹には今……」 
 夢路は、自らの下腹部をそっと撫でながらコクリと頷いた。 
 「それしかないでしょう。恐らく、もうそうするしかない程に育ってしまっております。私にはわかる。この異様な速さと、それに伴う邪気が。私は化け物を産み、化け物の母となります。母上、この子が産まれたら、この子を殺してください」 
 「何を？」 
 「私は、酷く後悔しています。あんな鼬ごときに、この呪いが解けるはずないのに。あの時、私の肌は砂のように崩れて消えた。これは、呪いなんかじゃないのだから」 
 もし呪いであるにしろ、龍神の分魂である葛葉に解けない呪いを、妖鼬ごときが解けるはずないのだ。恐らく、妖鼬は稚児を産ませた後、弱った夢路を喰らうつもりだったのであろう。龍神の血を貰った夢路の血肉魂は、弱小妖怪にとって恰好の餌である。力を強めるために、欲しがっても仕方なかった。子も同様に、柔らかい血肉と穢れなき魂を、ご馳走にするつもりであったろうに。 
 「夢路。鼬は私に任せろ。鼬はお前の腹の稚児の事を知っておるのか？」 
 「はい、存じております。毎晩、稚児を楽しみに見に来るのですよ」 
 「そうか。私の事は、決して話すな。今晩も来るな？」 
 「恐らく」 
 葛葉は、人型の札を取り出した。 
 「これを、鼬に気付かれぬ場所に貼っておけ。必ず、お前を助けてくれるから」 
 夢路は、頷いた。だが、そこには少しだけ迷いもあった。鼬の嘘を、何処かで信じたい自分が居たのだ。 
 
 その晩、いつものように鼬が夢路の寝所に現れた。 
 『腹の子の様子はどうでしょうかい？』 
 鼬は、へらへら笑いながら、夢路の前にザルに入ったドジョウやタニシを置いた。 
 『これでも食べて、元気な稚児を産んでくだせえ』 
 子供が宿ったとわかった途端、今度はこうして川や田から餌を毎晩運んでくるのだ。 
 夢路は冷たい目でそれを見てから、次いで鼬を見た。餌は一度も口にしたことなどない。 
 「いつになったら、私の呪いは解けるというの？」 
 『それは、稚児を産んだ時に』 
 「本当に、あんたにそんな力があるの？」 
 『疑いますなあ。第一、嘘だとしても、もうあんたは稚児を産むしかないでしょうに』 
 鼬はニヤリと笑みを浮かべた。夢路の腹の中の子が、降ろせないほどに大きくなっていることを知っていたから。 
 『それに、あんたは稚児を殺せるのかね？ 自分が腹を痛めて産んだ我が子を』 
 夢路は、唇の端を噛み締めた。口の中にじんわりと、鉄の味が広がる。 
 『さあ、観念してあたしの稚児を産んでください』 
 へらへらと笑いながら、鼬が笑う。鼬に気付かれないよう、そっと夢路は葛葉から受け取った人型の札を障子の裏に貼り付けた。 
 「あんたの稚児を私は産むわ。けど、あんたには私を偽った罰を受けてもらう」 
 『罰？ 偽る、と？ 何を証拠に』 
 「あんたの稚児は、生まれてもあんたの手には渡さない。私の手で必ずや片付ける。それが出来なければ、私の母上が始末する。それが嫌なら、約束が嘘じゃないというなら、今すぐ私の呪いを解きなさい」 
 そういうと、夢路はひらりと着物を翻すようにして部屋の奥へと歩いた。 
 『待ちなさい！』 
 鼬が夢路の後を追い部屋の中へ飛び込もうとすると、そこには目に見えない壁があるように、鼬は外へと弾き飛ばされてしまった。予想外かつ余りの突然に、鼬は庭に倒れながら、その目をぱちくりさせるしかなかった。そして、その毛を逆立てながら激しく怒りを見せた。 
 『このアマ！ 何をした！！』 
 鼬が声を荒らげた矢先、母屋の方から葛葉が現れた。 
 「夢路は何もしとらんよ。下等妖怪の分際で、よくも私の娘に手を出してくれたな。どうせ、夢路に子を産ませた後、母子ともに喰ろうて等級を上げようとでも目論んでおったのだろう」 
 鼬は逃げようとしたが、その身体は石にでもなったかのように動かない。鼬の身体が恐怖で震えた。 
 「この屋敷が誰のものか、知らんとは言わせぬぞ。その身をもっても、償いきれんわ」 
 縁側から、庭に転がったまま動けずにぶるぶる震える妖鼬に、葛葉は手を翳した。 
 「おん あみりとどはんば うん はっ た そわか」 
 葛葉が呪文を唱えると、鼬の身体が雑巾のように捻り始めた。 
 『ヴギュウ……』 
 鼬は声にならない悲鳴を上げながら、その場でのたうち回ることも出来ず、ただただ不可思議な力によって捻られた。 
 『ヴゥギュフ』 
 と、変な音を最後に身体が中の骨を砕かれながら、ゆっくりとその場にこと尽きた。まさに、地獄のような死に方だった。 
 「夢路、お前の仇は取ったつもりだ。私に出来るのは、これくらいだ。お前の悲しみも苦しみも、私にはどうしてやることも出来ん。だが、お前は妖鼬と何度も床を共にし、怨みと憎しみとで魂の半分を闇に呑まれてしまっておる。頼む、頼むから、これ以上闇に呑まれないでくれ。お前を手に掛けたくないのだ」 
 葛葉の目から一筋の涙が零れ落ち、それが月の光にきらりと光った。 
 「母上」 
 と、口にした夢路の腹に激痛が走った。 
 
 
 ＊＊＊＊ 
 
 人とは違い、妖鼬の成長は早かった。腹に子を宿したかと思えば、あっという間に出産を迎えた。人の身体では追い付かないほど、全てが早くて、目まぐるしい。人とは違うせいか、それ程苦もなく夢路と妖鼬の子は産まれた。毛むくじゃらの、鼬という名称の子だった。 
 「夢路、お前には酷だ。見ない方がよい」 
 産婆経験など無いが、夢路の為に葛葉は必死で頑張った。なんとか取り出した子を手の中で見つめながら、葛葉は夢路にそう言った。獣という子は、おぎゃあなど泣けるはずもなく、目を開かずスヤスヤと寝息を立てていた。 
 「母上、覚悟は出来ております。自分への……愚かな自分への見せしめとして、我が子を確かに抱かせてください」 
 
 泣きながら訴える夢路の頼みを拒否することも出来ず、産着に包んだ獣を夢路の脇に寄せた。 
 案の定、彼女はその姿を見ると声を上げて泣いた。 
 葛葉は、思い出した。蜃を産み、初めて抱いた日のことを。どれだけ嬉しくて、どれだけ幸せだったことか。だが、夢路は違う。それだけに、夢路の気持ちが痛いほど伝わってきた。 
 「こんななりでも、私にはこの子を間引くことなど出来ません。ですが、この子は人ではない。母上、どうかこの子を間引いてください」 
 夢路に頼まれた、初めての我儘。 
 「私の気が変わらぬうちに、どうか……」 
 葛葉は、夢路から受け取るかのように、鼬の姿をした子を抱き上げた。あどけない姿の獣が、すやすやと眠る。 
 「本当に、いいのか？」 
 「この子は、私が産んだであれ所詮は妖。いつ邪に変わるかもわかりません」 
 少しでも情を移せば、夢路は気がかわりそうだった。妖でも、獣でも、自分で産んだ事には変わりなく、そして何よりこの子に罪があるとは思えなかった。だから、それ故にこの子の先を思うと辛すぎた。 
 それは、確かに夢路が母親になった証でもあった。 
 
 「夢路に逢いたい」 
 夢路の体調が悪くなってから、甲蔵は夢路に会っていなかった。葛葉からそれが夢路からの望みだと言われれば、不満を持ちながらも承諾するしかなかった。 
 「まだ、夢路は身体が悪いの？ 俺には、なんで会ってくれないの？」 
 葛葉は困り 
 「夢路の病はあまり思わしくなくてな、お前はまだ幼いから病が移るといけない」 
 と、言って聞かせた。 
 が、ある日、甲蔵は葛葉の目を盗んで夢路の居る離れにこっそり入った。どうしても、ひと目でよいから夢路に会いたくて仕方なかったのだ。葛葉に怒られるのは承知の上だった。 
 離れへは、母屋と繋がる長い長い廊下を歩いて行く。その間には池があり、廊下の下を錦鯉がゆるゆると泳いでいた。 
 離れに行くには、廊下を渡るしかないのだが、そうすると葛葉に見つかってしまう。その為、甲蔵は池を泳いで渡ることにした。 
 泳ぐと言っても、まだ春先で朝と夜は肌寒い。そして、昼間はぽかぽかと暖かい程度である。冷たい池に入るのは、流石に辛い季節でもあった。それでも、どうしても夢路に逢いたい甲蔵は、早朝の日も登りかけた程度の暗闇の中、服を頭の上に乗せると池の中に足を入れた。 
 想像以上の突き刺すような冷たさが全身に走り、思わず声を上げそうになったが、それを必死に抑えた。 
 池は思っていたより浅かったのが幸いで、入りきっても胸まで届かない程度だった。 
 池の底は、ぬるぬるして気持ちが悪い。そして、気を抜けば滑りそうだった。それをゆっくり慎重に歩いて渡りきる頃には、夜が完全に明けようとしていた。 
 池から上がったところで、雨戸が動く音がした。 
 冷えきった身体は思うように動かず、ただ驚いた拍子に肩が動いたところで、雨戸の向こうの夢路と目が合った。 
 「あ」 
 甲蔵が小さく声を上げた。 
 「甲ちゃん！」 
 怒るより先に驚き、心配になった夢路は庭に飛び降りて甲蔵を抱きしめた。少年の震える身体が夢路に伝わった。 
 「甲ちゃん、何があったの？」 
 意味が分からず、真っ青で震える甲蔵を夢路が抱きしめた。 
 甲蔵は、大好きな温もりに包まれ、急に眠気に襲われた。 
 「夢路……暖かい」 
 ぽつりと呟いて、甲蔵は深い眠りに落ちてしまった。 
 
 甲蔵が目を覚ました時、見慣れたようで見慣れない天井があった。 
 ふと周りを見渡すと、縁側に夢路がぼんやりと座りながらこっちを見ていた。 
 相変わらず、彼の目にはモノクロの景色が映っていた。モノクロの背景の中、灰色の空に白い光を背にして、夢路の影が動いた。 
 「起きた？ 大丈夫？」 
 夢路は甲蔵に近付くと、甲蔵の額の手拭いを冷やし直した。 
 「池の中を渡ってきたの？」 
 「母上に見つかったら、怒られるから」 
 「無茶ね」 
 「だって、どうしても夢路に会いたかったんだもん」 
 無性に涙が溢れてきた。やっと会えた嬉しさと、他には何かよく分からない不安にも似た感情が、胸の中にこみ上げてきた。 
 「母上には、内緒にして」 
 「そうだね」 
 「夢路、ずっとここにいたいよ」 
 「でも夜には戻らないと、母上に見つかるよ」 
 「それは困る」 
 夢路も辛かった。出来れば甲蔵に会いたくなかった。この純粋な心で自分を慕う大好きな少年を、傷付けたくなかったから。汚したくなかったから。けれど、子を失った今の夢路の元に現れた甲蔵を前にして、気持ちはもう止められなかった。 
 「甲ちゃん、一緒にここで暮らそうか。私と二人だけで、ずっとずっと死ぬまで」 
 甲蔵は、うんっと嗚咽の中答えた。 
 
 朝から姿が見えない甲蔵を探しつつ、もしやと夢路の元へ来た葛葉はその情景に驚いた。だが、二人のうちどちらも咎める事は出来なかった。それまでに、二人の絆を強く感じていたから。夫婦でもない、兄弟でもない、何か強い絆を感じた。 
 当時の見た目だけで言えば、どちらも異色である。決して受け入れられるはずの無い容姿をもつ二人。甲蔵も化け物だの、祟だのと罵られた白子である。 
 「母上。私は甲ちゃんと二人で、ここで生きていきます」 
 葛葉は、複雑な表情を浮かべた。内心、複雑な感情であったのは間違いがない。というのも、幸せと言うより、二人で不幸に落ちていく。そんな気がしたのだ。 
 「夢路。それで、二人共幸せになれるのだな？」 
 葛葉の問い掛けに、夢路は答えなかった。代わりに 
 「母上、我が子を間引いてくださいましたか？」 
 と問うた。ので 
 「まだ」 
 と葛葉は答えた。 
 「では、私が自ら間引きます。三日後の晩、あの子をここに連れてきてください」 
 「大丈夫なのか？」 
 「もう、大丈夫」 
 「何故、三日後なのだ？」 
 と葛葉が聞くと 
 「心の準備が欲しいので」 
 と夢路は言った。その顔は、恐ろしいほど無表情に思えた。 
 妙な胸騒ぎはしたが、葛葉は夢路に従うしかなかった。葛葉には、夢路の子を殺せる程の度胸はなかったし、満足そうな甲蔵の顔を見るとそれを止めることなど出来なかった。 
 『全てが幸せに……。とは、難しいものだな。晴明殿なら、どうする？』 
 決して答えなど返ってこない問いかけをして、葛葉は大きく溜め息をついた。 
 夢路の子である鼬の子供は、葛葉の部屋で過ごしていた。 
 鼬と変わらぬ容姿でありながら人間から産まれたその子は不思議なことに、日に日に人の姿へと姿を変えていった。 
 数週間経った今では、葛葉の部屋の小さな布団の上で、人間の子と変わらない赤子の姿で眠っていた。人間のように泣きわめかず、腹が減れば分かるように訴えて重湯を啜った。 
 旬介に続いて、甲蔵と赤子を育てた葛葉である。懐かしい気持ちで、その子を妖鼬の子と知りながらも愛情を注いでいた。 
 「お前は、本当に大人しく賢いの。もっと、赤子らしく泣いてもよいのだぞ」 
 笑いながら呟くと、子はにんまりと笑ってみせた。 
 「お前に名前を付けてやりたいのだが、お前の母がなあ」 
 葛葉は困ったように笑いかけた。 そして、切なくなると、この子をぎゅっと抱きしめた。 
 『私には、この子を間引くことなどできぬ。あの子に、間引かせてよいものか。全ての原因は夢路にも、この子にもないというのに』 
 今の葛葉には、どうしようもなかった。心の弱さが招いた過ちだといえ、妖と関係を持ち、子まで産んでしまったその罪を、自らの手で消し去ることが自分への罰だと夢路は考えていた。 
 今ここには、本当の悪者など存在しない。 
 強いて言うならば、運命が悪いと言えようか。 
 
 三日間。 
 葛葉と甲蔵は、二人だけで過ごした。食事も、夢路がこさえた。 
 二人にとって、この三日間は何より幸せだった。 
 そして、三日目の晩。甲蔵は何も知らされず、夢路に今晩は母屋に戻っているように言われた。翌日から、また共に暮らすという約束があったから、この晩、甲蔵は大人しく従った。 
 甲蔵が寝静まったのを確認すると、葛葉は赤子を連れて夢路の前に現れた。赤子の姿を見て、夢路は目を丸くした。 
 「これは、どういう事なのでしょう、母上？」 
 無理もない。最後に見た姿は、鼬だったのだから。 
 「あれから、日に日に人の姿になっていってな。今ではすっかり、人の子と変わらんよ」 
 葛葉に渡され抱いた我が子は温かく、安らかな寝息を立てている。 
 「うう」 
 夢路は静かに、涙を流した。無理もない。 
 「これでも、この子を間引くか？」 
 葛葉が問うた。 
 「けれど、この子の父は妖鼬」 
 「名前を付けてはやらんのか？」 
 「名など付けては、情が湧きまする」 
 「やはり、育ててやる事は叶わぬか」 
 夢路は泣きながら、うんと返事をした。 
 「そうか」 
 葛葉はそれ以上、何も言えなかった。 
 その代わり、昔話を始めた。 
 「かつて私は、殺される身だった」 
 
 「私が死んでいたら事はおさまっていたと。この現実が変わっていたのではないかと今なお何度も思う。けれど、それが良い方向であるのか悪い方向であるのかはわからん。晴明殿は私の事を殺さないでいてくれた。晴明殿も、どちらが正しい選択だったか、わかっておらんかったと思う。けど、全てを捨てても私を選んでくれた。現に、お陰でお前達にも出会えた。お前達が幸せであるかどうか、私には分からぬが、少なからず私は幸せだ。晴明殿がいなくなっても、お前達がいる事で私は随分と救われた」 
 夢路は、すやすやと眠る子に目を向けたまま、微動だにしなかった。 
 やがてその子が目を覚ますと、夢路を見つけて嬉しそうにきゃっきゃと笑った。 
 「母上。私は……どうしたらいいのでしょう？ もう、自分ではわかりません」 
 そこに葛葉の姿はなかった。ただ、独り言のように夢路が呟いただけだった。 
 
 翌日になり、甲蔵が離れで見つけたのは、真っ赤な血の中に沈む夢路と子の姿だった。 
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 各屋敷に通達が届いたのは、その日の昼過ぎ。夜には全員が葛葉の元へと集まった。 
 甲蔵は、夢路の遺体から離れようとしない。布団の上に寝かされる彼女の身体にしがみつくように、ずっと泣いていた。誰が声を掛けても、何も反応せず、ただひたすらに泣いた。 
 「白虎(獅郎)、大丈夫？」 
 ただ一人、血を分けた兄弟である獅郎は涙を見せない。それを忘れたかのように、時折ぼんやりとしていた。 
 黄龍(新月)に声を掛けられ、白虎は肩を躍らせてはっとした。そして、苦笑いを彼女に見せた。 
 「甲蔵の、あの姿を見たらねえ。俺の代わりに、泣いてくれてるみたいでさ」 
 本当は、恥も外聞もなく泣き喚きたい。その気持ちを抑えることで、大人になったんだと痛感していた。あの子の前で、今は泣けないと思った。 
 「黄龍は、夢路の姿を見た？」 
 今の夢路は、素肌のままだった。最初は綺麗に布を巻いてあったのだが、甲蔵がその姿を嫌がった。夢路の姿は、化け物などでは無いと。そして、夢路がどんな目に合ったのか皆も知る必要があると声を上げた為、葛葉は甲蔵のその気持ちを汲み取ってやることにした。 
 「兄の俺が言うのもなんだけどさ、夢路って子供の頃から可愛いって評判だったんだよ。だから、借金取りも一番に夢路に目を付けてたの知ってたから、夢路が売られる前に俺達は家出したんだ。あの頃は二人だったらどうにでもなるって思っててさ、今考えたら馬鹿だよね。葛葉様に拾われなければ、俺達もうとうに死んでただろうし。夢路の白くて艶々した肌も、陽の光を受けてきらきら光る髪も……何処に消えちゃったんだろ。どれだけ、辛かったのかな」 
 白虎の声は震えていた。堪えきれない涙が、畳にぼたぼたと落ちた。 
 黄龍は何も言葉が見つからないまま、ただ白虎の言葉を聞きながら涙を流していた。片方の目からしか、涙が流せない事が余計に辛かった。 
 「夢路ちゃん、本当に可愛い子だったよ。その夢路ちゃんが、なんであんな目に遭わなきゃいけなかったんだろ。せめて、もっと別の……」 
 言いかけてやめた。代償は誰にしても小さくはなかったから。 
 白虎は音を失っていた。だから、訓練して口の動きと白虎として備わった風の動きで音を読み取る術を学んだ。それは、並の努力ではなかった。 
 「夢路は、優しい子だったから……だから、自害する道を選んだんだと思うって母上が言ってた。母上から聞いたんだ。夢路は妖鼬と関係を持って、その子供と共に死んだって。一人だけ逝かせる事が出来なかったんじゃないかって。一人だけ幸せになる事が、許せなかったんじゃないかって」 
 「夢路ちゃんは、最期まで優しい母親でいられたんだね」 
 金の為、平気で子を売る母がいる。食べる為、平気で子を殺す母がいる。自ら殺せず、捨て置く母が沢山いる。そんな時代だ。 
 
 夢路の遺体は、翌早朝皆で埋葬しに行った。晴明の隣に墓を作った。 
 「晴明殿、娘を巻き込んでしまって本当にすまなかった。そちらで、夢路をよろしく頼むよ」 
 線香の匂いが立ち込める中、泣き止まない甲蔵の泣き声と他の者達の嗚咽が交じる。葛葉の呟きは、その声にかき消される程に細かった。どれだけ自分を責めれば許してもらえるのかわからないが、自分が何をすれば償いになるのかもわからないが、葛葉は二人の為にもこの里を命を掛けて守ろうと心に固く誓った。それしか、思いつかなかった。 
 「皆の者、今日はよく来てくれた。本当に、ありがとう」 
 葛葉はぺこりと頭を下げた。その姿が、他の者からは酷く小さく見えた。 
 屋敷に戻ると、それぞれが帰宅するための準備を始めた。それを止めることなく、部屋でぼんやりと項垂れる葛葉の元に、黄龍が現れた。 
 「母上。私達、もう少しだけここに残ろうと思うの」 
 葛葉は、苦笑いを見せた。 
 「気を遣うな」 
 「ううん、私達がそうしたいだけ。ここは、すごく懐かしい。もう少しだけ、いたいの」 
 「そうか」 
 少し安心したように、葛葉が答えた。 
 「甲蔵を頼めるかな？ 私では、支えてやれん気がして。私は、夢路の事を知りすぎてしまっていた。恨まれても仕方が無いのだ」 
 「恨む、なんて。夢路ちゃんは、母上のお陰で救われたことはあると思う」 
 「けど、全ての原因は、私なのだ！」 
 突然、葛葉が泣き声混じりに声を荒げた。 
 「すまん……けど、全ては私が悪いのだ。私に力がなかったから、あんな術など使わなければ……晴明殿も夢路も死ぬことなどなかったのに。それに、お前達だって」 
 「私は、不幸ではありません」 
 黄龍は、精一杯笑ってみせた。 
 「幼い頃、麒麟(旬介)に出会う前。私は、戦で村を焼かれ、親を殺され、人さらいに連れられ売られる所でした。地獄の方がマシなんじゃないかと、何度も何度も思いました。人さらいの目を盗んで、必死で逃げて逃げて、ようやく辿り着いた場所で麒麟に出会い、母上に出会った。それから、私は幸せでした。右目を失ったけれど、あの頃に比べたらなんの不幸もありません。それに、慣れてしまえば以前と代わりないものですよ？」 
 「お前は、強いな」 
 葛葉は、くすりと笑った。 
 「甲ちゃんは、落ち着くまで私がそばに居ます。麒麟も母上のこと、心配していましたよ。少し、お酒でも飲まれますか？」 
 「付き合ってくれるか？」 
 「はい。今お持ちしますね」 
 黄龍は、慣れたように台所へと向かって行った。 
 
 「お前がいつまでも泣いていては、夢路も浮かばれんぞ」 
 泣きじゃくる甲蔵に困り果てた麒麟が、等々ぽそりと口にした。どうしていいか、わからない。自分も晴明が亡くなった時に人知れず、甲蔵と同じように泣きじゃくったのだから。 
 あの頃は、黄龍が傍に居てくれたのを覚えている。どんなに救われたことか。けど、甲蔵からしたら麒麟にとっての黄龍が亡くなったようなものなのだ。どう慰めていいかもわからなければ、どうしてやればいいかもわからない。考えた挙句に、出た台詞がこれだった。 
 甲蔵は、何も言わず泣きじゃくったままだった。 
 暫くして、黄龍が現れた。ふんわりと、酒の臭いがした。 
 「黄龍、どうした？」 
 生真面目な黄龍が、一人で呑むとは思えなかったので、なんとなく声を掛けた。 
 「あ、臭うかな？ 母上の相手を少し。ここは、変わる。麒麟は、母上の傍に居てあげて。私より、お前が居た方が安心するだろ」 
 「そうなのか？」 
 黄龍は、何も答えなかった。泣きじゃくる甲蔵の身体を撫でながら、母親のように抱いてやっていた。 
 女にしか出来ぬな、と思うと、麒麟はその部屋を出た。 
 黄龍に言われた通り葛葉の部屋へ向かい、声を掛けると無機質な葛葉の返事がしたので障子を開けた。 
 
 だらしなく床に突っ伏しながら、葛葉は酒を呑み、空の徳利を弄ぶように転がしていた。葛葉のはしたない姿を初めて見て、驚く反面少し安心もした。母であっても、人の女なのだと。晴明が死んだ時ですら、こんな姿を見せはしなかったのに。 
 「母上、ヤケ酒ですか？」 
 葛葉は、頼りない滑舌で笑いながら言った。 
 「ヤケ酒というのは初めてだが、悪くは無い……悪くは無い……このまま、迎えが来ればなお良い」 
 「何を訳の分からんことを」 
 「晴明殿が止めろと言うなら、止める」 
 「父上は、もうおりませんよ」 
 「何故おらんのだ？ 私は、沢山の幽霊を見てきたぞ。覚えておらんのか？ お前も怯えて小便を漏らしておったではないか」 
 「いらんことは、さっさと忘れてください！ そういう問題じゃないだろー」 
 「逢いたいのー。幽霊でもいいから」 
 葛葉の転がした徳利が、ころころと転がり、障子に当たった。麒麟はそれを拾うと、他に置かれた数本の徳利も片付け始めた。 
 「ヤケ酒は、今晩限りにしてくださいよ」 
 「何故じゃ。酒はいいぞ。昔の楽しいことを思い出させてくれる。お前が最後に寝小便したのはー……」 
 「面白くないだろ！」 
 葛葉は、麒麟をからかっていた。葛葉の元から、かつて家族だと幸せを噛み締めていた人々が、また一人、また一人と消えていたから。ここに来て、その事に気付かされた。晴明や夢路が亡くなった事と同じくらいに、悲しかった。 
 「……なあ、麒麟。お前は、何があっても自害はするな。生きて、生きておくれ。こんな時代じゃ、何があるかはわからん。恥と知って母は言うのだ」 
 「…………」 
 「晴明も夢路も、恐らく肉体から完全に成仏する事は出来ぬであろう。夢路の魂は、この世に縛り付けられる。晴明殿に至っては、魂すら残っておるかもわからん。自害した魂は、自力では成仏出来ぬのだ。いずれ、我々に因果が巡る。その時、救ってやれるかどうか……私にはわからん」 
 「……わかった。約束するから、俺の恥ずかしい話は全部忘れてよ」 
 「それは、出来ぬな」 
 
 それから数日して、甲蔵が落ち着いたのを確信してから麒麟達は里に戻った。 
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 数年して、竜子と華炎から知らせが届いた。 
 腹に子が授かったという。 
 それまで、穏やかに流れていた里の時が急に騒がしくなった。 
 跡取りが出来るかもしれない。今や血の繋がりを持たないこの土地であれ、葛葉にとっても喜ばしいことでしかなかった。勿論、朱雀領も青龍領もお祭り騒ぎである。と、なると他にも期待の目が向けられる。白虎と薫風に至っては、元々のんびりした性格ゆえ、それ程気にもしていなかったが、思いの外影響を受けたのが黄龍であった。 
 忘れていた訳では無い。自分は、元気な男の子を産むと決めて麒麟の妻になった。誰よりも互いの時間が長く、そして気持ちはそこに向けていたつもりだった。が、これまで授かることすらなかった。 
 今まではよかった。周りにも子がいなかったから。知らせを聞いた黄龍は、喜びよりも青ざめた。 
 反対に、麒麟はそれに対して気にすら止めていない。何故なら、自分自身が葛葉の実の子ではないことをこの時は既に知ったいたから。 
 その日から、黄龍の雰囲気が変わった。暗く、少々荒れているような気さえした。 
 「黄龍、もしかしてアイツらに子ができた事を気にしているのか？」 
 「私は、未だにお前の子を儲けてやれんのだなと思ってな」 
 毎日の食事ですら変わっていた。普段のバランスの考えられたような和食ではなく、精がつくと言われるものが多い。正直、食べづらい内容が増えた。そして、夜共にする時間も増えた気がする。それはいいが、そこに感じる愛情がなんだか感じられない気がするのだ。勤めのような。 
 「焦って出来るものでもなかろうが。それに、俺は子が出来んでもいいと思っているぞ。時期が来たら、拾ってきたらよかろう」 
 「そういう、問題ではない！」 
 黄龍は声を上げた。 
 「女は、女にはそれしかないのだ」 
 言うと黄龍は、麒麟の前から走り去った。 
 これには、麒麟も酷く困った。跡取りを産み、育てる。この時代の女の姿として、確かに間違ってはいないのだろう。だが、それは外の世界であり、武家の世界の話である。それに、例えそんな世界であっても跡取りが出来ず養子をとる話など山のようにある。そんなことより、麒麟は黄龍と暮らしていく方が重要だった。里になど拘ってはいない、他にも仲間はいる。もし、黄龍に子が授からず麒麟領がなくなっても気にはならなかった。 
 「なんとか、ならんもんかな」 
 相談する相手もおらず、頼みたくはないが黄龍の事にとっては頼みの蜃も未だに帰らず。 
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 蜃が里に帰ってきたのは、旅立ちから十年近くの年月が流れた後の事だった。 
 「長いようで、あっという間だったな」 
 旅立ったあの日より、ずっと里が栄えて見えた。 
 「愚弟共は元気にしとるかな」 
 愛情たっぷりにぽつりと呟く。 
 最初に戻ったのは、懐かしい我が家だった。 
 「ただいま」 
 との声に、軒先に現れた葛葉が足を止めた。 
 「蜃……か……」 
 「母上は、変わりませんね。元気そうでなにより」 
 「お前は、本当に逞しくなったな。背も伸びたようだ」 
 「と思って、こっそり父上の着物を拝借していたんですけどね。残念ながら、あそこまで大きくなれなかった事が口惜しい」 
 葛葉は笑いながら、涙を浮かべた。 
 そして、気になったことを蜃が尋ねた。 
 「それにしても、屋敷が随分小さくなりましたね。ここは、離れだった屋敷でしょう？ 母屋はどうしたんです？」 
 「ああ、五年くらい前に最後に残っておった甲蔵も玄武領に移ってな、独りで住むには持て余すので、屋敷を小さくしたのだ」 
 「そうでしたか」 
 「ああ、お前はこれからどうする？ 帰ってきた時の為に、お前の部屋は用意してある」 
 「そうですね、母上と余生を過ごすのも悪くは無いでしょう」 
 「やはり、変わらず嫁は取らんつもりか？」 
 「はい」 
 葛葉は、少し寂しそうな顔をした。 
 「これは、俺が選んだ生き方ですから。母上が、気にする事はありません」 
 「しかしなあ」 
 「これはこれで、楽しいのですよ？ それに、俺は案外モテるので」 
 「バカを言うな」 
 「では帰って早々ですが、愚弟の様子でも見に行こうかと」 
 「あれから、奴等も大きく変わった。家族を持ち、親になった。それに……」 
 「？」 
 「あれから夢路が亡くなってな。甲蔵は玄武として玄武領におるが、まだ嫁はおらん。先に見に行ってやってくれぬか？」 
 「そうでしたか。理由は、またゆっくり聞きましょう」 
 「ああ。私だけじゃない。積もる話はそれぞれ多い。ゆっくりしてこい」 
 言うと、蜃は足早に屋敷を飛び出した。 
 流れる景色は、どれもこれも平和そのものである。独特の文化さえ生まれるように、そこには緩やかでありながら目まぐるしい時が流れている。外とは違い、飢えた人間はいない。職を失った乞食(おこも)や酒に溺れた浪人もいない。誰もが眩しいほどに輝きながら、農作業や産業に励んでいる。 
 「蜃様で、ないか？」 
 「蜃様が、お帰りだ！」 
 と、時折村人が声を掛けてくれた。 
 玄武領に着いたのは、日が暮れる前だった。 
 「甲蔵！ 久しぶりだな」 
 たまたま雨戸を閉め始めていた玄武の姿を見つけ、蜃は庭からまわって声を上げた。 
 「あ！ 兄上!?」 
 驚いた声が帰ってきた。 
 「ああ、そうじゃ。大きくなったな！」 
 「え？ いつ帰ってきたの？」 
 「今だよ。悪いが、今日は泊めてくれぬか？」 
 玄武は慌てて蜃を屋敷に入れると、風呂の用意をした。と言っても、自分が入るつもりで予め用意をしてあったので、着替えなどを用意して、風呂場へ蜃を案内した。 
 
 蜃が風呂に入っている間、玄武は里の定食屋へと走り、食事と酒を用意させた。 
 「気持ちよかったぞ。すまなかったね」 
 「いいえ、突然の事で、なんのお構いもできず」 
 蜃の目に映る玄武は、綺麗で逞しさもある青年だ。 
 「お前、いくつになった？」 
 「二十です」 
 蜃は、声を上げて笑った。 
 「そうか！ もう、そんなになるのか！！ そりゃ、気付かぬうちに、俺もジジイだ」 
 「え！ ジジイだなんて、そんな。それより、この酒飲んでみてください」 
 蜃は、玄武の酌した酒を一口飲んだ。すっきりしながらも、濃厚なしっかりした味が口の中に広がる。飲んだことがないほどに、上等な酒だとわかった。 
 「美味いな。無理したんじゃないか？」 
 玄武は酒を褒められ、少しだけ照れて見せた。 
 「俺が玄武領の領主になってから、手掛けた最初の酒なんです。玄武領では、酒造りに力を入れています。俺の力が、酒造りに向いているから。村人が度々外に売りに行ってくれるんですが、幻の酒だと呼ばれ始めてます。これから、もっと有名になるといいなって」 
 「なるさ！ この酒なら、天下の織田信長も気に入るはずだ」 
 「織田？」 
 「お前は、外の世界に疎いかな？ まあいい、外で勢力を誇っておる武将だ。気にすることは無い。ところで、酒の名は？」 
 「夢路」 
 「ほお」 
 「夢路のこと、聞いた？」 
 「ああ、亡くなったという話だけはな」 
 「そっか」 
 「お前が、生まれるずっと前の話だ。俺も、愛する人を亡くした。身が裂ける以上に辛かったな。あの時は、周りの事もあって、泣くに泣けなかった事も多かった」 
 「兄上の、お嫁さん？」 
 「いや、何度もフラれた相手だよ」 
 蜃は苦笑いを見せた。 
 「けどなあ、最後の最後で気持ちが通じたと思ったんだ」 
 「今は？」 
 「今も愛してるよ。でも、もう大丈夫」 
 「そうか。俺は、まだダメだ。ここで一人で生きていこうかと思ってるとこ」 
 「そういうな。いずれはお前も、父にならねばなるまい」 
 「兄上は？」 
 「俺は、一人でいる」 
 「ずるいなあ」 
 「俺は、モテるからいいのだ」 
 笑って過ごそう。今夜は、同じ痛みを抱えた者同士で。 
 聞けば、玄武は葛葉の話と同様、一人で玄武邸に住んでいるという。嫁をとれる程、まだ気持ちは癒えてはいない。 
 食事は、決まった玄武領の定食屋がいつも運んで来てくれるから問題はないそうだ。洗濯や掃除も、毎日玄武領の女達が世話しに来てくれる。家族のようなものだと話していた。 
 翌日になり、蜃は朱雀領へ向かった。考えてもみたら、こうしてゆっくり里を巡った事などなかったことに気づいた。里は、蜃が思っていた以上に遥かに広かった。 
 かつて、恵慈家の先祖が土地を貰い受け、秘密の場所として闇に忍びながら存在してきた。人々は、知らぬうちにそこで暮らす者達を闇忍と呼び、差別し、遠ざけてきた。それ故、子孫が徐々に徐々に里を広げていったのだと考えられる。そうでも思わなければ、異状な程に里は広く、そして入ったら生きて帰れない、子供は泣く間もなく消える等の噂が巡り巡り、この一体は日ノ本から無いような扱いだった。 
 
 それが…… 
 
 朱雀領に着いたのが夕方頃。華炎は五歳前後になるであろう子供を連れていた。父親の朱雀(藤治)によく似た、女の子のような可愛らしい男子だった。 
 「お前が、里に来た頃を思い出すなあ」 
 懐かしさに、朱雀の倅の藤治を抱いて蜃は笑った。あまり人見知りはしないようだ。 
 「そうですか？ ちょっと、優男すぎやしませんか？」 
 朱雀は、心配そうに言った。 
 「ここでは、このくらいで丁度いいだろ」 
 その晩、酒と肴を共に、朱雀と華炎と話が盛り上がった。積もる話は、こちらでもやはり多い。酒は、玄武領の夢路だった。 
 「それにしても、華炎が母親になるなんてな。俺には想像出来んかった。いつも朱雀に甘えていたのに」 
 「朱雀は兄上みたいな存在だけど、特別だから。でも、母っていうのは慣れないわ」 
 「俺は、華炎で慣れてるから」 
 蜃が、笑った。 
 「仲良きことは、良いことだ」 
 「兄上は、いなかった時の話はどのくらい聞きましたか？」 
 「そうだな、母上と玄武には会ってきたのだ。そこで、夢路の話と玄武の話をな」 
 「そうですか、ならよかった」 
 「何が？」 
 「それぞれの話は、それぞれから聞いた方がいいと思うから」 
 「？ そうか」 
 蜃は、この時の朱雀の物言いが少し気にはなったものの、あえてそれ以上は言わなかった。それを確認するかのように、朱雀は語りだした。 
 「元々の家から、それぞれの領土に移ってから、各領で競争が始まったのですよ。どの領が一番里を栄えさせられるかっていう。ただただ平和に暮らしていた俺達には刺激が足りなかったので、一種のゲームみたいなノリでね」 
 「ほう」 
 「玄武から聞いたのでしょう。玄武領は、酒造りを始めました。そこで朱雀領では、炎を活かして鉄製品造りをメインに始めたのです。主に、刀鍛冶から鉄砲鍛冶。外の世界に数人派遣し、技術を盗んで来させると、里で独自の開発を進めました」 
 華炎が、真新しい刀を一振、蜃に差し出した。 
 蜃がそれを手にすると、各所に施された装飾の素晴らしさと、妙な軽さを感じた。 
 スラリと、鞘から引き抜いた。刀身が光もないのに、紅くキラリと光った。 
 「見事だな」 
 「朱雀の炎で打った刀は、軽い上に恐ろしく丈夫でよく切れる。それに、不思議と熱を持っているのです」 
 「熱を？」 
 朱雀が蜃から刀を受け取ると、それを灯篭の油にそっと近付けた。 
 ボッ！ と炎が上がった。 
 「これは、炎を操る俺だから許される悪戯ですよ。真似しないでくださいね」 
 笑いながら、朱雀は刀を蜃に渡した。 
 「俺が打った最初の刀です。是非、兄上に」 
 「いいのか？」 
 「はい」 
 そして、この晩は朱雀と華炎と語らった。 
 翌日になり、今度は白虎領へと足を運んだ。 
 白虎には、夕方前に着いた。最初に出迎えたのは、薫風だった。小さな女の子を背負っていた。 
 「玉のような子だな。可愛い」 
 「うちは娘なんですよ。将来はどの領に嫁がせて、領土を大きくしようかしら」 
 悪びれずくすりと笑うので、蜃は驚いた。その顔を見て、彼女は更に笑った。 
 「そんな顔しないでくださいませ。冗談ですよ。今、旦那様は領の様子を見に行っておりまして、まもなく夕餉の支度も始めますから、お茶でも飲んで待っていてください」 
 蜃は薫風に案内され、居間に通された。お茶と団子を運ぶと、薫風は背負っていた娘を傍に寝かせた。 
 「もう、黄龍ちゃんにはお会いになられました？ お留守の間の話を、何処までお聞きになれれました？」 
 蜃は、小さなデジャブに顔を傾げた。 
 「朱雀も同じ事を言っておったな。何かあったのか？ 俺が聞いたのは、夢路の事と里の特産物のことくらいだが」 
 薫風は、にっこりと笑った。 
 「そうですか。それなら、私も白虎領についてご説明致しましょう。白虎領では、力を提供しているのですよ」 
 「力、とは？」 
 「風の力で、大きなものを起こす。時にはエレキテル、時には水の動きなど。風車をイメージして頂ければ、その力が想像出来ましょう」 
 「ほう」 
 「力は、生活を豊かにする」 
 「考えたものだな」 
 白虎(獅郎)が、帰ってきた。 
 「お久しぶりです。風の噂で聞いていました」 
 「風の噂とは上手いな」 
 「まあまあ。里では蜃様の帰りを祝って、祭りをするとか」 
 「なんと、大袈裟な」 
 蜃は、笑ってから顔をしゃきっと戻した。 
 「そんなことより、夢路の話は聞いた。辛かったな」 
 白虎は、苦笑いを見せた。 
 「あまり、思い出したくはないのですが、夢路を一人にした俺も悪いんです。もっと、夢路の事を気にかけてやれば良かったのに」 
 
 「力の無かった俺の責任でもある。俺を恨んでくれて構わないよ。あれから逃げるように里を離れたのも事実だ。俺がいたからと言って何かが変わったとも思えないが、少しは誰かの支えになれたかもしれないのに」 
 白虎は、苦笑を浮かべた。 
 「そうかもしれませんね。けど、それだけじゃ前に進めない。いつまでも貴方に守られている子供じゃいけないんだ、皆」 
 そんな話をしていると、薫風が夕餉を運んできた。 
 「蜃様、明日はどちらに？」 
 「そうだな、青龍領か麒麟領か……」 
 迷った蜃に、薫風は意味ありげに提案を投げた。 
 「ならば、先に青龍領へお立ち寄りくださいな」 
 「何かあるのか？」 
 「麒麟領に立ち寄れば、きっと長くなりますから」 
 それ以上、聞ける雰囲気ではなかったし、聞いてはいけないような妙な空気が流れていた。これも白虎の力か、空気がそれを伝えているように感じた。 
 
 翌日、蜃は青龍領へと向かった。 
 青龍領に着いたのは、またもや夕刻頃。やはり、この里は広いと改めて思った。 
 (今後の為にも、やはり馬は必要か) 
 そう思いながら青龍邸の門を叩こうとしたところ、飛び出すように青龍(紗々丸)が転げ出てきた。 
 「言われなくても、こっちから出てってやるわ！」 
 悪態を吐く青龍に驚きながら、蜃は何事かと唖然とそれを見つめながら声をかけた。 
 「久しぶりだな。早々だが何事だ？」 
 ビクッと肩を震わせ、青龍は振り向いた。 
 「蜃様」 
 「そうだよ。何があった？」 
 青龍は、むっとした顔をした。 
 「竜子のアホが悪んだ。こんな家、こっちから出てってやるわ」 
 「だから、何があったというのだ」 
 入口で会話にならないような問答を繰り返していると、それに気付いた竜子が門からひょっこり顔を出した。 
 「あら、蜃様！ お久しぶりです。そんな所で突っ立ってないで、そんな馬鹿ほっといて中へ」 
 「お前らな……とりあえず、お前(青龍)も来い。中で話を聞こう」 
 居間に上がると、そこに竜子がお茶をいれた。極上の香りが鼻腔を満たす。どの領でも味わった、懐かしい里のお茶だ。 
 それを飲んで一息つくと、改めて蜃は竜子と青龍に話を聞いた。 
 「夫婦喧嘩に俺が介入するのもどうかと思うが、何があったというのだ？」 
 竜子が先に答えた。 
 「息子を連れて、如何わしい店に行くから、怒ったんです」 
 「は？ 如何わしい店ってなんだよ！ お前がたまには面倒見ろってうるせーから、行きつけの花魁茶屋に行っただけじゃねーか」 
 「だから、なんで花魁茶屋なのよ！」 
 「そりゃ、むさくるしいジジイと話すより、若くて綺麗な姉ちゃんの方があいつも喜ぶかなと」 
 「てか、普段から行きつけってのがマジムカつくわ。死ねばいいのに！」 
 「は？ 茶飲んだだけで、なんでそこまで言われる筋合いがあるってんだよ」 
 ぎゃあぎゃあと言い争いになる。 
 (しょうもない) 
 と、内心思いながらも、蜃は青龍の脳天に拳を当てた。 
 「痛って！」 
 「側妻でも、持つか？」 
 ズバリ聞いた。 
 青龍がちらりと竜子に目配せすると、彼女がほんのり泣きそうな表情で顔を背けた。 
 「そんな気はない」 
 「じゃあ、何故？」 
 「それは……」 
 青龍は言えなかった。子育て子育てで頑張る竜子を尻目に、寂しかった等と。 
 「男なんでね、魔が差しただけ」 
 「お前らずっとこんな状態でやってきた訳ではなかろう」 
 すっと、静かに襖が開いた。可愛らしい男の子が、とことこと入ってきた。 
 「父上もね、母上と遊びたいんだよ。だからね、今度おれが母上かしてあげるって約束したから。だから、怒らないで」 
 蜃に向かってそう話す男の子。それに蜃は、思わず笑ってしまった。 
 「そうか、そういうことか。お前は、いい子だね。もう怒らないぞ」 
 男の子の頭を撫でると、男の子はにっこりと笑った。 
 「紗々丸、こっちにおいで」 
 「母上も、父上怒らないで。おれ、たのしかったよ！ 男の約束したんだ」 
 「何？」 
 「男の約束だから、内緒ね！」 
 紗々丸は、可愛らしくくすくすと笑った。 
 「まあ、この一件は息子に免じて終わりにしてやれ。さて、俺は青龍領について聞きたいのだけどな」 
 「あ、蜃様は誰んとこ行ってきたんです？」 
 青龍の質問に、蜃は答えた。 
 「誰のとこというか、あとは麒麟のところで一周するな」 
 「そうですか。じゃあ、俺から話します。竜子、酒の用意頼むわ」 
 竜子は紗々丸を抱いて、その場を離れた。 
 「他の奴らから聞いたかもしれませんが、特産物をそれぞれ作ってましてね。うちでは豊かな水を源に、水田と農作物、川魚の養殖が盛んなんです。他の領から物々交換で届く品や、分け与える品、そして里の外とのやり取り。米や魚は、欠かすことが出来ないから本当によく売れる。どの里よりも、この里が重要で命を背負っていると思う」 
 「そうか、でも青龍領だけでは量が賄えまい」 
 「はい。だから、それぞれの領にも青龍領から水源を引き、生活の為だけではなく、農作物にも役立たせています。土地を借り、青龍領から何人か派遣して何かあればすぐ俺に知らせが飛んでくる。麒麟や白虎のように特産物を持っていない領もあるから、土地の借り代とした形で出来た食糧を渡したりね」 
 「ほう。白虎は力を作っていると聞いたが、麒麟は何をしておるのだ？」 
 「あいつこそ、この里でもっとも重要な役割ですよ。しょっちゅうサボってて黄龍にどつかれてるけど、一番忙しい筈だし。詳しくは、本人から聞いてください」 
 「そのつもりだが、そうやって皆がはぐらかすのだ」 
 「蜃様が居ない間に色々ありましたから。特に麒麟達は。話すと長くなるし、そこは冷静に話せなくなるから」 
 蜃は、改めて嫌な予感を覚えた。それが顔に出たのか 
 「あ、もう終わった話です。今は心配ないから」 
 と、青龍が付け足した。 
 「酒の用意が出来ました」 
 と、丁度竜子が料理を並べた。 
 「少し早いけど、夕餉にしましょう。米も野菜も魚も、青龍領で作ったものです。お酒は毎年玄武から贈ってくるの。通常は交換だったり買い取るのだけど、新酒だけはくれるのですよ」 
 この晩も、潰れるまで飲んだ。麒麟と共に悪ガキだった青龍が、立派な大人になり父親になっている姿を見ると少し寂しくもあった。 
 弟のように可愛がっていた子が、と思う感情と、父親にならないと決めた自分への少しばかりの後悔と。そしてふと、消えたお蝶の面影がふんわり浮かんだ気さえした。 
 (玄武、お前は俺のようになってはくれるな) 
 そう願った。 
 
 翌日、今度は麒麟領へと足を運んだ。着いたのは昼過ぎ。皆の言葉が気になり、通常なら茶屋で休み休み向かっていたのだが、竜子がこさえてくれた弁当を食べながら休まず向かった。そのため、通常より早く到着した。 
 「やあ！ やあ！」 
 麒麟邸に着くと、門の向こうから子供の掛け声が聞こえてくる。 
 「やあ！ やあ！」 
 「あと、十回！ 頑張って！」 
 「やあ！ やあ！」 
 黄龍の声がした。蜃はくすりと笑い、その十回が終わるのを待っていた。 
 「ようし！ よく頑張ったね。一息入れましょう」 
 「やった！」 
 「お団子あるから、用意してくるね」 
 「わーい！」 
 平和な声がする。 
 「こんにちは！」 
 蜃が、声を上げた。 
 「はーい」 
 黄龍の声がして、現れたのはやはり黄龍だった。彼女は蜃の顔を見るなり、驚いた表情で暫く呆然としていた。 
 「俺も団子を貰ってもいいか？」 
 後ろから、男の子がとことこと歩いてきた。 
 「母上？ 誰？」 
 その声にはっとするように、黄龍の目からぽろぽろと涙が零れた。 
 「あ！ 父上～」 
 男の子が驚いたように去っていったが、それに構わず黄龍は泣いた。 
 「蜃様だ……。懐かしい、蜃様だ……」 
 「黄龍、泣くやつがあるか」 
 「だって、嬉しくて」 
 
 すると、後ろから麒麟も駆け付けてきた。 
 「ね、父上！ 変な人が母上いじめてるでしょ」 
 それを聞いた蜃は、苦笑いをした。 
 「変……あ、変な人だ！ ほんとだ」 
 と、驚いた表情で、麒麟は頷いた。 
 「お前な。久しぶりだというに、少しは否定しろ」 
 「誰？」 
 麒麟は男の子の頭を撫でた。 
 「兄上だよ」 
 「へえ」 
 「お前も父親になったのか」 
 「ええ、お陰様で」 
 「蜃様、中にお入りください。旬介、午後からの稽古は中止だ。着替えておいで」 
 「はーい」 
 嬉しそうに掛けていくので、それを見ながら黄龍は少し困ったように言った。 
 「稽古嫌いで困ります」 
 「ははっ。そんなもんだよ。俺もそうだったし。それで松兵衛にしょっちゅう尻を叩かれていたわ」 
 居間に上がり、団子と茶を啜りながら話をしようとすると、麒麟の倅である旬介が黄龍に飛び付いてきた。 
 「母上、遊びに行ってきてもいい？」 
 「ああ、遠くへは行くなよ。暗くなる前には帰ってこい」 
 「うん、わかった！」 
 蜃が問うた。 
 「旬介でいいのかな。何処に行くのだ？」 
 旬介は、妙に人懐っこい。にこにこ嬉しそうに答えた。 
 「あのね、あのね。神社のね、裏にね、ネコさんがいるの。ネコさん、ちっちゃいネコさんといるの。今度、兄上も見に来る？」 
 「お前が俺のことを兄上というのも妙だな。俺はお前の叔父だから。まあいい、今度連れてってもらおうか」 
 「うん！ じゃあ、ネコさんに言っとくね」 
 言うと旬介は、屋敷を飛び出した。 
 「隙あれば、すぐどっかに遊びに行っちゃうから心配はたえないんですけど」 
 「お前も立派な母親だな」 
 「俺は過保護だと思うよ」 
 「妬いてるんですよ。ところで、いつお戻りに？」 
 「数日前だよ。戻ってすぐ、他の領を順番にまわってきて、ここが最後だ。色々話してくれるか」 
 麒麟と黄龍は目を合わせると、麒麟が話し始めた。 
 「他の奴らから聞いたかもしれないけど、この里は今でも俗世と離れて存在している。けど、外との交流も必要だと考えた俺達は、母上がかつてお蝶姉さんに教えたあの札の術を使って外との交流を始めたんだ。俺にしか札は書けない。その札を外に出る里の人間に持たせて、己の身を守るようにさせている。あと、里を見つからないようにするためにも札は必要だとわかった。あとは、この里全体を俺の結界が守っていて、邪心ある者の侵入を阻止している。五年くらい前に事件があって、それで麒麟領ではいざという時に戦えるように兵の訓練も始めたんだ」 
 「事件？」 
 「ああ。ある里の者が米や野菜を売りに出た時の事だった。勿論品は綺麗に売れたんだけど、里と違って外では酷い飢饉が起こっていてね。外の人間が、食糧を運んでくる事に目をつけて忍びを雇ったんだ。その忍びが里の情報を持ち出し、外に里の存在がバレそうになった事があった。それにいち早く気付いたから、事が大きくなる前に食い止めることが出来たんだけど」 
 「そんな事が」 
 「はっきり言って、俺は外の世界は知らない。俺以外の皆は知ってるのかもしれないけど、それは遠い記憶で、辛かった思い出なんて残したくもないんだ。だから、皆油断してたし、わかってなかった。兄上は外の世界で修行していたんだろ？ 外の世界がどれだけ飢えているか知っているんじゃないか？ だから俺はこの里を全力で守らないといけないと思ったんだ」 
 確かに、外の世界は酷い。戦乱が毎日のように起き、沢山の人が死に、飢え、大名すらまともな茶が飲めない土地もあるという。それに比べて、この里の豊かさと平和さは。まるで桃源郷ではないのか。 
 「麒麟の言う通りだ。外の世界は、益々酷くなるばかり。地獄の方がマシなのではないかと思う場所すらあった。飢えることが普通なのだ。俺もこれから、お前と共にこの里を守っていこう」 
 積もる話は多い。義弟の中で一番付き合いが長い分、話も弾む。かつての黄龍を巡ってのわだかまりは解けずも、それでも兄弟の絆は二人が思っていた以上に育っていたようだ。酔ってはぶっちゃける話も多かった。 
 「黄龍を迎えに来たのではなかろうか」 
 「アホ抜かせ。子までこさえてまだ言うか！」 
 そんなやり取りが永遠と続けば、流石の黄龍もうんざりしてくる。 
 「私は、もう寝るぞ。旬介も半分眠っておるからな」 
 と、先に寝に行ってしまった。 
 「いつかはこんな日が来るとは思っていたが、俺を差し置いて父親とは。なんだか悔しいな」 
 「その点では、兄上に勝ったと誇りましょうか」 
 「なあに、俺に勝っても父上がおろうが」 
 二人にとって、晴明は尊敬する父親だった。何がある訳でも無い、晴明ですら精一杯その使命を果たそうとしただけに過ぎない。それでも、必死に里を守り葛葉を守り、子を守り抜いたのは紛れもなく晴明なのだ。目の前で自害する姿は、未だに脳裏から消えない。 
 「夢路が亡くなった後、母上に言われたんだ。父上の魂は転生すら出来ぬまでに消えてしまったのかもしれないと。夢路は、自害したその罪に永遠の地獄に縛られる。お蝶姉さんのことは言ってなかったけど、恐らくお蝶姉さんもそういうことだろ。その魂は、恵慈家の龍に喰われたと言いたいんだろう。それで、母上は俺に約束しろと言ったんだ。何があっても、自害はするなと。それが恥であれ、誉でないことは知っていて、それで言うと」 
 「そうか」 
 「だから、俺は父上のようにはなれない」 
 麒麟は、お猪口に残った酒をぐいっと飲み干した。そこに蜃が酒を注いだ。 
 「俺が留守の間、ご苦労だったな」 
 「何を！ もう帰って来なくてもよかったものを」 
 「よく言うわ。帰ってこいと言ったのは、お前だろ」 
 「そんな約束忘れたわい」 
 悪態をつきながらも、麒麟も内心嬉しかった。 
 「で、兄上はこれからどうするのだ？」 
 「母上と共に、里を見届けるつもりだ。外に出て、ようわかった。俺がどんなに恵まれているのか。だから、俺はそれを返さなければならないとな」 
 「ふうん。で、相変わらず嫁も娶らん気か？ あ、黄龍はやらんぞ」 
 「まだいうか。お前もしつこいの。嫁は娶らんよ」 
 その晩、ようやく眠ったのは明け方頃だった。二人して酔いつぶれ、その場でゴロンと寝入っていた。 
 起こされたのは、ようやく眠ったその直後で、二人して黄龍に邪魔だと居間を追い出され、用意された布団で寝直した。飲み過ぎたのか、頭が痛い。 
 その昼過ぎになって、旬介に蜃は再び起こされた。 
 「おじ、おじ。ねえ、ネコさん行くよね」 
 モゾモゾと布団から這い出ると、それに気付いた黄龍が旬介を回収するかのように脇に手を引っ掛けて持ち上げた。宙ぶらりんの旬介は、ぱたぱたと両足を動かして抵抗していた。 
 「こら、寝てるところを起こすんじゃありません」 
 「だって、おじと約束したもん」 
 「おじって」 
 「だって、おじって言ったもん。昨日」 
 ああ、叔父のことか。と。 
 「蜃様と呼びなさい」 
 「しんさま？」 
 「そうだ」 
 「しんさま、ネコさんとこ行くよね」 
 「だから、蜃様は寝てらっしゃるから」 
 「お昼だよ」 
 「いいの！」 
 蜃は、寝ぼけ眼ながらも笑えてきた。 
 「黄龍、よいよい。お陰で目が覚めた。旬介に付き合ってくるとしよう。悪いが、もう暫く世話になるぞ」 
 黄龍は呆れながらも嬉しそうな表情をした。 
 「喜んで」 
 「支度するから、部屋で待っておれ」 
 「わーい！」 
 黄龍の手からするんと抜けると、旬介は嬉しそうに部屋を飛び出して行った。 
 「幼い頃の麒麟によく似てるな。ただ、あいつも色気付きだしてから生意気になってしまったが」 
 「私のせいですか？」 
 「え？」 
 「に人の会話、聞こえてましたよ」 
 蜃は、笑ってみせた。 
 「時々あの子にも嫉妬しますから」 
 「相変わらず、子供だな」 
 
 黄龍は蜃の支度を手伝った。慣れたものだと思う。 
 「色々変わったな。里だけでなく、お前達も。懐かしくも、少し寂しい」 
 「蜃様が出ていった時は、私達子供でした」 
 「黄龍よ、綺麗になったな」 
 ポツリと呟いた蜃の言葉に、黄龍の顔が真っ赤に染まった。言葉も出せずに俯いていると、蜃は 
 「では、行ってくるよ」 
 と、相変わらず何事もなかったかのように出て行ってしまった。 
 (だから、貴方には適わないのですよ) 
 憧れから恋へ、恋から憧れへ。憧れの人だけは、変わっていなかった。 
 
 旬介に着いていく。と、ふと昔を思い出した。初めて麒麟に出会った時も、こんな子供だったなと。そして、その時の名前が倅と同じ旬介。 
 「ネコは、どこにいるのだ？」 
 「ネコさん！ ネコさんは、いつもあっちの森のとこにいるよ」 
 小さな手か自分の手を引く。 
 「そうか」 
 「ネコさん待ってるよ」 
 と、しかし引かれた場所に居たのはネコではなくタヌキだった。みいみいと子狸が鳴く。 
 「旬介、これはネコではなくタヌキだぞ」 
 旬介は、ぷうっと頬を膨らませた。 
 「しってる。これは、ネコさん！」 
 「ネコさんって名前を付けたのか？」 
 にんまり笑った。 
 「そうだよ」 
 蜃は、呆れて苦笑いを浮かべた。 
 「もっとちゃんとした名前を付けてやれ」 
 「みいみい言うからネコさん。ネコみたいでしょ」 
 あながち、そこは間違ってもいないが……。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 「黄龍よ、俺から兄上に話そうか？」 
 麒麟が黄龍に言った。 
 蜃が旬介と出て行ってから、暫くの事だった。家事を終え、縁側で一息つきながら溜息を吐く黄龍を見つけてしまい、堪らず声を掛けた。 
 「あ、ああ。どうした？」 
 「どうもせんが……まだ、例の話はしていないのだろ」 
 「そう簡単に話せるわけなかろう」 
 「まあな。俺から話すよ」 
 と言い、去ろうとする麒麟の袖を黄龍が引いて止めた。 
 「否、私が話す」 
 「大丈夫か？」 
 「私が元凶だ」 
 「そんな言い方はするな」 
 「しかし」 
 「俺は兄上が苦手だ。けど、話してわからん人ではない」 
 「わかってるよ」 
 するりと、麒麟の袖から黄龍の手が落ちた。 
 「ありがとう」 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 夕方になり、蜃と旬介が帰宅した。 
 「おかえり。夕餉の用意が出来てるよ」 
 足を洗う用意を運びながら、淡々と黄龍が言った。それにふと気付いた蜃が問いかけた。 
 「黄龍、何かあったのか？」 
 「というと？」 
 「暫く会わんでも、お前の事だ。付き合いは長いと思う」 
 ぷっと黄龍が笑った。 
 「蜃様には、適いませんね。後でゆっくり話します」 
 黄龍の話は夕餉を終え、旬介を寝かし付けたあとに始まった。 
 「こんな時間になり、申し訳ございません」 
 黄龍は自ら持ち込んだ酒を、お猪口に注いで蜃に渡した。 
 客間に布団を引き、寝間着姿の蜃と寝間着姿の黄龍が並べば、少しばかり怪しい雰囲気が漂う。だが、これから始まるのは真面目な話だ。 
 「旬介は、実の子ではありません」 
 「ん？」 
 「これは、いずれ蜃様のお耳にもお入れしなければならないと思っていた 話です」 
 「その様子だと、あまり宜しくない話のようだな」 
 「はい。蜃様が離れていた間の話です。竜子や華炎にも子が出来たのに、私達には子が授かりませんでした。どう頑張ってもその気配もなく、私は精神的にも追い詰められていました。麒麟は構わないと言ったけど、それでも私は私が許せなかったんです。だって、彼の妻になると決めた時、立派な男子を産むことが使命だと信じていたから。私は妻として、女として役目が果たせないと自分を責めていました。そんな時、里に忍びが入り込みました。外の人間が、豊富な食糧を運ぶ里の人間を知りたがり、調べさせたのです。私達は里を守る為にその忍びを追い詰め、一家皆殺しという残酷な行動を取りました。全ては里のため……けど、一人だけ殺せませんでした」 
 「それが、旬介か」 
 と言いながら、蜃はお猪口に酒を次ぐと黄龍に飲むように勧めた。 
 黄龍は、それを受け取るとグイッと飲み干した。 
 「本当はあの子も殺すつもりでした。けど、乳飲み子でまだ親の顔も分からない。そんな赤子に刀を向けた時、私はその子を貫けなかった。目をつぶって刺そうとしましたが、その刀はあの子の頬を切り裂いただけ。そのせいで泣き叫ぶあの子を、私は抱きしめていました。その先には、私が切り裂いたこの子の母親が横たわり、私は私が鬼だと思いました」 
 「それで、あの子を育てると」 
 黄龍は、コクリと頷いた。 
 「あの子が、もしこの事実に気付いたならば、きっと私達を恨むでしょう。親だとすら思わないことでしょう。それでも、私は子が欲しかったんです」 
 黄龍は飲み干した空のお猪口を置くと、顔を覆って泣いた。 
 「黄龍よ、それは麒麟と二人で決めた結論なのだろう」 
 「はい」 
 「ならば良い。お前の事だ、全て覚悟の上なのだろう」 
 黄龍は、コクリと頷いた。 
 「麒麟は、あの日……一番の汚れを背負ってくれました。そして、私の罪まで背負ってくれた。けれど、私は何も返せない……どうしたらいいの……？」 
 苦しそうに呻いた黄龍の頭に、蜃はそっと手を置いた。 
 「あれも、いつまでも子供ではない。あれはあれで考えがあってのことだろう。そこは、わかってやれ。いつまでもお前が傍にいること、それがお前の出来ることだ」 
 「それじゃあ……」 
 言いかけた黄龍の言葉を遮るように、蜃は言う。 
 「俺は、今でもお蝶の事を愛しているよ。これは、きっと死ぬまで変わらん気がする。手に入らずに失ったからこそ、余計にそう思うのかもしれん。出来れば逢いたい、傍に置いておきたい。それも叶わん。もしこの願いが叶うなら、俺は地獄に落ちたって構わないよ。だから、麒麟の気持ちも分かるのだ。お前には、わからんかな？」 
 「…………」 
 黄龍は、言葉を失った。自分が、思っているより愛されていること。幼い頃から共にいるだけに、近すぎて分からなかった愛情が確かにあることに、今更気付いた。 
 「いつまでも、麒麟をやきもきさせるな。俺がやりづらい」 
 蜃は、くすくすと笑ってみせた。 
 「さて、そろそろ寝ようか。お前は明日も早いのだろう？」 
 「そうですね。そう言えば、あの子はどうでした？ 無理を言ってはいませんでしたか？」 
 「ああ。それは麒麟で慣れているので大丈夫だが、タヌキにネコさんと付けるネーミングセンスはなかなかのモノだな」 
 「え？ タヌキ？」 
 「みいみい鳴くから、ネコさんだそうだ」 
 黄龍の頬が赤く染った。 
 「ネコさんは、なかなかの子沢山でな。いつも旬介が世話してるようなのだ。野ざらしの場所に葉っぱで雨避けを作ってやっていてな、なかなか優しい子ではないか。なので一緒に、もう少しマシな住処を作ってやったぞ。いつも旬介は、ああやって遊んでいるのか？」 
 「多分、麒麟の影響なんですよ。里を走り回ったり森に入ったり、川で泳いだりするのが好きみたい。心配なので、いつも守り札をこっそり襟首に仕込んでやっています。毎日のように札がダメになるので……本当に、どうしたもんかと。けど、止めようとすると麒麟が怒るのです。自由にさせてやれと」 
 「あいつは、そうして育ってきたようだからな。俺はよく知らないよ、けど父上から聞いたことがあるのだ。母上が監禁されている間に麒麟は拾われた。時々外に出て父上と遊び回るのが楽しみだったが、やがて自分で動き出せるようになると、母上の静止を振り切って飛び出して行ったと。父上にはよく、もっと外で遊びたいと、遠くへ行ってみたいと言っていたようだ。今のお前と同じで、母上も麒麟の服に守り札を仕込んでいたそうだよ」 
 
 「母と言うものは、遺伝子に組み込まれているのか。考える事は、同じなのですね」 
 「そうかもしれんな。お前は子を産みはしなかったが、それでも立派な母親なんだよ」 
 「はい」 
 黄龍がやっと笑った、と蜃は少し安心した。 
 (さてと、麒麟からも話を聞かねばな) 
 と、蜃は残りの酒を飲み干した。 
 ｢今夜は、もう遅い。黄龍も寝るといい｣ 
 黄龍は蜃に一礼すると、部屋を出た。 
 
 翌朝、朝餉の席で蜃が麒麟に話を振った。 
 ｢麒麟よ、この後久しぶりに手合わせしよう｣ 
 麒麟は、思わず噎せた。 
 ｢は？ 藪から棒に、突然なんだよ｣ 
 ｢十数年前の約束を忘れたのか？｣ 
 ｢なんか、したっけ？ 忘れたわ｣ 
 しれっと食事に戻るので、呆れながらも蜃の口元が引きつっているように見えた。 
 ｢どっちが強くなっているか｣ 
 蜃が低い声で言うが、麒麟は素知らぬ顔で 
 ｢兄上に決まっておろうが｣ 
 と、返した。 
 ｢兄上は、武者修行をしていたのだろ。俺はここでこうして飯食って子育てして札書いて寝るだけだ｣ 
 ｢では、お前は俺が留守の間、なんの稽古もしてはおらんと？｣ 
 ｢青龍達も近くにいないし、黄龍相手にする訳にもいかんし……仕方あるまい｣ 
 と、麒麟は食べ終わった食器を重ねて置いた。 
 ｢さて、俺は仕事でもしようかな｣ 
 独り言のようにも聞こえるし、誰かに告げているようにも聞こえる。麒麟はそう言うと居間を出て行った。 
 ｢蜃様、麒麟はああは言いますが、稽古は忘れていませんよ。ついでに言えば、仕事は隙あらばサボろうとするし……また、負けるのが嫌なんだわ｣ 
 ｢今更か｣ 
 ｢蜃様に勝てないのは、幼少の頃からのコンプレックスです。旬介の前で負けては、しめしがつかないでしょうし｣ 
 蜃は、大きく溜め息を吐いた。 
 ｢さっきから聞いていれば……お前達２人して、勝負する前から負けだと決めつけるな。あいつも、最初から負けると思うから負けるのだ｣ 
 蜃も立ち上がり、居間を出た。 
 蜃は、真っ直ぐ麒麟の部屋へと向かった。 
 ｢麒麟、早う用意せえ！｣ 
 バーン！ っと麒麟の部屋の障子が勢いよく開け放たれた。ぎょっとした顔で、麒麟は仁王立ちの蜃を見てから、ムッとした。 
 ｢突然入ってくるなと俺に教えたのは兄上でしょう｣ 
 ｢ああ、そんな事もあったな｣ 
 パン！ っと後ろ手で蜃は、障子を閉めた。 
 ｢さて、母上もおらんし、寸止め勝負で頼む。自分で自分を治すのはきつい｣ 
 ｢は？ 何言ってるんだ。俺はさっきから何度もやらんと言っておろうが｣ 
 蜃の手が麒麟の頬をムニッと摘んだ。 
 ｢俺はお前と手合わせがしたいのだ。覚えておらんのか？ 幼いお前に俺は負けかけた。だから、武者修行に出たのだ｣ 
 ｢ふぇど、はったのは、はにうへだ(けど、勝ったのは兄上だ)｣ 
 ｢たまたまな。俺はこの十数年、有名と名の付く道場は全て巡った。剣豪と名の付く相手には、片っ端から出会った。どいつもこいつも、敵ではなかった｣ 
 麒麟は蜃から、目を逸らした。 
 (自慢か) 
 ｢けど、そんな中にも俺が中々勝てない本当の剣豪も居た。その男から認められること、そうしたら帰ろうと決めてこんなに掛かってしまったのだ｣ 
 ｢ふうん。ふああ、はっはり、はにふへのがつほい(じゃあ、やっぱり、兄上のが強い)｣ 
 ｢そう思うか？ けどな、一つだけお前に教えといてやろう。俺は何人も負かした、剣豪にも認められた。しかし、まだ人だけは殺したことがない｣ 
 ｢はにが、ひひたい？(何が言いたい？)｣ 
 蜃は、麒麟の頬から手を離した。 
 ｢お前と覚悟が違う｣ 
 ｢黄龍から、聞いたんだな。 覚悟ってなんだよ｣ 
 ｢お前のその覚悟は、俺の十数年より重いだろ｣ 
 麒麟は奥歯を噛み締めた。今更、思い出したくもない。 
 ｢俺と勝負してくれ。でないと、俺の武者修行の、これまでの十数年が無駄になる｣ 
 ｢無駄にはならんだろ｣ 
 麒麟は少し考えてから 
 ｢わかった。少し待っててよ。すぐ行くから｣ 
 と蜃に告げた。 
 ｢よし！｣ 
 ｢あーあ、折角兄上の顔を立ててやったのになあ。フルボッコにされても文句なしだかんな！｣ 
 ｢ああ。されるかよ｣ 
 
 麒麟の部屋を出た蜃の足元に、旬介がしがみついた。昨日遊んでもらった事が余程嬉しかったようで、しがみつきながらきゃははと笑った。 
 ｢どうした？ 旬介｣ 
 名前を呼ばれて、更に嬉しそうに笑った。 
 ｢蜃さま、ねこさんのお家。また作ろう｣ 
 蜃は、旬介の頭を優しく撫でた。癖のある少年の髪が、手のひらでゴワゴワと動いた。 
 ｢昨日作ったのではダメか？｣ 
 ｢ダメじゃないよ。ねこさん、もっと大きなお家にするの｣ 
 ｢そんなに大きな家などいらんだろう｣ 
 ｢えー｣ 
 ｢そうだな、ねこさんのお家ではなくて、別のことをして遊ぼうか？｣ 
 旬介は、ふふふと笑った。 
 ｢いいよ！ なにするー？｣ 
 ｢その前に、俺はお前の父上と遊ばねばならん｣ 
 ｢おれも遊ぶ！｣ 
 ｢そうだな、後でね｣ 
 不満そうにも、理解出来ないという表情でつまらなそうに旬介は首をかしげた。それを蜃は、抱き上げた。 
 ｢そんな顔するな、遊んでやらんとは言っておらんのだ。父上の後でな｣ 
 ｢じゅんばん？｣ 
 ｢そう、順番｣ 
 とんっと、蜃の肩を麒麟が叩いた。襷と木刀を差し出しながら、かったるそうに麒麟が言う。 
 ｢兄上、旬介と遊んでるんならやめますよ｣ 
 ｢あ、そう言うな｣ 
 蜃は旬介を下ろすと、麒麟の手から襷と木刀を受け取り、庭に下りた。それに麒麟も続いた。 
 ｢何を始める気だ｣ 
 と、黄龍が現れた。 
 ｢兄上が、どうしてもと言うのでな｣ 
 木刀を数回素振りしながら答える麒麟を見て、ああ手合わせかと黄龍は察した。 
 ｢怪我するなよ｣ 
 ｢兄上に言ってやってくれ｣ 
 ｢どっちもだ｣ 
 何の合図もなく、二人はすっと木刀を構えた。 
 暫くの睨み合いのうち、先手を切ったのは蜃だった。先に動いた方が不利な事くらい、互いに気付いていた。しかし自分が動かなければ麒麟が動かない。この勝負自分から切り出したから、そう考えた。 
 蜃の真っ向を当たり前のように避けると、それと同時に麒麟の胴が入るが、それを蜃が弾いた。その反動を利用して、更に麒麟の攻撃が来る。それをギリギリで避ける。暫くその繰り返しが続いた。 
 ｢麒麟、お前も充分強くなっているではないか！ 俺は思った以上にギリギリだ｣ 
 ｢ふん！｣ 
 と、あしらう様に麒麟の攻撃が入る。が、麒麟も思った以上に読まれるので内心焦ってはいた。 
 ｢兄上こそ、本当はグルメツアーにでも行ってたんじゃないのか？｣ 
 ｢言ってくれるな！｣ 
 バン！ と、お互い弾きあった。そして、体勢を立て直すように構え直すと、呼吸を整えた。 
 ｢そろそろ、決着をつけようか。旬介と約束してしまったんだ｣ 
 ｢俺も、仕事に戻らんと黄龍に怒られる｣ 
 
 いざ！ 
 
 と刹那、互いの切っ先がぶつかり、刃が滑り合うと互いの頬の横を紙一重で抜けた。その後切り替えした刀身が互いの首筋でピタリと止まった。 
 ｢勝負あったな。相打ちじゃ｣ 
 と、黄龍の安心したような声が響いた。 
 ｢俺もまだまだだな｣ 
 蜃が、木刀を麒麟に返しながら呟いた。 
 ｢嫌味だな｣ 
 麒麟はそれを乱暴に受け取った。 
 ｢いい加減、仲直りせえ。麒麟も少しは素直になったらどうなんだ。兄上が帰ってきて嬉しいのだろ｣ 
 ｢んな訳あるかよ｣ 
 ぷいっと顔を逸らすと、麒麟は部屋に戻ってしまった。 
 ｢蜃様、麒麟は照れてるんですよ。お気になさらず。ツンデレってやつですよ。ツンデレ｣ 
 ｢そうかな？｣ 
 ｢今更、どうしていいか分からないんでしょ｣ 
 旬介が、蜃に飛びついた。 
 ｢昔は、旬介のように懐いてきて、可愛かったのにな｣ 
 黄龍が笑った。 
 
 
 (兄上、流石に強いな) 
 と、麒麟は部屋で自分の掌を見つめながら思った。手が僅かに震えている。 
 ああは言ったが、今度こそ負かしてやろうと麒麟ながらに稽古は続けていたつもりだった。人を殺める決意が出来たのも、蜃のせいだ。人を斬る覚悟がなければ、蜃は倒せないだろうと思ったから。蜃を倒せなければ、自分の抱えるコンプレックスや劣等感からも抜けられない事は分かっていた。 
 蜃は優しい。それ故に、悔しくて辛いものがあった。 
 俺は、兄上のように優しくもなれない。 
 じゃあ、自分はなんなのか。何が優れているのか。結局は、弟でしかないのか。それが悔しくて悔しくてたまらなかった。 
 ｢麒麟｣ 
 黄龍の声がして、はっとした。 
 ｢なんだ？｣ 
 ｢入るぞ｣ 
 障子が開けられ、部屋に黄龍が入ってきた。 
 ｢どうした？｣ 
 ｢蜃様と旬介が遊びに出て行ったから、二人でお茶でもと思ったのだ｣ 
 黄龍が、淹れたばかりの茶を湯呑に注いで麒麟に差し出した。 
 ｢蜃様は、流石に強くなっておったな｣ 
 ｢うむ｣ 
 ｢けど、麒麟も強かった｣ 
 ｢今回も勝てなかったがな｣ 
 ｢けど、負けもしとらん｣ 
 ｢兄上が、手を抜いたのかも｣ 
 ｢まさか｣ 
 ｢黄龍は、呆れたか？｣ 
 ｢呆れたわ｣ 
 渋い顔で、湯呑みを置く麒麟の頬を黄龍がつねった。 
 ｢痛い！ 痛い！ なにするっ｣ 
 ｢そんな事を気にするお前に呆れたというのだ｣ 
 ｢は？｣ 
 ｢蜃様が強いのは当たり前ではないか。龍神と鬼の子で、しかも鬼は武術の天才ときてる。お前のような一般人が勝てると思うな｣ 
 ｢何を言い出す？｣ 
 ｢そんな化け物を相手にして、相打ちに持ち込んだお前は凄いと言いたいのだ｣ 
 ｢…………｣ 
 ｢それに、蜃様も必死だろう。五霊獣の馬鹿達を取りまとめねばならんのだから、必死で強くなったのであろうに。しかもその一人は、人を殺めてまでこの里を守ったのだ。プレッシャーだな｣ 
 麒麟は、ふっと笑った。 
 ｢黄龍、すまないな｣ 
 ｢全くだ｣ 
 と、麒麟の唇が黄龍のそれと重なった。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 翌朝、ぎゃんぎゃん泣きわめく旬介を黄龍が抱きながら、麒麟と共に蜃を見送った。 
 ｢蜃さまー！ 帰るのやだー!!｣ 
 短時間にすっかり懐かれて、嬉しいような心苦しいような気持ちで、蜃は旬介の頭を撫でた。 
 ｢また、遊ぼうな。今度は、家にも来るといい｣ 
 ｢やだー！ もっと遊ぶう!!｣ 
 ｢旬介、今度は遊びに行こうな｣ 
 ｢ふえええ｣ 
 黄龍の胸に顔を埋めながら泣きわめくので、彼女の胸元はすっかりベトベトになってしまっていた。 
 ｢兄上、さっさと行ってくれ｣ 
 麒麟がしっしと手の甲を振るので、それを見て蜃が苦笑いを浮かべた。 
 ｢相変わらず、お前は可愛げがないな｣ 
 ｢こんな、おっさんに可愛げを求めるな｣ 
 ｢全く、帰る！｣ 
 ふいっと踵を返して帰ろうとする蜃を、見えなくなるまで麒麟は見ていた。懐かしい風景だった。 
 その横で、ぐずる旬介の背を撫でながら黄龍が呟く。 
 ｢お前も少し肩の荷が降りたのではないか？ ようやく、昔の顔に戻ったように見えるよ｣ 
 ｢ん？｣ 
 黄龍が笑った。 
 ｢こっちの話だ｣ 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 これは、数年前の出来事。 
 
 麒麟と黄龍は里を出て、一人の忍びを追っていた。 
 息を切らせながら、傷を追いながらも男は必死で逃げていた。自ら押さえた脇腹には手裏剣がめり込み、そこから血が滲み出ていた。抜けば血飛沫と共に運悪ければ内臓すらも飛び出すだろう。男は分かって、それを抜かずに逃げていた。 
 捕まえようと思えば、直ぐにでも捕まえられそうなくらい男の足元は及ばない。男もそれを分かって、なるべく茂みの中を抜けた。 
 (無駄だな) 
 そう思いながらも、麒麟と黄龍はあえて捕まえずに後を追った。 
 ふと先に、男の把握出来る範囲から、麒麟だけが消えた。黄龍が囮になった為だ。 
 更にずんずんと男は必死で逃げる。暫くして、男は力尽き、その場で崩れるように倒れた。 
 黄龍が男の傍に寄り触ると、男は事切れていた。 
 ざっと、麒麟が黄龍の元に現れた。 
 ｢死んだのか｣ 
 ｢ああ｣ 
 男の状態を簡潔に伝えた。 
 ｢黄龍、この先に村が見える。恐らく、こいつの村だろう。潰すぞ｣ 
 黄龍は、ひゅるんと自らの霊力を鷹の姿に変えた。 
 ｢皆を呼ぼう。二人じゃ無理だ｣? 
 麒麟は男の服を剥ぎ取り、それを自ら纏った。 
 予め待機していた、他の五霊獣達は直ぐに来た。 
 先ず最初に麒麟が村へと入った。暗いが、訓練された目でよく見える。乾いた土地と、貧しそうな建物が並ぶ。臭いで、人が暮らしていることがよく分かる。 
 徐々に周りで悲鳴にもならない声や物音が始まった。 
 口を塞がれては寝込みを襲う、手っ取り早い暗殺だ。他の五霊獣達に次々倒される中、麒麟もそれに続いた。それに勘づいた子を抱いた女が目の前に飛び出してきた。 
 ｢あんた！｣ 
 麒麟がはっとした。 
 ｢あんた、無事だったんだね！！｣ 
 ああ、そうか。と麒麟は察した。この親子は、先程死んだ間者の家族か。 
 麒麟が刀を抜きざま女の首をはねた。呆然とした表情で女の首が宙を舞い、床にゴロンと転がった。ゆっくり倒れた女の身体から、赤子が落ちた。 
 ｢ぎゃああああ！｣ 
 赤子の泣き声に、まだ襲撃されてない村人が飛び出てきた。 
 ｢麒麟！その子供なんとかしろ!!｣ 
 五霊獣の誰かの声がした。 
 麒麟の前を横切り、赤子に真っ直ぐ刀を突きつけたのは黄龍の方だった。 
 ｢ぎゃああああ！｣ 
 だが、その刃は赤子の頬を深く切り裂いただけだった。 
 ｢ぎゃああああ！｣ 
 ｢なにやってんだよ！｣ 
 またもや、五霊獣の誰かが叫んだ。 
 ｢すまない｣ 
 黄龍は麒麟にだけ聞こえるように呟くと、赤子を抱きしめて村の外へと走った。その声は、悲痛に満ちていた。 
 ただただ、止めることも出来ず。麒麟を始めとする五霊獣達は、村人を一人残さず始末するとその村に火を放って退散した。 
 里を守る為、里の秘密を知られる訳にはいかない。 
 必要なまでの処置だった。 
 そう信じた。 
 
 ｢皆、すまない｣ 
 麒麟はそう頭を下げた。兄弟同然に育ってきた幼馴染に頭を下げたのは、これが初めてだった。全てを俺が背負うから、麒麟の覚悟の証だった。 
 ｢皆が手を汚したのも、俺の命令ゆえ。皆は何も悪くない、この里を任された俺がこの里に住まう条件に皆を脅し、させただけだ。そういうことにしておいてくれ｣ 
 ｢馬鹿言うなよ。俺達やった事実は変わらねえし、それを上から物言うのはおかしいだろ？ 俺達は納得して動いたんだ｣ 
 そう最初に声を上げたのは青龍だった。その表情は、怒ると言うより悲痛に見えた。 
 ｢すまない｣ 
 ｢それより｣ 
 と、横から朱雀が切り出した。そして、続けた。 
 ｢黄龍があの村の子供を抱いて去ったように見えたんだけど。どういうつもりだ？｣ 
 少しの間を置いてから、麒麟は続けた。 
 ｢黄龍と俺には子が出来ん。黄龍は、もう限界なんだ。だから｣ 
 ｢あの子を育てる気なのね｣ 
 と竜子。 
 ｢ああ。俺には、止めることは出来ん。だから、せめて背負わせて欲しい｣ 
 ｢麒麟も黄龍も、わかってるだろうな。もし、あの子が何かの拍子にこの事を知ったら、とんでもないことになるぞ。親が一気に仇へと変わる｣ 
 説得するようにゆっくり話す朱雀を、麒麟は見れなかった。 
 ｢わかってる｣ 
 ｢お前……｣ 
 何かを言いかけた青龍を、竜子が止めた。 
 ｢わかるなんて気軽に言えないけどさ、私も女だから少しは気持ちがわかるのよ。だから、私は見守るわ｣ 
 ｢…………｣ 
 納得出来ない、という顔で不満げに青龍は顔を背けた。そして、言おうとした言葉を飲み込んで、別の言葉を見つけた。 
 ｢だからって、これとそれは違うだろ。お前一人で背負うべきものでもないと思う｣ 
 ｢兄上と約束したんだ。俺は恵慈家の次男だから｣ 
 
 「皆と会ってきたのか」 
 葛葉は玄関先で足を洗う蜃に、手拭いを差し出しながら言った。 
 ｢ああ、随分と変わっていたよ｣ 
 ｢そうだな。お前が里を離れていた時間は長い、本当に長かった｣ 
 ｢母上は、ここで独りで？｣ 
 ｢ああ、もう何年にもなる。数年前に、玄武も早々に家を出た。あやつは、一刻も早く ここを出たかったようだよ」 
 葛葉が寂しそうに苦笑いを見せた。 
 ｢そうか。でも、俺はこれからここに居ようと思ってるよ。母上も寂しかろう｣ 
 ｢そうか。しかし、私のことは気にせずとも良いぞ｣ 
 ｢言う割には、随分嬉しそうだけど｣ 
 葛葉ははっとして、自分の頬を両手でパンパンと挟むように叩いた。 
 ｢母として、嬉しいに決まっておるではないか！ 私は、良い息子を持ったものだ。しかし、お前もいい歳だ。嫁を世話せねばなるまいし｣ 
 もじもじと下を向きながら話す葛葉の背中を、足を洗い終わった蜃が立ち上がりながらも、すれ違いざまポンポンと叩いた。 
 ふと、葛葉の中で晴明にされたような錯覚が混み上がってきた。 
 ｢俺は、嫁を娶るつもりはないよ。今もこれからも｣ 
 「し、しかしだな！」 
 ｢母上、この話はここで終わりましょう。これ以上続けるなら、俺はこの屋敷を出ていく。何を言われても、嫁を娶るつもりはないから｣ 
 話題を変えるように、蜃が言った。 
 「腹が減ったな」 
 ｢お前がいつ帰ってくるかもしらん、多めに作るのも勿体ないので何も用意しとらんではないか。帰る前に言霊くらい飛ばせばよいものを。近くの飯屋に持ってきてもらおうか｣ 
 ｢じゃあ、酒も｣ 
 ｢酒はある｣ 
 
 暫くして、近くの飯屋が適当に見繕って食事を運んできてくれた。それに合わせて、葛葉はとっておきの酒も出した。 
 ｢これは、玄武が｣ 
 ｢夢路か｣ 
 ｢なんじゃ、知ってるのか｣ 
 ｢美味い酒ですよ、散々呑ませてもらった｣ 
 葛葉は渋い顔をした。 
 ｢呑兵衛どもめが｣ 
 蜃はゲラゲラと笑った。 
 ｢ところで｣ 
 と、葛葉が切り出した。 
 ｢蜃。麒麟から黄龍の事は聞いたか？｣ 
 ｢旬介の事ですか？｣ 
 ｢ああ。私は、今でも眠れなくなる事がある。あの子には、本当に申し訳ない事をしたと思っておる。私が悪いのだ｣ 
 ｢あれは、麒麟なりの選択なのだろ？ そう聞いたが｣ 
 葛葉は、渋るようにしてから話した。 
 ｢最終的には、そうだ。だか、私がその選択をさせたようなものなのだ｣ 
 ｢というと？｣ 
 ｢少し、聞いてくれるか？｣ 
 コクリと頷いた蜃を確認してから、葛葉は先程まで茶を飲んでいた湯のみに酒を注いでから一気に飲み干した。葛葉の顔が、ほんのり赤く染まった。 
 ｢あの忍(男)は、里の者の帰りの荷車に隠れておった。そして、こそこそとこの里を探っておった。ある程度の情報を集めると、この里を出るために森に入ったのだ。しかし、あの森はお前も知っての通り、魔が住む。それがこれまでこの里が守られてきた要因でもあるのだが……忍は、魔に捕まった。魔は私の結界だった。邪を持つものは、あの森を抜けられん。行きは里の者と共だったから抜けられたが、出る時はそうもいかん。それに私は気付いて、麒麟に話した。あの男を生かして帰す訳にはいかない、それはこの里に閉じ込めてしまえばいいと思った私の甘さと反して、麒麟は一人前の領主だったのだ｣ 
 ｢それで、何故麒麟は男の村ごと葬ったのだ？｣ 
 ｢私が悪いのだ。男には、きっと家族も仲間もおるであろうと言ったから。この里で暮らせばいいではないかと、それも私の甘さだ｣ 
 ｢それで、麒麟はならば男と共にその家族も全て葬るべきだと｣ 
 ｢ああ。男を生かしておくことはできる。けれど、それで男は納得するのか。ましてや相手は忍びだ。命を捨てる覚悟でおろう、と。家族がいるならば、男の事を知られれば仇討ちされぬとも限らぬ。それに、仲間がおるのであれば、もうそれらが動いておるかもしれんと。麒麟は私を振り切り手を染めた。他の子達もそうだ。麒麟の声に動いた。誰にも私の甘さは届かなかった。私だけが、かつてこの里で捨てられた子を救おうとしていた頃の娘のまま止まっていたのだ｣ 
 ｢例え俺であっても、麒麟と同じ道を選んだと思うよ｣ 
 葛葉は泣いた。 
 ｢だが、それは母上に言われたからではない。それが使命だと思ったからだ。父上の意思を俺達は継いだだけ。これからは、麒麟の代わりに俺が背負おう｣ 
 ｢私は……私はどうすれば良いのだ｣ 
 蜃は指先で顎の先を撫でながら、顔を傾げた。 
 ｢そうだなあ。隠居でいいのではないか？｣ 
 葛葉が泣き顔を上げて、きょとんとした顔で蜃を見た。 
 ｢隠……居……と？｣ 
 ｢ええ。いつまでもいつまでも、年寄りがのさばっていては邪魔だ｣ 
 ｢年……寄りとは、母に向かってなんじゃと！｣ 
 今度は真っ赤な顔で拳を振り上げる葛葉の手を、蜃は笑いながら止めた。 
 ｢元々、母上がこう言ったことを考えるのは不得意だったろ？ いつも父上の仕事だったし、父上が亡くなってからは俺の仕事だった。いつしか、誰から言われなくてもそんな感じだったではないか。それをやむなく、麒麟が代わっていただけなのだから｣ 
 ｢そう言われてしまえばそうだが、そうだがな！ 私も私なりに考えておるのだ｣ 
 ｢端から母上は蚊帳の外だ｣ 
 ｢むっ｣ 
 グウの音も出ない。 
 ｢そうと分かったら、今夜は飲みましょう。勘違い隠居記念だ｣ 
 ｢全く、お前と言うやつは｣ 
 不満げに、たいそう不満げに、葛葉は口を尖られながら酒を飲んだ 
 
 里の時は過ぎていく。 
 
 ゆっくりと緩やかに、そしてかつて生きるために棄てられた幸せとは程遠い筈の者達が、何処よりも幸せに暮らす場所。 
 これからもそうであれと、葛葉は心から思った。 
 
 今は領主となったかつての子供達が過ちを犯した場所は、誰にも入られないよう隔離するかのように二重の封印で閉じ込められた。そして、何も知らせなかった教訓を踏まえ、晴明の眠る墓であり魔が集い鎮められている場所として語り継がれた。 
 祠は災いを封じた象徴とされた。 
 本当の事を知るのは恵慈家と関わり合いのあるものだけとなるが、その子供達、里の者達には 決して近付いてはならない禁忌の場所として伝えられた。近付けば魔物に食われてしまう。鬼に連れていかれる、と。よくある教訓お伽噺のようではあるが、それは子供の心に深く刻まれて行った。 
 無論、行き場のない外から来たもの達もこの掟を強く守ったし、守らせた。 
 皆が協力して、この里は守られてきた。 
 
 晴明の墓の傍から啜り泣きが聞こえる。呻き声が聞こえる。 
 生克五霊獣の法で縛られた富子と泰親の苦痛の声であったが、それらがお伽噺を現実に変えていたのだった。 
 今日も闇の中、啜り泣く声が聞こえた。 
 
 それは新月の夜の事だった。外から来たであろうぼろ布を纏ったみすぼらしい女が、痩せこけた子を抱いてふらふらと歩いていた。女には啜り泣きが啜り泣きには聞こえず、人がいる、助けが居るようにしか思えなかった。それほどまでに、参っていた。 
 いよいよ、終わりだと思った時、女は黒い影を見た。 
 知らぬ間に富子の声に惹かれ、女は禁忌を破っていたのだ。 
 女はもう見えない目で闇の中、富子に子を差し出し言った。 
 「せめて……せめてこの子を」 
 赤ん坊は泣く力も残っていないようだった。ほっといても直ぐに死ぬだろう。このまま受け取っても、どれだけ生きれるかもわからない。 
 富子は思った。 
 『 この赤子を喰ろうて、少しでも力にしてやろう』 
 子を受け取ると同時に、その母親は事切れた。 
 「富子さん、この子を生贄にしては」 
 かぶりつこうと歯をむき出した富子を止めたのは、泰親であった。 
 




生克五霊獣 篇


 「このままでは、この稚児はすぐ死ぬ。鼬の血を飲ませて育て、その怨霊を取り込み生かすのです。術も武術も私が教えましょう、そうして忌々しきあの者達への復讐を果たした後、この子を喰らうのです。大きな怨霊を取り込んだ穢れなき魂は、美味いし力も増す」 
 泰親の説得に、富子はむき出した歯を直してその子を見た。 
 「そうか、この子が我らを助けてくれるか。名は？」 
 「名など与えてはなりません。情が出てしまう。この子は駒であり餌なのですから」 
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 かつて忍びの村を襲撃せざるおえなかった事件から、領主達は外の様子にも敏感になっていた。 
 里とは違い、外ではどこかしらで毎日のように戦が行われ、食糧不足も深刻であると。 
 子捨ての里近辺を巻き込む大戦が始まる、といち早く情報を得たのは朱雀であった。 
 本来、情報収集を担当するのは麒麟の役割である。そして、事が始まる前に対策するのも麒麟の役目。だが、外との商売をやり取りする中、他の者達が先に情報を入れる事は珍しくもなかった。 
 近頃は刀や鉄砲がよく売れる。注文まで来た、とあって探りを入れたところ、どうにも大戦の噂は本当のようだと。 
 言霊で伝えてもよかったのだが、旬介と仲の良い倅の藤治も行きたいと言うので、この所忙しくて誰とも会っていないなと思い麒麟領へと向かった。 
 麒麟邸に到着すると、藤治は旬介と早々に何処か遊びに飛び出して行ってしまった。 
 普段は本を読むことが好きな彼だが、旬介といる時は外で遊ぶことが多い。もっぱら山の中を駆け回るのが殆どなのだが、聞けば一人で外に行く気にはなれないと言う。修行は真面目だが、それだけではと考えるので、朱雀はこうして度々藤治を連れて麒麟の元へ来るのだった。 
 「今日は、何して遊ぶ？」 
 いい歳になっても、子供の頃と変わらず麒麟は朱雀にそう言う。朱雀は軽く笑うと首を左右に振った。 
 「今日は遊びに来た訳では無い。話があってきたのだ」 
 「ふうん」 
 空気を察して、黄龍が 
 「では、茶の用意でもしようか。長くなりそうだな」 
 と、席を立った。 
 「すまないな、黄龍にも聞いて欲しいのだ」 
 やがて茶と茶菓子が運ばれてくると、それを飲みながら朱雀は話した。 
 「少し前から、俺の領の刀と鉄砲がいつもの何倍にもよく売れる。とうとう、注文まで入るようになったので少し探りを入れたのだが、どうやらこの近辺一帯を巻き込む大戦が控えておるとのことなのだ」 
 「いつもの小競り合いじゃないのか？」 
 「そうでもないらしい。どうやら何処ぞの大大名が関わっているそうで、これはもはやほぼほぼ決定事項であると。そうなれば落ち武者がここに迷い込んでくる可能性も出てくる。それから、新しい里の者が増え、外では人攫いなんかも増えるだろうなと」 
 「ふうん」 
 麒麟はさも面倒くさそうに頷くので、見かねて黄龍が咎めるように問うた。 
 「これ程の重要事項、もっと早くお前の耳に入らんはずがなかろう。お前は知らんのか？」 
 「なんか、そんなような報告もあった気がするが、今時珍しくもないし」 
 黄龍が深い溜息を吐いた。 
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 ドーン！ 
 
 と、里の端で爆発音がした。川で魚を捕って遊んでいた旬介と藤治が、それに気付いてふと顔を上げた。 
 「ねえ、旬介。なんの音だろう」 
 先程まで近くで泳いでいた魚が、音に驚いて逃げてしまった。 
 「なんか落ちたみたいな音だったね。雷かな。雨降るかも」 
 言いながら頭上を見上げるが、空は雲一つない晴天である。こんな時、青龍の息子である紗々丸がいればなあと思った。 
 「お腹も空いたし、魚でも焼こうか。雨が降ったら食べそびれるし」 
 「そうだね、火付けるよ」 
 と、川から上がると予め用意していた焚き火の準備に藤治は術で簡単に火を付けた。 
 ぱちぱちと燃える焚き火に薪となる小枝を足しながら、魚を焼いた。香ばしい匂いが辺りに充満するが、一向に雨の降る気配はない。 
 「雷じゃなかったのかな」 
 「かもね、なんだったんだろ」 
 「後で父上に聞いてみようか」 
 等と二人で話をしている最中だった。 
 ふと旬介の背後から鋭い殺気が飛んでくる。考えるより先に身体が動いて振り返ると、魚を焼いていた枝をそれに投げていた。投げられた枝は、殺気の主に突き刺さり、その場に落ちた。 
 見れば鼬である。鼬の口から、タコが墨でも吐くように旬介と藤治に何か黒いドロドロしたものを吹きかけて死んだ。 
 「気持ち悪っ！」 
 「こんなんで帰ったら、母上に怒られるよ」 
 半分泣きそうになりながら、二人して着物を川で洗った。 
 「なにこれ、なかなか取れないよ」 
 「なんだよ、あの鼬」 
 イラッとして振り向くと、不思議とそこにあったはずの鼬の死体は消えていた。 
 「あれ？」 
 生臭いような奇妙な匂いが漂い、ふと藤治が訴えかけた。 
 「気分悪くなってきたし、もう帰ろう」 
 「そうだね」 
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 「久しぶりだな」 
 自宅かと思うほど自然に、青龍が麒麟邸の居間へと入ってきた。 
 「何しに来たのだ？ というか、ここはお前の自宅ではない。少しは遠慮しろ」 
 と、黄龍は青龍を咎めた。実は予め竜子から聞いていた情報があった。 
 『 うちの亭主の浮気につき、喧嘩したのでそっちに行くと思うわ』 
 と言う。側妻を持つならまだしも、そのつもりもなくふらふらと女遊びが止められないと言う。麒麟曰く、竜子に構って貰いたいが故だと言うが、女の立場から言えばどうだかと首を傾げてしまう。だからこそ、こういう時は優しくなれない。 
 「黄龍、ちょっと冷たいな。久しぶりの相手に対して」 
 へらっと笑う青龍を、黄龍はぷいっと突っぱねた。 
 「竜子から聞いている。女の敵め」 
 「なんだ、また浮気か」 
 と、朱雀が言う。 
 「まあな、あいつが五月蝿いし、門閉めやがったから出てってやったんだ。反省するまで帰らんぞ」 
 「青龍、それは締め出しと言うのだ。反省するのはお前だ」 
 「朱雀の言う通りだ」 
 朱雀と黄龍に責められて、青龍はぷいっと膨れながら顔を背けた。 
 「いつまでも、子供のつもりでおるな。竜子も忙しいのだぞ」 
 「別に俺だって暇じゃねえよ」 
 そんな言い合いをしてる中、旬介と藤治が帰ってきた。 
 「ただいま。あ、青龍さんこんにちはー。紗々丸は来てるの？」 
 「おう。俺一人だ。あいつはデートだと。いい生活してるね」 
 「血は争えんな」 
 ぽつりと朱雀が呟いた。 
 「それより、お前達獣臭いぞ。何してきたんだ」 
 「魚捕ったり、動物捕まえたり」 
 麒麟と青龍の顔が少し歪んだ。 
 (この匂い覚えがある) 
 はっとした。 
 「お前ら、何してきた！」 
 麒麟が怒鳴りながら、息子達二人の着物を引っ張ると着物が乱れてその隙間から五芒星形の痣が見えた。それを見た黄龍が激怒した。 
 「この馬鹿共が！ あれ程、祠に近付くなと言っておったろうが!!」 
 そう、あの時と同じである。麒麟と青龍が誘われ、富子達を解放してしまったあの時と。だから、あの時の匂いを二人は知っていた。 
 「来る途中、何かが落ちたような衝撃音がしたんだ。お前達だったのか。誘われて壊してしまったのか」 
 自分達の経験があるから、麒麟も青龍も怒るに怒れない。その分、代わりに黄龍が怒るしかない。 
 「しっかりお灸をすえてやるから、覚悟せい！」 
 と、旬介の尻を叩いた。泣きながら違う違うと言うが、聞き耳すらもってくれない。朱雀に怒鳴られる藤治が、泣くことしか出来ない旬介の代わりに怒鳴り返した。 
 「俺達、本当に知らないし！ 行くなって言われた場所に行ったことも近付いて見たこともないから本当に知らないし!! なんだよ、一方的に決めつけて！」 
 
 「じゃあ、お前等の身体に付けられた相克印はどう説明する気だ！」 
 「知らねーよ!!」 
 泣きわめく旬介からも話を聞こうと、黄龍の手を麒麟が止めた。 
 「何する!?」 
 「黄龍、落ち着け。少し話を聞いてやってくれ。それじゃ反省する間もないだろ。旬介、少し泣くのをやめて何があったか話してみろ。何か変わった事はなかったか？」 
 「……ふぇ……えっぐ……」 
 「話さねば、先に進めんぞ」 
 旬介は、泣きながら話し始めた。 
 「本当に……魚捕って……遊んでたら……大きな音がした……多分、青龍さんが言うのと……同じ。そしたら、鼬が飛んできて……殺したら、変な……ドロドロしたのふきかけてきた……ふええ……」 
 横から藤治が続けた。 
 「汚れたから洗ってたけど、臭いし気持ち悪いし、気分悪くなって帰ってきたんだ！ 帰ったら、麒麟さんにあの音なんだったか聞こうと思ってた」 
 自分の可愛い可愛い息子が、嘘を言うとは思えない。しかし、あの時と同じ悪い予感がするのは事実だった。黄龍は旬介の背中を優しく撫でると「もうよい」と、彼を膝の上から下ろした。 
 「何があったか調べる必要があるだろう。迂闊に人は送り込めん。俺が行こう」 
 麒麟が言うと、納得いかないと藤治が食ってかかるように問うた。 
 「相克印ってなんですか!?」 
 言い方がよくない。と、朱雀が息子の頭を抑えた。 
 「血を封ずる呪いの印だ。あの術を使える者は、母上と兄上を除く二人しかしらん」 
 「そういえば、先程の戦の件も含めて母上と兄上は何処まで知っている？」 
 朱雀が答えた。 
 「まだ、お前にしか話とらんよ」 
 「そうか、はっきりするまで黙っておこう。面倒だし」 
 黄龍が頭を抱えた。 
 「黙っていた方が面倒だと思うが……まあいい」 
 納得したのは大人達だけで、余計な濡れ衣を着せられた二人の息子は黙ってなどいられるはずも無かった。 
 「他に犯人がいるって事なんだな！」 
 藤治の言葉を合図にするかのように、旬介も立ち上がり、大人達が止める間も与えず二人して飛び出してしまった。 
 黄龍達がハッとした時には、既に二人の姿はその場にない。 
 「麒麟。まずい！ 急いで追わねば」 
 面倒なのか呆れたのか、どちらにでも取れるような深い溜め息を吐きながら、麒麟も後を追う準備を始めた。 
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 決して子供達だけで近寄ってはならない。 
 
 幼い頃からそう教わった場所に、少年二人はいた。この場所に足を踏み入れたのは、子供達だけでは初めてだった。 
 その場に少し前まであったはずの祠は、無残にも破壊されてその面影すら残していない。 
 毎年、同じ日にいつも両親と掃除していた。いやいやしていたけど、こうしてみれば寂しいものである。そのせいもあって、余計に怒りが湧いてきた。 
 麒麟領の祠を確認した後、朱雀領の祠も確認しに行ったが、こちらも同じように破壊されていた。 
 「酷いことする」 
 「この分だと他の祠もこうなのかな」 
 旬介がぽつりと呟いたが、否定するかのように藤治が答えた。 
 「玄武領は玄武さんがしっかりしてるし、父上達がもう知らせてるだろう。白虎領も同じく大丈夫だと思うけど、時間差から考えても青龍領に行くのがいいと思う。今青龍さんがいない分手薄だ」 
 「青龍さんが紗々丸に知らせてるとは思うけど」 
 「どんなやつかわかんないし、旬介。急ごう！」 
 二人は青龍領へと向かった。 
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 一方、青龍領では藤治の予想通り、青龍領の祠の前に人影があった。 
 少女とも少年ともいえるその風貌で、その子は祠を冷たく見つめていた。 
 「これで、父上が」 
 恨めしそうにそう呟くと、その祠にむかって手をかざした。手の中で小さな風が揺らめき始めた時、それを止めるかのようにその子の手を誰かの手が掴んだ。 
 「これ以上、好き勝手にはさせないよ」 
 子が振り向き、その者から間合いを取った。 
 「お前はなんだ？」 
 「お前こそなんなんだ！」 
 同じくらいの年にも見れるが、喋り方も声も幼いように感じて、少年は溜め息を吐くようにして自分から名乗ることにした。 
 「ここ、青龍領の紗々丸だ。お前は？」 
 「名などない！」 
 と答えると同時に、子は紗々丸に飛びかかった。それを受けるようにして、紗々丸はわざと倒されてみせた。 
 「失礼な奴だな」 
 「ふん！」 
 次の攻撃を出そうと腕を振り上げた子に、紗々丸は得意の術で空気中の水分を具現化する。それは龍のように唸り、子を吹き飛ばした。 
 咄嗟の事に避けられず、何が起きたか分からないと言った様子で子は地面に転がった。 
 「好き勝手はやめてもらおうかな。何が目的だ？」 
 子は紗々丸の声に反応するかのようにその場から飛び上がると、まるで獣のように四つん這いで再び距離を取った。その姿が生々しく、紗々丸には酷く惨めに見えた。何故なら、よく見れば汚れた顔と埃まみれの髪だけならまだしも、服とは言えない麻を纏っていたから。この村にここまでみすぼらしい姿の子供は見たことがない。 
 「お前、もしかして外から来たのか？ お腹がすいてるのか？ ここにお供えものなんてないよ？」 
 里の祠を壊してまわっている犯人が、実は別の人物かもしれないと思ったから。 
 子は獣のように唸りながら、紗々丸を見上げた。 
 「これを壊せば、父上が助かるんだ！」 
 やはり、こいつが犯人かもしれない。 
 「お前が、祠を壊しまくってるのか？ なんのために？」 
 「こんなものがあるから、父上も母上も苦しんでるんだ！ 僕は母上を助ける!!」 
 飛びかかろうとする子に、紗々丸は術を投げた。それは空気中の水分が、今度は刃となり子に降り注いだ。手加減はした。 
 だか、子はニヤリと笑うと奇妙な声を上げた。と、同時にこの前に数匹の鼬が飛び出し、その刃に刺さって絶命した。 
 「げっ！」 
 と、思わず紗々丸から声が出た。気持ち悪いとすら感じた故だった。 
 「お前なんかに用はない！」 
 子は叫びながら、紗々丸を飛び越えて祠に目掛けて突っ込んで行っだ。が、それを阻止するかのように、子の腹目がけて何かがぶつかった。 
 ドンっと吹き飛ばされるように子が地面に転がった。 
 「旬介！」 
 紗々丸の声に反応するかのように、受け身を取りながら着地した旬介が立ち上がり、その後ろから呑気に藤治が駆け寄ってきた。 
 「間に合った～。全く、無茶するんだから」 
 旬介は、子に向き直ると指さしながら叫んだ。 
 「お前のせいで酷い目にあったんだからな！ このお礼はたっぷりしてやる」 
 紗々丸が首をかしげた。 
 「酷い目？」 
 藤治が苦笑いを浮かべた。 
 「聞かないであげて」 
 子はぺっと地面に、血の混じった唾を吐いた。口の中が鉄臭い。 
 「じゃあ、もっと酷い目にあわせてやるよ」 
 子が旬介に掌を向けた。咄嗟に、紗々丸が叫んだ。 
 「旬介、気をつけろ！ そいつ変な術を使うぞ」 
 「天切る地切る八方切る天に八違ひ地に十の文字秘音一も十々二も十々三も十々四も十々五も十々六も十々　吹きて放つさんびらり……」 
 呪詛返しのつもりだった。相手の法力を自分の法力に変換し、倍返ししてやるつもりだったのだが、天がピシャリと光るとそれは旬介自身に跳ね返った。 
 旬介の悲鳴が響き、駆け寄った藤治が今度は仕返しとばかりに呪詛を唱えた。が、それも旬介同様藤治自身に返ってきた。 
 二人をエレキテルを含んだ炎が襲う。焦った紗々丸が自らの術で消火のつもりで雨を降らせるも、それは大きく逆効果となり、その場が爆発した。勿論、肝心の祠を巻き込んで。 
 その爆発を辛うじて目撃した青龍が、怒声を上げた。 
 「何してんだ!! この馬鹿！ エレキテルに水ぶっかけたら爆発すんに決まっとるだろが!! それに肝心の祠を破壊してどーすんだ」 
 
 爆発を呆然と見ていた紗々丸が、青龍の声にビクリと肩を震わせながら涙目で抗議した。 
 「んなこと言われても、どうしろって言うんだよ！」 
 最もだと思ったが、一応保護者として怒らない訳にはいかず。気まずい顔で麒麟を見た。 
 旬介に駆け寄った黄龍が確認すると、二人は全身に軽い火傷を負って気を失っていた。 
 「大丈夫。死んではいない。青龍もあんまり怒るな。悪いのはあの子だ」 
 キッと、黄龍が子をにらみつけた。 
 「お前、少々おいたが過ぎるようじゃな」 
 黄龍が隠し持っていた鎖分銅を、子に向かって投げた。 
 シャラシャラと伸びた分銅の鎖が子の首に巻き付き、咄嗟に子は首元に腕を入れて締まるのを防ぐのが精一杯だった。 
 「さあ、来てもらうぞ」 
 「ふん！」 
 子が鼻で笑うと、一匹の鼬が黄龍に向かって飛びかかってきた。 
 「危ない！」 
 と、麒麟がそれを切り捨てる。 
 その隙を狙って、子は鎖から抜けると獣のように走り去った。 
 「待て！」 
 詫びでもするかのように紗々丸が追おうとしたが、それを麒麟が肩を掴んで止めた。 
 「もういい。近いうちにまた会うことになるだろう。奴の目的は分かってる」 
 「でも」 
 と、申し訳なさそうに紗々丸は旬介と藤治を見た。 
 「大丈夫だ」 
 麒麟と朱雀はそれぞれ自分達の倅を背負うと、歩き出した。 
 「さて、今日のところは帰るとするか」 
 「う、うん」 
 黄龍が笑いながら紗々丸に言う。 
 「悪いと思うなら、そこの不良親父を連れ帰ってくれ」 
 「おい！ 黄龍!!」 
 「なんじゃ、青龍。本当のことだろ？」 
 青龍は、苦虫をかみ潰したような顔をした。グウの音もでないとはこの事だった。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 子は息を切らせながら、生まれ育った汚い小屋に戻ってきた。ここはかつて、麒麟が育った場所であった。が、更に環境は悪い。人が住めるような場所ではなかった。けれども、間違いなくこの子はここで育ったのだった。 
 「母上」 
 怖かった、と言いたい気持ちを抑えて、母を呼んだ時だった。そこにあったのは、見たことも無い人影である。 
 「お帰り」 
 にやりと笑い、子にそう言ったのは泰親であった。 
 「誰？」 
 「父上じゃ」 
 と、富子が不完全な姿を見せた。 
 「父上？」 
 「ああ、お前が頑張ったからね。父上が助かったのじゃよ。父上と共に残りの祠を壊しておくれ。お前一人じゃ難しいだろうしな」 
 「残りの祠を壊したら」 
 「そうじゃ。何度も言うように、我が助かる」 
 富子もにやりと笑った。 
 「僕、頑張るよ！」 
 泰親が立ち上がった。 
 「残りは玄武と白虎の祠。玄武領から攻め入りましょうか」 
 「うん！」 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 一羽の鷹が舞い降りた。 
 真っ白の髪が、鷹のおこした風に揺れた。 
 「麒麟(兄上)から？ あい、わかった」 
 麒麟の言霊である鷹は要件を伝えると、霧のように消えた。 
 「父上？」 
 「甲蔵、少しばかり出掛けてくる。氷河(ひょうが)に伝えといてくれ」 
 「急ぎですか？」 
 「ああ」 
 言うと玄武は走った。 
 あれから玄武は後妻と言うべきか、妻を娶った。その連れ子に甲蔵の名を与え、息子として迎えていた。が、この話はまた別の機会に。 
 
 連れ子と言えとも、甲蔵は玄武を尊敬し、本当の父のように慕っていた。玄武のその様子からただ事ではないと悟り、一度母の氷河に事の次第を伝えると、そのあとを追う事にした。しかし、何処へ？ 鷹の様子から、恐らく麒麟が知っている事だろうと旬介に鷹を飛ばした。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 「もう、いい加減泣くのはよせ」 
 「だって」 
 年甲斐もなく、ぐすぐす泣く旬介に黄龍は慰めるのも飽きたのか、今は呆れていた。 
 「普段から真面目に修行せんから、いざと言う時にそうなる。修行のやり直しだ」 
 旬介の身体に巻かれた包帯が痛々しい。 
 「思ったより傷も酷くなかっただけ、よかったではないか」 
 「ヒリヒリする」 
 「仕方なかろう」 
 「薬がしみる」 
 「仕方なかろう」 
 「そればっか」 
 「仕方なかろう、としか言い様がない」 
 旬介が再び泣いた。 
 黄龍がどうしたもんかと溜め息を吐いた時、ふわりと甲蔵の鷹が舞い降りた。 
 「お前に言霊が来とるぞ」 
 「誰から？」 
 「珍しい甲蔵からのようだ」 
 「返しといて」 
 黄龍は旬介の代わりに甲蔵からの言霊を受け取ると、代わりに返事の鷹を飛ばした。呆れて代わりに聞いたつもりではあったが、聞いてみればそれで良かったとすら思った。これ以上、子供を巻き込むのは本意ではない。 
 「お前は暫くふて寝していろ」 
 そう言うと、黄龍は旬介を残して部屋を出た。 
 (ふて寝しておった方が助かるかな) 
 事態は、お世辞にもよいとは言い難い。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 急ぎ玄武が祠に着いた時、幸いにもそれはまだ無事であった。 
 彼が祠に術を唱えると、祠は凍り始め、あっという間に氷の中に閉じ込められた。その上に、玄武はどかりと腰掛けた。自分で作った氷は、彼にとっては冷たくもない。 
 暫くそうして待っていると、やがて全身に鳥肌がたち始めた。嫌な予感が背中をゾクゾクとさせ、奇妙な汗が流れた。 
 (現れたか) 
 真っ白にきらめく髪の間から覗くと、そこに居たのはかつて一度だけ見たような姿だった。 
 「おやまあ、その髪とその眼は。あの時の子供がまた随分と大きくなりましたね」 
 存在に気付いた時は随分遠くにいた筈なのに、そう泰親が言い終わる頃には相手の顔が玄武の目と鼻の先まで来ており、思わず仰け反った。 
 「ふふふ。どいてくださいませんと、私は貴方を酷い目にあわせる他なくなってしまいます。 
 泰親の目は笑っていなかった。 
 「おん あらきしゃ さぢはたや そわか」 
 玄武が呪文を繰り返すと彼の身体から凍るような冷気が溢れ出し、みるみる彼の身体を覆うと共に彼自身の身体を変えていったら。その姿は大きな亀のように見えた。 
 「威嚇のつもりですか？」 
 泰親が、玄武をキッと睨みつけた。 
 「威嚇だと思うか？ 貴様など潰すかひと呑みで終わらせてやる」 
 巨大な亀が祠を庇うように暴れた。確かに僅かでも触れれば吹き飛ばされて潰されるか、その身体の下敷きにでもなりそうな勢いだった。加えて、口から容赦なく吹き出す冷気が周りの草木を凍らせていった。その陰に隠れながら、旬介と戦った子が身を震わせ、逃げながらその様子を見つめていた。寒くて、吐く息は白く凍っていた。 
 「こんな術まで使えるようになっているとは、驚きましたよ。けどねえ、私には子供騙しだということを教えて差し上げなければなりませんね」 
 暫く交わしていただけの泰親の目が細くなると、彼の身体が巨大な般若とも鬼とも呼べる怪物のようになり、玄武ごと祠を叩き潰した。 
 術の解けた玄武が、祠の残骸の上で動けなくなってしまったのを笑いながら、泰親の化けた鬼がそれを指で摘みあげた。そして、それに向かって 
 「実に貴方は不味そうですね」 
 と呟いた。 
 「くっ……くそが」 
 呻くように玄武の口からそう漏れたが、それを泰親は無視して彼をその場にぽとりと捨てた。 
 「貴方を今この場で食べてしまうのは簡単です。しかし、富子さんが開放されるのを邪魔されては困るので貴方を殺すのはまたにしましょう。でないと、葛葉さんがどう動くかわからない」 
 玄武は何となく察した。 
 (こいつは、消滅させられることを恐れている。という事か) 
 確かに、泰親だけなら五霊獣の法を使うまでもなく、消滅させることも葛葉であれば容易いであろう。寧ろ強靭な悪霊であるというのもあるが、泰親と富子が封印で済んでいるのは晴明の母であるからという事実が大きい。と玄武は思っていた。そして、それなら晴明がこの世に居ない今、封印で済ませておく必要などないのだ。 
 (こいつは、自分の立場をわかっていると言うことか) 
 なんとなくぼんやりとした意識の中で、玄武は泰親がその場から離れていく様子を見ていることしか出来なかった。やがて遠くから甲蔵の姿が見え、何故ここに来たのかと問おうとして意識が消えた。 
 
 次に意識が戻ったのは、自宅の布団の中で、目の前に甲蔵と氷河の顔が自分を覗いていた。 
 「父上、よかった！ 分かりますか、ここ」 
 目だけ泳がせてみると、どうやら自分の部屋らしい。 
 「よかった。頭を強く打っていたようで、一晩眠っていらしたんですよ」 
 氷河が濡れた手拭いで、玄武の顔を拭いた。 
 「俺は……」 
 なにか言おうとしてやめた。 
 「ゆっくり休んでいてくださいな」 
 「氷河、甘い白湯を貰えるか？」 
 氷河は、コクリと頷いた。 
 「旦那様が甘い物を欲しがるのは珍しいですね。今、用意してきますね」 
 彼女が部屋を出るのを見計らって、今度は甲蔵を呼んだ。 
 「甲蔵、一刻の猶予もない。白虎に言霊を飛ばしてくれ。最後の祠だ、何としても守ってくれと。もう少し休んだら、俺も直ぐに応援に駆け付けると」 
 「はい！ けど、父上だけでですか？ 無茶です。俺も行きます」 
 玄武は一喝した。 
 「ならん！ 一刻の猶予もないんだ」 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 かあ、かあ、と不気味な烏の声がした。最初は呑気な声だったか、突如それは鋭くも変わると姿を消すと共に一匹の鷹が舞い降りてきた。 
 白虎(獅郎)は腕を上げ、それを止まらせた。 
 「玄武の言霊か。事の次第は麒麟から聞いているよ。だから、一足先に来てるんだが……そうか、お前は無理をするな」 
 言うと鷹は再び天へと帰って行った。 
 「さあて、ここは俺一人で、どうにかなるかな？」 
 苦笑いを浮かべながら、誰もいない祠の前の草の上にごろりと寝転んだ。 
 空は青く、実に平和だ。ゆっくりゆっくりと雲が流れていくのが見える。 
 (ああ、この景色を守らないとな) 
 そう目を細めた時、気配を感じた。 
 「玄武か？」 
 問うと 
 「ああ」 
 と声がした。 
 「今し方、無理するなと返事したばかりだったが」 
 「もう遅い。すぐそこで受けたとこだ」 
 白虎が身を起こして振り向くと、そこには傷を負った玄武が顔を顰めながら立っていた。 
 「そんな身体で無理だろ。足でまといだ」 
 しっしと雑に追い払うような仕草を見せる白虎に、玄武はぎろっと睨みつけて言った。 
 「術ぐらい唱えられるわい。お前一人じゃ心配だったんでな。あいつらは？」 
 「あいつら？ 麒麟達か？」 
 「そうだ」 
 「来ないと思う」 
 「は？ 何でだ？ 緊急事態だぞ！」 
 「じゃあ、玄武は泰親の事を麒麟達に知らせたのか？」 
 「あ」 
 と、玄武は自分の失態に気付いて、口を噤んだ。それを見て、白虎はへらへらと笑った。 
 「冷静冷徹な玄武様とあろうお方が、そのような失敗をなさるとは。俺がさっき知らせはしたが、恐らく間に合わんだろう。もしかしたら、よくわからん子供だけだと思っていると思うから、玄武が片付けたと安心して茶でも啜っているかもしれんしなあ」 
 はあ、と玄武の口から溜息が出た。 
 「ここは二人で何としてでも食い止めるしかないな」 
 再び白虎がへらへらと笑った。 
 「まあなあ、なるようにしかならん！」 
 と、言い終わると同時に白虎は飛び上がると身体をゆらりと交わした。それを紙一重ですり抜けるように鼬が飛んできた。 
 「嫌なもん、連れてんな」 
 白虎の口から恨みがましい声が漏れた。 
 「覚悟！」 
 泰親の連れた子がいた。子は白虎に向かって飛びかかるも避けられ、同時に身体を突き飛ばされ、地面に叩きつけられた。 
 「俺達は鼬が嫌いでね」 
 背後で玄武が呪文を唱えると、立ち上がろうとした子の背後から巨大な蛇が現れ、子の身体を締め付けた。ギリギリ、ミシミシと子の身体が軋む音がする。確かな手応えの中、息が出来ず真っ赤な顔で声も出せずに、もがく子がいた。 
 (可哀想だが、生かしてはおけぬな) 
 玄武独断の判断である。が、白虎もそれを止めようとはしなかった。 
 術を繋ぐ玄武の代わりに、白虎が言う。 
 「泰親殿！ この子が死んでしまいますよ。早く助けなくても、よいんですか？」 
 刃物のように鋭い風が吹いた。それは子を締め上げる玄武の蛇をズタズタに切り裂いた。 
 一瞬動揺したものの、想定内の出来事に玄武は一歩引いて再び術の準備を構えた。 
 「まだこの子には働いて貰わないといけませんから」 
 知らぬ間に、気付かぬ間に、目の前に泰親が居た。白虎、玄武、二人の背中がゾクリとした。 
 「ここの祠さえ破壊してしまえば、もう貴方達をいつ始末しても関係ないことを承知で？」 
 泰親の目が一瞬ギラリと光ったが、その後またいつもの表情の読めない顔に変わった。 
 「嘘、嘘。まだ、貴方達は殺しませんよ？ だって、ただ殺すだけでは楽しくないですからねえ」 
 術を唱える間などなかった。 
 そう言った泰親の身体が瞬きするよりも早く、祠の上にいた。 
 「驚くことはないでしょう。だって、私は力を殆ど取り戻しているのですから」 
 「や、やめろ！」 
 玄武の無駄な叫びが響くと同時に、周りの草木がざわめいた。 
 祠は静かに崩れた。 
 すとんと、泰親の足が崩れ行く祠から地面へと降りた。 
 「では、いずれまた改めて」 
 泰親は玄武と白虎に不気味な笑みを見せ、凍てつく表情で子を見た。 
 「さっさと着いてきなさい」 
 呆然と一部始終を見ていた子の肩がビクリと震えた。 
 「は、はい、父上」 
 
 その場に残された二人は、青ざめた表情でその場に崩れた。 
 「はは。どーしよ」 
 乾いた白虎の笑いが沈黙の中響いた。 
 ふと、玄武の脳裏に夢路の姿が浮かんだ。思わずその場で吐いてしまった。 
 「玄武？ 大丈夫？」 
 「夢路……夢路……どうしよう……」 
 白虎が玄武を支えるように立ち上がった。 
 「麒麟の元に行こう。そこから、葛葉様にどう報告するか」 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 暗く静かな森の中で、鞭打つ音と子の悲鳴が聞こえた。 
 
 「ごめっ……んな、さい……」 
 
 泰親の手には、赤く染った皮の紐のようなものが握られている。何度も何度もこの背中に向かって振り下ろした。 
 「役立たず。私の手を何処まで煩わせたら気が済むのですか？ 戦えとは言っていない、ただ壊せと言っただけですのに」 
 泰親の鞭が何度も何度も子を叩き、子の裂けた背中から血が飛び散った。 
 暫くして、子は気を失ってしまった。 
 「泰親殿、殺すつもりですかえ？」 
 富子の声に泰親は手を止め、鞭のような物を投げ捨てた。 
 「まだ、殺す訳にはいきません。まだ利用するつもりです」 
 富子はくすくす笑った。 
 「それより、晴明を」 
 「そうですね、富子さんが助かったのです。晴明さんもお助けしなければなりませんね」 
 子を置いて、二人は小屋を出た。 
 小屋のすぐ外にある、晴明の墓の前で足を止めると、富子はその地面に両手をついた。 
 「ああ、晴明よ。母は、この日を夢見ていたのです。貴方を蘇らせようと、力を溜めていたのですよ。ああ、愛おしい。早く其の姿を見せておくれ」 
 富子の両手の平から注がれた妖力が、地面を通じて晴明の遺体へと注がれて行った。 
 暫くして、富子が興奮げに叫ぶと地面が盛り上がり、そこから白骨の手が伸びた。 
 
 「ああ……晴明……」 
 
 ずるずると少しだけ髪の残る髑髏が土から顔を出し、そこから無数の虫が溢れ出した。 
 
 「……あ……ああ……」 
 
 声にならない音が髑髏から湧くように響き、空気を震わした。 
 這うように土から這い出した白骨を、富子は愛おしそうに抱きしめた。その身体に、白骨から溢れ出した虫がぞわぞわと這っていった。 
 「富子さん。ゆっくり母と子の再会を楽しんでください。身体は溶け、魂は土に還るほどに時は長かったのです。その身体を魂ごと休める時間が必要ですよ」 
 富子は自分の着ていた着物を脱いで晴明と呼ばれた白骨に着せた。 
 「泰親殿、晴明さんの為に着物を新調して欲しいのじゃ。それから……ああ、晴明さんは何が望みじゃ」 
 
 「ウウア……」 
 
 白骨は呻くばかり。 
 「さあ、ここは冷えるで中へ」 
 今の言い方をすれば、シュールな情景である。白骨がカクカクと歩くのだから。 
 
 麒麟邸に霊獣の名を持つ全員が集まったのが、その日の深夜だった。無論、子供達も集まっていた。部屋には、まだ子達しかいない。 
 そこに旬介も藤治も、痛々しい包帯姿で陳列していた。 
 「ごめん」 
 しゅん、として誤る紗々丸の背後から鼻でわらう声がした。 
 「情けないですね。五霊獣の跡継ぎが、それで勤まると？ やはり、自分が将来統括する方が間違いないでしょう」 
 と、甲蔵が突っかかった。 
 自分が怒る前に、ムッとした旬介に気付いた藤治が、溜め息をついた。 
 (また、始まった) 
 藤治の予想通り、旬介が反論する。 
 「何処から声がするかと思ったら。小さ過ぎて見えなかった」 
 確かに、少しばかりだが旬介の方が身長は高い。 
 「麒麟領もおしまいですね、そんな節穴な目だから悪党も倒せなかったとみえる」 
 「戦ってすらない弱虫に、言われたくもないね。どうせ逃げてたんだろ！」 
 そろそろ止めるべきか、藤治が立ち上がろうとしたところで麒麟を先頭に、大人達が部屋へと入ってきた。それに伴って、恐縮するように二人も大人しく陳列した。 
 「これから、五霊獣会議じゃ」 
 黄龍の静かな声がその場に響く。 
 話を始めたのは麒麟から。 
 「単刀直入に言おう。泰親が蘇った。其の姿は、玄武と白虎が確認したそうだ。そして、この度全ての祠が破壊された事で恐らく富子も蘇ったと考えていいだろう」 
 珍しくも真面目な麒麟の声に、その場の空気が凍り付いたように張り詰めた。 
 「誰？」 
 と、子供達皆の言葉を代弁したかのように旬介がポツリと漏らし、大人達の視線が一斉に向けられた。 
 「旬介」 
 黄龍の表情の無い声が呼んだ。 
 「ごめんなさい」 
 「よいよい」 
 黄龍は、決して怒った訳では無い。子供達には架空の物語や偽りの存在でそれを教えてきたから、今更どう説明すればよいか迷っただけだった。まさか、こんな事態になるとは。それが、正直なところだった。 
 「本当の事を話さんとな」 
 と、黄龍が続けた。 
 「お前は最近会ってないから覚えとるか知らんが、葛葉様と蜃様という私達の母上と兄上がいる。お前達からしたら、祖母と叔父にあたる人だ。その叔父である蜃様の父上、お前達の祖父の母……お前達からしたら曾祖母がこの元凶だ。簡単に言えば、曾祖母は鬼なのだ」 
 「え？」 
 突拍子が無さすぎて、旬介一同ぽかんと顔を傾けた。 
 「無理はないがな。曾祖母は鬼であり、かつて二度もこの里を滅ぼそうとした。その都度、犠牲を出しながら曾祖母は何度も封印されたのだ。それがこの度、再三甦ったとみえる。さあて、どうするかなと言うのが今回のお題だよ」 
 黄龍が頭を抱えているのがよくわかる。 
 「また封印するのでしょうか？」 
 負けじと、甲蔵が問うた。代わりに、父である玄武が答えた。 
 「それをこれから話し合うとこなのだ」 
 「私達は一体何を!?」 
 甲蔵が張り切るので、それを麒麟が遮った。 
 「どうさせようかな、子達をね。いっそ、母上の家に預けてしまうか。老人の介護経験も、年寄りの茶飲み相手も大切な仕事だから……痛っ！」 
 黄龍が麒麟をどついた。 
 「貴様の隠蔽の為に、子を利用するな！ 全く、お前と言う奴は」 
 「黄龍よ、冗談はさておき。これが一番安全だとは思わんか？」 
 話がなんとなく読めた、と甲蔵は慌てて反論した。 
 「父上達は、私達……いいえ、私が役に立たないとお思いですか？ 私は毎日修行は怠っていないつもりです！ それは、父上に比べればまだまだだとは承知しますが、何かお手伝いくらいは出来るかと」 
 「ならん」 
 と、玄武は間も空けずに一喝した。 
 「なぜ！」 
 「だから、お前は子供だというのだ」 
 言われ、甲蔵は分からないと顔を顰めた。 
 「俺達に何かあったら、里はどうなる？ 跡取りだという自覚を忘れるな！ 死んでも生きろ」 
 「そしたら、ゾンビだ」 
 ぽつんと青龍が呟いた。玄武の顔が一瞬引きつった。 
 「……仰る……通り。でしゃばりました」 
 と、甲蔵は頭を深く下げた。 
 相変わらず、出来た子だなと黄龍はどこかで感心していた。ちらりと目配せする旬介は、ほげーっと座っている。子供の頃の麒麟を思い出し、少しだけ笑えた。 
 「？ 黄龍、どうした？」 
 麒麟の質問に、黄龍はわざとらしく咳払いすると、なんでもないと話を変えた。 
 「朱雀からも話があるようだ」 
 急に黄龍が話を振るので、不意をつかれた朱雀はぽかんとしていた。 
 「え？ 話？ なんの事だ？」 
 「小競り合いの話だ」 
 「あー！ ああ、忘れておったわ」 
 手のひらを拳でポンと叩いて、朱雀はしゃんと座り直した。 
 「外からの噂だ。豊臣軍がなにやら企んでおって、この辺り一体をも巻き込まれる戦がおこなわれるかもしれんと。武器がアホほど売れる。忍びに注意してくれ」 
 玄武が意見した。 
 「そうなる前に、めぼしい殿様にでも出向いておいて、脅すかなにかして先に手を打って置いた方がいいんじゃないか？」 
 「脅すって。あい、わかった。この件は、私が預かろう」 
 黄龍の意見を否定するものはいない。 
 「それはさておき、この問題。葛葉様にはどのタイミングで報告するか」 
 白虎の意見に、麒麟の顔が苦虫を噛み潰したように歪んだ。 
 「そう……そうさなあ……」 
 何をしてるのだとどやされそうだ、と思った時、庭の草木がざわめいた。 
 「なんか、来たみたい」 
 しれっと話題を変えようとした麒麟の襟元を、黄龍が掴んだ。 
 「いい加減にしろ！ だからお前は詰めが甘いと言うのだ。この問題、どう考えても私らだけでおさめられるものでは無かろうが」 
 呆れたように咎める黄龍を、まあまあと言わんばかりに麒麟が抑えた。 
 「否、本当になんか来たんだって。分からんか、この気が」 
 言われてみれば、むんとしたような重々しい空気が屋敷を覆っている。 
 「一波乱ありそうだな」 
 と、玄武が呟いた矢先だった。ひゅん！ と麒麟の目の前を鋭い何かが通り過ぎ、それを紙一重で避けたが、ふわりと揺れた前髪が少しばかり切れて落ちた。 
 「うわっ！」 
 思わず声が出て、咄嗟にその前髪を抑えてはみたが、目立つ程ではなかったために、今度は安堵の息が出た。 
 「麒麟よ、安心してる場合ではないぞ」 
 「あーーー！」 
 旬介のまだ声変わり前の甲高い声が響く。 
 旬介の指さす先には、一匹の鼬が唸りながらいた。 
 「あれだ！ 俺達に変な呪いかけたやつ！」 
 玄武の胸に熱いものがせり上がり、思わず口を塞いだ。逆流は辛うじて抑えたが、胸糞悪い。 
 「父上？」 
 甲蔵が敏感にそれを察し、心配そうに近付いた。 
 「大丈夫だ！ お前は下がってろ」 
 不必要なまでに、玄武が彼を庇ってみせた。 
 「これはこれは、皆さんお揃いで。実に話が早い。最も、私が差し向けた事なんですけど」 
 遠い昔聞いた、あの声がした。声の主は、皆の前に煙のように現れてみせた。 
 「お久しぶりです。さて、実に何十年振りなのでしょう？ 覚えておりますか」 
 最後の一言に、表情はなく、敢えて言うなら凍てつくようにさえ感じた。その場にいた全員の背筋が凍った。 
 そのあまりの威圧感に、子供達は知らず知らずと自分の母親の近くに寄っていた。 
 「あの時の子供が、実にまあ立派になりましたね。親にまでなるとは、本当に時が過ぎるのは実に早い」 
 泰親は、表情もなく笑ってみせた。 
 「どうやって……」 
 何とか、麒麟の口から出た質問だった。 
 「封印を解いたか、ですか？」 
 泰親は、くくくと笑った。 
 「本当に、地獄のような日々でしたよ。動けず、死ねず、飢えと渇きと縛りによる痛み……思い出しただけで、八つ裂きにしてやりたくなるほどの怨みしかない。ですが、神というものがあるならば、それは私達に味方をしたのです。それが、望まれず産み落とされた子。子は私達の為に、成長してくれたのですよ。そして、その感謝を込めて。私はあなた方に素晴らしい贈り物を持ってきました」 
 
 「感謝？」 
 「ええ。貴方達が、あの場所にあの様な形で私達を放置したお礼ですよ。そうでなければ、こうして子が育ち、私達が自由になることすら叶わなかったのですから」 
 麒麟は、はっとした。 
 「もしかして悔いていますか？ 人が近付かず、恐れられた場所にしてしまった事を。近付けば鬼に食われる等と言う噂を聞きましたよ。だからこそ、子はここに来た」 
 子が哀れに思えた。その反面、親の痛みさえ感じた気がした。少しでも早く、子を神の元に返そうとでも思ったのだろうか。それとも、鬼のせいにして自分達の罪の意識を少しで軽くしようとしたのだろうか。今となっては、わかるはずもない。 
 ｢さあ、いらっしゃい。ご挨拶を｣ 
 泰親の影から子が現れた。旬介がそれを見て、ハッとしてからキッと睨みつけた。 
 ｢この子はねえ、鼬を操ることが出来るんですよ。ふふふ。覚えはありませんか？｣ 
 ｢それは……｣ 
 玄武の唇が震えた。 
 ｢おや、覚えがおありで？ どのような？｣ 
 泰親は意地悪くも、それを玄武から言わせようとする。 
 玄武の胸に胃に、焼けるような不快感とと共に激しい怒りが込み上げてきた。 
 ｢……妹が……かつて妹が鼬に呪い殺された。貴様のせいか？｣ 
 玄武が、憎しみ込めて呟く白虎を見た。 
 泰親は、にやりと笑った。 
 ｢お前だけは許さぬ｣ 
 必死に怒りを抑えた玄武の口から、呻き声のように漏れた。 
 ｢では、どうしようと？ 貴方の術は、もうとうに見せてもらいましたよ｣ 
 玄武の周りが凍り始めた時だった。 
 ｢まあ、今日はこんな話を気にした訳ではないのです。その事についてはいずれ改めてお相手致しましょう。最も、何も変わりありませんでしょうが｣ 
 ｢なんの用だ！｣ 
 麒麟が叫んだ。 
 ｢ふふ。相変わらず、お行儀が悪いこと。流石、葛葉さんの教育ですねえ｣ 
 子は丁寧にぺこりとお辞儀をしてみせた。 
 ｢ほら、この子のようにお行儀よくあらねば｣ 
 ｢話が見えんな｣ 
 麒麟が泰親に手をかざした時だった。 
 再び目の前をひゅんと何かが通ったため、それをひらりと避けた。 
 次にふと視線を先に合わせると、そこにはよく知った背中があった。 
 ｢……父上？｣ 
 声が震えて上手く言葉が作れただろうか？ そう思った。 
 麒麟がカチャリと刀を鳴らしながらそれを返すと、その背中は振り向いた。 
 全身に、皮膚病患者よろしく布が巻かれている。隙間から覗く目が紅く光っているような気さえして見えた。だが、それは、やはり見慣れた姿だと確信した。 
 ｢父上！｣ 
 そんなはずはないと分かってはいながら、麒麟の声がうわずりながら、目頭が熱くなるのを感じた。 
 晴明と思われるそれは、返事もせずにその刀を麒麟に向かって振り下ろした。 
 麒麟は再びそれを交わし、横から黄龍の渡した刀を受け取ると、それを抜いた。 
 晴明の次の一手で、麒麟と晴明の刀がぶつかり、火花が散った。 
 重い、間違いなく父上だ！ と麒麟は確信した。 
 ｢ね、充分すぎるお礼でしょう｣ 
 横から、不快な泰親の笑いが聞こえた。 
 ｢私はね、かつてあの世の案内人と契約したことがあるんですよ。だから、その交渉をよく知ってる。だから、晴明さんの魂をあの世に連れていかぬよう交渉したのです｣ 
 麒麟の顔が曇った。 
 ｢では、なにか？ 父上は成仏してないと？｣ 
 泰親が応えた。 
 ｢成仏？ なぜそれが必要だと思うのです？ 私達は晴明さんと、これから先もここで暮らしていくのです｣ 
 麒麟が力ずくで押し切り、一旦晴明を後方へ飛ばした。 
 ｢泰親!! あの世の番人との契約とはなんだ!? 父上に何をした！｣ 
 泰親は扇子で自らの口元を隠すと、笑いながら晴明を呼び戻した。 
 操り人形のように晴明は従う。 
 ｢何をしたって？ 私は再び魂を呼び戻したまでのこと。もっとも、時が流れ大半はこの世の理として土に返ってしまいましたが。晴明さんである事は、変わりがありませんから。生贄と言えばわかりやすいでしょうか、番人は生きた人を求めています｣ 
 泰親がニヤリと笑うと、晴明は麒麟へと再び太刀を振った。 
 間合いは充分であったが、その空間にエレキテルを纏った風が巻き起こった。それは土を抉り進む。麒麟は咄嗟に術で防御した。 
 次に向けて構えたが、晴明は静かに泰親の方へと向き直った。 
 ｢今日はご挨拶までです。では、また近いうちにお会いしましょう。その時は、是非葛葉さんと蜃坊っちゃまも｣ 
 泰親、晴明、子は、その場から煙のように消えた。 
 ハッとした麒麟は、周りを見渡した。特に皆に影響はないようだが、玄武だけは地面に突っ伏していた。それを白虎が慰めるように寄り添って見ていた。 
 ｢畜生｣ 
 と玄武の声が聞こえて、皆を再び一室に集めた。事態を把握するため、物事を整理する時間が必要だ。 
 黄龍が告げた。 
 ｢子供達、部屋に戻って休め｣ 
 その場の雰囲気に、誰も意見するものはおらず、子供達はそれぞれ部屋へと戻って行った。 
 大人達だけになった部屋で、麒麟に代わって黄龍が話し出した。 
 ｢不味いことになったな。色々な事が繋がってきたといえばそうなのだが……玄武、お前だけで先走るな｣ 
 玄武は顔を背けて頷いた。 
 ｢わかってるよ。わかっているが……｣ 
 畳に強く拳をぶつけた。 
 ｢祠が全て壊され、泰親がああして父上を引き連れて現れたと言うことは、富子も復活してるという意味だ。里と……母上、兄上が目的か……｣ 
 麒麟の言葉に、朱雀が続けた。 
 ｢我々は邪魔だということだろうな。奴等はこの里で暮らすと告げていた。今後外の人間が入ってこようものなら、そ奴らを喰らい、この里は近い将来人喰いの里とでも言われるに違いない｣ 
 ｢子捨ての里が人喰いの里か。あまりセンスがいいとは思えんな。まあ、その時には、俺達はこの世におらんのかもしれんが｣ 
 青龍が苦笑した。 
 ｢それは避けねばならん｣ 
 麒麟が言った。そして、黄龍が続けた。 
 ｢泰親は、父上を蘇らす為にあの世の番人と契約したと言ったな。番人は人を求めておると。不憫なのは、鼬に呪われたあの子じゃ。何も知らず、育てられ、恐らく最後には番人の生贄とされるのであろう。あの子を保護したい｣ 
 ｢それは、俺達がやらなければいけない仕事だ｣ 
 白虎が、そう同意した。 
 夢路は身体を失った。そして、鼬のせいで死に追いやられた。あずれあの子が気付いた時に、夢路と同じ結末になるのかもしれない。 
 夢路には、甲蔵がいた家族がいた。しかし、あの子は独りだ。 
 ｢あの子を保護しよう。夢路と同じ事を、繰り返すのは辛い。けど、俺は世話してやれない｣ 
 黄龍がふっと笑った。 
 ｢心配するな、私達が引き受ける。夢路とお前への、せめてもの償いというのはおかしな理由かもしれないが｣ 
 ｢私達って、勝手に決めるなよ｣ 
 麒麟がぷうっと膨れた。 
 ｢反対か？｣ 
 ｢反対ってわけじゃないけど｣ 
 麒麟は、黄龍がこの場で勝手に決めたことに少々不満だ。 
 ｢ほう、では事の次第を葛葉様と蜃様に報告する。その上で、あの子の事は相談しよう｣ 
 ｢あー!! それを言うか！｣ 
 ｢自ずと、そうなるだろ｣ 
 ｢わかった！ 俺んとこで面倒みるわ｣ 
 竜子の溜め息が上がった。 
 ｢麒麟は、何がそんなに嫌な訳？｣ 
 麒麟ではなく、黄龍が笑いながら応えた。 
 ｢葛葉様に、何をやっとるのだ！ と怒られるのが目に見える。それと、蜃様に会いたくないのだ、麒麟は｣ 
 ｢呆れた。まだそんなことは言ってるの｣ 
 ｢ほっとけ｣ 
 ぽんっと麒麟が仕切り直した。 
 ｢さて、こっからが本題だ。泰親と富子をどうするか。生克五霊獣の法の使い方などわからん。俺達が出来ることとしたら、五霊獣の封印だ。それぞれの霊獣、すなわち五人いる分なんとかなる。前回の生克五霊獣の法が破られた事例を踏まえてみれば……あまり利口な手段であるとは言い難い。あと、封印自体が脆すぎる事実も否定はできん。あくまで応急処置の範囲と考えるしかないのだろうな｣ 
 
 むーん、と皆が考え込んだ。結局は、最終的には葛葉と蜃に頼るしかないのだ。 
 ｢私達だけで解決するのは無理だわ｣ 
 竜子の言葉に麒麟以外が頷いた。 
 ｢麒麟よ、諦めろ｣ 
 黄龍が呆れて言った。 
 ｢けど、けどさ、とりあえず五霊獣の封印だけはやってみよう！ 言い訳も出来るし、な？｣ 
 皆に同意を求めるが、皆は返事をしなかった。 
 ｢諦めなよ｣ 
 朱雀の言葉に皆が頷く。 
 ｢冷たいな｣ 
 ｢ま、怒られるの俺達じゃねえし｣ 
 青龍がサラッと言うので、麒麟が彼をキッと睨みつけた。 
 ｢では、多数決！ 近日中に麒麟、青龍、朱雀で葛葉様の所へ参れ。外の小競り合いの件もあるでな、その件に関しては後程私から伝える。残ったものは、それぞれ里を守ること。以上｣ 
 五霊獣会議は解散したが、麒麟だけは納得いかないと言った風に口を尖らせ、そっぽ向いたままだった。 
 まあまあ夜も更けたので、今夜は寝ようと各自部屋へ戻った。 
 寝間着に着替えて布団に入ろうとした麒麟の元に、黄龍が入ってきた。 
 ｢どうした？｣ 
 ｢いや、少し心配だったのでな｣ 
 と、黄龍はそっと襖を閉めた。 
 ｢青龍の話ではないが、お前の責任が大きいのは分かっておるつもりだよ？ けれど、事が大きくなればなるほど、取り返しがつかなくなる事が心配なのだ。私達は、もう子供ではないのだ。領主なのだから｣ 
 麒麟が少し困ったような顔で頭をかいた。 
 ｢まあな、俺だってそれくらいの事は充分承知しておるつもりだ。せめて、兄上に……いや、なんでもない｣ 
 黄龍は小首を傾げたが、それ以上追求はしなかった。 
 ｢それより、黄龍。小競り合いの件だ。何か考えがあるのか？｣ 
 ｢あ、ああ。少しばかりな。明日早朝にでも、詳しい状況が分かるはずだ。探りにやっている里の者が帰ってくるはずだから。そしたら、里の手前辺りから近辺の国衆共に護らせようかと思ってな｣ 
 ｢ほう｣ 
 ｢私達が人質になる。と言っても、本当になる訳では無いぞ。そこへ行くのは影(式神)じゃ。お前達は術を見せてこい。少々死人が出る程度で丁度よかろう。力で威圧して、そこより里側には踏み入れさせんよう交渉するのだ。ここの護りを怠れば祟があるとかなんとか言ってな｣ 
 ｢ほう。では影を人質に信用を植え付け 、力で脅す訳だな。護る代わりに、万が一にでも呪いが振りかからんようにさせると。向こうの人質は人質ならぬ国質か……代償がでかいなあ、ははっ！｣ 
 ｢まあ、そんなところだ。しかし、人質がいる事で何かとやりようがある｣ 
 ｢あい、わかった。早朝の報告を待って、皆に伝えよう｣ 
 ｢それから｣ 
 ｢まだ何かあるのか｣ 
 黄龍は伏せ気味に頷いた。 
 ｢泰親の連れていた子のことだ。哀れで惨めでならん。一日でも早く助けてやりたい。きっとまたここに攻めてくる。もしくは、何処かで会うだろう。強制的ではあるが、あの子を無理矢理にでも保護し、先ずは鼬の呪いを解いてやりたいのだ｣ 
 ｢ああ、あれは俺達の失態のせいでもあるしな。否、それは言い過ぎかな｣ 
 ｢ああ、管理不足の責任問題だ｣ 
 麒麟にとったら、青龍との話だった。けれど、黄龍は分かってそれを転換した。 
 ｢管理……か……｣ 
 ｢では、おやすみ｣ 
 その日はそれで眠りについた。 
 
 翌朝、黄龍が言った通り里の者からの報告があり、麒麟、青龍、朱雀は昼前に里を出た。残った者達は、それぞれの里へと帰宅した。 
 ｢おい｣ 
 先ずは葛葉の屋敷へと向かっていたが、麒麟の足取りはどうしても重い。のんびりのんびり歩くので、堪らず青龍が声を上げた。 
 ｢麒麟、もっとさっさと歩けって｣ 
 手でも引きたくなる。 
 ｢もう決めたことなんだから、覚悟しなって｣ 
 朱雀が呆れて、後ろから声を掛けた。 
 『くれぐれも、くれぐれも、麒麟が逃げぬように頼んだぞ！』 
 と、青龍と朱雀に笑顔で告げた黄龍の手には短刀が握られていた。 
 『黄龍、わかったから、それしまおうか。物騒な、それ』 
 『くれぐれも、くれぐれも頼む』 
 麒麟が逃げたら命がない。そう確信して二人は、麒麟がどうゆっくり歩こうが用を足そうと茂みに入ろうが挟むようにしてこうして歩きを続けている。そのため、ダラダラ歩かれると正直イライラもする。いつもならもう半分は来ている道取りが、今日は三分の一くらいしか進めていない。 
 ｢野宿でもする気か。いい加減にしねえとまじで怒るぞ｣ 
 自分が怒られる訳じゃない等と思い込んでいる余裕の青龍は、態度がでかい。麒麟は恨めしそうな顔で二人を見た。 
 ｢怒られる方の身にもなれ｣ 
 冷静に考えれば、浮気して、里を不在にして祠を壊されたのだから、怒られない筈がないのだが……青龍はあまり深く考えるタイブでもないので、勝手に怒られないと思い込んでいるだけである。 
 ｢まあ、怒られる時は一緒だろ。今回はさあ｣ 
 青龍に比べて、朱雀は大人だ。そこは覚悟していた。 
 ｢なんで？｣ 
 と驚いたように首を傾げる青龍。 
 ｢聞くのか、それを？｣ 
 逆に驚いて聞き返した朱雀ではあるが、説明しようとしてやめた。なぜなら、青龍も麒麟と一緒に逃げそうだったから。そうすれば、怒られるのは自ずと朱雀だ。しかも、葛葉だけでなく黄龍や下手したら竜子にまで。 
 ｢そういう覚悟でおるってことだ｣ 
 有耶無耶に誤魔化してみた。 
 葛葉の家に着いたのは、日が暮れた後のこと。 
 ｢おお、遅かったな。飯の支度をしてあるが、思ったより遅いので冷めてしまったでは無いか｣ 
 葛葉も母親だ。やはり、久しぶりに息子同様育てた子供に会えるとなれば、嬉しかった。母親なりの手料理も用意していた。 
 ｢急ぎか？ そうでなければ、話は明日にしようか｣ 
 急ぎと言えば急ぎであり、黄龍がもしいれば急ぎだと申し出たろう。けれど、麒麟は黄龍と違う。 
 ｢母上、お元気そうでなにより。急ぎでは無いので、食事と話は明日に致しましょう。今日は少々疲れた｣ 
 ｢そ、そうか｣ 
 それを聞いて、朱雀が思わず麒麟の脇腹を肘で小突いた。それを麒麟は、軽く振り払った。 
 途中で出てきた蜃がたまたまそれを目撃したのだが、敢えてその場では見ないふりをした。 
 ｢久しぶりだな。元気だったか？｣ 
 へらへら笑っていた麒麟の顔が、ぴくりと険しい顔に変わった。 
 ｢お久しぶりです。兄上こそ、お元気そうで｣ 
 ｢相変わらずだな、麒麟は｣ 
 ｢どいう意味ですか？｣ 
 蜃は、鼻でわらった。 
 足を洗ってから屋敷内に上がると、綺麗に掃除された室内はがらんと狭い。二人で住むには十分ではあるが、本家の屋敷と到底言えるような立派なものではなく、少し立派な農民の家と変わりない。 
 ｢何も無いところで、すまんな｣ 
 ｢うん｣ 
 それぞれ里を受け持つようになってから、滅多に来たことがない屋敷。育った本家は縮小され改装され、今は麒麟が住んでいる。 
 ｢母上、ここで不自由はないのですか？｣ 
 毎度の事ながら、何度も繰り返した質問だった。 
 ｢前々から言っておろう。蜃もおるし、何より留守にすることも多い。十分な屋敷じゃよ｣ 
 葛葉は度々、蜃と湯治場巡りに出掛けている。趣味だという。 
 ｢湯治場巡りですか？｣ 
 ｢ああ、生き返るよ｣ 
 麒麟と会話しながら、葛葉は食事の準備をした。会話しながら出来るような広さだ。麒麟達の屋敷では、無理なこと。 
 ｢山菜と茸に魚と。ああ、酒もまだあったかな？｣ 
 食事を出すのに忙しい葛葉の代わりに、蜃が酒を皆に振舞った。 
 ｢俺がやりますから！｣ 
 と、恐縮しながら申し出る朱雀を断り、蜃はまず麒麟に渡した枡に酒をとくとくと注いだ。 
 そして、耳打ちにも似た小さな声でぽつりと問うた。 
 ｢で、お前は何を隠しておる？｣ 
 思わず、枡を落としそうになった。 
 
 ｢ほう、その焦りよう。芳しくない、ということか｣ 
 ｢な！ 何を言うかっ!!｣ 
 麒麟の声が上ずった。 
 ｢麒麟は嘘か下手だからな｣ 
 葛葉がクスリと笑う。朱雀が小さく溜め息を吐いた。 
 ｢麒麟、早う吐け。事が遅れては、また尻叩き程度では済まされぬぞ｣ 
 麒麟の顔から血の気が引き、彼は意を決したかのように注がれた酒を一気に飲み干した。ぷはー、と吐いた息は酒臭い。 
 ｢……泰親と富子が蘇った。それから……｣ 
 晴明の事を話そうとして、ここは一旦止めた。代わりに 
 ｢夢路に鼬をけしかけたのも、泰親だ。子供を使って、また何やら企んでおる｣ 
 パン！ と、激しい音がした。見れば、麒麟の左目の眼帯が吹き飛んで床に落ちている。 
 ｢馬鹿者。非常事態ではないか｣ 
 蜃の手が、赤く腫れた麒麟の右頬をつねり上げた。 
 ｢痛い！ 痛い！ 痛い！｣ 
 蜃の右手の甲も、赤くなっている。 
 ｢悪い口にはお仕置きだ｣ 
 ひいひい言いながら涙目の麒麟を暫く見てから、葛葉は蜃の手を離させた。 
 ｢麒麟。この事態、わかっておるな？｣ 
 麒麟はヒリヒリ痛みながら、痣になった頬を抑え、板の間の上で蹲っている。 
 ｢麒麟！｣ 
 ｢ふあい｣ 
 ようやく、蚊の鳴くような声がした。 
 ｢葛葉様、今回は麒麟だけの問題じゃないと俺は思います。泰親は、言ってました。人が寄り付かない場所だからこそ、誰にも知られずに子を育てられた。そして、育てられた子が封印を解いたのだと。赤子の頃から、物心付く前から子供は封印を解くためだけに育てられたのだから、その子を責めることは出来ないと俺は思います｣ 
 朱雀が麒麟を庇うように申し出た。 
 ｢それぞれ祠に、全く近付かんでいたわけではなかろう｣ 
 ｢盆と年末年始に掃除しに行くくらいか｣ 
 青龍があっけらかんと答えた。 
 ｢その時に気付かんかったのか？｣ 
 麒麟はコクリと頷いた。 
 ｢そういう術が無いわけではないしなあ……その位の力は持っていたと言う訳か。お前達に破るのは流石に血が足りぬか｣ 
 葛葉はそう言うと、突っ伏したままの麒麟の顔を上げさせ、赤く腫れた上に黒く痣になった頬に手を当てた。 
 ぼんやりと麒麟の頬に心地よい温もりが広がり、痛みも痕も消えた。 
 「母上、もういい加減に二人を討伐出来ぬものか？ 父上もおらぬし」 
 蜃が少し考えたような表情から、困ったように問い掛けた。葛葉は、この質問が来ることを予想していたかのように苦笑を見せた。 
 「私も、こうなることは全く予想していなかった訳では無いよ。何度も何度も考えてきた。それが叶うのなら、それでいいと私は思う」 
 蜃にしろ葛葉にしろ、空気が重い。彼等が蘇る度、封印する度、沢山の人が犠牲になってきた。 
 「出来るだけ、犠牲者は出したくないものだな」 
 蜃の呟きに、葛葉はコクリと頷いた。 
 蜃に殴り飛ばされてから、麒麟は一言も発しなかった。その後すぐ床についたが、メインの部屋は狭い。そのため来客用に用意された離れに、麒麟と青龍、朱雀は泊まった。 
 「大丈夫？」 
 朱雀が一応心配して、麒麟に声を掛けた。 
 「……兄上から、初めて殴られた」 
 少なからずショックだったのだ。 
 「歯が折れたし」 
 「え？」 
 「抜けはしなかったから、あの時治ったけど」 
 加えて本気だった事が、余計にショックだった。 
 子供の頃から、どんなに困らせても怒らせても手は出さなかった蜃に、歯が折れるほど本気で殴り飛ばされてしまった事で、なにやら目が覚めた気すらした。 
 「やばいんだ」 
 わざわざ言わなくても、わかっている事だ。 
 「もっとしっかりしなきゃ」 
 二人共何も言えなくなって、この晩はそれで寝た。 
 翌朝になって、何事もなかったかのように蜃が三人を起こしに来た。 
 五人で朝餉を食べる中、口火を切ったのは麒麟だった。 
 「昨日、報告しそびれた事がある。九州(この辺り)一体を巻き込む戦が始まると情報が入り、それにが関わる国衆共が分かった。この後、各自国衆に掛け合い、この土地に踏み込ませない、この土地に危害を加えない、要するに国衆共を里の壁にするよう動こうと思っておる」 
 この後、と聞いて葛葉は朝餉の箸を置いた。少し寂しそうに見える。 
 「そ、そうか。気をつけるんだぞ。くれぐれも怪我のないよう。あとで、弁当を作って持たせてやるからな。それまで待っておれ」 
 麒麟は頷いた。 
 「俺も何か手伝おうか？」 
 蜃の質問に麒麟はいつもの無表情に戻った(蜃専用)。 
 「兄上は、里の警護をお願いします。相手が相手だけに、残った者だけじゃ心配だ」 
 「ああ、何かあったら言霊を飛ばせ」 
 
 麒麟達が里を出たのは、それから半刻ほどしてからだった。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 麒麟邸の庭から、旬介の激しい声がした。時折、地響きのような音すら響く。 
 「はは、珍しいな」 
 初めてじゃないかと思うくらい、稽古に熱中する旬介を見ながら、黄龍は縁側にお茶と饅頭を乗せたお盆を置いた。 
 「次こそ絶対泣かすし！」 
 (根に持つなあ) 
 思わず苦笑いが浮かぶ。見れば旬介の稽古相手をしている藁人形の顔の部分に、墨で顔の描かれた紙が貼られている。彼なりのあの子の似顔絵だったのだが、下手すぎて似ても似つかない。 
 それがズンと崩れたので、旬介はイライラするように蹴飛ばした。 
 「少し休憩したら、どうだ？ ほら」 
 黄龍が饅頭をすすめるが、分かっているのがいないのか、見当違いの質問を返してきた。 
 「母上、父上は何時帰って来ますか？」 
 「知らん。自分で聞いてみたらよかろ」 
 「そうします」 
 旬介が言霊を作った。それは、口から吐き出される煙のような状態から、リアルな伝書鳩へと姿を変える。 
 「はっ！ まだ鳩か」 
 黄龍の呆れた笑い声に、旬介の顔が真っ赤になった。 
 「め、目立たないように！」 
 「じゃあ、鷹を出してみよ」 
 「うっ！」 
 益々、旬介の顔が赤くなる。今にも泣きそうである。 
 「もういい、饅頭喰え」 
 旬介はコクリと頷くと、饅頭を一つ取って一気に頬張った。 
 旬介の頭に、ふわりと鷹が舞い降りた。言霊なので、痛くも重くもない。 
 『さあ、どうだろう？ 事が終わればさっさと帰るつもりだ』 
 そう鷹は要件だけ告げると、煙のように消えた。 
 「何か用でもあるのか？」 
 「相手してもらおうかと」 
 「ほう。私では不服か？」 
 「そうじゃないけど、母上は厳しいし」 
 黄龍の眉がピクリと動いた。 
 「確かに、麒麟はサボり癖があるからな。ああならんように私は鍛えておるつりだったが。そんな言葉が出るとはな」 
 旬介の顔が青くなった。思わず口を塞いでしまう。 
 「さて、今からスパルタといこうかな。泣こうが喚こうが、容赦はせんよ」 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 かこーん……かこーん…… 
 
 と、獅子落としが鳴っていた。小さいながらも、綺麗に整備された庭園の見える座敷に麒麟はいた。 
 途中青龍や朱雀と別れ、それぞれが決めた国衆の屋敷へと謁見を申し出ていた。 
 外の世界は里とは違う。ぴりぴりした空気や、里と比べると険しさすら感じる。世界が違うと、そう思う。 
 外の世界とまともに触れ合うのは、考えてもみたら今回が初めてかもしれない。生まれた時から里で育った。確かに、幼い頃は狭くカビ臭く今でこそ信じられないような場所で生活していたが、それでもここよりはマシだったと思わせる異様な雰囲気がある。 
 途中見た孤児や病人、農民、商人。全てが、何処か新鮮に思えると同時に哀れにすら思えた。 
 国衆の殿様には、無理矢理謁見を通させた。里の者に探らせた情報に加えて、自分の影(式神)に探らせた情報を開示すればちょろいものだった。取り次いだ人間は真っ青な顔で走っていき、直ぐに謁見が許された。 
 半刻ほど待たされてから、殿様らしきものが現れた。顎にちょび髭を携え、痩せた顔は頬骨が目立つ。 
 
 「お主か。極秘の情報すら知っているという。何処の使いじゃ」 
 麒麟は腹の中で笑っていた。 
 「何処？ 私は神から授かりし土地のもの。先祖は七色に輝く金色の龍」 
 「龍神の子孫とても申すか」 
 「ええ。聞き覚えがございませんか？ 霊獣麒麟の名を」 
 殿様は怒って立ち上がった。 
 「くだらぬ！ 帰れ！ さもなければ、斬る」 
 「信じませぬか？ 私の姿を見てもなお？」 
 殿様をはじめ、お付きの者達も次第に顔を青く染めていく。腰をぬかすものや、中には哀れにも失禁するものまでいた。 
 目の前の麒麟が、幻術によってみるみる間に霊獣麒麟へと姿を変え始めた。 
 「な！ なにをっ！ ひいっ!!」 
 綺麗に整えられた庭に雷が落ちた。 
 「やめ！ なにが！ なにが目的じゃ!!」 
 頼りになるものは、ここにはいない。 
 情けなくも泣き喚く殿様に、麒麟は霊獣の姿で答えた。 
 「我が神聖な土地に足を踏み入れて欲しくないのだよ。人間が関与する事で、土地が汚れる。お主だけではない、お主に関係するもの全てが末代まで祟られるであろう」 
 「ひいい！」 
 「我が妻を置いてゆく。約束を破りし時は、妻がお主等を食い殺し、祟ることになろう」 
 殿様と動けるものが、麒麟に向かって土下座した。麒麟は笑い転げたいのを堪えて、その場から姿を消した。その場に、黄龍の影だけ置いて。 
 「こ、この、この方が、麒麟様の奥方様」 
 黄龍の影は言った。 
 「暫く世話になるぞよ」 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 「麒麟を何故殴った？」 
 麒麟達が出発したあとだった。葛葉は、少し怒ったような口調で蜃に問うた。 
 蜃は、ぷいっとそっぽを向いた。 
 「少々腹が立って」 
 「また、お前は」 
 「母上こそ、麒麟に甘過ぎるでしょう。俺とてたまには拗ねますよ」 
 「何を言い出すか」 
 「現に実子である俺より、赤子の頃から育てた麒麟の方が心配で可愛いのではないですか？ 父上ももう居ない。母上が麒麟をああして叱ることなど出来ますか？」 
 「出来なくはないぞ！? 現に子供の頃など」 
 「幼かったから叱れたのでしょう。近くに居たから、それも出来た。時々顔を出す程度の倅に、母上が強く叱れるようには思えない。俺のように嫌われたくもないだろうし」 
 「蜃！」 
 「はいはい、冗談ですよ！ 生意気すぎるのだ、あいつは」 
 蜃は、誤魔化すように笑ってみせた。 
 里に来てから、麒麟に対して嫉妬した事がなかった訳では無い。羨ましく思った事が無い訳でもない。 
 次第に大きくなり、家族すらもつ麒麟を見て、自分の立場や状況に悩んだ時があった。悩んだ末にその時見つけた答えが、兄ではなく父になること。そうある事で、麒麟と共存できる気さえしたのだ。 
 「何を考えとるのかわからんが、お前が手を出すのはあまりいいとは思えないから」 
 葛葉は葛葉で、蜃を毛嫌いする麒麟との仲を心配していた。 
 まあ実際、麒麟は蜃を嫌いな訳では無いのだが。それは蜃もなんとなく感じていた。 
 「生意気に、自分達だけで解決しようと考えていたんじゃないかと思ったので殴ったのだ。悪い子にはお仕置きせねばならんでありましょう？ また犠牲者が出たらどうするつもりなのか知らんが」 
 葛葉は何も言えずに黙り込んだ。 
 「犠牲者零。今回の目標です。それと、もう二度と蘇らぬよう葬り去る。母上は安心したらいい。やるのは俺だ」 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 鋭い音が森の奥から響いてきた。子供の泣き声も聞こえる。よく聞けば、空気を切る音と鋭い衝撃音が混ざり合い、誰か鞭打たれているのだと予想できるものだ。 
 
 「ご、ごめんなさい」 
 
 泰親と共に居た、子であった。泰親が手に持つ鞭が、何度も何度もこの背中に振り下ろされる。 
 子は上半身の服を脱がされ、砂利だらけの地面の上に正座させられていた。背中の皮は裂けて、血が吹き出している。その顔は鼻水と涙で酷いものだ。 
 「ご、めんな、ざい……」 
 「何の役にも立たないとは。もう少し役に立って貰わなければ、割に合いません」 
 とうとう子が痛みで失神したため、泰親はそれをやめた。 
 「やれやれ、人とは脆い。さっさと番人にやってしまうべきか」 
 言いながら、子の顔を足で転がした。 
 「泰親殿、この子の話では、同じ歳位の子供がいるというでは無いか。一番有力そうなのが、葛葉が連れていた子供の子。その童をこの子とまぐわせて、呪われた血を残す。蜃の後継者にもなりうる」 
 何処からともなく、首だけ現れた富子がくすくす笑って言った。 
 「それくらいは役に立つか」 
 「役に立たねば、これまでじゃ」 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 あれから数日のうちに、麒麟は帰宅した。 
 着いたのが昼過ぎだったのだが、ぎゃんぎゃん泣き喚く旬介の声が聞こえたので、一旦屋敷へ入るのを止めて里の茶店で休んでいた。 
 「珍しいですね、おひとりですか？」 
 と、茶店の娘に聞かれたので 
 「ああ、出掛けておったのだが土産でも買って帰ろうかと思って。なんか適当に包んでくれるか？」 
 と適当に流して、茶店の娘が包んでくれた団子を引っ提げて夕方頃帰宅した。その頃は静かだった。 
 「帰ったぞ」 
 昼間の事は知らないふりをして、何食わぬ顔で帰った亭主に、黄龍は稽古着のままそれを笑顔で迎えた。 
 「旬介に稽古でもつけてたのか？」 
 先程買った団子を受け取りながら、黄龍は頷いた。 
 「修行のやり直しだ。今回の情けなさが堪えたらしくてな、珍しくやる気になっておったので、私もやる気になって鍛え直しておった。久しぶりにいい運動になってるよ」 
 (スパルタ方式か) 
 麒麟は苦笑した。こういう時は、口出ししない、邪魔しないのが一番だと知っている。けれど、毎度の事ながらフォローしてやらねばなと思う。晴明譲りだ。 
 「で、肝心の旬介は？」 
 「部屋で拗ねてるよ」 
 「よし、見てこよう」 
 麒麟はそのまま旬介の部屋を訪ねた。 
 「帰ったぞ。黄龍に、こてんぱにやられたらしいな」 
 「笑い事じゃないよ！ 一発入れないとお小遣いくれないって言うし、一方的にやられるし。酷いよ!!」 
 旬介は、顔を真っ赤にしながら泣きながら怒った。 
 「お前も、ピーピー泣くな！ 俺から黄龍に話してやるから。しかしなあ、本当に一発も入れれん訳では無いだろ？」 
 旬介は、わあっと泣いた。 
 あ、うん。そっか。と、麒麟は部屋を出た。 
 「な、拗ねてるだろ。手が付けられん」 
 部屋の外で様子を伺っていた黄龍が、ドヤ顔で言った。 
 「どうにかならんのか？」 
 「なあに、明日になればケロッと忘れてるよ。いつもの事だ」 
 「しかし、なあ」 
 「それより、今回の成果を聞かせて貰いたい」 
 「ああ」 
 麒麟は部屋に、黄龍は台所へと向かった。 
 暫く部屋で待っていると、お茶と団子ををお盆に乗せて、黄龍がやってきた。 
 麒麟は黄龍の淹れたお茶を飲みながら、今回の件を話し始めた。 
 「そうだな、先ず外の話からしようか。黄龍に言われた通り事を進めた。大凡、成功と見ていいだろう。何か動きがあれば、黄龍の影から言霊が送られて来る手筈じゃ。それから、泰親達のことだが、兄上も母上も二人を討伐すること、完全に葬り去る事を決めた。方法はまだわからん。もし俺が不在になる際は、兄上が里を見てくれる。だから、安心せい」 
 「そうか、とうとう決められたか」 
 ふうっと黄龍がこぼし、同時に少し麒麟の様子がおかしい事に気付いた。 
 「何かあったのか？」 
 麒麟は今はもう痛みすらない右頬を抑えて、苦笑いを向けた。 
 「兄上に、本気で殴られた。歯が折れるくらいね」 
 黄龍の目が驚きで見開いた。 
 「お陰で目が覚めた」 
 「？」 
 「なんかなあ、父上に殴られた気分だったんだ」 
 しゅんとした麒麟の身体が、顔が、黄龍には妙におかしく思えて笑えた。 
 「何を笑う？」 
 麒麟が困惑した。 
 
 「いや、ようやく分かったか。甘えん坊主が」 
 「は？」 
 「蜃様は、とうの昔からお前の父親代わりでは無いか」 
 「どういう意味だ？」 
 「晴明様が亡くなった時、蜃様は自分が代わりにならなくてはと思っただろう。それで修行に出た。帰って旬介を見た時、何か寂しそうだった。蜃様には子どころか奥方すらいない。余計に私達を子供として見てるのだ、今でも」 
 綺麗になったとか、大きくなったとか、黄龍を苦しめてきた蜃の言葉だ。お嫁さんにして欲しい、そう願い出た時もそうだった。蜃は黄龍を妹のように、我が子のようにしか見ていないと、散々思い知らされてきたから。 
 「お前も何処かで分かっていたんだろ？ 甘えていたんではないか？ 怒られないとなあ」 
 今度は麒麟が、ぷいっと顔を逸らした。 
 「あ、今度は麒麟が拗ねた」 
 「やかましいわ。全く、酒の準備でもしてきてくれ！ 今日は疲れた。飲んで寝る」 
 「はいはい」 
 と黄龍は、笑いながら部屋をあとにした。 
 
 それから三日後に、今度は葛葉と蜃も参列する形で、麒麟邸への集合がかかった。今回の話の中心は恵慈家の二人である。 
 無論、子供達もその席へ招かれた。 
 会議が始まる前、大人達がばたばたとしてる中、邪魔にならないように子供達は庭へ集まっていた。 
 「会議って嫌いなんだよなー。厠行きたくなっても途中で行けないし、眠たくなるし、身体中痛くなるし」 
 藤治が欠伸しながらぼやいた。それに続いて、紗々丸が欠伸した。 
 「遊びに行きたい」 
 「そんなこと言ってたら、母上達に怒られるよ」 
 旬介が拗ねたように呟いた。 
 「どうしたの？ てか、窶れてない？」 
 なんとなく旬介の雰囲気が違うことに、藤治と紗々丸は今更気づいた。 
 「修行頑張ったから」 
 黄龍から一方的にやられるだけの修行だったが、旬介はドヤ顔で答えた。 
 「じゃあ、俺と手合わせしよう」 
 言ったのは、少し離れたところから様子を見ていた甲蔵だった。 
 「何処ぞの馬の骨ともわからんガキに、フルボッコにされたと聞いたぞ。情けない。それからどれだけ強くなったか、俺がみてやるよ！」 
 言うなり、甲蔵は旬介に向かって軽く蹴りを入れた。それは予想通り、軽々とかわされた。 
 「いきなり何すんだよ！ 危ねーな」 
 「兄い頑張れ！」 
 幼い声がした。 
 「甲兄、やめなよ」 
 可愛らしい声がした。甲蔵は、その声に反応して、旬介への攻撃を止めた。 
 「白百合(しらゆり)、邪魔するな」 
 「もう、邪魔じゃないよ！ 忠告。そろそろ始まりそうだし。氷(ひょう)ちゃんも応援しないの」 
 氷ちゃんと呼ばれた、甲蔵の妹にあたる玄武の実子は、ぺえっと舌を出して見せた。 
 白百合は、白虎と薫風の娘である。 
 「ふん！ また後だな」 
 旬介は、舌をべえっと出した。 
 「お前なんかと、やんねーよ！」 
 「下等だな」 
 「化け猫みたいな顔した奴が言うな！」 
 「山猿に言われたくないわ。お前みたいに、ぴーぴー泣くような子供が将来里を受け持つとは、麒麟も終わりだな」 
 ポカリ！ と、甲蔵の脳天に拳が落ちた。振り返ると、そこには玄武が立っていた。 
 「お前の悪いところは、常に人を見下すところだ」 
 その後ろをたまたま通った青龍が耳にし、お前が言うなよと言いそうになった。 
 「確かにお前は優秀だ。だが、それがあるがために、将来が命取りだ。もっと人として人望を集める努力をせよ。出来ないうちは、里を任せることは出来ん」 
 青龍は引き続き、お前も大概だと言いそうになって止めた。 
 玄武から咎められてしゅんとしている甲蔵を見ながらゲラゲラ笑っていた旬介だったが、そこに麒麟が来て一言告げた。 
 「寝小便も治らんのに余裕だな」 
 くすくす笑う。 
 旬介の顔が真っ赤になって吠えた。 
 「あー！ なんでそんなこと言うんだよ」 
 麒麟にとっては冗談だったが、旬介が本気で反応してしまったことで、認めた形になってしまった。 
 「マジでかっ！」 
 藤治が笑いながら、旬介の脇腹を肘で小突いた。 
 「もう一年以上はしてないし！ 治ったし！」 
 ぷっと麒麟が笑った。 
 「旬介、お前の弱点はそこだな」 
 「おねしょしないし！」 
 「違う！ 寝小便の話はもういい。素直すぎるとこ!! 冗談だったのだ、少しは冷静に受け流す事を覚えろよ」 
 旬介が、顔を真っ赤にしながら涙目でそっぽ向いた。 
 「さあ、皆集まれ。会議するぞ」 
 
 広間には、既に葛葉と蜃が並んで座っていた。その前に麒麟達が並び、その後ろに子供達が並んで座った。 
 「さて、全員揃ったようだな。ではまず、麒麟から報告してもらおうか」 
 発言した蜃に、麒麟は一礼した。 
 「国衆との交渉は、今のところ上手くいったと思う。実際あ奴等はまだ動いてはおらんが、もし事が動くようであればこの里の壁になるだろう。強要させるために黄龍の影を置いてきたし、現に影からのマメな報告にも、今のところは安心してよさそうだ」 
 「そうか。青龍はどうだ？」 
 「麒麟と同じく。こちらは、竜子の影が見張ってる」 
 「では、朱雀は？」 
 「こちらも同じく。華炎の影が見張っています」 
 うんっと蜃は頷いた。 
 「では、この件は一旦様子見という事で。そうだな、麒麟に預けとこうか？」 
 ちらりと目配せする蜃の視線を受けて、麒麟は冷静に一礼返した。 
 「さて、本題はここからだ。今回の元凶、つまり先代をどうするかだが。母上と話し合った結果、やはり二人を討伐する方向でいきたい。問題の方法だが」 
 言葉を濁した蜃に、葛葉は続けた。 
 「生克五霊獣の方は、あまりに強い力ゆえ選ばれたものでなお、一生に一度しか使えぬ。恐らく、使えたとしてあと一度だけ。だからこそ、今回は封印等という生温いことは言えんのだ。そこでだ、先ず術を発動するのに、術者は麒麟がやれ」 
 「は？」 
 と、思わず麒麟の口から疑問符が上がる。 
 「私と晴明の血を与えたお前なら、ギリギリ使えるかもしれんのだ。そこは察してくれ」 
 確かにそうだ。蜃が戻ってくると思っていなかったはるか昔、幼少の麒麟をもしもの時のための跡取りにするために、葛葉と晴明は血を与えた。その上葛葉の乳で育った麒麟であれば、術を使える可能性は強いように思えた。 
 「もし、俺が使えなかったらどうするんです？」 
 「私が刺し違える」 
 麒麟の心臓が、ゾクッとした。 
 「まあ、どのみちそのつもりでおるのだ。何度かあの術を目の当たりにして、分かったことがある。術は生贄を欲するから、その生贄として元凶二人を差し出すつもりだ。代わりに私が封印される。事が上手く運んだあと、蜃に封印を解いてもらえばよいし」 
 葛葉が言葉を飲み込んだ。そして、間をあけて言う。 
 「そのままでもいい」 
 「どういう意味ですか？」 
 と、黄龍が堪らず問うた。 
 「私は疲れた。事の発端は私と私の父上が原因だから」 
 「それが、葛葉様を、母上を封印したままにしておく理由にはなりません」 
 黄龍がきっぱり言い切った。 
 「これはあくまで私の意思だ。任せるよ」 
 「必ず無事に助け出します。蜃様が、兄上が放棄したとしても、この私が」 
 「だが、問題は生贄の対象が上手く母上に向いてくれるか。かつて松兵衛が生贄を買って出たが、生贄に選ばれたのはお蝶さんであった。その後、生贄として選ばれたのはお前達で、それを父上が自害する事で食い止めた。今回、もし母上を確実に生贄とするならば、母上には自害してもらわねばならぬかもしれぬ。けれど、出来るだけそれは避けたい」 
 「避けねばなりません！」 
 珍しく感情的になる黄龍に、麒麟は驚いていた。 
 「そう避けねばならぬが、確実な方法が見つからないのだ」 
 蜃が悔しそうな表情で、そう呟いた。 
 「黄龍、落ち着け。私達は、最悪を想定して物を言っとるのだ。そこまで、悪いようにはなるまいて」 
 葛葉の黄龍に対する、気休めだった。 
 
 「さて、問題は元凶共にどう接触していくかだ。術は確実にかけねばならないし、同時に四人がおるのだ。四神の術でも使おうかな。首を傾げるな、思い出してもみろ。お前らは一度使ったことがあるぞ」 
 「？」 
 一同が首を傾げた。 
 「なんだ、覚えておらんのかな？ 私が初めて教えた大掛かりな術だったのだが。ずっと以前、元凶が蘇る少し前のだ。まだ晴明殿がおったころ、雨が何日も降り続いて里が闇に覆われた事があったろう」 
 「あ」 
 と、何人かが声を上げた。 
 「あの時は部屋で教えた。それぞそれがそれぞれの霊気を上げ、清めるために断食をして、極限の精神状態からそれぞれの霊獣を体内に取り込んだあれだ。四神の結束した結界の中では、元凶の動きも限られるし力も弱まる。麒麟が術を使える可能性も上がるというもの。それから、同じように私も金色の龍と繋がる。そして、龍と意識を通わせるつもりだ。少しでも計画通り、事を進ませる為にな」 
 麒麟の頭に、晴明の姿が焼き付いて離れない。どうすべきか……話したくも、どうすべきかわからない。悩んでいるのが顔に出ていた。それに気付いていたのは蜃だけではなく、葛葉とて同じだった。 
 麒麟が話すのを待っていたが出てこないので、痺れを切らせた葛葉が問うた。 
 「麒麟、なにか隠している事があるのだろ？」 
 はっとした。 
 「あ、いや。厠に行きたいので、ここらで休憩でもせぬかな？ と」 
 咄嗟に誤魔化してしまった。 
 「あ、ああ。そうだな、では一旦休憩としよう」 
 解散となると、子供達は慌てたように厠へと向かっていく。その反対へ、言い出した麒麟は歩いて行った。 
 「麒麟、厠はそっちじゃないぞ」 
 不審に思った蜃が、暫く麒麟の後を着けた後、声をかけた。全く気付いていなかった。 
 「ああ。子供達が先だ」 
 麒麟はきょろきょろと辺りを見渡した。 
 「母上はいないぞ。少し疲れたと、黄龍達と茶でも飲もうかと用意しに行った」 
 休憩とは言ったが、会議はこれで終わりのようだ。 
 麒麟がふうっと息を吐くと、また屋敷の裏手へと進んで行った。それを蜃も黙って後に続いた。 
 「母上に叱られた。お前も、そういうことで機嫌直せ」 
 どういう事かわからんと、麒麟は腑に落ちないと顔を傾けた。 
 「謝る気はないぞ。俺は悪くないからな」 
 「あの、本気の平手打ちのことか？」 
 「ばーか。本気ならあれで済むもんか」 
 「歯が折れたけどな」 
 「歯くらいでガタガタいうな」 
 麒麟は腕を組んで、うーんと唸ってみせた。 
 「俺から、母上に言う勇気はない。言い難いが……兄上なら、いいか。殴らないなら」 
 「内容にもよるが」 
 麒麟が、嫌な目で蜃を見た。 
 「そんな軽蔑するような目で見るな。冗談だ」 
 「殴れない所まで離れてくれたら話そう」 
 「警戒しすぎだ。俺だって理性はある」 
 麒麟は躊躇いつつも話し出した。 
 「父上が、泰親の手によって蘇ってきた」 
 「は？」 
 「泰親曰く、地獄の門番と契約して彷徨う魂を呼び戻したとかなんとか。ただ理性もなければ意識もなかった」 
 「やり合ったのか？」 
 麒麟は頷いた。 
 「確かに父上の姿、身体だったけど……」 
 「父上は、龍神の生贄になったんだ。そんなことが出来るとは思えん。魂も、お蝶のように消滅してる可能性のが高い」 
 「それは、ただ兄上がそう思いたいだけだろ？ 父上に関してだけじゃなくて、お蝶姉さんに関しても」 
 麒麟にズバリ言われて、否定も出来ずに蜃は言葉を詰まらせて黙った。 
 「魂というものがあるのなら、記憶も人格もその人であることも、全ては肉体に宿すものなのだとしたら……魂を素材の一つとして考えるなら、あれは確かに父上なのかもしれない」 
 ふと、蜃の頭にお蝶の姿が浮かんだ。 
 「けど、死人は死人だ。兄上がもし禁忌を犯してお蝶姉さんを蘇らせても、後悔するだけだ。はっきり言って、父上の姿はおぞましい。見ればわかる」 
 蜃の目が泳ぐように辺りを見回した。 
 「……ちょっと、考えさせてくれ。母上に言うならば……俺から話すから」 
 
 珍しく、上の空。とでも言うべきか、魂を何処かに忘れたような素振りで、蜃は泊まりに使っている部屋へと向かった。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 少しばかり、日が傾き始めた時間だった。麒麟邸の塀の上から、子供が一人、こっそり中の様子を伺っていた。 
 (なんとかして、父上に喜んで貰わないと) 
 鞭打たれた背中は、ずきずきと痛いが、母上は仕方ないと助けてはくれなかった。代わりに、何か一つでも成し遂げれば父上も許してくれる上に褒めてくれると教えてくれた。 
 ならば、やるしかないと思い、寝床をこっそり飛び出してきた。 
 子の目に映るのは、楽しそうな親子の姿ばかり。子供同士で遊ぶ姿すら目に入る。無性に腹が立った。 
 今度は失敗など出来ないので、慎重に辺りを見回していた。すると、娘と子供二人が少し離れたところにいるではないか。庭の地面に絵を描いて、呑気にきゃあきゃあ笑っている。白百合と氷子の二人だった。 
 (よおし、アイツらに決めた) 
 弱そう、と言うのが理由だった。子は、自ら操る鼬を向かわせた。 
 鼬は氷子の後ろにちょろちょろと来ると、可愛らしく何かをねだるかのような素振りで、つんつんと幼女の着物を突っついてみせた。 
 氷子がそれに気付いて振り返ると、しゅっと退いて、少し離れたところで小首を傾げる。 
 その姿が氷子には、すこぶる可愛く見えた。頬をぽっと赤らめて、白百合を呼んだ。 
 「白百合お姉ちゃん、ねこちゃん。ねこちゃん、抱っこしたい」 
 氷子はまだ幼い。鼬か猫かの区別が、まだよくわかってない。 
 「氷ちゃん、違うよ。あれは鼬」 
 「いたち？」 
 「そうそう」 
 「いたち、でもいい。氷子、だっこしたい」 
 白百合は仕方ないなあと、鼬に近付いた。 
 刹那、先程まで可愛らしくちょこんとしていた鼬が、急に殺気を放った。咄嗟のことすぎて反応が遅れた白百合に向かって鼬は飛び掛かり、辛うじて避けたものの着物の一部を引っ掛けながら鼬は飛んだ。 
 ビリビリと綺麗な着物は破かれ、見るも無残な姿へと変わる。両手でズタズタに引き裂かれた着物を押さえ、顔を真っ赤にしながら白百合は叫んだ。殆ど半裸で、どうしようもない。 
 たまたま厠から部屋に戻る途中だった旬介が白百合の悲鳴を聞きつけ、何事かと庭に飛び出した。 
 「どうした？」 
 旬介の顔を見て、白百合は安心したのか泣き出してしまった。 
 霰もない姿に顔を真っ赤にしながら、旬介は自分の着ていた着物の羽織を脱ぐと、白百合に被せた。 
 「何があった？」 
 思わず棒読みで問う。 
 「ふえええ……」 
 ポロポロと涙を流しながら、白百合は鼬に指をさした。刹那、再び鼬が飛びかかってくるので、旬介はそれを拳で叩き落とした。 
 くるんっと回転しながら、イタチは地面に着地した。 
 今は術も使えない、武器も持ってきてない。どうするか。とりあえず…… 
 「白百合、避難してろ。ここは、何とかするから」 
 白百合はこくりと頷くと、近くできょとんと見ていた氷子を抱いて屋敷の中に飛び込んだ。 
 「いるんだろ！ 名前わからんけど、鼬野郎！！」 
 旬介が大声で叫ぶと、物陰から子が姿を現した。 
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 泣きながら、白百合は黄龍達が茶を飲む席に飛び込んだ。身体には旬介の着物を纏っている。 
 「あら、白百合。こっちでお茶でも!?」 
 ふんわり言いかけた薫風の声が止まり、なんだと一斉に一同が白百合の方を向いて固まった。 
 黄龍の目に止まったのは、霰もない姿に纏った旬介の上着だ。 
 「旬……介……に？」 
 黄龍の声が震える。 
 
 白百合は旬介に助けられたという意味だと思って頷いたが、黄龍からしてみれば、年頃の息子が我慢ならず襲ったのだと思ったのだ。 
 白百合は相変わらず泣いたまま。黄龍は声にならない悲鳴を上げると、麒麟を呼んだ。 
 何事かと麒麟がひょっこり女子会の席に顔を出すと、その首根っこを引っ捕まえて、黄龍は庭へと飛び出した。 
 続々と人が集まるものの、冷静に一呼吸終えた薫風が優しく白百合に話した。 
 「白百合、泣いてたらわからないわよ。旬介ちゃんに、乱暴されたの？」 
 白百合は、ぶんぶんと首を左右に振った。 
 「じゃあ、助けてもらったとか？」 
 白百合は、首を縦に振った。そしてようやく震える声で 
 「旬兄を、助けて」 
 と、呟いた。 
 
 庭に飛び出し、ぐるっと見回って直ぐに倅を見つけた。 
 あの鼬の子と一緒に、素手でやり合っている。子は素手のみの旬介にも容赦なく、自ら操る鼬をぶつけていた。 
 「お前には聞きたいことが山ほどあるんだ。大人しく牢に入ってもらうからな」 
 偉そうに言うが、旬介の目は笑っていない。 
 「ふうん。お前みたいな寝小便臭いガキに捕まるかよ」 
 ガキと言うが、見た限り年は大差無さそうだ。もしかしたら、旬介より年下かもしれない。 
 旬介は挑発に乗って、カチンと来た。 
 「だから！ おねしょなんてしないし!! ふざけんな！」 
 近くで聞いていた黄龍と麒麟が思う。 
 (気にしてるんだ) 
 暫く殴る蹴るが続いた中で、素手となれば力の差か、旬介が少し押し始めた時だった。旬介の伸びた手を交わしきれなかった子の胸に、彼の手の平が当たった。小さいながら、確かな柔らかな膨らみが彼の手におさまった。 
 「!?」 
 咄嗟のことに、旬介は一瞬固まり、その隙をついて子は彼の腹を思いっ切り蹴飛ばした。 
 旬介の身体が吹き飛んで、床に転がった。 
 「は？ 女？」 
 子、すなわち娘は容赦なく旬介を馬乗りになって殴りつけた。旬介は、それを掌で押さえつけた。 
 「待てって！ お前、女？」 
 「なんだ？ それがどーした！」 
 どんっと旬介は娘を突き飛ばすと、体勢を立て直した。通りで、男にしては力が弱いし細い気がする。みすぼらしい姿だから、まともな生活をしていないせいだと思ったいたが、それだけじゃなかった。急に、目の前の娘が無性に可哀想に見えてきた。 
 「お前。名前は？ なんでこんなことすんだよ」 
 間合いを取りつつ聞いてみた。 
 「は？ 名前？ なんだよそれ。僕は父上に喜んで貰わないといけないから、お前からやっつけてやる！」 
 ダッ！ と子が旬介に向かって飛びかかった時だった。 
 飛び込んできた(黄龍に押し投げられた)麒麟が、娘の腹に一撃を入れた。パタリと、娘は電源を切られたようにその場に倒れた。 
 「旬介、地下牢にぶち込んどけ。入口にこの札を貼ってな」 
 麒麟が旬介に御札を渡そうとしたとこだった。その後ろから、殺気立った黄龍が顔を出した。 
 「旬介。お前も牢行きだ」 
 「へ？」 
 訳が分からないが、その異様な雰囲気に旬介はゾッとした。何をやらかしたのかと、必死で考えてもみるが思いつかない。 
 「たっぷりお仕置きしてやるから覚悟しろ」 
 旬介の顔が青ざめた。なんで？ っと聞きたいが、声が出ない。何故なら未だかつてないくらい、黄龍が怒っていたから。 
 おろおろしていると、後ろから薫風が白百合と共に追いかけてきた。 
 「黄龍ちゃん、待って！ 濡れ衣よ」 
 黄龍が振り向いた。 
 「旬介ちゃんは、うちの白百合を助けてくれたの。白百合に乱暴したのでも、襲ったのでもないのよ！」 
 事の真相がわかった途端、今度は旬介が怒った。 
 「酷い！ 俺の事疑うなんてさ!!」 
 今度は黄龍がすまなさそうな顔をした。 
 「お前も年頃だからなあ」 
 「そーゆー問題じゃないだろ!!」 
 「ごめん」 
 「ごめんで済むかよ！ 危うく俺のお尻がまた可哀想な事になるとこだったし！ 母上だっていつも謝っても許してくれないくせに！」 
 旬介がヒステリックに怒るので(当たり前だが)、今回は黄龍が認めて折れた。 
 「わかった。後でお詫びに小遣いやるから、機嫌直せ」 
 旬介は、ぷいっと顔を背けながら言った。 
 「仕方ないな、今回はそれで許す」 
 (麒麟に似て、めんどくさいが単純だな) 
 ｢さて、娘を牢に入れたら夕餉にするから手伝え｣ 
 旬介は首を傾げた。 
 ｢娘の世話はお前の担当だ｣ 
 ｢はあ？｣ 
 黄龍は旬介の文句を聞かないフリして歩き出した。 
 ｢母上は、いつも勝手なんだからっ！｣ 
 麒麟が無言で旬介の頭を数回軽くぽんぽんとした後、黄龍の後を追いかけた。 
 ｢もう｣ 
 っと唇を尖らして、旬介は気を失った娘を抱えて地下牢へ向かった。 
 娘を地下牢へ入れると、旬介は台所を訪ねた。手伝えと言われても何をすればいいのか。普段なら黄龍と二人だから、釜でご飯を炊いたり野菜を洗ったりするくらいはするのだけど。今日はそれぞれ領からも来てため、台所が混み合っていて手伝う事などない気がする。 
 ｢母上、行ってきたけど｣ 
 忙しそうに動き回る女達の邪魔にならないよう、端から声を掛けた。 
 すると黄龍は、机の端に置かれた茶碗をお盆に乗せて、それを旬介に手渡した。中には粥が入っている。具もないただの粥に見えるが、独特の匂いがする。 
 ｢これをあの娘に食べさせてやってくれ。直ぐに気が付くと思うから｣ 
 ｢……なんで俺が……｣ 
 旬介は嫌そうに呟いた。 
 ｢そう言うな、可哀想な子なのだからな。それから、必ず食べさせるんだ｣ 
 ｢全部残さず？｣ 
 ｢一口でもいい｣ 
 (俺が残すと怒るくせに) 
 旬介が文句あり気な顔で、黄龍を見た。 
 ｢旬介！｣ 
 ｢はいはい！ 全く、人使いが荒いんだから｣ 
 
 旬介が地下牢に粥を運ぶと、そこの前に麒麟がいた。難しい顔して、娘の顔を見ていた。娘は、まだ気付いていない。 
 ｢父上？｣ 
 ｢あ、ああ。粥を持ってきたか｣ 
 麒麟は言うなり、牢の鍵と扉を開けた。 
 ｢？｣ 
 旬介はなんとなく嫌な予感がしたが、普段ヘラヘラしている麒麟が珍しく難しそうな顔をしているので、その違和感だと理解した。 
 ｢警戒するな。近くまで持って行ってやれ｣ 
 旬介はコクリと頷き、牢の中に入り、粥を盆ごと置いた時だった。 
 
 ガシャン！ 
 
 鍵の閉まる音がした。驚いて振り向くと、麒麟が牢を閉めていた。 
 ｢え？ 何してるんだよ！ 父上!?｣ 
 ｢うーん、何か出てきたら、仕留めとけよ。確実にな！ また後で来るから｣ 
 ｢はあ？｣ 
 言うと、麒麟はとっとと戻って行ってしまった。 
 静まり返った地下牢は暗くて、カビ臭くて不気味だった。初めて閉じ込められた。明かりのようなものなどここにはなく、気配だけで感じるしかないのだが、何が起こったか分からない頭の中は真っ白。涙が出てきた。仕方ないので、さっきの言葉を信じて待つことにした。 
 ｢なんだよ……何が出るって言うんだよ……なんで、俺がこんな目に……｣ 
 膝を抱えて泣いていたら、娘の唸り声が聞こえた。 
 ｢う、う～ん……何処だ？ 何が……｣ 
 旬介は泣くのをやめた。 
 ｢地下牢だよ｣ 
 娘がきょろきょろしているのを感じる。 
 ｢なんだそれ？｣ 
 ｢悪いやつを閉じ込める場所｣ 
 ｢お前、悪いやつだったのか？｣ 
 単純に言えば、そうなるのだけど。 
 ｢俺は、お前の見張り｣ 
 ｢へえ｣ 
 ぐーるるっと、娘のお腹の音が鳴った。 
 ｢なんか変な匂いするんだけど｣ 
 粥の匂いだ。 
 ｢お前の夕餉、持ってきてやったんだ｣ 
 ｢へえ？ 食えるのか？｣ 
 少しだけ目が慣れてきた。どうやらここにも僅かながら光が届くらしい。よく見たら、天井の端の方に空気穴用の小さな穴が空いている。そこから、僅かながら月の光が漏れているのだ。 
 普段から闇夜での訓練を受け慣れている彼にとっては、充分な明かりだった。 
 
 旬介は粥の入ったお椀を手に取った。 
 ｢ほら食え｣ 
 ｢なんだよこれ｣ 
 娘が不審な顔をしているのが、よくわかる。 
 ｢お粥だよ｣ 
 ｢なんだそれ｣ 
 ｢粥は粥だし、いいから食え｣ 
 旬介は、粥に匙を突っ込むと粥をすくって、娘の口元に突きつけた。 
 ｢うえ｣ 
 ｢食べる前から言うな｣ 
 無理やり娘の口の中に粥が突っ込まれる。 
 最初は嫌そうな顔をしていた娘だったが、ひと口食べると粥の椀を旬介から奪って、娘はそれを奪って食べた。随分、空腹だったらしい。旬介は旬介で、黄龍の頼まれごとを終えて一安心だ。先程まで心細かったが、訳の分からない娘にしろ誰かいることで心細さもなくなった。暫くしたら、きっと黄龍が助けに来てくれるような気もした。 
 娘は空になったお椀を置くと、旬介の顔をじっと見た。 
 ｢で、お前は僕をどうする気だ？ 殺すのか？｣ 
 旬介の顔が、え？ っと言った。 
 ｢殺す……殺しはしないよ。見張ってろとは言われたけど……｣ 
 はっとした。鼬の呪いのせいで、攻撃系の呪術は使えないものの、言霊くらいは使える。黄龍に娘が起きたことを知らせ、麒麟に閉じ込められたことを報告し、早々に助けに来てもらおうと思ったのだ。 
 そこで、言霊を出そうと試みるも何も出てこなかった。 
 それもそのはず、麒麟が娘を閉じ込めた後に貼っておけと渡した札にはありとあらゆる呪術を封じる結界を作り出す効果があったから。どんな方法であれ、鼬を使わせないようにするための細工だった。ちなみに、これもすっかり麒麟は忘れており、何かヤバくなったら旬介が言霊で呼びに来るだろうと思っていたから、この後のピンチは誰にも想定外であった。 
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 夕餉の席にみんな集まった。蜃の姿はなかった。 
 ｢あれ？ 葛葉様、蜃様は？｣ 
 薫風が尋ねると、葛葉は首を傾げた。 
 ｢会議の後から見ておらんのだ。他のものとおると思っておった｣ 
 ｢待ちましょうか？｣ 
 葛葉は蝶の言霊を作った。 
 ｢子供達を待たすのは可哀想じゃ。夕餉が始まった事だけ伝える。蜃は後でも大丈夫だろう｣ 
 料理がそれぞれ並んでから、藤治が誰とも言わず声を掛けた。 
 ｢あれ？ 旬介は？｣ 
 その声に反応したのは黄龍だった。 
 ｢ああ、先程例の娘に食事を運ぶように言いつけて。そろそろ食べさせて戻ってきてると思ったんたんだが……お前達、一緒じゃなかったのか？｣ 
 子供達が一斉にバラバラと首を左右に振ってみせた時だった。 
 ｢あー！｣ 
 麒麟が、思い出したかのように叫んだ。 
 ｢やっべ！ 札剥がすの忘れたわ｣ 
 ｢は？ どういう意味だ、麒麟？｣ 
 黄龍が曇った顔で問うた。 
 ｢……いやあ、黄龍の用意した祓いの粥を食ったら、出てくるじゃん。溜まりに溜まった呪詛が具現化してさ。修行にいいと思って、旬介を娘と同じ牢に閉じ込めて来たんだけど……霊力封じの札貼ったまんまだからなんかあっても助け呼べないよなって｣ 
 黄龍の拳が、麒麟の顔面に飛んだ。 
 ｢ばか！ あの子は今、呪術封じされてるんでしよーが!!」 
 麒麟の顔が青ざめる。 
 二人してドタバタと、地下牢に走った。 
 ｢どういう事だ？｣ 
 驚いたまま、呆れたように呟いた葛葉に、朱雀が答えた。 
 ｢富子と泰親が、あの娘を使って、子供達の血を封じたようで。本来の力を使おうとすると暴走するんです。簡単な言霊くらいなら使えるんですけどね。俺もだけど、ドタバタしてて忘れてました｣ 
 ｢それは、麒麟の子だけか？｣ 
 ｢うちの子と二人｣ 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
 急に娘が苦しみ出した。苦しそうにのたうち回ると、吐瀉物と共に真っ黒いヘドロのようなものを吐き出した。その量は以上で、何度も何度も嗚咽しながらも止まらずに吐き出される。息がまともに出来なくて、苦しくて意識が朦朧とした。それでも止まらず、気を失いかけたところで、それは止まった。 
 ｢毒……かよ……｣ 
 ぐったりした身体で、娘は恨めしそうに呟いた。 
 ｢毒……なんて｣ 
 旬介も信じられず、間近で目視してしまった地獄のような光景に、泣きそうになりながら呟いた。 
 ｢殺さない……って……言ったく……くせに……嘘つき｣ 
 娘はヒクヒクとしていたが、それを詫びる間もなく、娘の吐き出した真っ黒の吐瀉物が、うごうごと蠢いているのに気付いた。まるで、生きているようだ。 
 その真っ黒い吐瀉物が徐々に何かを形成していく。 
 ｢ひっ！｣ 
 じわりと、ちょっとだけ失禁してしまったきがした。けれど、それを恥じる暇もなく、その物体から光る目のような物が旬介をしっかり捉えたのだ。 
 それは、のそりのそりと近付いてくる。 
 ｢来るな｣ 
 恐怖の涙で視界が歪む。自分が無力であること、今は刀すら部屋に置いてきてしまっていること。これがこれ程怖いものなのかと、身をもって感じていた。だが、娘から出てきたそれは容赦しない。 
 腰が抜けてまともに動けない彼に向かって、ぬるぬると腕のようなものを伸ばしてきた。獣臭い息のようなものを感じた。 
 ｢ひいい！｣ 
 ぬるぬるとした腕のようなものを、旬介の身体を抱くように巻き付きつけると、黒い物体は彼の身体をゆっくり引き付けていく。 
 ｢やめ……ろよ……｣ 
 娘が声を出した。何故そう言ったのかは、彼女にもわからなかった。 
 その声に反応した黒い物体は、腕のようなものとは別に今度はしっぽのようなものを体内から出し、娘を鞭のように殴りつけた。勢いで、娘の身体が壁に転がった。 
 『何か出てきたら、仕留めとけよ！ 確実にな』 
 旬介の頭の中で、麒麟の声が蘇った。 
 ｢……無理だって……｣ 
 思わず愚痴た。 
 黒い物体に旬介の身体が引き寄せられた。旬介を食べようとしていたのだ。 
 あんぐりと開けられた物体の口のようなものから刀がズンっと飛び出すと、旬介を絡めていた腕のようなものがずるりと抜けた。 
 瞬間、パン！ と物体は風船のように弾け飛んだ。牢の中に真っ黒いヘドロのようなものが飛び散り、見るも無残な空間だけが残された。その先に、刀を持った麒麟と牢を開けようとしている黄龍の姿があった。 
 ｢なんとか間に合ったみたいだな｣ 
 麒麟の安堵の声が聞こえた。 
 ｢ふえ｣ 
 ガチャと、牢が開いて黄龍が入ってきた。 
 ｢大丈夫か？ 麒麟のバカがなあ、酷い目にあったな。怖かったろう？｣ 
 黄龍はこの時、旬介が知らぬ間に失禁していたのに気付いたが、それには触れずにまだまだ幼いと抱きしめてやっていた。それを見ながら、麒麟は頭をかいた。 
 常日頃から黄龍の過保護っぷりが目に余るので、獅子が子を谷底に突き落とすつもりで決行したのだが、麒麟の不注意で失敗した。 
 いつもなら、過保護も大概にしろ！ と言ってお前もだったろ！ と言い返されるのだが、今回はその言い合いすら出来ない。 
 はあっと溜息を吐くと、麒麟は娘の傍によった。 
 ｢お前も出て来い。先ずは湯浴みだな｣ 
 娘は横たわったまま、麒麟を見上げた。 
 ｢悪いようにはせん。この状況も、後で教えてやる。殺されたくなければ、言われた通りにせい｣ 
 娘は麒麟に掴み起こされて、ずるりずるりと歩きながら牢を出た。 
 
 黄龍は先ず、旬介が今の姿を皆に見られては自尊心が傷付くと思い、こっそり先に風呂に入れて着替えさせると部屋に送った。 
 暫くして、黄龍が娘を風呂場へと案内した。初めての湯浴みを、娘は躊躇って見せた。 
 ｢怖がるな｣ 
 と、娘を座らすと丁寧に洗ってやり、湯船に入れてやったのだが、その際背中の酷い傷に気付いて聞いた。 
 ｢お前、背中の傷はどうした？｣ 
 娘は言いにくそうに答えた。 
 ｢僕は役に立たないから、ダメだから、お仕置きだって。だから、父上に喜んで貰うことをしなきゃダメだって。そう母上が、教えてくれた｣ 
 ｢痛かったろ｣ 
 娘は頷いた。 
 
 ｢あいつ。顔に傷がある、泣き虫のやつ｣ 
 黄龍が苦笑した。 
 ｢旬介か｣ 
 ｢お前は、あいつの母上か？ あいつも、お仕置きする？ 役に立ってなかった｣ 
 ｢せんよ。お仕置きというのは、悪い事をした時だけだ｣ 
 ｢あいつは、役に立ったのか？ 立ってなくてもしないのか？｣ 
 ｢役に立つ必要など無い、子とはそういうもんだ｣ 
 ｢もし、もし父上がお仕置きしてて。役に立たないからで、助けてって言ったら助けるのか？｣ 
 ｢悪い時は、たっぷりお仕置きが必要だろ。けど役に立たないとか、そういう理由だったら、それはお仕置きじゃない。助けるし、そんなことをする父上の方がお仕置きだ｣ 
 黄龍が苦笑した。 
 ｢いいなあ。僕もあんたみたいな母上なら良かったのかな｣ 
 娘は羨ましそうに、湯船に顔を少しだけ沈めた。 
 ｢あまり長湯しては身体に悪い。そろそろ出なさい｣ 
 ｢うん｣ 
 
 黄龍は娘に、自分が幼い頃着ていた着物を着せてやった。 
 娘を部屋に案内すると、今度は旬介の部屋を訪ねた。 
 落ち着いたのか、娘を風呂に入れる前に運んでやった夕餉をすっかり食べ終えていた。 
 ｢少しは落ち着いたか｣ 
 ｢うん｣ 
 ｢じゃあ、もう一つ聞いてくれるか？｣ 
 旬介は、しゅんとした情けない顔を黄龍に向けた。 
 ｢なあに、怖い事でもないし。あとで全部説明してやるから｣ 
 黄龍は、旬介に薬の入った小さな壺を渡した。 
 ｢あの娘の部屋に行って、背中の傷に薬を塗ってやってくれ｣ 
 ｢母上がやれば？｣ 
 ｢私じゃいかんのだ｣ 
 ｢なんで？｣ 
 ｢なんでも｣ 
 ｢……別に、いいけど｣ 
 旬介は、諦めたように部屋を出た。 
 黄龍は、既にこのまま娘を養女にするつもりでいたから、先ず歳の近い旬介と娘との距離を近付けなければならないと考えていたのだ。誰にも頼れず誰にも触れ合わずに生きてきた娘だからこそ、根は素直だと考えていた。そして旬介は根が優しい子だから、面倒を見てくれるはずだと考えていた。 
 丁度羞恥心が相まって、大人しく、いつになく素直に言うことを聞く。 
 
 旬介は、娘の部屋の前で声を掛けた。襖にかけた指が少しだけ震えていた。 
 ｢入るよ｣ 
 (恥ずかしいとこ、見られてたらどうしよう) 
 実は娘も何となく気付いていたのだが、今は喧嘩をするつもりもないので敢えて触れはしなかった。 
 ｢わかった｣ 
 ゆっくり開けると、部屋の中に娘がちょこんと膝をかかえて座っていた。 
 ｢なに？｣ 
 ｢母上が、お前の背中に薬を塗ってやれって｣ 
 ｢ふうん。あの人、優しいな。僕の、母上も優しかったけど……父上が来てから優しくなくなった｣ 
 ｢後ろ向いて着物脱げよ｣ 
 旬介は、聞いてない振りをした。 
 だが、娘は続ける。 
 ｢なあ、僕に母上をおくれよ｣ 
 旬介が、カッとして叫んだ。 
 ｢バカ言うな！ 俺の母上だ。くれって言われてやれるかよ！｣ 
 ｢好きなのか？｣ 
 旬介の顔が真っ赤になる。 
 ｢母上を嫌いな子供がいるかよ｣ 
 ｢そっか｣ 
 ｢さっさとしろよ！ 薬塗れないだろ｣ 
 娘がその場で着物を脱いで、すっぽんぽんになって見せたので、旬介がむせた。 
 ｢お、お前なあ。何考えてんだよ｣ 
 ｢脱げって言ったのお前だろ｣ 
 ｢後ろ向いて背中だけ出せって意味だ。そのくらいわかるだろ｣ 
 娘は、すっぽんぽんのまま素直に後ろを向いた。 
 ｢酷いな、どうしたんだよ｣ 
 内出血して青紫になった上に、裂けた皮膚から肉が見えていた。ミミズ腫れの中に、先程湯浴みした筈なのに膿のようなものが既にみえていた。思わず目を背けたくなった。 
 ｢僕は役立たずだから、お仕置きなんだって。ここ出たら。もっと酷いお仕置きされるかも。お前の母上は、役立たずでも、悪い事をしてなかったら助けてくれるって言ったんだ。だから、僕に母上をおくれよ｣ 
 旬介は、手に持っていた薬の壺を畳の上に置いた。 
 ｢葛葉様に頼んでやるよ。葛葉様は、怪我を治す力があるんだ。こんなのすぐに治してくれるから。あと母上はやれないけど、助けてくれるように俺から頼んでやる｣ 
 ｢ほんと！｣ 
 ｢ああ｣ 
 ｢じゃあ、僕もさっきお前がお漏らししてたの黙っとくから。内緒にしとく！｣ 
 旬介の顔が真っ赤になった。 
 ｢見たの？ ｣ 
 ｢見てないけど、臭いでわかる。鼻は効くんだ｣ 
 ｢俺じゃないし。あの変な妖怪みたいなのが、変な汁出したんだよ｣ 
 娘は首を傾げた。 
 ｢お前から臭ったけど｣ 
 ｢俺を捕まえた時に、俺に吹きかけてきたんだ。だから、俺じゃないし｣ 
 ｢そーなんだ｣ 
 娘は思う。それがそんなに大切な事なのかと。年頃の旬介にしたら重要な事なのだが、娘に理解は出来ない。 
 ｢わかったら、大人しく待ってろよ｣ 
 ｢うん｣ 
 
 ぱたぱたと廊下を通って、葛葉の部屋の前で旬介は声を掛けた。問題を話す前に、葛葉から旬介に質問が飛んだ。 
 ｢葛葉様、よろしいでしょうか？｣ 
 ｢ああ、旬介か。何があったかは知らんが、大丈夫か？ ところで蜃を見なかったか？｣ 
 ｢はい、もう大丈夫ですけど……蜃様は知らないです｣ 
 ｢そうか。そう言えば、お前は今、呪術を封じられておるらしいな。先程、藤治の術は解いてやったんだが、お前もすぐに解いてやるから。さあ、入れ｣ 
 一方的に招き入れようとする葛葉を、旬介が慌てて止めた。 
 ｢あ！ それもお願いしたいんですけど、それより先に診て欲しいものがあって。来てもらえませんか？｣ 
 ｢なんじゃ？ 構わんよ｣ 
 葛葉は、旬介にとことこ着いて行った。 
 襖を開けると、半裸の娘が傷だらけの背中を向けて座っている。 
 ｢これを治せと？｣ 
 ｢はい｣ 
 ｢酷いな｣ 
 葛葉は娘の背の傷に手の平を当てた。じんわりと温かさが広がり、傷の痛みが引いていく。その上、なんとも心地が良い。 
 ｢おばさん、温かいな｣ 
 葛葉は苦笑いをした。おばさんと言われても仕方なのない歳だが、実際に言われると少なからずショックでもある。 
 ｢葛葉、と言う名だ｣ 
 ｢くずは？｣ 
 ｢お前なあ、葛葉様って言えよ｣ 
 旬介が間髪入れずに、娘を叱咤した。 
 ｢温かいな、葛葉様って。ずっと痛かった背中、治ってくみたい｣ 
 ｢治ってるのだ。もうすぐ痛みなど無くなる｣ 
 ふと、娘の様子が変わったことに葛葉も旬介も気付いた。 
 旬介がそっと娘の顔を覗き込むと、彼女は必死で声を堪えながら泣いていた。大粒の涙がぼたぼたと畳に落ちる。だらんと垂れた鼻水を見て、旬介が呆れて懐から懐紙を出すとそれを渡した。 
 ｢汚ねえな。鼻水拭けよ｣ 
 ｢うん｣ 
 ｢なんだよ｣ 
 ｢らって(だって)……ここは…あららかいから(暖かいから)……｣ 
 「そうか？」 
 旬介のすっとぼけたセリフに、娘は頷いた。 
 「帰り……たく、ない……」 
 娘がぽつりと呟いた。 
 「帰れないよ、だってお前罪人だし」 
 娘は泣きながら俯いた。葛葉のおかげで背中は綺麗に治り、葛葉は娘の着物を着せてやった。 
 「その事で黄龍から話があるはずだ」 
 「キリュゥ？」 
 「お前を風呂に入れた、俺の母上だよ！」 
 「ああ母上」 
 「お前のじゃないよ」 
 「お願いする。僕の母上になってって！」 
 「罪人なんだから、その話に決まってんじゃねーか！ 罪人は今後の話だろ。刑とかの」 
 「旬介」 
 葛葉がみかねて口を出した。 
 「罪人などと言うでは無い」 
 「だって、祠壊してみんな襲って、俺だって」 
 先程のことを思い出し、ふといたたまれないくらいに恥ずかしくなって顔を背けた。 
 「これには訳があるのだ。お前も後で説明して貰うといい」 
 「あ！ 説明といえば、牢で襲ってきたあの化け物も!!」 
 「化け物？」 
 「うん、いきなり父上に牢に閉じ込められ……」 
 旬介が葛葉にまくし立てるように言っていると、廊下の障子が開いた。 
 「私から話すから、旬介落ち着きなさい」 
 と、黄龍が部屋に入ってきた。 
 
 黄龍は、すっと三人の前に座った。 
 「先程、牢で出てきた化け物の話だったな。あれは、娘。お前の中にこれまで蓄積され続けておった、呪いの姿だ。呪いの力は長い年月をかけて、お前自身と混ざり合い、馴染み合いながら、お前を化け物に変えようとしていた。その証拠に、お前は私達と同じように術が使える。あれは本来、血を持つものか厳しい修行を重ねたものでなければ使うことが出来んはずなのだ」 
 「僕は、子供の頃に母上に教わったんだ。呪いって、意味がわかんないや」 
 「そうだ。恐らく獣の呪い。喰ろうてはならん獣を食べてきたはずじゃ。それはお前が大人になった時、お前を体内から喰い潰す」 
 娘の顔が青ざめた。 
 「食べ物は母上がいつも用意してくれてた。それ以外、たべちゃダメだって。良くないものかもしれないからって。良くないものを食べてたってこと？」 
 「可哀想だが、そうだ。だから、私はお前を助けるために、祓い粥を旬介に言いつけて食べさせたのだ。お前の呪いは化け物となって目の前に現れた」 
 娘の顔は青いまま、ただ呆然と空中の一点を見つめていた。 
 「旬介、お前も気にするな。本来お前だけでどうにか出来るようなものではなかったのだ。だから、麒麟も最後は助けに行くつもりでおったらしいのだが……あろうことか、あのバカタレは封じ札を剥がすのを忘れておった。呪いが外で暴れては少々手を焼くかもしれんので、牢に入れたのだ」 
 黄龍は娘のそばに寄った。娘の頭を撫でた。 
 「私達が守ってやる。あの女は、確かにお前を育てたかもしれんが、それは利用するためだ。それを許してしまったのは、私達の失態でもある」 
 「……僕……こんなこと、父上に知られたら……もっと、もっと酷いお仕置きされるよ。嫌だよ……」 
 娘が再び泣き出した。 
 「大丈夫、私達が守るから」 
 娘は、こくりと頷いた。 
 これに納得出来ないのは、旬介だった。 
 「なんだよそれ、勝手に決めて。俺知らないし。こいつ、うちに置くってこと？」 
 「そうだ。お前の妹にしようか、それとも嫁がいいか？」 
 「もう、知らない！」 
 彼は、ぷりぷり怒りながら部屋を出て行った。 
 「黄龍、あの子は大丈夫なのか？」 
 葛葉が、心配そうに問うた。 
 「あの子は年齢より幼い。拗ねてるだけだ。少し甘やかし過ぎたか」 
 黄龍が苦笑いを見せた。 
 「さてと、娘。お前はなんと呼ばれておったんだ？」 
 娘は、躊躇いながら答えた。 
 「わかんない。いつも母上は、娘って呼んでた」 
 「そうか。では、お前にも名を与えてやらんといかんな」 
 「名？」 
 「私の名をやろう。新月。お前は新月と名乗るがいい。私達もそう呼ぶ」 
 「しんげつ、新月かあ。母上の名」 
 「そうだ、気に入ったか」 
 「うん！」 
 
 だんだんだん！ と、無駄に足音を立てて廊下を旬介が歩いていた。なんだ？ と顔を出すものもいたが、ひと目で機嫌の悪さがわかったために、触れずにいた。 
 見るにみかねてか、麒麟が出てきた。 
 「お前、どうしたんだ？ 黄龍は？ 皆びっくりしとるぞ」 
 旬介は、麒麟をキッと見た。 
 「母上なんか知らない！ あんな奴に!!」 
 「何を拗ねとるんだ」 
 「拗ねてなんかないし！怒ってるだけだ！」 
 「何を怒っとるんだ」 
 「怒るよ！ あんなやつと牢に閉じ込めて」 
 麒麟は頭をかいた。 
 「今はそうじゃないだろ」 
 「もういい！ あっち行って」 
 旬介は、ぷりぷり怒りながら部屋に閉じこもってしまった。 
 麒麟は溜息を吐くと、娘(新月)にあてがった部屋を訪ねた。 
 障子を開けると、そこには葛葉と黄龍と新月(娘)がいた。 
 「おお、麒麟。丁度いい所にきた」 
 黄龍は、新月に娘を紹介した。 
 「麒麟と言ってな、旬介の父親でもある。これから、お前の父親になる」 
 新月は少し身構えた。 
 「そう固くなるな。取って食うつもりなどない」 
 「旬介が言ってたんだ。ケイとかするって。父上はお仕置きするものだから」 
 麒麟がきょとんとしながら首を傾げた。葛葉が笑った。 
 「ないない。先程、旬介が言うておったことなど気にするな」 
 「よくわかんないけど、何もしないってことか？」 
 「ああ」 
 葛葉が笑いながら新月に説明するので、麒麟は訳もわからず頭をかいた。 
 「なんかよく話が見えんが、旬介がたいそう怒って部屋に閉じこもってしまったぞ」 
 黄龍が苦笑した。 
 「私が取られたと勝手に怒っておるのだ。まだまだ幼いから」 
 「なるほど」 
 「明日には機嫌も治る。そうしたら少し話をしよう」 
 葛葉が思い出したように言った。 
 「そういえば、先程旬介の呪いを解いてやろうとして、すっかり忘れておった。明日の朝イチにでも、改めて解いてやるとするよ」 
 黄龍は、葛葉に頭を下げた。 
 
 何よりも嬉しかったのは新月だった。 
 痛みの酷かった、背中が治った。優しいもう一人の母上が出来た。その母上は、怖い父上から守ってくれるというし、もう一人の父上は酷いことはしないと言う。 
 そして、何よりご飯が美味しかった。まだ皆の目があるからと部屋で黄龍と二人で食べたけれど、それでも凄く美味しかったし楽しかった。 
 「へへっ」 
 と、知らないうちに顔がにやけてしまう。 
 が、ふとその晩布団の中で急に不安になった。 
 (母上、どうしてるかな？ 父上は、怒ってるだろうな) 
 凄く怖くなって、眠れずにいた時だった。 
 「起きなさい」 
 と枕元で泰親の声がして、新月は飛び起きた。 
 起きれば、無表情の白い泰親の顔があった。 
 「ひい！」 
 と、思わず悲鳴を上げそうになったが、新月の喉は締め上げられたように声が出ない。 
 「よくぞやりましたね。私は貴女を少々見直しましたよ。味方のフリをして、敵中に潜伏し、内部から敵を崩そうという魂胆、よくぞ思いつきました」 
 泰親の目が光った。その声は表情一つなく、ぞっとする。 
 新月の目から涙が零れた。 
 「ですが、お仕置きが必要です」 
 新月の肩が恐怖で震えると同時だった。腹に凄まじ衝撃が走った。 
 「私達が与えてきた力を失うとは」 
 泰親がどこともなく襦袢を出すと、それを新月に投げ渡した。生地が透けた、売女の着る着物だった。 
 「お前も女なら、五霊獣の息子の誰かの子を宿してきなさい。そうすれば、今回の事は水に流して差し上げましょう。断れば、ここに火でも放ち、お前達諸共焼いてやるのも一興か」 
 新月を締め上げる謎の力が抜けた。 
 「どうするつもり？」 
 「お前の代わりに、お前がする筈だった事をして貰うだけの事」 
 泰親は不敵に笑うと、新月を更に蹴った。新月の身体が転がり、襖に叩きつけられた。たまたま厠帰りの旬介が、その音を聞きつけ、新月の部屋を開けた。 
 「何、こんな夜中にドタバタしてんだよ！ 怒られるぞ」 
 迷惑と言うよりら怒られるという発想が先立つところが、まだまだ子供の証である。が、目の前の光景に旬介は固まった。 
 腹を蹴られて吐いている新月と、その前に立つ不気味な男。そして泰親はニヤリと笑うと、何かを思い立ったように新月を殴りつけた。 
 「やめろよ！」 
 思わず、旬介が声を上げた。 
 「ふっ」 
 と、笑うと泰親は誘うように外に出た。 
 「曲者だ！」 
 と、旬介は一言叫ぶとその後を追った。 
 
 旬介が飛出して直ぐに、全員が飛び起きて、新月の部屋に集まった。 
 最初に部屋を開けた黄龍と麒麟が、その光景に顔を顰めた。 
 「な、何があったんだ！」 
 黄龍の声に、新月がぼろぼろと泣きながら縋りついた。 
 「ご、ごめんなさい。僕が……僕が悪いから。ここに来たから……旬介が殺される」 
 「どういうことだ？」 
 「父上が現れて……それを追って……旬介が……」 
 弾かれたように麒麟に続いて黄龍が飛び出した。 
 「僕も！」 
 と、追おうとした新月を葛葉が止めた。 
 「お前はここにいるんだ！ 説明してくれ」 
 新月は渋々、こくりと首を縦に振った。 
 わざと、泰親が振りまいた邪気が道標を作っていた。 
 
 「さあて、この辺でいいでしょう？」 
 必死で追ってきた旬介を確認しながら、泰親は屋敷の裏の森の奥でくるりと振り返りながら足を止めた。 
 その急な動きに、つんのめりそうになりながらも、旬介は止まった。 
 「お前は、何者だ！ 何しに屋敷にきて、何してた？」 
 泰親は、無表情のまま笑った。 
 「相手は晴明さんがします」 
 「はあ？ 無視するなよ！ 質問に答えろ!! 俺は麒麟領の跡取りだぞ！」 
 「知ってますよ、そんなことくらい」 
 ゆらりと泰親が雅に扇を振ると、晴明の姿が現れた。 
 包帯のように切り裂いた布に全身を巻かれたその身体からは悪臭が漂い、よく見ればぷくぷくと布で巻かれた身体のあちこちが蠢いていた。 
 旬介は気持ち悪くなり、更に嫌な予感がして、思わず後ずさった。 
 足が重いが、ここにいたらダメだと本能的に感じた。 
 「さあ、晴明さんは貴方のお爺様に当たると言ったらいいんでしょうかねえ。まあ形だけですけどね。では、晴明さん。彼に稽古をつけてあげてくださいな」 
 旬介の背中が、ゾクッとした刹那。 
 彼のこめかみ目掛けて、刃が飛んできた。それを間一髪避けた。 
 「ほう、なかなかやりますね」 
 泰親の皮肉に構ってる暇あるはずもなく、次から次に攻撃は繰り出される。 
 (は、早すぎる！) 
 声さえ出せず、ギリギリで避けるのが精一杯だった。 
 「さあ、いつまで避けてられますか」 
 攻撃が見えづらい。旬介にとっては読めない攻撃が、今度は泰親の一言で変化した。 
 「そろそろ飽きました」 
 ひゅん！ と飛ばされた晴明の横からの刃を紙一重で交わした時だった。肋骨が粉砕し内臓が潰れる音と同時に、かつてない激痛が走った。 
 確かに避けた筈なのに。と、旬介の頭の中が真っ白に埋めつくされる。 
 激痛でまともに息が出来ない。苦し紛れに吐いた反吐は、血で染っていた。 
 「さあ、晴明さん楽にしてあげてくださいな」 
 泰親の言葉に従うように、晴明が大きく刀を振り上げた。キラリと月光に煌めいて、刃が青白く光る。 
 晴明によって旬介の首元目掛けて振り下ろされた刀は、火花を飛び散らせ激しい金属音を響かせながらギリギリのところで止まった。 
 「間一髪」 
 旬介の頭上で麒麟の声がした。 
 「旬介！」 
 続いて黄龍の発狂にも似た声がして、旬介は黄龍の身体に蹲った。 
 「旬介、少し待ってろ」 
 「麒麟、頼んだ」 
 黄龍が旬介を抱きながら、ニヤニヤ笑う泰親を睨みつけた。いつでも攻撃に対応出来るよう構えていた。が、泰親はニヤニヤ笑いながら見ているだけで何もしようとはしない。黄龍自身も、動くのは危険だと考えて警戒だけするしか無かった。変な汗が身体中を伝う。 
 ヒューヒューと変な息をしながら、時折血を吐く旬介が心配でたまらない。 
 一方、麒麟は旬介から晴明を引き離すように誘っていた。 
 「父上。ここは引いてくれませんか？」 
 届くか分からない願いを、麒麟が口にした刹那だった。 
 ダン！ と弾かれたように晴明の身体が麒麟の懐に飛び込んできた。刃が麒麟の髪を切り裂いたがそれは当たらず、晴明の刃を交わした反動を利用した麒麟の刃が晴明の頬を掠めた。 
 穴のあいた布の隙間から、蛆虫やらムカデが飛び散った。 
 晴明は構わず、次の攻撃にシフトする。 
 それを交わし続けながらぬるい攻撃を繰り返す麒麟に対し、黄龍は勘づいた。 
 (麒麟は……) 
 黄龍が動揺したのを見抜いて、泰親は嫌な質問を投げた。 
 「どうやら、小僧は晴明さんを殺せないようですねえ。無理もない、父親ですからね」 
 「貴様！」 
 黄龍が怒鳴った。 
 キン！ と、激しい金属音を最後に、刃と刃のぶつかり合いが一旦止まった。 
 「父上、どうか今日のところは引いてください」 
 見れば、麒麟の刀が晴明の刀を地面に押さえつけ、攻撃を塞いでいた。 
 「お願いします」 
 麒麟も自分の声が晴明に届いているとは思えなかったが、この場はお願いするしか思いつかなかった。 
 「晴明さん、帰りましょう」 
 泰親は無表情で言った。 
 ゴッ！ と晴明の拳が麒麟を殴り飛ばす鈍いがした。 
 麒麟が揺れて、緩まった刀を柄におさめると、晴明は泰親の方へとゆらゆら歩き出した。 
 「今日は娘に逢いに来ただけですから」 
 そう言い残し、泰親は晴明と共に煙のように消えた。 
 「麒麟！ 大丈夫か？」 
 「ああ」 
 麒麟は旬介を抱き上げると、屋敷に急いだ。息子は虫の息だった。 
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 「どうであった？」 
 富子がトカゲのように、のそのそ薄暗い住処から這い出てきた。 
 「まあ、想定内ですよ」 
 カサカサと晴明の身体から這い出た虫を潰すと、泰親はそれをバリバリと食べた。 
 「さて、やらねばならないことが二つほどあります。覚えていますか？ はるか昔、私と富子さんとの子が出来たこと。巫女であるが故、堕胎させられましたが、その子は奇跡的に生きていた。母を求めた子を、法眼は鬼と言って封じた」 
 富子は狂ったように泣きわめいた。 
 「忘れたことなど、一度もないわ！ 全ては、あの子のためでもあるのじゃ。あの子の弔いのためでも」 
 晴明への偏った愛情の原因でもあった。 
 「法眼は……法眼は、我が子を鬼と罵り封じた。我も鬼じゃった。だが、あの老いぼれには我は見えんかったのだろう。だから、我はあの子の弔いを誓ったのじゃ。そして、正室になった」 
 富子の顔が鬼のように崩れていく。 
 「あああああ～！」 
 断末魔の泣き声が、森を震わせた。 
 「富子さん。あの子魂は、法眼の封印の元におります。今から私が連れてきます。魂はあの娘か、その子の子供の身体に植え付けるつもりです。まもなく、親子が揃う時が来るのです」 
 「泰親殿……して、葛葉は？ あの娘は赦されんぞよ」 
 泰親は笑った。 
 「もう一つのやらねばならないことがそれです。麒麟と名乗る獣から始末します。それも残酷な方法で。今から、行って参ります」 
 「ああ、泰親殿。頼りにしておる、くれぐれもご武運を」 
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 「母上！」 
 麒麟が血相変えて、葛葉の部屋に飛び込んだ。なんの挨拶も無しに来るので、葛葉は思わず布団から飛び起き、その反動で飛び退いた。 
 「直ぐに助けて」 
 言うと、先程まで葛葉の寝ていた布団に旬介をそっと寝かせた。 
 時折、黄龍の当てた手拭いに血反吐を吐きながら、旬介は真っ青な顔で死にかけていた。 
 「何が!?」 
 「話はあとじゃ」 
 麒麟は旬介の寝巻きを脱がせた。肋骨の部分が紫に腫れ上がり、見るからに無残な状態だ。肋骨粉砕と内臓破裂、生きていることが不思議な程だった。 
 葛葉は直ぐに治癒を当てた。 
 「もう少しの辛抱だ。頑張れ」 
 そっと声を掛けてやると、徐々に血反吐が止まり、息が穏やかに変わっていった。 
 暫くすると、苦しそうだった息がいびきへと変わったので、黄龍も麒麟も呆れたのだが、葛葉だけが思わず笑ってしまった。 
 「さて。あまり信じたくはないが……これは晴明殿の技であろう？ お前達、何か隠しておるな」 
 ドキッとして言葉を失った麒麟の代わりに、黄龍が言った。 
 「何故そうお思いで？」 
 「伊達に夫婦をしていた訳では無い。旅をしてきた訳でも無い。晴明殿に、術の操り方を教えたのは私だ。この技を使えるのは晴明殿と蜃しかおらん。蜃が旬介を攻撃したとは思えんし、その蜃の姿が会議以降見えんのじゃ。何か知らんか？」 
 麒麟は葛葉から目を逸らした。 
 「麒麟！」 
 葛葉の一喝に、麒麟は根負けした。 
 「……話すよ。但し、ショックだよ？」 
 葛葉は、ふわりと笑った。 
 「覚悟の上じゃ、何もかも。母を甘く見るなよ」 
 麒麟達は旬介をそのまま葛葉の寝ていた布団に寝かすと、一旦居間へと移動した。 
 
 黄龍が気分直しにと、お茶をいれた。 
 「泰親から現れたんだ。初めてあいつが現れた時、そこに父上がいた」 
 一瞬、葛葉の目が泳いだ。麒麟はそれに気付いたが、構わず続けた。 
 「直ぐに墓から蘇ったとわかった。土の臭いとカビの臭い、それから動物の腐った臭いがその場に充満していたから。父上が歩くと、その道に蛆虫やらムカデやらがぼたぼたと落ちるんだ。そのおぞましい姿にゾッとした。所謂ゾンビってやつだよ。けれど人の記憶や思いが肉体に宿るとするならば、魂が本来無機質であるならば、あれは紛れもなく父上なのかもしれない」 
 葛葉は目眩がした。覚悟していた筈だが、ショックは隠せなかった。苦し紛れに呻くように、訪ねた。 
 「して、蜃は？」 
 「会議の後、兄上にその事を話したんだ。そしたら、兄上は迷うように出て行ったよ。けど、俺も俺なりに忠告した。お蝶姉さんを蘇らそうなどと馬鹿な事を考えるなって。魂があっても死人と一緒だ。否、死人よりおぞましくて残酷だから。兄上は、父上の事は俺がやるって言っていた」 
 葛葉は卒倒した。それを黄龍が支えた。 
 「母上、今日のとこはおやすみくださいな。明日になれば、蜃様も帰ってくるでしょう。さ、私が案内しますよ。旬介が布団を取ってしまったから、私の布団でおやすみください」 
 黄龍は葛葉を部屋へと送った。が、麒麟はその場でまだぼんやりと茶を啜っていた。 
 葛葉を部屋へ送り終えてから、黄龍は麒麟の元へと戻った。 
 「黄龍も休め」 
 麒麟が言った。 
 「麒麟が休むならな」 
 黄龍が言った。 
 「そうか」 
 「そうじゃ」 
 「なあ、麒麟。里はどうなるのかな」 
 「どうもならん、何も変わらんよ」 
 麒麟は茶を飲み干すと立ち上がった。 
 「黄龍、たまには一緒に寝よう。布団もなかろう」 
 黄龍は静かに笑った。 
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 天守閣とは、本来人が住むべき場所ではない。 
 その盲点をついてか、その最上階に泰親と富子は勝手に住居を移していた。 
 城の主は、少し前に麒麟が訪れた場所である。 
 泰親は、殿の枕元に立った。 
 寝静まる夜更けに見張りの目すら気にせず、気付かれず、泰親はすやすや眠る殿の額をぺちぺちと扇で叩き起した。 
 何奴！ と、時代劇風に叫びたかっただろうが声が出なかった。平安時代でも思わせる異様な衣装と、濁った目の真っ白な顔の男が不気味にニヤニヤと笑う姿に殿は釘付けにされていた。 
 「はじめまして。貴方にいい事を教えて差し上げましょう」 
 泰親はそう告げると、部屋を出た。襖は触れてもないのに勝手に開いては閉まる。殿は自分の意志とは無関係に、操られるようにその後を着いて歩いた。 
 黄龍の影の部屋が開けられると同時に、泰親は妙な術を飛ばした。それを避けるように影が動いたが、それはまるで小動物のように四方八方へと動き回り、仕舞いには天井に張り付いてみせた。 
 (あの動き、やはり化け物か。あれだけ動き回って、息一つ切れぬとは) 
 殿は恐怖に震えた。麒麟の霊獣姿を見た時に人ではないと確信した為、その奥方なるこの女も人間ではないと感じていた。が、やはりそうであってそれに周知監視されているとなれば、生きた心地がしない。 
 その様子を笑いながら、泰親は提案してせた。 
 「あの男が近いうちに、ここへと現れるでしょう。その時は、捕えなさい。私がとっておきの香を差し上げます。それを炊いて話をすれば、あの男を捕らえるなど赤子より容易いこと」 
 泰親は黄龍の影目がけて、扇を投げた。鉄でできたそれは黄龍の影に向かって真っ直ぐ飛ぶと、壁に当たって落ちた。影は瞬時に鷹の姿へと身を変え、障子や雨戸を突き破って彼方へと逃げてしまった。 
 「万事、計画通り」 
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 翌朝、旬介は朝餉の準備が終わる頃、何事もなかったかのように起きてきた。 
 「おはよう」 
 と、黄龍に廊下で挨拶した。 
 「もういいのか？」 
 可愛い息子の元気な顔を見て、黄龍は心から安堵した。 
 「まだ寝てても大丈夫だぞ。食事も部屋まで運んでやろうか？ ああ、後で髪を結い直してやろう」 
 皆の目を気にして、旬介は少し照れたように顔を背けた。 
 「大丈夫だよ。ご飯くらい、皆と食べるし」 
 「そうか」 
 「着替えてくる」 
 「ああ、もう出来るから居間で待っておるぞ」 
 黄龍がいつもより少しだけ増して優しいのが嬉しい。折角だから、この機会に何かねだって見ようかと考えるずるい考えが浮かんだ。 
 「何をにやにやしておるのだ。もう大事ないか？」 
 「あ、葛葉様。昨晩は、ありがとうございます」 
 あまり覚えてはいないけれど、気を失う瞬間に葛葉の顔を見た気がした。朝起きたら傷が嘘のように治っていたので、思い出して葛葉に深々と頭を下げた。 
 「食事が終わったら部屋に来い。呪いを解いてやるから」 
 「はい」 
 その後、皆と食事をしたが、そこに新月の姿はなかった。娘のことは認めてはいないけれど、気になったので食事を終えたあと黄龍に聞いてみた。 
 「あいつは？」 
 「ああ、新月のことか？」 
 「新月？」 
 「そう、お前が麒麟の名を貰ったように、私もあの子に私の名前をあげたのだ」 
 旬介が気に入らなさそうに、ぷいっと顔をそむけた。その頬を、黄龍は軽くつねった。 
 「旬介！ そんな顔をするな。あの娘も不幸な境遇なのだ。それに、今までのことは利用されておっただけで、何も知らぬ。それに、お前が泰親を追った時、あの娘は助けてくれと泣いて頼んで来たんだぞ」 
 「う～」 
 気に入らないが、そこまで言われると反論できない。 
 「さあ、あの娘の部屋に行って、膳を回収してきておくれ」 
 「人遣い荒い」 
 「大して使っておらんだろ」 
 旬介は、ぷうっと頬を膨らました。 
 が、一応文句言いながらも新月の部屋に向かった。 
 「入るぞ」 
 と、一言かけて障子を開けると、箸を何度も落としながら、新月は食事の残りを食べていた。 
 「片付けようと思ったんだけど、まだかかりそうだな」 
 「あ、うん。ごめんなさい。母上がこの棒を使うように言ったから。でも使い方直ぐに忘れちゃって。難しいな、これ。もう怪我は大丈夫なの？ 昨日騒ぎになってた」 
 「あ、葛葉様に治してもらったからな」 
 「そっか、いいなあ。旬介の母上も父上も心配してくれて」 
 新月は里芋が掴めず、刺せず、難儀していた。 
 「それよりさあ、その食べ方何とかしろよ。ぼろぼろ零して汚ねえし、持ち方もめちゃくちゃだし」 
 幼い頃を思い出した。ちゃんと箸が持てなくて、何度も手を叩かれた。その度に、黄龍が持ち方を教えてくれて持ち直させてくれた事。零すと怒られた。けど、口も手も服もその度に手拭いで拭いてくれた。 
 何度かべたべたの手で黄龍の着物を掴んでしまったこともある。お椀も引っ掛けて、黄龍に中身をぶちまけてしまったこともある。勿論怒られたけど、必要以上に怒られはしなかったし、自分の事は後回しで片付けてくれて、新しいものを用意してくれた。それが新月にないのかと思うと、少し不憫に思えた。 
 旬介は仕方ないなあと、新月の箸を一緒に持ってその使い方を教えた。 
 旬介の戻りが遅いので、心配になった黄龍が新月の部屋を覗いて、その光景を見た。 
 それに気付いた旬介が、迷惑そうに新月に言う。 
 「ほら、片付けが終わらなくて母上が困ってるだろ」 
 黄龍は笑った。 
 「いい。ゆっくりで。終わったら、持ってきてくれ」 
 「わかった、でも」 
 「なんだ？」 
 「俺、稽古あるし」 
 黄龍が笑った。 
 「珍しいな、稽古嫌いのお前が。どうした風の吹き回しだ」 
 本当に麒麟に似てる、と黄龍は思った。蜃に素直になれない麒麟がここにもいる。 
 
 そして、ふと会議の後からずっと姿を見ていない蜃が気になった。 
 「そんなんじゃないけど……」 
  なにか言いかけた旬介を無視して、黄龍は話を変えた。 
 「蜃様に稽古付けてもらえ。とはいえ、昨日から見かけんのだ。稽古はそれからだ」 
  旬介は頬を膨らました。 
 (なんだよ、母上のバカ) 
  さっさと行ってしまった黄龍を不満げに見送った。 
  いつも母である黄龍に、この年で構われるのが恥ずかしいようでウザかった筈なのに。急に出てきた訳の分からない娘の事ばかり気にかけられると、何故か嫌で嫌でしょうがない。 
  旬介は新月に箸の使い方を教えるのをやめた。 
 「もう覚えたろ、食べ終わったら台所まで自分で運べよ」 
  旬介が元々不機嫌そうにしている態度なので、新月自体は気にせずにうんと首を縦にふった。すると、彼はまた不機嫌そうに部屋を出て行った。 
  朝餉を終えると、葛葉と何処にいるか分からない蜃(蜃がいないので待っているだけなのだが)以外は、それぞれの領へと帰って行った。 
  皆を見送り、麒麟が廊下を歩いて部屋の障子を開けた時だった。黄龍の鷹が、彼の元に降りた。嫌な予感がした。 
 『泰親共が我らの正体をバラし、城主の背後につきました。ここへ攻めてくるやもしれません。お覚悟の程を』 
  伝えると、鷹は消えた。 
 (まずいな) 
  麒麟はどたばたと黄龍を探した。 
 「黄龍！ 黄龍よ!!」 
  だが、出てきたのは葛葉だった。 
 「どうした？ 血相変えて」 
 「血相も変わる！ 母上、黄龍は？」 
 「さあ？」 
 「俺は今から出掛けてくるぞ。里の外の例の城じゃ」 
 「何があった？」 
 「泰親がよからぬ事を考えとるのだ。何かあれば鷹を寄越す」 
  麒麟は黄龍も待たずに用意を始めた。 
 「母上、準備を」 
  葛葉はその雰囲気に呑まれて、それを手伝うしかなかった。 
  準備を終えても黄龍が見当たらないため、麒麟はそのまま屋敷を飛び出した。 
 
 ＊＊＊＊＊ 
 
  黄龍が蜃を見つけたのは、その日の昼近くだった。 
  彼は晴明の墓のところにいた。どうやら、最近まで富子達が塒として使っていた小屋で一晩明かしたらしい。 
 「蜃様、いつからここに？」 
  黄龍の声に、蜃ははっとした。しばらく言葉を探したように沈黙してから、何かを話す代わりにふっと笑ってみせた。 
 「父上の墓が荒らされておる。それから、小屋のように変わり果てたこの社も酷い有様だ。そんなに、年月は経ったものかな」 
  黄龍は、目をぱちくりさせた。 
 「そうですね、あれから二十年近くは経ったように思いますが。もしかしたら、もっとかも」 
 「そうか、するとお蝶はもっと前に」 
 「ええ」 
 「麒麟に言われたのだよ。お蝶も父上のように蘇るかもしれないなどと思ってしまったのが、あいつには分かったらしい。けど、お蝶は肉体ごと消えてしまったから、ダメだろうなあ」 
  黄龍は言葉を探していた。 
 「なあ、黄龍よ。俺はここで一晩頭を冷やしたんだ。それから、なんでお蝶を忘れられないのかと考えた」 
 「なぜでした？」 
  蜃は笑った。 
  「初恋だったからかな」 
 「あ」 
  黄龍の口から、間抜けな声が漏れた。 
 「もういいんだ、もう。けど、俺はこの里を離れすぎたかな。どう思う？」 
 「そのお陰で、麒麟は立派に成長しましたよ」 
 「そうか」 
 「そうです。帰りましょう。食事、残してありますから」 
  黄龍と蜃が麒麟邸へ戻ったのは、夕方前だった。旬介が不機嫌そうに、黄龍を迎えた。 
 「珍しいな、お前が迎えてくれるなんて。何年ぶりだ？」 
  旬介は、相変わらずぷうっと頬を膨らましてみせた。 
 「そんなんじゃないし。ねえ、おやつは？」 
 「なんじゃ、腹が減ったのか？ 麒麟にどっか連れてって貰ったらよかったろう」 
  言いながら、黄龍は足を洗った。蜃は、草履を履き直した。 
 「よい。旬介、俺とどっか行こうか」 
  蜃が旬介を誘ったが、彼は乗り気じゃないという表情をした。 
 「父上、どっか行ったし。やっぱいい」 
 「なんじゃ、お前は。せっかく、蜃様が誘ってくれたというのに」 
 「いいったら、もういいの」 
  また不機嫌そうに家の奥へと引っ込んでしまった。 
 「なんだ、あいつは」 
  と、黄龍も不満そうな顔をして謝ろうと蜃の方に目線を向けると、蜃は吹き出したいのを堪えながらくすくす笑っていた。 
 「どうしました？」 
  蜃は、苦しそうに答えた。 
 「親子だなあと思って。麒麟によく似て」 
 「どういう意味ですか？」 
 「そうだなあ。母上と留守番しててやるから、旬介と出掛けてこい。あの娘の世話もしててやる」 
  黄龍は首を傾げた。 
 「出かけろと言われても」 
 「ああ、気分転換の散歩でもいいでは無いか。天気がいいし」 
 「は、はあ」 
 蜃があまりにもすすめるので、それにしたがってみることにした。 
 蜃と黄龍。二人して足を洗い終わると、黄龍は旬介の部屋へと向かった。蜃が客室へ向かうため廊下を歩いていると、葛葉が気付いて寄ってきた。 
 「ああ！ 二人して何処に行っておったのだ」 
 「母上、神妙な顔をして、どうしました？」 
 「神妙な顔にもなるわ。蜃よ、麒麟が外で何やら交渉しておる国衆がおるそうなのだが、それのことはしっておるな。それの後ろに泰親が現れたそうじゃ。もしかしたら、里が危うくなるかもしれんと、麒麟は飛び出して行ってしまった」 
  蜃は驚いて、葛葉の肩を握った。 
 「麒麟一人に行かせたのですか？ 何故止めなかったんですか？ せめて、俺が戻るまで」 
 「あの気迫では、止められなかったのだ！ 黄龍もおらんし、お前はいつ帰るかもわからんかったではないか」 
 互いに喰ってかかる二人を、黄龍が止めた。 
 「喧嘩はおやめ下さい。麒麟はもう大人です。なにか考えもあったのかもしれないし、何かあれば直ぐに鷹を寄越してきますよ！ 今は信じて待ちましょう」 
  蜃も葛葉も取っ組み合いをやめた。 
  が、そうは言ったものの、黄龍も酷く不安だった。果たして無事帰ってきてくれるのだろうか。 
 「食事の用意、しますね。朝の残り物ですけど」 
  黄龍は、台所へ向かった。 
  ぼんやり台所で蜃の食事の用意をすると、戸棚を開けてみた。少し前に買っておいた茶菓子が手つかずのままである。いつもなら、知らない間に麒麟が摘み食いしているのに。その分も考慮しておいてあるのに。ああ、茶菓子も食べずに出て行ったんだと思うと胸騒ぎすらする。 
 「黄龍」 
  は！ っとした。振り返ると、葛葉だった。 
 「すまなかった。私がもう少ししっかりして居れば。蜃の言う通り、せめてお前達を探してでも帰るまで待ってから行かせるべきだった」 
 「麒麟は大人です。自分でそう判断したのでしょう。母上もお茶菓子どうですか？ 皆が来ていたから買っていたのだけど、早く帰っちゃったから余ってるの」 
 「そうだな。あの娘と頂こうかな、ゆっくり話す機会も必要だろう。蜃から聞いたぞ。旬介と二人で、ゆっくり話してこい。それが終わって機嫌が治ったら私の部屋に呼ぶといい。いつまでも力を封じられたままでいる訳にはいかんだろう」 
 「また忘れてました」 
  黄龍は笑うと、葛葉に蜃の膳を渡した。 
  新月の部屋に茶と茶菓子を届けると、後程葛葉が来ることを告げた。そのあと、旬介の部屋へと向かった。 
 「いるのか？」 
 「いる」 
  と淡白な単語が聞こえたので、黄龍は障子を開けた。部屋には書物やらなんやらが、そこら辺に転がっている。 
 「お前なあ、片付けなさい。何してたんだ、こんなに散らかしおって」 
  拗ねて、色んなものを放り投げては気を紛らわしていたが、そんなことは言えない。 
 「いいだろ、別に。俺の部屋だし。あとで片付けるし」 
 「そうか。じゃあ、おやつはお預けかな。せっかく一緒にと思ったのだけど」 
 「あいつと食えばいいじゃん」 
 「新月は、葛葉様と二人っきりだ。一人で食べるのも寂しいしなと思ったのだが、お前がそう言うなら私は部屋にもどるよ。ここに置いておくからな」 
 「一緒に食べればいいじゃん！」 
 「誰と？」 
 「ここで！」 
  旬介は、皿の上の茶菓子を手に取った。 
  黄龍は黙って茶を入れた。 
 
 「ねえ、父上は何処に行ったのかな？ 慌てて出てったんだ。なんか深刻そうで、声掛けれなかった」 
 「そんなに気になるなら、また鳩でも飛ばしてみれば良いではないか」 
  旬介は、恥ずかしそうに下を向いた。 
  「母上が、ちゃんと鷹の出し方教えてくれないから」 
 「お前は、すぐ人のせいにする」 
 「だって、本当のことじゃん。最近稽古も見てくれないし」 
 「ほう、それで拗ねとったのか」 
 「拗ねてないけどさ、あいつ嫌いなんだ。母上くれって言うし、変なやつ」 
  黄龍は息子が無性に可愛くなって、頭をポンポンと撫でた。本人は恥ずかしそうに、それを払いのけた。 
 「新月を養女にすることにしたのだ。あの子の母親になる。麒麟もあの子の父親になる」 
 「な！」 
  旬介の目がうるっとした。 
 「けど、安心せ。お前の母を辞めるわけじゃないし、麒麟だって父を辞める訳では無いぞ。お前は跡取りでもあるし、大事な息子なのだ。葛葉様と麒麟の話は、まだしたことなかったかなあ」 
  旬介は、こくりと首を縦に振った。 
 「麒麟は産まれてすぐ、この里に捨てられてきたそうだ。赤子の麒麟を葛葉様は息子同様に育てた。麒麟が産まれるずっと前に、葛葉様は蜃様を産んでおる。本当の息子は蜃様だ。悪い事情で、蜃様は産まれてすぐ外の世界に預けられた。それが、私がこの里に来てしばらくした時に戻ってこられたのだ。けど、葛葉様の中では、今でも麒麟が一番の息子なのだ」 
 「何故？」 
 「そりゃ、赤子から育てた麒麟の方が息子として愛情を持ってもおかしくなかろう」 
 「それじゃ、蜃様が可哀想だ」 
 「大丈夫、蜃様は息子と言うより今では……そうだなあ……引退した老夫婦かな」 
  たまたま部屋の前を通りかかった蜃が聞いてしまい、廊下で思わずコケそうになった。まさか黄龍がそんなことを言うとは思わず。 
 「黄龍、あんまりだ」 
  蜃は障子越し、そう一言告げるとその場を立ち去った。 
 「ははっ」 
  旬介が笑った。 
 「まあ、そういう事だから。お前は何も心配するな。それにな、あの子はまともな親がいなかったのだ。食事を見たかだろう。 箸の持ち方すら知らない、名前すら与えられず、きっと遊ぶことすら知らないだろう。ただ命じられることだけすればいいと生きてきたんだ。可哀想だとは思わんか？ 母をくれと言ったのも、知らずに言ったことだろう。あの子が人として生きるべき道を与えてやらねばならんのだ」 
  夢路のためにも、とは言えなかったが。 
 「うーん、わかった。でもさ、たまには皆でご飯も食べようよ」 
 「そうだな、あの子が箸を使えるようになったら、皆で食べよう」 
  旬介の機嫌が治ったのか、黄龍の分の茶菓子まで平らげてしまった。そのあと黄龍は、旬介に葛葉の部屋へ行くように指示をした。 
 
  旬介が葛葉の部屋を訪れると、そこには他に蜃と新月がいた。 
 「母上に言われて来たんです」 
  葛葉は近くに寄るように、手招きした。 
 「おお、まだお前の呪いを解いてやっておらんかったろう」 
  葛葉の言葉に、新月はビクリと肩を震わせた。そして、慌てたかのように旬介に向かって頭を下げた。少し大袈裟すぎる、所謂土下座であったが、新月は富子達にしてきたこの方法しか謝罪をしらない。 
 「ごめん、ごめんなさい。悪い事だって知らなかったから」 
  旬介は、ぷいっと目を背けた。 
 「もういいし」 
  けど、相変わらず素っ気ない。 
 「旬介、女子にはもう少し優しくしてやるものだぞ」 
  蜃のフォローのつもりだった。 
 「え？ 俺、別に普通だし。そもそも悪いのこいつじゃん」 
 はあ、と蜃が静かに溜息を見せた。 
 「蜃も旬介も、もういいでは無いか。さて」 
  言うと葛葉は、懐から短刀を持ち出した。鞘からそれを抜くと、キラリと光る刃を自分の左手首に当てた。 
 「黄龍や麒麟から、何度か受けてるだろう。血の儀式だ。私の手首から血が吹き出したら、止まる前にそれを啜るのだぞ」 
 「うん」 
  旬介の表情が曇る。旬介だけじゃなく、藤治もそうだった。 
 一見すれば血を啜るおぞましき行為であり、血を見慣れない男にすればあまり気分のいいものではない。それに、人の生き血は生温くて不味くて気持ちが悪い。 
 「旬介、頑張れ」 
   蜃の声を合図に、葛葉が手首を切った。溢れ出る血を目を瞑って彼は啜りなめた。 
 「うげっ」 
  口いっぱいに広がる鉄の味と、鼻孔に広がる血生臭さが堪らない。何度経験しても慣れるものじゃなかった。 
 「蜃」 
  葛葉が静かに名を呼ぶと、彼はこくりと頷いて旬介を抱いて厠へ向かった。気分の悪さに、旬介はぐったりとしてしまった。黄龍や麒麟の血に比べて、葛葉の血の持つべき力が何倍も強い。胸焼けだけでなく、内側から燃え上がるように熱い何かが広がる。晴明や蜃がかつて味わったそれとよく似ていた。 
  余談だが、葛葉は藤治にはこれほど血は与えなかったために、彼の身体は旬介ほど反応することは無かった。それは、麒麟の子であるがゆえ、葛葉が先を思っての事だった。 
  蜃は厠につくと、旬介を思いっきり吐かせた。散々吐かせて何も出なくなった所で、また抱えて今度は部屋で寝かせた。 
 「母上の考えだ。次に術を使うとしたら麒麟しかおらんが、正直直接血を持たないものがあの術を使えばどうなるかわからん。なるべく術を使わない方向でも行きたいが……もしも、もしものためにと」 
  蜃は黄龍にそう告げて、旬介を託した。 
  黄龍は不安を抑えつけ、取り乱すことも無く、これも運命かと受け止めた。 
 「承知いたしました。これも麒麟としての運命。覚悟しておきます」 
  旬介の高熱は暫く続いた。その間、黄龍は介抱に専念し、息子の熱が下がり始めたころ麒麟から良くない知らせの鷹が舞い降りた。 
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 「この度は、お招き預かり誠に光栄でございます。何かお力添えが必要な事態でもございましたか？」 
  麒麟は白々しく、心にもない嘘を淡々と述べた。 
 「何を言うか。お主、ここに呼ばれた理由、承知しておるのではないか？」 
  お付の者の咎めるような台詞に、麒麟はくすくすと笑ってみせた。 
 「はて？ 何を仰られますのやら。拙者は、以前殿とお約束いたしました事柄を述べているまでですが」 
  殿は無言のまま立ち上がり、ゆっくりと麒麟に歩み寄ると、麒麟が伏せてい側で片膝をついた。すっと扇子を麒麟の顎の下に伸ばすと、それをクイッと上げて麒麟の顔を自分へと向けた。 
 「世を欺こうなどと」 
  次の瞬間、殿の声が泰親へと変わる。 
 「片腹痛い」 
  ぶわっと殿の口から黒い霧のようなモヤが出た。咄嗟に口を手で覆ったが、遅かった。 
  邪気だとわかった時には、麒麟の身体は痙攣したようになり、泡を吹いて倒れていた。 
 「直接邪気を吸ってまだ息があるとは……ある意味使えますねえ」 
  それを見て、ヒッ！ と声を上げたお付は、抜けた腰で逃げようと後ろへ下がった。咄嗟のことに屏風を倒してしまい、その後ろに何かが引っかかっているのに気づく。覗くと、生皮を剥がされた状態で、尚も生きている人体模型のような人間が転がっていた。 
 「たす……け……て……」 
  と、涙を流すそれから聞こえたのは、殿の声だった。お付は這いながら逃げた。 
  ずるっと、麒麟の側の殿が脱皮するように剥けた。中から、泰親が現れた。 
 「臭いが多少気にはなりますが、まだ暫くは使えそうですねえ」 
  言うと、生皮を端に脱ぎ捨てた。 
 泰親が手を振ると、ミイラのような鬼が二匹現れた。 
 「このケダモノを、地下牢へ。暫く痛めつけておやり。まだ殺すんじゃありませんよ」 
 泰親のニヤリと笑う目が光る。隙を見て、麒麟は薄れ行く意識の中、最後の力で鷹を飛ばした。 
 
 麒麟の鷹が黄龍に伝えたのは『ごめん』ただ、この一言だけだった。 
 黄龍にはそれが何を意味するのかもわかったし、それが良くない知らせだと言う事も直ぐにわかった。 
 鷹の言霊を受け取ると直ぐ、黄龍は身軽な装束に着替え、そのまま屋敷を飛び出した。 
 誰にも何も告げずに飛び出すので、麒麟を案じ、麒麟邸で待機していた蜃や葛葉にも自ずと伝わる事になる。 
 麒麟に何かあったんだ、と。 
 蜃は直ぐ様、黄龍を追い掛けた。 
 追い掛ける途中、蜃の独断で青龍夫婦、朱雀夫婦を共に応援に呼ぶと、玄武夫婦と白虎夫婦はそれぞれ麒麟邸に集まるようにと言霊をばした。 
 (黄龍に、まだ追いつけんか) 
 蜃が思うより、黄龍の足取りは早かった。麒麟が見ていたら、兄上はもう年寄りだと笑われそうだとも思った。が、それだけ黄龍の麒麟への思いが強いとも感じた。 
 蜃は寝ずに休まず、ひたすら走った。が、一向に黄龍の姿が見えなかった。不安になるほど、追い付けなかった。それは黄龍も、寝ずに休まずに走っていたから。 
 だが黄龍は蜃とは違っていた。最早、鬼姫とも言える程に心が闇に呑まれていた。 
 「我が亭主に何をする!! 皆殺しにしてくれるわ!!」 
 蜃が到着した時は時すでに遅く、怒り狂った黄龍によって地面は赤く沈み、城内は燃え上がり、落雷が落ち続けていた。まさに、この世のものとは思えない地獄絵図と化していた。 
 
 ※※※※※ 
 
 「嫌だ！ 嫌だ！」 
 地下牢の暗闇から、麒麟の泣き叫ぶ枯れた声が響いた。もう理性は無いようで、その声は子供のように泣き叫ぶだけだった。寝ることはおろか、休むことすら許されず、ただただ拷問は繰り返された。 
 自白させる訳でもなく、ただ痛めつけ、苦しませるだけの拷問に終わりは見えない。何をしたら釈放されるのかもわからない。泰親のせいで、術も使えない。ただ耐えるだけの時間が流れたが、それでも自害だけはしなかった。 
 時折、楽しそうに泰親と富子が現れた。 
 「この姿を葛葉が見たらどう思うだろうか」 
 恍惚な笑みを浮かべる。 
 「葛葉の前で、残酷に殺してやりましょうか」 
 尚も恍惚そうな声は響く。 
 これが無限にループしているような繰り返しである。 
 
 麒麟が嫌だとの声も出せなくなった時、悲痛な鞭の音に混じって外から雷鳴が無数に轟き、地響きが走った。 
 泰親と富子は、それが黄龍ではなく葛葉だと思った。だからこそ拷問中の麒麟を、手下にこう命じた。 
 「手と足を釘で板に打ち付けて、よく見えるよう掲げてやりなさい」 
 鬼だから為せる所業である。 
 
 ※※※※※ 
 
 「鬼姫！ 鬼姫が現れた!!」 
 人ともわからない妙な術を使うとあらば、相手が悪い。鬼ではなくとも、鬼と呼ばざるおえない。女も子供も逃げ惑い、阿鼻叫喚の中、人は次々と雷に討たれて焼かれ、また黄龍の振り回す刀によって絶命していった。 
 「麒麟を返せ」 
 「黄龍！ 」 
 黄龍に、もはや蜃の呼ぶ声は届かない。 
 「蜃様っ！」 
 青龍や朱雀達も遅ればせながら到着するが、唖然とする他なかった。 
 「女達は、黄龍を止めろ。……止めてくれ」 
 蜃の声が力無く聞こえた。 
 「麒麟を探そう」 
 朱雀は口火を切ると、青龍と二人、呆然とする蜃の横を抜けて麒麟を探し始めた。 
 (どうして、こうなった？) 
 蜃の目は、メラメラと燃える炎とギラギラと落ち続ける落雷を見つめたまま動けずにいた。 
 「麒麟！」 
 黄龍の枯れんばかりの発狂にも似た叫び声が響くと、ようやく蜃はそちらに目を向けることが出来た。 
 脳が動きを止めたかのように、思考も身体も動かないのだ。 
 天守閣のある炎に包まれたその先に、板に打ち付けられ、生きてるのか死んでるのかさえわからない麒麟らしきぼろ人形のような影が、ようやく見て取れた。 
 黄龍が麒麟に飛びかかろうとするのを、竜子と華炎が羽交い締めにしながら必死に止めている。 
 「離せ！ 麒麟!! 麒麟!!」 
 「黄龍、待って！ 罠かもしれないから、私達が行くから!!」 
 黄龍の伸ばす手は、麒麟と遙か遠く届かない。この様子なら恐らく、朱雀達も見付けて向かっていることだろう。 
 はっとして、蜃は歩き出そうと足を動かした。全身が震えていた。上手く息が出来なかったが、今はそれどころでは無いと自分に言い聞かせ、自分の頬に自分で拳をぶつけた。 
 そして、麒麟の掲げられた炎の中に飛び込んだ。 
 ゴウゴウと燃え盛る炎の音と共に、泣き叫ぶ声が聞こえる。元々の城に残された者なのか、はては黄龍の声なのかわからない。 
 今すべきことは、一刻も早く麒麟を助け出し、葛葉に治癒してもらうこと。生きてさえいてくれれば、どうにかなる。そう言い聞かせた。 
 階段を上る途中、富子と泰親が現れた。 
 富子は嬉しそうに言った。 
 「久しいのお、のお蜃。覚えておるか？」 
 蜃は怒りで吐き気がした。 
 富子は両手を広げ、恍惚とした表情で続けた。 
 「妾と泰親とお前の父晴明と、共に幸せに暮らそうぞ」 
 ドーン！ と落雷が響いた。直後、竜子達を振り切った黄龍がその場に飛び込んできた。 
 「黄龍！」 
 蜃の言葉に反応して、富子の顔が不愉快に歪んだ。 
 「葛葉ではない。忌々しいあの娘は来ておらんのか」 
 黄龍は富子と泰親に向かって刀を振り回した。 
 「待て！ 黄龍」 
 人が変わったかのように、黄龍に蜃の声は届かない。 
 黄龍の刀をすり抜けるように富子も泰親も煙のようになった。 
 「行儀が悪い。やはり葛葉が育てただけあるわ」 
 ドスン！ と、黄龍の目の前に人が飛び込んだ。それはゆっくりと立ち上がると、かつての晴明だったとわかった。 
 「晴明、頼みますよ」 
 言うと、富子も泰親も煙のまま、すうーっと姿を消した。 
 晴明であったそれは、黄龍に次々に刃を繰り出す。避けては交わす彼女であったが、例え屍であろうとも男女の差。受けた瞬間、刀と同時に弾き飛ばされた。地面に叩き付けられたところを、トドメとばかりに晴明の刀が振り下ろされる。 
 その刹那な時間に、無惨な麒麟の姿を思い出し、黄龍は諦めた。麒麟が待っているような気さえした。 
 
 キィンッ！ 
 
 と、黄龍の頭上で金属音が響いた。 
 蜃だった。 
 「黄龍、麒麟の所に急げ」 
 黄龍は、ようやく蜃の存在に気付いた。ドタドタと朱雀と青龍も姿を現した。蜃だけではなく、自分以外の仲間達に今ようやく気付いた。 
 「……蜃……様」 
 「二人も早く行け！」 
 黄龍が立ち上がり、青龍と朱雀と共に麒麟の元へと走ったのを見送ると、蜃は晴明の刀を押し切り、力一杯滑らせながら返した。更に刀を返すので、晴明の腕が宙を舞い、ウジやらムカデやらが辺り一面に飛び散った。 
 晴明の切断された腕の落ちる重い音と共に、気味の悪いバラバラとした軽い音が床に響く。 
 「父上、決着付けましょう」 
 晴明は何も言わない。言わずに、残った腕で刀を握りしめ、蜃に向かって走った。同時に晴明の術も繰り出されるが、蜃は尽く相殺していった。 
 「死んでとんだナマクラになりましたな！ 弟が心配なんで、終わらせてもらいます」 
 刹那、晴明の首が宙を舞ったと同時に、残った身体は焔に包まれた。 
 
 黄龍と蜃が屋敷を飛び出した直後の出来事である。暫くして、蜃から連絡を受けた玄武と白虎も麒麟邸へ到着した。 
 「葛葉様、どういう状況で？ 蜃様からは、大至急麒麟邸に集まるようにとしか言われてなくて」 
 到着早々、まだ状況を知らない白虎は葛葉に聞いた。ただ、麒麟邸に残った者の状況から、思わしくない状況であることは感じた。嫌な予感しかしない。 
 「麒麟が……麒麟が捕まったかもしれない。殺されるかもしれない」 
 葛葉は白虎にそう縋った。 
 「母上、子供達がいる」 
 玄武が少し咎めるような口調で言った。 
 白虎は旬介達を玄武に任せ、薫風と二人、葛葉を支えると奥の部屋へと移った。 
 「葛葉様。それで、黄龍さんは？」 
 葛葉は答えた。 
 「私も経緯はよく知らぬ。けど、恐らく麒麟から何か良くない知らせが届いたのだと思う。無言で装束に変えて、鬼のように飛び出してしまった。気付いた蜃がすぐ後を追ったが、まだ誰からも言霊すら届かないのだ」 
 白虎が宥めるように言った。 
 「蜃様からは、朱雀さんや青龍さんも向かっていると聞きました。まもなく、誰からか言霊が届くでしょう。ただ、信じて待ちましょう」 
 何も言えずに震える葛葉の背中を、薫風がゆっくり摩り続けた。 
 「白虎、葛葉様は私に任せて。そういうことなら、やらなきゃいけないことが多いわ」 
 「ああ」 
 白虎は、部屋を出た。 
 外では葛葉と同じように、旬介が玄武に現状を話していた。そして 
 「俺も行きたい！」 
 と最後に叫んだ。それを玄武が咎めた。 
 「お前が行って何になる？ 足でまといにしかならんだろ」 
 「けど」 
 「けどじゃない。それに、今の麒麟領はお前一人だ。麒麟の結界だって不安定なんだぞ。麒麟の為を思うなら、他にやることがあるだろう」 
 旬介は悔しそうな表情で、玄武から顔を逸らした。玄武は少し屈むと、旬介と目線を合わせて諭すように続けた。 
 「大丈夫だ。だから、俺達がここに来たんだ。先ずは、お前の力で麒麟の結界をはり直さないとな」 
 旬介はコクリと頷いた。 
 「玄武、始めようか」 
 「ああ」 
 
 ※※※※※ 
 
 蜃は、黄龍達の後に続いて階段を駆け上った。暫くして、誰かがその後を追い掛けてくるのがわかったが、気配からして竜子達だろうと思った。 
 「麒麟!! 麒麟を返せ」 
 黄龍の枯れた怒声が響く。 
 それを無視するように、富子が蜃に気付いた。 
 「おお、蜃よ。晴明と共に我らの元にくる決心が着いたかえ」 
 蜃は目の前の悪鬼二人に、出来る限り最大限の軽蔑の目を向けた。 
 「屍は燃やしました」 
 富子は目を見開くと、煙のように消えた。その直後、城全体を震わす声だけが響いた。 
 「晴明!! あるあきいいいい！ 蜃、なぜ、なぜ父にこのような所業を!!」 
 「晴明？ 父？ それはただの屍だ。俺は屍を父に持った記憶は無い」 
 「アアアアアアアアア!!」 
 何かと分からぬ悲鳴とともに、城が崩れ始めた。 
 泰親が、板に打ち付けられたままの麒麟を連れて逃げようとしたときだった。それより早く、蜃の刀が泰親の喉へと真っ直ぐ突き刺さり、それを貫いた。 
 「ぐえっ」 
 泰親から蛙が潰れたような声が漏れた。 
 「貴様をこの程度で始末できるとは思っておらん。今日は麒麟を返してもらう」 
 泰親は見た。蜃の目の奥に、富子から晴明から受け継がれた鬼がいることを。そして、それを今尚喰らい続ける葛葉から受け継いだ龍神の姿を。ゾッとした。 
 「ヒッ！」 
 泰親がひきつけを起こすように短い悲鳴をあげると、蜃が泰親の身体を後ろへと蹴り飛ばした。刀から喉が抜けた。その隙をついて、泰親は煙のように消えた。 
 麒麟を板から下ろすのは、朱雀と青龍が行った。黄龍も麒麟に駆け寄って何度も名を泣き叫んだ。 
 「麒麟！ 麒麟！ 生きてたら返事してくれ!! 死ぬな！ 私を置いてくな」 
 麒麟の目から、うっすらと涙が零れた。黄龍が掴んだ麒麟の、爪を失った血まみれの指先が、少しだけ動いた気がした。 
 「麒麟、まだ生きてるな。死ぬな。家に帰ろう」 
 麒麟は蜃が背負った。炎に呑まれる城内を抜けるため、朱雀と青龍が退路を先行した。 
 葛葉への言霊は、竜子が飛ばした。麒麟の命は、今消え入ろうとさえしていたのだ。 
 
 ※※※※※ 
 
 葛葉のように、蜃は治癒の能力が使えない。使えないが、使ったことがないから、そう思っているだけかもしれない。葛葉から、治癒の理は聞いたことがあった。葛葉のように使えなくてもいい、ただ麒麟が葛葉の元に到着するまでもてばいい。ただそれだけが願いだった。一か八か、試してみた。 
 やはり葛葉のように治癒は出来なかったが、止まらなかった出血がいくらかマシになった気がした。と同時に、使い慣れないせいか体質なのか不明だが、蜃に想像出来なかった極度の疲労が襲い、バタリと倒れてしまった。 
 仕方が無いので、青龍と朱雀二人でそれぞれ麒麟と蜃を背負って道無き道を最短ルートで走り抜けた。 
 
 麒麟邸に到着すれば、自ずと人手は増える。待機していた者たちが麒麟と蜃を受け取り、他の者達を休ませる準備に入ったが、黄龍だけは頑として麒麟から離れなかった。麒麟の手当をしながら、葛葉の治癒が始まった。 
 暫く治癒を施していたが、その場にいた全員がおかしな事に気付いた。 
 治癒が遅いのだ。 
 「あの悪鬼共めが!!」 
 葛葉が思わず悪態をついた。薫風が葛葉に尋ねた。 
 「葛葉様、どうなされました？」 
 「これは悪鬼の毒薬じゃ!! 血でかき消せんよう、毒薬を使いよった！」 
 「母上？」 
 黄龍が、真っ青になりながら続きを問うた。 
 「麒麟の治癒が効かぬのだ！ 全くでは無いが、これでは何日かかるかわからん。それまで麒麟が耐えうるかわからん。私は、また大切な者も護れぬのか」 
 葛葉は治癒を続けながら泣いた。自分の中の霊力が空になるまで続けた。それでも、麒麟の傷はじわじわとしか回復しない。 
 「何が治癒だ。大切な倅も護れんで、こんな能力、無駄なだけじゃないか」 
 黄龍が卒倒した。倒れるのを支えたのは竜子だった。薫風が葛葉に言うた。 
 「麒麟さんは、大丈夫です。だって、黄龍さんがいます。死にません、耐えます！ だから、葛葉様も何度でも何日でもお願いします。私達が何も出来ない分、お願いします」 
 薫風は葛葉に、頭を下げた。葛葉からすれば、薫風に頭を下げられるいわれはなかった。けれど、薫風も出来ることといえば、それくらいしか思いつかなかった。 
 「ああ、私は死んでも麒麟を助けてやるつもりだ」 
 
 少し話は変わり、旬介は白虎と玄武に指導されながら、麒麟領だけではなく、里全体の結界をはり直していた。幼くも葛葉の血を貰っただけに、その霊力は強い。葛葉は五霊獣の法の為に血を与えたつもりではあったが、ここで役に立った。旬介も必死だった。 
 ただ、そんな中一人蚊帳の外であるのは新月だ。何をしていいかも分からず、部屋に入って出ていかなかった。行かないようにしていた。それが今の新月に出来ると考えた唯一のことだった。邪魔にならないようにすること。そんな新月も麒麟邸の全員が心配でたまらなかった。 
 「新月ちゃん」 
 と、時折気にかけてくれたのは薫風だった。 
 昔から彼女はそうなのだ。幼き頃、この里へ来たのも獅郎と同じくしてそこそこ年齢も高かったため、葛葉を母と言うより叔母という感覚の方が強い。 
 そして、その分子供達の世話や周りの事をよく見られる姉のような存在だった。 
 ここでも、誰よりも視野が広かった。 
 「しばらく、白虎領へお泊まりする？」 
 「え？」 
 「今、白虎領は白百合一人しかいないの。あの子、お留守番は出来るけど寂しがり屋だし、そんなに強くないのよ。何かあったらって考えたら心配で。助けてくれないかしら」 
 新月は世間知らずと言えども、頭が悪い訳では無い。だから、自分なりに考えた。 
 「僕も、母上と父上が心配だ。けど、ここじゃ役立ずだ。僕が白百合を守ったら、あんたが助かって、そしたらその分、あんたが母上と父上を助けてくれる。そういうこと？」 
 薫風は、笑って見せた。 
 「わかった！ なら、僕行く」 
 新月の準備が出来ると、薫風は案内の蝶を出した。そして、新月を白虎領へと見送った。 
 
 ミイラのように包帯をぐるぐるに巻かれた状態で、麒麟は眠り続けた。何日も眠り続けたが、突然不気味な唸り声が部屋から漏れた。その傍らを一時も離れず、黄龍は寄り添っていた。 
 「黄龍、少し休んだら。私が見てるよ」 
 時折、竜子が心配して声をかけた。 
 「大丈夫だ」 
 日に日にやつれる顔を向けて、黄龍はそう答えるだけだった。 
 まもなくして、ようやく蜃も動けるようになった。動けるようになると、麒麟の様子を見に来た。黄龍のげっそりした顔に、酷く胸が傷んだ。 
 「黄龍、あれから休んでないのか」 
 黄龍は、ようやく蜃を目の前にして少しだけ話した。 
 「暗くなると麒麟が苦しむのだ。私がいるのが分かると、また安心して眠るのだ。そして、また直ぐに苦しむのだ。どれだけ酷いことをされたのか、想像が付かぬ」 
 「悪かったな、俺も治癒が使えれば」 
 「毒薬のせいらしい。蜃様のせいでは無い」 
 二人の声に反応したのか、麒麟が苦しそうな声を出した。黄龍は、麒麟の顔を優しく撫でた。 
 「麒麟、大丈夫じゃ。黄龍だ」 
 麒麟の目が薄ら開いたかと思うと、また眠った。 
 「母上が言っていた。明日には毒薬の効果が切れる筈だから、治癒が出来るはずだと。自害せんかった、それまで生きててくれた。それだけでも、私は嬉しい」 
 「……そうか。麒麟が治ったら、ゆっくり休めよ」 
 「そうだな」 
 蜃は二人の部屋を出た。悔しいと憎いの感情が胸の中にぐるぐると渦を巻いている。晴明を燃やした事に後悔はないが、なにかわからない感情がせり上がり、声を殺してひたすらに泣いた。 
 
 燃え盛る炎が消えた例の城で、富子と泰親は蠢いていた。屍の山と怨念の臭気が心地好くて力が溜まる。しかし、晴明を燃やされた蜃への気持ちは歪んだ愛から、葛葉の子だという憎悪へと変わっていった。 
 「おのれ、蜃！ おのれ、葛葉！ 絶対に許さぬ!!」 
 不気味な叫びは、城全内を包み込んだ。 
 「泰親殿、泰親殿。法眼が封じた我らの子はどうなりましたか？ もうあの子しかおらんのじゃ。子にも孫にも捨てられた哀れな妾には、もう泰親殿とあの子しかおらんのじゃ」 
 泰親は、蜃に空けられた喉元をピューピュー鳴らしながら答えた。 
 「最期に麒麟と名の獣に移してやりました。あの子はまだ魂としても胎児。育つには我らのように人の身体が必要である」 
 富子は泰親の肩を掴んだ。 
 「それではまた葛葉に、あの子が殺されてしまうやもしれぬではないか！」 
 泰親は答えた。 
 「ですが、母体となるにはそれなりの力が必要なのです。時間がなかった」 
 富子は泰親を突き飛ばした。 
 「ああ、どこまでも妾の邪魔をするのか、葛葉！ 妾をどれだけ虐めたら気が済むのか」 
 富子は嘆いた。 
 
 ※※※※※ 
 
 葛葉が言うように、毒薬の効果が切れると麒麟の傷は完全に治癒された。それでも心までは直ぐに治せるはずもなく、布団の中でぼんやりすることが多かった。相変わらず暗いのは苦手だし、黄龍が近くにいないと不安にもなる。 
 蜃も体力は回復はしていたが、他の者たちが里に帰った事や、今は結界を旬介だけで保っていることもあり、葛葉と蜃はそのまま麒麟邸に残っていた。 
 「麒麟、今日はどうだ？」 
 蜃が麒麟の部屋を訪ねると、返事もなく寝間着姿のままぼんやり外を眺めていた。その目は無機質で、壊れた心を映していた。 
 「そろそろ秋の匂いがするな」 
 構わず蜃は麒麟に話しかけると、麒麟の前によっこらしょ、と座った。 
 「お前の好きな収穫祭があるぞ。今年は誰とまわろうか」 
 子供の時以来の話をしてみた。すると、あれから一言も発しなかった麒麟の口からポツリと漏れた。 
 「兄上と、約束した」 
 蜃は思った。約束したのは遥か昔、あの時だけだった。あの時の事を、きっと思い出してるのかもしれないと。確かに、あの時はまだ楽しかった。 
 「そうだったな、俺と約束したな」 
 それ以降麒麟は何も言わなかったが、蜃は一人昔話を続けていた。 
 
 数日すると、本格的に収穫祭の準備が始まった。里の方から、笛や太鼓の音が聴こえてくる。この頃には結界の維持にも少し慣れたようで、時折旬介が屋敷内を歩き回るようになっていた。 
 「蜃様！ 収穫祭の準備、見てきてもいい？」 
 「あ、ああ。なんで俺に？」 
 聞くが答えずに飛び出していった。旬介的には、結界を維持するのにもまだ自信がある訳では無いので、なんかあればよろしく頼むよという意味だったのだが、流石に直接言え無かっただけである。 
 旬介なりに頑張ってもいたし、ストレスも溜まっていたので、黄龍も今回は見ぬふりをした。 
 程なくして、太鼓や笛の音が麒麟邸に近付いてきた。神輿を運ぶ声さえ響く。 
 ただ、収穫祭はもう暫く先のはずである。 
 「麒麟、起きてるか。近くて祭りの準備をやってるらしい。天気も良いし、少し日向ぼっこでもしよう」 
 黄龍が麒麟を部屋に呼び、相変わらず寝間着姿のままであったが何も咎めることはしなかった。麒麟は無言で立ち上がり、そのまま黄龍に手を引かれながら縁側へと出た。 
 黄龍の膝の上で、麒麟は猫のように丸くなって寝転がる。 
 「収穫祭は毎年の事だが、蜃様や葛葉様が近くにおるのは、懐かしいと思わんか」 
 お囃子の音が、どんどん近くなる。 
 「今年も楽しみだな」 
 麒麟はなんの反応もしないが、黄龍は構わず独り言のように続けた。 
 そうこうしてるうちに、麒麟邸の門から旬介が顔を出し、ニコッと笑った。その手には横笛があった。 
 「おお、お前は今年は笛を吹くのか？」 
 黄龍が笑いながら声をかけると、旬介は後ろを振り返り、おいでと言わんばかりに手招きした。すると、どうだろうか。太鼓やら笛やら鈴やらを持った里の者達が次々と入ってきてはお囃子を鳴らす。しまいには神輿や踊る者まで入ってきた。 
 「なんの騒ぎじゃ!?」 
 勿論、この騒ぎに葛葉も蜃も飛び出した。すると、里の長の息子がすっと前に出た。麒麟と同じくらいの歳だろう。お囃子や神輿や踊りが止まり、黄龍の膝で生気を失った麒麟の前に一斉に跪いた。 
 「この様な騒ぎをお許しください。この里が平和であるのも、里の者が幸せであるのも、皆領主様のお陰です。里を守る為に酷く伏せっておられると聞いて、里の者達で心配していたのです。不謹慎だから、今年は収穫祭をやめようという声も上がりました。けど、若様（旬介）が領主様が一番好きな祭りだからと仰ったのです。ですから、本番までに元気になられるよう少しだけ祭り気分を味わって頂きたかった所存です」 
 葛葉も蜃も頭を下げた。 
 「ありがとう、ありがとう、皆の者」 
 本番さながらの収穫祭が、麒麟邸の庭で始まった。 
 「麒麟、お前が頑張ってきた証じゃ。まだまだ、里を守らねばな」 
 黄龍が覗くと、麒麟の目から涙が零れていた。 
 「酒でも用意するか」 
 蜃が言った。 
 「私も飲むぞ！」 
 葛葉が言った。 
 「じゃあ、私も麒麟も飲みますよ」 
 黄龍が笑った。 
 その日の麒麟邸は、夕暮れまで賑やかだった。死んだように生きていた麒麟が、暫くぶりに酒を口にした日でもあった。 
 それからだった。麒麟が少しづつ人として回復していったのは。 
 「旬介、お前には感謝する。お前がいてくれて良かった」 
 麒麟邸収穫祭の夜、黄龍は酔った勢いもあり、旬介を抱きしめた。 
 「あんな父上、嫌だからね」 
 旬介は照れた。 
 「旬介。そろそろ、白虎領で世話になってる新月を呼び戻そうかと思うのだが、よいかな」 
 「なんで、俺に聞くの？」 
 「旬介が嫌だと言うなら、まだ白虎領に預ける」 
 「……別に、嫌だってことは無いけど」 
 「じゃあ、呼び戻す」 
 「でもなんで、あいつにこだわるんだよ」 
 黄龍は酔ったまま答えた。 
 「兄弟はいた方が楽しい」 
 「俺は、一人でもいいけど」 
 「居た方が楽しい。楽しかった」 
 黄龍は疲れもあって、その場でパタリと寝てしまった。 
 「え？ 母上？」 
 こんな黄龍を見たのは始めてだったので驚いた。驚いて「しょうがないなあ」と、布団まで運んだ。黄龍の最後の言葉が、なんとなく旬介の胸に刺さった。 
 
 ※※※※※ 
 
 新月が戻ると程なくして、待ちに待った収穫祭が始まった。麒麟もだいぶ回復しており、それでも里の結界は旬介と二人で張り続けた。麒麟が役目に戻ったことで旬介の肩の荷は多少降りたが、このまま後継として慣れていくのには良い機会だと、黄龍と麒麟が続行させることにしたためでもあった。 
 まだ心配事も多く、あれから泰親や富子の動きも気になるので、蜃と葛葉はこのまま麒麟邸に残っていた。 
 里が賑やかに盛り上がると、旬介は朝からいなかった。今年は笛を吹くことにしたらしい。お囃子の準暇のため出掛けていた。 
 「麒麟、そろそろ散歩がてら祭りを見に行こうか？」 
 黄龍が声を掛けると、麒麟は「うん」と返事をした。返事が出来るまでになっていた。 
 黄龍が麒麟の支度をすると、蜃が出てきた。 
 「麒麟、俺とも後で行こうか」 
 黄龍はいつもながら突っぱねると思っていのだが、「うん」と黄龍と同じように蜃にも返事をしたので驚いた。 
 「麒麟、珍しいな」 
 「兄上と約束した」 
 「そんな約束したのか」 
 「うん」 
 精神的に回復はしてきたのだろうけど、違和感が否めない。きっと元に戻ると信じて、黄龍は麒麟と屋敷を出た。 
 「黄龍、収穫祭は好きだ」 
 「そうだな」 
 「思い出すから、昔を」 
 「覚えてるのか」 
 「忘れない。この日のために、里を守ってる」 
 黄龍は、笑った。いつもの麒麟だと安心した。 
 「そうだ、お前は、そういう奴だったなあ。なあ、あそこで芋汁を配っているぞ。食べていこう。餅もある、あれも食べていこう」 
 「食べていこう」 
 久しぶりに、二人で笑えた気がした。 
 
 ※※※※※ 
 
 泰親から教えられた、鬼の子の魂。それが富子には、納得出来なかった。 
 これ以上、葛葉や敵に回った蜃に虐められたくないと嘆いた。嘆いて、里も何もかも捨てて、昔のあの湯治場に戻ることも考えていた。葛葉と関係ない、何処ぞの坊主でも攫って母体とすればよいのではないかと。 
 「泰親殿、泰親殿」 
 富子は恨めしそうに、泰親に縋った。 
 「妾は、もうよい……。葛葉も蜃ももうよい。あの獣から子を回収して、また昔の湯治場で暮らそうぞ。もう妾は疲れた、もう虐められたくないのじゃ」 
 さめざめと泣く富子に、泰親は身体を重ねた。 
 「富子さんが、そういうなら。近々、あの獣から子を、斬鬼（ざんき）を取り戻しに行きましょう」 
 「おお、斬鬼とな。そなたが付けた名かえ」 
 「ええ、良い名でしょう」 
 「良い名じゃ」 
 「して、母体はどうする？」 
 「なあに、徳のある坊主なんて幾らでもおります。道中、攫っていきましょう。そして、三人で静かに暮らしましょう。何もありませんが、慣れれば平気です」 
 「そうじゃ、虐められるより良い。妾は泰親殿と斬鬼がおれば、それでええ……」 
 
 麒麟と黄龍。久しぶりに二人で楽しんだ収穫祭の後、麒麟は帰るとバタリと眠ってしまった。長らく伏せっていたせいで、まだ体力は回復し切れていない。 
 収穫祭はまだ数日続く。外では夜通し、お囃子の音が響いていた。 
 「麒麟は眠ったのか？」 
 葛葉が黄龍の部屋を訪ねた。 
 「ええ。まだ体力が戻っていないようで、帰ったら直ぐに眠ってしまいました。でも、あれ以来まともに会話が出来ました。芋汁も餅も食べました。楽しかった、本当に」 
 黄龍の顔がニヤケていた。 
 「よかった。本当に。明日は、蜃が一緒に行くと張り切っておるぞ」 
 黄龍は笑った。 
 「ははは。こんな日が来るとは思いませんでしたよ」 
 「なんじゃ、知っておったのか」 
 「ええ、麒麟が言っていましたから。兄上と約束したって」 
 「雪でも降るかな」 
 黄龍は笑って見せた。 
 
 同じ頃、蜃は麒麟の部屋を訪ねていた。すやすや眠る麒麟の顔をひと目見ると、安心した息を吐いて障子を閉めた。 
 （麒麟。あの時、俺の声は黄龍に届かなかったよ。黄龍は、お前しか見てなかったんだ。当たり前だか……なんだろうな。俺が同じようになったら、黄龍のように想ってくれる人がいるんだろうか） 
 蜃自身が選んできた道だった。誰も愛さず、残さず、独りで生きていくと。けれど、それは想像していたより、ずっとずっと苦しかった。 
 ふと、お蝶の顔が頭に浮かんだ。 
 翌日になり、かつての麒麟のように、今度は蜃が麒麟の部屋を訪ねた。 
 「さて、祭りに行くぞ！」 
 黄龍に着替えさせられていながらも、まだムニャムニャとした顔で麒麟は部屋にいた。恐らく、昨日の疲れが思った以上に抜けていないのだろう。それを蜃は察した。 
 「まだ明日もあるし、今日はやめとくか」 
 部屋の障子を閉めようとして、麒麟が言った。 
 「いや、行こう」 
 「大丈夫なのか？」 
 「うん」 
 「無理するなよ」 
 麒麟は立ち上がった。 
 「兄上、行こう」 
 二人で里を歩いた。囃子の中で、笛を吹く旬介を見かけた。その傍ら、不慣れた様子で新月が鈴を振っている。二人共麒麟達には気付いていないようで、里の子達と楽しそうに演奏している。 
 「元気だな」 
 蜃が言うた。 
 「元気だ」 
 麒麟が答えた。 
 蜃は敢えて麒麟の少し後ろを歩き、麒麟に着いてまわった。暫くは祭りを見て歩いていたが、途中から逸れて人の少ない場所に向かっていく。それでも蜃は、何も言わずに麒麟の後を着いて行った。 
 とある神社の石段で、麒麟が腰を下ろした。 
 「少し休むか」 
 何も言わない麒麟の代わりに、蜃が言った。 
 「……兄上と、少し話がしたくて」 
 麒麟の隣に、蜃も座った。 
 秋の風が吹き抜ける。切ないような香ばしい匂いが、二人の髪を撫でた。 
 「兄上に謝りたい」 
 「何を？」 
 「役立たずで、ごめん。俺は、兄上みたいになれない」 
 「何を言い出すのだ」 
 「父上を止めたのは兄上だ。泰親を追い払ったのも兄上だ。俺を助けたのも兄上じゃないか。それなのに、俺は兄上を嫌ってばかりだ。けど、本当は嫌ってなんかなかったのに」 
 「助けたのは、黄龍だろ」 
 「兄上に、一度も勝てないから」 
 蜃の胸が傷んだ。 
 「そんなの、お前が思ってるだけだ。俺の方が勝てたことない」 
 「なんだよそれ」 
 麒麟が苦痛に歪んだ顔を、蜃に向けた。 
 「お前には、わからん。俺は、ずっとお前に負けてるんだ。謝る必要なんてないさ」 
 さてと、と蜃は腰を上げた。 
 「そろそろ帰ろうか。黄龍が待ってるぞ」 
 
 ※※※※※ 
 
 蜃と麒麟が帰ると、葛葉は蜃と二人だけで話をした。 
 「蜃よ。あれから、富子と泰親の動きが無いのは奇妙だと思わぬか？ 奇襲を掛けるなら今だと思うのだ。だからこそ、私等がこのまま麒麟邸に残っておるのだが」 
 蜃は首を傾げた。 
 「母上は、泰親達がもう諦めたとお考えで？」 
 葛葉は少しだけ声を荒らげた。 
 「そんなはずない！ 奴等との長き戦いが、そう簡単におさまるものか。狙われとるのは、他のものではないのだろうか」 
 蜃は、少し考える素振りを見せた。 
 「仮にそうだったとしましょう。けれども、他の者達は万全の体勢です。言霊が来たら、直ぐに応戦すればよい。しかし、今ここを襲われでもしたら、今の麒麟ではどうしようもないでしょう」 
 「あ、ああ」 
 「それに、あれから俺の胸騒ぎがおさまらんのです」 
 「お主もか、蜃。麒麟に生克五霊獣の法は、まだ使わせたくないのだが」 
 「母上。あの術自体、俺は使いたくは無い」 
 「なあ、あの術の事なのじゃが」 
 葛葉は、ずっと胸に溜めていた事を蜃に伝える決心をした。 
 「私は、龍神からあの術を教えられた。お前が産まれる時の話じゃ。陣痛の中、朦朧とする意識の中じゃった。そのせいか、あの術の真意がわからんでおった。わからんまま、使って、使わせた。けど、今更思うのだ。あの術は」 
 葛葉が言い終わる前に、蜃が遮るように続けた。 
 「使い方が間違っているのでしょう」 
 と。 
 葛葉は、はっとした。罪悪感いっぱいの顔を、蜃に向けた。 
 「流石の俺も、薄々勘づいていましたよ。術者が封じられることで滅するからこそ、生涯一度しか使えない術なのでしょうと」 
 葛葉は畳を叩きつけた。罪悪感で言葉を出せない葛葉の代わりに、蜃が続けた。 
 「だが、封じの力も弱い。それが真実なら何度も使えそうだ。他に対価があるのではないだろうか」 
 「……お前は、それに気付かず、晴明やお蝶を死なせた私を恨んではおるだろう。今度は麒麟を同じ目に合わそうとしておるのだぞ」 
 蜃は葛葉に、苦笑いを向けた。 
 「麒麟は、そうはならんでしょう。封じられても直ぐに俺が助けてやります。それに黄龍だっている。父上やお蝶の事は、今更悔やんでも遅い。悪いのは悪鬼共だ」 
 「蜃よ、私はどう償えばよいのだろうか」 
 蜃は言うた。 
 「母上。悪鬼を滅することが、一番の償いではないのか。誰の犠牲もなくして」 
 「そんなことで、私の罪が償えるとは到底思えんが」 
 「……後のことは、後で考えましょう」 
 
 丁度その晩だった。麒麟邸に張った葛葉と蜃の結界が鳴った。 
 
 時は、十数年前に遡る。 
 かつて富子達に唆され、封印を解いてしまった後、折檻部屋へと収容された時の出来事である。 
 先に釈放された青龍とは違って、麒麟の監禁はその後も暫く続いた。 
 その日。地下の闇の中、麒麟の部屋に葛葉、青龍の部屋に晴明が入ってきた。 
 青龍は晴明と共に地下から出て行った。大泣しながら、何度も謝り、晴明に縋りながら部屋を後にするのを聞いていた。だから麒麟もそうだと思った。ようやく許されたと。しかし、その期待は直ぐに打ち消された。 
 「紗々丸の折檻は終わりじゃ。しかしなあ、旬介。お前は違う」 
 葛葉は縛られ、口と目を塞がれた麒麟の目隠しと猿轡だけを外し、縛られたままその場に座らせた。それに向かい合わせ自分も座った。 
 子供ながらに覚悟した麒麟から、嗚咽が溢れた。 
 「お前は蜃とも違う。特別なのじゃ。だから、本当に危うくなれば命を捨てねばならん。だが、案ずるな。その時は、この母も一緒じゃ」 
 麒麟の嗚咽は号泣に変わる。 
 「今から主に、生克五霊獣の法を教える」 
 
 ※※※※※ 
 
 麒麟の枕元に、富子と泰親が現れた。寝込みを襲うつもりだったらしい。けれど、そこには殺気らしい殺気はなかった。ただ、麒麟の体内から胎児である斬鬼の魂を取り出す。それだけが目的であった。愛情すら感じるほどの歪んだ邪気であった。 
 「さあ、妾と共に行こうぞ」 
 富子が麒麟の身体に触れようとした時だった。 
 「そうはさせぬ」 
 葛葉が障子を開け、富子と泰親の前に現れた。 
 「こんばんは、葛葉さん」 
 泰親がにっこり言う。 
 「私達は、もはや戦う意志など無いのですよ」 
 葛葉が険しい顔で返した。 
 「忘れ物を取りに来ただけです。これさえ取りましたら、もう二度と貴女方の前に現れるつもりはありません」 
 「それは、麒麟の魂か」 
 富子が嘲笑うように言った。 
 「そんな粗末なものではない」 
 葛葉が手を振り払うように起こした衝撃派が、富子と泰親を襲った。泰親がそれを扇子で受け流す。 
 「葛葉よ、相変わらず乱暴じゃのお」 
 泰親が富子に耳打ちした。 
 「ここは、さっさと済まして離れましょう」 
 富子が頷いた時だった。 
 法の渦が富子と泰親を取り巻いた。 
 「なんじゃ!?これは？」 
 二人して声を張り上げる。が、その渦は二人の身体を飲み込み始めた。初めての感覚であった。残像のようになりながら、二人の身体は消えていく。泰親も富子も、何故か法が使えない。 
 ふと足元を見ると、麒麟の姿はなかった。 
 「もしや」 
 富子が叫んだ。 
 葛葉の立つ位置から別の部屋、見えない部屋から麒麟の声がした。 
 「そうだ。これが、本当の生克五霊獣の法だ」 
 
 障子に仕切られた隣の部屋では、蜃が隙間から富子達の様子を伺いつつも麒麟へと指示していた。麒麟は落ち着いた様子で、呪詛を掛けていた。麒麟周りには黒い闇の沼が立ち込め、そこから無数の鎖のようなものが伸びていた。それが、富子と泰親を囲う法の渦と連動するよう、ぐるぐると麒麟を絡めとっていた。誰にも邪魔されぬよう、黄龍も麒麟を守るよう、その姿を見届けていた。 
 麒麟も黄龍も全てを運命として受け入れた。受け入れていた筈だった。 
 言葉とも分からない富子と泰親の悲鳴が上がり、呪いの言葉が重ねられ、それが消えると共に二人の姿は消滅した。 
 そして、それと共に闇の沼から伸びた無数の鎖が麒麟の身体を引きずり込んだ。まるで、池に落ちるよう、音すらしなかったがドボン！と落ちるようその身体は闇に落ちた。 
 咄嗟だった。蜃が止めるまもなく、考えるより先に動いた黄龍の身体も、麒麟と共に闇に呑まれて消えた。 
 その場に、ドン！っと真っ黒い鏡が現れた。 
 
 ※※※※※ 
 
 闇の中を、麒麟と黄龍は二人落ち続けた。永遠とも思えるくらい、底なく落ち続けた。 
 「黄龍のバカ、なんで来たんだ」 
 麒麟の声無き音が聞こえた気がした。 
 黄龍は、麒麟に抱きついていた。 
 「本当に、私はバカだな。なんで来たんだろうか」 
 時折見える互いの姿が、人であり髑髏のようにも見えるのだ。引きずり込まれた時に乱れた髪のゆらめきが、水の中を落ち続けるかのようにゆらゆら揺れて見えた。光などなかった。 
 麒麟は、黄龍を抱き返した。 
 「大人しく待てんかったのか」 
 「待てんかったようだ」 
 「まあ、いい。来てしまったものは、仕方ない」 
 「また心配させられるよりマシだ。愛しているのだ、お前を」 
 
 ※※※※※ 
 
 パアアアン！ と、蜃の手によって、黒い鏡が破壊されると、その場に麒麟と黄龍が現れた。二人抱き合ったまま、気を失っていた。 
 蜃は安心したのもつかの間、なんだか急にムカついてきた。 
 それを察した葛葉が、宥めるように蜃に話しかけた。 
 「お主も、嫁を娶るか」 
 蜃は拗ねたように、プイッと顔を背けて言った。 
 「娶らん！ 娶らんわ！」 
 葛葉は苦笑した。 
 
 長き戦いの末、恵慈家及び里を脅かす悪鬼との決着は着いたかに思われた。 
 確かに、泰親と富子は消滅したのだ。肉体だけでなく、魂諸共滅せられた。もう、二度と蘇ることもない。 
 
 それは、里全体に伝わった。収穫祭に続き、更にお祭りは続けられる。 
 麒麟邸から発せられた吉報は、各領にも伝えられ、皆が集まって飲めや歌えのドンチャン騒ぎが連日連夜続いた。 
 
 「父上。松兵衛、お蝶。やったぞ、やったのだ」 
 葛葉は恵慈家の墓前の前で、そう報告した。そして、晴明と並ぶ夢路の墓に手を合わせ、亡骸の失われた晴明の墓前にも報告をした。 
 「晴明殿。すまんなあ、何か残せればよかったのだが」 
 勿論、吉報を伝えに来たのは葛葉だけでは無い。恵慈家はともかくとして、夢路と晴明の墓前には皆が訪れた。 
 「父上、俺は麒麟の役目を果たせただろうか」 
 「父上、俺は兄としての役目を果たせただろうか」 
 麒麟と蜃が共に晴明の墓前に来るのは、きっと埋葬以来であろう。晴明ですら、この日が来ることは予想出来たかわからない。また葛葉同様、雪でも降りそうだと笑っているかもしれない。 
 帰ろうとした時だった。 
 「麒麟、お前にひとこと言っておきたいことがある」 
 「なんじゃ？」 
 蜃の神妙な顔に、麒麟も必然と険しい顔になる。長い付き合いだ、麒麟には蜃の今から言う一言というのが、激おこ案件だとわかった。思わず唾を飲んだ。 
 「俺の前で、黄龍とイチャコラするな」 
 「は？」 
 「お前にはデリカシーというものがないのか」 
 麒麟は可笑しくなって、笑いが止まらなくなった。息が出来ないくらい笑った。涙まで出てくる。 
 「あ、兄上から、そんなこと、言われるなんて……だめだ、笑い死に、そう」 
 蜃はプリプリ怒りながら帰路を辿った。 
 




斬鬼 篇


 里は平和なまま、何度も桜と雪の季節を繰り返した。 
 各領主が集まり、話し合い、子供達に後を引き継ぐと決めたのは、それから五年後の事である。丁度、皆が二十歳になった頃合だった。特に年齢を気にした訳でも無く、麒麟が早くに隠居したいと言い出した為であった。本当の理由は、誰も知らない。黄龍すら知らなかった。ただ、麒麟は重かった荷から解放され、疲れたとしか言わなかった。 
 それで、麒麟領だけではと言う話になり、それならばと全員が世代交代を決定した。さすれば、名前も変わることになる。引き継いだ子供達は親の名前を貰い、引き渡した親達は子供達に名前を返してもらった。 
 「麒麟に黄龍よ。少し、旬介と出掛けてくる」 
 「わかったよ、母上。なんかまだ慣れないな、そう呼ばれるの」 
 「時期に慣れるさ」 
 隠居して旬介と新月に戻った二人は、天気の良い日に散歩をするのが日課となっていた。 
 春の風が里を抜ける。桜が満開だった。 
 「結局、我等が領主をしていた時間は短かったなあ」 
 新月が少し寂しそうに零した。 
 「なんだ、新月はまだ引退したくなかったのか？ 短かったが、それはそれは濃厚過ぎるくらいの日々だったぞ。百年分くらいは働いたと思うが」 
 「違いないな」 
 二人笑い合う。それだけで、幸せだった。 
 ただ、その頃くらいだった。旬介に戻った頃くらいから、度々奇妙な感覚に捕われるようになった。 
 夜になると、微熱が出ることが多くなり、それから妙に腹が減るのだ。 
 最初は独り我慢もできていたが、日に日に熱が高くなり、空腹が激しくなるので流石に新月も気付いてしまった。 
 だが朝になると、晩の事が嘘のように、ケロッとしていた。 
 新月は病を疑った。 
 「旬介、一度母上に診て貰った方がよいのではないか？」 
 新月は心配し、旬介に提案したが 
 「何も問題は無い」 
 と、返されるだけだった。 
 「それより」 
 旬介が袂から一枚の瓦版を取り出し、新月に渡した。 
 「白虎領で温泉が出たらしいぞ。面白そうだから、行ってみないか？ 一般開放する前に、隠居組を集めてお披露目したいらしい」 
 「そうなのか」 
 新月は今の旬介を思うと、少し不安を覚えた。 
 「俺の事がそんなに気になるのなら、母上や兄上も呼べばよいではないか。というか、もう呼んでおると思うが」 
 本人がそこまで言うのであれば、と新月は承諾した。 
 黄龍と名を変えた新月も、今や立派な娘へと成長していた。本人の努力もあり、身なりから立ち振る舞いもかつての野生児を連想させるものはなかった。 
 「母上様。ご安心して、行ってらっしゃいまし」 
 黄龍は白虎領へと旅立つ二人を、玄関から静かに見送った。 
 「ゆっくりしてくればいいよ」 
 麒麟も、もう立派な青年だ。かつての旬介を思わせるような、甘えた面影はない。 
 「何かあれば、直ぐに言霊を飛ばしてくれ」 
 新月が言うと、麒麟は苦笑した。 
 「いつまでも子供じゃないよ。それに、もう直ぐに父にもなる。いつまでも、二人に頼ってはおれん」 
 新月は、少し寂しように笑った。 
 「そうであったな」 
 「新月、行こう」 
 新月は旬介に引かれるまま、麒麟領を後にした。 
 
 白虎領に着くと、既に皆が集まっていた。湧き出たという温泉は、立派な旅籠となっていた。所謂、温泉旅館である。 
 「今回は、貸切ですから」 
 と、獅郎（白虎）と薫風が従業員姿で迎えてくれた。 
 「何の真似だ？」 
 到着早々、甲蔵（玄武）が獅郎に問うた。 
 「余生は温泉旅館を経営することに決めたのだ」 
 「手持ち無沙汰も落ち着かなくて」 
 おっとり笑う二人に、藤治（朱雀）は笑った。 
 「二人らしいね」 
 余談ではあるが、甲蔵であった今や玄武は、幼い頃から恋仲であった白百合と婚姻を結んだ為、玄武領と白虎領を納めている。 
 「じゃあ、存分にもてなしてもらおうぜ」 
 紗々（しゃしゃ）と名を変えた元青龍が、お構い無しに宿へと入っていった。流石に大の大人が名に丸を付けるのは抵抗があったので、紗々だけ残した。 
 それに続いて、皆がぞろぞろと宿へと入る。 
 暫くして、葛葉と蜃も到着した。 
 それぞれの部屋に案内されると、風呂の用意が出来るまで暫し休むことにした。 
 「こんな風に皆が集まるのは、いつぶりかな。あの日以来か」 
 旬介が懐かしそうに言った。 
 「そうだな、五年ぶりか。隠居の話しをした時は、母上も蜃様もおらんかったものな」 
 「気付いたら、あっという間に爺になるでは無いか」 
 旬介と新月は、共に苦笑いをした。 
 「婆さんとは、まだ言わんでくれ」 
 「違いない、爺さんともまだ呼ばれたくない」 
 空はまだ明るいが、風呂の準備が出来たと言うので先に温泉に入る事にした。夜になれば相変わらずの宴会が始まる。 
 しかし、新月は夜が気がかりであった。そこで、旬介に気付かれないよう葛葉に話をすることにした。 
 葛葉を散歩だと偽って、一人呼び出した。 
 「新月、どうしたのだ。何かあったのだろう。ずっと顔が不安そうだぞ」 
 「旬介のことで」 
 「ああ」 
 葛葉は黙って聞いた。 
 「夜になると、熱が出るのです。最初は微熱で時折だったのが、最近は毎晩のように。それから酷い空腹になるようで、深夜に起きて食事をさせるのですが、それでも日に日に痩せていくのです」 
 「よくわからんかったが」 
 「恐らく、今日のことで蜃様も他の皆も気づくでしょう」 
 「もしかして、それでここに連れてきたのか」 
 新月は頷いた。 
 「ただ、旬介も皆と会いたかったようです。でも、おかしくないですか。こんな状況本人が一番分かってるはずなのに、それを皆に知られるようなこと」 
 「あやつ、もしや。もっと何か隠してるのであるまいな」 
 新月の頭に、最悪の結末が浮かんだ。 
 葛葉が続けた。 
 「生克五霊獣の法じゃ。あれは、本来恵慈家の人間が使うものだと思う。旬介は私や蜃のように直接血を持つものでは無いのだ。かつての晴明がその血で鬼の血を封じておった為に、旬介もそうなのやもしれん」 
 「鬼の血ですか」 
 「ああ、あれは晴明の血も貰っておる。もしかして、生克五霊獣の法を使うことで、龍神である私の血の力が消えかけておるのかもしれんな」 
 「そんな。じゃあなんで、早くに言わないのだ」 
 「あれも、どうしてよいか分からんかったのだろう。もしかしたら、早くに隠居したいと言い出したのも、それが原因かもしれん。よい、今夜私が血を与えれば済む話じゃ」 
 そうこうしているうちに、日は落ちてきた。 
 「旬介のとこに戻らないと」 
 「私も行こう」 
 
 葛葉と新月が部屋に戻ると、まだ布団を敷かれていない畳の上で、旬介はぐったりとしていた。 
 それでも新月が戻ってきたのに気づき、困ったように笑いながら言った。 
 「ああ、なんじゃ母上も一緒か。さっき、宴会の準備が出来たと獅郎が呼びにきたぞ。さあ、行っておいで。俺は、部屋で休ませてもらうよ」 
 低い机に手をかけて、無理に身体を起こすので、新月は急いで旬介を支えた。 
 「お前の事を母上に相談していたのだ。母上が直ぐに血をくれると」 
 「そうじゃ、直ぐに私の血を」 
 旬介は、軽く新月を振り払った。 
 「血でどうにかなるものではあるまい。もうよい、新月。皆と楽しんでこい。その為に来たのだ」 
 「え？」 
 「俺の心配ばかりしていても、新月が辛いだけだろう」 
 「バカを言うな」 
 葛葉が旬介に近寄った。そして、宥めるように言うた。 
 「恐らく恵慈家の、私の血が効力を失いつつあるのだろう。晴明の鬼の血は強い。鬼の血に抗っているのだろうな。生克五霊獣の法をお前に使わせた私の責任だ」 
 葛葉は部屋にあった旬介の刀の刃を掴むと、掌を切った。ぎゅっと握った拳から滴る血を、新月と共に旬介の口に流し入れた。案の定、旬介は噎せたが吐くのは堪えた。 
 「ガキの頃以来だ。ジジイになっても、慣れんな。こればっかりは」 
 「暫く熱が上がるだろうが、このまま休ませてもらえ。私からも獅郎に頼んでおくから」 
 「ありがとうございます、母上」 
 新月は、安堵した表情をようやく向けた。 
 
 旬介も新月も宴会には参加しないと言うので、何となく騒ぐ気にもなれないと、宴会場で普通に夕餉となっていた。 
 特に誰が仕切るとかそういうのもなく、のんびりとした時間だけが流れていく。 
 特に何ともない会話が続いていたのだが、終盤になってきたからか、紗々がぽつんと言った。 
 「旬介さ、だいぶ痩せたな」 
 日が落ちる前に全員で風呂に行っていた。全員気付いてはいたが、触れないでいた。それでもやはり全員気にはなっていた。 
 蜃が酒を飲みながら続けた。 
 「さっき新月と母上が何やら話しておったよ。それで今、あいつの所に行ってるんだと思う」 
 「やっぱり、病気なんかな」 
 心配そうに紗々が言うので、竜子が肘で軽く突いた。 
 「母上が行ったんだ、大丈夫だろ」 
 なんとなくその場が冷えてしまい、せっかくの温泉で皆が集まったのにと藤治が声を上げた。 
 「もう、辛気臭いのは止めにして、今日は呑もう。本当に悪かったら、あいつも来ないだろ」 
 それでも、場はあまり良くならなかったので、食事を済ませたら全員がさっさと部屋に戻ってしまった。 
 蜃だけは、葛葉が戻っていないのもあり、なんとなく独りで呑み続けていた。 
 暫くして、葛葉だけが宴会場に来た。 
 「なんじゃ、珍しく皆もう戻ったんか？」 
 「あ、ああ。やっぱり、主役がおらんとつまらんのだと」 
 「主役って、なんの主役じゃ」 
 「しらん」 
 葛葉は呆れながらも、手付かずのお膳の前に腰を下ろした。 
 蜃が、ちらりと目配せしながら葛葉に問うた。 
 「……やはり、旬介はどこか悪いのか？」 
 「お前は、なにか気付いたのか？」 
 葛葉は裸を見た訳では無いとはいえ、母として新月に言われるまで何も気付けなかった自分が少し悔しくて聞いた。 
 「随分やつれていたからな。結局、あいつが一番好きそうなこの場にも来とらんわけだし」 
 葛葉は一度持った箸を一旦置いた。そして、俯きながら苦しそうに言った。 
 「私のせいじゃ。恵慈家の者でもないのに生克五霊獣の法を使わせたから。それに、母として失格じゃ。何も、お前ですら気付いたというのに、何も気付いてやれんかった」 
 蜃は葛葉のお猪口に酒を注いだ。 
 「俺だって、さっき風呂に行ったから気付いただけだよ」 
 「私は、あいつを苦しめてばかりのダメな母親なのだ」 
 葛葉は、注がれた酒を一気に飲み干した。そこに蜃が再び酒を注いだ。 
 「あやつが捕らえられた時の話だ。心が壊れても自害せんかったのは、私のせいだ。本来ならば腹でも切って自害するのが誇りなのだろう。けど、あやつに私が言ったのだ。なにがあっても自害だけはするなと。恥だと言われても、私は今でもあやつが生きていてくれていることに感謝すらしているのだ」 
 「我らは武家では無い。自害が誉とは言えんよ。あれからだった。旬介と長年の蟠りが解けたのは」 
 蜃が苦笑いでもするように、もしくは安堵とも思えるそんな顔を葛葉に向けた。 
 「なにがあったのだ？」 
 「うーん、教えない」 
 酒が無くなったので、追加を頼んだ。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 血を貰った直後からだった。不思議とその晩から熱が出なくなった。それどころか、体調が戻った気もする。念の為部屋で休ませて貰ってはいたが、悪いことをしたなと旬介は思った。 
 「血のせいではない気がしてたのだが」 
 旬介が当てが外れたと不思議そうに言うので、新月が少し呆れたように返した。 
 「よかったではないか」 
 「普通に腹が減ったぞ」 
 「じゃあ、なにか貰ってこよう」 
 「新月は食べたのか」 
 「一緒に頂くよ」 
 新月が部屋を出たのは、葛葉と蜃が親子水入らずで飲み語っている頃だった。 
 厨房で酒の用意をしていた薫風を見つけた。 
 「新月、旬介はどう？」 
 「ああ、もうすっかり調子が戻ったようだ。なにか握り飯でもこさえてくれないか」 
 「まだ、料理が残ってるから大丈夫よ」 
 言われて見れば、多めに作り置きしてくれていたであろう料理も酒も残っていた。 
 「宴会は？」 
 「主役がいないと盛り上がらないからって解散しちゃった」 
 「主役？ なんの主役？」 
 「さあね」 
 薫風は、くすくすと笑った。 
 「皆、心配してたの。ああ、まだ葛葉様と蜃様なら宴会場にいるわよ」 
 「そうか、邪魔はよそう」 
 薫風が、食事の用意をしながら続けた。新月も手伝いながらそれに続いた。 
 「どこか悪いの？」 
 「悪かったと言えばそうだし、なんと言っていいものかわからんが、もう大丈夫だ」 
 「ならよかったわ。皆心配してたから」 
 「心配。そうか、悪かったなあ」 
 「皆、兄弟なんだから。遠慮することはないわ。元気になってよかった！ 沢山食べなきゃね」 
 言うと薫風は、新月に山盛りのご飯を渡した。 
 「そうだな。まだまだ長生きして貰わねば、つまらんわ」 
 新月は笑うと、料理が山盛りに乗ったお膳を部屋へと運んだ。 
 久しぶりに皆と会ったのに、その事すら忘れていた。元は皆家族だったことすらも忘れていたように思う。新月が心配するように、皆心配している事に気付かされた。旬介の事も、もっと早く相談すれば良かったように思う。 
 薫風と話していると、不思議とお蝶を思い出した。あれだけ憧れ、頼りにしていた蜃と出会ったものの、蜃に相談しようとする考えに至らなかった。 
 （随分と、私も歳を取ってしまったな） 
 部屋に戻ると、旬介が窓からぼんやりと外を眺めていた。 
 「食事を持ってきたぞ。なにか面白いものでもあるのか？」 
 新月がお膳を置いて、旬介の傍に寄った。 
 「里が見えるだけだよ」 
 「そうか」 
 「静かだし、平和だ」 
 「うん」 
 「今夜は久しぶりに、穏やかに過ごせそうだ。さあ、頂こう」 
 新月は薫風の言葉を思い出した。 
 「さあ、主役のお出ましだ」 
 旬介は首を傾げた。 
 「なんの主役だ？」 
 「さあね」 
 
 それから三日程、温泉でゆっくりさせて貰った。翌日は皆で宴会もした。充実した旅行を楽しんだし、これからも穏やかに余生を過ごすものだと思っていた。 
 
 そう。 
 この時までは、誰もが疑いもせずにそう思っていたのだ。 
 
 旬介に再び異変が起きたのは、それから七日目の事だった。 
 葛葉の血を分け与えられてから、熱が出たり臥せるような事はなかったが、少しづつ何かが欲しいと感じるようになったのだ。 
 何を食べても飲んでも物足りない。満たされず、飢えているような感覚が日々強まり始めた。 
 葛葉の血の力を失いかけていた、あの頃の空腹とは違っていた。だから余計に気味が悪いと旬介自身が感じていたし、だからこそ新月には話さなかった。 
 ひと月程するといよいよ我慢出来なくなり、その時に初めて何が欲しいか気が付いた。 
 「血が欲しい」 
 無意識にぽつんと言葉に出して、ようやく分かった。と同時にゾッとして吐いた。 
 「あの時に、血を貰うべきではなかった」 
 血を貰ってはいけなかったのだ。 
 そして、何故あの時、血でどうにかなる問題ではないと思ったのか。本能的に、全てを察していたからに過ぎなかったのだと。 
 
 思い当たること。 
 ただ一つ。 
 かつて、富子と泰親に監禁、拷問された時の話だ。 
 勿論、食事等は与えられる筈もなく、新月達が来るまで毎日休む間もなく痛めつけられていた。その時、一度だけ。何かを口にねじ込まれた事があった。酷く飢えていた上、意識もほぼ無かったので無意識に食べてしまった。何かふんわりとした空気の様でいて、それとなく温かく腹の足しにはなった気がする。今更思い出したが、あれが何だったのかは当時はさっぱり検討も付かず、ましてやその後思い出すこともなかった。 
 ぼんやりとした意識の中、恍惚と微笑む二人の鬼の姿を見たような気がした。ただ、気がしただけかもしれないと思っていた。 
 恐らく、食べさせられたのは鬼の魂であろう。全身に悪寒が走った。それを抑えるように小さくなった。 
 
 かつて、葛葉が一度だけ旬介に語った事があった。 
 葛葉と晴明の父である、かつての恵慈家の当主の話である。 
 富子を恵慈家に招き入れる際に、とある鬼を封印したと。そして葛葉と晴明が初めてその土地を訪れた際に、そこに封じられているのが番の鬼の子供だと言うことを。 
 その番の鬼が富子と泰親であり、その子供の魂を旬介の中に植え付けたのだとしたら。全ての合点がいく。 
 
 (どうすべきか) 
 兄上、蜃に相談すべきか。それしかないであろう、葛葉であれば確実に取り乱す。そして、自分がもし鬼の子に呑まれてしまえば、もはや止められるのは蜃だけだろう。 
 その前に、倅の現麒麟に言いつけるべきだ。何があれば、自分を拘束して蜃を頼るようにと。 
 直ぐにでもと鷹を飛ばそうとはしたが、既に血による霊力は酷く弱まっていた。 
 旬介は、嫌になるほどの溜め息を吐くと、麒麟を呼び付けた。 
 
 久しぶりに部屋に呼ばれたと、麒麟は思った。 
 最後に呼ばれたのは、跡を継いだ時。何か嫌な予感がしていた。 
 「はいるよ」 
 「ああ」 
 旬介の元気の無い声が返ってきたので、麒麟は部屋に入った。最近は体調も回復したように見えたので、身なりを整えていることも多くなった。前のような日常が戻ることを期待していた麒麟ではあったが、この時なんとなくそんな日はもう来ないように感じてしまった。 
 旬介は麒麟を見ると、苦笑いをしながら自分の前に座るよう促した。 
 「そう、不安そうな顔をするな」 
 「不安そうな顔をしているのは、父上だろう」 
 「……そうかもな」 
 珍しく否定はしなかった。 
 「否定しろよ」 
 麒麟の子供の頃から変わらない物言いに、何も言わなかった。麒麟は敢えて、そのような言い方をしたのだ。何か反論が欲しかったから。 
 けれど、当の本人は構わず話を続けようとした。 
 「お前に、伝えなきゃならんことがあるのだ。それで今日は呼んだ。けど、その前に言霊で兄上だけここに来るように鷹を飛ばしてくれ」 
 「は？ なんで自分でそのくらいやらないの？」 
 薄々感じてはいたが、やはり否定して欲しくて聞いてみた。 
 「逐一聞くな。お前も分かっているのだろう。もう霊力が殆ど無いんだ」 
 旬介は頭を掻きながら、仕方ないだろうと告げた。 
 そこから話が進まないので、麒麟はとりあえず言われた通りする事にした。 
 蜃への鷹を飛ばし終わるのを見届けると、旬介は「立派になったなあ」と感心するようにボヤいた。 
 (なんだよ、自分の方がもっと立派な鷹を飛ばせたくせに) 
 他より成長が遅かった気がする。体術等は自信があったが、法力に関しては人よりずっと苦手だった。だから、あまり稽古が好きにはなれなかった。それでも母は誰よりも沢山教えてくれたし、父もいつも付き合ってくれた。厳しい母との稽古より、正直父との稽古の方が楽しかったと記憶する。気持ちは素直だ。誰より立派な鷹を飛ばせるようにしてくれたのも、センスがないとハッキリ言いながらも最後まで付き合ってくれたのも父だった。 
 そんな事をふと思い出しながら思って胸が痛んだ。 
 
 「さてと、本当はしたくもない話でもするかな」 
 旬介は、嫌々話を始めた。麒麟も黙ってそれを聞いた。 
 「お前も記憶にあるだろう、俺が泰親とと富子に監禁されていたときのこと」 
 「ああ、忘れたくても忘れられる話でもないから」 
 「あの時だ、恐らく。あの時しかないんだ……」 
 そこから旬介は、話をなかなか続けようとしなかった。 
 もう子供でもない。だから、麒麟は黙ってただ聞いた。続きを聞くまで四半時は要したと思う。 
 旬介の唇が少し震えていた。 
 「鬼の子を、俺の中に植え付けていった」 
 「は？」 
 麒麟の顔が青ざめた。 
 「は、母上は知ってるの？」 
 「知らん、絶対に言うな！」 
 「けど」 
 「わかるだろ、新月に言えばどうなるか」 
 麒麟は顔を逸らして唇を噛みしめる事しか出来なかった。泣きたくとも泣けはしない。何も考えられない頭で、なんとか言葉を絞り出した。 
 「それで、俺にどうしろと？」 
 「話が早いな、大人になった証拠だ。俺も安心した」 
 ふと視線を旬介にやると、泣きそうな顔で笑っているように見えた。 
 「この鬼を、どのくらい抑えておけるかわからん。もしなにか俺に異変があれば、直ぐに俺を拘束しろ。躊躇うな。どんな手段を使っても構わん。そして、兄上に任せろ。お前じゃ無理だ」 
 そこには、かつての自分をも重ねていた。旬介に最後まで晴明はやれなかった。 
 「俺にやれるかな」 
 麒麟はぽつんとこぼした。はっとして思わず口を抑えたが、旬介にはしっかりと聴こえていた。 
 「やるんだ、麒麟として」 
 子供の頃のように、旬介は麒麟の頭に手を置いた。 
 「頼む。お前にしか頼めんのだ」 
 「わかった。けど、蜃様と他の方法も考えてみるよ」 
 「ああ」 
 それ以上、二人は何も話せず。麒麟は部屋を出た。正直、重い足取りだった。やっぱり、泣きたくても泣けやしない。 
 (子供のままの方が、楽でよかったな) 
 当たり前のことを、当たり前のように思った。 
 
 旬介は一人、部屋に残ると自分で自分の顔を挟むようにして軽く叩いた。 
 「よし！」 
 こういう、重苦しい空気は嫌いだ。それでも、一つは済んだことに若干気が楽になった。ちゃんと言えたので、兄上にもちゃんと言えるはずだ。そっちの方が、重苦しいのだが。今回は予行練習みたいなものだったので、それでもちゃんと言えた自分を褒めてやりたいと思った。 
 「よし！」 
 もう一度気分を変えようとした。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 蜃の元に、鷹が舞い降りた。麒麟の鷹だった。その鷹は、投げやり気味に言霊を告げた。 
 『父上が、蜃様だけ来て欲しいって言ってます。早急に、お願いします』 
 「全く、あの親子は」 
 どちらも子供だなと、笑いながら蜃は鷹を帰した。 
 それに気付いた葛葉が、縁側でお茶を啜りながら蜃に問うた。 
 「旬……ではなかったな、今は麒麟か。珍しいな。何かあったのか？」 
 蜃はしれっと答えた。 
 「ああ、何か俺に用があるようだ。行ってくるよ」 
 「そうか、なら久しぶりに新月とひ孫の話でもしようかな」 
 葛葉がふふふと笑ったので、少しばかり気まずそうに蜃は言うた。 
 「すまん、母上。今回は俺だけみたいだ。なんだ、旬介が用があるらしい」 
 「ならば、なぜ麒麟の言霊を寄越す？ てっきりひ孫が産まれたのかと思ったではないか」 
 「大方、面倒だったんだろう」 
 葛葉は、ムスッと口を尖らせた。 
 「そう拗ねんでください。なにかあったらすぐ鷹を飛ばすから。あいつにはあいつのなんか用があるんだろう。知らんけど」 
 「考えてもみたら、お主だけ呼ばれるのも珍しいことだな。お主だけ呼ばれないことはあったが」 
 「それを言わんでください」 
 旬介に幼少ぶりの血を与えてから、新月より体調が回復したと聞いていたので、葛葉は安心しきっていた。 
 そして、孫に当たる今の麒麟に子供が出来たと聞いて最近はどこか幸せに思っていた。 
 「じゃあ、今回は大人しく留守番しているよ。ひ孫が産まれたら直ぐに知らせてくれ。飛んでいくから」 
 「はいはい」 
 翌朝、蜃はのんびりと屋敷を出た。 
 
 「蜃様がお一人で？」 
 暖かい陽の差し込む自室で、今や黄龍となった麒麟の正妻が、大きなお腹を抱えながら不思議そうに首を傾げた。 
 「なら、葛葉様もお呼びしたら良かったのに。いつ産まれてもおかしくないのですよ」 
 麒麟は大きなお腹に目配せした。 
 「別に後から呼べばいいさ。何だか父上のあの様子ではな、一緒に呼ぼうとも言えなくて」 
 「蜃様だけ呼ぶのもそうですけど、先程から貴方の様子がおかしいのが気がかりです」 
 見透かしたように黄龍が言うので、麒麟の顔が変に反応した。 
 「ほら」 
 「なにを」 
 「貴方は、昔からわかりやすいのですから」 
 黄龍は、くすくすと笑う。 
 「今は言えんがな、またいずれ話せるようになった時にでも」 
 「母様にも言えないのですか」 
 「ああ、まあ……麒麟としての？ 内密な話？ とでも言おうか？」 
 「まあ、はっきりしないこと」 
 「さて、お主の様子も見たし。仕事に戻ろうかな」 
 「今日は真面目なのですね。親子揃ってサボり癖があると、母様が嘆いておられましたよ」 
 麒麟は溜め息を吐いた。 
 「そうは言ってもおられんくなりそうなのだ」 
 言うと、彼は部屋を出た。 
 
 丁度、お茶の用意を持った新月と鉢合わせた。 
 「旬介との話は終わったのか？」 
 「ああ」 
 「それで、なんの用だった？」 
 麒麟はふと視線を逸らした。 
 「蜃様と久しぶりに酒でも飲みたいので呼んでくれと」 
 「相変わらず、嘘が下手だな。母を舐めるな」 
 「うっ」 
 ぐうの音もでないとは、この事である。それでも父のことを思えば、父の許可が無い限り、なにがあっても母には話せない。さっさとこの場から離れる言い訳を考えた。 
 「ああ、新月がもう産まれそうだからと不安がっていましたよ。それ、新月と食べるのでしょう。ごゆっくり」 
 麒麟は、慌ててドタバタとその場を立ち去った。 
 「ったく、今の新月は私だと言うに」 
 新月は、不満だった。子供の頃から支えてきた自分には、なんの相談も無いことが。自分では何の支えにもならないのだろうか、子も産めず支えにもなれなければ自分の存在はなんだったのか。それがここ最近ずっと引っかかっていた。 
 「母様、そう心配しないで」 
 ひょっこりと顔を出すように声を掛けてきた黄龍に、新月は驚きお盆を落としそうなった。それを慌てて二人で支えた。 
 「出会った頃は、親もなかった私ですら子供だと思うくらいに子供でしたけどね。今は違いますよ。それに、男には男の世界があるのでしょう。今は見守りましょう。どうしようもなくなれば、何か言ってくるでしょうに」 
 黄龍の言うことも、最もだと思った。 
 「しかしな、何かあってからでは遅いのだ」 
 「私だって不安はありますよ。でも、どうしようもないですもの」 
 「黄龍は、大人になったな」 
 「野生児だった頃とは大きく変わったでしょう」 
 二人して、ふふっと笑った。 
 「ああ、年を取ると心配性になるもんだなあ」 
 新月は持ってきたお盆を黄龍の部屋へと運んだ。 
 (……多分、その予想は当たっているんですけど私からも言えませんわ) 
 黄龍は、かつて泰親達に育てられたせいでやたらと勘が良い。そして、育てられた環境のせいでやたらと耳と鼻が良かった。それは野生児だった頃から多少は衰えたものの、今でもたいして変わらない。特に子供を宿したせいで、野生の本能と言うべきか。その能力はまた強くなっていた。 
 麒麟が旬介に呼ばれた時、どうしても気になってしまい、日向ぼっこの振りをして廊下に出ていた。何か嫌な予感がしたからだった。 
 そして、その耳で聞いてしまった。旬介と黄龍の性格を思えば、そのまま伝える事など勿論出来はしない。じゃあどうしようか。今は勘づかれても困る。けれど、助けてくれた二人のためになりたいのも事実である。ずっと恩返しがしたかったから。 
 そして、ふと思い出したことがある。ずっと泰親達に言われて当時の麒麟と旬介を付け狙っていた時に、二人が度々口にしていた話だった。 
 『私達の子供にケダモノの身体を与えましょう。餌にすれば、私達の願った幸せが手に入りますよ。この里で……』 
 (あれは、この事だったんだ) 
 今更気付いたが……。 
 「母様、少し父様と話をしたいと思います」 
 「なんの話しを？」 
 「母様を不安がらせないでって、お説教してやりますよ」 
 新月が笑った。 
 「麒麟領は、良い娘で良い嫁を貰ったものだな」 
 
 黄龍は新月に告げた通り、新月が夕餉の準備をしている間に、旬介の部屋を訪ねた。 
 「父様、よろしいですか」 
 「ああ」 
 っと声がしたので、新月は大きなお腹を抱えながら襖を開けた。 
 「珍しいな。どうした？」 
 黄龍は、笑って見せた。 
 「今日は調子がよろしいようですから、この大きなお腹を見て頂こうかと」 
 「最近はずっと調子が良いぞ」 
 黄龍は部屋に入ると、失礼しますと入口に腰を下ろした。旬介は構わず、隅に置いていった座布団を引き寄せた。 
 「そこは冷える。ここに座われ」 
 黄龍は旬介の出した座布団の上に座り直した。 
 「最近は、何度もお腹を蹴るんですよ。もうそろそろ産まれそうです。名前は、お二人に決めて頂こうかと」 
 旬介は笑った。 
 「そうか、男か女か。楽しみだな」 
 それから、少しだけ二人の間に無言が流れた。 
 最初に口火を切ったのは、黄龍であった。 
 「ねえ、父様。イタチ娘は、聞いてしまったのですよ。私に何か出来ることはありませんか？」 
 旬介は特に表情も変えずに返した。 
 「そうか、お主は相変わらず耳が良いな。けど、稚児(ややこ)を産んでくれたらそれで充分だ。それと、新月を頼まれてくれたら更に有難い」 
 「……私は、知っていたかもしれません。もっと早くに。けど、それがそれだと気付いたのは今更です。泰親と富子に取り憑いていた鬼の“子”です、それは」 
 「そうか」 
 旬介の胸で、全てが腑に落ちた。 
 「教えてくれて、ありがとうなあ。鬼であろうとは思っておったし、そんな話も母上から聞いてはいたが、確信はなかったのだ。これで、兄上に説明しやすくなった」 
 「父様！」 
 「なんじゃ？」 
 黄龍の目が潤んだ。 
 「どうするおつもりですか？」 
 「どうもしないよ。兄上に報告するだけじゃ」 
 「それでは、報告してからどうするおつもりで」 
 黄龍は、今にも飛びかかりそうな勢いで叫んだ。 
 「黄龍、新月に聞かれてしまう。俺にはわからん、その先は兄上の判断だ」 
 黄龍は悔しかった。自分が一番近くで、一番聞いて見てきた筈なのに、何も出来なかったし、今尚何も出来ない。子供だったからという言い訳にはしたくなかった。 
 「わかりました。では、この先は蜃様に」 
 しょんぼりと立ち上がった黄龍の袖を、旬介が引き止めた。 
 「そう心配するな」 
 「父様、とても説得力がありませんよ」 
 「そうかもしれんな」 
 お互い苦笑いして話は終わった。 
 廊下で、案の定新月が待っていた。 
 「なあ、黄龍。教えてくれんか？」 
 今にも泣きそうな声で、新月は黄龍に請うた。 
 新月が外にいるのを、黄龍は知っていた。匂いがしたから。だから、話を切り上げてきた。 
 「母様、ごめん。ごめんなさい」 
 黄龍は泣きそうになるのを堪えて、その場を立ち去るしか無かった。 
 黄龍が飛び込んだのは、麒麟の部屋である。仕事をするといいつつも、ぼんやり考え事をしていた麒麟はその様子に驚いた。同時に察した。 
 「お腹の子に触る。今は余計なことは考えるな」 
 「余計な事ってなんだよ！」 
 黄龍の剣幕に再び驚いた。 
 「お前は、大人になってからそうだ。昔みたいに言わないし、怒らない、無理も言わない。僕がもっと早く気付いて、葛葉様に教えていたら。きっと、こんなに悪くはならなかったと思う」 
 わあっと泣き出した黄龍を、麒麟は慰めるように抱きしめるしか無かった。 
 そして、落ち着いた頃に一言だけ告げた。 
 「俺と蜃様でなんとかするから。絶対、なんとかするからさ」 
 
 黄龍が立ち去った後で、新月は直ぐ様旬介の部屋へと飛び込んだ。 
 「旬介！ 何事だ」 
 「何事とは？」 
 「今、黄龍と会ったのだ」 
 「ああ、何事でもないよ。最近、特に腹の赤子が元気だと教えてくれたのだ」 
 新月はズカズカと旬介に近付くと、肩を掴んだ。 
 「もう、いい加減にしてくれ！ 皆で隠し事ばかりして、私だけ蚊帳の外ではないか。お前に何が起きてる。何が起こっているというのだ！ 頼む教えてくれ」 
 新月の悲痛の声が部屋にこだました。よく響く屋敷内に気付いて、改めて静かな場所であったと実感した。 
 「この屋敷は静かだな。昔から、こんなに静かだったっけ？」 
 「何を言い出す？」 
 「いやな、もし今でもお前と二人きりであったらどうだったんだろうかと考えて」 
 「本当に、急に何を言い出すのだ。お前は……」 
 旬介は淡々と続けた。そこに意図はなかった。 
 「俺はガキの頃から、お前を嫁にすることしか考えてなかったから、その後のことは何にも考えてなかった。子供が出来ぬと嘆くお前の気持ちも分かってやれなかった。だって、お前さえいてくれたら良かったんだ」 
 新月の頬を撫でる旬介の手は温かかった。 
 「だから、この生命燃え尽きる時まで、お前に寄り添って欲しいと思っているけど、それ以上にお前が不幸になる事が嫌なんだ。俺の嫉妬深さもお前への執着も知っているだろ」 
 「ああ、知ってるよ！ うざいくらい知ってるつもりだ。だから、教えてくれ。私には、覚悟がいるんだ。お前がどうなろうが、覚悟する時間をくれないと私は壊れてしまう」 
 「そこまで気付いておったのか」 
 「相変わらず馬鹿だな。何十年一緒におると思っておるのだ」 
 旬介は思った、潮時だと。 
 「俺はズルいから、兄上から言わせようと思ってたんだ。俺は……もう長くないと思う」 
 咄嗟に、新月が旬介を抱きしめた。強く強く抱きしめた。 
 「ごめんな。泰親に植え付けられた鬼の子が俺の中で育っている。日に日に大きくなって、血肉を求めるんだ。いつまで抑えていられるかもわからんし、自信もない。俺が喰われてしまえば、もう俺は俺じゃなくなるし、止められるとしたら兄上しかおらん。だから、兄上を呼んだ」 
 旬介の手が新月の頭を撫でた。 
 「だからさ」 
 旬介は新月を抱きしめた。 
 「最期のその日まで、何も知らんと笑っててくれ」 
 
 ※※※※※※※※ 
 
 とんでもない責任を押し付けられる予定だった蜃が麒麟領に到着したのは、それから間もなくの事だった。 
 到着して直ぐ湯浴みに通され、食事でもてなされたものの、肝心の話は一向に始まらない。その上、お通夜なのか何かの祝いなのかと言いたげな訳の分からない空気だけが漂っていた。 
 「お前ら一体何なのだ」 
 食事を終えた頃に、我慢できずに蜃は言った。 
 「なんなのだとは、麒麟領の愉快な仲間達だが」 
 旬介がすっとぼけて返した。 
 「そうじゃないだろ。俺をここに呼んだ理由は何だ？ この様子だと、悪い想像しか出来んのだがな」 
 そうでなければと思いながらも、蜃はわざと語尾を強めた。 
 それに反応するかのように、黄龍が立ち去り、麒麟がそれを追った。 
 「蜃様、悪い話と決めつけては、なんでも悪い話になってしまいますから。さ、お酒をもっと飲んで」 
 新月が蜃にお酌した。必死に抑えていた手の震えが伝わって、酒が零れた。 
 「ごめんなさい、今拭きますね」 
 徳利を置いた新月の手を、蜃が握った。 
 「兄上、お触りは禁止です。やめて貰っていいですか」 
 旬介の冗談も今は笑えない。 
 「さっさと要件を話せ。さもなくば帰るぞ」 
 「今からですか」 
 「ああ、今すぐ帰る」 
 イラついた蜃が子供のように言うので、旬介は一口だけ酒を飲んでから話し始めた。 
 「良い話ではないかな。なので、俺にも気持ちの整理がいるんですよ。いざ顔を見たら、また言い出しづらくなってしまって」 
 蜃は溜め息を吐いた。そして、酒をグイッと飲み干した。 
 「もう、何を言われても驚かんし怒らぬし、黙って聞くことにする。だから、旬介と二人にしてくれ」 
 旬介が新月に目配せした。そして、改めて蜃に向き合う。 
 「そんな、疑いの目で見るな」 
 「どんな目だよ」 
 「その目だ」 
 完全に人払いが出来たのを見計らい、旬介は蜃に告げた。 
 「単刀直入に、結果から言う。その方が、俺が気楽だ」 
 「ああ」 
 「俺は間もなく死ぬだろう。もう長くないのだ」 
 「は？」 
 蜃が持っていたお猪口を、ゴロンと落とした。 
 「す、すまんな」 
 慌てて拾い上げたのを見ながら、旬介は続けた。 
 「泰親と富子に植え付けられた、鬼の子が俺の中で育っているのだよ。いつまで抑え切れるかわからん。だから近いうちに抑えきれなくなったら、俺を殺して欲しくて兄上を呼んだのだ。鬼を抑えられるとしたら、兄上しか思い付かなかったから」 
 「母上には……言えるはずないか。それで、いつ気付いた？」 
 蜃の無機質な問い掛けに、旬介も淡々と答えた。 
 「最近だよ。始めは激しい飢えと渇きから始まった。それが生克五霊獣の法を使ったせいだと母上が言い、血を貰ってから酷くなった。あまり言いたくはないが、それで血の味を覚えたらしい。最近は衝動が酷くて、人を食べたくてしょうがないんだ」 
 自分で言いながらもゾッとした。吐きそうな嫌悪感さえ覚えた。 
 「本当なら、今この時でさえ、兄上に殺して欲しいくらいだ」 
 蜃は、口元を抑えた。覚悟していたつもりではあったが、予想以上の悪い話に吐き気を覚えた。 
 「兄上、顔が真っ青です。部屋で休んでください」 
 蜃は、それに従うしかなかった。 
 「ああ、少し時間が欲しい。続きは後程聞こう。もう少し話もしたいが……ごめん、無理だ。今は、これ以上は無理だ」 
 旬介が新月を呼んで、蜃を部屋に送らせた。 
 旬介はその後も、鬼のせいで味の分からなくなった、今では酔いすらもしない酒を、一人飲み続けた。 
 
 「なあ、新月。お前は旬介から聞いたのか？」 
 部屋に案内された後、その場を立ち去ろうとする新月を引き止めて、蜃は堪らず聞いた。 
 「頑固でしたよ。私だけには言おうとしないんです。だから、言ってやりましたよ。私には、お前の不幸を受け入れる覚悟と時間が必要だと」 
 「そうか」 
 「少女だった私を覚えておいででしょうか？ あの頃は大人で優しかった蜃様は、私の憧れでした。けど、蜃様にはお蝶姉様がいて、私は適わなかった。酷い話ですよね、こんな私を出逢ってからずっとずっと愛してくれている」 
 新月の目から、はらはらと涙が零れ落ちた。 
 「子供なんていなくても、私さえいれば良かったって。なんで、最初からずっと旬介だけを見ていなかったんだろう。今更後悔しても遅いのは分かってるんです。でも、こんなに早く時が来るなんて。私はどう詫びたら、どう応えて、どう返したらいいの？」 
 新月の気持ちが溢れ出した。蜃は黙って聞き続けた。蜃の目だけが、言いたい事は全部言ってしまえと新月に告げた。 
 「どうしよう。旬介がいなくなる」 
 わあっと泣き出した新月の頭を、蜃の手がそっと撫でた。 
 「俺がなんとかする」 
 あの鬼達は、滅んでもまだ己らの欲だけに人を不幸にするのか。 
 「俺の爺様が招いた災悪だ。母上はもう十分背負ったのだし、俺が何とかするしかあるまいな。それが、義弟達に里を任せた俺の責任さね」 
 新月の濡れた顔が、こくりと動いた。 
 
 翌日。 
 蜃は、朝餉の後で改めて旬介と話をすると決めた。 
 昨晩、新月が自分の代わりに泣いてくれたから、早く覚悟がついたと思った。ただ、やはりよくは眠れなかった。 
 「兄上、よく寝られませんでしたか」 
 「寝れるわけないだろう」 
 「俺はぐっすり寝ました」 
 「そうか、それは何よりだ」 
 なんのやり取りだと思いながらも、多分お互い話を切り出すタイミングを伺っているのだなと麒麟は思った。ので、朝餉を食べ終わると麒麟は静かにその場を立ち去った。そして、そのまま散歩に行くと新月に告げた。それなりの気遣いのつもりだった。 
 「私も一緒に散歩してきます」 
 黄龍も続けて言うので、麒麟も新月も止めてはみたが 
 「私は耳が良いので、出来れば離れていたいのですよ」 
 というから、仕方がないので麒麟は黄龍を連れて散歩に出た。 
 「ねえ、久しぶりだな。一緒に出掛けるの」 
 「言葉遣いがおかしいぞ」 
 黄龍は笑いながら、麒麟の腕にしがみついた。 
 「僕はこっちの方が楽だな。いいだろ、たまには」 
 「別に」 
 「麒麟が嫌ならやめる。けど、今でも本当はお前の事は旬介って呼びたいんだ。麒麟と呼ぶとなんかもやもやする」 
 「え？」 
 「僕が黄龍と呼ばれるともやもやするのと同じだと思うぞ」 
 麒麟は笑った。 
 「確かに、そうかもな。でも、本当は父上と母上の名前なんだ。今までは借りてただけだから仕方ないだろ」 
 「わかってるよ、そのくらい」 
 「でも、気持ちはわかるよ。俺も未だに慣れん」 
 そんなたわいない話をしながら、里をぶらぶらしてるだけで、結局二人が帰ったのは夕方だった。 
 
 一方、蜃と旬介は、二人が出払ってからも話すタイミングを見つけられずにヤキモキしていた。 
 「さて、今日は何をしようか。久しぶりに、手合わせでもしようか」 
 蜃は旬介に提案してみた。 
 「余裕で負けるよ。最近は、めっきり体力も落ちたので、麒麟にだって負ける」 
 「そういえば、お前の鷹はどうした？ 俺を寄越すのに、態々倅に頼む必要もなかろう」 
 新月がお茶を運んできたので、それを飲みながら旬介は答えた。これも味がしない。 
 「霊力が無くなりました。気付いたのは、鬼の子に気付いてからだったかな」 
 ようやく話す切っ掛けが見つかったと言わんばかりに、蜃は続けた。 
 「それで、昨晩の続きだ。何を言おうとしていた？」 
 旬介は懐から手紙を取り出すと、新月が部屋から出たのを見計らって、それを蜃に渡そうと胸元に押し付けた。 
 「絶対に誰にも見せないでください。読んだら直ぐに燃やしてください」 
 旬介は蜃に耳元でそう囁いた。 
 蜃は旬介の手紙を受け取ることに迷いを見せたが、義弟の表情を見たら拒否など出来なかった。受け取ったらお終いな気がしたのに。 
 「……わかった。お前はどこまで俺を虐めるのだ」 
 嘲笑ってみせた。 
 (この手紙を読んでも、俺は自分の中に希望を持てるだろうか) 
 新月に何とかすると言ったものの、何か出来る気がしない。それを打破する何かを見つけたいのに、それすら思い付かず、手紙を読めば最悪のシナリオしか歩め無い気がしてならない。 
 「やはり、この手紙は」 
 突き返そうと手紙を握り直し旬介に押し付けようとすると、旬介はその手をグッと蜃の方へ押した。 
 「後生です」 
 蜃は仕方なしに、それを懐へ入れた。 
 「いつになるか分からんぞ」 
 「それでもいいんだ。俺が死んでからの事も書いてあるから」 
 蜃は堪らず叫んだ。 
 「ならば、余計に受け取れんだろ！」 
 「後生です」 
 「ふざけるな！」 
 蜃は旬介の肩を掴んだ。 
 「なんで、お前は最後の最後までそうなのだ！ 何故、諦める？ あの時だって、助かっただろ。今回も助かるから、助けるから！」 
 「無理です」 
 旬介も堪らず泣き始めた。昨晩の新月とよく似ていた。 
 「俺だって死にたくない。まだ新月と一緒に居たいし、孫だって産まれるんだ。ようやく、兄上とも和解したのに、今までの分、もっと楽しく過ごそうと思ってたのに」 
 「なら、なんとか方法を探そう」 
 「無理なんだ、無理だから。だから、せめて最後のワガママくらい聞いてよ」 
 「じゃあ、せめて何故無理だと言い張るのか教えてくれ」 
 嗚咽を抑えながら旬介は言うた。 
 「毎晩、鬼の子が俺の中で暴れるんだ。度々、意識が無くなりそうになるから 
 、身体を焼いて抑えてる。辛いんだ、本当に。焼くのも、抑えるのも。もう、無理だ。本当に」 
 蜃は咄嗟に旬介の着物を剥いた。廊下でこっそり聞き耳を立てていた新月が、真っ青な顔で部屋に飛び込んできた。 
 「お前」 
 蜃は吐き気がした。 
 「眠るために香を焚くと言っていたではないか。それは肉の焼ける臭いを誤魔化すためだったのか！」 
 新月が叫んだ。 
 旬介の身体には酷い火傷のあとが無数にあった。 
 「なんで、私に相談してくれないんだ。なんで」 
 蜃がひっぺ替えした着物を整えてやると、旬介はしゅんとしたままそこにいた。そこにある、と称した方がしっくりくるだろうか。そのくらい、誰の目にも小さく見えた。 
 「じゃあ、新月は俺を殺せるのか？」 
 急に放った旬介の冷たい声色に、新月の身体がピクリと動いた。 
 「もし仮に、新月に相談していたとして。鬼が暴れた時に、新月は俺を殺してくれるのか？ 俺が殺してくれと泣いて叫んで、そうしたら殺してくれたのか？」 
 新月は、何も言えなかった。 
 「出来ないんだろ。そんな事わかってる。だから、俺は身体を焼くことで自我を保つしかないんだ。霊力だってもうないから、もう何も出来ないし、抵抗することすら出来ない。俺の中で毎晩バリバリと、鬼の子が俺の魂を喰らうのを聞いているんだ。それが、どれだけ気持ち悪いかわかるか？ 今にも新月の眠る部屋の扉を開けて、その首筋に食らいつきたい。黄龍の膨れ上がった腹を引き裂いて、まだ柔らかで新鮮な稚児を食ってしまいたい。それが俺の本性だ」 
 「……もうよそう、この話は」 
 蜃は力無くそう言った。懐に文をねじ込むと、静かに部屋を出た。 
 そこには、魂を抜かれたような新月と、旬介だけが残された。 
 「……新月、ごめん」 
 暫くの間を置いて、旬介が呟いた。 
 「……何を謝る必要がある。お前の言う通りだ。私は、お前を殺せん。どんなに泣き叫ぼうと、懇願されようと、私には殺せん。けど」 
 新月は、すがるように旬介を掴んだ。 
 「少しくらい、ほんの少しでいいから、お前の辛さを私にも分けてくれ」 
 
 独り外に出た蜃は、宛もなくぶらぶらと歩いて回った。 
 ふと真新しい神社の前で足を止め、こんな所に神社があったかと首を傾げた。なんとなく気になったので、その神社を見てみることにした。 
 少しばかり小さな山になっており、急な階段が刻まれている。 
 その階段を上がりながら、あっと気付いた。 
 確かに、昔はここに神社などなかった。だって、ここは旬介と晴明の遺体を運ぶために歩いた道筋にあった山だったから。気にも止めない山だったのに。 
 何故こんなところに神社等建てたのだろう。 
 小さな山と言っても、それなりに距離はある。急なのもあって、少しばかり息が切れた。 
 「俺も歳だな」 
 思わず呟く。 
 小さいけれど、立派な祠がそこにはあった。どうやら、掃除も行き届いているようである。 
 とりあえず気になったので、賽銭を投げ入れてお参りをした。 
 (ちょっと、失礼しますよ) 
 祠を開けると、そこには小さな鏡が祀ってあり、更にその奥には絵が飾ってあった。霊獣、麒麟の絵だった。 
 (誰がこんな。何のために) 
 なんとなしにふと辺りを見回して気付いた。 
 「あ！」 
 っと思わず声が出た。 
 「なんだ、そういう事か」 
 思わず笑ってしまった。この神社からは、麒麟領が麒麟邸を中心にほぼ全貌を見渡せるのだ。 
 蜃は祠の扉をそっと閉めた。 
 
 麒麟神社(蜃が勝手に呼んでいる)の祠の近くに腰掛けると、懐に捩じ込んだ文を取り出した。押し付けたり、押し付けられたりしているうちに、シワシワになってしまっていた。 
 文を開く。 
 「相変わらず、字だけは上手いな」 
 くすくす笑う。なんとなく、今まで当たり前だったことが妙にしんみり感じる。 
 意を決して読み始めた。 
 そこには今までの詫びだったり恨み言だったりがツラツラと書き連ねてあったので、時々読むのをやめようかとすら思ってしまった。それでも読んでいると、段々感謝の言葉に変わっていき、最後にこう締めくくられていた。 
 
 『最期だと思うので色々と言いたい事を書き連ねましたが、俺が願うのは一つだけです。 
 どうか、新月と麒麟領をよろしくお願いいたします。』 
 
 「新月の何をお願いするというのだ、バカタレ。あれだけ俺に意地張ったんだ、最期まで貫き通せ」 
 ポタリ、と文に水滴が落ちて字が滲んだ。 
 処分を頼まれた文であったが、出来るはずもなく、再び丁寧に畳むと懐にしまった。 
 どうやら、空までもが泣き始めたようだ。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 それから数日は、特に何も起こらなかった。 
 黄龍の容態も良く、いつ産まれてもおかしくないことには変わりない。 
 そろそろ葛葉を呼ぼうかと言う話にもなり、一旦蜃が葛葉を迎えるため帰ることとなった。 
 屋敷の前で 
 「くれぐれも無茶はするな。何かあれば直ぐに鷹を寄越せ」 
 と再三言って旅立っていった。 
 「無茶とは何をすると言うんだ」 
 旬介は呆れたように見送った。 
 「ははは。蜃様も心配なんだよ」 
 散々無茶をしてきたのだ、当たり前では無いか。と、本当は言いたい気持ちを抑えて新月は旬介の背中を押し、屋敷の中へと戻そうとした。 
 「たまには散歩でもしようかな」 
 「大丈夫なのか？ もうずっと篭もりっきだったではないか」 
 体力も随分落ちてしまったのを、新月は知っている。 
 「何を言うか。そこまで、爺では無いぞ。そう心配せんでも、少しだけだよ」 
 「ならば、私も行こう」 
 旬介は笑った。 
 「よし、なら久しぶりに茶屋にでも寄ろう」 
 何を食べても、何を飲んでも、味などしない。葛葉のお陰で血の味を知って以来、飢えと乾きの代わりに、血肉が欲しい欲求が酷く高ぶって仕方ない。その欲求は、時折自分の自我さえ奪おうとする。 
 誤魔化すように、自分が好きだったものを色々食べてみてはいる。それら全てが味気なく、満足しない。それでも、新月と一緒なら気が紛れるのは事実だ。 
 
 やはり落ちた体力は尋常ではなく、身体がすこぶる重い。息が切れる。しかし、これは本当に体力のせいだけなのかと、何度も疑った。 
 「やはり、帰ろうか」 
 新月が声を掛けるが、旬介は首を縦には振らなかった。 
 「もう少し歩こう。里を見てまわりたいんだ」 
 「そうか」 
 新月も、旬介に合わせてゆっくり進んだ。 
 「そういえば、すっかり忘れていたな」 
 新月が呟く。 
 「何をだ？」 
 「お前も忘れたのか。この田んぼを見てみろ」 
 「ああ」 
 旬介が足を止めた。周りには、黄金色の田んぼが広がっていた。 
 本来、稲作や漁業は青龍領が主軸ではあるが、それだけでは足りないのでこうしてどの領でも当たり前のように維持している。 
 「そうか、収穫祭があるんだ」 
 「お前が一番好きなお祭りだ」 
 今年はなんとか楽しめそうだと思ったら、急に身体が軽くなった気がした。 
 ずんずんと歩きながら新月を追い越すと、旬介は振り向きながら手を差し伸べた。 
 「お団子が待ってる」 
 
 ※※※※※※※ 
 
 ピーヒャラピーヒャラ、笛の音が里中にこだました。 
 それは麒麟領だけにあらず、どの里でも同じだ。 
 引退した元領主達も、それはそれで忙しい。今年は、各領から麒麟領に向けて鷹が飛ばされた。 
 「新月、悪いが皆に鷹を飛ばしてくれ。霊力は無くなっても俺は元気だと。あと、孫も産まれそうだと」 
 「わかった。母上達もそろそろ着くだろう」 
 すっかり忘れていたせいもあるが、気を使った麒麟達が言わなかったのもある。 
 あれから三日も待たずに収穫祭が始まった。 
 「麒麟、麒麟はおるか？」 
 旬介が呼んだ。代わりに黄龍が答えた。 
 「父様、麒麟は民のところですよ。先日からずっと引っ張り回されてます」 
 「臨月の嫁を置いてか」 
 「ふふふ。だから、皆に祝われてるのですよ。麒麟が行かねばここに民が集まってしまうでしょう。それは父様が望まないからって」 
 旬介は、苦い顔で頭をポリポリと掻いた。 
 「それより、どうされたんですか」 
 「いや、俺も折角だから見て回りたいので留守番を頼もうかと」 
 「ならば私がおりますから、母様と行ってらっしゃって」 
 「大丈夫か？」 
 「父様より大丈夫ですよ」 
 「すぐ帰る」 
 「折角なんです、ゆっくりしてきて」 
 黄龍は急かすように、旬介の背中を押した。 
 「新月、出かけるぞ」 
 奥で何やらやっていた新月が慌てて飛び出してきた。 
 「どこへいくのだ？ まだ片付けが途中だ。ちょっと待てんか？」 
 黄龍が声を上げた。 
 「あとは私がやっておきますから、母様も早く行ってらっしゃい。そろそろ芋汁が配られる時間ですから」 
 毎年楽しみにしていた。芋汁が好きと言うより、思い出が多いのだ。思い出を噛み締めている気がして、幸せな気分になれる。今度こそ、この満たされない飢えから解放される気がした。 
 気がしたが、結局その芋汁さえ、味気なく感じてしまった。 
 
 最悪の事態が起きたのは、この晩の事だった。 
 今夜は夜通し、祭拍子が鳴り響く。そんな日だった。 
 赤子が泣いても、この日は気にしなくてもいい。赤子泣け泣け、等と歌い語り継がれるような日だ。 
 
 『赤子泣け泣け、赤子泣け 
 今宵は楽しいお祭りだ 
 泣く子も笑う、お祭りだ 
 赤子泣け泣け、赤子泣け 
 泣けば泣くほど稲穂が取れる 
 泣く子も笑うお祭りだ』 
 
 誰が作ったかは分からない。それでも、子供の頃から馴染みのある歌だった。 
 今夜は、いつも以上に鬼が呻く。血肉が啜りたいと、何度も何度も泣き叫ぶ。何度も何度も意識を持っていかれそうになるので、いよいよダメかもしれないと思い、身体を焼いたついでに自分で自分をなんとか縛り付けた。 
 まるで拉致でもされたかのように、縛られて床に転がった。 
 独り孤独に耐えていたら、時折泣けても来る。けれど、あまりにも耐えられなくなって、必死に堪えていたはずが、一瞬呻き声を上げてしまった。 
 決して夜は近付かないでくれと、新月に強く言い聞かせていた。 
 無論、新月は気に入らず反論するので、もし声でも上げるような事があれば入ってもいいと言う約束を交わしていたから、旬介的には致命的であった。 
 その声を勿論新月は聞き逃さない。部屋へと瞬時に飛び込んできた。そして、呆然と呟いた。 
 「なんだ、これは」 
 
 雑に両腕を縛り上げられた旬介が、畳の上で無造作に転がっていた。着物には血が滲んでいるし、舌か唇でも噛んだのか、口から血も流れている。 
 何より、肉の焼ける嫌な匂いが部屋の中に充満していた。 
 「なんなのだ、これは」 
 新月が咄嗟に叫び駆け寄ろうとした刹那、旬介が叫んだ。 
 「寄るな！」 
 乱れた髪の隙間から、僅かに覗く右眼が夜行性の獣よろしくギラギラ光っている。怒鳴った口からは、鋭い牙が見えた。 
 「そこから動くな！」 
 尚も旬介は叫ぶ。 
 新月は部屋に入ってすぐの場所で、そのままストンと力無く腰を落とした。 
 「私は、どうすればいい？ どうしたら、お前の苦しみを少しでも楽にしてやれる？」 
 少し収まったのか、旬介はゴロンと天井を見上げた。 
 「見られたくなかったんだ、こんな姿」 
 「旬介」 
 新月の中で何かが決まった。 
 新月はゆっくり立ち上がると、まるで亡霊のようにゆらゆらと旬介の傍に寄った。 
 それに気付いた旬介が、再び怒鳴った。 
 「だから動くな！ 近寄るんじゃない」 
 そして縛られた手で顔を覆いながら、泣き事のように続けた。 
 「頼む、頼むから。抑えられないから」 
 だが、新月は旬介の傍によると彼の頭を抱き上げて膝に上げた。 
 「もう、我慢するな」 
 「何を言い出すんだ。本当に、無理だから」 
 新月が旬介を縛った紐を解くと同時に、ふっと、彼の意識も落ちてしまった。 
 
 何故か、旬介は夢を見た。 
 それは、幼い頃の夢だった。 
 本当に体験したのか、していないのかは定かでは無い程、何気無くて夢現な夢だった。 
 傍で、幼い頃の新月が笑っていた。 
 その幼い新月が、懐から柿を取り出して旬介に差し出した。 
 「覚えてる？」 
 (ああ、覚えてるよ。初めて新月にあげたものだ) 
 夢の中の彼は、声が出せなかった。 
 (美味しくなかったよな、あれは) 
 少女の新月は柿をグイッと持ち上げるように差し出した。 
 (何故、俺だけ大人なのだ？) 
 夢の中の自分に苦笑しながら、新月の柿を手に取った。 
 「とても美味しいの。旬介にもあげるね」 
 (ありがとう) 
 ぱくりと、ひとくち食べた。とても甘くて、美味しくて、涙が溢れた。ずっと味気なかった食べ物の味を、久しぶりに味わった。そして、久しぶりに満たされた。止まらなくなって、ぱくぱく食べていると、少女の新月が満面の笑みで笑って見せた。 
 「よかった！ 今までありがとうね」 
 
 その一言で目が覚めた。 
 
 全て満たされた。満たされて、皮肉にも自我が戻ったのだ。 
 旬介は、血の海の中で佇んでいた。新月が差し出した柿は、柿ではなく新月自身だった。 
 腕の中の彼女は首筋から鎖骨にかけて、骨が剥き出しになっていて、とうに息絶えていた。 
 「ああああああああ!!」 
 思わず叫んだ。 
 「新月！ 新月!!」 
 泣き叫びながら声を掛けるが、聞こえるはずもない。 
 
 その声に、麒麟と黄龍が駆け付けてきた。同時に、その光景を見て絶句した。 
 「……俺を直ぐに拘束しろ。そして地下牢に繋げ。あとは、兄上に任せろ」 
 旬介はそう言うと、廃人のように黙ってしまった。血塗れの新月を抱いたまま、肩を落としてピクリとも動かなかった。ただ、ギラギラと反射する右目だけは延々と涙を流し続けていた。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 蜃が麒麟邸に到着したのは、翌日の事だった。 
 地下牢で拘束された旬介を見せられたのは蜃だけ。葛葉はまだ知らない。遺体や血痕は麒麟と黄龍で早々に片付け、それでも拭いきれない分は部屋を閉ざす事で一時的に隠した。 
 二人とも泣きながら掃除をした。 
 「よいか、黄龍。絶対に、絶対に蜃様がよいと言うまで、葛葉様には知られてはならん。これ以上泣くのは、泣くのは全てが終わってからにしよう」 
 「……麒麟の方が泣いてる」 
 「かもしれんけど」 
 
 牢に繋がれた旬介には、もはや人だった頃の面影はなかった。 
 両手両足を拘束具で拘束されてはいるが、鉄のそれですら引きちぎらんばかりに獣のように暴れ吠え続けた。 
 グルグルと唸る口からは牙が覗き、新月を喰った後が痛々しく残る。そして、右目は人のそれにあらず、闇夜でもギラギラと光っていた。 
 「旬介、聞こえるか？ 俺だ。わかるか？」 
 旬介は、知らんとばかりに吠えた。 
 その度に、ガシャガシャと拘束具の鳴る音が地下牢に響いた。 
 「少し話をしよう」 
 蜃は、麒麟に二人にしてくれと頼むと、構わず話し続けた。 
 「お前と出会った時の話だ。俺がこの里に拉致されて、不貞腐されていた時、父上に連れられてお前達と出会った。俺には共に育った弟がいたのだが、それとはまた別の気持ちだったな。悔しい思いもあったけど、正直可哀想だという思いが専攻したのかもしれん。その時思ったのは、この二人も守ってやらないと。そう思ったんだ」 
 旬介であったそれは、蜃を見つめたままずっと吠えていた。時折、涎を垂らすので、俺を食べたいのか。と蜃は察した。 
 「数日前、お前を殺せていれば新月は助かったのかな。でも後悔はしてないんだ。だって、俺にお前は殺せんかった。殺せるはずないだろ」 
 蜃の中でも何かが決まった。 
 蜃は旬介に手をかざすと、一言呟いた。 
 「お前に、俺の犠牲をもって、生克五霊獣の法を遣う」 
 もはや、嗚咽に近い呟きだった。 
 「すまんな、やっぱり。どんなになっても、俺にお前は殺せんよ」 
 蜃はずっと決めていた。最悪の自体がおこる前に、こうしようと。けれど、遅かった。最悪の事態は起きてしまった。完全なる自分の失態だと酷く自分を責めた。 
 「最後に、お前の名前を聞かせてくれるか？ お前は誰なのだ？ それとも、物言えんか？」 
 最後に、一言だけ旬介であったものは声を発した。 
 「……ザ……ン……キ……」 
 「ほう、ザンキか。その忌まわしき名前、地獄の果まで覚えておこう」 
 蜃の発動させた法は、しゅるしゅるとザンキを呑み込むと、一つの鏡だけをその場に残して消えてしまった。 
 次第に蜃の身体が崩壊を始めた。皮膚が砕け、筋肉が砕け、骨が砕け。徐々に徐々に形を失っていく。 
 その中で、最後の意識の中で、蜃は面影を見た。 
 
 『お久しゅうございますね』 
 (お前は) 
 『あら、お忘れですか？ ずっと想っていてくれてると思っておりましたのに』 
 
 くすくす笑う面影は、蜃の身体が朽ち果てる程に、はっきりとしてきた。 
 
 (すまんな、目がよく見えなかったのだ。お蝶だね。来てくれたのか) 
 『ずっと、お傍にいたんですよ。ずっと待っておりましたから。それにしても、早かったです』 
 (そうか、俺はもっと長生きする予定だったのか) 
 『ええ、私の分まで長生きしてもらう予定でした』 
 (本当に、すまないな) 
 『いいえ。これでよかったのですよ。私も義弟を殺して欲しくありませんでしたし、何よりお陰でまたこうしてお会い出来た』 
 
 蜃は、お蝶を抱きしめた。ずっと願ってきた想いが通じたと思った。 
 
 (ずっと、寂しかったぞ) 
 『後妻を迎えておられたら、私は離れるおつもりでしたのに』 
 (俺にはお前しかいないよ。これまでも、これからも) 
 『ありがとうございます』 
 
 蜃の身体は、着ていた衣服を残して全て消えてしまった。 
 




最終回


 地下牢から誰も戻ってこない。もし、半刻して戻らなければ、様子を見に来いと蜃から麒麟に伝えられていた。 
 もし、俺に何かあったらその時はこれを読んで欲しいと文も受け取っていた。 
 約束の半刻が過ぎようとしていたが、蜃は戻ってこなかった。 
 「蜃は何処に行ってしまったのだ」 
 何も知らない葛葉が、呆れたように言った。 
 麒麟が慌てて答えた。 
 「外で父上と話し込んでるのですよ」 
 嘘が下手なので、葛葉は不審に思った。 
 「お前、何か隠しておるだろう」 
 麒麟が困っていると、黄龍が助け舟を出した。 
 「本当ですよ。先日お一人で来た時も、今晩の様に外で話しておられましたから。月見酒が美味しいのでしょう。さあ、いつ戻ってきてもよいように、軽い食事など作っておきましょうか」 
 新月に促され、葛葉は「あ、ああ」と共に席を立った。 
 部屋を出る時、麒麟は黄龍にありがとうという意味のサインを送って見せた。 
 二人が台所に入ったのを見届けると、麒麟は地下牢へと走った。 
 
 松明を持って、地下を降り進んでいく。 
 カビ臭く、どんよりとした嫌な空気が流れる。ここを通る度、黄龍がまだ新月と言う名前を貰う前の出来事を思い出す。今思い出しても、恥ずかしくて嫌な思い出だ。それもあって、ここは嫌いだ。 
 先程まで旬介の呻き声が不気味に響いて居たというのに、今は誰もいないかのように静まり返っていた。 
 そして、目的の牢の前まで来て愕然とした。 
 旬介を繋いでいた筈の独房の前には、蜃が着ていた衣服だけが残されていた。 
 まるで肉体だけ神隠しにあったような状態で、ストンと落ちていた。 
 それから、ゆっくりと独房の中へと松明を向けた。中にはキラリと光る手鏡の様なものが一枚落ちていた。 
 見覚えがあった。富子と泰親が封じられていた時のそれと、よく似ていた。 
 流石に、子供では無い。事の成り行きも知っている。嫌でも察した。 
 「……生克五霊獣の法を……使ったんだ」 
 一瞬にして目眩がした。思わず背中から壁にぶつかって、地面にへたり込んでしまった。吐き気さえ覚えたので、麒麟は一旦そのままにして地下牢から飛び出した。 
 荒い呼吸の中、全身がガクガクしているのが分かる。 
 それでも、この先を生きていかなければならないし、なんとかするのは自分しかいない。それはわかっている、わかっているけど、どうすれば。 
 ふと文を思い出し、慌てて懐から取り出した。 
 暗がりの中、震える手で開いて読んだ。 
 そこには、二度目の生克五霊獣の法を使う決心をしたこと 。文によると鏡は旬介だということ。二人が消えた経緯を葛葉に話すのなら、なるべく穏便にと書かれてあった。 
 「話さないなんて無理だし、穏便になんて無茶振りだろ」 
 文を握り潰して、思いっきり地面を叩いた。 
 「くそ！」 
 思わず叫んだ。 
 その場でもう少しだけ佇んでから、再び地下牢へと降りた。 
 蜃の衣服や旬介の鏡を回収するためだった。 
 それらを、そのまま葛葉に手渡すしか伝える方法が思いつかなかった。兎に角、頭が回らない。 
 蜃の衣装を回収している時に、旬介の書いた文を見つけた。 
 最初はそれとは知らず、ただヤケクソのように松明の光の中でそれを読んだ。 
 そこには旬介の字で書かれた悲痛な想いだけが詰まっていた。 
 「父上は勝手だ！ 母上がどれだけ苦しんでたかも知らないで!!」 
 麒麟はその文もくしゃりと握りつぶすと、蜃の衣服と旬介の封じられた鏡を抱えて地下牢を出た。 
 
 「蜃と旬介の様子はどうだった？」 
 何も知らない葛葉が、戻ってきた麒麟にそう声を掛けながら迎えに出て、足をピタリと止めた。 
 「その着物は？ 蜃が着ていた物では無いか？ どうした？」 
 麒麟は黙って俯いたまま、それを葛葉に差し出した。 
 「二人して湯浴みか？ 洗濯して、寝間着を寄越せと」 
 「違う！」 
 誤魔化すように、そうであればいいと願うように話す葛葉を、麒麟が重々しく遮った。 
 葛葉は、差し出された衣服の中、キラリと光る鏡を見つけた。 
 「うっ」 
 と、見覚えのあるそれに声が出た。 
 葛葉の代わりに黄龍がそれを受け取った。 
 空いた手で、麒麟は二つの手紙を葛葉に差し出した。 
 「俺からは説明できない。それを読んで納得されたら、母上に会ってください」 
 麒麟から押し付けられるように渡された文を手に取ると、葛葉は力無くその場にぺたりと座り込んだ。 
 顔も上げず極力見せないようにして、麒麟はその場を足早に離れた。 
 黄龍は着物を持ったまま、黙って葛葉の傍にいた。 
 
 震える手で葛葉は、二つの文を読んだ。読んで、ただひたすらに泣き崩れた。 
 
 ※※※※※※※ 
 
 埋葬は、麒麟邸だけで静かに行った。 
 晴明の墓を挟むようにして、二つの墓を作った。 
 葛葉と麒麟と黄龍の三人だけで話し合い決めたこと。 
 晴明の隣の墓には、新月の亡骸と旬介の鏡を共に埋葬して一つの墓とした。 
 それから、蜃の衣服とお蝶の紅を共に埋めて一つの墓とした。 
 お蝶の紅は、蜃から受け継がれずっと新月が持っていたものだ。二人とも身体が残らなかったので、仕方がなかった。 
 皆には、旬介は流行り病で新月にもそれが移ったのだと伝えた。 
 温泉での事もあり、病だとするには都合がよかったが、それでも苦しい言い訳ではあった。 
 蜃に関しては、暫くは旅に出たと伝えた。皆が同時に生命を落としたことにするには、不自然すぎるとなったからだ。それでも誰もが触れないだけで、皆何かしら気付いていたかもしれない。 
 勿論、葬儀や墓参りの話もしつこい程に出たが、葛葉がタチの悪い流行病のせいだからとなんとか止めた。 
 蜃の死が公に出来るようになってから、許可しようと思った。 
 
 「晴明殿、そっちで皆と出会ってよろしく楽しくやってるのかな？ 私だけこっちだ。早く皆と会いたいのだがなあ」 
 
 葛葉は墓石に、それぞれ酒を掛けた。 
 
 「今年の酒も美味く出来たと、里は喜んでおるよ」 
 
 それぞれの墓の前には、綺麗な花と菓子も置かれている。 
 
 「まだ子供達はこちらにいるからな。私はもう少し、こっちで頑張るよ。だから晴明殿、そっちで子供達をよろしく頼むよ」 
 
 ふわっと、風が吹いた。 
 
 柔らかく、暖かい風だった。 
 
 いつもと変わらない、里の風だった。 
 
 
 
 【完】 
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